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塩
津
・
応
昌
寺
を
め
ぐ
っ
て

 

―
― 

琵
琶
湖
畔
に
お
け
る
禅
宗
と
関
連
し
た
中
世
仏
教
史
の
一
側
面 

―
― 

飯
島
孝
良

序
.
問
題
の
所
在

︻
Ａ
︼
応
昌
寺
と
は
―
―
﹁
由
来
記
﹂
と
回
向
草
子
が
伝
え
る
こ
と

　

琵
琶
湖
の
北
端
・
塩
津
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
に
は
、
応
昌
寺
と
い
う
小
さ
な
寺
院
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
の
終
点
・
近
江
塩

津
駅
か
ら
歩
い
て
十
五
分
少
々
、
国
道
八
号
線
を
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
ほ
か
は
長
閑
な
街
並
が
連
な
り
、
そ
こ
か
ら
奥

ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
禅
寺
は
あ
る
。
こ
こ
に
伝
わ
っ
て
い
た
「
応
昌
寺
由
来
記
」（
大
正
九
年
十
月
十
五
日
）
の
記
述
は
、

当
寺
の
成
立
を
知
る
う
え
で
要
を
得
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
の
引
用
者
に
よ
る
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
便
宜
上
適
宜
ル
ビ
を

施
し
て
あ
る
）。

　
　

応
昌
寺
は
往
古
は
禅
宗
臨
済
派
に
し
て
、
一
休
和
尚
の
師
た
る
西

に
し
の

京き
ょ
う

 
紫む

ら
さ
き

 
野の

大だ
い

徳と
く

寺じ

前
ぜ
ん

住
じ
ゅ
う

勅ち
ょ
く特と
く賜し

大だ
い

機き

弘こ
う

宗そ
う

禅ぜ
ん

師じ

退
隠
し

て
当
寺
に
住
居
し
、
正
長
元
年
戌
甲
六
月
二
十
七
日
世
寿
七
拾
七
歳
に
し
て
遷
化
せ
り
。
依
て
今い

ま

尚な
お

禅
師
の
位
牌
及
墳
墓
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等
境
内
に
存
在
せ
り
。
昔
時
は
相
応
の
伽
藍
な
り
し
が
、
応
仁
以
来
戦
乱
相
続
き
、
其
際
に
至
り
天
台
宗
濫
妨
の
為
め
堂

宇
残
ら
ず
、
灰
燼
荒
廃
せ
り
。
元
亀
年
間
、
織
田
氏
越
前
の
朝
倉
氏
を
征
伐
の
頃
、
軍
勢
を
率
ゐ
て
当
寺
の
門
前
を
騎
馬

御
通
行
の
折
柄
、
忽
然
恰
も
空
中
よ
り
突
落
さ
る
ゝ
が
如
く
三
度
迄
落
馬
せ
り
。
之
れ
必
ず
故
あ
ら
ん
と
て
、
土
地
の
人

民
へ
御
尋
問
あ
り
し
に
、
村
民
の
曰
く
、〈
彼
の
寺
の
門
前
に
あ
る
古
大
木
の
下
に
在
る
鎮
守
の
荒
神
に
し
て
、
昔
時
よ

り
云
ひ
伝
う
る
に
は
、
茲こ

こ

の
神
前
を
如
何
な
る
人
に
て
も
乗
馬
等
に
て
通
過
す
れ
ば
、
必
ず
荒
神
の
御
咎
あ
り
〉
と
答
う
。

茲
に
於
て
織
田
氏
信
仰
の
念
を
起
し
、
近
郷
阿あ

閉つ
じ

村む
ら

正し
ょ
う法ぼ
う寺じ

に
退
休
あ
り
し
伊い

香か

郡ぐ
ん

丹に

生う

村む
ら

大お
お

字あ
ざ

菅す
が

並な
み

洞と
う

寿じ
ゅ

院い
ん

の
前
住
天

阜
栄

〔
マ
マ
〕繁

和
尚
を
招
き
、
斯か

か

る
霊
地
を
荒こ

う

蕪ぶ

に
附
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
て
、
更
に
境
内
及
び
山
林
等
除
地
の
令
を
下
し
、
且

廃
寺
を
再
興
せ
し
む
。
以
来
豊
臣
氏
及
び
徳
川
氏
に
至
る
も
同
じ
く
、
山
林
八
反
・
米
屋
敷
壱
反
・
四
畝
五
歩
並
に
寺
禄

等
を
下
し
給
へ
り
。
而
し
て
今
尚
連
綿
相
続
す
。
彼
の
荒
神
と
称
す
る
鎮
守
の
に
あ
る
古
大
木
は
維
新
の
際
に
至
り
山
林

上
地
の
部
分
に
属
し
、
該
祠
は
当
寺
の
境
内
に
移
れ
り
。
亦
洞
寿
寺
院
前
住
天
阜
繁
和
尚
は
正
法
寺
を
去
り
、
当
寺
に
移

り
臨
済
派
を
曹
洞
宗
に
改
め
ら
れ
た
り
。

こ
の
記
述
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
は
、
一
休
宗
純
（
一
三
九
四
～
一
四
八
一
）
の
師
・
華か

叟そ
う

宗そ
う

曇ど
ん

（
大
機
弘
宗
、
一
三
五
二
～
一

四
二
八
）
の
卵
塔
や
位
牌
が
境
内
に
あ
る
こ
と
、
織
田
信
長
が
切
り
捨
て
た（
1
）が
た
め
に
祟
り
を
も
た
ら
し
た
荒
神
の
木
像
が

現
存
し
て
い
る
こ
と
、
貴
重
な
古
い
大
木
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の
応
昌
寺
は
隣
接
す
る
神
照
寺
の
住
職
が

兼
務
さ
れ
、
曹
洞
宗
の
寺
院
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
の
大
木
が
今
日
ま
で
そ
び
え
て
い
る
。

　

天
阜
永
繁
に
つ
い
て
は
、
神
照
寺
に
伝
わ
る
回
向
草
子
で
は
「
天
正
十
年
九
月
廿
四
日
曹
洞
改
宗
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
応
昌
寺
が
曹
洞
宗
に
改
宗
し
て
の
開
山
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
天
正
十
年
［
一
五
八
二
］
と
い
う
戦
国
期
に
は
、
既
に

曹
洞
宗
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
位
牌
や
回
向
草
子
な
ど
他
の
史
料
に
従
え
ば
、「
由
来
記
」
の
「
栄



塩津・応昌寺をめぐって

3

繁
」
は
誤
記
で
あ
る
。
ま
た
、「
応
昌
寺
由
来
記
」
の
末
尾
に
「
応
昌
寺
住
職
・
高
橋
無
学
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
四
世
絶
峰

無
学
の
こ
と
で
あ
る
。

︻
Ｂ
︼
応
昌
寺
に
の
こ
る
墓
・
位
牌
・
回
向
草
子

　

応
昌
寺
の
裏
に
は
崖
が
あ
り
、
そ
こ
に
華
叟
の
墓
が
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
横
に
も
小
さ
な
卵
塔
が
三
つ
、
雑
然
と
置
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
誰
の
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
応
昌
寺
に
は
、
華
叟
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
表
面
に
は
「
高
源

禪
刹
開
祖
前
住
大
徳
勅
諡
大
機
弘
宗
禪
師
華
叟
宗
曇
大
和
尚
」
と
記
さ
れ
、
裏
面
に
は
「
正
長
元
年
戌
甲
六
月
二
十
一
日
世
壽

七
十
七
歳
而
遷
化
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
保
存
状

態
も
悪
く
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
古
び
た
も
の
で
は
な

い
。ま

た
、
応
昌
寺
に
伝
わ
る
回
向
草
子
に
お
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
明
記
さ
れ
る
。

前
応
昌
高
源
禅
刹
開
祖
前
住
大
徳
勅
諡
大
機

弘
宗
禅
師

華
叟
宗
曇
大
和
尚　

正
長
元
年
（
一
四
二
八

年
）
六
月
二
十
七
日　

七
十
七
歳
示
寂

そ
の
後
に
次
の
よ
う
な
付
記
も
み
ら
れ
る
。

應
昌
兼
住　

神
照
七
世　

是
三
純
大
和
尚　

【図一】　華叟和尚の墓
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昭
和
三
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日　

七
十
七

才
示
寂

應
昌
兼
住　

神
照
九
世　

圓
應
泰
純
大
和
尚

つ
ま
り
、
華
叟
が
示
寂
し
て
の
ち
、
時
を
経
て
、

隣
接
す
る
神
照
寺
（
曹
洞
宗
）
の
住
職
が
応
昌
寺

の
住
職
を
兼
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
応
昌
寺
が
曹
洞
宗
に
改
宗
し

て
以
後
の
開
山
・
歴
住
和
尚
品
位
と
し
て
は
、
以

下
の
よ
う
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。

応
昌
開
山
天
阜
永
槃
大
和
尚　

天
正
十
年
九

月
廿
四
日
曹
洞
改
宗
（
天
文
十
年
）

伝
法
一
世
絶
学
無
禅
大
和
尚　

大
正
五
年
一
月
十
日

伝
法
二
世
宗
暁
是
純
大
和
尚　

昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
日　

神
照
寺
に
て

伝
法
三
世
大
嶺
禅
峯
大
和
尚　

昭
和
二
十
二
年
五
月
三
十
日　

天
正
寺
に
て

伝
法
四
世
絶
峰
無
学
大
和
尚　

大
正
十
年
八
月
四
日

伝
法
五
世
鷲
嶺
了
胤
大
和
尚　

昭
和
四
十
八
年
三
月
十
四
日　

大
音
に
て

伝
法
六
世
東
流
有
禅
大
和
尚　

昭
和
九
年
十
一
月

伝
法
七
世
正
道
義
信
大
和
尚　

平
成
五
年
十
二
月
三
十
日　

東
京
に
て

【図二】　華叟の墓に沿うように置かれた卵塔
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【図三】�　高源禅刹開祖前住大徳勅諡大機
弘宗禅師華叟宗曇大和尚位牌（表
面）

【図四】�　高源禅刹開祖前住大徳勅諡大機
弘宗禅師華叟宗曇大和尚位牌（裏
面）
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な
お
、
神
照
寺
の
開
山
歴
住
和
尚
品
位
も
、
以
下
の
よ
う
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。

当
山
勧
請
開
山
恕
仲
天
誾
大
和
尚　

福
寿
→
洞
春
→
洞
寿
各
開
山　

永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
二
月
五
日　

七
十
七
才

永
寂

開
闢
祥
屋
應
𠮷
大
和
尚　

洞
寿
十
五
世　

寛
永
十
一
年
一
月
一
日
示
寂

伝
法
一
世
祖
久
祥
全
大
和
尚　

明
治
十
四
年
十
月
十
四
日
示
寂　

西
山
村

伝
法
二
世
中
興
康
外
宗
純
大
和
尚　

大
正
五
年
五
月
十
日
示
寂

伝
法
三
世
呼
山
俊
應
大
和
尚　

明
治
二
十
九
年
示
寂　

洞
春　

喜
見　

増
徳

伝
法
四
世
大
揀
徳
全
大
和
尚　

大
正
十
四
年
二
月
十
五
日
示
寂　

静
岡
法
幢
寺　

喜
見
庵　

吉
祥
寺

伝
法
五
世
無
得
公
鑑
大
和
尚

伝
法
六
世
重
興
宗
暁
是
純
大
和
尚　

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
十
日
法
寿
八
十
三
遷
化　

西
蓮
十
一
世　

深
高
二
十
九
世　

洞
寿
五
十
世　

応
昌
寺
二
世

伝
法
七
世
是
三
純
明
大
和
尚　

昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
八
日
法
寿
七
十
七
才
示
寂　

洞
雲
十
一
世　

巌
泉
二
十
六
世　

深
高
三
十
一
世

伝
法
八
世
瑞
雲
同
明
大
和
尚　

昭
和
二
十
年
四
月
七
日
軍
艦
「
大
和
」
に
て
戦
死　

六
世
是
純
ノ
徒
徳
山
北
村
家
出

伝
法
九
世
圓
應
泰
純
大
和
尚

こ
の
よ
う
に
、
応
昌
寺
に
せ
よ
、
神
照
寺
に
せ
よ
、
歴
住
に
つ
い
て
は
近
代
以
前
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
少
な
く
と
も
回

向
草
子
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、
は
じ
め
大
徳
寺
の
末
寺
と
し
て
開
創
し
た
応
昌
寺
が
、
近
世
に
は
曹
洞
宗
へ
と
改
ま
っ
て

お
り
、
昭
和
期
に
神
照
寺
と
の
兼
務
寺
院
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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︻
Ｃ
︼
本
論
の
ね
ら
い

　

応
昌
寺
に
伝
わ
る
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
次
第
に
そ
の
成
立
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
と
き
注
目
さ
れ

る
の
は
、
こ
の
応
昌
寺
に
何
故
華
叟
の
墓
が
あ
る
の
か
、
塩
津
は
禅
宗
を
は
じ
め
と
し
た
仏
教
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た

の
か
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
こ
の
塩
津
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
港
町
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
論
の
課
題

は
、
こ
う
し
た
疑
問
点
の
解
明
に
あ
る
。

　

琵
琶
湖
畔
は
、
中
世
の
仏
教
史
を
考
え
る
う
え
で
無
視
し
得
ぬ
動
き
を
多
く
み
せ
て
い
る
。
網
野
善
彦
（
一
九
二
八
～
二
〇
〇

四
）
の
以
下
の
評
は
、
そ
の
前
提
と
い
う
べ
き
近
江
国
の
特
質
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
江
国
の
歴
史
に
秘
め
ら
れ
た
魅
力
は
、
底
の
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
四
周
を
山
で
囲
ま
れ
、
巨
大
な
湖
を
抱
く
こ
の

国
に
は
、
農
民
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁
法
に
よ
る
漁
撈
や
鳥
猟
・
舟
運
等
に
携
わ
る
湖
の
民
、
鷹
飼
・
炭
焼
を
は

じ
め
轆
轤
師
・
檜
物
師
・
鋳
物
師
等
々
、
山
に
関
わ
り
を
も
つ
多
種
多
様
な
人
々
が
広
く
活
動
し
て
お
り
、
ま
れ
に
み
る
、

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
否
応
な
し
に
、
こ
れ
ら
の
人
々

の
織
り
な
す
多
彩
な
世
界
に
誘
い
こ
ま
れ
て
い
く（
2
）。

こ
の
「
多
彩
な
世
界
」
た
る
琵
琶
湖
畔
に
注
目
す
べ
き
点
の
第
一
は
、
い
わ
ゆ
る
「
中
世
自
由
都
市
」
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、

網
野
善
彦
『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
』（
初
版
は
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
先
行
研
究
が
相
次
い
で
提
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
な
か
で
も
、
琵
琶
湖
西
岸
―
―
と
く
に
堅
田
は
中
世
以
来
特
筆
す
べ
き
発
展
を
み
せ
、
そ
こ
に
臨
済
宗
や
浄
土
真
宗
が
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
基
に
、
琵
琶
湖
畔
に
お
け
る
仏
教
史
的
展
開
は
一
層

の
解
明
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
そ
う
し
た
堅
田
研
究
の
豊
富
さ
に
比
較
し
て
、
湖
北
の
塩
津
の
独
自
性
は
後
回
し
に
な
っ
て
い
た
感
が
ぬ
ぐ
え
な
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い
。
近
年
、
水
野
章
二
編
著
『
よ
み
が
え
る
港
・
塩
津
―
北
国
と
京
を
つ
な
い
だ
琵
琶
湖
の
重
要
港
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二

〇
二
〇
年
）
の
綜
合
的
な
研
究
に
よ
り
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
北
陸
道
か
ら
近
畿
を
つ
な
ぐ
要
衝
で
あ
っ
た
塩
津
の
詳
細

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
近
年
、
塩
津
港
遺
跡
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
琵
琶
湖
の
水
位
や
河
川
環
境
が
古
代
か
ら

近
世
に
か
け
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
が
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
成
果
も
踏
ま
え
、
中
世
の
塩
津
に

は
現
代
よ
り
も
多
く
の
船
舶
が
集
い
、
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
き
て
お
り
、
琵
琶
湖
畔
の
津
々

浦
々
に
如
何
に
寺
院
が
根
付
き
、
発
展
し
て
い
っ
た
か
を
窺
い
知
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
京
都
や
堺
と
い
っ
た
旧
来
多
く
注
目
さ
れ
て
き
た
大
都
市
の
み
な
ら
ず
、
琵
琶
湖
畔
に
あ
る
水
運
都
市
と
禅
宗
な

ら
び
に
他
宗
派
（
と
く
に
真
宗
）
の
関
連
を
検
討
す
る
と
、
中
世
仏
教
史
の
展
開
に
あ
る
特
徴
が
よ
く
み
え
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
一
休
の
み
な
ら
ず
蓮
如
（
一
四
一
五
～
一
四
九
九
）
な
ど
も
含
め
、
多
面
的
な
観
点
か
ら
検
討
し
得
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
三
点
を
中
心
に
分
析
す
る
た
め
、
第
一
章
で
は
ま
ず
、
塩
津
と
堅
田
を
中
心
に
し
て
、
琵
琶
湖
畔
の
地
政
学
的
特
徴

を
検
討
す
る
。
第
二
章
で
は
、
華
叟
と
そ
の
門
下
が
琵
琶
湖
西
岸
を
往
来
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
臨
済
宗
が
塩
津
や

堅
田
と
如
何
な
る
関
係
性
に
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
第
三
章
で
は
、
こ
れ
ら
華
叟
の
門
下
と
同
時
期
に
活
動
し
て
い
た
真
宗

教
団
の
動
き
を
踏
ま
え
、
禅
宗
と
真
宗
と
い
う
ふ
た
つ
の
宗
派
が
琵
琶
湖
畔
に
位
置
し
て
い
た
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。
応
昌

寺
と
い
う
ひ
と
つ
の
寺
院
か
ら
、
琵
琶
湖
に
お
け
る
中
世
仏
教
史
の
一
側
面
を
さ
ぐ
る
。
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一
.
地
政
学
的
背
景
:
と
く
に
塩
津
と
大
津
を
中
心
に

︻
Ａ
︼
湖
上
交
通
の
歴
史
的
な
在
り
方

　

琵
琶
湖
畔
に
お
け
る
水
運
都
市
と
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
中
世
史
家
の
原
田
伴
彦
（
一
九
一
七
～
一
九
八
三
）
に
よ
る
次
の

よ
う
な
概
略
的
な
記
述
は
、
そ
の
歴
史
的
な
経
緯
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
参
考
に
な
る
。

　
　

近
江
の
商
業
と
交
通
の
動
脈
と
し
て
琵
琶
湖
の
果
た
し
た
役
割
は
す
こ
ぶ
る
大
き
い
。
北
陸
の
物
資
は
湖
北
の
塩
津
、
海

津
、
今
津
な
ど
の
港
か
ら
湖
上
を
朝
妻
の
港
（
い
ま
の
米
原
）
や
大
津
に
は
こ
ば
れ
て
東
海
や
京
阪
の
各
地
に
送
ら
れ
た
。

近
世
の
湖
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
大
津
で
あ
っ
た
が
、
中
世
に
は
堅
田
が
そ
の
中
継
港
と
し
て
栄
え
た
。
堅
田
の
漁
民
た
ち
は

戦
国
期
に
は
い
ち
じ
湖
上
の
輸
送
権
を
独
占
し
た
。
彼
ら
は
漁
民
と
い
う
よ
り
は
、
海
商
で
あ
り
、
ま
た
海
賊
で
も
あ
っ

た
。
堅
田
四
十
九
浦
の
「
湖
賊
」
の
名
は
湖
上
に
な
り
ひ
び
い
た（
3
）。

こ
れ
は
主
に
中
世
以
後
の
琵
琶
湖
に
お
け
る
湖
上
交
通
の
在
り
方
を
指
摘
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
様
子
に
い
ち
早
く
言
及
し
た

最
古
の
文
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
、『
古
事
記
』
応
神
天
皇
の
条
に
、
天
皇
が
木
幡
の
宮
主
矢
河
枝
比
売
の
家
で
詠
じ
た
長
歌（
4
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
敦
賀
の
蟹
が
淡
海
を
横
切
っ
て
木
幡
ま
で
渡
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、

古
代
か
ら
北
国
と
大
和
平
野
と
を
繋
げ
て
い
た
の
が
琵
琶
湖
～
瀬
田
川
～
宇
治
～
大
和
と
い
っ
た
航
路
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ

せ
る
。
ま
た
、『
延
喜
式
』
第
二
十
六
巻
主
税
上
に
よ
れ
ば
、
北
陸
道
よ
り
雑
物
を
運
搬
す
る
場
合
は
す
べ
て
琵
琶
湖
上
の
航

路
が
用
い
ら
れ
、
越
前
国
・
加
賀
国
・
能
登
国
・
越
中
国
・
越
後
国
・
佐
渡
国
か
ら
の
貢
進
は
、
ま
ず
は
敦
賀
津
に
集
め
て
陸

路
で
塩
津
に
移
し
、
こ
の
塩
津
か
ら
湖
上
で
大
津
に
輸
送
す
べ
き
と
さ
れ
、
そ
の
功
賃
と
し
て
石
別
米
二
升
・
屋
賃
石
別
一

升
・
挟か

じ

杪と
り

（
船
の
責
任
者
）
六
斗
・
水か

手こ

（
船
の
乗
組
員
）
四
斗
と
定
め
、
挟
杪
一
人
・
水
手
四
人
と
し
て
米
五
十
石
を
漕
ぐ
の
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が
定
例
で
あ
る
と
し
て
い
る（
5
）。
中
世
史
家
の
中
村
直
勝
（
一
八
九
〇
～
一
九
七
六
）
は
、『
淡
海
録
』（
元
禄
元
年
［
一
六
八
八
］）

や
『
近
江
輿
地
志
略
』（
享
保
十
九
年
［
一
七
三
四
］）
を
基
に
、
湊
ご
と
の
船
舶
の
数
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
列
挙
さ

れ
る
津
々
浦
々
の
う
ち
で
数
字
が
飛
び
ぬ
け
て
多
い
の
は
、
大
津
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
堅
田
、
塩
津
、
今
津
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る（
6
）。
湖
西
に
あ
る
こ
れ
ら
の
港
が
湖
上
交
通
の
要
と
な
っ
て
、
北
陸
道
と
京
都
や
大
阪
を
結
ん
だ
と
い
え
る
。

︻
Ｂ
︼
塩
津
に
つ
い
て
︱
と
く
に
宗
久
尼
︵
長
生
尼
︶
と
熊
谷
氏
の
寺
領
を
め
ぐ
っ
て

　

塩
津
と
い
う
港
町
を
と
り
ま
く
状
況
を
考
え
る
う
え
で
、
熊
谷
氏
と
臨
済
宗
の
関
係
は
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
。
こ
の
点
は

夙
に
禅
学
者
の
加
藤
正
俊
（
一
九
二
九
～
二
〇
〇
九
）（
7
）に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
け
て
も
注
目
す
べ
き
は
『
特
賜
仏
日
常

光
国
師
空
谷
和
尚
行
実
』（
8
）で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
相
国
寺
三
世
・
天
龍
寺
四
十
世
の
空
谷
明
応
（
一
三
二
八
～
一
四
〇

七
）
は
江
州
浅
井
郡
の
人
で
、
族
は
平
氏
と
い
う
。
建
武
三
年
［
一
三
三
六
］、
浅
井
郡
の
宏
済
寺
の
沙
門
・
志
徹
（
夢
窓
の
弟

子
）
の
門
下
で
童
行
の
役
を
務
め
る
。
こ
の
宏
済
寺
の
開
基
で
あ
る
海
翁
は
空
谷
の
叔
父
で
あ
り
、
湖
北
出
身
と
い
う
。
ま
た
、

空
谷
の
父
は
熊
谷
直
勝
で
あ
る
。
熊
谷
氏
の
主
流
は
承
久
の
乱
の
あ
と
、
湖
北
の
塩
津
地
頭
職
を
武
蔵
国
か
ら
得
た
。
塩
津
の

地
頭
で
あ
る
熊
谷
氏
は
、
鎌
倉
御
家
人
と
し
て
知
ら
れ
る
熊
谷
直
実
の
兄
・
直
正
の
系
統
と
さ
れ
、
宏
済
寺
の
檀
那
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
熊
谷
氏
の
な
か
で
、
華
叟
や
そ
の
直
弟
子
の
養
叟
宗
頤
（
一
三
七
六
～
一
四
五
八
）
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
の
が
、
宗
久

尼
（
長
生
尼
）
で
あ
る
。
宗
久
尼
に
つ
い
て
は
、
大
徳
寺
山
内
で
語
ら
れ
て
き
た
諸
々
の
伝
承
を
記
録
す
る
古
嶽
宗
亘
『
大
徳

寺
夜
話
』（『
眼
裡
沙
』）
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　

高
源
院
比
丘
尼
、
後
に
常
に
孫
を
愛
す
。
塩
津
の
熊
谷
常
一
、
上
意
に
背
き
、
世
を
遁
れ
ん
と
欲
す
る
時
、
高
源
院
に
謂

い
て
云
く
、〈
妻
子
を
棄
つ
る
善
知
識
、
殊
勝
な
る
べ
し
〉。
高
源
院
云
く
、〈
我
れ
出
家
す
と
雖
も
、
孫
を
抱
き
児
を
弄
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せ
ん
。
大
恵
云
く
、「
孫
を
抱
き
児
を
弄
す
る
こ
と
旧
に
依
り
、
本
地
風
光
、
本
来
面
目
」〉、
云
々
と
。
師
曰
く
、〈
徹
翁

和
尚
も
此
の
如
く
仰
ら
れ
た
。
高
源
院
は
、
是
を
知
て
云
れ
た
ぞ
〉（
9
）。

同
じ
く
『
大
徳
寺
夜
話
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
宗
久
尼
の
辞
世
の
句
と
略
歴
を
収
録
す
る
。

　
　

四
十
餘
季
、
仏
を
呵
し
祖
を
罵
す
、
轉
身
の
一
路
、
青
霄
を
独
歩
す
。

　
　

畠
山
修
理
大
夫
被
官
内
藤
女
也
。
江
州
北
郡
塩
津
の
熊
谷
に
嫁
し
、
後
に
尼
と
為
る
。
城
東
白
河
に
遷
し
、
城
北
大
原
に

居
し
、
晩
陽
は
塩
津
應
聖
寺
に
て
、
九
月
八
日
死
す（
10
）。

こ
れ
ら
『
大
徳
寺
夜
話
』
の
記
述
や
卍
元
師
蛮
『
延
宝
伝
燈
録
』
第
二
十
九
巻（
11
）な
ど
に
よ
る
と
、
宗
久
尼
は
畠
山
修
理
大

夫
の
被
官
の
内
藤
氏
の
娘
と
さ
れ
、
塩
津
の
熊
谷
常
一
に
嫁
ぎ
、
夫
が
上
意
に
背
い
て
遁
世
し
よ
う
と
し
た
際
、
自
分
は
出
家

し
て
孫
と
暮
ら
し
、
何
も
の
に
も
縛
ら
れ
ず
に
自
己
本
分
事
を
徹
底
す
る
の
だ
と
主
張
し
、
洛
東
の
白
河
や
洛
北
の
大
原
に
庵

居
し
て
、
孫
あ
る
い
は
曾
孫
と
暮
ら
し
、
晩
年
は
塩
津
応
聖
寺
に
住
ん
で
九
月
八
日
に
示
寂
し
た
（
年
次
不
明
）。

　

華
叟
か
ら
授
け
ら
れ
た
道
号
「
長
生
」
と
そ
の
号
頌
は
、
応
永
二
十
八
年
［
一
四
二
一
］
臘
月
朔
日
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い

る
。

　
　

宗
久
大
師
、
長
生
と
別
称
す
。

　
　

一
偈
を
賦
し
以
て
之
を
證
し
て
曰
く
、

　
　
〈
萬
年
の
松
は
咲
う
、
八
千
の
椿
、
人
間
百
億
の
春
を
留
め
得
た
り
。

　
　

靈
雲
の
答
え
ざ
る
處
を
勘
破
し
て
、
一
条
の
活
路
、
機
輪
を
發
す
〉

　
　
　

應
永
辛
丑
臘
月
朔
日
、
華
叟
老
拙
書
す（
12
）。

　

ま
た
、
華
叟
が
塩
津
の
江
源
院
に
住
ん
で
い
る
と
き
に
、
長
生
宗
久
尼
の
請
に
よ
っ
て
自
賛
の
頂
相
を
授
け
る
。
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描え
が

け
ど
も
就な

ら
ず
、
畫か

け
ど
も
成な

ら
ず
。
這し

ゃ

般は
ん

の
面
目
、
誰
か
敢
え
て
弁
明
せ
ん
。

　
　

竹し
っ

箆ぺ
い

相あ
い

對む
か

い
て
未
だ
振ふ

蕩る

わ
ざ
る
に
、
良
久
し
て
軒
に
當
っ
て
、
威
氣
生
ず
。

　
　

長
生
久
禅
者
、
余
の
肖
像
を
寫
し
て
賛
を
請
う
。

　
　

江
源
院
主
華
叟
老
拙
書
す（
13
）。

　
「
宗
峰
妙
超
百
年
忌
出
銭
帳
」（
永
享
八
年
［
一
四
三
九
］
十
一
月
二
十
二
日
）
に
は
、
熊
谷
の
後
室
で
あ
る
宗
久
（
長
生
）
大
姉

が
二
貫
文
を
寄
進
し
た
と
あ
る（
14
）こ
と
か
ら
、
相
当
な
財
力
で
大
徳
寺
に
関
わ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
宗
久

尼
に
は
、
華
叟
の
示
寂
し
た
後
も
養
叟
と
関
係
が
み
ら
れ
る
。
文
安
六
年
［
一
四
四
九
］
に
養
叟
が
着
賛
し
た
肖
像（
15
）に
は
、

七
～
八
歳
と
思
し
き
宗
英
と
名
付
け
ら
れ
た
少
女
が
描
き
添
え
ら
れ
る
（
曾
孫
か
）。
文
安
六
年
か
ら
改
元
し
た
宝
徳
元
年
［
一

四
四
九
］
十
月
、
宗
久
尼
が
養
叟
の
頂
相
を
作
成
し
て
養
叟
の
自
賛
を
需も

と

め
て
い
る
（『
宗
恵
大
照
禅
師
語
録
』（
16
））。
永
正
九
年

［
一
五
一
二
］
の

岳
紹
派
筆
「
真
珠
庵
過
去
帳
」
で
は
、
三
月
三
日
に
「
宗
久
大
姉
」
と
あ
る（
17
）。

　

ま
た
、
宗
久
尼
に
は
、
塩
津
の
土
地
と
庵
・
屋
敷
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
熊
谷
直
将
自
筆
田
地
等
譲
状
」（
応

永
二
十
年
［
一
四
一
三
］
三
月
五
日
）
に
は
、
熊
谷
直
将
（「
大
圓
」
の
法
名
を
得
て
、
塩
津
氏
に
寄
進
さ
れ
た
青
龍
寺
の
開
基
と
な
る
）

か
ら
塩
津
庄
の
茶
畑
と
庵
・
屋
敷
な
ど
を
譲
ら
れ
、
そ
の
の
ち
に
青
龍
寺
が
宗
久
尼
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
る（
18
）。「
熊
谷
直

泰
高
源
院
領
安
堵
状
」（
康
正
三
年
［
一
四
五
七
］
三
月
三
日
）
に
よ
れ
ば
、
洛
北
大
原
の
高
源
院
と
そ
の
田
畑
が
宗
久
尼
に
安
堵

さ
れ
て
い
る（
19
）。
さ
ら
に
、「
尼
宗
忻
置
文
」（
応
仁
三
年
［
一
四
六
九
］
正
月
二
十
日
）
に
は
、
洛
北
大
原
の
高
源
院
を
嗣
い
だ

尼
僧
と
思
わ
れ
る
「
し
ゅ
ん
か
ん
」
の
代
に
、
塩
津
と
大
原
が
離
れ
す
ぎ
て
不
便
な
た
め
、
塩
津
の
円
通
庵
と
大
原
の
高
源
院

を
相
続
し
た
が
、
高
源
院
を
相
続
す
る
者
が
な
い
ま
ま
に
、
大
原
の
高
源
院
の
寺
領
を
大
用
庵
に
寄
進
す
る（
20
）。
こ
の
こ
と
で
、

大
原
か
ら
宗
久
尼
の
遺
構
は
消
え
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
高
源
院
住
持
尼
宗
久
長
生
青
龍
寺
領
自
筆
譲
状
」（
長
禄
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二
年
［
一
四
五
八
］
六
月
二
十
七
日
）
に
は
、
宗
久
尼
の
弟
子
で
あ
る
宗
忻
（
養
叟
の
た
め
に
堺
に
陽
春
庵
を
創
建
し
た
宗
歓
居
士
の
娘

か
）
の
後
を
相
続
す
る
と
い
う
者
は
、
大
用
庵
に
あ
る
華
叟
・
養
叟
ふ
た
り
の
頂
相
を
拝
し
て
そ
の
法
を
嗣
ぎ
、
熊
谷
直
泰
を

檀
那
と
す
べ
き
と
指
示
が
み
え
る（
21
）。
そ
の
熊
谷
直
泰
は
、
寛
正
二
年
［
一
四
六
一
］
に
お
け
る
寛
正
の
相
論
に
お
い
て
、

大
浦
と
力
を
合
わ
せ
て
最
終
的
に
は
隣
庄
の
菅
浦
を
徹
底
的
な
滅
亡
か
ら
救
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
熊
谷
氏
と
の
関
係
が
深
い
塩
津
は
、
古
来
、
京
都
と
北
陸
道
諸
国
の
物
流
に
お
い
て
、
越
前
敦
賀
～
近
江
～
京
都

を
基
幹
道
路
と
し
て
陸
路
と
海
路
を
結
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
重
要
拠
点
に
は
商
人
や
旅
客
が
多
く
往
来

し
た
と
考
え
ら
れ
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
き
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
臨
済
宗
な
ど
の
寺
院
が
根
付
い
て
い
っ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。

︻
Ｃ
︼
大
津
堅
田
に
つ
い
て

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
琵
琶
湖
畔
に
お
け
る
動
向
は
、
臨
済
宗
と
関
連
し
た
中
世
仏
教
史
の
在
り
方
を
具
体
的
に
示
し
得
る
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
の
江
州
で
躍
進
し
た
大
徳
寺
派
が
、
次
第
に
真
宗
と
教
線
を
交
え
、
近
世
に
数
を
減
失
し
て

い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
堅
田
は
琵
琶
湖
の
通
行
や
漁
業
に
お
い
て
特
権
的
な
位
置
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
寛
治
年
間
［
一
〇
八
七
～
一
〇

九
四
］
以
来
、
鴨
社
の
供
祭
人
が
漁
撈
を
は
じ
め
と
し
た
自
由
な
行
動
を
保
証
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
番
頭
は
、
殿と

の

原ば
ら

衆し
ゅ
う（

堅

田
の
地
侍
）
と
全

ま
と
う
ど人

衆し
ゅ
う（

堅
田
の
商
工
民
）
に
大
別
さ
れ
る
。
殿
原
衆
は
、
臨
済
宗
の
玉
泉
庵
・
祥
瑞
庵
な
ど
禅
宗
寺
院
を
外
護

し
、
廻
船
に
携
わ
る
と
と
も
に
関
務
を
掌
握
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
全
人
衆
は
真
宗
の
本
福
寺
を
ひ
と
つ
の
拠
点
と
し

て
、
湖
上
を
は
じ
め
と
し
て
広
く
諸
国
で
の
商
業
活
動
に
向
か
っ
た
。『
本
福
寺
跡
書
』
に
、「
昔む

か
し、

か〔

堅

田

〕

た
た
に
有う

得と
く

の
人ひ

と

は
、
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能の

登と

・
越え

ち

中ち
う

・
越え

ち

後ご

・
信し

な
の濃

・
出で

羽わ

・
奥あ

う

州し
う

、
に〔

西

〕し
は
因い

な
ば幡

・
伯は

う
き耆

・
出い

づ
も雲

・
岩い

は

見み

・
丹た

ん

後ご

・
但た

ぢ
ま馬

・
若わ

か

狭さ

へ
越こ

え

て
商

あ
き
な
いを

せ
し

ほ
ど
に
、
人
に
も
な
り
け〔

経

廻

〕

い
く
ゎ
い
も
せ
り（
22
）」
と
も
言
及
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
堅
田
衆
の
特
権
と
活
動
範
囲
を
よ
く
表
す

記
述
で
あ
ろ
う
。

　

殿
原
衆
と
全
人
衆
が
並
立
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
並
立
が
自
治
都
市
と
し
て
の
堅
田
の
維
持
に
何
ら
障
害
と
な
ら

な
か
っ
た
と
分
析
さ
れ
も
す
る（
23
）一
方
、
堅
田
の
本
福
寺
に
集
う
真
宗
門
徒
は
商
人
的
性
格
を
有
し
、
臨
済
禅
の
外
護
者
と

な
っ
た
堅
田
地
侍
の
殿
原
衆
と
対
立
を
深
め
て
一
揆
に
至
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る（
24
）。
そ
し
て
堅
田
が
蓮
如
や
一
向
一
揆
と

ど
う
関
係
し
て
い
た
か
が
、
琵
琶
湖
の
歴
史
を
捉
え
る
う
え
で
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（
25
）。
こ
の
堅
田
に

あ
る
臨
済
宗
の
祥
瑞
庵
が
、
華
叟
に
帰
属
す
る
寺
院
で
あ
り
、
こ
こ
で
華
叟
に
長
ら
く
師
事
し
た
の
が
他
な
ら
ぬ
養
叟
や
一
休

で
あ
っ
た
。
一
方
、
真
宗
の
本
福
寺
に
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
っ
た
の
が
蓮
如
で
あ
り
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
た
の
が
本
福
寺
三
代

住
持
の
法
住
（
一
三
九
六
～
一
四
七
九
）
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
以
前
に
拙
稿（
26
）で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
堅
田
は
水
賊
が
多
く
み
ら
れ
、
中
世
禅
林
文
芸
を
代
表
す
る
ひ

と
り
の
横お

う

川せ
ん

景け
い

三さ
ん

（
一
四
二
九
～
一
四
九
三
）
が
『
小
補
東
遊
集
』
で
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
応
仁
の
乱
［
一
四
六
七
～
一

四
七
七
］
に
際
し
て
永
源
寺
へ
避
難
す
る
途
上
の
応
仁
元
年
［
一
四
六
七
］
八
月
二
十
三
日
、
堅
田
四
十
九
浦
の
水
賊
が
機
に

乗
じ
隙
を
伺
い
、
手
に
矛
を
持
ち
腰
に
弓
矢
を
携
え
て
往
来
す
る
船
を
拿
捕
す
る
た
め
、
往
来
に
は
す
っ
か
り
商
人
も
旅
人
も

な
い
ほ
ど
略
奪
殺
害
が
横
行
し
た
と
い
う
。
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
湖
上
の
賊
船
で
あ
ふ
れ
、
先
を
急
げ
ば
危
害
は
免
れ
ぬ
な
か
、

賄
賂
で
舟
主
を
雇
い
水
賊
数
名
を
誘
っ
て
横
川
ら
の
乗
る
船
の
護
衛
を
さ
せ
た
と
い
う（
27
）。
こ
の
よ
う
に
、
地
侍
や
商
人
の

み
な
ら
ず
禅
僧
も
ま
た
、
当
地
が
危
険
で
あ
り
つ
つ
も
水
賊
と
空
間
を
共
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
夙
に
竹
貫
元
勝
（
一
九
四
五
～
二
〇
二
一
）（
28
）が
詳
細
に
分
析
す
る
の
は
、
臨
済
宗
の
各
宗
派
が
近
江
に
教
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線
を
拡
大
す
る
な
か
で
、
近
世
以
降
に
妙
心
寺
派
や
永
源
寺
派
を
残
し
て
相
当
数
が
廃
絶
も
し
く
は
改
派
し
て
い
る
さ
ま
で
あ

る
。
中
世
の
琵
琶
湖
西
岸
（
高
島
郡
・
甲
賀
郡
・
浅
井
郡
・
犬
上
郡
）
に
広
ま
っ
た
東
福
寺
派
二
十
五
ヵ
寺
の
う
ち
十
九
ヵ
寺
は
、

の
ち
に
曹
洞
宗
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
大
徳
寺
派
が
江
州
へ
と
広
ま
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
元
弘
二
年

［
一
三
三
二
］
に
了
本
房
が
開
基
と
な
っ
て
創
建
さ
れ
た
堅
田
の
玉
泉
庵
を
、
大
燈
国
師
の
弟
子
の
ひ
と
り
・
良
和
が
得
て
大

徳
寺
派
に
入
れ
て
い
る
。
こ
の
玉
泉
庵
の
看
坊
を
務
め
た
覃
澡
（
虎
関
師
錬
の
直
弟
）
は
、
聖
瑞
庵
を
建
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

湖
西
か
ら
湖
北
に
か
け
て
臨
済
宗
が
教
線
を
伸
張
し
て
い
く
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
教
線
は
真
宗
の
蓮
如
と
そ
の
門
下
の

そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
一
向
一
揆
な
ど
大
き
な
う
ね
り
の
な
か
で
近
世
以
降
は
真
宗
に
席
巻
さ
れ
て
い
き
、
臨
済
宗
は

そ
の
勢
い
を
失
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
分
析
を
要
約
す
れ
ば
、
塩
津
や
堅
田
や
大
津
と
い
っ
た
大
き
な
港
町
は
、
北
陸
国
と
京
都
を
結
ぶ
重
要
な
基
幹

道
路
を
形
成
し
、
商
人
を
は
じ
め
と
し
た
旅
客
が
多
く
行
き
交
い
、
比
叡
山
か
ら
押
し
寄
せ
る
圧
力
か
ら
自
立
を
目
指
し
つ
つ
、

地
侍
や
商
工
民
な
ど
へ
禅
宗
や
真
宗
が
教
線
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
堅
田
か
ら
舟
木
・
海
津
・
塩
津
と
い
っ
た
流
通

の
拠
点
を
経
て
能
登
・
若
狭
方
面
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
琵
琶
湖
西
岸
は
、
中
世
・
近
世
の
本
願
寺
で
は
「
西
路
」
と
も
呼
ば

れ
て
お
り（
29
）、
真
宗
門
徒
の
広
い
分
布
を
示
唆
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
華
叟
と
そ
の
門
下
が
居
住
し
活
動

し
て
い
た
と
こ
ろ
も
、
琵
琶
湖
南
西
に
あ
る
堅
田
の
祥
瑞
庵
だ
け
で
な
く
琵
琶
湖
北
端
に
あ
る
塩
津
の
江
源
院
（
高
源
院
）
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
華
叟
門
下
の
臨
済
僧
も
湖
西
を
往
来
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
次
第
に
真
宗
の
教
線
が
拡
大
し
、

臨
済
宗
は
勢
力
を
減
衰
さ
せ
て
い
っ
た
―
―
こ
れ
が
、
室
町
期
の
湖
西
地
域
に
お
け
る
仏
教
史
的
展
開
の
一
側
面
と
い
え
よ

う（
30
）。
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二
.
華
叟
と
そ
の
門
下
の
動
向
:﹃
一
休
和
尚
年
譜
﹄
な
ど
を
参
照
軸
に

︻
Ａ
︼
華
叟
の
略
歴

　

さ
て
、
琵
琶
湖
畔
に
お
け
る
臨
済
宗
―
―
と
く
に
大
徳
寺
―
―
の
動
き
を
よ
り
詳
細
に
確
か
め
る
た
め
、
改
め
て
華
叟
と
そ

の
門
下
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。
ま
ず
華
叟
宗
曇
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、『
勅
謚
大
機
弘
宗
禅
師
行
状
』（
31
）に
よ
れ

ば
、
播
磨
国
揖
西
郡
（
い
ま
の
兵
庫
県
た
つ
の
市
）
の
生
れ
で
、
藤
原
氏
の
出
と
い
う
。
八
歳
で
上
京
し
て
大
徳
寺
一
世
の
徹て

っ

翁と
う

義ぎ

亨こ
う

（
一
二
九
五
～
一
三
六
九
）
に
師
事
し
、
十
四
歳
で
出
家
。
純
粋
端
直
な
性
格
だ
っ
た
た
め
、
徹
翁
か
ら
は
「
仏
心
」
と
呼

ば
れ
た
と
い
う
。
そ
の
徹
翁
が
亡
く
な
っ
た
後
、
十
八
歳
か
ら
約
五
年
間
河
内
国
（
い
ま
の
大
阪
府
）
の
雪
翁
盛
公
（
生
没
年
不

詳
）
に
仕
え
て
か
ら
大
徳
寺
へ
戻
り
、
徳
禅
寺
の
言ご

ん

外が
い

宗そ
う

忠ち
ゅ
う（

一
三
〇
五
～
一
三
九
〇
）
へ
参
禅
し
た
後
に
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。

華
叟
は
、
言
外
示
寂
の
後
、
近
江
国
浅
井
郡
河
毛
の
安
脇
に
あ
っ
た
禅
興
庵
に
入
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
同
地
名
は
『
一
休
和
尚

年
譜
』
の
追
記
に
よ
る
も
の
で
、
現
在
は
安
脇
と
い
う
地
名
は
東
浅
井
郡
湖
北
町
山
脇
に
あ
る
小
字
名
で
河
毛
に
は
な
い
）。
ま
た
、「
原
素

聖
瑞
庵
寄
進
状
」
に
よ
れ
ば
、
応
永
十
三
年
［
一
四
〇
六
］
三
月
二
十
日
、
前
出
し
た
堅
田
の
聖
瑞
庵
が
原
素
と
い
う
禅
僧
に

譲
与
さ
れ
た
の
ち
、
華
叟
に
譲
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る（
32
）。

　

華
叟
の
出
自
に
関
し
て
は
、『
一
休
和
尚
年
譜
』（
33
）応
永
二
十
四
年
［
一
四
一
七
］
条
の
記
述
に
従
え
ば
、
謙け

ん

巖が
ん

原げ
ん

沖ち
ゅ
う（

？
～

一
四
二
一
／
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

の
法
孫
）
と
同
族
で
遠
縁
の
関
係
と
い
う
。
謙
巖
と
華
叟
は
と
も
に
下
司
堯
家
法
印
の
一
族
と
さ
れ
、
も

と
は
比
叡
山
に
関
わ
る
一
族
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
次
第
に
、
禅
宗
へ
と
傾
い
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る（
34
）。
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︻
Ｂ
︼
一
休
と
の
関
係

　
『
一
休
和
尚
年
譜
』
応
永
二
十
二
年
［
一
四
一
五
］
条
に
よ
れ
ば
、
二
十
二
歳
の
宗
純
が
堅
田
の
華
叟
へ
の
入
門
を
拒
絶
さ

れ
、
そ
れ
で
も
四
五
日
の
あ
い
だ
門
前
で
四
つ
ん
這
い
で
待
ち
続
け
た
の
で
、
よ
う
や
く
受
容
さ
れ
て
対
応
さ
れ
た
と
伝
え
る
。

た
だ
し
、
こ
の
と
き
に
宗
純
が
門
を
叩
い
た
の
は
、
祥
瑞
庵
で
は
な
く
禅
興
庵

0

0

0

で
あ
ろ
う
（『
龍
宝
山
大
徳
禅
寺
志
』（
35
）に
は
、
こ

の
禅
興
庵
は
大
燈
国
師
の
法
嗣
で
あ
る
海
岸
了
義
が
住
し
た
と
こ
ろ
と
記
す
）。
そ
の
後
、
倦
ま
ず
弛
ま
ず
参
禅
し
た
た
め
、
華
叟
と

宗
純
は
相
通
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
妬
む
者
が
告
げ
口
や
中
傷
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
わ
ざ
と
仲
た

が
い
し
て
い
る
よ
う
に
装
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
華
叟
に
仕
え
る
こ
と
九
年
、
そ
の
禅
の
要
領
を
得
た
と
い
う（
36
）。
応
永
二
十

三
年
［
一
四
一
六
］、
華
叟
の
い
た
「
江
庵
」（
＝
江
源
院
を
指
す
か
）
は
質
素
こ
の
う
え
な
く
、
一
日
一
食
で
あ
っ
た
と
い
う
。

宗
純
は
近
く
の
漁
師
と
親
し
く
な
っ
て
、
そ
の
苫
屋
で
飢
え
と
寒
さ
に
耐
え
て
坐
禅
工
夫
し
た
た
め
、
漁
師
は
い
つ
も
食
事
を

用
意
し
て
く
れ
た
（
が
そ
の
女
房
は
無
慈
悲
で
冷
た
い
た
め
、
空
の
鍋
を
叩
い
て
食
わ
せ
る
も
の
な
ど
無
い
の
に
と
あ
て
つ
け
た
）。
宗
純

は
、
京
都
に
戻
っ
て
紙
で
匂
い
袋
や
雛
人
形
の
着
物
を
造
っ
て
売
り
、
少
し
ば
か
り
金
が
で
き
れ
ば
す
ぐ
に
堅
田
に
向
か
っ
た
。

旅
支
度
は
せ
ず
に
、
草
履
履
き
に
笠
と
い
っ
た
軽
装
で
出
か
け
る
よ
う
な
気
楽
さ
だ
っ
た
。
華
叟
は
い
つ
も
辛
辣
で
手
を
ゆ
る

め
ず
、
薬
草
づ
く
り
を
命
じ
ら
れ
た
宗
純
が
砧
で
砕
い
て
い
る
と
指
か
ら
出
血
し
、「
い
い
若
者
が
そ
ん
な
軟
弱
な
指
を
し

て
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
宗
純
は
い
よ
い
よ
手
が
震
え
た
が
、
華
叟
は
微
笑
ん
で
み
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
工
夫
を
経

て
、
宗
純
は
や
が
て
華
叟
よ
り
「
一
休
」
の
道
号
を
授
か
る
。『
一
休
和
尚
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
応
永
二
十
五
年
［
一
四
一
八
］、

二
十
五
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

　

華
叟
は
、
最
晩
年
に
は
や
は
り
湖
北
の
塩
津
で
暮
ら
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
一
休
和
尚
年
譜
』
文
明
八
年
［
一
四
七

八
］
条
に
お
い
て
、
修
行
時
代
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
て
、
一
休
は
当
時
の
逸
話
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
。
一
休
は
、
華
叟
の
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下
に
い
た
と
き
に
逆
ら
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
辞
去
し
よ
う
と
し
た
が
、
華
叟
の
甥
で
あ
る
讃さ

ん

竪り
ゅ
う者し
ゃ（

37
）の
仲
介
で
戻
っ
た
。「
宋

末
元
初
の
韻
書
で
あ
る
『
韻
府
群
玉
』
が
ど
う
し
て
も
忘
れ
ら
れ
ず
に
戻
っ
て
来
た
の
だ
な
」
と
言
わ
れ
、
以
前
に
増
し
て
大

切
に
し
て
い
た
が
、
長
雨
の
た
め
に
崖
崩
れ
で
書
物
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
全
巻
が
揃
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
五
十
年

以
上
後
に
な
っ
て
献
本
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
一
休
は
大
変
に
喜
ん
だ
―
―
。

　

こ
の
逸
話
に
従
え
ば
、
こ
れ
は
崖
崩
れ
が
起
こ
り
得
る
土
地
で
の
出
来
事
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
平
地
の
堅
田
で
は
起
こ

り
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
小
高
い
山
の
あ
る
港
町
で
あ
っ
た
塩
津
の
出
来
事
と
考
え
ら
れ
る
。『
自
戒
集
』
に
も
、「
華
叟
和
尚
、

言
外
よ
り
の
印
可
の
状
は
、
御
入
滅
の
時
、
江
源
院
に
て
山
崩
て
、
う
せ
ぬ
と
も
承
及
ぬ（
38
）」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
崖

崩
れ
が
お
こ
っ
た
の
は
塩
津
で
あ
り
、
一
休
が
華
叟
に
つ
い
て
修
行
し
て
い
た
の
が
堅
田
の
み
な
ら
ず
塩
津
で
も
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
論
の
冒
頭
で
、
華
叟
の
墓
の
横
に
い
く
つ
か
卵
塔
が
雑
然
と
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
が
、

墓
の
状
態
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
か
つ
て
崖
崩
れ
が
一
再
な
ら
ず
発
生
し
て
、
墓
と
そ
の
周
辺
が
乱
れ
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。

　

応
永
二
十
八
年
［
一
四
二
一
］、『
一
休
和
尚
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
華
叟
は
腰
の
病
の
た
め
に
立
て
な
く
な
り
、
宗
純
だ
け
が

手
の
指
で
師
の
便
を
ぬ
ぐ
い
清
め
た
と
い
う
。『
勅
謚
大
機
弘
宗
禅
師
行
状
』
に
は
、「
江
州
堅
田
祥
瑞
庵
、
師
〔
＝
華
叟
〕
に

請
い
て
第
一
祖
と
為
す
也
。
師
、
禅
興
庵
従よ

り
塩
津
高
源
院
に
遷
し
、
疾や

ま
いに

臥ふ

す
こ
と
七し

ち

稔ね
ん

」（
39
）と
あ
り
、
堅
田
の
祥
瑞
庵
か

ら
安
脇
の
禅
興
庵
、
そ
し
て
塩
津
の
高
源
院
（
江
源
院
）
へ
移
り
、
こ
こ
で
七
年
間
病
に
伏
し
て
い
た
様
子
を
伝
え
る
。
こ
の

「
七
稔
」
が
正
し
け
れ
ば
、
応
永
二
十
九
年
［
一
四
二
二
］
に
は
塩
津
に
引
退
し
た
こ
と
に
な
る
（
但
し
、
堅
田
の
祥
瑞
庵
に
つ

い
て
は
言
及
が
な
い
）。
ま
た
、
養
叟
の
行
実
を
伝
え
る
『
宗
慧
大
照
禅
師
行
状
』
に
は
「
叟
〔
＝
華
叟
〕、
一
日
、
安
脇
の
禅

興
庵
従よ

り
塩
津
の
高
源
院
に
遷
り
、
師
〔
＝
養
叟
〕
も
亦
た
叟
と
與と

倶も

に
順
世
〔
＝
遷
化
〕
に
随
う
」（
40
）と
あ
り
、
こ
の
年
以
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降
か
ら
華
叟
が
示
寂
す
る
ま
で
、
養
叟
が
塩
津
に
随
侍
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る（
41
）。

︻
Ｃ
︼
華
叟
の
示
寂
と
﹃
一
休
和
尚
年
譜
﹄
に
み
え
る
不
可
解
な
記
述

　

正
長
元
年
［
一
四
二
八
］、
華
叟
は
示
寂
す
る
。
訃
報
に
接
し
た
と
聞
い
て
、
三
十
五
歳
の
一
休
は
堅
田
に
赴
き
、
初
七
日

を
終
え
て
京
都
へ
帰
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
の
『
一
休
和
尚
年
譜
』
の
記
述
に
は
、
い
く
つ
か
不
可
解
な
点
が
あ
る
。

　
（
1
）
長
ら
く
塩
津
で
過
ご
し
、
腰
も
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
華
叟
が
示
寂
し
た
と
聞
い
て
、
一
休
は
な
ぜ
塩
津
で
な
く
堅

田
へ
向
か
っ
た
の
か
。
塩
津
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
華
叟
の
亡
骸
を
堅
田
へ
移
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
華
叟

と
そ
の
門
下
の
本
拠
地
は
、
や
は
り
堅
田
の
祥
瑞
庵
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
口
伝
で
も
錯
綜
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る（
42
）。

　
（
2
）
一
休
が
華
叟
の
便
を
ぬ
ぐ
い
清
め
た
と
い
う
逸
話
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
病
床
の
華
叟
の
様
子
や
そ
の

看
病
の
詳
細
に
つ
い
て
、
一
切
言
及
が
な
い
。『
一
休
和
尚
年
譜
』
は
、
一
休
を
高
め
る
意
図
で
弟
子
に
よ
り
編
集
さ
れ

て
い
る
筈
が
、
晩
年
に
塩
津
で
過
ご
し
て
い
た
華
叟
と
一
休
の
関
係
は
随
分
と
希
薄
に
み
え
る
。

　
（
3
）
そ
の
後
の
一
休
の
動
き
も
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
三
十
代
後
半
か
ら
五
十
代
ま
で
の
あ
い
だ
、
近
江
や
京
都

で
過
ご
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
目
立
っ
た
活
動
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
文
献
類
に
も
記
述
が
乏
し
い
。
果
た
し
て
何
を
し

て
い
た
の
か
。

『
一
休
和
尚
年
譜
』
の
編
纂
を
担
っ
た
弟
子
の
記
述
に
は
、
以
上
の
点
で
杜
撰
な
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
特
定
の
期
間

に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、『
一
休
和
尚
年
譜
』
の
記
述
全
体
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
壮
年
期
の
一
休

に
つ
い
て
は
記
述
が
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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そ
う
し
た
な
か
、『
一
休
和
尚
年
譜
』
の
記
述
の
な
か
で
一
休
の
姿
が
よ
う
や
く
目
立
つ
の
は
、
永
享
九
年
［
一
四
三
五
］、

四
十
二
歳
の
と
き
で
あ
る
。
一
休
は
こ
の
堺
で
朱
太
刀
を
用
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展
開
し
、
大
徳
寺
主
流
派
の
贋
坊
主
ぶ

り
を
批
判
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
享
徳
三
年
［
一
四
五
四
］、
六
十
一
歳
の
一
休
が
久
方
ぶ
り
に
再
会
し
た
兄
弟
子
の
養
叟
と

深
刻
な
口
論
と
な
り
、
遂
に
絶
交
す
る
に
到
る
と
こ
ろ
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
頃
、
養
叟
の
拠
点
で
あ
っ
た
堺
の
陽
春
庵

で
は
都
市
民
を
相
手
に
講
義
や
入
室
参
禅
が
行
わ
れ
、
法
名
や
法
語
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
安
売
」
禅
に
憤
っ
た

一
休
は
、
六
十
二
歳
の
と
き
に
『
自
戒
集
』
で
猛
烈
な
批
判
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
休
は
何
十
年
に
も

わ
た
っ
て
主
流
派
と
の
対
立
を
深
め
て
い
っ
た
。
と
は
い
え
、
養
叟
ら
大
徳
寺
の
主
流
派
が
教
線
を
張
っ
て
い
る
堺
で
あ
る
か

ら
、
一
休
が
そ
う
容
易
に
立
ち
入
れ
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
一
休
は
遠
く

か
ら
一
石
を
投
じ
る
よ
う
な
批
判
の
在
り
方
で
あ
っ
た
と
も
み
え
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
も
勘
案
す
る
と
、
華
叟
の
晩
年
に
あ
た
る
三
十
代
半
ば
か
ら
し
ば
ら
く
の
期
間
、
一
休
の
諸
活
動
は
そ
れ
ほ

ど
活
発
で
目
立
っ
た
も
の
と
は
み
え
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
最
も
感
じ
て
い
た
の
は
、
そ
の
一
休
の
間

近
で
暮
ら
し
、
の
ち
に
『
一
休
和
尚
年
譜
』
を
編
纂
す
る
こ
と
と
な
る
直
弟
子
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
.
真
宗
に
お
け
る
臨
済
宗
へ
の
意
識

︻
Ａ
︼
真
宗
教
学
に
お
け
る
華
叟
・
一
休
へ
の
言
及

　

先
に
、
琵
琶
湖
畔
に
お
け
る
教
線
は
専
ら
真
宗
が
拡
大
し
て
い
き
、
こ
れ
に
対
し
て
大
徳
寺
派
や
妙
心
寺
派
は
次
第
に
勢
力

が
抑
え
ら
れ
て
い
っ
た
点
に
触
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
永
源
寺
派
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
後
代
に
至
る
ま
で
残
っ
た
臨
済
宗
寺
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院
も
少
な
く
な
い（
43
）。
こ
の
地
政
学
的
な
影
響
が
、
そ
の
後
の
各
宗
派
に
ど
う
意
識
さ
れ
て
い
っ
た
か
は
、
文
献
上
で
あ
れ

ば
徳
川
期
の
真
宗
教
学
に
も
確
認
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
敬
信
『
真
宗
流
義
問
答
』（
正
徳
六
年
［
一
七
一
六
］
刊
）
巻
三
下
に
は
、
永な

が

田た

善ぜ
ん

斎さ
い（

44
）（
一
五
九
七
～
一
六
六
四
）

の
漢
文
随
筆
『
膾か

い

餘よ

雑ざ
つ

録ろ
く

』（
承
応
二
年
［
一
六
五
三
］
刊
）
を
引
用
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

紫
野
の
一
休
宗
純
、
後
小
松
院
の
皇
子
也
。
曇
華
叟
に
嗣
法
し
、
自
ら
〈
媱（
45
）坊
酒
肆
の
狂
雲
子
〉
と
称
し
、
或
い
は

又
た
自
ら
〈
天
下
の
老
和
尚
〉
と
称
す
。
実
に
大
悟
明
眼
の
一
異
人
也
。
応
永
元
年
甲
戌
に
生
れ
、
文
明
十
三
年
辛
丑
に

寂
し
、
年
八
十
八
歳
な
り
、
云
云
。
此
の
宗
純
一
休
に
尼
の
給
仕
す
る
有
り
、
是
れ
森
侍
者
と
号
す
、
云
云
。
又
た
大
徳

寺
開
山
の
大
燈
国
師
の
四
世
孫
弟
な
る
華
叟
宗
曇
は
、
一
休
の
得
法
の
師
也
。
應
仁
の
乱
の
時
節
、
江
州
堅
田
に
蟄
居
し

て
尼
と
倶
に
漁
を
以
て
産
業
と
為
す
。
終つ

い

に
彼か

し
こに

在
し
て
遷
化
せ
り
。
其
の
旧
跡
、
今
に
至
る
ま
で
之
有
り
、
僧
尼
妻
帯

の
禅
寺
也
。
祥
瑞
寺
と
号
せ
り
。
此
の
曇
華
叟
・
一
休
和
尚
等
、
即
ち
是
れ
肉
食
妻
帯
な
り
と
い
へ
ど
も
、
古
往
今
来
天

下
に
一
人
と
し
て
其
れ
非
な
り
と
云
ふ
も
の
な
し
。
是
等
の
大
徳
は
肉
食
妻
帯
し
て
、
之こ

れ

が
為た

め

に
妨
げ
ら
れ
ず
、
有
徳
の

故
也（
46
）。

『
膾
餘
雑
録
』
で
既
に
「
実
に
大
悟
明
眼
の
一
異
人
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
に
追
補
す
る
形
で
、
一
休
に
は
そ
の
世

話
を
し
て
い
た
尼
の
森
侍
者
が
お
り
、
そ
の
師
で
あ
る
華
叟
は
大
津
堅
田
の
祥
瑞
寺
に
蟄
居
し
て
尼
と
漁
業
を
営
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
、
華
叟
と
一
休
は
と
も
に
肉
食
妻
帯
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
華
叟
は
正
長
元
年
［
一
四
二
八
］
に
示
寂
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
応
仁
の
乱
の
と
き
ま
で
堅
田
に
蟄
居
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
誤
り
。
ま
た
、
尼
僧
が
傍
ら
に
い
た
か
も
は
っ
き
り
と
は
し

な
い
）。
そ
し
て
、
そ
の
肉
食
妻
帯
に
つ
い
て
今
も
昔
も
誰
ひ
と
り
批
判
す
る
者
が
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
徳
が
高
か
っ
た
ゆ

え
で
あ
る
、
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
と
同
様
の
記
述
は
持
寛
『
摑
網
記
』（
貞
享
四
年
［
一
六
八
七
］
刊
行
）
巻
二
で
も
み
ら
れ
、
や
は
り
『
膾
餘
雑
録
』
の
記

述
を
参
照
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

大
德
妙
心
五
山
諸
寺
の
風
流
を
語
り
、
又
古
明
徳
人
の
模
様
を
談
ず
。
其
の
語
の
中
に
云
、〈
大
德
寺
開
山
大
燈
国
師
四

世
孫
弟
華
叟
宗
曇
は
、
一
休
得
法
の
師
な
り
。
応
仁
乱
の
時
節
、
江
州
堅
田
に
蟄
居
し
、
尼
と
倶と

も

に
、
漁
を
以
て
産
業
と

為
す
。
終つ

い

に
彼か

し
こに

在
り
て
遷
化
せ
り
〉。【
中
略
】
夫
れ
彼
の
曇
華
叟
・
一
休
和
尙
等
、
即
ち
是
れ
肉
食
妻
帯
な
り
と
い
へ

ど
も
、
今
に
至
る
ま
で
一
人
と
し
て
其
れ
非
な
り
と
云
者
な
し
。
是
れ
彼
の
大
徳
老
人
は
、
肉
食
妻
帯
し
て
之
が
為
に
徳

あ
る
が
妨
げ
ら
れ
ざ
る
故
な
り（
47
）。

同
じ
く
『
摑
網
記
』
巻
三
に
も
、「
今
還か

え
って

汝な
ん
じに

問と
う

、
汝
既
に
魚
を
噉く

ら
わん

と
思
ひ
、
妻
を
愛
せ
ん
と
思
ふ
志
、
卽
ち
心
の
汚
に

し
て
、
俗
の
中
に
も
凶
俗
な
り
と
言
り
。
然し

か
らば

羅
什
・
慈
恩
・
傅
大
士
・
麗
道
元
・
曇
華
叟
・
一
休
和
尙
等
、
皆
以
て
心
の
汚

た
る
俗
中
の
凶
俗
な
る
歟か
（
48
）」
な
ど
と
い
い
、
肉
食
妻
帯
が
仏
教
的
に
問
題
な
の
か
ど
う
か
を
問
い
直
し
て
い
る
。
真
宗
教

学
に
お
い
て
、
臨
済
僧
で
あ
る
華
叟
や
一
休
が
繰
り
返
し
意
識
さ
れ
参
照
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
琵
琶
湖
畔
の
特

徴
的
な
現
象
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

︻
Ｂ
︼
琵
琶
湖
畔
の
仏
教
史
に
お
け
る
真
宗
の
位
置
を
ど
う
み
る
か
︱
臨
済
宗
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て

　

こ
う
し
た
文
献
な
ど
か
ら
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
琵
琶
湖
畔
の
地
域
史
に
お
い
て
は
、
真
宗
中
心
史
観
が
し
ば
し
ば
み
ら

れ
る
。
と
く
に
真
宗
と
近
江
商
人
の
関
係
が
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
、
近
世
に
到
る
ま
で
に
真
宗
教
団
が
琵
琶
湖
畔
に
よ
く
根
付
い

た
と
い
う
記
述
が
多
い
。
典
型
的
な
例
は
、
滋
賀
県
守
山
市
の
地
域
史
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

琵
琶
湖
岸
沿
い
に
は
赤
野
井
浜
や
木
浜
港
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
湖
上
交
通
の
拠
点
と
な
る
湊
が
発
達
し
、
村
々
ま
で
巡
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ら
さ
れ
た
水
路
と
と
も
に
広
く
水
上
交
通
網
を
形
成
し
ま
す
。
陸
上
に
は
主
要
幹
線
路
（
東
山
道
・
中
山
道
）
を
有
し
、
さ

ら
に
地
域
を
つ
な
ぐ
道
（
浜
街
道
、
志
那
街
道
、
赤
野
井
道
等
）
が
城
内
に
発
達
し
て
、
水
陸
を
結
ぶ
独
自
の
交
通
網
が
形

成
さ
れ
、
商
人
や
巡
礼
者
な
ど
の
往
来
で
賑
わ
い
ま
し
た
。【
中
略
】
ま
た
奈
良
時
代
に
は
野
洲
郡
に
南
都
諸
寺
の
墾
田

が
開
か
れ
、
平
安
時
代
に
は
東
門
院
等
の
天
台
諸
宗
の
寺
院
も
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
室
町
時
代
に
は
、
蓮
如
上
人
に
よ
る

積
極
的
な
布
教
活
動
も
あ
っ
て
浄
土
真
宗
の
教
線
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
金
森
の
よ
う
に
強
力
な
自
治
を
持
っ
た
寺

内
町
も
形
成
さ
れ
ま
し
た（
49
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
守
山
と
い
う
港
町
は
、
琵
琶
湖
の
湖
上
交
通
に
よ
っ
て
広
範
な
水
上
交
通
網
を
形
成
し
、
そ
こ
か
ら
中
山
道

や
東
海
道
と
い
っ
た
街
道
へ
連
な
り
、
琵
琶
湖
を
中
心
に
商
人
や
巡
礼
者
が
活
発
に
往
来
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
づ
く
ら
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
更
に
は
、
比
叡
山
を
向
こ
う
に
置
い
て
、
真
宗
の
積
極
的
な
活
動
が
強
大
な
寺
内
町
を
形
成

す
る
の
み
な
ら
ず
、
の
ち
の
一
向
一
揆
に
ま
で
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
真
宗
を
中
心
に
し
た
歴
史
著
述
は
、
堅

田
や
守
山
の
み
な
ら
ず
、
塩
津
を
含
む
長
浜
の
地
域
史
で
も
同
様
で
あ
り
、
長
浜
の
正
史
た
る
『
長
浜
市
史
』
の
中
世
仏
教
史

を
真
宗
学
者
の
柏
原
祐
泉
（
一
九
一
六
～
二
〇
二
二
）
が
担
当
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う（
50
）。

　

た
だ
、
こ
こ
ま
で
本
論
が
検
討
し
て
き
た
諸
々
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
臨
済
宗
と
地
侍
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
る
琵
琶
湖
畔
は
、

実
際
に
は
禅
宗
と
真
宗
が
く
っ
き
り
と
勢
力
が
分
か
れ
ず
に
、
も
っ
と
ま
だ
ら
模
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性

も
想
定
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
前
出
の
本
福
寺
歴
代
住
持
の
様
子
を
み
る
に
、
三
代
目
の
法
住
の
生
家
は
紺
屋
を
生
業
と
し
、

法
住
の
祖
父
・
善
道
の
代
で
は
浄
土
真
宗
で
あ
っ
た
が
、
父
・
覚
念
の
代
に
臨
済
禅
に
改
宗
し
て
い
た
と
い
う
。
四
三
歳
で
法

主
と
な
っ
た
蓮
如
が
自
由
な
布
教
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
親
鸞
へ
の
信
心
を
募
ら
せ
て
い
た
法
住
は
堅
田
商
人

で
あ
る
門
徒
を
率
い
、
蓮
如
の
手
足
と
し
て
惜
し
ま
ず
援
助
し
た
。
船
で
の
商
い
を
し
な
が
ら
の
布
教
は
、
東
北
、
北
陸
、
山
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陰
ら
の
地
方
に
ま
で
及
ん
だ
が
、
そ
れ
も
紺
屋
で
あ
っ
た
法
住
が
主
導
し
た
こ
と
や
、
寛
正
六
年
［
一
四
六
五
］
正
月
に
本
願

寺
が
延
暦
寺
僧
徒
に
焼
討
さ
れ
た
際
、
法
住
が
蓮
如
を
守
る
大
功
を
立
て
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た（
51
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

わ
か
る
の
は
、
は
じ
め
浄
土
教
に
属
し
て
い
た
者
が
臨
済
禅
に
転
じ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
も
あ
り
得
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
宗
派
ご
と
の
動
き
を
基
準
に
し
た
歴
史
著
述
は
、
少
な
く
と
も
琵
琶
湖
畔
の
仏
教
史
的
動
向
を
把
握
す

る
に
は
注
意
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　

今
後
は
、
臨
済
宗
（
の
み
な
ら
ず
曹
洞
宗
な
ど
他
宗
派
も
含
め
て
）
の
琵
琶
湖
畔
に
お
け
る
歴
史
的
な
動
向
を
出
来
る
だ
け
詳
し

く
描
き
出
す
こ
と
で
、
よ
り
立
体
的
に
当
時
の
歴
史
的
な
状
況
が
み
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

結
.
む
す
び
と
ひ
ら
き

　

本
論
で
は
、
応
昌
寺
の
調
査
と
分
析
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
中
世
の
琵
琶
湖
畔
に
お
け
る
臨
済
宗
を
は
じ
め
と
し
た
寺
院
の

動
向
を
検
討
し
た
。
こ
の
応
昌
寺
に
伝
わ
る
墓
・
位
牌
・
回
向
草
子
は
い
ず
れ
も
貴
重
な
が
ら
不
明
な
点
が
多
い
資
料
で
あ
り
、

こ
の
度
は
じ
め
て
分
析
対
象
と
な
っ
た
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
と
き
、
琵
琶
湖
の
地
政
学
的
な
背
景
に
注
目
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
室
町
期
に
到
る
ま
で
の
湖
上
交
通
の
変
遷
を
た
ど
り
、
そ
の
な
か
で
塩
津
や
堅
田
と
い
っ
た
港
町

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
べ
き
と
考
え
た
。
敦
賀
な
ど
北
陸
路
へ
の
玄
関
口
と
い
う
べ
き
塩
津
に
つ
い

て
は
、
熊
谷
氏
に
属
し
た
宗
久
尼
（
長
生
尼
）
が
華
叟
な
ど
大
徳
寺
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
う

し
た
作
業
は
、
華
叟
と
そ
の
門
下
に
あ
っ
た
養
叟
・
一
休
の
諸
活
動
に
再
考
を
求
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ

ら
華
叟
・
養
叟
・
一
休
な
ど
大
徳
寺
の
室
町
期
当
時
の
動
き
に
、
今
な
お
不
明
な
点
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
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い
か
ら
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
い
わ
ば
禅
宗
の
「
外
側
」
か
ら
の
視
点
と
し
て
、
徳
川
期
真
宗
教
学
で
語
ら
れ
る
華
叟
・
一
休

の
像
も
踏
ま
え
て
分
析
し
た
。
こ
う
し
た
作
業
で
明
ら
か
に
な
る
時
代
状
況
は
、
琵
琶
湖
畔
に
は
臨
済
宗
や
真
宗
が
広
く
伝
播

さ
れ
た
も
の
の
、
次
第
に
真
宗
が
優
勢
と
な
り
、
こ
と
に
よ
る
と
近
世
以
後
の
琵
琶
湖
畔
は
「
真
宗
王
国
」
と
も
み
え
る
地
と

み
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
真
宗
教
学
の
な
か
で
華
叟
や
一
休
に
つ
い
て
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
臨

済
宗
が
後
代
に
到
っ
て
も
決
し
て
無
視
し
得
ぬ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
一
休
な
ど
臨
済
宗
の
動
き
は
、
こ
れ
ま
で
京
都
や
堺
と
の
関
連
で
論
じ
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た（
52
）。

そ
う
し
た
論
攷
は
極
め
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
大
徳
寺
主
流
派
の
動
き
に
せ
よ
、
一
休
と
そ
の
門
下
の
動
向
―
―
没

も
つ

倫
り
ん

紹
じ
ょ
う

等と
う

（
？
～
一
四
九
二
）
な
ど
一
休
の
直
弟
子
が
住
職
と
な
っ
て
き
た
酬
恩
庵
（
い
ま
の
京
都
京
田
辺
市
）
や
、
や
は
り
一
休
の
直
弟
子

で
あ
る
桐と

う

嶽が
く

紹じ
ょ
う鳳ほ
う（

？
～
一
五
三
四
）
が
開
山
と
な
っ
た
少
林
寺
（
い
ま
の
滋
賀
県
守
山
市
）
―
―
に
せ
よ
、
琵
琶
湖
畔
の
情
勢
を

抜
き
に
し
て
は
、
そ
の
実
像
は
み
え
に
く
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
実
像
の
把
握
に
際
し
て
と
く
に
想
定
す
べ
き
こ
と
は
、
塩

津
～
大
津
～
守
山
～
薪
と
い
う
勢
力
圏
で
、
一
休
門
下
の
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
或
い
は
養
叟
ら
大
徳
寺
主
流

派
は
京
都
と
堺
と
で
教
線
を
張
っ
て
い
る
た
め
に
、
一
休
門
下
は
堺
に
は
容
易
に
近
づ
き
に
く
い
こ
と
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

中
世
以
来
琵
琶
湖
畔
か
ら
北
陸
な
ど
遠
方
へ
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
真
宗
な
ど
と
の
比
較
分
析
に
つ
い
て
は
、
臨
済
宗
が

ど
う
勢
力
を
伸
ば
し
た
の
か
―
―
或
い
は
ど
う
減
衰
し
た
の
か
―
―
を
解
明
す
る
足
掛
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
中

世
地
域
史
や
禅
宗
史
で
個
別
的
に
検
討
さ
れ
て
き
た
要
素
を
総
合
的
に
論
じ
て
い
け
ば
、
な
お
多
く
検
討
の
余
地
を
の
こ
す

「
中
世
琵
琶
湖
の
仏
教
史
」
の
全
体
像
を
も
明
ら
か
に
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
近
畿
や
北
陸
に
到
る
動
向
ま

で
も
包
含
し
た
仏
教
史
記
述
と
し
て
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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註（
1
）	

信
長
が
朝
倉
氏
攻
略
の
た
め
に
三
万
の
兵
を
率
い
て
京
都
か
ら
進
軍
し
て
い
た
際
に
、
塩
津
を
通
過
し
た
（
長
浜
市
史
編
さ
ん
委

員
会
編
『
長
浜
市
史
』
第
二
巻
、
一
九
九
八
年
、
二
五
三
頁
）。

（
2
）	
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
三
三
三
頁
。

（
3
）	
原
田
伴
彦
「
近
江
路
か
ら
若
狭
路
へ
」『
新
版
日
本
の
道
―
若
狭
・
北
陸
路
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
、
三
二
～
三
三
頁
。

（
4
）	

「
許
能
迦
邇
夜
、
伊
豆
久
能
迦
邇
、
毛
毛
豆
多
布
、
都
奴
賀
能
迦
邇
、
余
許
佐
良
布
、
伊
豆
久
邇
伊
多
流
、
伊
知
遅
志
麻
、
美
志

麻
邇
斗
岐
、
美
本
杼
理
能
、
迦
豆
伎
伊
岐
豆
岐
、
志
那
陀
由
布
、
佐
々
那
美
遅
袁
、
須
久
須
久
登
、
和
賀
伊
麻
勢
婆
夜
、
許
波
多
能

美
知
邇
、
阿
波
志
斯
袁
登
売
」〔
こ
の
蟹か

に

や
、
何い

ず
く処

の
蟹
、
百も

も

伝つ
た

ふ
、
角つ

ぬ

鹿が

の
蟹
、
横よ

こ

去さ

ら
ふ
、
何い

ず
く処

に
至
る
、
伊い

知ち

遅ぢ

島し
ま

、
美み

島し
ま

に
著と

き
、
鳰み

ほ

鳥ど
り

の
、
潛か

づ

き
息
づ
き
、
し
な
だ
ゆ
ふ
、
さ
さ
な
み
道ぢ

を
、
す
く
す
く
と
、
我わ

が
い
ま
せ
ば
や
、
木こ

幡は
た

の
道み

ち

に
、
遇あ

は
し

し
孃お

と

子め

〕（
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳
『
古
事
記
』
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
二
六
二
～
二
六
三
頁
）。
こ
れ
に
関
連
し
て
、

中
村
直
勝
『
経
済
史
観
日
本
』
補
論
「
琵
琶
湖
の
航
路
」（『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
二
巻
、
淡
交
社
、
一
九
七
八
年
、
二
九
〇
～
二

九
一
頁
）
も
参
照
。

（
5
）	

経
済
雑
誌
社
編
『
国
史
大
系
』
第
十
三
巻
、
経
済
雑
誌
社
、
一
九
〇
〇
年
、
八
〇
五
頁
。

（
6
）	

中
村
前
掲
「
琵
琶
湖
の
航
路
」
を
参
照
。

（
7
）	

「
塩
津
地
頭
熊
谷
氏
と
空
谷
明
応
と
長
生
宗
久
尼
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
一
～
一
六
四

頁
）。

（
8
）	

大
正
蔵
第
八
一
巻
三
七
頁
下
～
四
〇
頁
上
。

（
9
）	

原
文
の
翻
刻
は
、「
高
源
院
比
丘
尼
、
後
常
愛
孫
。
塩
津
熊
谷
常
一
、
背
上
意
、
欲
遁
世
時
、
謂
高
源
院
云
、〈
棄
妻
子
善
知
識
可

殊
勝
〉。
高
源
院
云
、〈
我
雖
出
家
、
抱
孫
弄
児
。
大
恵
云
、「
抱
孫
弄
児
依
旧
、
本
地
風
光
、
本
来
面
目
」〉、
云
々
。
師
曰
、〈
徹
翁

和
尚
も
如
此
仰
ら
れ
た
。
高
源
院
は
、
是
を
知
て
云
れ
た
ぞ
〉」（
飯
塚
大
展
「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
大
徳
寺
夜
話
』
を
め
ぐ
っ
て

（
一
）
―
資
料
編
―
」『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
十
号
、
一
九
九
九
年
、
一
二
七
頁
）。「
孫
を
抱
き
児
を
弄
す
る
底
の
心
」
は
、
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余
計
な
も
の
に
意
識
を
左
右
さ
れ
ず
「
何
に
も
外
に
向
い
て
い
な
い
」
自
心
を
指
す
こ
と
が
あ
る
（
白
隠
『
荊
叢
毒
蘂
』
第
七
巻

「
久
保
田
宗
蘊
居
士
の
古
稀
を
賀
す
る
の
序
」
／
芳
澤
勝
弘
訳
注
『
荊
叢
毒
蘂
』
坤
巻
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
六
三
頁
）。

（
10
）	

原
文
の
翻
刻
は
、「
四
十
餘
季
、
呵
仏
罵
祖
、
轉
身
一
路
、
独
歩
青
霄
。
畠
山
修
理
大
夫
被
官
内
藤
女
也
。
嫁
江
州
北
郡
塩
津
熊

谷
、
後
為
尼
。
遷
城
東
白
河
、
居
城
北
大
原
、
晩
陽
塩
津
應
聖
寺
、
九
月
八
日
死
」（
飯
塚
前
掲
「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
大
徳
寺

夜
話
』
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）
―
資
料
編
―
」、
一
四
六
頁
）。「
呵
仏
罵
祖
」
は
仏
祖
を
罵
倒
し
て
乗
り
越
え
ん
ば
か
り
の
境
地
で
あ

る
意
、「
独
歩
青
霄
」
は
『
碧
巌
録
』
第
二
十
七
則
・
本
則
著
語
に
「
平
歩
青
霄
」
と
あ
り
、「
自
由
ぞ
。
本
分
に
平
歩
す
る
の
心

ぞ
」（『
碧
巖
録
萬
安
抄
』［「
電
子
達
磨
＃
３
」
画
像
番
号
二
三
八
］
と
い
う
意
。
な
お
、
本
論
で
引
用
す
る
原
文
を
掲
載
し
た
禅
籍

の
画
像
は
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
の
運
営
す
る
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
電
子
達
磨
＃
３　

禅
語
漢
語
考
釈
支
援
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
、
画
像
番
号
も
こ
れ
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る
（
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
閲
覧
）。http://saku.hanazono.ac.jp/

（
11
）	

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
〇
八
巻
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
七
年
、
三
九
〇
頁
。

（
12
）	

墨
蹟
原
本
か
ら
の
翻
刻
は
、「
宗
久
大
師
別
称
長
生
。
賦
一
偈
以
證
之
曰
、〈
萬
年
松
咲
八
千
椿
、
留
得
人
間
百
億
春
。
勘
破
靈
雲

不
答
處
、
一
条
活
路
發
機
輪
〉。
應
永
辛
丑
臘
月
朔
日
、
華
叟
老
拙
書
」（『
大
徳
寺
墨
蹟
全
集
』
第
一
巻
、
毎
日
新
聞
出
版
、
一
九

八
四
年
、
一
五
八
頁
、
な
ら
び
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
徳
寺
文
書
』
第
十
三
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
二

五
頁
）。

（
13
）	

墨
蹟
原
本
か
ら
の
翻
刻
は
、「
描
不
就
畫
不
成
、
這
般
面
目
誰
敢
弁
明
。
竹
箆
相
對
未
振
蕩
、
良
久
當
軒
威
氣
生
。
長
生
久
禅
者

寫
余
肖
像
請
賛
、
江
源
院
主
華
里
叟
老
拙
書
」（
前
掲
『
大
徳
寺
墨
蹟
全
集
』
第
一
巻
、
一
六
五
頁
）。

（
14
）	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
徳
寺
文
書
別
集
・
真
珠
庵
文
書
之
八
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
〇
頁
。

（
15
）	

前
掲
『
大
徳
寺
墨
蹟
全
集
』
第
一
巻
、
一
七
七
頁
。

（
16
）	

『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
第
一
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
、
三
〇
八
頁
。

（
17
）	

前
掲
『
大
徳
寺
文
書
別
集
・
真
珠
庵
文
書
之
八
』、
二
一
八
頁
。

（
18
）	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
徳
寺
文
書
』
第
四
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
〇
年
、
二
一
七
～
二
一
八
頁
。
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（
19
）	

前
掲
『
大
徳
寺
文
書
』
第
四
巻
、
二
二
五
～
二
二
六
頁
。

（
20
）	

前
掲
『
大
徳
寺
文
書
』
第
四
巻
、
二
三
三
～
二
三
五
頁
。
な
お
、
宗
久
尼
が
塩
津
の
円
通
庵
と
大
原
の
高
源
院
を
嗣
が
せ
た
と
い

う
記
述
と
、
華
叟
が
塩
津
の
江
源
院
（
高
源
院
）
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
『
勅
謚
大
機
弘
宗
禅
師
行
状
』
の
伝
承
（『
続
群
書
類

従
』
第
九
輯
下
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
七
年
、
七
一
七
頁
）
と
に
齟
齬
が
生
じ
る
が
、
最
終
的
に
塩
津
に
華
叟
な
い
し
宗

久
尼
が
関
わ
っ
た
庵
は
「
応
聖
寺
」（
の
ち
「
応
昌
寺
」）
と
称
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
現
代
に
ま
で
続
い
て
い
る
と
考
え
得
る
。
た

だ
し
、
或
る
段
階
で
塩
津
の
庵
の
こ
と
が
「
高
源
院
」
も
し
く
は
「
江
源
院
」
と
看
做
さ
れ
て
い
た
（
混
同
さ
れ
て
い
た
）
可
能
性

も
想
定
さ
れ
る
。

（
21
）	

前
掲
『
大
徳
寺
文
書
』
第
四
巻
、
二
二
七
～
二
二
八
頁
。

（
22
）	

『
本
福
寺
跡
書
』（
千
葉
乗
隆
編
『
本
福
寺
旧
記
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
〇
年
に
所
収
）、
影
印
は
二
二
五
～
二
二
六
頁
、
翻
刻

は
三
八
三
頁
を
参
照
。
ル
ビ
は
原
文
マ
マ
、
引
用
に
際
し
て
漢
字
表
記
を
引
用
者
に
て
付
記
。

（
23
）	

網
野
善
彦
『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
』（
講
談
社
、
文
庫
版
二
〇
一
三
年
、
二
七
八
～
二
九
四
頁
）。
ま
た
同
様
の
論
旨
は
三
浦
圭

一
『
中
世
民
衆
生
活
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
二
七
九
～
二
八
四
頁
）
を
参
照
。

（
24
）	

前
掲
『
中
世
民
衆
生
活
史
の
研
究
』、
二
一
六
～
二
二
三
頁
。
ま
た
、
横
倉
譲
治
『
湖
賊
の
中
世
都
市
―
近
江
国
堅
田
』（
誠
文
堂

新
光
社
、
一
九
八
八
年
、
一
四
五
～
一
六
七
頁
）
の
分
析
整
理
や
、
渡
邉
慶
一
郎
「
中
世
に
お
け
る
近
江
堅
田
と
諸
勢
力
の
動
向
―

湖
上
の
権
益
を
め
ぐ
っ
て
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
六
～
一
四
二
頁
）
な
ど
も

参
照
。

（
25
）	

服
部
之
總
『
蓮
如
』（
新
地
書
房
、
一
九
四
八
年
）、
新
行
紀
一
「
中
世
堅
田
の
湖
上
特
権
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
三
四

九
号
、
一
九
六
九
年
）、
森
龍
吉
『
蓮
如
』（
講
談
社
、
一
九
七
九
）
な
ど
を
参
照
。
室
町
期
に
お
け
る
大
津
堅
田
周
辺
の
記
録
で
あ

る
『
本
福
寺
跡
書
』『
本
福
寺
由
来
記
』
の
翻
刻
は
、
千
葉
前
掲
『
本
福
寺
旧
記
』
を
参
照
。
な
お
、
森
に
は
「
堅
田
の
一
休
―
こ

の
地
の
禅
縁
と
気
風
に
つ
い
て
―
」（『
季
刊
禅
文
化
』
第
七
九
号
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
七
五
年
、
五
四
～
六
一
頁
）
と
い
う
本

論
に
と
っ
て
示
唆
に
富
む
先
駆
的
な
論
攷
が
あ
る
。
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（
26
）	

拙
論
「
一
休
と
浄
土
教
―
そ
の
虚
と
実
の
あ
い
だ
で
展
開
す
る
「
禅
と
浄
土
」
像
―
」『
禅
学
研
究
』
第
一
〇
二
号
、
二
〇
二
四

年
、
七
三
～
一
〇
一
頁
。

（
27
）	

玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
四
二
～
四
三
頁
。
同
様
に
琵
琶
湖
の
水
賊
に
旅

路
を
脅
か
さ
れ
る
経
験
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
の
東と

う

陽よ
う

英え
い

朝ち
ょ
う（

一
四
二
八
～
一
五
〇
四
）
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
芳
澤
勝
弘
訳

注
『
少
林
無
孔
笛
』
第
一
巻
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
四
三
六
～
四
三
七
頁
）。

（
28
）	

竹
貫
元
勝
「
中
世
近
江
に
お
け
る
大
徳
寺
派
の
展
開
」（『
中
世
仏
教
と
真
宗
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
四
七
五
～
五
二
六

頁
）。

（
29
）	

『
天
文
御
日
記
』
天
文
十
年
八
月
二
十
六
日
条
（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
三
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
七
九
年
、
二
八
九
頁
）。

（
30
）	

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
山
田
哲
也
「
近
江
湖
西
地
域
に
お
け
る
蓮
如
教
団
の
形
成
と
展
開
」（
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
・

本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
講
座
蓮
如
』
第
五
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
、
一
三
～
四
四
頁
）、
伊
藤
裕
久
「
中
世
「
町
場
」
の
形

成
と
展
開
―
近
江
国
堅
田
を
事
例
と
し
て
―
」（『
寺
内
町
の
研
究
』
第
三
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
、
一
九
一
～
二
七
〇
頁
）、

大
津
市
歴
史
博
物
館
編
『
企
画
展
・
近
江
堅
田
本
福
寺
』
図
録
（
二
〇
二
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
31
）	

前
掲
『
勅
謚
大
機
弘
宗
禅
師
行
状
』（『
続
群
書
類
従
』
第
九
輯
下
、
七
一
七
頁
）。
な
お
、
関
連
の
記
述
は
、
孤
峰
智
璨
『
日
本

禅
宗
史
要
』（
貝
葉
書
院
、
一
九
〇
八
年
、
一
一
五
～
一
一
六
頁
）
も
参
照
。

（
32
）	

前
掲
『
大
徳
寺
文
書
』
第
四
巻
、
一
七
一
頁
。
併
せ
て
玉
村
竹
二
「
近
江
堅
田
玉
泉
・
聖
瑞
二
庵
の
相
承
と
謙
巖
原
沖
」（『
日
本

禅
宗
史
論
集
』
上
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
、
六
三
七
～
六
五
八
頁
）
参
照
。

（
33
）	

本
論
中
で
参
照
す
る
『
一
休
和
尚
年
譜
』
は
、
大
徳
寺
真
珠
庵
蔵
の
写
本
、
な
ら
び
に
今
泉
淑
夫
校
注
『
一
休
和
尚
年
譜
１
・

２
』（
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
に
際
し
て
書
き
下
し
た
も
の
は
引
用
者
に
よ
る
。

（
34
）	

玉
村
前
掲
「
近
江
堅
田
玉
泉
・
聖
瑞
二
庵
の
相
承
と
謙
巖
原
沖
」
参
照
。

（
35
）	

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
本
『
龍
宝
山
大
徳
禅
寺
志
』
第
七
丁
裏
。
同
書
は
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
閲
覧
が
可

能
（
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
閲
覧
）。https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100309494/
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（
36
）	

こ
の
九
年
間
の
修
行
は
、
本
来
な
ら
ば
応
永
三
十
年
［
一
休
三
十
歳
］
条
に
出
る
べ
き
内
容
だ
が
、
応
永
三
十
年
の
条
は
空
白
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
応
永
二
十
二
年
条
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

（
37
）	

「
豎
者
」
は
天
台
宗
の
大
会
の
論
議
で
質
問
者
か
ら
難
詰
さ
れ
る
の
に
答
え
る
僧
侶
の
こ
と
、
ま
た
論
場
の
試
験
に
合
格
し
た
僧

侶
の
こ
と
。
華
叟
が
下
司
堯
家
法
印
の
一
族
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
甥
が
天
台
宗
の
称
号
を
持
つ
の
も
そ
の
血
縁
に
あ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
。
玉
村
前
掲
「
近
江
堅
田
玉
泉
・
聖
瑞
二
庵
の
相
承
と
謙
巖
原
沖
」
参
照
。

（
38
）	

翻
刻
に
つ
い
て
は
、
中
本
環
編
『
酬
恩
庵
本
狂
雲
集
』
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
、
一
九
六
七
年
、
一
三
一
頁
、
な
ら
び
に
『
一
休

和
尚
全
集
』
第
三
巻
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
八
頁
（
本
論
中
で
の
引
用
で
は
、
酬
恩
庵
本
を
参
照
し
て
適
宜
調
整
）。

（
39
）	

原
文
の
翻
刻
は
、「
江
州
堅
田
祥
瑞
庵
請
師
為
第
一
祖
也
。
師
従
禅
興
庵
遷
塩
津
高
源
院
、
臥
疾
七
稔
」（
前
掲
『
続
群
書
類
従
』

第
九
輯
下
、
七
一
八
頁
）。

（
40
）	

原
文
の
翻
刻
は
、「
叟
一
日
従
安
脇
禅
興
庵
遷
塩
津
高
源
院
、
師
亦
與
倶
叟
隨
順
世
」（
前
掲
『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
第
一
巻
、

三
一
四
頁
）。

（
41
）	

な
お
、
引
用
し
た
『
宗
慧
大
照
禅
師
行
状
』
写
本
に
「
與
倶
叟
逮
順
世
」
と
も
み
え
る
が
、「
逮
」
は
「
と
ら
え
る
」「
お
い
つ

く
」
の
意
で
意
不
通
の
た
め
「
随
」
と
読
む
（
傍
線
引
用
者
）。
こ
れ
ら
に
関
す
る
分
析
は
、
竹
貫
元
勝
『
紫
野
大
徳
寺
の
歴
史
と

文
化
』（
淡
交
社
、
二
〇
一
〇
年
、
五
六
～
五
八
頁
）
な
ど
も
参
照
。

（
42
）	

「
華
叟
は
七
十
七
歳
で
祥
瑞
庵
で
遷
化
し
、
遺
骸
は
遺
言
で
塩
津
の
高
原
院
に
埋
葬
さ
れ
た
と
は
祥
瑞
庵
側
の
口
伝
で
あ
る
」（
山

田
宗
敏
『
大
徳
寺
と
一
休
』
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
一
頁
）

（
43
）	

竹
貫
前
掲
「
中
世
近
江
に
お
け
る
大
徳
寺
派
の
展
開
」
を
参
照
。

（
44
）	

永
田
善
斎
は
紀
州
の
儒
学
者
で
、
名
は
道
慶
、
字
は
平
安
、
別
号
に
石
薀
・
沕
潜
居
・
陶
澄
居
士
。
十
四
才
の
と
き
に
京
都
・
建

仁
寺
の
古
澗
慈
稽
に
学
び
、
の
ち
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
の
教
え
を
受
け
た
。
明
末
期
の
漢
籍
、
日
本
の
和
歌
や
物
語
、
或
い
は
仏
典

な
ど
に
つ
い
て
広
く
修
め
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
漢
文
随
筆
で
あ
る
『
膾
餘
雑
録
』
か
ら
窺
い
知
れ
る
。

（
45
）	

『
狂
雲
集
』
に
は
、「
他
日
、
君
来
り
て
如
し
我
を
問
わ
ば
、
魚
行
、
酒
肆
、
又
た
婬
坊
」〔
他
日
君
来
如
問
我
、
魚
行
酒
肆
又
婬
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坊
〕（「
如
意
菴
よ
り
退
院
し
、
養
叟
和
尚
に
寄
す
」）「
風
狂
の
狂
客
、
狂
風
を
起
こ
し
、
来
往
す
、
婬
坊
酒
肆
の
中
」〔
風
狂
狂
客

起
狂
風
、
来
往
婬
坊
酒
肆
中
〕（「
自
賛
」）
な
ど
と
あ
り
、『
真
宗
流
義
問
答
』
の
引
用
で
「
媱
坊
」
と
し
て
い
る
の
は
「
婬
坊
」
の

誤
記
（
傍
線
引
用
者
）。
な
お
、『
狂
雲
集
』
の
翻
刻
は
中
本
前
掲
『
酬
恩
庵
本
狂
雲
集
』
を
参
照
。

（
46
）	
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
第
四
六
巻
、
藏
経
書
院
、
一
九
一
三
年
、
九
六
頁
。
原
文
一
部
漢
文
な
る
も
、
便
宜
上
書
き
下
し
に

し
て
表
記
を
整
え
引
用
。
な
お
、
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
論
「
一
休
と
浄
土
教
」
で
も
言
及
し
て
い
る
。

（
47
）	

前
掲
『
真
宗
全
書
』
第
四
六
巻
、
三
九
八
頁
。
原
文
一
部
漢
文
な
る
も
、
便
宜
上
書
き
下
し
に
し
て
表
記
を
整
え
引
用
。

（
48
）	

同
前
。

（
49
）	

守
山
市
文
化
財
保
護
課
編
『
守
山
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』
第
二
章
、
守
山
市
、
二
〇
二
二
年
、
五
五
頁
。

（
50
）	

「
湖
北
十
ヵ
寺
と
一
向
一
揆
」（
前
掲
『
長
浜
市
史
』
第
二
巻
、
一
八
八
～
二
四
六
頁
）。

（
51
）	

横
倉
前
掲
『
湖
賊
の
中
世
都
市　

近
江
国
堅
田
』、
大
津
歴
史
博
物
館
前
掲
『
近
江
堅
田
本
福
寺
』
図
録
な
ど
を
参
照
。
こ
れ
に

関
連
す
る
分
析
は
、
前
出
の
拙
論
「
一
休
と
浄
土
教
」
も
参
照
。

（
52
）	

た
と
え
ば
、
矢
内
一
磨
『
一
休
派
の
結
衆
と
史
的
展
開
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

〔
付
記
〕

　

二
〇
二
四
年
五
月
八
日
な
ら
び
に
二
〇
二
五
年
一
月
二
八
日
、
調
査
の
御
許
可
を
く
だ
さ
り
、「
応
昌
寺
由
来
記
」
の
御
提
供
、
位

牌
・
墓
地
・
回
向
草
子
な
ど
の
閲
覧
や
撮
影
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
御
力
添
え
を
く
だ
さ
っ
た
神
照
寺
の
現
住
職
・
大
谷
純
生
師
に
は
、
心

よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
な
お
、
本
論
中
に
引
用
さ
れ
た
御
提
供
資
料
の
翻
刻
は
、
原
典
の
表
記
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。
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授
翁
宗
弼
伝
考
（
上
）

 

―
― 『
正
法
山
六
祖
伝
』『
再
版
正
法
山
六
祖
伝
』「
授
翁
宗
弼
」
章　

訳
注 

―
― 

廣
田
宗
玄

︽
解
説
︾一

︑
は
じ
め
に

　

微
妙
大
師 

授
翁
宗
弼
（
一
二
九
六
～
一
三
八
〇
）
は
、
妙
心
寺
の
開
山
で
あ
る
無
相
大
師 

関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
～
一
三
六

〇
）
の
唯
一
の
法
嗣
で
あ
り
、
妙
心
寺
の
第
二
代
住
持
で
あ
る
。

　

授
翁
の
伝
記
を
考
え
る
場
合
、
第
一
資
料
と
な
る
の
は
、
基
本
的
に
『
正し

よ
う
ぼ
う
ざ
ん
ろ
く
そ
で
ん

法
山
六
祖
伝
』（
以
下
『
六
祖
伝
』）「
天
授
授
翁
弼

禅
師
」
章
（
以
下
「
授
翁
」
章
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
六
祖
伝
』
は
、
関
山
慧
玄
以
下
、
関
山
の
法
を
継
承
し
た
六
人
の
禅

者
の
伝
記
に
、
妙
心
寺
史
の
嚆
矢
と
な
る
「
正
法
山 

妙み
よ
う
し
ん
ぜ
ん
じ

心
禅
寺
記き

」
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
六
祖
伝
』
の
成
立
過
程
を
含
む
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
正
法
山
六
祖
伝
開
山　

関
山
慧
玄
禅
師
伝
』（
春
秋
社
・
二
〇

〇
九
年
）
の
「
解
説
編
」
を
参
照
頂
き
た
い
が
、
こ
こ
で
は
概
略
だ
け
を
述
べ
た
い
。
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『
六
祖
伝
』
は
、
妙
心
寺
第
六
祖
・
雪せ

つ

江こ
う

宗そ
う

深し
ん

（
一
四
〇
八
～
一
四
八
六
）
が
著
し
た
「
開か

い

山さ
ん

行ぎ
よ
う
じ
つ
き

実
記
」
と
「
妙
心
禅
寺
記
」

を
元
に
し
て
、
雪
江
の
弟
子
・
東と

う

陽よ
う

英え
い

朝ち
よ
う（

一
四
二
八
～
一
五
〇
四
）
が
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

東
陽
の
手
に
成
る
『
六
祖
伝
』
は
、
す
ぐ
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
長
く
写
本
の
ま
ま
伝
承
さ
れ
、
寛か

ん

永え
い

十
七
年
（
一
六

四
〇
）
に
至
り
、
妙
心
寺
の
行あ

ん

者じ
や

で
あ
っ
た
能の

う

僊せ
ん

に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
正
式
に
刊
行
さ
れ
た
（
以
下
「
流
布
本
」）。

　

こ
れ
以
後
、『
六
祖
伝
』
は
、
関
山
を
は
じ
め
と
し
、
初
期
妙
心
寺
の
歴
史
や
、
関
山
か
ら
六
祖
雪
江
宗
深
ま
で
の
六
人
の

禅
者
た
ち
の
基
本
史
料
と
し
て
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

た
だ
、
授
翁
の
生
涯
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。『
六
祖
伝
』
で
は
、
万ま

里で
の

小こ
う

路じ

藤
房
（
藤
原
藤
房
）
を
授
翁
の

前
半
生
だ
と
記
す
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
簡
潔
で
あ
り
、
妙
心
寺
派
と
い
う
教
団
の
祖
師
の
伝
と
し
て
、
後
人
が
信
仰

の
対
象
と
し
て
敬
仰
す
る
に
は
物
足
り
な
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
、
授
翁
の
伝
を
ま
と
め
る
際
に
、
応
安
年

間
（
一
三
六
八
～
一
三
七
五
）
頃
に
編
ま
れ
た
と
さ
れ
る
『
太
平
記
』
な
ど
か
ら
藤
房
に
関
す
る
記
録
を
補
足
し
て
授
翁
の
伝
は

構
成
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、『
太
平
記
』
に
載
る
藤
房
の
出
家
に
関
す
る
記
述
と
『
六
祖
伝
』
の
も
の
と
で
は
少
な
か
ら
ぬ

相
違
が
あ
る
。

　

や
が
て
、
近
世
に
入
り
、
妙
心
寺
の
僧
で
あ
る
卍
元
師
蛮
（
一
六
二
六
～
一
七
一
〇
）
が
編
纂
し
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

に
刊
行
し
た
『
延
宝
伝
灯
録
』
や
、
翌
四
年
に
、
同
じ
く
卍
元
師
蛮
が
編
ん
で
刊
行
し
た
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
授
翁
伝
が
載
せ

ら
れ
る
が
、
両
書
は
概
ね
流
布
本
と
『
太
平
記
』
の
説
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
此し

山ざ
ん

玄げ
ん

淵え
ん

（
一
七
二
一
～
一
七
八
三
）
が
編
纂
し
た
『
再
版
正
法
山
六
祖
伝
』（
以
下
「
再
版
本
」）
は
、
妙
感
寺
な
ど
の

由
緒
寺
院
と
の
関
係
や
伝
承
と
矛
盾
な
く
授
翁
の
伝
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
再
版
本
は
、
そ
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、「
旧
版
（
流
布
本
）
の
本
文
の
文
字
、
あ
る
い
は
段
落
に
関
し
て
少
し
間
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違
っ
た
箇
所
を
、
今
、
古
写
本
に
拠
っ
て
添
削
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
〔
訂
正
し
た
〕
箇
所
に
一
々
注
を
つ
け
て
判
定
し
た
な

ら
ば
、
却
っ
て
雑
然
と
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
〔
注
記
す
る
の
を
〕
や
め
た
の
だ
。（
旧
版
本
文
文
字
、
或
段
節
稍
紕
繆

之
処
、
今
拠
古
写
本
而
校
訂
筆
削
。
然
其
処
処
、
一
一
注
判
之
、
則
却
覚
混
淆
。
是
故
止
矣
）」
と
あ
っ
て
、
流
布
本
に
不
備
が
あ
る
の

で
、
寛
永
版
刊
行
以
前
の
写
本
に
拠
っ
て
校
訂
を
加
え
た
と
し
て
い
る（
1
）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
元
々
、
授
翁
の
伝
は
妙
感
寺

な
ど
の
由
緒
寺
院
と
の
関
係
や
伝
承
を
踏
ま
え
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
下
、
諸
史
料
の
ど
こ
が
異
な
る
の
か
、
具
体
的
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

二
︑
流
布
本
﹃
正
法
山
六
祖
伝
﹄
と
再
版
﹃
正
法
山
六
祖
伝
﹄
の
相
違
点

　

で
は
、
具
体
的
に
、
流
布
本
と
再
版
本
と
で
は
、
ど
こ
が
相
違
す
る
の
か
。
対
照
表
を
見
て
頂
き
た
い
。
な
お
、
本
文
中
で

も
対
校
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
ご
確
認
頂
き
た
い
。

　
　
【
流
布
本
】

師
諱
宗
弼
、
字
授
翁
、
嗣
関
山
。
城
州
人
、
俗
姓
藤
氏
［
号

吉
田
中
納
言
藤
房
］
小
一
条
内
大
臣
高
藤
公
［
又
号
勧
修
寺

　
　
【
再
版
本
】

師
諱
宗
弼
、
字
授
翁
、
嗣
関
山
。
小
一
条
［
又
号
勧
修
寺
］

内
大
臣
高
藤
公
之
裔
［
高
藤
公
一
十
六
葉
之
孫
也
］、
即
万
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一
十
六
葉
之
孫
也
］
大
臣
家
華
族
也
。
始
任
播
磨
守
。
旋
昇

進
至
黄
門
侍
郎
兼
検
非
違
使
別
当
。
私
第
在
北
野
、
称
柳

殿
。
自
幼
好
学
。
覃
思
六
経
、
研
精
群
籍
。
時
以
博
覧
強
記

而
聞
。
後
醍
醐
天
皇
御
宇
、
選
集
名
儒
講
論
経
義
於
禁
中
。

連
双
日
隻
日
、
或
及
乙
夜
而
退
。
上
皇
特
命
公
談
尚
書
。
諸

卿
通
暁
者
鮮
。
公
講
明
奧
義
。
其
言
一
発
、
猶
若
破
竹
数
節

之
下
迎
刃
而
解
也
。
於
是
龍
顏
大
喜
、
搢
紳
聳
聴
。
公
平
居

又
知
有
宗
門
向
上
事
、
参
見
大
燈
国
師
。
毎
日
自
北
野
朅
来

紫
野
、
志
無
少
倦
矣
。
竟
登
籌
室
受
衣
鉢
。
法
諱
宗
弼
、
一

夕
国
師
夢
、
親
握
公
手
。
覚
而
異
之
。
因
字
曰
授
翁
。
蓋
取

仏
仏
授
手
、
祖
祖
相
承
之
義
也
。
一
日
奉
宣
使
詣
雲
門
菴
。

国
師
称
玄
蔵
主
実
得
吾
髄
矣
。
公
聞
得
這
一
言
還
奏
聞
。
便

自
截
髻
出
家
。
時
年
四
十
二
歳
也
。
待
関
山
応
詔
来
開
正
法

山
之
日
、
便
投
席
下
、
親
炙
誨
励
。
然
法
諱
道
号
、
国
師
所

曾
命
也
。
不
之
改
焉
。
一
日
於
本
有
円
成
話
豁
然
大
悟
。
呈

投
機
頌
。
山
於
句
句
与
一
拶
再
拶
。
答
話
如
響
応
。
山
呵
呵

大
笑
。
便
援
筆
大
書
紙
尾
曰
、
上
人
今
日
大
悟
大
徹
矣
。
即

里
小
路
藤
房
也
。
官
至
中
納
言
。
自
幼
好
学
、
覃
思
六
経
、

研
精
群
籍
。
時
以
博
覧
強
記
而
聞
。
後
醍
醐
天
皇
、
選
集
名

儒
講
論
経
義
於
禁
中
。
連
双
日
隻
日
、
或
及
乙
夜
而
退
。
又

花
園
上
皇
特
命
談
尚
書
。
諸
卿
通
暁
者
鮮
。
藤
房
講
明
奧

義
。
其
言
一
発
、
猶
若
破
竹
数
節
之
下
、
迎
刃
而
解
也
。
於

是
龍
顏
大
喜
、
搢
紳
聳
聴
。
此
郎
平
居
又
知
有
宗
門
向
上

事
、
参
見
大
燈
国
師
。
毎
日
朅
来
紫
野
、
志
無
少
倦
矣
。
竟

登
籌
室
受
衣
鉢
。
法
諱
宗
弼
、
一
夕
国
師
夢
、
親
握
此
郎

手
。
覚
而
異
之
。
因
字
曰
授
翁
。
蓋
取
仏
仏
授
手
、
祖
祖
相

承
之
義
也
。
建
武
元
年
甲
戌
冬
出
家
。
時
年
三
十
九
。
屛
其

蹤
跡
者
、
殆
二
十
年
。
於
是
乎
投
于
関
山
之
席
下
、
親
炙
誨

励
。
法
諱
道
号
、
国
師
所
曾
命
也
。
不
之
改
焉
。
一
日
於
本

有
円
成
話
豁
然
大
悟
。
呈
投
機
頌
。
山
於
句
句
与
一
拶
再

拶
。
答
話
如
響
応
。
山
呵
呵
大
笑
。
便
援
筆
大
書
紙
尾
曰
、

上
人
今
日
大
悟
大
徹
矣
。
即
日
報
衆
曰
、
要
吾
禅
者
、
只
随

弼
上
人
去
。
其
時
開
山
祖
会
裡
旧
参
耆
英
頗
多
。
咸
依
師
参

詳
。
開
山
入
滅
。
師
継
踵
住
持
、
為
第
二
世
矣
。
嗣
師
法
者
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流
布
本
と
再
版
本
の
間
に
は
か
な
り
相
違
が
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
点
は
、
傍
線
部
の
、
授
翁
の
出
家
の
契
機
と
関
山
に
参

じ
た
年
で
あ
る
。

　

流
布
本
で
は
、「
一
日
、
宣
使
を
奉
じ
て
雲
門
菴
に
詣も

う

ず
。
国
師
、『
玄
蔵
主
、
実
に
吾
が
髄
を
得
た
り
』
と
称
す
。
公
、
這

の
一
言
を
聞
き
得
て
、
還
っ
て
奏
聞
す
。
便
ち
自み

ず
から

髻
を
截き

り
て
出
家
す
。
時
に
年
四
十
二
歳
な
り
。
関
山
、
詔
に
応
じ
来き

た
りて

正
法
山
を
開
く
の
日
、
便
ち
席
下
に
投
じ
て
、
親
炙
誨
励
す
（
一
日
奉
宣
使
詣
雲
門
菴
。
国
師
称
玄
蔵
主
、
実
得
吾
髄
矣
。
公
聞
得
這

一
言
還
奏
聞
。
便
自
截
髻
出
家
。
時
年
四
十
二
歳
也
。
待
関
山
応
詔
来
開
正
法
山
之
日
、
便
投
席
下
、
親
炙
誨
励
）」
と
あ
っ
て
、
大
燈
国

師
（
宗
峰
妙
超
・
一
二
八
二
～
一
三
三
七
）
が
関
山
を
得
髄
の
弟
子
だ
と
評
し
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
藤
房
は
髻
を
切
っ
て
出
家

し
た
。
そ
の
年
齢
は
藤
房
が
四
十
二
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
関
山
が
詔
に
応
じ
て
正
法
山
妙
心
寺
を
開
創
し
た
日
に
関

山
の
も
と
に
参
じ
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
関
山
が
妙
心
寺
を
開
創
し
た
の
は
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
・
南
朝
延
元

日
報
衆
曰
、
要
吾
禅
者
、
只
随
弼
上
人
去
。
于
時
開
山
祖
会

裏
旧
参
耆
英
頗
多
、
咸
依
師
参
詳
。
開
山
入
滅
。
師
継
踵
住

持
、
為
第
二
世
矣
。
嗣
師
法
者
無
因
因
和
尚
、
雲
山
峨
和

尚
、
拙
堂
朴
和
尚
。
皆
接
武
住
本
山
。
華
蔵
曇
、
有
隣
徳
、

亦
各
旺
化
一
方
。
師
以
康
暦
二
年
庚
申
三
月
二
十
八
日
遷

化
。
世
寿
八
十
五
、
法
臘
四
十
三
、
闍
維
収
設
利
。
建
塔
於

正
法
山
西
頭
、
名
曰
天
授
院
。

無
因
因
和
尚
、
雲
山
峨
和
尚
、
拙
堂
朴
和
尚
。
皆
接
武
住
本

山
［
雲
山
和
尚
、
拙
堂
和
尚
之
間
、
明
江
睿
西
堂
、
住
持
妙

心
於
住
世
、
則
為
第
五
世
也
。
非
嗣
法
而
住
茲
山
者
、
古
来

唯
明
江
一
代
焉
耳
］。
華
蔵
曇
禅
師
、
有
隣
徳
禅
師
、
亦
各

旺
化
一
方
。
師
以
康
暦
二
年
庚
申
三
月
二
十
八
日
遷
化
。
世

寿
八
十
五
、
法
臘
四
十
七
、
闍
維
収
設
利
。
建
塔
於
正
法
山

中
、
名
曰
天
授
院
。
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二
年
）
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
再
版
本
で
は
、「
建
武
元
年
甲
戌
冬
、
出
家
す
。
時
に
年
三
十
九
。
其
の
蹤
跡
を
屛し

り
ぞく

る
者こ

と

、
殆
ど
二
十
年
。
是こ

こ

に

於
い
て
関
山
の
席
下
に
投
じ
、
誨
励
に
親
炙
す
（
建
武
元
年
甲
戌
冬
出
家
。
時
年
三
十
九
。
屛
其
蹤
跡
者
、
殆
二
十
年
。
於
是
乎
投
于

関
山
之
席
下
、
親
炙
誨
励
）」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
藤
房
が
出
家
し
た
の
は
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
の
冬
、
藤
房
が
三
十
九

歳
の
時
で
あ
っ
た
。
や
が
て
蹤
跡
を
く
ら
ま
せ
る
こ
と
二
十
年
、
関
山
が
詔
に
応
じ
て
花
園
に
や
っ
て
来
た
時
に
、
そ
の
門
下

に
身
を
投
じ
て
指
導
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
流
布
本
と
再
版
本
と
で
は
、
出
家
の
年
齢
が
三
歳
、
関
山
に
参
じ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
十
七
年
も
異
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

三
︑﹃
太
平
記
﹄
に
見
え
る
藤
房
の
出
家
と
そ
の
影
響

　

先
述
し
た
通
り
、
万
里
小
路
藤
房
の
出
家
の
次
第
に
つ
い
て
詳
細
に
記
録
す
る
『
太
平
記
』
巻
十
三
「
藤
房
卿
遁
世
の
事
」

条
の
記
述
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
記
述
と
も
、
ま
た
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
、『
太
平
記
』
か
ら
引
用
し
た
い
。

　
　

�　

暫し
ば
らく

あ
つ
て
、
万
里
小
路
中
納
言
藤
房
卿
参
ら
れ
た
り
。
座
定
ま
つ
て
後
、
主
上
、
ま
た
藤
房
に
向
か
つ
て
、「
天
馬

の
遠
き
よ
り
来
た
れ
る
事
、
吉
凶
の
間
、
諸
臣
の
勘か

ん
がふ

る
例
、
す
で
に
先
に
畢お

わ

ん
ぬ
。
藤
房
い
か
が
思
へ
る
」
と
、
勅

ち
ょ
く
も
ん問

あ
り
け
れ
ば
、
藤
房
、
謹
ん
で
申
さ
れ
け
る
は
、『
天
馬
の
本
朝
に
来
た
れ
る
事
、
古
今
未
だ
そ
の
例
を
承

う
け
た
ま
わら

ね
ば
、
善

悪
吉
凶
勘か

ん
がへ

申
し
難が

た

し
と
云
へ
ど
も
、
退
い
て
思
案
を
廻め

ぐ

ら
す
に
、
こ
れ
吉
事
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。
…
…
。
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�　

元げ
ん

弘こ
う

大
乱
の
始
め
、
天
下
の
士
挙こ

ぞ

つ
て
官
軍
に
属し

ょ
くせ

し
事
、
更
に
他た

な
し
。
た
だ
一
戦
の
功
を
以
て
、
勲く

ん

功こ
う

の
賞
に
預あ

ず

か
ら
ん
と
思
へ
る
ゆ
ゑ
な
り
。
さ
れ
ば
、
世
静せ

い

謐ひ
つ

の
後
、
忠
を
立
て
恩
賞
を
望
む
輩

と
も
が
ら、

幾
千
万
と
云
ふ
数
を
知
ら
ず
。
し

か
れ
ど
も
、
公
家
被ひ

官か
ん

の
外ほ

か

は
、
未
だ
恩
賞
を
給
は
り
た
る
者
あ
ら
ざ
る
に
、
申

も
う
し
じ
ょ
う

状
を
捨
て
、
訴
へ
を
止や

め
た
る
は
、
こ

れ
忠
功
の
立
た
ざ
る
を
恨
み
、
政
道
の
正
し
か
ら
ざ
る
を
見
て
、
皆
己お

の

れ
が
本
国
に
帰
る
者
な
り
。
諍そ

う

臣し
ん

こ
れ
に
驚
い
て
、

雍よ
う

歯し

が
功
を
先
と
し
て
、
諸
卒
の
恨
み
を
散
ず
べ
き
に
、
先ま

づ
大だ

い

内だ
い

造
営
あ
る
べ
し
と
て
、
昔
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
わ

が
朝ち

ょ
うに

未
だ
用
ひ
ざ
る
紙し

銭せ
ん

を
作
り
、
諸
国
の
地じ

頭と
う

に
二
十
分
の
一
の
得
分
割さ

き
分
け
て
召
さ
る
れ
ば
、
兵ひ

ょ
う
が
く革

の
弊つ

い

え
の

上
に
、
こ
の
課か

役や
く

を
悲
し
め
り
。
…
…
。

　
　

�　
「
賞
そ
の
功
に
中あ

た

る
と
き
は
、
忠
あ
る
者
進
み
、
罰
そ
の
罪
に
当
た
る
と
き
は
、
咎と

が

あ
る
者
退
く
」
と
云
へ
り
。
痛
ま

し
い
か
な
、
今
の
政
道
、
た
だ
抽

ち
ゅ
う

賞し
ょ
うの

功
に
当
た
ら
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
か
ね
て
は
綸り

ん

言げ
ん

の
掌

た
な
ご
こ
ろを

翻
ひ
る
が
えす

憚は
ば
かり

あ
り
。

今
、
も
し
武
家
の
棟と

う
り
ょ
う梁

と
な
り
ぬ
べ
き
器
用
の
仁じ

ん
し
ゅ
っ
た
い

出
来
し
て
、
朝ち

ょ
う
か家

を
褊さ

み

し
申
す
事
あ
ら
ば
、
恨
み
を
含
み
政
道
を
猜そ

ね

む

天
下
の
士
、
糧か

て

を
荷に

な

う
て
、
招
か
ざ
る
に
集
ま
ら
ん
事
、
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
…
…
。

　
　

�　

こ
れ
よ
り
後の

ち

も
、
藤
房
卿
、
連れ

ん

々れ
ん

に
諫か

ん

言げ
ん

を
上

た
て
ま
つり

け
れ
ど
も
、
君
、
御ご

許き
ょ

容よ
う

な
か
り
け
る
に
や
、
大だ

い

内だ
い

造
営
の
事
を
も

止や

め
ら
れ
ず
、
蘭ら

ん

籍せ
き

桂け
い

延え
ん

の
御
遊
な
ほ
頻し

き

り
な
り
け
れ
ば
、
藤
房
、
こ
れ
を
諫い

さ

め
か
ね
て
、「
臣
た
る
道
、
わ
れ
に
於
て

尽
く
せ
り
。
よ
し
や
、
今
は
身
を
奉
じ
て
退
く
に
は
如し

か
じ
」
と
、
思
ひ
定
め
て
ぞ
お
は
し
け
る
。
…
…
。

　
　

�　

陣じ
ん

頭と
う

よ
り
車
を
ば
宿し

ゅ
く
し
ょ所

へ
帰
し
遣つ

か

は
し
、
侍

さ
ぶ
ら
い
い
ち
に
ん

一
人
を
召
し
具
し
て
、
北
山
の
岩い

わ

蔵く
ら

と
云
ふ
所
へ
ぞ
上の

ぼ

ら
れ
け
る
。
こ
こ

に
て
、
不ふ

二に

坊ぼ
う

と
云
ふ
僧
を
、
戒
の
師
に
請し

ょ
うじ

て
、
つ
ひ
に
多
年
、
拝は

い

趨す
う

の
儒じ

ゅ

冠か
ん

を
解ぬ

い
で
、
十じ

っ

戒か
い

持じ

律り
つ

の
法ほ

っ

体た
い

に
な
り

給
ふ
。
…
…
。

　
　

�　

こ
の
事
、
や
が
て
叡え

い

聞ぶ
ん

に
達
せ
し
か
ば
、
君
も
限
り
な
く
驚
き
思お

ぼ

し
召
し
て
、「
そ
の
在
所
を
急
ぎ
尋
ね
出
だ
し
て
、
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二ふ
た

度た
び

政
道
扶ふ

佐さ

の
臣
と
す
べ
し
」
と
、
父
宣の

ぶ
ふ
さ
き
ょ
う

房
卿
に
仰
せ
下
さ
れ
け
れ
ば
、
宣
房
卿
、
泣
く
泣
く
車
を
飛
ば
し
て
、
岩
蔵

へ
ぞ
尋
ね
行
き
給
ひ
け
る
。
中
納
言
入
道
は
、
そ
の
朝
ま
で
岩
蔵
の
坊
に
お
は
し
け
る
が
、「
こ
れ
も
な
ほ
都
近
き
あ
た

り
な
れ
ば
、
憂う

き

世よ

の
事こ

と

問
ふ
折
も
こ
そ
あ
れ
」
と
、
厭い

と

は
し
く
て
、
い
づ
ち
と
も
な
く
、
足
に
任ま

か

せ
て
出
で
給
ひ
に
け
り
。

宣
房
卿
、
か
の
宿し

ゅ
く
ぼ
う坊

に
行
き
給
ひ
て
、「
さ
や
う
の
人
や
あ
る
」
と
尋
ね
ら
れ
け
れ
ば
、
主あ

る
じの

僧
、「
さ
る
人
は
、
今こ

ん
ち
ょ
う朝

ま

で
こ
れ
に
御ご

座ざ

候
ひ
つ
る
が
、
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

の
御

お
ん
こ
こ
ろ
ざ
し

志
候
ふ
と
て
、
い
づ
ち
や
ら
ん
、
御お

ん

出い

で
候
ひ
つ
る
な
り
」
と
ぞ
答
へ
け
る
。

宣
房
卿
、
悲ひ

歎た
ん

の
涙
を
押
さ
へ
て
、
そ
の
栖す

み
捨す

て
給
へ
る
庵あ

ん

室じ
つ

の
中
を
見
給
へ
ば
、
誰た

れ

見
よ
と
て
か
書
き
置
き
け
ん
、

破
れ
た
る
障し

ょ
う
じ子

の
上
に
、
一
首
の
歌
を
残
さ
れ
た
り
。

　
　

�　

住
み
捨
つ
る
山
を
憂
き
世
の
人ひ

と

問
は
ば
嵐
や
庭
の
松
に
答
へ
む

　
　

�　
「
流る

て
ん
さ
ん
が
い
ち
ゅ
う

転
三
界
中
、
恩お

ん

愛あ
い

不ふ

能の
う

断だ
ん

、
棄き

お
ん
に
ゅ
う

恩
入
無む

為い

、
真し

ん

実じ
つ

報ほ
う

恩お
ん

者し
ゃ

」
と
云
ふ
文も

ん

の
下
に
、

　
　

�　
　

白は
く

頭と
う

に
し
て
望
み
断
つ
万ば

ん
じ
ゅ
う重

の
山

　
　

�　
　

曠こ
う

劫ご
う

の
恩お

ん

波ぱ

底
を
尽
く
し
て
乾
く

　
　

�　
　

是こ
れ

胸
中
に
五
逆
を
蔵か

く

す
に
あ
ら
ず

　
　

�　
　

出
家
し
て
端た

ん

的て
き

に
親
に
報
ず
る
こ
と
難か

た

し

　
　

�

と
、
黄お

う

蘗ば
く

の
大だ

い

義ぎ

渡と

を
題
す
る
古
き
頌じ

ゅ

を
書
か
れ
た
り
。
さ
て
こ
そ
、
こ
の
人
、
た
と
ひ
い
づ
く
の
山
に
あ
り
と
も
、
命

の
中う

ち

に
再
会
は
叶か

な

ふ
ま
じ
か
り
け
る
よ
と
、
宣
房
卿
、
恋れ

ん

慕ぼ

の
涙
に
咽む

せ

び
て
、
空
し
く
帰
り
給
ひ
け
れ
。（
岩
波
文
庫
本
②

p.293

～

‌
303

）

　

万
里
小
路
藤
房
は
、
後
醍
醐
天
皇
（
一
二
八
八
～
一
三
三
九
）
が
大
内
裏
の
造
営
を
企
て
、
ま
た
駿
馬
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
、
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贅
を
尽
く
し
た
宴
に
耽
っ
た
り
す
る
ば
か
り
で
、
戦
功
の
あ
っ
た
者
た
ち
へ
の
適
正
な
恩
賞
を
等な

お

閑ざ
り

に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

帝
と
し
て
の
自
覚
の
欠
如
を
強
く
諫
め
た
。
し
か
し
、
天
皇
は
そ
の
よ
う
な
藤
房
の
諫
言
に
耳
を
貸
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
藤

房
は
、「
わ
た
し
と
し
て
は
臣
下
た
る
者
の
道
を
尽
く
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
身
を
退
け
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
、
天

皇
の
近
臣
と
し
て
の
立
場
に
見
切
り
を
付
け
て
出
家
を
志
し
た
。
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
三
月
十
一
日
、
後
醍
醐
天
皇
の
石

清
水
八
幡
宮
参
拝
に
同
行
し
た
後
、
一
晩
か
け
て
さ
ら
に
天
皇
を
諫
め
た
後
、
北
山
の
岩
倉
に
赴
き
、
不
二
坊
と
い
う
僧
の
も

と
で
受
戒
得
度
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
耳
に
し
た
後
醍
醐
天
皇
は
、
藤
房
の
父
親
で
あ
る
宣
房
に
藤
房
を
探
し
求
め
さ
せ
る
。
や
が
て
宣
房
は
岩
倉
を

訪
れ
る
が
、
す
で
に
藤
房
は
出
奔
し
た
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
庵
室
に
は
、「
住
み
捨
つ
る
山
を
憂
き
世
の
人
問
は
ば
嵐
や
庭
の

松
に
答
へ
む
」
と
い
う
歌
と
、
出
家
の
際
に
唱
え
る
『
悲
華
経
』
な
ど
の
「
流
転
三
界
中
、
恩
愛
不
能
断
、
棄
恩
入
無
為
、
真

実
報
恩
者
」
と
い
う
四
句
の
偈
、
さ
ら
に
「
白
頭
望
み
断
つ
万
重
の
山
、
曠
劫
の
恩
波
底
を
尽
く
し
て
乾
く
、
是
れ
胸
中
に
五

逆
を
蔵
す
る
に
あ
ら
ず
、
出
家
の
端
的
親
に
報
ゆ
る
こ
と
難
し
（
白
頭
望
断
万
重
山
、
曠
劫
恩
波
尽
底
乾
、
不
是
胸
中
蔵
五
逆
、
出
家

端
的
報
親
難
）」
と
い
う
、
中
国
の
禅
僧
、
黄
檗
希
運
（
生
卒
年
不
詳
）
の
「
大
義
渡
」
と
題
す
る
古
い
頌
が
遺
さ
れ
て
い
た
。

宣
房
は
わ
が
子
が
出
家
し
て
遁
世
の
道
を
選
ん
だ
こ
と
を
知
っ
て
む
せ
び
泣
い
た
。

　
『
太
平
記
』
で
は
、
藤
房
出
家
の
師
は
宗
峰
妙
超
で
は
な
く
、
不
二
坊
と
い
う
僧
侶
で
あ
り
、
そ
の
場
所
も
京
都
北
山
と
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
建
武
二
年
三
月
十
一
日
と
、
流
布
本
、
再
版
本
、
い
ず
れ
と
も
違
っ
た
年
月
日
を
記

す
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
藤
房
の
出
家
の
日
に
つ
い
て
は
、
公
卿
の
名
簿
録
で
あ
る
『
公
卿
補
任
』
で
は
「
建
武
元
年
十
月
五
日
」
と
し

て
い
て
、
こ
ち
ら
が
正
式
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
拠
る
べ
き
で
あ
る
。
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や
が
て
、
こ
の
『
太
平
記
』
の
記
述
が
授
翁
の
伝
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
。
卍
元
師
蛮
が
編
ん
だ
『
延
宝
伝
燈
録
』

巻
第
二
十
八
「
京
兆
妙
心
二
世
授
翁
宗
弼
禅
師
」
で
は
、
授
翁
の
出
家
の
次
第
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
　

�
嘗
て
宗
門
に
向
上
の
事
有
る
こ
と
を
聞
き
て
、
公
よ
り
退
く
る
の
暇
、
初
め
明
極
俊
に
参
ず
。
後
、
大
燈
国
師
に
参
じ
て
、

粗ほ

ぼ
省
す
る
所
有
り
。
因
り
て
衣
鉢
法
号
を
稟う

く
。
建
武
元
年
、
窃
か
に
脱
し
て
勇
退
す
。
城
北
の
嵓
倉
に
届い

た

り
て
不
二

を
拝
し
、
冠
を
裂
き
紱ふ

つ

を
投
じ
て
、
鏟さ

ん

髪は
つ

納
戒
す
。
時
に
年
三
十
八
。
帝
、
宣
房
に
宣
し
て
、
諭
し
て
還
ら
し
め
ん
と
す
。

宣
房
、
物
色
し
て
嵓
倉
に
到
り
て
之
を
視
る
に
、
壁
上
に
「
棄
恩
入
無
為
、
真
実
報
恩
者
」
の
句
、
并
び
に
古
人
、「
大

義
渡
」
に
題
す
る
偈
を
書
し
て
、
既
に
遁の

が

れ
去
り
て
跡
を
林
藪
に
匿か

く

す
。
師
、
初
め
、
関
山
、
大
燈
の
道
髄
を
得
る
こ
と

を
聞
き
て
、
心
に
記
し
て
忘
れ
ず
。
暦
応
の
初
め
、
関
山
、
詔
に
応
じ
て
妙
心
を
創
開
す
。
師
、
来
た
り
て
掛
搭
す
。

（
嘗
聞
宗
門
有
向
上
事
、
公
退
之
暇
、
初
参
明
極
俊
。
後
参
大
燈
国
師
、
粗
有
所
省
。
因
稟
衣
鉢
法
号
。
建
武
元
年
、
窃
脱
勇
退
。
届
城

北
嵓
倉
拝
不
二
、
裂
冠
投
紱
、
鏟
髪
納
戒
。
時
年
三
十
八
。
帝
宣
宣
房
、
使
諭
而
還
。
宣
房
物
色
到
嵓
倉
視
之
、
壁
上
書
棄
恩
入
無
為

真
実
報
恩
者
之
句
、
并
古
人
題
大
義
渡
偈
、
既
遁
去
而
匿
跡
林
薮
。
師
初
聞
関
山
得
大
燈
道
髄
、
心
記
不
忘
。
暦
応
初
、
関
山
応
詔
、

創
開
妙
心
。
師
来
掛
搭
。）

　

さ
ら
に
、
同
じ
く
卍
元
が
編
ん
だ
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
三
十
二
「
京
兆
妙
心
寺
沙
門
宗
弼
伝
」
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
じ
編
者
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
内
容
は
似
通
っ
て
い
る
が
、『
本
朝
高
僧
伝
』
の
記
述
の
方
が
、
よ
り
詳
細
で
あ
る
。

　
　

�

嘗
て
宗
門
に
向
上
の
事
有
る
こ
と
を
聞
き
て
、
公
よ
り
退
く
る
の
暇
、
屢し

ば

し
ば
大
燈
国
師
に
参
じ
て
、
所
得
頗
る
多
し
。
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衣
鉢
法
号
を
受
け
て
、
弟
子
の
礼
を
執
る
。
元
弘
の
変
に
、
帝
に
南
方
に
従
い
て
、
忠
烈
を
致
す
こ
と
多
し
。
帝
の
復
位

に
及
び
て
、
遂
に
上し

ょ
う
け
い卿

に
加
わ
る
。
帝
、
後
に
盤
遊
し
て
度か

ぎ

り
無
し
。
屢
し
ば
諫
す
れ
ど
も
聴
き
た
ま
わ
ず
。
弼
、
不
可

な
る
こ
と
を
知
り
て
、
官
を
棄
て
て
遁
れ
去
る
。
城
北
の
巌
倉
に
抵い

た

り
て
、
不
二
大
徳
に
就
き
て
、
冠
を
裂
き
髪
を
鏟さ

ん

し
、

具
足
戒
を
受
け
て
、
跡
を
山
藪
に
匿か

く

す
。
時
に
年
三
十
八
な
り
。
帝
、
之
を
聞
き
て
大
い
に
驚
き
、
宣
房
に
勅
し
て
諭
し

還
ら
し
め
ん
と
す
。
宣
房
、
物
色
し
て
北
巌
倉
に
到
る
。
大
徳
曰
く
、「
其
の
人
、
今
朝
他
に
去
る
。
所
在
を
知
ら
ず
」
と
。

宣
房
入
り
て
視
れ
ば
、
壁
上
に
「
棄
恩
入
無
為
、
真
実
報
恩
者
」
の
句
、
并
び
に
古
人
、「
大
義
渡
」
に
題
す
る
偈
を
書

し
て
曰
く
、「
白
頭
望
み
断
つ
万
重
の
山
、
曠
劫
の
恩
波
底
を
尽
く
し
て
乾
く
、
是
れ
胸
中
に
五
逆
を
蔵
す
に
あ
ら
ず
ん

ば
、
出
家
の
端
的
親
に
報
ず
る
こ
と
難
し
」
と
。
宣
房
、
其
の
遂
に
帰
ら
ざ
る
こ
と
を
知
り
て
、
潸さ

ん

然ぜ
ん

と
し
て
還
る
。
弼
、

初
め
大
燈
国
師
の
「
関
山
、
実
に
道
髄
を
得
た
り
」
と
称
す
る
こ
と
を
聞
き
て
、
心
に
記
し
て
忘
れ
ず
。
暦
応
の
初
め
、

関
山
、
詔
に
応
じ
て
妙
心
に
住
す
。
弼
、
来
た
り
て
請
益
す
る
こ
と
、
昼
夜
を
舎お

か
ず
。
年
、
已
に
四
十
二
な
り
。（
嘗

聞
宗
門
有
向
上
事
、
公
退
之
暇
、
屢
参
大
燈
国
師
、
所
得
頗
多
。
受
衣
鉢
法
号
、
執
弟
子
礼
。
元
弘
之
変
、
従
帝
于
南
方
、
致
忠
烈
多
。

及
帝
復
位
、
遂
加
上
卿
。
帝
後
盤
遊
無
度
。
屢
諫
不
聴
。
弼
知
不
可
、
而
棄
官
遁
去
。
抵
城
北
巌
倉
、
就
不
二
大
徳
、
裂
冠
鏟
髪
、
受

具
足
戒
、
而
匿
跡
山
薮
。
時
年
三
十
八
矣
。
帝
聞
之
大
驚
、
勅
宣
房
諭
還
。
宣
房
物
色
到
北
巌
倉
。
大
徳
曰
、
其
人
今
朝
他
去
。
不
知

所
在
。
宣
房
入
視
、
壁
上
書
棄
恩
入
無
為
真
実
報
恩
者
之
句
、
并
古
人
題
大
義
渡
偈
曰
、
白
頭
望
断
万
重
山
、
曠
劫
恩
波
尽
底
乾
。
不

是
胸
中
蔵
五
逆
、
出
家
端
的
報
親
難
。
宣
房
知
其
遂
不
帰
、
潸
然
而
還
。
弼
初
聞
大
燈
国
師
称
関
山
実
得
道
髄
、
心
記
不
忘
。
暦
応
初
、

関
山
応
詔
、
住
妙
心
。
弼
来
請
益
、
不
舎
昼
夜
。
年
已
四
十
二
。）

　
『
延
宝
伝
燈
録
』『
本
朝
高
僧
伝
』
で
は
、
基
本
的
に
、
藤
房
の
時
代
は
『
太
平
記
』
に
、
授
翁
と
な
っ
て
か
ら
は
流
布
本
に
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拠
っ
た
構
成
で
あ
る
が
、
出
家
を
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）、
藤
房
が
三
十
八
歳
の
時
と
し
、
関
山
の
も
と
に
参
じ
た
の
は
暦
応

元
年
（
一
三
三
八
・
南
朝
延
元
三
年
）
四
十
二
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
延
宝
伝
燈
録
』『
本
朝
高

僧
伝
』
の
藤
房
出
家
年
が
流
布
本
と
は
一
年
ず
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
延
宝
伝
燈
録
』
に
は
、
他
の
史
料
に
は
見
え
な
い
、
授
翁
が
宗
峰
妙
超
に
参
ず
る
前
に
、
来
朝
直
後
の
明み

ん

極き

楚そ
し
ゅ
ん俊

（
一
二
六
二
～
一
三
三
六
）
に
参
じ
た
と
す
る
記
述
も
見
え
る
。

　

明
極
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
松
源
派
で
慶
元
府
（
浙
江
省
）
昌
国
の
人
で
あ
り
、
霊れ

い

隠い
ん

寺じ

の
虎こ

が
ん
じ
ょ
う

巌
浄
伏ふ

く
（
生
没
年
不
詳
）
の
法
嗣

で
あ
る
。
諸
山
を
歴
住
し
た
後
、
元
徳
元
年
（
一
三
二
九
）
に
、
竺じ

く

仙せ
ん

梵ぼ
ん

僊せ
ん

（
一
二
九
二
～
一
三
四
八
）
を
伴
っ
て
来
朝
し
た
。

そ
し
て
、
後
醍
醐
帝
は
宮
中
に
明
極
を
召
し
て
法
談
を
交
わ
す
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
、『
太
平
記
』
巻
四
「
先せ

ん

帝て
い

遷せ
ん

幸こ
う

の
事
、
并

な
ら
び
に

 

俊
明
極
参
内
の
事
」
条
に
「
去さ

ん
ぬ
る
元
徳
元
年
の
春
の
比こ

ろ

、
宋

朝
よ
り
、
俊
明
極
と
て
明
眼
得
智
の
禅
師
来
朝
せ
り
。
天
子
直じ

き

に
異
朝
の
僧
に
御ご

し
ょ
う相

看か
ん

の
事
は
、
前さ

き

々ざ
き

更
に
な
か
り
し
か
ど
も
、

こ
の
君
、
禅
の
宗
旨
に
御
心
を
傾か

た
ぶけ

さ
せ
給
ひ
て
、
諸
方
参
得
の
御

お
ん
こ
こ
ろ
ざ
し

志
お
は
せ
し
か
ば
、
御ご

法ほ
う

談だ
ん

の
た
め
に
、
こ
の
禅
師
を

内だ
い

裏り

へ
ぞ
召
さ
れ
け
る
」（
岩
波
文
庫
本
①
・p.196
～

‌
197

）
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
後
醍
醐
天
皇
は
、
明
極
に
「
仏ぶ

つ

日に
ち

燄え
ん

慧ね

」
の
号
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
延
宝
伝
燈
録
』『
本
朝
高
僧
伝
』
に
見
え
る
授
翁
伝
に
は
、『
太
平
記
』
の
影
響
が
強
く
う
か
が
え
る
の
で

あ
る
。
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四
︑
授
翁
開
創
寺
院
の
問
題

　

さ
ら
に
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
各
地
に
存
在
す
る
、
授
翁
が
開
い
た
と
さ
れ
る
寺
院
の
由
緒
も
ま
た
、
流
布
本
と
内
容
が
異
な

る
。

　

滋
賀
県
湖
南
市
三
雲
の
、
授
翁
の
塔
所
で
あ
る
雲
照
山 

妙
感
寺
は
、
当
寺
に
伝
わ
る
「
享
保
の
庄
司
答
状
」（
2
）（『
正
法
山

誌
』
所
収
）
と
呼
ば
れ
る
文
書
に
、「
亦
た
、
和
州
よ
り
江
州
妙
感
寺
へ
御
隠
れ
遊
ば
さ
れ
て
落
髪
染
衣
遊
ば
さ
れ
候
、
其
の
後

妙
心
寺
へ
関
山
和
尚
御
住
職
の
節
、
授
翁
和
尚
も
御
本
山
へ
御
越
し
遊
ば
さ
れ
候
」
と
あ
る
通
り
、
藤
房
は
、
和
州
（
奈
良

県
）
か
ら
江
州
（
滋
賀
県
）
の
妙
感
寺
へ
隠
遁
し
て
出
家
し
た
が
、
そ
の
後
、
妙
心
寺
へ
関
山
慧
玄
が
住
職
と
な
っ
た
時
に
、

授
翁
も
ま
た
妙
心
寺
に
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

妙
感
寺
に
は
開
山
塔
と
し
て
の
五
輪
塔
が
あ
り
、
授
翁
が
こ
の
地
で
示
寂
し
た
証
左
で
あ
る
と
し
、
川
上
孤
山
氏
は
『
妙
心

寺
史
』（
思
文
閣
出
版
・
一
九
一
七
年
／
一
九
七
五
年
に
増
補
版
・
一
九
八
四
年
に
再
刊
、p.73

）
に
於
い
て
、
授
翁
は
晩
年
、
病
を
得

て
、
妙
感
寺
に
隠
棲
し
、
つ
い
に
示
寂
し
た
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
六
祖
伝
』「
授
翁
」
章
に
は
、
火
葬
し
て
舎
利
を
妙

心
寺
に
塔
し
た
と
す
る
が
、
示
寂
の
場
所
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
静
岡
県
の
熱
海
市
に
は
、
授
翁
開
創
の
寺
院
と
し
て
二
ヶ
寺
が
現
存
し
て
お
り
、
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
・
南
朝
興
国

二
年
）
に
護
国
山 

興
禅
寺
が
、
康
永
元
年
（
一
三
四
二
・
南
朝
興
国
三
年
）
に
清
水
山 

温
泉
寺
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
て
い
る
。

寺
伝
で
は
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）、
あ
る
い
は
延
元
年
間
（
一
三
三
六
～
一
三
四
〇
・
北
朝
建
武
三
年
～
暦
応
三
年
）
に
、
遁
世

し
た
万
里
小
路
藤
房
が
、
熱
海
村
を
訪
れ
て
草
庵
を
結
ん
で
隠
栖
し
、
や
が
て
数
年
し
て
東
方
に
赴
い
た
と
し
て
い
る
。

　

他
に
も
、
藤
房
が
出
家
の
後
、
諸
方
を
行
脚
し
た
と
い
う
伝
説
は
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る（
3
）。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
藤
房
に
関
す
る
伝
説
で
は
、
み
な
出
家
後
は
諸
方
を
行
脚
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
流
布

本
の
出
家
後
、
関
山
が
妙
心
寺
に
晋
住
し
た
と
い
う
説
と
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。

五
︑
再
版
本
の
成
立

　

先
述
し
た
通
り
、
授
翁
が
藤
房
の
後
半
生
で
あ
れ
ば
、
流
布
本
の
記
述
は
『
太
平
記
』
の
記
述
と
齟
齬
が
あ
る
し
、
抑
も
藤

房
の
出
家
年
は
、『
公
卿
補
任
』
に
拠
れ
ば
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
十
月
五
日
、
三
十
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

流
布
本
の
通
り
に
、
授
翁
が
関
山
に
参
じ
た
時
期
を
関
山
が
妙
心
寺
初
住
の
時
と
解
す
れ
ば
、
授
翁
開
創
の
寺
院
の
由
緒
や
伝

説
と
も
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
授
翁
が
関
山
に
参
じ
た
時
期
を
、
妙
心
寺
再
住
の
時
期
だ
と
解
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
概
ね
解
決
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

関
山
再
住
に
つ
い
て
は
、『
正
法
山
誌
』
巻
六
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
、
編
者
の
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）
が
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

�

関
山
和
尚
、
一
回
妙
心
寺
を
退
く
。
未
だ
何
故
な
る
か
を
知
ら
ず
。
伝
記
に
録
せ
ず
。
去
り
て
遠
江
州
に
往
き
、
一
寺
に

住
す
。
亦
た
正
法
山
妙
心
寺
と
号
す
［
今
、
妙
を
改
め
て
明
と
作
す
。
直
末
寺
に
非
ず
し
て
、
又
末
寺
な
り
］。
後
に
崇

光
院
の
御
宇
に
、
再
び
関
山
を
召
し
て
妙
心
に
再
住
せ
し
む
。
故
に
再
住
の
綸
旨
有
り
。
今
に
至
る
ま
で
妙
心
再
住
入
院

の
人
に
は
、
特
に
再
住
の
綸
旨
を
賜
う
な
り
。（
関
山
和
尚
、
一
回
退
妙
心
寺
。
未
知
何
故
。
伝
記
不
録
。
去
往
遠
江
州
住
一
寺
。
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亦
号
正
法
山
妙
心
寺
［
今
改
妙
作
明
。
非
直
末
寺
而
又
末
寺
也
］。
後
崇
光
院
御
宇
、
再
召
関
山
再
住
于
妙
心
。
故
有
再
住
綸
旨
。
至
今

妙
心
再
住
入
院
人
、
特
賜
再
住
綸
旨
矣
。）

　

流
布
本
の
「
関
山
」
章
に
拠
れ
ば
、
関
山
は
宗
峰
か
ら
印
可
さ
れ
た
後
、
美
濃
（
岐
阜
県
）
で
聖
胎
長
養
に
励
み
、
宗
峰
が

示
寂
し
た
後
、
妙
心
寺
の
住
持
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
関
山
は
妙
心
寺
か
ら
出
奔
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

宗
峰
の
示
寂
は
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
・
南
朝
延
元
二
年
）
十
二
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

無
著
に
拠
れ
ば
、
関
山
が
妙
心
寺
を
出
て
東
に
向
か
っ
た
理
由
は
不
明
、
雪
江
の
関
山
伝
に
も
、
こ
の
こ
と
は
記
録
さ
れ
て

い
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
行
き
先
と
し
て
遠
州
（
静
岡
県
）
の
正
法
山
妙
心
寺
（
現
明
心
寺
）
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
こ
と
は
、
崇
光
天
皇
に
よ
る
関
山
妙
心
再
住
の
院
宣
が
存
在
し
て
い
る
の
で
事
実
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
見
え
る
崇
光
院
の
院
宣
と
は
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
・
南
朝
正
平
六
年
）
八
月
二
十
二
日
に
下
さ
れ
た
院
宣
の
こ
と

で
あ
る
。

　

授
翁
が
、
関
山
が
妙
心
寺
に
再
住
し
た
際
に
関
山
の
も
と
に
参
じ
た
と
解
す
れ
ば
、
藤
房
の
出
家
か
ら
十
七
年
後
の
こ
と
と

な
り
、
授
翁
開
創
寺
院
の
由
緒
や
藤
房
に
ま
つ
わ
る
伝
承
と
も
齟
齬
が
生
じ
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ

も
の
が
、
再
版
本
の
授
翁
伝
な
の
で
あ
る
。

六
︑
近
代
の
研
究
者
の
授
翁
伝

　

近
代
以
後
の
授
翁
伝
に
つ
い
て
は
、
川
上
孤
山
『
妙
心
寺
史
』
や
天
岫
接
三
編
『
妙
心
寺
六
百
年
史
』（
妙
心
寺
開
創
六
百
年
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紀
念
・
雪
江
禅
師
四
百
五
十
年
遠
諱
大
法
会
局
・
一
九
三
五
年
）、
木
村
静
雄
『
妙
心
寺 

六
百
五
十
年
の
歩
み
』（
小
学
館
・
一
九
八
四

年
）
な
ど
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
他
に
柴
野
恭
堂
師
編
述
『
妙
心
開
山 

無
相
大
師
の
御
生
涯
』（
大
本
山
妙
心
寺
教
務
部
・
一

九
四
五
年
）
や
荻
須
純
道
『
日
本
中
世
禅
宗
史
』（
木
耳
社
・
一
九
六
五
年
）
で
も
関
山
伝
の
検
討
の
中
で
授
翁
の
伝
に
つ
い
て
少

し
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
に
授
翁
の
伝
だ
け
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、
後
藤
亮
一
『
圓
鑑
國
師
伝
』
と
『
圓
鑑
国

師
小
伝
』（
共
に
一
九
二
七
年
）
が
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　

ま
ず
、
川
上
孤
山
師
は
、
藤
房
は
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
十
月
五
日
、
洛
北
岩
倉
の
不
二
坊
の
も
と
で
三
十
九
歳
で
出

家
、
や
が
て
文
和
初
年
（
一
三
五
二
・
南
朝
正
平
七
年
）
に
至
る
間
、
諸
方
行
脚
の
旅
に
出
て
、
吉
野
（
奈
良
県
）、
下
野
（
栃
木

県
）、
江
州
三
雲
（
滋
賀
県
）
な
ど
に
居
を
移
し
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
・
南
朝
正
平
六
年
）、
関
山
が
妙
心
寺
に
再
住
す
る
に
及

び
、
洛
西
池
上
村
の
杉
庵
を
訪
れ
て
関
山
に
通
参
し
、
延
文
元
年
（
一
三
五
六
・
南
朝
正
平
十
一
年
）
六
十
一
歳
の
時
、
関
山
の

会
裡
に
参
じ
た
と
す
る
（『
妙
心
寺
史
』p.65
～

‌
73

）。
一
方
で
川
上
師
は
、
授
翁
の
関
山
へ
の
参
禅
の
時
期
に
つ
い
て
、「
開
山

大
師
が
妙
心
寺
を
創
め
ら
れ
て
、
正
法
を
流
通
す
る
に
及
ん
で
、
彼
は
関
山
の
炉
鞴
裡
に
来
っ
て
承
当
す
る
所
あ
り
」（p.65

）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
授
翁
が
一
旦
、
妙
心
寺
に
入
っ
た
後
、
諸
方
行
脚
の
旅
に
出
た
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
岫
接
三
師
は
、
授
翁
は
三
十
九
歳
で
隠
遁
（
あ
る
い
は
出
家
）
し
、
流
浪
の
後
、
四
十
二
歳
で
関
山
が
妙
心
寺
に

住
し
て
す
ぐ
に
そ
の
も
と
を
訪
れ
て
会
下
と
な
る
も
、
未
だ
妙
心
寺
に
滞
留
す
る
に
至
ら
ず
、
や
が
て
妙
感
寺
を
中
心
に
諸
方

を
遍
歴
し
た
後
、
関
山
再
住
の
時
に
正
式
に
参
じ
た
と
す
る
（『
妙
心
寺
六
百
年
史
』p.82

～

‌
85

）。
柴
野
恭
堂
師
も
概
ね
天
岫
師

と
同
じ
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
木
村
静
雄
師
は
、「『
正
法
山
六
祖
伝
』
に
よ
れ
ば
、
授
翁
が
出
家
し
て
関
山
の
も
と
に
投
じ
た
の
は
、
四
十
二
歳
の

と
き
と
い
わ
れ
る
。
…
…
授
翁
は
、
当
時
の
南
北
朝
対
立
の
政
治
の
大
混
乱
を
避
け
て
、
行
雲
流
水
の
身
と
な
っ
て
地
方
遍
歴
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の
旅
に
出
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
栃
木
・
茨
城
・
静
岡
な
ど
関
東
の
地
に
残
る
い
く
つ
か
の
足
跡
は
、
の
ち
に
弟
子
た
ち
が
進

出
す
る
下
地
と
な
っ
て
い
た
。
関
山
が
妙
心
寺
に
再
住
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
も
と
に
帰
り
、
晩
年
の
関
山
の
厳
格
な
指
導
に

身
を
ゆ
だ
ね
た
の
で
あ
る
」（『
妙
心
寺 

六
百
五
十
年
の
歩
み
』p.123

～

‌
124

）
と
、
出
家
年
は
『
六
祖
伝
』
に
拠
り
な
が
ら
、
川

上
師
と
同
様
、
授
翁
開
創
寺
院
の
由
緒
と
も
齟
齬
の
な
い
よ
う
に
、
出
家
後
、
妙
心
寺
か
ら
出
奔
し
、
そ
の
後
、
関
山
が
妙
心

寺
に
再
住
し
た
際
に
妙
心
寺
に
帰
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、
三
師
の
授
翁
伝
は
、
基
本
的
に
流
布
本
や
『
太
平
記
』、
さ
ら
に
『
公
卿
補
任
』
に
拠
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
授
翁
開

創
の
寺
院
や
藤
房
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
踏
ま
え
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
抑
も
授
翁
が
妙
心
寺
か
ら
出
奔
し
た
こ
と
を
証
す
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
荻
須
純
道
師
は
、
宗
峰
が
建
武
四
年
十
二
月
二
十
二
日
に
示
寂
し
、
年
内
幾
許
も
な
い
時
期
に
宣
使
を
派

遣
し
て
、
居
場
所
の
は
っ
き
り
し
な
い
関
山
を
探
し
出
し
、
関
山
を
妙
心
寺
に
入
寺
さ
せ
る
の
は
事
実
上
如
何
な
も
の
か
と
、

妙
心
寺
開
創
の
因
縁
に
対
し
て
疑
問
を
呈
す
る
。
そ
し
て
、
再
版
本
の
記
述
を
も
と
に
、「
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
授
翁
の
出

家
は
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
で
、
三
十
九
歳
の
時
で
あ
り
、
そ
の
跡
を
晦
ま
し
て
隠
遁
す
る
こ
と
二
十
年
に
近
い
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
授
翁
が
藤
房
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
藤
房
が
官
を
棄
て
去
っ
た
の
は
建
武
元
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

記
述
の
方
が
妥
当
で
あ
る
し
、
そ
の
後
隠
遁
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
授
翁
が
関
山
の
席
下
に
投
じ
た
の
は
関
山
の
再
住
の
と
き

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
妙
心
寺
の
開
創
を
授
翁
の
出
家
と
結
ん
で
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
よ
う
に
思
う
」（『
日
本
中
世
禅

宗
史
』p.342

～

‌
343

）
と
し
て
流
布
本
の
説
を
否
定
し
、「
授
翁
の
出
家
は
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
甲き

の
え
い
ぬ戌

の
冬
で
、
年
三
十
九
歳

の
と
き
で
あ
り
、
宗
峰
入
滅
前
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
授
翁
は
約
二
十
年
、
隠
遁
生
活
を
し
、
岩
蔵
、
丹
波
良
峰
、

越
前
鷹
巣
山
、
吉
野
、
下
野
西
見
野
、
近
江
三
雲
等
に
そ
の
跡
を
晦
ま
し
て
い
た
こ
と
を
考
彙
は
考
究
し
て
い
る
。
そ
し
て
関
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山
が
妙
心
寺
に
再
住
し
た
と
き
、
関
山
の
徳
を
慕
っ
て
、
妙
心
寺
に
近
い
池
上
の
杉
庵
に
住
し
て
妙
心
寺
に
来
往
通
参
し
、
親

し
く
関
山
の
鉗
鎚
を
受
け
た
」（
同
上
書
・p.358

）
と
ま
と
め
、
結
果
的
に
再
版
本
と
同
じ
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
授
翁
の
単

著
を
著
し
た
後
藤
師
の
説
も
荻
須
師
と
同
様
で
あ
る
。

　

一
方
、
竹
貫
元
勝
氏
は
、『
妙
心
寺
散
歩
』（
大
寂
常
照
禅
師
五
百
年
遠
諱
記
念
・
霊
雲
院
・
二
〇
〇
四
年
）
の
中
で
、
前
半
生
に

つ
い
て
は
簡
潔
に
し
か
触
れ
て
い
な
い
流
布
本
の
記
述
に
そ
の
ま
ま
拠
っ
て
授
翁
の
伝
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
、
近
代
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
授
翁
伝
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
点
を
ま
と
め
て
み
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
見
解
が
異

な
っ
て
い
て
非
常
に
複
雑
で
あ
る
の
で
、
以
下
、
参
禅
の
年
と
出
家
の
年
に
注
目
し
て
、
諸
師
の
説
を
大
き
く
三
つ
に
分
類
し

た
い
。

　

ち
な
み
に
、
①
は
流
布
本
と
同
じ
、
③
は
再
版
本
と
同
じ
、
②
は
そ
の
両
説
を
合
わ
せ
た
も
の
と
な
る
。

①
建
武
四
年
出
家
↓
建
武
四
年
参
禅
﹇
関
山
︑
妙
心
寺
開
創
﹈
＝
流
布
本

　
「
竹
貫
」

②
建
武
元
年
出
家
↓
建
武
四
年
参
禅
﹇
関
山
︑
妙
心
寺
開
創
﹈
↓
諸
方
行
脚
↓
観
応
二
年
参
禅
﹇
関
山
︑
妙
心
寺
再
住
﹈

　
「
川
上
」「
天
岫
」「
柴
野
」「
木
村
」
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③
建
武
元
年
出
家
↓
観
応
二
年
参
禅
﹇
関
山
︑
妙
心
寺
再
住
﹈
＝
再
版
本

　
「
後
藤
」「
荻
須
」

　

な
お
、
③
で
、
授
翁
の
関
山
へ
の
参
禅
の
年
を
「
観
応
二
年
」
と
し
て
い
る
が
、
再
版
本
の
注
釈
に
「
観
応
二
年
八
月
二
十

二
日
、
崇
光
帝
、
綸
旨
を
降
し
て
関
山
を
し
て
妙
心
寺
に
再
住
せ
し
む
。
是こ

こ

に
於
い
て
観
応
三
年
壬
申
［
今
年
九
月
二
十
七
日
、

文
和
に
改
元
す
］
授
翁
隠
士
、
近
江
国
三
雲
の
郷
自
り
洛
西
池
上
村
に
到
り
、
杉
庵
に
居
し
て
妙
心
に
来
往
す
（
観
応
二
年
八

月
二
十
二
日
、
崇
光
帝
、
降
綸
旨
令
関
山
再
住
妙
心
寺
。
於
是
観
応
三
年
壬
申
［
今
年
九
月
二
十
七
日
、
改
元
文
和
］
授
翁
隠
士
、
自
近
江
国

三
雲
郷
到
洛
西
池
上
村
、
居
杉
庵
而
来
往
妙
心
）」
と
あ
っ
て
、
関
山
の
妙
心
寺
再
住
を
観
応
二
年
八
月
二
十
二
日
、
授
翁
の
関
山

へ
の
参
禅
を
翌
観
応
三
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

天
岫
・
柴
野
・
後
藤
・
木
村
・
荻
須
の
五
師
は
、
関
山
が
妙
心
寺
に
再
住
す
る
の
に
合
わ
せ
て
参
禅
し
た
と
す
る
だ
け
で
、

そ
れ
が
観
応
二
年
で
あ
る
か
三
年
で
あ
る
か
を
明
記
し
な
い
。
一
方
で
川
上
師
だ
け
は
、
観
応
三
年
に
改
元
し
た
文
和
元
年
ま

で
行
脚
し
て
い
た
と
し
て
お
り
、
参
禅
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
授
翁
の
参

禅
の
時
期
が
分
か
ら
な
い
以
上
、「
関
山
再
住
に
合
わ
せ
て
参
禅
」
と
い
う
事
実
が
重
要
で
あ
っ
て
、
観
応
二
年
で
あ
る
か
三

年
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
同
年
に
改
元
し
た
文
和
元
年
で
あ
る
か
は
差
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

　

他
に
も
細
か
く
見
れ
ば
、
同
じ
年
の
出
家
、
同
じ
年
の
参
禅
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
出
家
の
師
の
相
違
で
あ
っ
た
り
、
通
参

な
の
か
正
式
な
参
禅
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。

　

研
究
者
に
よ
っ
て
、
授
翁
の
伝
へ
の
向
き
合
い
方
は
様
々
な
の
で
あ
る
。
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七
︑
ま
と
め

　

以
上
、
諸
史
料
の
検
討
を
通
し
て
授
翁
伝
の
問
題
点
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。

　

藤
房
に
せ
よ
授
翁
に
せ
よ
、
現
存
す
る
史
料
に
は
限
り
が
あ
っ
て
不
明
な
点
が
多
く
、
内
容
に
差
も
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、

近
代
以
後
の
研
究
者
が
ま
と
め
た
授
翁
伝
も
、
そ
れ
に
伴
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
相
違
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
は
授
翁
の
師
で
あ
る
関
山
慧
玄
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　

授
翁
の
法
嗣
に
拙
堂
宗
朴
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
禅
者
が
い
る
。
拙
堂
は
妙
心
寺
第
六
代
目
の
住
持
で
あ
る
が
、
こ
の
拙

堂
が
住
持
の
際
に
、
妙
心
寺
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
大
な
事
件
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

　

応
永
六
年
（
一
三
九
九
）、
守
護
大
名
の
大
内
義
弘
が
足
利
幕
府
に
対
し
て
反
旗
を
翻
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
応
永
の
乱
」
が
起

こ
っ
た
。
大
内
氏
は
幕
府
軍
と
の
戦
い
で
討
ち
死
に
し
、
乱
は
決
着
致
す
る
が
、
そ
の
余
波
は
妙
心
寺
に
ま
で
及
ん
だ
。
当
時

の
将
軍
足
利
義
満
は
、
こ
の
大
内
氏
と
、
時
の
妙
心
寺
住
持
で
あ
っ
た
、
拙
堂
と
が
好よ

し
みを

通
じ
て
い
た
と
の
嫌
疑
を
か
け
、
妙

心
寺
の
寺
地
と
寺
産
を
没
収
し
、
さ
ら
に
妙
心
寺
を
「
龍り

よ
う
う
ん
じ

雲
寺
」
と
改
名
致
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
開
創
六
十
余
年
に
し

て
、
妙
心
寺
は
一
時
廃
絶
の
憂
き
目
に
遭
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

や
が
て
、
妙
心
寺
の
開
山
塔
の
微み

し
よ
う
と
う

笑
塔
が
、
授
翁
の
孫
弟
子
に
当
た
る
根こ

ん

外が
い

宗そ
う

利り

（
生
没
年
不
詳
）
の
も
と
に
移
さ
れ
、
根

外
を
中
心
と
し
た
関
山
派
一
衆
の
協
議
に
よ
り
、
美
濃
の
瑞ず

い

泉せ
ん

寺じ

（
愛
知
県
犬
山
市
）
に
あ
っ
た
、
無
因
宗
因
（
一
三
二
六
～
一

四
一
〇
）
の
法
嗣
で
あ
る
日に

つ
ぽ
う
そ
う
し
ゆ
ん

峰
宗
舜
（
一
三
六
八
～
一
四
四
八
）
を
住
持
に
迎
え
て
妙
心
寺
の
復
興
を
期
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

時
に
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
の
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
授
翁
寂
し
て
わ
ず
か
十
九
年
後
に
妙
心
寺
は
取
り
潰
し
と
な
っ
て
廃
墟
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
開
山
無
相
大
師
と
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二
祖
微
妙
大
師
の
伝
や
、
初
期
の
妙
心
寺
に
不
明
な
点
が
多
い
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　

雪
江
宗
深
は
、『
六
祖
伝
』
の
「
関
山
慧
玄
」
章
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
跋
文
に
、
関
山
伝
を
著
し
た
経
過
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�

右
に
述
べ
来
た
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
門
中
の
諸
老
宿
の
口
伝
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
茶
呑
み
話
の

時
、
あ
る
い
は
行
脚
の
時
〔
に
聞
い
た
こ
と
を
〕、
つ
ね
づ
ね
耳
に
残
し
、
心
に
刻
み
つ
け
た
。
最
近
は
年
老
い
て
、
十

の
〔
こ
と
を
聞
い
た
〕
う
ち
、
八
九
〔
の
こ
と
〕
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
〔
開
山
禅
師
の
こ
と
を
〕
聞
く

こ
と
を
願
う
者
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
。〔
そ
し
て
こ
れ
ら
は
〕
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。〔
こ
ん
な
こ
と
を
書
き
残

す
こ
と
は
か
え
っ
て
〕
我
が
家
の
恥
を
外
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

�

右
件
件
儘
得
之
於
門
中
諸
老
口
碑
者
也
。
或
茶
話
間
、
或
遊
山
次
、
往
往
染
耳
銘
肝
。
而
今
耄
矣
、
十
遺
八
九
。
無
復
樂
聞
者
、
恐

夫
失
墜
乎
。
不
免
家
醜
外
揚
爾
。

　

つ
ま
り
、
雪
江
の
ま
と
め
た
関
山
の
伝
は
、
雪
江
が
諸
老
宿
よ
り
、
茶
話
や
行
脚
の
折
な
ど
に
耳
に
し
た
事
実
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
す
で
に
伝
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
に
あ
っ
て
も
す
で
に
こ
う
し
た
方
法
で
し
か
関
山
の
伝

記
史
料
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
事
情
は
授
翁
も
同
様
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
な
お
、
関
山
、
そ
し
て
授
翁
の
法
孫
た
ち
は
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
苦
心
し
て
関
山
や
授
翁
の
伝
記
を
ま
と
め
あ
げ

て
、
そ
の
法
恩
に
報
い
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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授
翁
は
、
関
山
の
唯
一
の
法
嗣
と
し
て
妙
心
寺
の
草
創
期
を
支
え
、
無
因
宗
因
を
は
じ
め
と
す
る
五
人
の
嗣
法
者
を
打
出
し
、

ま
た
地
方
へ
も
教
線
を
伸
ば
し
、
そ
の
後
の
妙
心
寺
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
、
応
燈
関
一
流
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
。

　

南
浦
か
ら
宗
峰
へ
、
宗
峰
か
ら
関
山
へ
と
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
応
燈
関
の
仏
法
は
、
峻
厳
な
関
山
の
禅
に
耐
え
抜

い
た
授
翁
宗
弼
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
授
翁
の
存
在
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
応
燈
関
一
流
の
禅

は
滅
却
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
授
翁
の
存
在
が
、
わ
が
国
の
臨
済
禅
に
と
っ
て
如
何
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
か

が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

　

来
た
る
令
和
九
年
（
二
〇
二
七
）
三
月
に
、
授
翁
示
寂
し
て
六
五
〇
年
遠
諱
の
正
当
法
要
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

節
目
に
、
妙
心
寺
派
の
僧
は
無
論
、
臨
済
宗
に
籍
を
置
く
者
は
皆
、
改
め
て
授
翁
の
生
涯
を
振
り
返
り
、
関
山
か
ら
受
け
継
い

だ
仏
法
を
心
に
刻
み
つ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注（
1
）	

『
再
版
正
法
山
六
祖
伝
』
は
、
此
山
玄
淵
が
、
流
布
本
に
不
備
の
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
寛
永
版
刊
行
以
前
の
写
本
に
拠
っ
て

校
訂
を
加
え
て
編
ん
だ
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

	

　

此
山
は
、『
六
祖
伝
考
彙
』（
以
下
『
考
彙
』）
で
の
成
果
を
も
と
に
再
版
本
を
著
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
先
に
挙

げ
た
凡
例
の
言
葉
か
ら
理
解
で
き
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
再
版
本
と
『
考
彙
』
と
の
関
係
で
あ
る
。

	

　

現
在
、
花
園
大
学
図
書
館
に
、
荻
須
純
道
師
所
旧
蔵
（
も
と
玉
龍
院
蔵
）
の
『
六ろ

く

祖そ

伝で
ん

考こ
う

彙い

』
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
一
書
が
あ
る
。

本
書
は
ま
さ
し
く
此
山
が
『
六
祖
伝
』
に
冠
注
・
傍
注
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
題
に
は
『
再
版
正
法
山
六
祖
伝
』
と
記
さ
れ
、

ま
た
校
訂
済
み
の
『
六
祖
伝
』
も
本
文
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

	

　

そ
の
標
註
に
よ
れ
ば
、「
古
写
本
（
寛
永
十
七
年
『
六
祖
伝
』
以
前
の
写
本
数
本
）
の
冠
注
や
傍
注
、
さ
ら
に
『
別
考
』〔
に
加
え
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て
〕
諸
書
を
集
め
て
編
集
し
、『
正
法
山
六
祖
伝
考
彙
』
と
名
づ
け
た
も
の
が
あ
る
。
今
、
注
釈
を
省
い
て
『
考
彙
』
と
書
し
た
も

の
が
こ
れ
で
あ
る
（
古
写
本
之
冠
註
傍
通マ

マ

、
及
別
考
諸
書
会
而
為
編
者
有
之
。
目
曰
法
山
六
伝
考
彙
。
今
標
註
省
而
書
考
彙
者
是

也
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
『
再
版
』
の
他
に
『
考
彙
』
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
加
藤
正
俊
師
は
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
、
一
旦
、
此
山
が
『
考
彙
』
を
作
成
し
、
そ
れ
を
改
め
て
『
再
版
正
法
山
六
祖
伝
』
と
し
た
と
し
て
い
る
（『
関
山
慧
玄

と
初
期
妙
心
寺
』
思
文
閣
出
版
・
二
〇
〇
六
年
、p.23

）。
他
に
別
本
と
し
て
の
『
考
彙
』
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
加
藤
師

の
判
断
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
2
）	

元
花
園
大
学
名
誉
教
授
の
故
竹
貫
元
勝
師
の
『
妙
感
寺
史
』（
愚
堂
国
師
三
百
五
十
年
遠
諱
記
念
出
版
・
中
外
日
報
社
事
業
局
・

二
〇
〇
九
年
、p.21
）
に
拠
れ
ば
、
こ
れ
は
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
「
御
本
山
従
り
御
尋
ニ
付
き
申
し
上
げ
候
事
（
従
御
本

山
御
尋
ニ
付
申
上
候
事
）」
と
し
て
、
御
本
山
、
つ
ま
り
妙
心
寺
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
妙
感
寺
に
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
妙
感

寺
村
の
庄
屋
や
年
寄
た
ち
が
連
署
し
て
返
答
し
た
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。
当
該
文
書
は
後
藤
亮
一
編
『
円
鑑
国
師
伝
』
に
も
「
妙
心

寺
文
書
荘
司
の
答
状
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）	

例
え
ば
、
南
朝
の
廷
臣
で
あ
っ
た
松
翁
と
い
う
人
物
が
自
ら
の
見
聞
を
記
し
た
も
の
と
さ
れ
る
『
吉
野
拾
遺
』
に
は
、
藤
房
が
遁

世
し
た
後
、
越
前
（
福
井
県
）
の
鷹
巣
山
に
い
て
、
南
朝
方
の
武
将
で
あ
っ
た
畑は

た

時と
き

能よ
し

が
訪
れ
た
け
れ
ど
も
、
す
で
に
藤
房
の
姿
は

な
か
っ
た
、
と
い
う
話
を
収
め
る
。
ち
な
み
に
、
畑
時
能
は
、
一
三
四
一
年
に
戦
死
す
る
。
藤
房
が
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
に
遁

世
し
て
か
ら
七
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

	

　

ま
た
、「
秋
田
補
陀
寺
藤
原
藤
房
公
碑
」（『
成
斎
先
生
遺
構
』
巻
五
、
竹
貫
元
勝
『
妙
感
寺
史
』p.281

）
と
い
う
碑
銘
碑
銘
に
は

次
の
よ
う
に
見
え
る
。
秋
田
の
曹
洞
宗
、
亀き

し
ょ
う像

山ざ
ん

補ほ

陀だ

寺じ

は
、
正
平
年
間
（
一
三
四
六
～
一
三
七
〇
）
に
秋
田
の
豪
族
で
あ
る
秋あ

き

田た

守も
り

季す
え

が
開
創
し
た
も
の
で
あ
り
、
越
後
（
新
潟
県
）
蒲
原
、
正
続
寺
の
日
泉
な
る
僧
が
い
て
、
守
季
が
日
泉
を
開
山
に
招
い
た
。
そ

の
際
、
日
泉
は
一
人
の
僧
侶
を
伴
っ
て
来
た
。
こ
れ
が
前
中
納
言
万
里
小
路
藤
房
で
あ
る
。
藤
房
公
は
、
遁
世
し
た
後
、
発
奮
し
て

越
後
に
至
り
、
日
泉
を
師
と
し
て
出
家
し
、
多
年
に
わ
た
っ
て
仕
え
、
日
泉
も
ま
た
深
く
藤
房
の
器
を
認
め
て
い
た
。
や
が
て
日
泉

は
正
法
寺
に
転
住
し
、
補
陀
寺
を
藤
房
公
に
譲
り
、
補
陀
寺
第
二
世
無
等
良
雄
和
尚
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
住
職
す
る
こ
と
、
わ
ず
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か
四
年
、
正
平
十
七
年
（
一
三
六
二
・
北
朝
貞
治
元
年
）
十
月
十
日
示
寂
し
た
。
世
寿
六
十
七
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
藤
房
が
出
家
し
た
後
、
秋
田
に
移
っ
て
無
等
良
雄
と
い
う
禅
僧
と
な
っ
た
、
と
の
説
で
あ
る
。

	
　

さ
ら
に
、
藤
房
が
出
家
し
た
後
、
水
死
し
た
と
の
説
も
あ
る
。
無
著
道
忠
の
『
正
法
山
誌
』
巻
一
に
拠
れ
ば
、「
忠
、
藤
房
は
授

翁
に
非
ず
の
説
を
聞
く
。
偏
易
、
之
を
開
き
て
、
道
春
春
斎
、
之
に
和
す
。
其
の
拠
る
所
、
異
本
の
『
太
平
記
』
に
在
り
。
曰
く
、

『
藤
房
、
後
に
散
聖
と
為
り
て
、
名
を
侃か

ん

山さ
ん

主し
ゅ

に
更あ

ら
たむ

。
舟
を
泛う

か

べ
て
土
佐
州
に
度わ

た

ら
ん
と
し
、
舟
、
壊
し
て
溺
死
す
。
後
に
海
浜

に
一
僧
の
屍
有
り
。
或
る
ひ
と
以
て
尊
氏
に
示
す
。
尊
氏
、
之
を
視
て
曰
く
、「
藤
房
に
肖に

た
り
」』
と
」（
忠
聞
藤
房
非
授
翁
之
説
。

偏
易
開
之
、
而
道
春
春
斎
和
之
。
其
所
拠
在
異
本
太
平
記
。
曰
、
藤
房
後
為
散
聖
、
更
名
侃
山
主
。
泛
舟
度
土
佐
州
、
舟
壊
而
溺
死
。

後
海
浜
有
一
僧
屍
。
或
以
示
尊
氏
。
尊
氏
視
之
曰
、
肖
藤
房
矣
）」。
つ
ま
り
、
異
本
の
『
太
平
記
』
に
は
、
藤
房
は
後
に
行
脚
僧
と

な
っ
て
『
侃
山
主
』
と
改
め
、
舟
で
土
佐
（
高
知
県
）
に
渡
る
途
上
で
難
破
し
て
溺
死
し
、
浜
辺
に
一
人
の
僧
侶
の
屍
が
流
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
屍
を
足
利
尊
氏
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、『
万
里
小
路
藤
房
に
似
て
い
る
』
と
述
べ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も
、

藤
房
が
出
家
し
て
相
国
寺
の
僧
と
な
っ
た
、
と
い
う
説
も
あ
る
。

︽
授
翁
宗
弼
伝
　
訳
注
︾

︻
凡
　
例
︼

一
、
以
下
は
、
寛
永
十
七
年
『
正
法
山
六
祖
伝
』「
天
授
授
翁
宗
弼
禅
師
」
章
（
流
布
本
）
と
『
再
版
正
法
山
六
祖
伝
』「
天
授
授
翁
宗
弼
禅

師
」
章
（
再
版
本
）、
そ
し
て
『
延
宝
伝
燈
録
』「
天
授
授
翁
弼
禅
師
」
章
・『
本
朝
高
僧
伝
』「
釈
宗
弼
」
章
の
訳
注
で
あ
る
。
今
号
で
は
流

布
本
と
再
版
本
を
、
次
号
で
は
『
延
宝
伝
燈
録
』
と
『
本
朝
高
僧
伝
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
あ
げ
る
。

一
、
対
校
は
【
一
】『
正
法
山
六
祖
伝
』「
授
翁
宗
弼
」
章
の
み
行
っ
た
。
校
本
と
そ
の
表
記
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
諸
本
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
拙
著
『
正
法
山
妙
心
寺
開
山　

関
山
慧
玄
伝
』（
春
秋
社
・
二
〇
〇
九
年
）
の
「
解
説
編
」
を
参
照
の
こ
と
。
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「
諸
祖
伝
」
＝
『
禅
林
諸
祖
伝
』

　
　
「
永
正
本
」
＝
永
正
七
年
『
宗
門
正
燈
録
』
巻
十
三
所
収
『
正
法
山
六
祖
伝
』

　
　
「
天
正
本
」
＝
天
正
十
七
年
『
正
法
山
六
祖
伝
』

　
　
「
寛
永
三
年
版
」
＝
寛
永
三
年
『
宗
門
正
燈
録
』
巻
十
三
所
収

　
　
「
再
版
」
＝
此
山
玄
淵
『
再
版
正
法
山
六
祖
伝
』

　
　
「
流
布
本
」
＝
寛
永
十
七
年
版
『
正
法
山
六
祖
伝
』

　

な
お
、「
諸
祖
伝
」
は
、
雪
江
宗
深
が
著
し
た
「
開
山
行
実
記
」
と
「
妙
心
禅
寺
記
」
を
収
め
た
、『
六
祖
伝
』
の
元
と
な
っ
た
も
の
で
、
金

沢
天
徳
院
所
蔵
。
そ
の
影
印
は
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
委
員
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
「
永
正
本
」
は
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
に
編
ま
れ
た
『
宗
門
正
燈
録
』
所
収
の
写
本
で
あ
り
、
妙
心
寺
塔
頭
聖
澤
所
蔵
で
、
禅
文
化
研

究
所
に
複
写
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
正
燈
録
』
は
、
東
陽
英
朝
の
撰
述
で
あ
り
、
東
陽
が
『
六
祖
伝
』
を
成
稿
し
た
後
に
編
ん
だ
、『
六
祖

伝
』
に
連
な
る
南
嶽
懐
譲
か
ら
関
山
の
師
で
あ
る
大
燈
ま
で
の
二
十
三
師
の
伝
記
と
語
要
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
寛
永
三
年
版
」
は
、
寛
永
三
年
版
『
正
燈
録
』
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
十
三
巻
目
に
、『
正
燈
録
』
の
続
篇
と
い
う
体
裁
で
『
六
祖
伝
』
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。「
寛
永
三
年
版
」
も
同
じ
く
禅
文
化
研
究
所
に
複
写
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
「
天
正
本
」
は
、
天
正
十
七
年
版
『
六
祖
伝
』
の
こ
と
で
あ
り
、
一
巻
本
で
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
。
妙
心
寺
第
二
十
一
祖
で
あ
る
玉
浦
宗

珉
（
？
～
一
五
一
九
）
門
弟
筆
者
と
伝
え
ら
れ
る
写
本
で
あ
る
。
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
龍
光
蔵
」
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

　
「
再
版
」
は
花
園
大
学
所
蔵
で
あ
る
。

　
「
流
布
本
」
は
、
寛
永
三
年
版
『
正
燈
録
』
の
改
訂
版
で
あ
る
寛
永
七
年
版
『
正
燈
録
』
か
ら
『
六
祖
伝
』
だ
け
を
抄
出
し
、
寛
永
十
七
年

に
独
立
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
荻
須
純
道
師
に
よ
る
訓
注
本
が
あ
り
（『
正
法
山
六
祖
伝
訓
註
』
思
文
閣
出
版
・
一
九
七
九
年
）、

流
布
本
の
影
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
加
藤
正
俊
師
も
同
様
に
『
関
山
慧
玄
と
初
期
妙
心
寺
』（p.25

～

‌
51

）
に
影
印
を
収
め
、
訓
注
を

付
け
て
い
る
。

一
、
訓
読
は
、
で
き
る
だ
け
底
本
、
ま
た
は
校
本
の
返
り
点
や
捨
仮
名
に
従
っ
た
。
ま
た
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
、
原
文
に
も
句
読
点
を
付
し
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た
。

一
、
基
本
的
に
原
文
・
訓
読
の
字
句
は
底
本
に
従
い
、
訳
文
に
つ
い
て
は
通
用
漢
字
に
改
め
た
。
し
か
し
明
ら
か
な
俗
字
に
関
し
て
は
、
校
本

に
拠
る
な
ど
し
て
訂
正
を
加
え
た
。

一
、
底
本
に
見
え
る
割
注
は
［　

］、
筆
者
に
よ
る
割
注
は
（　

）
で
補
っ
た
。
ま
た
訳
出
す
る
に
当
た
っ
て
底
本
に
無
い
語
句
を
入
れ
る
場

合
は
〔　

〕
で
補
っ
た
。

一
、「
解
説
編
」
も
含
め
て
、
主
要
な
参
考
資
料
の
表
記
は
以
下
の
通
り
。
他
の
も
の
は
論
中
に
適
宜
あ
げ
る
。

　
　
『
別
考
』 

…
…
… �
草
山
祖
芳
『
六
祖
伝
考
』

　
　
『
考
彙
』 

…
…
… �
此
山
玄
淵
『
六
祖
伝
考
彙
』

　
　
『
再
版
本
』 

…
… �

同
右
『
再
版
正
法
山
六
祖
伝
』

　
　
『
正
法
山
誌
』 

… �

大
本
山
妙
心
禅
寺
開
創
六
百
年
・
雪
江
禅
師
四
百
五
十
年
遠
諱
記
念
出
版
『
正
法
山
誌
』（
一
九
三
五
年
・
東
林
院
）

　
　
『
漢
語
』 

…
…
… �『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
風 

主
編
・
上
海
辞
書
出
版
社
）

　
　
『
大
漢
和
』 

…
… �『
大
漢
和
辞
典
』（
諸
橋
轍
次 

著
・
大
修
館
書
店
）

　
　
『
漢
辞
海
』 

…
… �『
漢
辞
海
』
第
四
版
（
三
省
堂
）

　
　
『
中
村
』 

…
…
… �

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
）

　
　
『
禅
学
』 

…
…
… �

駒
澤
大
学
『
新
版 

禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）

　
　
『
国
語
』 

…
…
… �『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
・
小
学
館
）

　
　
『
国
史
』 

…
…
… �『
国
史
大
辞
典
』（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
・
吉
川
弘
文
館
）

　
　

Ｔ 

…
…
…
…
… �『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

　
　

Ｊ 

…
…
…
…
… �『
嘉
興
大
蔵
経
』
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︻
一
︼﹃
正
法
山
六
祖
伝
﹄﹁
天
授
授
翁
弼
禪
師
﹂
章

　

師
諱
宗
弼
、
字
授
翁
、
嗣
關
山
。
城
州（
1
）人
。
俗
姓
藤
氏
［
號
吉
田
中
納
言
藤
房
］（
2
）。
小
一
條
内
大
臣
高
藤
公
［
又
號

勸
修
寺
一
十
六
葉
之
孫
也
］
大
臣
家
華
族
也（
3
）。
始
任
播
磨
守（
4
）。
旋
昇
進
至
黄
門
侍
郎
兼
撿
非
違
使
別
當（
5
）。
私
第
在
北

野
、
稱
柳
殿（
6
）。
自
幼
好
學
。
覃
思
六
經
、
研
精
群
籍
。
時
以
博
覽
強
記
而
聞
。
後
醍
醐
天
皇
御
宇（
7
）、
選
集
名
儒
講
論
經

義
於
禁
中
。
連
雙
日
隻
日（
8
）、
或
及
乙
夜（
9
）而
退（
10
）。
上
皇（
11
）特
命
公（
12
）談
尚
書
。
諸
卿
通
曉（
13
）者
鮮
。
公（
14
）講
明
奧

義（
15
）。
其
言
一
發
、
猶
若
破
竹
數
節
之
下（
16
）、
迎
刃
而
解
也
。
於
是
龍
顏
大
喜
、
搢
紳
聳
聽
。

　

公（
17
）平
居
、
又
知
有
宗
門
向
上
事
、
參
見
大
燈
國
師
。
毎
日
自
北
野（
18
）朅
來
紫
野
、
志
無
少
倦
矣
。
竟
登
籌
室
受
衣
鉢
。

法
諱
宗
弼
。
一
夕
國
師
夢
、
親
握
公（
17
）手
、
覺
而
異
之
。
因
字
曰
授
翁
。
盖
取
佛
佛（
19
）授
手
、
祖
祖（
20
）相
承
之
義
也
。

　

一
日
、
奉
宣
使
詣
雲
門
菴
。
國
師
、
稱
玄
藏
主（
21
）實
得
吾
髓
矣
。
公
聞
得
這
一
言
、
還
奏
聞
。
便
自
截
髻
出
家
。
時
年
四

十
二
歳
也
。

　

待
關
山
應
詔
來
開
正
法
山
之
日
、
便
投
席
下（
22
）、
親
炙
誨
勵
。
然（
23
）法
諱
道
號
、
國
師
所
曾
命
也
。
不
之
改
焉
。

　

一
日
、
於
本
有
圓
成
話
、
豁
然
大
悟
。
呈
投
機
頌
。
山
於
句
句（
24
）與
一
拶
再
拶
。
答
話
如
響
應
。
山
呵
呵（
25
）大
笑
。
便
援

筆
大
書（
26
）紙
尾
曰
、
上
人
今
日
大
悟
大
徹
矣
。
即
日
、
報
衆
曰
、
要
吾
禪
者
、
只
随
弼
上
人
去（
27
）。
于（
28
）時
開
山
祖
會

裏（
29
）、
舊
參
耆
英
頗
多
。
咸
依
師
參
詳
。

　

開
山
入
滅
。
師
繼
踵
住
持
爲
第
二
世
矣
。
嗣
師
法
者
、
無
因
因（
30
）和
尚
、
雲
山
峨
和
尚
、
拙
堂
朴
和
尚
。
皆
接
武
住
本

山（
31
）。
華
藏
曇（
32
）、
有
隣
德（
32
）、
亦
各
旺
化
一
方
。
師
以
康
暦（
33
）二
年
庚
申
三
月
二
十
八
日
遷
化
。
世
壽
八
十
五（
34
）、
法

臘
四
十
三（
35
）。
闍
維
収
設
利
。
建
塔
於
正
法
山
西
頭（
36
）、
名
曰（
37
）天
授
院
。
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（
1
）
城
州
＝
雍
州
【
天
正
本
】　
（
2
）
城
州
人
、
俗
姓
藤
氏
［
號
吉
田
中
納
言
藤
房
］
＝
ナ
シ
【
再
版
本
】　
（
3
）［
號
吉
田
中
納
言

藤
房
］
小
一
條
内
大
臣
高
藤
公
［
又
號
勸
修
寺
一
十
六
葉
之
孫
也
］
＝
勸
修
寺
【
天
正
本
】　
（
4
）
播
磨
守
＝
播
磨
頭
【
天
正
本
】　

（
5
）
黄
門
侍
郎
兼
撿
非
違
使
別
當
＝
参
議
羽
林
郎
【
天
正
本
】　
（
6
）
小
一
條
内
大
臣
高
藤
公
〔
又
號
勸
修
寺
一
十
六
葉
之
孫
也
〕
大

臣
家
華
族
也
。
始
任
播
磨
守
。
旋
昇
進
至
黄
門
侍
郎
兼
撿
非
違
使
別
當
。
私
第
在
北
野
、
稱
柳
殿
＝
小
一
條
［
又
號
勧
修
寺
］
内
大
臣

髙
藤
公
之
裔
［
髙
藤
公
一
十
六
葉
之
孫
也
］
即
萬
里
小
路
藤
房
也
官
至
中
納
言
【
再
版
本
】　
（
7
）
御
宇
＝
ナ
シ
【
再
版
本
】　
（
8
）

雙
日
隻
日
＝
雙
日
雙
日
【
諸
祖
伝
】【
寛
永
三
年
版
】　
（
9
）
乙
夜
＝
甲
夜
乙
夜
【
天
正
本
】　
（
10
）
ナ
シ
＝
名
之
曰
無
禮
議
。
以
不
束

帯
而
朝
也
【
天
正
本
】　
（
11
）
上
皇
＝
花
園
上
皇
【
再
版
本
】　
（
12
）
公
＝
ナ
シ
【
再
版
本
】　
（
13
）
通
曉
＝
通
通
曉
【
天
正
本
】　

（
14
）
公
＝
藤
房
【
再
版
本
】　
（
15
）
講
明
奧
義
＝
ナ
シ
【
天
正
本
】　
（
16
）
下
＝
ナ
シ
【
天
正
本
】　
（
17
）
公
＝
此
郎
【
再
版
本
】　

（
18
）
自
北
野
＝
ナ
シ
【
再
版
本
】　
（
19
）
佛
佛
＝
佛
々
【
諸
祖
伝
】【
永
正
本
】【
天
正
本
】　
（
20
）
祖
祖
＝
祖
々
【
諸
祖
伝
】【
永
正

本
】【
天
正
本
】　
（
21
）
蔵
主
＝
蔵
司
【
天
正
本
】　
（
22
）
一
日
奉
宣
使
詣
雲
門
菴
。
國
師
稱
玄
藏
主
實
得
吾
髓
矣
。
公
聞
得
這
一
言
還

奏
聞
。
便
自
截
髻
出
家
。
時
年
四
十
二
歳
也
。
待
關
山
應
詔
來
開
正
法
山
之
日
、
便
投
席
下
＝
建
武
元
年
甲
戌
冬
出
家
時
年
三
十
九
屏

其
蹤
跡
者
殆
二
十
年
於
是
乎
投
于
關
山
之
席
下
【
再
版
本
】　
（
23
）
然
＝
ナ
シ
【
再
版
本
】　
（
24
）
句
句
＝
句
々
【
諸
祖
伝
】【
永
正

本
】【
天
正
本
】　
（
25
）
呵
呵
＝
呵
々
【
諸
祖
伝
】【
永
正
本
】【
天
正
本
】　
（
26
）
ナ
シ
＝
授
【
諸
祖
伝
】　
（
27
）
去
＝
ナ
シ
【
天
正
本
】　

（
28
）
于
＝
其
【
再
版
本
】、
其
于
【
天
正
本
】　
（
29
）
裏
＝
裡
【
天
正
本
】【
再
版
本
】　
（
30
）
無
因
因
＝
無
因
々
【
天
正
本
】　
（
31
）

ナ
シ
＝
［
雲
山
和
尚
拙
堂
和
尚
之
間
明
江
睿
西
堂
住
持
妙
心
於
住
世
則
為
第
五
世
也
非
嗣
法
而
住
茲
山
者
古
来
唯
明
江
一
代
焉
耳
］【
再

版
本
】　
（
32
）
ナ
シ
＝
禪
師
【
再
版
本
】　
（
33
）
康
暦
＝
康
歴
【
天
正
本
】　
（
34
）
八
十
五
＝
八
十
吾
【
諸
祖
伝
】　
（
35
）
四
十
三
＝

四
十
七
【
再
版
本
】　
（
36
）
西
頭
＝
中
【
再
版
本
】　
（
37
）
日
＝
ナ
シ
【
天
正
本
】

＊
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天
授
授
翁
弼
禪
師

　

師
、
諱
は
宗
弼
、
字
は
授
翁
。
關
山
に
嗣
ぐ
。
城
州
の
人
。
俗
姓
は
藤
氏
［
吉
田
の
中
納
言
藤
房
と
號
す
］。
小
一
條
内
大
臣

高た
か

藤ふ
じ

公
［
又
た
勸か

じ
ゅ
う修

寺じ

一
十
六
葉
の
孫
と
號
す
な
り
］
大
臣
家
の
華
族
な
り
。
始
め
播
磨
の
守
に
任
ぜ
ら
る
。
旋や

や
昇
進
し
て
黄
門

侍
郎
兼
撿
非
違
使
の
別
當
に
至
る
。
私
第
、
北
野
に
在
り
、
柳
殿
と
稱
す
。
幼
自
り
學
を
好
む
。
思
い
を
六
經
に
覃ふ

こ

う
し
、
精

を
群
籍
に
研み

が

く
。
時
に
博
覽
強
記
を
以
て
聞き

こ

ゆ
。
後
醍
醐
の
天
皇
の
御
宇
、
名
儒
を
選
集
し
て
經
義
を
禁
中
に
講
論
す
。
雙
日

隻
日
を
連
ね
、
或
い
は
乙い

つ

夜や

に
及
び
て
退
く
。
上
皇
、
特こ

と

に
公
に
命
じ
て
尚
書
を
談
ぜ
し
む
。
諸
卿
通
曉
す
る
者
の
鮮す

く
なし

。
公
、

奧
義
を
講
明
す
。
其
の
言
、
一
た
び
發
す
れ
ば
、
猶
お
破
竹
數
節
の
下
、
刃
を
迎
え
て
解
く
が
若ご

と

し
。
是こ

こ

に
於
い
て
龍
顏
大
い

に
喜
び
、
搢
紳
聳
聴
す
。

　

公
、
平
居
、
又
た
宗
門
向
上
の
事
有
る
こ
と
を
知
り
て
、
大
燈
國
師
に
參
見
す
。
毎
日
、
北
野
自
り
紫
野
に
朅
來
し
て
、
志
、

少
し
も
倦
む
こ
と
無
し
。
竟つ

い

に
籌
室
に
登
り
て
衣
鉢
を
受
く
。
法
諱
は
宗
弼
。
一
夕
、
國
師
夢
む
ら
く
、
親
し
く
公
の
手
を
握

る
と
、
覺
め
て
之
を
異
な
り
と
す
。
因
り
て
字あ

ざ
なし

て
授
翁
と
曰
う
。
盖
し
佛
佛
授
手
、
祖
祖
相
承
の
義
を
取
れ
り
。

　

一
日
、
宣
使
を
奉
じ
て
雲
門
菴
に
詣も

う

ず
。
國
師
、「
玄
藏
主
、
實
に
吾
が
髓
を
得
た
り
」
と
稱
す
。
公
、
這
の
一
言
を
聞
き

得
て
、
還
っ
て
奏
聞
す
。
便
ち
自み

ず
から

髻
を
截き

り
て
出
家
す
。
時
に
年
四
十
二
歳
な
り
。

　

關
山
、
詔
に
應
じ
來き

た
りて

正
法
山
を
開
く
の
日
を
待
ち
て
、
便
ち
席
下
に
投
じ
て
、
親
炙
誨
勵
す
。
然
る
に
法
諱
道
號
は
、
國

師
の
曾
て
命
ず
る
所
な
り
。
之
を
改
め
ず
。

　

一
日
、
本
有
圓
成
の
話
に
於
い
て
豁
然
と
し
て
大
悟
す
。
投
機
の
頌
を
呈
す
。
山
、
句
句
に
於
い
て
一
拶
再
拶
を
與
う
。
答

話
、
響
應
す
る
が
如
し
。
山
、
呵
呵
大
笑
す
。
便
ち
筆
を
援と

り
て
大
い
に
紙
尾
に
書
し
て
曰
く
、「
上
人
、
今
日
大
悟
大
徹
せ

り
」
と
。
即
日
、
衆
に
報
じ
て
曰
く
、「
吾
が
禪
を
要
せ
し
者
は
、
只
だ
弼
上
人
に
随
い
去
れ
」
と
。
時
に
開
山
祖
の
會
裏
、
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舊
參
耆
英
、
頗
る
多
し
。
咸み

な
師
に
依
り
て
參
詳
す
。

　

開
山
入
滅
す
。
師
、
踵
を
繼
ぎ
て
住
持
し
て
第
二
世
と
爲
る
。
師
の
法
を
嗣
ぐ
者
、
無
因
の
因
和
尚
、
雲
山
の
峨
和
尚
、
拙

堂
の
朴
和
尚
な
り
。
皆
な
武
を
接
し
て
本
山
に
住
す
。
華
藏
の
曇
、
有
隣
の
徳
も
亦
た
各
お
の
化
を
一
方
に
旺さ

か

ん
に
す
。
師
、

康
暦
二
年
庚
申
三
月
二
十
八
日
を
以
て
遷
化
す
。
世
壽
八
十
五
、
法
臘
四
十
三
。
闍
維
し
て
設
利
を
収
む
。
塔
を
正
法
山
の
西

頭
に
建
て
、
名
づ
け
て
天
授
院
と
曰
う
。

＊

天て
ん

授じ
ゅ

授じ
ゅ

翁お
う

弼ひ
つ

禪
師

　

師
の
諱
は
宗
弼
で
あ
り
、
字あ

ざ
なは

授
翁
で
あ
る
。
関か

ん

山ざ
ん

〔
慧え

玄げ
ん

〕
に
嗣
ぐ
。
山
城
の
国
（
京
都
）
の
人
で
あ
る
。
俗
姓
は
藤
原

氏
で
あ
る
［
吉
田
の
中
納
言
藤
房
と
号
す
る
］。
小こ

い
ち
じ
ょ
う

一
条
内
大
臣
高た

か

藤ふ
じ

公
［
又
た
勧か

じ
ゅ
う修

寺じ

十
六
葉
の
孫
と
号
し
て
い
る
］
は
大
臣
家
の
華

族
で
あ
る
。
始
め
は
播は

り

磨ま
の

守か
み

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
や
が
て
昇
進
し
て
、
黄こ

う

門も
ん

侍じ

郎ろ
う

兼
検け

非び

違い

使し

の
別
当
に
至
っ
た
。
私
邸
は
北
野

に
あ
り
、
柳
殿
と
称
し
た
。
幼
年
か
ら
学
問
を
好
み
、
思
い
を
〔『
詩
』（
詩
経
）・『
書
』（
書
経
）・『
礼
』（
礼
記
）・『
楽
』（
楽

経
）・『
易
』（
易
経
）・『
春
秋
』
の
〕
六
経
に
注
ぎ
、
精こ

こ
ろを

多
く
の
書
籍
に
よ
っ
て
磨
い
た
。
当
時
、
博
覧
強
記
と
し
て
〔
人
々

に
〕
知
ら
れ
て
い
た
。
後
醍
醐
天
皇
の
御み

代よ

に
は
、
す
ぐ
れ
た
学
者
を
選
り
集
め
て
、〔
六
〕
経
の
義
を
禁
中
で
講
義
さ
せ
た
。

〔
そ
れ
は
〕
一
日
、〔
あ
る
い
は
〕
二
日
に
及
び
、
あ
る
い
は
乙
夜
（
＝
午
後
九
時
か
ら
十
一
時
）
と
な
っ
て
終
わ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。〔
花
園
〕
上
皇
は
、
特
に
〔
藤
房
〕
公
に
命
じ
て
『
尚
書
』（
書
経
）
を
講
じ
さ
せ
た
。
諸お

お
くの

公
卿
で
〔『
尚
書
』
に
〕
通

暁
す
る
者
は
少
な
か
っ
た
。〔
藤
房
〕
公
は
、〔『
尚
書
』
の
〕
奧
義
を
講
〔
釈
し
て
闡あ

き

〕
明ら

か
にさ

せ
た
。
そ
の
〔
口
か
ら
〕
言
葉

を
一
た
び
発
し
た
な
ら
ば
、
ま
る
で
竹
を
割
る
と
き
に
、
二
三
節
を
絶
っ
て
し
ま
え
ば
刃
の
勢
い
で
全
て
割
れ
て
し
ま
う
よ
う

〔
に
痛
快
な
説
明
〕
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、〔
花
園
〕
上
皇
は
大
い
に
喜
び
、
貴
族
た
ち
は
恐
れ
入
っ
て
聴
く
だ
け
あ
っ
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た
。

　
〔
藤
房
〕
公
は
、
さ
ら
に
普
段
、
仏
道
に
お
け
る
究
極
の
宗
旨
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
大
燈
国
師
に
参
じ
て
い
た
。

〔
そ
し
て
〕
日
々
、
北
野
か
ら
紫
野
へ
と
往
来
し
て
、〔
禅
道
へ
の
〕
志
が
少
し
も
減
ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
つ
い
に
〔
大
燈

国
師
の
〕
方
丈
に
上
が
っ
て
〔
嗣
法
の
印
で
あ
る
〕
衣
鉢
を
受
け
た
。
法
諱
は
宗
弼
で
あ
っ
た
。
一
夕
、〔
大
燈
〕
国
師
は
、

〔
藤
房
〕
公
の
手
を
し
っ
か
り
と
握
る
と
い
う
夢
を
見
た
が
、
目
ざ
め
て
か
ら
こ
の
こ
と
を
不
思
議
な
こ
と
だ
と
考
え
た
。
そ

こ
で
〔
藤
房
公
に
〕「
授
翁
」
と
い
う
字あ

ざ
なを

つ
け
た
。
思
う
に
、「
仏
が
〔
代
々
〕
手
渡
し
、
祖
師
が
〔
代
々
〕
受
け
継
ぐ
」
と

い
う
〔
禅
語
の
〕
意
味
に
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　

あ
る
日
、
宣
使
（
花
園
上
皇
の
意
志
を
伝
え
る
使
者
）〔
と
し
て
遣
わ
さ
れ
る
命
令
〕
を
受
け
て
雲
門
庵
を
訪
れ
た
。〔
大
燈
〕

国
師
は
、「〔
関
山
慧
〕
玄
蔵
主
こ
そ
、
真
実
に
私
の
〔
教
え
の
心
〕
髄
を
得
た
も
の
だ
」
と
言
っ
た
。〔
藤
房
〕
公
は
、〔
大
燈

国
師
の
〕
こ
の
一
言
を
聞
く
と
、〔
花
園
上
皇
の
も
と
に
〕
帰
っ
て
奏
上
し
た
。
そ
し
て
〔
藤
房
公
自
身
は
〕
自み

ず
から

髻
を
斬
っ

て
出
家
し
た
。〔
藤
房
公
は
〕
そ
の
時
、
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

　
〔
建
武
四
年
（
一
三
三
七
・
南
朝
延
元
二
年
）〕
関
山
〔
慧
玄
〕
が
、
詔
に
応
じ
て
〔
花
園
に
〕
や
っ
て
来
て
、
正
法
山
〔
妙
心

寺
〕
を
開
く
日
を
待
っ
て
、〔
藤
房
公
は
〕
そ
の
ま
ま
〔
関
山
慧
玄
の
〕
門
下
に
〔
身
を
〕
投
じ
て
指
導
を
受
け
た
。
そ
れ
な

の
に
、
法
諱
と
道
号
は
、
国
師
が
か
つ
て
名
づ
け
た
〔
授
翁
宗
弼
の
〕
ま
ま
で
、
改
め
な
か
っ
た
。

　

あ
る
日
、〔
出
家
し
た
藤
房
公
、
つ
ま
り
授
翁
宗
弼
は
〕「
本
有
円
成
の
話公

案
」
に
よ
っ
て
豁か

ら
り然

と
大
悟
し
、
投
機
の
頌
を
〔
関

山
禅
師
に
〕
呈
し
た
。
関
山
は
、〔
そ
の
投
機
の
偈
の
〕
句
ご
と
に
〔
授
翁
に
〕
問
う
て
、
一
度
な
ら
ず
二
度
三
度
と
〔
そ
の

境
地
を
〕
確
認
し
た
。〔
そ
れ
に
対
し
て
授
翁
が
〕
答
え
た
言
葉
は
、〔
ま
る
で
〕
響
き
に
応
ず
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
関
山
は
呵

呵
大
笑
す
る
と
、
筆
を
と
っ
て
〔
投
機
の
偈
の
〕
紙
の
末
尾
に
大
書
し
て
言
っ
た
、「〔
授
翁
〕
上
人
は
、
今
日
、
大
悟
大
徹
し
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た
」
と
。
そ
の
日
の
う
ち
に
大
衆
に
告
げ
て
言
っ
た
、「
わ
た
し
の
禅
を
求
め
る
者
は
、
た
だ
〔
授
翁
宗
〕
弼
上
人
に
随
え
ば

よ
い
」
と
。
そ
の
時
、
開
山
祖
師
〔
で
あ
る
関
山
〕
の
門
下
に
は
、
長
く
参
じ
た
老
年
の
俊
英
が
と
て
も
多
か
っ
た
が
、
み
な

〔
引
き
続
き
、
授
翁
〕
師
の
も
と
で
参
禅
修
行
し
た
。

　
〔
や
が
て
〕
開
山
〔
の
関
山
〕
が
入
滅
し
た
。〔
授
翁
〕
師
は
、〔
関
山
の
〕
後
を
嗣
い
で
〔
妙
心
寺
に
〕
住
持
し
て
第
二
世

と
な
っ
た
。
師
の
法
を
嗣
い
だ
者
は
、
無
因
〔
宗
〕
因
和
尚
、
雲
山
〔
宗
〕
峨
和
尚
、
拙
堂
〔
宗
〕
朴
和
尚
で
あ
る
が
、
皆
な

足
跡
を
継
い
で
続
け
て
本
山
に
住
し
た
。
華
蔵
曇
、
有
隣
徳
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
教
化
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
盛
ん
に
お
こ

な
っ
た
。〔
授
翁
〕
師
は
、
康
暦
二
年
庚
申
三
月
二
十
八
日
に
遷
化
し
た
。
世
寿
は
八
十
五
歳
、
法
臘
は
四
十
三
年
で
あ
っ
た
。

荼
毘
し
て
舎
利
を
拾
い
、
塔
を
正
法
山
〔
妙
心
寺
〕
の
西
の
頭
に
建
て
て
、
天
授
院
と
名
づ
け
た
。

＊

○
關
山
＝
授
翁
の
師
で
あ
る
関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
～
一
三
六
〇
）
の
こ
と
。
建
治
三
年
、
信
州
高
梨
家
に
生
ま
れ
る
。
建
長
寺
の
広
厳
和
尚

に
つ
い
て
得
度
。
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）、
蘭
渓
道
隆
の
五
十
回
忌
に
出
頭
し
、
そ
こ
で
宗
峰
妙
超
の
こ
と
を
聞
き
、
大
徳
寺
に
あ
っ
た

宗
峰
に
参
ず
る
。
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
雲
門
の
関
字
に
よ
っ
て
大
悟
。
翌
年
、
宗
峰
よ
り
印
可
さ
れ
、
そ
の
後
、
美
濃
（
岐
阜
県
）
の

伊
深
に
入
っ
て
聖
胎
長
養
に
つ
と
め
る
。
や
が
て
建
武
四
年
（
一
三
三
七
・
南
朝
延
元
二
年
）
宗
峰
の
遷
化
に
伴
い
、
花
園
上
皇
の
請
に
応

え
て
京
都
へ
戻
り
、
妙
心
寺
の
開
山
と
な
る
。
し
か
し
程
な
く
し
て
再
び
行
脚
。
観
応
二
年
（
一
三
五
一
・
南
朝
正
平
六
年
）、
妙
心
寺
に

再
住
。
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
・
南
朝
正
平
十
五
年
）
十
二
月
十
二
日
示
寂
。
世
寿
八
十
四
。
歴
朝
よ
り
「
本
有
円
成
」「
仏
心
覚
照
」「
大

定
聖
応
」「
光
徳
勝
妙
」「
自
性
天
真
」「
放
無
量
光
」
の
国
師
号
を
賜
わ
り
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
「
無
相
大
師
」
の
号
を
賜

わ
る
。
法
嗣
は
授
翁
宗
弼
の
み
。
詳
細
は
拙
著
『
関
山
慧
玄
禅
師
伝
』
を
参
照
の
こ
と
。

○
城
州
＝
山
城
（
京
都
）
の
国
の
こ
と
。

○
俗
姓
藤
氏
［
號
吉
田
中
納
言
藤
房
］
小
一
條
内
大
臣
高
藤
公
［
又
號
勸
修
寺
一
十
六
葉
之
孫
也
］
大
臣
家
華
族
也
＝
異
論
の
多
い
「
授
翁
＝
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藤
房
説
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。『
伝
考
』「
関
山
」
章
の
「
黄
門
侍
郎
藤
藤
房
」
条
に
も
、「
此
の
七
字
、
善
か
ら
ざ
る
な
り
。
此
の

七
字
従よ

り
、
種
々
の
旁
難
競
い
起
こ
る
。
小お

崎ざ
き

知ち

節せ
つ

の
『
仮う

た
た
ね
の
ゆ
め

寐
夢
』
に
も
授
翁
和
尚
は
藤
房
に
非
ず
と
云
う
。
林
氏
『
本ほ

ん
ち
ょ
う
と
ん
し

朝
遯
史
』
に
も
、

藤
房
に
非
ず
と
云
う
。
皆
な
此
の
七
字
に
惑
う
な
り
。
此
の
外
、
下
に
或
文
有
り
。
古
写
本
、
勧
修
寺
当
の
中
将
と
あ
り
。
是
を
正
と
為
す
。

『
知ち

譜ふ

拙せ
つ

記き

』
に
勧
修
寺
家
の
祖
、
経
俊
、〔
俊
〕
定
、
定
資
、
経
顕
。
応
安
三
年
、
従
一
位
内
大
臣
、
同
六
年
二
月
薨み

ま
かる

。
七
十
六
。
此
の

経
顕
が
よ
ろ
し
き
な
り
。
此
の
時
三
十
八
歳
な
り
。『
太
平
記
』
九
巻
に
出
づ
。
花
園
帝
に
昼
夜
侍
従
し
て
甚
だ
近
密
の
臣
な
り
。
藤
房
は
、

建
武
元
年
十
月
、
八
幡
へ
御
幸
の
供
奉
、
例

（
き
ま
り
）よ

り
も
美
麗
に
し
て
供
奉
な
さ
れ
、
東
寺
塔
の
供
養
に
も
供
奉
し
て
、
直
に
十
月
五
日
、
桂
川

に
は
足
を
洗
う
可
く
、
岩
倉
山
に
は
骨
を
埋
む
可
し
と
云
い
て
、
岩
倉
の
不
二
房
に
詣
し
て
、
仁
海
僧
正
を
師
と
し
て
剃
髪
遁
世
し
て
、
此

の
時
何
国
に
在
り
し
や
ら
し
れ
ず
。
故
に
藤
房
に
非
ず
、
経
顕
を
可
と
為
す
な
り
（
此
七
字
不
善
也
。
従
此
七
字
、
種
々
旁
難
競
起
。
小
崎

知
節
仮
寐
夢
、
授
翁
和
尚
云
非
藤
房
。
林
氏
本
朝
遯
史
云
非
藤
房
。
皆
惑
此
七
字
也
。
此
外
下
有
或
文
。
古
写
本
勧
修
寺
当
ノ
中
将
ト
ア
リ
。

是
為
正
。
知
譜
拙
記
勧
修
寺
家
祖
、
経
俊
、〔
俊
〕
定
、
定
資
、
経
顕
。
応
安
三
年
従
一
位
内
大
臣
、
同
六
年
二
月
薨
。
七
十
六
。
此
経
顕

ガ
ヨ
ロ
シ
キ
ナ
リ
。
此
時
三
十
八
歳
ナ
リ
。
太
平
記
九
巻
出
。
花
園
帝
昼
夜
侍
従
シ
テ
甚
近
密
之
臣
也
。
藤
房
、
建
武
元
年
十
月
、
八
幡
エ

御
幸
ノ
供
奉
、
例
ヨ
リ
モ
美
麗
ニ
シ
テ
被
為
供
奉
、
東
寺
塔
供
養
ニ
モ
供
奉
シ
テ
、
直
十
月
五
日
、
桂
川
可
洗
足
、
岩
倉
山
可
埋
骨
ト
云
テ

岩
倉
詣
不
二
房
、
師
仁
海
僧
正
剃
髪
遁
世
、
此
時
何
国
在
シ
ヤ
ラ
シ
レ
ズ
。
故
非
藤
房
、
経
顕
為
可
也
）」
と
し
て
い
る
。

　
　

こ
こ
に
見
え
る
勧
修
寺
家
の
祖
と
は
、『
諸
家
知
譜
拙
記
』
に
拠
れ
ば
、
吉
田
経
俊
（
一
二
一
四
～
一
二
七
六
）
の
こ
と
。
つ
い
で
、
俊

定
・
定
資
・
経
顕
と
次
第
す
る
。「
経
顕
」
は
、
勧か

じ
ゅ
う修

寺じ

経つ
ね

顕あ
き

（
一
二
九
八
～
一
三
七
三
）
の
こ
と
。
南
北
朝
期
の
公
卿
で
、
初
名
忠
定
。

永
仁
六
年
生
。
権
中
納
言
坊
城
定
資
の
二
男
で
、
母
は
右
少
将
四
条
隆
氏
の
娘
。
検
非
違
使
佐
・
蔵
人
・
右
小
弁
・
春
宮
亮
な
ど
を
経
て
、

元
徳
元
年
（
一
三
二
九
）
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
、
翌
年
参
議
に
昇
り
、
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
・
正
慶
元
年
）
権
中
納
言
、
建
武
二
年
（
一
三

三
五
）
検
非
違
使
別
当
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
・
南
朝
延
元
四
年
）
中
納
言
、
同
三
年
権
大
納
言
と
な
り
、
康
永
元
年
（
一
三
四
二
・
南

朝
興
国
三
年
）、
一
旦
、
辞
官
し
た
も
の
の
、
延
文
三
年
（
一
三
五
八
・
南
朝
正
平
十
三
年
）
従
一
位
に
達
し
た
。
つ
い
で
応
安
三
年
（
一

三
七
〇
・
南
朝
建
徳
元
年
）
内
大
臣
に
昇
っ
た
が
、
同
四
年
辞
任
、
同
六
年
正
月
五
日
、
七
十
六
歳
で
没
し
た
。
そ
の
間
、
終
始
、
持
明
院

統
に
親
近
し
、
こ
と
に
光
厳
院
に
は
、
立
太
子
の
日
に
春
宮
亮
に
補
さ
れ
て
以
来
、
信
任
さ
れ
、
北
朝
の
重
鎮
と
仰
が
れ
た
。
ま
た
生
前
坊
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城
の
ほ
か
、
勧
修
寺
と
も
号
し
た
の
で
、
そ
れ
が
子
孫
の
家
号
と
な
っ
た
（『
国
史
』
第
三
巻
「
勧
修
寺
経
顕
」
条
・p.284

、
参
照
）。

　
　

か
り
に
授
翁
が
経
顕
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
万
里
小
路
藤
房
と
同
年
代
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
年
代
的
に
は
問
題
な
い
。
し
か
し
、『
国

史
』
の
記
述
に
も
見
え
る
よ
う
に
、『
諸
家
知
譜
拙
記
』
に
拠
れ
ば
「
応
安
三
年
従
一
内
大
臣
。
同
六
・
二
薨
。
七
十
六
。
号
芝
山
」
と
あ

り
、『
尊
卑
分
脈
』
に
も
「
内
大
臣
従
一
、
母
同
俊
実
卿
。
応
安
六
・
二
・
五
、
薨
。
七
十
六
。
号
芝
山
内
大
臣
。
又
後
勧
修
寺
内
大
臣
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
勧
修
寺
経
顕
は
、
内
大
臣
と
な
っ
て
か
ら
三
年
後
に
逝
去
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
出
家
し
て
授
翁
と
な
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
授
翁
＝
藤
房
説
に
は
異
論
も
多
い
。
無
著
道
忠
『
正
法
山
誌
』
に
は
、
多
く
授
翁
＝
藤
房
説
へ
の
批
判
説
を

載
せ
て
い
る
。

○
吉
田
＝
『
伝
考
』
に
「
大
日
本
史
、
万
里
小
路
、
又
云
、
吉
田
宣
房
、
隠
居
所
吉
田
ニ
有
リ
。
故
ニ
引
退
シ
テ
吉
田
ト
云
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
。

「
吉
田
家
」
は
、
藤
原
氏
勧
修
寺
流
。
後
白
河
上
皇
の
近
臣
で
、
源
頼
朝
と
朝
廷
と
の
間
を
取
り
次
い
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
藤
原
経
房
（
一

一
四
三
～
一
二
〇
〇
）
を
祖
と
す
る
。
家
名
は
、
経
房
が
洛
東
の
吉
田
に
構
え
た
別べ

つ
ぎ
ょ
う業

に
よ
る
。
実
務
官
僚
の
家
柄
で
、
院
中
の
実
務
に
も

深
く
か
か
わ
っ
た
。
後
宇
多
・
後
醍
醐
両
天
皇
の
側
近
で
、
建
武
政
権
時
に
内
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
定
房
が
、
南
北
朝
分
裂
後
、
南
朝
に
つ

い
た
た
め
衰
退
。
北
朝
に
つ
い
た
弟
の
隆
長
・
資
房
の
系
統
が
甘
露
寺
・
清
閑
寺
両
家
と
な
る
（『
日
本
史
広
辞
典
』
日
本
史
広
辞
典
編
集

委
員
会
編
・
山
川
出
版
社
・
一
九
九
七
年
、p.2189
）。

　
　

ま
た
、「
吉
田
宣
房
」
は
、
万
里
小
路
藤
房
の
父
親
で
あ
る
「
万
里
小
路
宣
房
」
の
こ
と
。

○
小
一
條
内
大
臣
高
藤
公
＝
藤
原
高
藤
（
八
三
八
～
九
〇
〇
）。
平
安
前
期
の
公
卿
。
左
大
臣
藤
原
冬
嗣
の
孫
。
内
舎
人
良
門
の
次
男
。
承
和

五
年
生
ま
れ
。
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
に
は
大
納
言
に
昇
り
、
翌
年
、
内
大
臣
に
就
任
。
同
年
三
月
十
二
日
没
。
六
十
三
歳
（『
国
史
』
第

一
二
巻
・p.201

、
参
照
）。『
伝
考
』
に
「
右
写
本
小
一
條
作
勧
修
寺
三
字
高
藤
（
知
譜
拙
記
）。
延
喜
帝
外
祖
勧
修
寺
贈
太
政
大
臣
。
昌
泰

三
年
正
月
任
内
大
臣
、
同
年
三
月
三
日
薨
。
六
十
三
歳
、
母
西
市
正
沙
弥
九
女
」
と
あ
る
。

○
勸
修
寺
＝
「
勧
修
寺
」
は
、
京
都
市
山
科
区
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
院
。
亀
甲
山
と
号
し
、
山
階
派
大
本
山
。
開
創
は
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）、

開
基
は
醍
醐
天
皇
、
開
山
は
承
俊
律
師
（『
国
史
』
第
三
巻
「
勧か

ん

修じ
ゅ

寺じ

」
条
・p.828
）。
醍
醐
天
皇
の
外
祖
父
で
あ
る
藤
原
高
藤
の
後
、
そ

の
子
息
、
定
方
が
勧
修
寺
に
西
堂
を
建
て
、
つ
い
で
そ
の
子
息
、
朝
忠
・
朝
成
が
相
い
議
し
て
、
累
代
一
門
中
官
位
第
一
の
者
を
氏
長
者
と
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定
め
、
同
寺
を
高
藤
流
の
氏
寺
と
し
た
の
で
、
自
ず
か
ら
そ
の
寺
名
が
一
門
の
総
称
と
な
っ
た
。
院
政
時
代
に
権
勢
を
ふ
る
っ
て
か
ら
急
速

に
繁
栄
し
、
以
後
、
一
門
の
廷
臣
は
多
く
弁
官
に
任
じ
、
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
る
一
方
、
上
皇
や
摂
関
に
近
仕
し
て
院
中
、
あ
る
い
は
摂
関
家

の
実
務
を
執
り
、
弁
官
家
と
か
名
家
と
呼
ば
れ
る
家
柄
を
形
成
し
た
。
後
に
数
家
に
分
か
れ
、
吉
田
・
甘
露
寺
・
坊
城
・
万
里
小
路
な
ど
を

称
し
た
が
、
南
北
朝
時
代
の
内
大
臣
経
顕
が
勧
修
寺
を
称
し
て
以
来
、
そ
の
家
の
号
と
な
っ
た
。
勧
修
寺
家
は
、
経
顕
が
北
朝
の
重
臣
と
し

て
活
躍
し
て
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
最
も
栄
え
、
代
々
、
武
家
伝
奏
と
な
っ
て
公
武
間
に
重
き
を
な
し
た
（『
国
史
』
第
三
巻
「
勧か

じ
ゅ
う修

寺じ

家け

」
条
・p.283
、
参
照
）。

○
大
臣
家
＝
『
伝
考
』「
大
臣
家
」
条
に
「
閑
院
左
大
臣
ヨ
リ
出
ル
故
ニ
大
臣
家
ト
云
。
藤
房
デ
ナ
イ
ト
云
証
拠
ハ
本ほ

ん

朝ち
ょ
う
と
ん
し

遯
史
、
林
読
耕
子
作

云
、
或
曰
、
妙
心
寺
住
持
寿マ

マ

翁
廼
是
藤
房
也
。
豈
其
然
乎
。
蓋
彼
徒
之
謬
伝
矯
托
也
。
又
小
崎
知
節
仮う

た
た
ね
の
ゆ
め

寐
夢
ニ
モ
非
藤
房
ニ
ト
云
」
と
あ
る
。

『
本
朝
遯
史
』
は
、
林
読
耕
斎
、
つ
ま
り
林
羅
山
の
四
男
の
靖
が
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
四
月
に
刊
行
し
た
隠
逸
伝
で
あ
り
、
そ
の
巻

下
「
藤
原
藤
房
」
条
に
同
文
が
見
え
る
。

○
任
播
磨
守
＝
『
伝
考
』
に
「
雪
江
和
尚
草
本
ニ
モ
有
ル
。
然
レ
ド
モ
、
公
郷マ

マ

補
任
ト
云
書
ニ
モ
不
見
。
古
写
本
至
参
議
羽
林
郎
黄
門
侍
郎
ト

ア
リ
」
と
あ
る
。「
守
」
は
、
令
制
で
四
等
官
の
一
つ
。
中
央
、
地
方
の
長
官
の
総
称
。
そ
の
所
属
す
る
官
司
の
職
掌
を
統
率
す
る
責
任
者

を
い
う
が
、
官
司
に
よ
っ
て
文
字
を
異
に
す
る
。
下
に
次
官
（
す
け
）、
判
官
（
じ
ょ
う
）、
主
典
（
さ
か
ん
）
が
あ
る
」（『
国
語
』「【
か

み
】「
長
官
・
守
」
条
、
第
三
巻
・p.978

）。『
伝
考
』
の
中
に
見
え
る
「
雪
江
和
尚
草
本
」
と
は
、『
禅
林
諸
祖
伝
』
に
収
録
さ
れ
る
「
西

京
正
法
山
妙
心
寺
記
」
の
こ
と
。「
妙
心
禅
寺
記
」
に
は
、「
名
云
宗
弼
、
字
云
授
翁
。
其
初
称
播
摩
守
、
後
号
宰
相
中
将
」
と
あ
る
。『
禅

林
諸
祖
伝
』
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
関
山
慧
玄
禅
師
伝
』「
解
説
」、
あ
る
い
は
、
拙
稿
「
資
料
紹
介
『
禅
林
諸
祖
伝
』
所
収
、「
開
山
行
実

記
」・「
妙
心
禅
寺
記
」：
流
布
本
『
正
法
山
六
祖
伝
』「
関
山
慧
玄
」
章
・「
妙
心
禅
寺
記
」
と
の
対
照
を
通
し
て
」（『
禅
学
研
究
』
第
八
四

号
・
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

○
黄
門
侍
郎
兼
撿
非
違
使
＝
「
黄
門
侍
郞
」
は
、
中
納
言
の
唐
名
。「
検
非
違
使
」
は
、
平
安
～
室
町
時
代
に
、
お
も
に
京
中
の
警
察
・
裁
判

を
担
当
し
た
職
。
検
非
違
使
は
、
衛
門
府
の
警
察
権
と
弾
正
台
の
糾
弾
権
を
統
合
す
る
京
中
警
察
機
関
と
し
て
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二

四
）
に
成
立
し
た
。
十
世
紀
以
降
、
律
令
裁
判
制
度
の
形
骸
化
に
と
も
な
っ
て
権
限
を
拡
大
し
、
の
ち
に
「
朝
家
此
職
ヲ
置
キ
テ
以
来
、
衛
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府
ノ
追
捕
、
弾
正
ノ
糾
弾
、
刑
部
ノ
判
断
、
京
職
ノ
訴
訟
、
併
セ
テ
使
庁
ニ
帰
ス
」（「
職
原
抄
」）
と
評
さ
れ
る
強
大
な
権
限
を
獲
得
す
る

に
い
た
る
（『
日
本
史
広
辞
典
』p.723

、
参
照
）。
や
が
て
室
町
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
幕
府
の
警
察
・
裁
判
権
が
次
第
に
強
化
さ
れ
、
使

庁
の
権
能
は
寺
社
奉
行
人
の
手
に
吸
収
さ
れ
、
十
四
世
紀
末
に
は
使
庁
の
裁
判
の
機
能
は
停
止
し
た
。
な
お
中
央
の
検
非
違
使
の
ほ
か
、
諸

国
に
も
検
非
違
使
が
置
か
れ
た
（『
国
史
』
巻
五
・p.117

、
参
照
）。

○
私
第
在
北
野
、
稱
柳
殿
＝
『
伝
考
』
に
「
今
云
北
野
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
往
古
一
条
ヨ
リ
上
ヲ
都
ベ
テ
北
野
ト
云
タ
。
柳
殿
ハ
今
ノ
北
埜
近
辺
ノ

町
ヂ
ヤ
ト
云
ハ
ア
シ
、
柳
ノ
馬
場
ノ
北
ノ
端
ニ
ア
ル
ナ
リ
。
柳
馬
場
ヲ
万
里
小
路
ト
云
ナ
リ
。
中
古
大
坂
ノ
或
人
、
京
都
ノ
古
絵
図
ヲ
コ
シ

ラ
ヘ
タ
。
在
称
柳
殿
処
。
私
曰
、
柳
木
ア
リ
シ
故
ニ
称
柳
殿
乎
。
万
里
小
路
通
故
ニ
町
ヲ
名
万
里
小
路
。
有
柳
樹
御
殿
故
ニ
柳
ノ
馬
場
ト
云

タ
カ
。
本
朝
俗
ク
総
ジ
テ
神
社
仏
閣
門
前
通
衢
称
馬
場
。
万
里
小
路
通
、
則
柳
殿
エ
ノ
通
衢
故
ニ
称
柳
殿
馬
場
義
ナ
リ
」
と
あ
る
。

　
　

概
要
は
以
下
の
通
り
。「
北
野
」
は
、
江
戸
時
代
当
時
で
い
う
北
野
で
は
な
く
、
か
つ
て
は
一
条
よ
り
上
を
す
べ
て
北
野
と
呼
ん
だ
。
柳

殿
は
今
の
「
北
埜
」
近
辺
の
町
だ
と
い
う
の
は
、
柳
の
馬
場
の
北
端
に
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
柳
の
馬
場
を
「
万
里
小
路
」
と
い
う
の

だ
。
平
安
時
代
に
、
大
阪
の
あ
る
人
が
、
京
都
の
古
地
図
を
作
っ
た
。
そ
こ
に
柳
殿
と
称
す
る
場
所
が
あ
っ
た
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
柳
の

木
が
あ
っ
た
か
ら
柳
殿
と
称
し
た
の
だ
。
万
里
小
路
通
は
、
だ
か
ら
町
名
を
万
里
小
路
と
い
っ
た
の
だ
。
あ
る
い
は
、
柳
の
木
が
あ
る
御
殿

な
の
で
、
柳
の
馬
場
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
国
で
は
、
俗
で
は
神
社
仏
閣
の
門
前
通
を
馬
場
と
称
す
る
。
万
里
小
路
通
は
、
つ
ま

り
柳
殿
へ
の
通
路
で
あ
る
が
故
に
柳
馬
場
と
称
す
る
意
味
で
あ
る
。

　
　

後
藤
亮
一
『
圓
鑑
國
師
傳
』（
妙
心
寺
・
一
九
二
七
年
）
に
拠
れ
ば
、「『
正
法
山
六
祖
伝
』
に
よ
る
と
、
藤
房
卿
の
私
第
は
『
北
野
に
在

り
、
柳
殿
と
称
す
』
と
あ
る
。
一
般
に
之
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
之
は
誤
伝
ら
し
い
。
万
里
小
路
家
は
図
の
示
す
様
に
一
条
通
り
万
里
小
路

の
西
南
角
に
あ
っ
た
。
柳
殿
は
万
里
小
路
家
の
北
に
あ
っ
た
の
で
、『
北
の
柳
殿
』
の
誤
伝
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」（p.86

、
挿
図
）
と
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
、「
万
里
小
路
」
は
、
平
安
京
の
左
京
の
南
北
通
り
の
一
つ
で
、
高
倉
小
路
と
富
小
路
の
間
に
あ
っ
た
。
幅
四
丈
（
約
一

二
・
一
メ
ー
ト
ル
）
で
、
現
在
の
柳
馬
場
通
に
あ
た
る
（『
国
語
』「
万
里
小
路
」
条
、
第
十
二
巻
・p.470

）。

○
後
醍
醐
天
皇
＝
第
九
六
代
天
皇
。
在
位
は
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
か
ら
延
元
四
年
（
一
三
三
九
・
北
朝
暦
応
二
年
）
ま
で
。
正
応
元
年

（
一
二
八
八
）、
後
宇
多
天
皇
の
第
二
皇
子
と
し
て
生
誕
。
母
は
藤
原
忠
継
の
女む

す
め談

天
門
院
忠
子
。
名
は
尊た

か

治は
る

。
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）、
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持
明
院
統
の
花
園
天
皇
の
皇
太
子
と
な
り
、
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
即
位
。
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
後
宇
多
上
皇
の
院
政
を
廃
し
、
親

政
を
行
な
う
。
倒
幕
計
画
を
立
て
る
も
二
度
に
わ
た
っ
て
失
敗
（
正
中
の
変
［
一
三
二
四
・
正
中
元
年
］、
元
弘
の
変
［
一
三
三
一
・
元
弘

元
年
］）
し
、
隠
岐
に
配
流
さ
れ
る
。
後
に
隠
岐
を
脱
出
し
て
再
び
反
幕
府
勢
力
を
結
集
し
て
、
遂
に
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）、
鎌
倉
幕
府

を
滅
亡
さ
せ
、
京
都
に
還
幸
し
て
親
政
（
建
武
の
新
政
）
を
開
始
し
た
。
し
か
し
武
士
達
の
不
満
を
生
み
、
足
利
尊
氏
に
攻
め
ら
れ
て
、
建

武
三
年
（
一
三
三
六
・
北
朝
延
元
元
年
）
吉
野
へ
逃
れ
て
南
朝
を
樹
立
し
た
（
南
北
朝
時
代
）。
延
元
四
年
（
一
三
三
九
・
北
朝
暦
応
二

年
）
義の

り

良よ
し

親
王
（
後
村
上
天
皇
）
に
譲
位
し
た
後
、
朝
敵
討
滅
・
京
都
奪
回
を
遺
言
に
崩
御
す
る
。
聖
寿
五
十
二
。『
建
武
年
中
行
事
』・

『
日
中
行
事
』
等
を
撰
述
し
、『
李
花
集
』・『
新
葉
和
歌
集
』
等
に
和
歌
を
残
す
（『
国
史
』
第
五
巻
「
後
醍
醐
天
皇
」
条
・p.859

～

‌
860

、

参
照
）。

○
乙
夜
＝
昔
、
中
国
で
夜
を
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊ぼ

の
五
つ
に
分
け
た
、
そ
の
一
つ
。
現
在
の
午
後
九
時
頃
か
ら
十
一
時
頃
（『
国
語
』「
乙い

つ

夜や

」
条
、
第
一
巻
・p.1213

）。『
伝
考
』
に
は
、「
古
写
本
、
甲
乙
夜
ト
ア
リ
。
後
漢
書
百
官
志
中
宮
衛
志
甲
乙
檄
相
伝
甲
夜
畢
伝
、
乙
夜

相
伝
尽
五
更
。
甲
夜
ハ
初
夜
、
乙
夜
ハ
四
ツ
、
丙
夜
ハ
九
ツ
、
丁
夜
ハ
八
ツ
、
戌
夜
ハ
七
ツ
ナ
リ
。
南
史
梁
武
帝
、
常
側
燈
至
戌
夜
。
此
時

分
ハ
後
醍
醐
帝
モ
ヨ
カ
ツ
タ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

○
破
竹
數
節
之
下
＝
『
伝
考
』「
之
下
」
条
に
、「
モ
ト
マ
デ
モ
ト
云
ガ
如
シ
。
十
八
史
略
、
斎
晋
記
、
杜
預
云
、
敵
ヲ
打
コ
ト
破
竹
ノ
如
キ
ト

云
。
今
ハ
理
ヲ
分
ツ
コ
ト
ヲ
云
」
と
し
て
い
る
。『
晋
書
』「
杜
預
伝
」
に
「
今
兵
威
已
に
振
う
、
譬
え
ば
竹
を
破
る
が
如
く
、
数
節
の
後
、

皆
な
刃
を
迎
え
て
解
く
な
り
（
今
兵
威
已
振
、
譬
如
破
竹
、
数
節
之
後
、
皆
迎
刃
而
解
）」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
喩
え
ば
竹
を
割
る
様
な
も

の
で
、
最
初
の
二
三
節
を
絶
っ
て
し
ま
え
ば
刃
の
勢
い
を
受
け
て
全
部
が
割
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
痛
快
な
説
き
方
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

○
龍
顔
＝
天
皇
の
こ
と
。

○
搢
紳
＝
笏
を
大
帯
に
さ
し
は
さ
む
。
転
じ
て
、
高
貴
の
人
の
意
（『
大
漢
和
』
巻
五
・p.348

）。

○
聳
聴
＝
た
ち
す
く
ん
で
聞
く
。
棒
立
ち
に
な
っ
て
震
え
て
聞
く
。
つ
つ
し
み
敬
っ
て
聴
く
。『
漢
語
』
に
「
①
聳
然
而
聴
。
聳
、
通
『
悚
』。

②
聳
動
聴
聞
。
聳
、
通
『
悚
』。
③
恭
敬
地
聴
。
注
意
地
聴
。
聳
、
通
『
悚
』」（
第
八
冊
・p.702

）
と
あ
る
。

○
平
居
＝
ふ
だ
ん
に
。
い
つ
も
。
居
常
（『
大
漢
和
』
巻
四
・p.491

）。
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○
宗
門
向
上
事
＝
「
宗
門
」
は
、
教
家
に
対
し
て
禅
家
が
自
ら
を
い
う
。
唐
宋
時
代
に
、
天
台
・
華
厳
・
法
相
な
ど
の
教
家
の
立
場
を
教
と
呼

ん
だ
の
に
対
し
て
、
禅
家
が
教
外
別
伝
を
主
張
し
て
、
こ
れ
を
宗
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
宗
は
流
派
（
仏
教
諸
派
）
の
本
源
、
門
は
諸
教

の
帰
趨
す
る
要
門
を
さ
す
。
つ
ま
り
禅
は
仏
法
の
総
府
淵
源
で
あ
り
、
仏
道
の
正
門
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
禅
宗
を
宗
門
と
い
っ
た
（『
禅

学
』p.495

）。「
向
上
事
」
は
、
向
上
の
一
大
事
。
仏
道
の
究
極
の
宗
旨
（『
禅
学
』p.314

）。
似
た
語
に
「
向
上
宗
乗
事
」
が
あ
り
、
仏
法

の
最
奥
の
宗
義
。
大
悟
徹
底
し
た
仏
の
境
界
（『
禅
学
』p.314

）。
ま
た
、
他
に
も
「
仏
向
上
事
」
と
い
う
語
も
あ
り
、
仏
は
仏
教
修
行
の

理
想
で
あ
る
が
、
真
の
修
行
は
こ
れ
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
仏
を
も
超
え
た
境
界
で
あ
る
こ
と
（『
禅
学
』p.1085

）。
つ
ま
り
、
宗
門
の

向
上
事
と
は
、
仏
道
の
究
極
、
大
悟
徹
底
し
た
究
極
の
境
界
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
す
で
に
悟
り
へ
の
執
着
を
離
れ
た
、
仏
を
も
超
え
た
境

界
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
含
む
。

○
大
燈
国
師
＝
宗し

ゆ
う
ほ
う峰

妙み
よ
う

超ち
よ
う（

一
二
八
二
～
一
三
三
七
）。
臨
済
宗
大
応
派
。
播
磨
（
兵
庫
県
）
の
人
。
俗
姓
紀
氏
。
十
一
歳
で
書
写
山
円
教

寺
の
戒
信
律
師
に
つ
い
て
出
家
し
て
教
学
に
励
む
。
や
が
て
禅
家
に
転
じ
、
京
都
で
諸
師
に
参
じ
た
の
ち
、
鎌
倉
万
寿
寺
の
高
峰
顕
日
（
一

二
四
一
～
一
三
一
六
）
に
参
ず
る
。
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）、
二
十
四
歳
の
時
、
京
都
韜
光
庵
に
在
っ
た
南な

ん

浦ぽ
じ
よ
う
み
よ
う

紹
明
（
大
応
国
師
）
に
参

じ
、
次
い
で
万
寿
寺
・
建
長
寺
に
南
浦
が
歴
住
す
る
の
に
随
侍
し
、
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）、
宗
峰
二
十
六
歳
の
時
、
大
悟
し
て
南
浦
よ

り
嗣
法
す
る
。
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）、
南
浦
の
遷
化
に
伴
い
、
翌
年
、
京
都
東
山
の
雲
居
庵
に
隠
栖
し
て
聖
胎
長
養
に
励
む
。
正
和
四

年
（
一
三
一
五
）、
紫
野
に
小
院
を
構
え
て
移
り
住
み
、
や
が
て
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
二
月
八
日
、
大
徳
寺
に
お
い
て
開
堂
。
両
統

の
上
皇
・
天
皇
か
ら
崇
敬
を
受
け
、
花
園
上
皇
よ
り
「
興
禅
大
燈
国
師
」
の
号
を
賜
り
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
も
「
高
照
正
燈
国
師
」
の
号
を

賜
る
。
建
武
四
年
（
一
三
三
七
・
南
朝
延
元
二
年
）
十
二
月
二
十
二
日
示
寂
。
世
寿
五
十
六
。
法
臘
三
十
四
。『
大
燈
国
師
語
録
』
三
巻
の

他
、『
仮
名
法
語
』・『
碧
巌
百
則
大
燈
国
師
下
語
』
等
の
著
が
存
す
る
。
法
嗣
は
徹
翁
義
享
・
海
岸
了
義
・
関
山
慧
玄
等
（『
禅
学
』p.1193

～

‌1194

、
竹
貫
元
勝
『
宗
峰
妙
超
―
大
燈
を
挑
げ
起
し
て
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
二
〇
〇
八
年
、
参
照
）。

○
朅
來
＝
去
来
、
往
来
（『
大
漢
和
』
巻
五
・p.1009

）。

○
紫
野
＝
「
紫
野
」
は
大
徳
寺
の
こ
と
。
大
徳
寺
は
、
山
号
は
龍
宝
山
。
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
創
建
（
諸
説
あ
り
）。
開
山
は
宗
峰
妙
超
。

南
浦
紹
明
遷
化
の
後
、
宗
峰
は
東
山
雲
居
庵
に
い
た
が
、
播
磨
守
護
赤
松
則
村
が
こ
れ
を
聞
き
、
紫
野
に
法
堂
を
建
立
し
て
宗
峰
を
請
じ
た
。
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後
醍
醐
天
皇
は
宗
峰
の
高
徳
を
聞
き
、
禁
中
に
請
じ
て
禅
要
を
問
い
、
勅
し
て
土
地
を
賜
い
、
伽
藍
を
草
創
し
て
寺
号
山
号
を
与
え
た
。
花

園
上
皇
は
勅
し
て
祈
願
道
場
と
し
、
京
都
五
山
の
上
に
準
じ
た
が
、
や
が
て
五
山
を
辞
し
て
林
下
の
寺
院
と
し
て
威
風
を
ふ
る
う
こ
と
と
な

る
。
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
回
禄
の
厄
に
よ
っ
て
大
半
が
焼
失
。
続
い
て
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
も
兵
火
に
襲
わ
れ
る
。
文
明
六
年
（
一
四

七
四
）
一
休
宗
純
（
一
三
九
四
～
一
四
八
一
）
が
再
興
に
尽
力
し
、
寛
文
年
中
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
に
至
っ
て
伽
藍
は
旧
に
復
す
る

（『
禅
学
』p.810

、
参
照
）。

○
籌
室
＝
「
籌
」
は
、
布
薩
等
の
時
に
比
丘
の
数
を
数
え
る
の
に
用
い
る
小
棒
。
付
法
蔵
第
四
祖
優
婆
毱
多
尊
者
は
、
在
世
中
多
く
の
人
を
化

導
し
証
果
を
得
せ
し
め
た
が
、
一
人
を
度
す
る
ご
と
に
一
籌
を
石
室
に
投
じ
、
縦
十
八
肘
横
十
二
肘
の
室
は
籌
で
充
満
し
た
と
い
う
。
転
じ

て
、
籌
室
は
住
持
人
の
居
室
・
方
丈
・
函
丈
の
意
に
用
い
る
（『
禅
学
』p.854

、
参
照
）。

○
衣
鉢
＝
三
衣
一
鉢
の
略
。
三
衣
は
僧
伽
梨
（
大
衣
）・
鬱
多
羅
僧
（
七
条
衣
）・
安
陀
衣
（
五
条
衣
）・
僧
尼
の
三
種
の
袈
裟
。
一
鉢
は
一
の

鉢
盂
（
応
量
器
）
で
僧
侶
の
食
器
の
こ
と
。
共
に
僧
侶
の
持
物
の
中
で
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
。
転
じ
て
、
仏
法
・
仏
道
の
意
。
禅
宗
に
お

い
て
師
僧
と
弟
子
の
間
に
、
伝
法
の
信
標
と
し
て
袈
裟
と
応
量
器
を
伝
え
た
こ
と
か
ら
、
法
を
伝
え
る
こ
と
を
衣
鉢
を
伝
え
る
、
衣
鉢
を
継

ぐ
、
な
ど
と
い
う
（『
禅
学
』p.103

）。

○
佛
佛
授
手
、
祖
祖
相
承
＝
例
え
ば
『
密
雲
禅
師
語
録
』
巻
四
「
上
堂
開
示
」
に
「
所
謂
仏
仏
授
手
、
祖
祖
相
承
」（J10-22a

）
と
あ
る
よ
う

に
語
録
類
に
見
え
る
禅
語
で
あ
る
が
、
用
例
と
し
て
は
後
半
の
「
祖
祖
相
承
」
が
「
祖
祖
相
伝
」
と
な
っ
た
も
の
が
多
い
。
古
く
は
圜
悟
克

勤
の
『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
四
「
住
東
京
天
寧
寺
〔
上
堂
〕」
に
「
仏
仏
授
手
、
唯
授
此
心
。
祖
祖
相
伝
、
唯
伝
此
妙
」（T47-732c

）

と
あ
り
、
圜
悟
の
弟
子
で
あ
る
大
慧
宗
杲
の
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
二
二
「
示
曾
機
宜
〔
法
語
〕」
に
「
仏
仏
授
手
、
祖
祖
相
伝
」

（T47-906c

）、『
大
慧
禅
師
宗
門
武
庫
』
に
「
祖
祖
相
伝
、
仏
仏
授
手
」（T47-946c

）
と
い
う
形
で
見
え
る
な
ど
、
語
録
類
に
散
見
す
る

言
葉
で
あ
る
。

○
雲
門
庵
＝
宗
峰
妙
超
を
祀
る
丈
室
。『
興
禅
大
燈
国
師
年
譜
』「
建
武
四
年
丁
丑
［
北
朝
延
元
二
年
］」
条
に
は
、「
火
浴
の
後
、
門
人
、
遺
命

に
遵
い
て
霊
骨
を
丈
室
中
に
蔵お

さ

む
［
雲
門
庵
］（
火
浴
之
後
、
門
人
遵
遺
命
蔵
霊
骨
于
丈
室
中
［
雲
門
庵
］」）」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
峰
妙

超
寂
後
、
そ
の
遺
骨
を
大
徳
寺
の
方
丈
に
安
置
す
る
よ
う
に
命
じ
た
、
そ
の
場
所
を
「
雲
門
庵
」
と
称
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
峰



72

は
雲
門
文
偃
の
再
来
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
春
作
禅
興
編
述
の
『
大
燈
国
師
行
状
』
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
、「〔
大
応
〕
国
師
相
州
に
赴
き
、

建
長
に
住
す
。
師
（
大
燈
）
乃
ち
参
随
す
。
彼か

し
こに

至
り
て
未
だ
十
日
を
経
ざ
る
に
、
因
み
に
案
上
に
鎖
子
を
放
在
し
、
忽
然
と
し
て
関
字
を

打
透
す
。
円
融
無
際
、
真
実
諦
当
、
大
法
現
前
の
処
に
到
り
了
わ
り
、
汗
流
れ
て
背
を
浹う

る
おす

。
急
ぎ
方
丈
に
趨は

し

り
、
下
語
し
て
曰
く
、

『
幾ほ

と
ん乎

ど
路
を
同
じ
う
す
』
と
。
国
師
大
い
に
愕お

ど
ろき

て
云
く
、『
夜
来
、
夢
に
雲
門
の
吾
が
室
に
入
る
を
見
る
。
儞
、
今
日
関
字
を
透
る
。
儞

は
是
れ
雲
門
の
再
来
な
り
』
と
。
師
は
耳
を
掩
い
て
出
づ
（
国
師
赴
于
相
州
住
建
長
。
師
乃
参
随
。
至
彼
未
経
十
日
、
因
案
上
放
在
鎖
子
、

忽
然
打
透
関
字
。
到
了
円
融
無
際
、
真
実
諦
当
、
大
法
現
前
処
、
汗
流
浹
背
。
急
趨
方
丈
、
下
語
曰
、
幾
乎
同
路
。
国
師
大
愕
云
、
夜
来
夢

見
雲
門
入
吾
室
。
儞
今
日
透
関
字
。
儞
是
雲
門
再
来
也
。
師
掩
耳
而
出
）」（T81-223a

）。

○
玄
藏
主
＝
関
山
慧
玄
の
こ
と
。

○
國
師
稱
玄
藏
主
實
得
吾
髓
矣
＝
『
流
布
本
』「
関
山
」
章
に
「
我
が
付
法
の
諸
子
の
中う

ち

、
唯
だ
慧
玄
蔵ぞ

う

主す

の
み
実ま

こ
とに

吾
が
道ど

う

髄ず
い

を
得
た
り

（
我
付
法
諸
子
中
、
唯
慧
玄
蔵
主
実
得
我
吾
道
髄
）」
と
あ
る
の
に
拠
る
。
ち
な
み
に
「
道
髄
」
は
、
ダ
ル
マ
の
伝
記
中
の
嗣
法
の
弟
子
へ
の

言
葉
に
由
来
す
る
言
葉
。『
歴
代
法
宝
記
』
に
、「
唐
国
に
三
人
有
り
て
我
が
法
を
得
た
り
。
一
人
は
我
が
髄
を
得
、
一
人
は
我
が
骨
を
得
、

一
人
は
我
が
肉
を
得
た
り
。
我
が
髄
を
得
た
る
者
は
恵
可
、
我
が
骨
を
得
た
る
者
は
道
育
、
我
が
肉
を
得
た
る
者
は
尼
総
持
な
り
（
唐
国
有

三
人
得
我
法
。
一
人
得
我
髄
、
一
人
得
我
骨
、
一
人
得
我
肉
。
得
我
髄
者
恵
可
、
得
我
骨
者
道
育
、
得
我
肉
者
尼
総
持
也
）」（T51-181a

）

と
あ
る
。
後
に
こ
れ
に
道
副
が
加
わ
っ
て
四
人
と
な
っ
て
、
最
も
優
れ
た
弟
子
の
こ
と
を
道
髄
、
あ
る
い
は
得
髄
の
弟
子
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

る
。

○
一
日
、
奉
宣
使
詣
雲
門
菴
…
…
公
聞
得
這
一
言
還
奏
聞
＝
『
流
布
本
』「
関
山
」
章
で
は
、
こ
こ
を
「
後
、
数
年
あ
っ
て
、
国
師
、
微
恙
を

示
す
。
萩
原
の
太
上
法
皇
、
大
い
に
睿
聞
を
驚
か
し
て
、
黄
門
侍
郎
藤
の
藤
房
に
勅
し
て
、
趨
謁
し
宣
問
せ
し
む
。
黄
門
、
雲
門
の
丈
室
に

詣
し
て
、
具つ

ぶ

さ
に
聖
旨
を
陳の

べ
て
曰
く
、『
和
尚
、
嗣
法
の
諸
師
の
中
、
誰
か
是
れ
最
も
大
機
大
用
を
得
た
る
者
か
。
願
わ
く
は
指
教
を
承う

け
て
、
百
年
の
後
、
猶
お
玄
奥
を
扣
か
ん
と
要
す
』
と
。
国
師
、
対こ

た

え
て
曰
く
、『
我
が
付
法
の
諸
子
の
中
、
唯
だ
慧
玄
蔵
主
の
み
実
に
吾

が
道
髄
を
得
た
り
。
然
れ
ど
も
天
生
風
顛
の
漢
に
し
て
、
居
に
定
所
無
し
。
他
時
異
日
、
宜
し
く
宣
詔
を
降
し
て
徴
し
求
む
べ
し
』
と
。
黄

門
、
還
っ
て
奏
聞
す
。
上
、
重
ね
て
甘
露
寺
亜
相
藤
氏
を
遣
わ
し
て
、
宣
諭
し
て
曰
く
、『
朕
、
将
に
華
園
の
離
宮
を
捨
て
て
、
以
て
禅
苑



授翁宗弼伝考（上）

73

と
成
さ
ん
と
す
（
後
数
年
、
国
師
示
微
恙
。
萩
原
太
上
法
皇
大
驚
睿
聞
、
勅
黄
門
侍
郎
藤
藤
房
、
趨
謁
宣
問
。
黄
門
詣
雲
門
丈
室
、
具
陳
聖

旨
曰
、
和
尚
嗣
法
諸
師
中
、
誰
是
最
得
大
機
大
用
者
。
願
承
指
教
、
百
年
後
猶
要
扣
玄
奥
。
国
師
対
曰
、
我
付
法
諸
子
中
、
唯
慧
玄
蔵
主
実

得
吾
道
髄
。
然
天
生
風
顛
漢
、
居
無
定
所
。
他
時
異
日
、
宜
降
宣
詔
而
徴
求
。
黄
門
還
奏
聞
。
上
重
遣
甘
露
寺
亜
相
藤
氏
、
宣
諭
曰
、
朕
将

捨
華
園
離
宮
、
以
成
禅
苑
）」
と
し
て
、
花
園
上
皇
の
使
者
と
し
て
宗
峰
の
も
と
を
訪
れ
た
公
卿
を
藤
房
と
す
る
。

　
　

し
か
し
、『
別
考
』『
考
彙
』
共
に
、
当
該
箇
所
を
藤
房
で
は
な
く
、
勧か

じ
ゆ
う修

寺じ

中
納
言
経
顕
と
し
て
い
る
。
加
藤
正
俊
師
も
ま
た
『
公
卿
補

任
』
中
の
、
藤
房
が
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
十
月
五
日
に
出
家
遁
世
し
て
い
る
と
の
記
述
を
元
に
、
建
武
四
年
の
こ
の
頃
に
花
園
上
皇
の

周
辺
に
藤
房
が
い
る
は
ず
は
な
い
と
す
る
（
加
藤
正
俊
『
関
山
慧
玄
と
初
期
妙
心
寺
』p.44

）。

　
　

勧
修
寺
中
納
言
経
顕
に
つ
い
て
は
、
注
「
俗
姓
藤
氏
〔
號
吉
田
中
納
言
藤
房
〕
…
…
大
臣
家
華
族
也
」
条
を
参
照
。

○
便
自
截
髻
出
家
…
…
親
炙
誨
勵
＝
現
在
の
妙
心
寺
で
は
、
開
創
の
年
を
大
燈
国
師
が
病
床
に
あ
っ
て
山
号
寺
号
を
奏
上
し
た
建
武
四
年
（
一

三
三
七
・
南
朝
延
元
二
年
）
に
あ
て
て
お
り
、
こ
の
記
述
に
従
え
ば
、
授
翁
の
出
家
も
ま
た
同
年
と
な
る
。
し
か
し
、
藤
房
の
第
一
史
料
で

あ
る
『
太
平
記
』
で
は
、
そ
の
出
家
の
時
期
を
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
三
月
十
一
日
出
家
と
し
て
い
て
、『
六
祖
伝
』
の
記
述
と
齟
齬
が

あ
る
。
抑
も
、
藤
房
の
出
家
年
は
『
公
卿
補
任
』
に
拠
れ
ば
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
十
月
五
日
、
三
十
九
歳
で
出
家
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
、
こ
れ
が
正
式
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
藤
房
を
授
翁
の
前
半
生
と
す
る
の
に
最
も
問
題
と
な
る
点
で
あ
る
。「
解
説
」
参
照
。

○
親
炙
誨
勵
＝
「
親
炙
」
は
、
そ
の
人
に
近
づ
い
て
感
化
を
受
け
る
こ
と
。『
孟
子
』「
尽
心 

下
」
条
に
「
聖
人
に
非
ず
し
て
能
く
是か

く
の
若ご

と

く
な
ら
ん
や
、
而し

か

る
を
況
や
之
に
親
炙
す
る
者
に
於
い
て
を
や
（
非
聖
人
而
能
若
是
乎
、
而
況
於
親
灸
之
者
乎
）」（
小
林
勝
人
『
孟
子

（
下
）』
岩
波
文
庫
・
二
〇
〇
七
年
、p.399

）
と
あ
る
。「
誨
励
」
は
教
え
励
ま
す
。『
碧
巌
録
』
第
九
六
則
「
頌
評
唱
」
に
「
近
ご
ろ
達
磨

大
師
、
少
林
に
住
す
る
を
聞
く
。
乃
ち
彼
に
往
き
、
晨
夕
に
参
扣
す
る
も
、
達
磨
端
坐
面
壁
し
て
、
誨
励
を
聞
く
こ
と
莫
し
（
近
聞
達
磨
大

師
住
少
林
、
乃
往
彼
、
晨
夕
参
扣
、
達
磨
端
坐
面
壁
、
莫
聞
誨
励
）」（T48-219a

）
と
あ
る
。

○
一
日
於
本
有
円
成
話
…
…
上
人
今
日
大
悟
大
徹
矣
＝
授
翁
の
開
悟
の
因
縁
。
授
翁
に
与
え
た
関
山
の
印
可
は
以
下
の
通
り
。「
宗
弼
上
人
、

本ほ
ん

有ぬ
え
ん
じ
よ
う

円
成
の
話
に
参
得
し
了お

わ

っ
て
、
投
機
の
偈
を
呈
し
て
曰
く
、『
此
の
心
、
一
た
び
了
し
て
曾
て
失
わ
ず
、
人
天
を
利り

益や
く

す
る
こ
と
尽
未

来
。
仏
祖
の
深じ

ん

恩の
ん

報
謝
し
難
し
、
何
ぞ
馬ば

腹ふ
く

と
驢ろ

胎た
い

と
に
居
ら
ん
や
』
と
。
余
、
問
う
て
曰
く
、『
此
の
心
、
何
処
に
か
在
る
』
と
。
答
え
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て
云
く
、『
虚
空
に
逼ひ

つ

塞そ
く

す
』
と
。
曰
く
、『
未い

ぶ
か審

し
、
何
を
以
て
か
人
天
を
利
益
せ
ん
』
と
。
答
え
て
云
く
、『
行
き
て
は
到
る
水
の
窮
ま

る
処
、
坐
し
て
は
看
る
雲
の
起
こ
る
時
』
と
。
曰
く
、『
仏
祖
の
深
恩
、
如
何
が
報
ぜ
ん
』
と
。
答
え
て
云
く
、『
頭
に
は
天
を
戴い

た
だき

、
脚
は

地
を
踏
む
』
と
。
曰
く
、『
馬
腹
驢
胎
、
為な

ん

何す
れ

ぞ
入
ら
ざ
る
』
と
。
弼
、
便
ち
礼
す
る
こ
と
三
拝
。
余
、
呵
々
と
笑
っ
て
曰
く
、『
上
人
、
今

日
、
大
徹
大
悟
せ
り
』
と
。　

延
文
元
仲
春
日　

関
山
叟
恵
玄
、
宗
弼
上
人
の
為
に
書
す
（
宗
弼
上
人
、
参
得
本
有
円
成
之
話
了
、
呈
投
機

之
偈
曰
、
此
心
一
了
不
曾
失
、
利
益
人
天
尽
未
来
。
仏
祖
深
恩
難
報
謝
、
何
居
馬
腹
与
驢
胎
。
余
問
曰
、
此
心
在
何
処
。
答
云
、
逼
塞
虚
空
。

曰
、
未
審
、
以
何
利
益
人
天
。
答
云
、
行
到
水
窮
処
、
坐
看
雲
起
時
。
曰
、
仏
祖
深
恩
如
何
報
。
答
云
、
頭
戴
天
脚
踏
地
。
曰
、
馬
腹
驢
胎

為
何
不
入
。
弼
便
礼
三
拝
。
余
呵
々
笑
曰
、
上
人
今
日
大
徹
大
悟
矣 

延
文
元
仲
春
日 

関
山
叟
恵
玄
為
宗
弼
上
人
書
）」。

　
　

ち
な
み
に
「
本
有
円
成
」
は
、『
宗
門
葛
藤
集
』
に
「
維
摩
経
に
云
く
、『
本
有
円
成
仏
、
甚な

ん

と
為し

て
か
還
っ
て
迷
倒
の
衆
生
と
作
る
」

（
道
前
宗
閑
『
校
訂
本 

宗
門
葛
藤
集
』
禅
文
化
研
究
所
・
二
〇
一
〇
年
、p.255

）
と
あ
り
、
今
で
は
関
山
三
転
語
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
実
際
に
は
『
維
摩
経
』
に
は
こ
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。

○
参
詳
＝
参
禅
修
行
の
意
（『
禅
学
』p.400
）。

○
開
山
入
滅
。
師
繼
踵
住
持
、
爲
第
二
世
矣
＝
『
流
布
本
』「
関
山
」
章
で
は
以
下
の
通
り
。「
師
、
一
日
束

そ
く
し
よ
う装

頂ち
よ
う

笠り
ゆ
うし

て
、
弼
上
人
来ら

い

也や

と

召
す
。
相
い
携
え
て
風
水
泉
頭
に
到
り
、
大
樹
の
下
に
倚
っ
て
立
ち
な
が
ら
、
出
世
の
始
末
を
談
じ
了
わ
っ
て
、
泊
然
と
し
て
化
し
去
る
。

［
風
水
泉
は
井
の
名
、
今
、
妙
心
の
庫く

司す

の
前
に
在
り
。
其
の
樹
、
近
年
尚
お
存
す
と
云
う
］。
授
翁
、
遽に

わ

か
に
一
衆
に
告
げ
て
、
舁か

つ

い
で
丈

室
に
入
る
。
全
身
を
奉
じ
て
本
山
の
艮こ

ん

隅ぐ
う

に
瘞う

ず

む
。
塔
を
建
て
て
微み

し
よ
う笑

庵あ
ん

と
名
づ
く
（
師
一
日
束
装
頂
笠
、
召
弼
上
人
来
也
。
相
携
到
風
水

泉
頭
、
倚
大
樹
下
立
、
談
出
世
始
末
了
、
泊
然
化
去
［
風
水
泉
井
名
。
今
在
妙
心
庫
司
前
。
其
樹
近
年
尚
存
云
］。
授
翁
遽
告
一
衆
、
舁
入

丈
室
。
奉
全
身
瘞
於
本
山
艮
隅
、
建
塔
名
微
笑
庵
）」。
な
お
、「
継
踵
」
は
、
後
を
嗣
ぐ
こ
と
（『
大
漢
和
』
巻
八
・p.1200

）。

○
嗣
師
法
者
無
因
因
和
尚
…
…
亦
各
旺
化
一
方
＝
「
無
因
因
」
は
、
無
因
宗
因
（
一
三
二
六
～
一
四
一
〇
）
の
こ
と
。
妙
心
寺
第
三
祖
。
尾
張

国
（
愛
知
県
）
に
生
ま
れ
、
同
国
の
豪
族
荒
尾
氏
の
一
族
で
あ
る
と
い
う
。
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）、
九
歳
で
建
仁
寺
の
天
潤
庵
に
あ
っ

た
可
翁
宗
然
（
？
～
一
三
四
五
）
の
下
に
預
け
ら
れ
、
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）、
十
七
歳
で
得
度
。
康
安
元
年
（
一
三
六
一
・
南
朝
正
平

十
六
年
）、
三
十
六
歳
の
頃
、
授
翁
宗
弼
に
参
じ
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
・
南
朝
建
徳
二
年
）、
四
十
六
歳
で
嗣
法
す
る
。
そ
の
後
、
京
都
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に
退
蔵
院
（
後
に
塔
頭
と
な
る
）
を
開
き
、
ま
た
河
内
（
大
阪
）
に
観
音
寺
、
摂
津
（
兵
庫
県
）
に
海
清
寺
を
開
く
。
応
永
十
七
年
六
月
四

日
、
海
清
寺
で
示
寂
。
世
寿
八
十
五
、
法
臘
六
十
九
。
法
嗣
は
日
峰
宗
舜
、
舂
夫
宗
宿
、
謙
翁
宗
為
の
三
人
。「
雲
山
峨
和
尚
」
は
、
雲
山

宗
峨
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
妙
心
寺
第
四
世
。
雲
山
は
信
州
の
出
身
で
、
関
山
の
俗
甥
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
拙
堂
朴
和
尚
」
は
、
拙

堂
宗
朴
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
妙
心
寺
第
六
世
。『
妙
心
寺
史
』（p.80

）
で
は
、
拙
堂
は
河
内
の
観
音
寺
に
住
し
た
後
、
妙
心
寺
に
住

し
た
と
す
る
が
、
加
藤
正
俊
師
に
拠
れ
ば
、
妙
心
寺
住
持
と
な
っ
た
後
も
し
ば
ら
く
は
観
音
寺
を
兼
務
し
て
い
た
と
す
る
（『
関
山
慧
玄
と

初
期
妙
心
寺
』p.208

）。
や
が
て
、
大
内
義
弘
の
応
永
の
乱
に
連
座
し
て
拙
堂
は
青
蓮
院
に
幽
閉
さ
れ
た
と
い
う
（『
妙
心
寺
史
』p.81

）。

「
華
蔵
曇
」
は
、
常ひ

た
ち陸

（
茨
城
県
）
に
福
泉
寺
を
開
創
。
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
八
月
二
十
九
日
遷
化
。
ま
た
「
有
隣
徳
」
は
、
河か

わ
ち内

（
大
阪
）
の
人
。
初
め
諸
方
を
遍
歴
し
た
後
、
授
翁
に
参
じ
て
嗣
法
す
る
。
後
に
常
陸
を
訪
れ
て
東
福
寺
を
開
創
。
応
永
十
七
年
（
一
四
一

〇
）
九
月
五
日
遷
化
。
な
お
「
接
武
」
の
「
武
」
は
「
歩
」。
一
歩
ず
つ
相
接
し
て
歩
く
こ
と
。『
礼
記
』「
曲
札 

上
」
に
、「
堂
上
に
は
武

を
接
し
、
堂
下
に
は
武
を
布し

く
（
堂
上
接
武
、
堂
下
布
武
）」（
竹
内
照
夫
『
礼
記
（
上
）』
新
釈
漢
文
大
系
・
明
治
書
院
・
二
〇
〇
七
年
、

p.24

）
と
あ
る
。

○
闍
維
収
設
利
。
建
塔
於
正
法
山
西
頭
、
名
曰
天
授
院
＝
「
天
授
院
」
は
、
創
建
は
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
で
あ
る
が
、
当
時
の
南
朝
の
元

号
「
天
授
」
を
院
号
と
す
る
。
応
仁
の
乱
の
後
、
雪
江
宗
深
が
再
建
し
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）
に
悟
渓
宗
頓
に
付
嘱
し
た
。

そ
の
頃
の
天
授
院
は
、
東
海
庵
と
方
丈
の
間
に
位
置
し
て
い
た
が
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
の
増
改
築
に
と
も
な
い
、
現
在
地
に
移
建
さ

れ
た
。
今
日
、
妙
心
寺
の
専
門
道
場
に
な
っ
て
い
る
（
木
村
静
雄
『
妙
心
寺
』
小
学
館
・
一
九
八
四
年
・p.277

～

‌
278

、
参
照
）。
し
か
し
、

現
在
の
天
授
院
に
授
翁
の
開
山
塔
は
存
在
し
な
い
。
授
翁
の
開
山
塔
が
あ
る
の
は
、
滋
賀
県
三
雲
の
妙
感
寺
で
あ
る
。
開
創
以
後
、
近
世
に

至
る
頃
に
は
無
住
と
な
っ
て
い
た
が
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）、
愚
堂
東
寔
（
一
五
七
七
～
一
六
六
一
）
が
中
興
。
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︻
二
︼﹃
再
版
　
正
法
山
六
祖
伝
﹄﹁
天
授
授
翁
弼
禪
師
﹂
章
　
訳
注

　

師
諱
宗
弼
、
字
授
翁
、
嗣
關
山
。
小
一
條
［
又
號
勧
修
寺
］
内
大
臣
高
藤
公
之
裔
［
高
藤
公
一
十
六
葉
之
孫
也
］、
即
萬
里

小
路
藤
房
也
。
官
至
中
納
言
。
自
幼
好
學
、
覃
思
六
經
、
研
精
群
籍
。
時
以
博
覽
強
記
而
聞
。
後
醍
醐
天
皇
、
選
集
名
儒
講
論

経
義
於
禁
中
。
連
雙
日
隻
日
、
或
及
乙
夜
而
退
。
又
花
園
上
皇
特
命
談
尚
書
。
諸
卿
通
曉
者
鮮
。
藤
房
講
明
奧
義
。
其
言
一
發
、

猶
若
破
竹
數
節
之
下
、
迎
刃
而
解
也
。
於
是
龍
顏
大
喜
、
搢
紳
聳
聽
。

　

此
郎
平
居
又
知
有
宗
門
向
上
事
、
參
見
大
燈
國
師
。
毎
日
朅
来
紫
野
、
志
無
少
倦
矣
。
竟
登
籌
室
受
衣
鉢
。
法
諱
宗
弼
、
一

夕
國
師
夢
、
親
握
此
郎
手
。
覺
而
異
之
。
因
字
曰
授
翁
。
蓋
取
佛
佛
授
手
、
祖
祖
相
承
之
義
也
。
建
武
元
年
甲
戌
冬
出
家
。
時

年
三
十
九
。
屛
其
蹤
跡
者
、
殆
二
十
年
。
於
是
乎
投
于
關
山
之
席
下
、
親
炙
誨
勵
。
法
諱
道
號
、
國
師
所
曽
命
也
。
不
之
改
焉
。

一
日
於
本
有
圓
成
話
豁
然
大
悟
。
呈
投
機
頌
。
山
於
句
句
與
一
拶
再
拶
。
答
話
如
響
應
。
山
呵
呵
大
笑
。
便
援
筆
大
書
紙
尾
曰
、

上
人
今
日
大
悟
大
徹
矣
。
即
日
報
衆
曰
、
要
吾
禪
者
、
只
隨
弼
上
人
去
。
其
時
開
山
祖
會
裡
舊
參
耆
英
頗
多
。
咸
依
師
參
詳
。

開
山
入
滅
。
師
繼
踵
住
持
、
爲
第
二
世
矣
。
嗣
師
法
者
無
因
因
和
尚
、
雲
山
峨
和
尚
、
拙
堂
朴
和
尚
。
皆
接
武
住
本
山
［
雲
山

和
尚
、
拙
堂
和
尚
之
間
、
明
江
睿
西
堂
、
住
持
妙
心
於
住
世
、
則
為
第
五
世
也
。
非
嗣
法
而
住
茲
山
者
、
古
来
唯
明
江
一
代
焉

耳
］。
華
藏
曇
禪
師
、
有
隣
德
禪
師
、
亦
各
旺
化
一
方
。
師
以
康
暦
二
年
庚
申
三
月
二
十
八
日
遷
化
。
世
壽
八
十
五
、
法
臘
四

十
七
、
闍
維
収
設
利
。
建
塔
於
正
法
山
中
、
名
曰
天
授
院
。

＊

　

師
、
諱
は
宗
弼
、
字
は
授
翁
。
關
山
に
嗣
ぐ
。
小
一
條
［
又
た
勧か

じ
ゅ
う修

寺じ

と
號
す
］。
内
大
臣
高た

か

藤ふ
じ

公
の
裔
な
り
［
高
藤
公
一
十
六

葉
の
孫
な
り
］。
即
ち
萬
里
小
路
藤
房
な
り
。
官
、
中
納
言
に
至
る
。
幼
自
り
學
を
好
む
。
思
い
を
六
經
に
覃ふ

こ

う
し
、
精
を
群
籍
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に
研み

が

く
。
時
に
博
覽
強
記
を
以
て
聞き

こ

ゆ
。
後
醍
醐
天
皇
、
名
儒
を
選
集
し
て
経
義
を
禁
中
に
講
論
す
。
雙
日
隻
日
を
連
ね
、
或

い
は
乙い

つ

夜や

に
及
び
て
退
く
。
又
た
花
園
上
皇
、
特こ

と

に
命
じ
て
尚
書
を
談
ぜ
し
む
。
諸
卿
通
曉
す
る
者
鮮す

く
なし

。
藤
房
、
奧
義
を
講

明
す
。
其
の
言
、
一
た
び
發
す
れ
ば
、
猶
お
破
竹
數
節
の
下
、
刃
を
迎
え
て
解
く
が
若ご

と

し
。
是こ

こ

に
於
い
て
龍
顏
大
い
に
喜
び
、

搢
紳
聳
聽
す
。

　

此
の
郎
、
平
居
、
又
た
宗
門
向
上
の
事
有
る
こ
と
を
知
り
て
、
大
燈
國
師
に
參
見
す
。
毎
日
、
紫
野
に
朅
来
し
て
、
志
、
少

し
も
倦
む
こ
と
無
し
。
竟つ

い

に
籌
室
に
登
り
て
衣
鉢
を
受
く
。
法
諱
は
宗
弼
。
一
夕
、
國
師
夢
む
ら
く
、
親
し
く
此
の
郎
の
手
を

握
る
と
、
覺
め
て
之
を
異
な
り
と
す
。
因
り
て
字あ

ざ
なし

て
授
翁
と
曰
う
。
蓋
し
佛
佛
授
手
、
祖
祖
相
承
の
義
に
取
れ
り
。

　

建
武
元
年
甲
戌
冬
、
出
家
す
。
時
に
年
三
十
九
。
其
の
蹤
跡
を
屛し

り
ぞく

る
者こ

と

、
殆
ど
二
十
年
。
是こ

こ

に
於
い
て
關
山
の
席
下
に
投

じ
、
誨
勵
に
親
炙
す
。
法
諱
道
號
は
、
國
師
の
曽
て
命
ず
る
所
な
り
。
之
を
改
め
ず
。

　

一
日
、
本
有
圓
成
の
話
に
於
い
て
豁
然
大
悟
す
。
投
機
の
頌
を
呈
す
。
山
、
句
句
に
於
い
て
一
拶
再
拶
を
與
う
。
答
話
、
響

應
す
る
が
如
し
。
山
、
呵
呵
大
笑
す
。
便
ち
筆
を
援と

り
て
大
い
に
紙
尾
に
書
し
て
曰
く
、「
上
人
、
今
日
大
悟
大
徹
せ
り
」
と
。

即
日
、
衆
に
報
じ
て
曰
く
、「
吾
が
禪
を
要
せ
し
者
は
、
只
だ
弼
上
人
に
隨
い
去
れ
」
と
。
其
の
時
、
開
山
祖
の
會
裡
、
舊
參

耆
英
、
頗
る
多
し
。
咸み

な
師
に
依
り
て
參
詳
す
。

　

開
山
入
滅
す
。
師
、
踵
を
繼
ぎ
て
住
持
す
、
第
二
世
為た

り
。
師
の
法
を
嗣
ぐ
者
、
無
因
因
和
尚
、
雲
山
峨
和
尚
、
拙
堂
朴
和

尚
。
皆
な
武
を
接
し
て
本
山
に
住
す
。［
雲
山
和
尚
、
拙
堂
和
尚
の
間
、
明
江
睿
西
堂
住
持
す
。
妙
心
、
住
世
に
於
い
て
は
、
則
ち
第
五

世
と
為
る
な
り
。
嗣
法
に
非
ず
し
て
、
茲
の
山
に
住
す
る
者
、
古
来
、
唯
だ
明
江
一
代
な
る
の
み
］。
華
藏
曇
禪
師
、
有
隣
德
禪
師
も
亦

た
各
お
の
化
を
一
方
に
旺さ

か

ん
に
す
。
師
、
康
暦
二
年
庚
申
三
月
二
十
八
日
を
以
て
遷
化
す
。
世
壽
八
十
五
、
法
臘
四
十
七
。
闍

維
し
て
設
利
を
収
む
。
塔
を
正
法
山
中
に
建
て
、
名
づ
け
て
天
授
院
と
曰
う
。
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＊

　

師
の
諱
は
宗
弼
で
あ
り
、
字あ

ざ
なは

授
翁
で
あ
る
。
関
山
〔
慧
玄
〕
に
嗣
ぐ
。
小こ

い
ち
じ
ょ
う

一
条
［
又
た
勧か

じ
ゅ
う修

寺じ

と
号
す
る
］
内
大
臣
高た

か

藤ふ
じ

公

の
裔子

孫
で
あ
り
［
高
藤
公
か
ら
〔
数
え
て
〕
十
六
代
の
孫
で
あ
る
］、
つ
ま
り
万ま

里で
の

小こ
う

路じ

藤
房
で
あ
る
。
官
位
は
中
納
言
に
至
っ
た
。

幼
年
か
ら
学
問
を
好
み
、
思
い
を
〔『
詩
』（
詩
経
）・『
書
』（
書
経
）・『
礼
』（
礼
記
）・『
楽
』（
楽
経
）・『
易
』（
易
経
）・『
春
秋
』

の
〕
六
経
に
注
ぎ
、
精こ

こ
ろを

多
く
の
書
籍
に
よ
っ
て
磨
い
た
。
当
時
、
博
覧
強
記
と
し
て
〔
人
々
に
〕
知
ら
れ
て
い
た
。
後
醍
醐

天
皇
は
、
す
ぐ
れ
た
学
者
を
選
り
集
め
て
、〔
六
〕
経
の
義
を
禁
中
で
講
義
さ
せ
た
。〔
そ
れ
は
〕
一
日
、〔
あ
る
い
は
〕
二
日

に
及
び
、
あ
る
い
は
乙
夜
（
＝
午
後
九
時
か
ら
十
一
時
）
と
な
っ
て
終
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
花
園
上
皇
は
、
特
に
〔
藤
房

に
〕
命
じ
て
『
尚
書
』（
書
経
）
を
講
じ
さ
せ
た
。
諸お

お
くの

公
卿
で
〔『
尚
書
』
に
〕
通
曉
す
る
者
は
少
な
か
っ
た
。
藤
房
は
、

〔『
尚
書
』
の
〕
奧
義
を
講
〔
釈
し
て
闡あ

き

〕
明ら

か
にさ

せ
た
。
そ
の
〔
口
か
ら
〕
言
葉
を
一
た
び
発
し
た
な
ら
ば
、
ま
る
で
竹
を
割
る

と
き
に
、
二
三
節
を
絶
っ
て
し
ま
え
ば
刃
の
勢
い
で
全
て
割
れ
て
し
ま
う
よ
う
〔
に
痛
快
な
説
明
〕
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ

て
、〔
花
園
〕
上
皇
は
大
い
に
喜
び
、〔
一
方
で
〕
貴
族
た
ち
は
恐
れ
入
っ
て
聴
く
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
侍藤
従房
は
、
さ
ら
に
普
段
、
仏
道
に
お
け
る
究
極
の
宗
旨
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
大
燈
国
師
に
参
じ
て
い
た
。

〔
そ
し
て
〕
日
々
、〔
北
野
か
ら
〕
紫
野
へ
と
往
来
し
て
、〔
禅
道
へ
の
〕
志
が
少
し
も
減
ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
つ
い
に

〔
大
燈
国
師
の
〕
方
丈
に
上
が
っ
て
〔
嗣
法
の
印
で
あ
る
〕
衣
鉢
を
受
け
た
。
法
諱
は
宗
弼
で
あ
っ
た
。
一
夕
、〔
大
燈
〕
国
師

は
、〔
藤
房
〕
公
の
手
を
し
っ
か
り
と
握
る
と
い
う
夢
を
見
た
が
、
目
ざ
め
て
か
ら
こ
の
こ
と
を
不
思
議
な
こ
と
だ
と
考
え
た
。

そ
こ
で
〔
藤
房
公
に
〕「
授
翁
」
と
い
う
字あ

ざ
なを

つ
け
た
。
思
う
に
、「
仏
が
〔
代
々
〕
手
渡
し
、
祖
師
が
〔
代
々
〕
受
け
継
ぐ
」

と
い
う
〔
禅
語
の
〕
意
味
に
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　

建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
甲
戊
の
冬
、〔
藤
房
は
〕
出
家
し
た
。
年
齢
は
三
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
蹤
跡
を
く
ら
ま
せ
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る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
二
十
年
。〔
関
山
慧
玄
が
、
詔
に
応
じ
て
花
園
に
戻
っ
て
来
て
、
正
法
山
妙
心
寺
に
再
往
し
た
〕
そ
の
時

に
関
山
の
門
下
に
〔
身
を
〕
投
じ
て
指
導
を
受
け
た
。〔
そ
れ
な
の
に
〕
法
諱
と
道
号
は
、〔
大
燈
〕
国
師
が
か
つ
て
名
づ
け
た

〔
授
翁
宗
弼
の
〕
ま
ま
で
、
改
め
な
か
っ
た
。

　

あ
る
日
、〔
出
家
し
た
藤
房
公
、
つ
ま
り
授
翁
宗
弼
は
〕「
本
有
円
成
の
話公

案
」
に
よ
っ
て
豁か

ら
り然

と
大
悟
し
、
投
機
の
頌
を
〔
関

山
に
〕
呈
し
た
。
関
山
は
、〔
そ
の
投
機
の
偈
の
〕
句
ご
と
に
〔
授
翁
に
〕
問
う
て
、
一
度
な
ら
ず
二
度
三
度
と
〔
そ
の
境
地

を
〕
確
認
し
た
。〔
そ
れ
に
対
し
て
授
翁
が
〕
答
え
た
言
葉
は
、〔
ま
る
で
〕
響
き
に
応
ず
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
関
山
は
呵
呵
大

笑
す
る
と
、
筆
を
と
っ
て
〔
投
機
の
偈
の
〕
紙
の
末
尾
に
大
書
し
て
言
っ
た
、「〔
授
翁
〕
上
人
は
、
今
日
、
大
悟
大
徹
し
た
」

と
。
そ
の
日
の
う
ち
に
大
衆
に
告
げ
て
言
っ
た
、「
わ
た
し
の
禅
を
求
め
る
者
は
、
た
だ
〔
授
翁
宗
〕
弼
上
人
に
だ
け
随
え
ば

よ
い
」
と
。
そ
の
時
、
開
山
祖
師
〔
で
あ
る
関
山
〕
の
門
下
に
は
、
長
く
参
じ
た
老
年
の
俊
英
が
と
て
も
多
か
っ
た
が
、
み
な

〔
授
翁
〕
師
に
依
っ
て
参
禅
修
行
し
た
。

　
〔
や
が
て
〕
開
山
〔
の
関
山
〕
が
入
滅
し
た
。〔
授
翁
〕
師
は
、〔
関
山
の
〕
後
を
嗣
い
で
〔
妙
心
寺
に
〕
住
持
し
て
第
二
世

と
な
っ
た
。
師
の
法
を
嗣
い
だ
者
は
、
無
因
〔
宗
〕
因
和
尚
、
雲
山
〔
宗
〕
峨
和
尚
、
拙
堂
〔
宗
〕
朴
和
尚
で
あ
る
が
、
皆
な

足
跡
を
継
い
で
続
け
て
本
山
に
住
し
た
。［
雲
山
和
尚
と
拙
堂
和
尚
の
間
に
、
明
江
睿
西
堂
が
住
持
し
た
。
妙
心
寺
の
住
持
と

し
て
は
、
つ
ま
り
第
五
世
と
な
る
の
で
あ
る
。
嗣
法
せ
ず
に
こ
の
山
に
住
し
た
者
は
、
古
来
、
た
だ
明
江
一
代
だ
け
で
あ
る
］。

華
蔵
曇
、
有
隣
徳
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
教
化
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
盛
ん
に
お
こ
な
っ
た
。〔
授
翁
〕
師
は
、
康
暦
二
年
庚
申

三
月
二
十
八
日
に
遷
化
し
た
。
世
寿
は
八
十
五
歳
、
法
臘
は
四
十
三
年
で
あ
っ
た
。
荼
毘
し
て
舎
利
を
拾
い
、
塔
を
正
法
山

〔
妙
心
寺
〕
の
西
の
頭
に
建
て
て
、
天
授
院
と
名
づ
け
た
。

＊
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○
關
山
＝
【
一
】
注
「
關
山
」
条
を
参
照
。

○
城
州
＝
【
一
】
注
「
城
州
」
条
を
参
照
。

○
小
一
條
［
又
號
勧
修
寺
］
内
大
臣
高
藤
公
＝
【
一
】
注
「
小
一
條
内
大
臣
高
藤
公
」
を
参
照
。

○
勧
修
寺
＝
【
一
】
注
「
勸
修
寺
」
条
を
参
照
。

○
後
醍
醐
天
皇
＝
【
一
】
注
「
後
醍
醐
天
皇
」
条
を
参
照
。

○
乙
夜
＝
【
一
】
注
「
乙
夜
」
条
を
参
照
。

○
破
竹
數
節
之
下
＝
【
一
】
注
「
破
竹
數
節
之
下
」
を
参
照
。

○
龍
顔
＝
【
一
】
注
「
龍
顔
」
条
を
参
照
。

○
搢
紳
＝
【
一
】
注
「
搢
紳
」
条
を
参
照
。

○
聳
聴
＝
【
一
】
注
「
聳
聴
」
条
を
参
照
。

○
平
居
＝
【
一
】
注
「
平
居
」
条
を
参
照
。

○
宗
門
向
上
事
＝
【
一
】
注
「
宗
門
向
上
事
」
条
を
参
照
。

○
大
燈
国
師
＝
【
一
】
注
「
大
燈
国
師
」
条
を
参
照
。

○
朅
來
＝
【
一
】
注
「
朅
來
」
条
を
参
照
。

○
紫
野
＝
【
一
】
注
「
紫
野
」
条
を
参
照
。

○
籌
室
＝
【
一
】
注
「
籌
室
」
条
を
参
照
。

○
衣
鉢
＝
【
一
】
注
「
衣
鉢
」
条
を
参
照
。

○
佛
佛
授
手
、
祖
祖
相
承
＝
【
一
】
注
「
佛
佛
授
手
、
祖
祖
相
承
」
条
を
参
照
。

○
建
武
元
年
甲
戌
冬
出
家
。
時
年
三
十
九
。
屛
其
蹤
跡
者
、
殆
二
十
年
＝
『
六
祖
伝
』
と
異
な
る
「
再
販
本
」
に
特
徴
的
な
説
。

　
　

な
お
、
関
山
に
参
じ
た
際
、
授
翁
は
池
上
の
杉
庵
と
い
う
場
所
に
い
て
、
そ
こ
か
ら
妙
心
寺
に
通
参
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。『
別
考
』

に
「
今
花
園
ノ
西
ニ
池
上
村
ト
云
ア
リ
、
今
、
律
院
ア
リ
、
ソ
ノ
律
院
ノ
処
、
昔
、
杉
ノ
菴
ト
云
テ
授
翁
和
尚
、
安
居
ノ
地
ナ
リ
。
マ
ダ
妙
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心
ニ
住
持
ナ
サ
レ
ヌ
中
チ
、
杉
菴
ヨ
リ
妙
心
エ
カ
ヨ
ウ
テ
国
師
ニ
参
見
ナ
サ
レ
タ
ナ
リ
。
其
処
故
ニ
今
ニ
池
上
ノ
庄
屋
ヨ
リ
天
授
院
ニ
年
貢

ヲ
納
ム
ト
云
。
岡
崎
村
ニ
樹
下
堂
主
安
居
之
節
、
安
居
ノ
律
師
ガ
ア
ッ
テ
、
堂
主
ニ
物
語
リ
ア
リ
シ
ト
ナ
リ
」
と
あ
り
、
川
上
孤
山
師
を
は

じ
め
と
し
て
諸
師
も
ま
た
言
及
し
て
い
る
。「
解
説
」
参
照
。

　
「
池
上
」
は
旧
池
上
村
の
こ
と
。
池
上
村
は
、
か
つ
て
双
ヶ
丘
の
一
ノ
丘
東
麓
に
あ
り
、
東
に
妙
心
寺
、
西
に
双
ヶ
丘
、
西
北
に
御
室
門
前

村
、
南
に
法
金
剛
院
村
に
接
し
て
い
た
。
池
尻
村
と
称
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
。
十
世
紀
中
頃
に
仁
和
寺
の
寛
忠
僧
都
が
こ
の
地

に
池
上
寺
と
い
う
寺
院
を
建
立
し
た
と
い
う
が
、
現
在
廃
寺
。
こ
の
寺
が
、
あ
る
い
は
杉
庵
の
あ
っ
た
律
院
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

○
親
炙
誨
勵
＝
【
一
】
注
「
親
炙
誨
勵
」
条
を
参
照
。

○
一
日
於
本
有
円
成
話
…
…
上
人
今
日
大
悟
大
徹
矣
＝
【
一
】「
一
日
於
本
有
円
成
話
…
…
上
人
今
日
大
悟
大
徹
矣
」
条
を
参
照
。

○
参
詳
＝
【
一
】
注
「
参
詳
」
条
を
参
照
。

○
開
山
入
滅
。
師
繼
踵
住
持
、
爲
第
二
世
矣
＝
【
一
】
注
「
開
山
入
滅
。
師
繼
踵
住
持
、
爲
第
二
世
矣
」
条
を
参
照
。

○
嗣
師
法
者
無
因
因
和
尚
、
雲
山
峨
和
尚
、
拙
堂
朴
和
尚
。
皆
接
武
住
本
山
。
華
藏
曇
、
有
隣
徳
亦
各
旺
化
一
方
＝
【
一
】「
嗣
師
法
者
無
因

因
和
尚
…
…
亦
各
旺
化
一
方
」
条
を
参
照
。

○
闍
維
収
設
利
。
建
塔
於
正
法
山
西
頭
、
名
曰
天
授
院
＝
【
一
】
注
「
闍
維
収
設
利
。
建
塔
於
正
法
山
西
頭
、
名
曰
天
授
院
」
条
を
参
照
。



82

82（白）



臨済宗の回向文 訳注（五）

83

臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注
（
五
）

 

―
― 

飯
台
座
で
唱
え
る
偈
文 

―
― 妙

心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー 

教
学
研
究
委
員
会

　

食じ
き

堂ど
う

と
は
、
叢
林
の
衆
僧
が
食
事
を
す
る
場
所
で
あ
る
。『
無
門
関
』
第
七
則･

趙
州
洗
鉢
に
「『
叢
林
（
＝
僧
堂
）
に
入
っ

た
ば
か
り
で
す
、
ご
教
示
を
』
と
い
う
僧
に
対
し
て
、
趙
州
は
、『
朝
食
を
食
べ
た
か
』
と
訊
ね
た
。
僧
堂
に
入
っ
た
ば
か
り

の
僧
が
『
食
べ
ま
し
た
』
と
答
え
る
と
、
趙
州
は
、『
食
器
を
洗
い
に
行
き
な
さ
い
』
と
返
答
し
た
と
こ
ろ
、
僧
は
ハ
ッ
と
気

づ
い
た
（
趙
州
因
僧
問
、
某
甲
乍
入
叢
林
、
乞
師
指
示
、
州
云
、
喫
粥
了
也
未
。
僧
云
、
喫
粥
了
也
。
州
云
、
洗
鉢
盂
去
。
其
僧
有
省
）」

（T48-293c

、
柳
本
『
無
門
関
』p.171

）
と
い
う
有
名
な
話
が
あ
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
通
辯
」

条
に
「
斎
供
は
元
と
僧
堂
に
て
行
う
（
斎
供
元
行
于
僧
堂
）」（26a･T81-704c

）
と
あ
り
、『
禅
林
象
器
箋
』「
斎
堂
」
条
に
「
忠

曰
く
、『
斎
堂
は
、
即
ち
食
堂
な
り
。
食
堂
は
、
即
ち
僧
堂
な
り
。
今
の
日
本
の
黃
檗
山
の
僧
堂
、
外
に
別
に
斎
堂
を
設
く
』

と
（
忠
曰
、
斎
堂
即
食
堂
也
。
食
堂
即
僧
堂
也
。
今
日
本
黄
檗
山
僧
堂
外
別
設
斎
堂
）」（
禅
学
叢
書
本･p.77

）
と
あ
る
よ
う
に
、
無
著

道
忠
に
よ
る
と
、
日
本
の
叢
林
に
食
堂
が
別
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
黄
檗
禅
の
伝
来
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、

曹
洞
宗
で
は
、
食
堂
を
設
け
ず
、
禅
林
の
規
則
に
従
っ
て
鉢
盂
を
用
い
て
粥
飯
を
喫
す
る
行
鉢
は
、
僧
堂
（
＝
禅
堂
）
で
行
わ

れ
て
い
る
。
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さ
て
、
禅
宗
で
は
、
食
事
の
際
に
諷
経
を
行
う
。
臨
済
宗
で
は
、
通
常
、
粥
座
は
、『
般
若
心
経
』「
十
仏
名
」「
喫
粥
偈
」

「
生
飯
偈
」「
五
観
文
」「
三
匙
偈
」、
そ
し
て
、
食
事
を
挟
ん
で
、「
折
水
偈
」「
粥
畢
偈
」
を
唱
え
る
。
斎
座
は
、『
般
若
心

経
』「
十
仏
名
」「
喫
斎
偈
」「
生
飯
偈
」「
五
観
文
」「
三
匙
偈
」、
同
じ
く
食
事
を
挟
ん
で
、「
折
水
偈
」「
食
畢
偈
」
の
順
で
あ

る
。
今
回
の
訳
注
で
は
、『
般
若
心
経
』
と
「
十
仏
名
」
を
除
く
、
飯
台
座
諷
経
で
誦
ま
れ
る
偈
文
を
取
り
あ
げ
た
。

　

本
訳
注
に
お
い
て
、
底
本
は
、
天
倫
楓
隠
編
『
諸
回
向
清
規
式
』、
無
著
道
忠
著
『
小
叢
林
略
清
規
』
を
参
考
に
し
て
編
集

さ
れ
た
禅
文
化
研
究
所
編
集
発
行
『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
を
用
い
た
。
さ
ら
に
、
善
通
寺
所
蔵
本
『
諸
回
向
清

規
式
』（
国
文
学
研
究
資
料
館･

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、
禅
文
化
研
究
所
訓
註･

編
集
の
江
湖
叢
書
『
小
叢
林
略
清

規
』
所
収
の
影
印
本
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
八
一
に
収
載
の
『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
と
の
字
句
を
比
較
し
、

そ
の
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

以
下
、
閲
読
の
便
宜
上
、『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
の
原
文
の
各
段
落
ご
と
に
《　

》
で
通
し
番
号
を
付
し
、
所

作
を
含
め
た
大
ま
か
な
流
れ
の
概
要
を
記
す
。

《
1
》
喫
粥
偈

《
2
》
喫
斎
偈

《
3
》
生
飯
偈

《
4
》
五
観
文

《
5
》
三
匙
偈

《
6
》
折
水
偈
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《
7
》
粥
畢
偈

《
8
》
食
畢
偈

＊

︽
1
︾
喫
粥
偈

　

粥
座
の
時
に
、「
十
仏
名
」
に
続
け
て
「
粥
有
十
利
…
」
か
ら
誦
む
。
喫
粥
と
は
、「
粥
を
食
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
禅
院

で
は
、
朝
食
を
と
る
こ
と
。
転
じ
て
、
日
常
の
は
た
ら
き
を
い
う
（『
禅
学
』p.204

）。『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
は
、

「
十

じ
ゆ
う

声し
よ
う仏ぶ
つ（

＝
十
仏
名
。『
禅
学
』p.487

）
罷や

め
て
、
良し

ば

久ら
く

し
て
打
槌
一
下
、
首
座
施
食
す
〈
粥
に
云
く
、
粥
有
十
利
、
饒
益
行
人
、

果
報
生
天
究
竟
常
楽
。
…
已
上
、
竝み

な

声
を
引
い
て
高
く
唱
え
る
な
り
〉（
十
声
仏
罷
、
良
久
打
槌
一
下
、
首
座
施
食
〈
粥
云
、
粥
有
十

利
、
饒
益
行
人
、
果
報
生
天
、
究
竟
常
楽
。
…
已
上
、
竝
引
声
高
唱
也
〉）」（X63-525b

）
と
あ
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時

清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
喫
粥
偈
」「
喫
斎
偈
」
は
、「
呪
願
」
と
記
載
。「
正
身
合
掌
し
て
、
呪
願
の
首は

じ
めの

二
句
を
念
ず
。

尾お
わ
りの

二
句
は
声
を
発
し
て
之
れ
を
唱
え
る
な
り
（
正
身
合
掌
、
念
呪
願
首
二
句
。
尾
二
句
発
声
唱
之
）」（22b･T81-704c

）
と
あ
る
。

　

ま
た
、
一
日
二
食
の
証
し
と
し
て
、『
雲
門
広
録
』
巻
上
に
「
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
正
法
眼
』
と
。
師
云
く
、『
粥
飯

の
気
』
と
（
問
、
如
何
是
正
法
眼
。
師
云
、
粥
飯
気
）」（T47-545c
）
と
あ
る
。「
粥
飯
の
気
」
と
は
、「
朝
の
粥
と
昼
の
飯
の
匂
い
。

一
日
二
食
の
修
行
の
証
」（『
禅
語
』p.205

）。

︽
2
︾
喫
斎
偈

　

斎
座
の
時
に
、「
十
仏
名
」
に
続
け
て
「
三
徳
六
味
…
」
か
ら
誦
む
。「
斎
」
は
、
正
午
の
食
事
の
こ
と
。
朝
食
の
粥
に
対
す



86

る
昼
食
の
飯
（『
中
村
』p.448

）。『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
は
、「
十
声
仏
（
＝
十
仏
名
）
罷や

め
て
良し

ば

久ら
く

し
て
打
槌
一
下
、

首
座
施
食
す
〈
…
斎
に
云
く
、
三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
、
法
界
人
天
、
普
同
供
養
。
…
。
已
上
、
竝み

な

声
を
引
い
て
高
く
唱
え
る

な
り
〉（
十
声
仏
罷
良
久
打
槌
一
下
、
首
座
施
食
〈
…
斎
云
、
三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
、
法
界
人
天
、
普
同
供
養
。
…
已
上
竝
引
声
高
唱

也
〉）」（X63-525b

）
と
あ
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
喫
粥
偈
」
と
同
様
、「
喫
斎

偈
」
を
「
呪
願
」
と
記
載
。「
正
身
合
掌
し
て
、
呪
願
の
首は

じ
めの

二
句
を
念
ず
。
尾お

わ
りの

二
句
は
声
を
発
し
て
之
れ
を
唱
え
る
な
り

（
正
身
合
掌
、
念
呪
願
首
二
句
。
尾
二
句
発
声
唱
之
）」（22b･T81-704c

）
と
あ
る
。

︽
3
︾
生
飯
偈

　
『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
で
は
、「
生
飯
偈
」
を
誦
ん
だ
後
、「
五
観
文
」
を
誦
む
順
だ
が
、『
禅
苑
清
規
』『
小
叢

林
略
清
規
』
は
、「
五
観
文
」
を
誦
ん
だ
後
、「
生
飯
偈
」
を
念
ず
る
。『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
に
「
遍
槌
（
＝
遍

食
槌
の
こ
と
。
咒
願
了
っ
て
、
鳴
ら
す
こ
と
一ひ

と

下う
ち

す
る
も
の
。『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
三
五
）
を
候ま

ち
聞
い
て
、
合
掌
し
て
食
を

揖
し
、
次
に
「
五
観
」
を
作
す
〈
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
。
…
〉。
然
し
て
後
に
出
生
す
〈
未
だ
五
観
を
作
さ
ず
、
己
れ
が
食

分
に
非
ら
ざ
れ
ば
、
出
生
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
〉。
偈
に
云
く
、〈
汝
等
鬼
神
衆
…
〉（
候
聞
遍
槌
、
合
掌
揖
食
、
次
作
五
観
〈
一
計

功
多
少
量
彼
来
処
…
〉。
然
後
出
生
〈
未
作
五
観
非
己
食
分
、
不
得
出
生
〉。
偈
云
、〈
汝
等
鬼
神
衆
…
〉）」（X63-525c

）
と
あ
る
。

　
『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
五
観
文
」
の
後
、「
次
に
合
掌
し
て
右
手
に
刷せ

つ
（
＝
応
量
器

を
洗
う
の
に
用
い
る
板
片
。『
禅
学
』p.660

）
を
取
っ
て
左
手
に
仰ア

オ
ノけ

て
之
れ
を
拈と

り
、
右
手
〈
親
指
と
中
指
〉
を
も
っ
て
飯
を
撮ツ

マ

み
〈
七
粒
よ
り
下
ら
ず
。
七
粒
已
下
は
慳
食
と
な
す
〉、
左
掌
の
上
に
於
い
て
三
巡
し
、
刷
の
首か

し
らに

置
き
、
又
た
二に

鐼く
ん

（
＝
二

つ
の
器
）
の
間
に
安お

く
こ
と
元
の
如
し
。
合
掌
し
て
生
飯
の
偈
を
念
ず
（
次
合
掌
右
手
取
刷
仰
左
手
拈
之
、
右
手
〈
大
指
中
指
〉
撮
飯
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〈
不
下
七
粒
。
七
粒
已
下
為
慳
食
〉、
於
左
掌
上
三
巡
置
刷
首
、
又
安
二
鐼
間
如
元
。
合
掌
念
生
飯
偈
）」（22b

～23a･T81-704a

）
と
あ
る
。

︽
4
︾
五
観
文

　
『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
で
は
、「
生
飯
偈
」
に
続
け
て
「
一
つ
に
は
…
」
か
ら
誦
む
。「
五
観
」
と
は
、
僧
侶
が

食
事
に
臨
ん
で
起
こ
す
べ
き
五
つ
の
想
念
。
一
、
食
物
が
供
さ
れ
る
ま
で
の
人
々
の
労
苦
お
よ
び
施
主
の
恩
。
二
、
自
分
に
こ

れ
を
受
け
る
に
あ
た
い
す
る
徳
が
あ
る
か
ど
う
か
。
三
、
多
く
貪
ら
な
い
よ
う
に
慎
む
こ
と
。
四
、
飢
渇
を
医
す
る
良
薬
で
あ

る
こ
と
。
五
、
道
を
修
め
る
た
め
の
食
物
で
あ
る
こ
と
（『
禅
学
』p.331

）。

　
『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
に
は
、「
受
食
の
法
は
、
両
手
は
鉢
を
捧
げ
、
手
を
低
く
し
て
鉢は

つ

単た
ん

（
＝
鉢
盂
を
安
置
す
る

敷
物
で
、
一
般
に
い
う
膳
の
用
を
な
す
。『
禅
学
』p.1028

）
を
離
れ
、
鉢
を
平
に
し
て
之
れ
を
受
け
よ
。
量
に
応
じ
て
受
け
て
余
り

有
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
維
那
、
未
だ
遍つ

槌い

（
＝
遍
食
槌
）
を
白
せ
ざ
る
に
、
鉢
を
擎さ

さ

げ
て
先
に
供
養
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。

遍
槌
を
候ま

ち
聞
い
て
、
合
掌
し
食
を
揖い

つ
（
＝
叉
手
し
て
体
を
曲
げ
、
頭
を
低
く
下
げ
る
こ
と
。『
禅
学
』p.37

）
し
、
次
に
五
観
を
作

す
〈
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
…
〉（
受
食
之
法
、
両
手
捧
鉢
、
低
手
離
鉢
単
、
平
鉢
受
之
。
応
量
而
受
不
得
有
余
。
維
那
未
白
遍
槌
、
不

得
擎
鉢
先
作
供
養
。
候
聞
遍
槌
、
合
掌
揖
食
、
次
作
五
観
〈
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
…
〉）」（X63-525c

）
と
あ
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』

巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
に
は
、「
仍よ

っ
て
槌
を
鳴
ら
す
こ
と
一
下
〈
是
れ
を
遍
食
槌
と
名
づ
く
〉。
維
那
、
揖
す

れ
ば
、
衆
、
正
面
に
し
て
揖
す
〈
是
れ
を
揖
食
と
名
づ
く
〉。
維
那
は
槌つ

い

巾き
ん

（
＝
槌
砧
に
か
け
て
あ
る
ふ
く
さ
。『
禅
学
』p.872

）

を
覆
う
〈
左
袖
を
以
て
砧ち

ん
（
＝
槌
砧
。『
禅
学
』p.870

）
辺
に
近
づ
け
、
右
手
に
巾
の
上
葉
を
挾
ん
で
、
直
ち
に
砧
上
に
達
す
〉。

次
に
五
観
の
想
念
を
作
し
て
云
く
、〈
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
…
〉（
仍
鳴
槌
一
下
〈
是
名
遍
食
槌
〉。
維
那
揖
衆
正
面
而
揖
〈
是
名
揖

食
〉。
維
那
覆
槌
巾
〈
以
左
袖
近
砧
辺
、
右
手
挾
巾
上
葉
、
直
達
砧
上
〉。
次
作
五
観
想
念
云
、〈
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
…
〉）」（22b･T81-
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704a

）
と
あ
る
。「
五
観
文
」（
＝
五
観
偈
）
を
想
念
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
「
日
用
軌
範
」
条
に
は
、

「
…
作
五
観
想
念
、〈
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
…
〉」（T48-1145a

）
と
あ
る
。

︽
5
︾
三
匙
偈

　
「
五
観
文
」
に
続
け
て
、「
一
口
為
断
一
切
悪
…
」
か
ら
誦
む
。
食
事
を
始
め
る
折
、
最
初
の
三
匙
に
そ
れ
ぞ
れ
の
誓
願
を
念

じ
て
食
事
を
と
る
こ
と
。
こ
れ
を
略
し
て
、
最
初
の
一
口
に
三
匙
を
含
め
て
想
念
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
と
き
念
ず
る
偈
文

を
三
匙
［
三
口
］
偈
文
、
ま
た
、
そ
う
食
事
を
と
る
こ
と
を
三
匙
［
三
口
］
食
と
い
う
（『
禅
学
』p.394

）。『
諸
回
向
清
規
式
』

巻
五･

日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
に
「
三
匙シ

〈
三
匙
或
謂
三
口
〉
一イ

ツ

口ク

為イ

断ダ
ン

一
切
悪
。
二
口ク

為
修
一
切
善
。
三
口
為
度
諸
衆
生
。

皆カ
イ

共グ

成
仏
道
」（57b･T81-684b
～c
）
と
あ
る
。『
新
学
菩
薩
行
要
抄
』
説
浄
法
第
三
「
正
食
偈
」
条
に
「
為
断
一
切
悪
初
匙
、

為
修
一
切
善
中
匙
、
為
度
一
切
衆
後
匙
、
迴
向
大
菩
提
余
英
」（T74-781a

）
と
あ
る
。

︽
6
︾
折
水
偈

　
『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
は
、「
食
し
訖お

わ
っ
て
鉢
の
中
の
余
物
を
、
鉢
拭
を
以
て
浄
め
て
之
れ
を
食
せ
よ
。
頭
鉢

（
＝
応
量
器
『
禅
学
』p.640

）
に
水
を
受
け
て
、
次
第
に
し
て
洗
い
、
仍よ

っ
て
頭
鉢
の
内
に
於
い
て
鐼ふ

ん

子す

（
＝
応
量
器
の
内
に
重
ね

て
入
れ
る
大
小
三
個
の
器
の
総
称
。『
禅
学
』p.1103

）
を
洗
う
こ
と
得
ざ
れ
。
次
第
に
〔
頭
〕
鉢･

鐼
〔
子
〕
を
拭
い
て
極
め
て

乾
か
し
め
、
匙さ

じ･

筯は
し

は
洗
い
拭
い
て
袋
の
內
に
盛い

れ
よ
。
鉢
の
水
の
余
を
牀
の
下
に
瀝し

た
たら

す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
鉢
の
水
を
棄
つ

る
真
言
に
曰
く
、『
唵
摩
休
羅
細
莎
訶
』（
食
訖
鉢
中
余
物
以
鉢
拭
浄
而
食
之
。
頭
鉢
受
水
、
次
第
而
洗
、
仍
不
得
於
頭
鉢
內
洗
鐼
子
。
次

第
拭
鉢
鐼
令
極
乾
、
匙
筯
洗
拭
盛
袋
內
。
鉢
水
之
余
不
得
瀝
牀
下
。
棄
鉢
水
真
言
曰
、
唵
摩
休
羅
細
莎
訶
）」（X63-526a

）
と
あ
り
、『
小
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叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
次
に
折
水
桶
を
進
む
。
或
し
飲
み
尽
く
す
べ
か
ら
ざ
る
と
き
は
、

則
ち
合
掌
し
て
偈
を
念
ず
、〈
我
此
洗
鉢
水
、
如
天
甘
露
味
、
施
与
鬼
神
衆
、
悉
令
得
飽
満
、
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
〉
と
。
遂か

く

し
て
之
れ
を
折
し
て
〈
捨
上
清
を
捨
つ
る
な
り
〉
滓に

ご

濁り

を
飲
む
。
滓に

ご

濁り

を
捨
つ
れ
ば
罪
を
得
る
〈
天
台
の
志
逢
、
鉢
水
を
捨
て

て
福
を
損
す
〉（
次
進
折
水
桶
。
或
不
可
飲
尽
則
合
掌
念
偈
、〈
我
此
洗
鉢
水
、
如
天
甘
露
味
、
施
与
鬼
神
衆
、
悉
令
得
飽
満
、
唵
摩
休
羅
細

娑
婆
訶
〉。
遂
折
之
〈
捨
上
清
也
〉
飲
滓
濁
。
捨
滓
濁
得
罪
〈
天
台
志
逢
、
捨
鉢
水
損
福
〉）」（24b･T81-704b

～c

）
と
あ
る
。

　
『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
「
日
用
軌
範
」
条
は
、「
折
水
は
偈
を
想
念
し
て
云
う
、〈
我
此
洗
鉢
水
…
〉（
折
水
想
念
偈
云
、〈
我

此
洗
鉢
水
…
〉）」（T48-1145b
）
と
あ
る
。

︽
7
︾
粥
畢
偈

　

粥
座
に
お
い
て
、「
折
水
偈
」
の
後
に
、「
粥
畢
偈
」
を
誦
む
。『
新
学
菩
薩
行
要
抄
』
説
浄
法
第
三
「
正
食
偈
」
条
に
「
食

訖
偈
〈
粥
の
時
は
小
食
と
云
う
〉。
若
し
食
を
飯く

ら
い
已
れ
ば
、
当
に
願
う
べ
し
、『
衆
生
所
作
皆
な
辨
じ
、
諸
も
ろ
の
仏
法
を

具そ
な

え
ん
こ
と
を
』
と
（
食
訖
偈
〈
粥
時
云
小
食
〉。
若
飯
食
已
、
当
願
衆
生
、
所
作
皆
辨
、
具
諸
仏
法
）」（T74-781a

）
と
あ
る
。

︽
8
︾
食
畢
偈

　

斎
座
に
お
い
て
、「
折
水
偈
」
の
後
に
「
食
畢
偈
」
を
誦
む
。『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
に
は
、「
鉢
の
水
を
棄
つ

る
真
言
に
曰
く
、『
唵
摩
休
羅
細
莎
訶
』
と
。
頭
鉢
以
下
、
両
手
の
大
指
を
以
て
拼あ

わ

せ
て
鉢
の
内
に
安お

く
。
左
の
手
を
仰あ

お

げ
て

鉢
を
把
っ
て
、
帕は

く

複ふ
く

（
＝
ふ
く
さ
。『
禅
学
』p.1016

）
の
中
心
に
取
り
安お

く
。
右
の
手
を
覆

う
つ
ぶ
せて

身
に
近
き
単
（
＝
鉢は

つ

単た
ん

）
の
縁
を

把
っ
て
鉢
盂
の
上
に
蓋
い
、
両
手
に
て
単
（
＝
鉢は

つ

単た
ん

）
を
畳た

た

ん
で
鉢
の
口
に
安お

く
。
次
に
身
に
向
え
る
帕は

つ

角か
く

（
＝
応
量
器
を
覆
い
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つ
つ
む
布
。『
禅
学
』p.1025

）
を
以
て
鉢
の
上
に
覆
い
、
又
た
牀
縁
（
＝
坐
牀
の
縁へ

り

）
に
垂
れ
た
る
帕
角
を
以
て
身
に
向
け
て
之

れ
を
覆
い
、
然
し
て
後
に
浄

じ
よ
う

巾き
ん

（
＝
喫
食
の
際
に
膝
を
覆
っ
て
袈
裟
の
よ
ご
れ
る
を
防
ぐ
蓋
膝
布
。『
中
村
』p.752

）
を
畳
み
、
兼
ね

て
匙し

筯じ
よ

袋た
い

（
＝
匙･

筯
を
入
れ
る
袋
。『
中
村
』p.546

）・
鉢は

つ

刷せ
つ

（
＝
禅
院
で
、
食
事
の
時
に
使
う
、
へ
ら
状
の
も
の
。
略
し
て
刷
と
も
い
う
。

斎
時
に
は
、
生
飯
を
の
せ
、
喫
粥
飯
の
後
に
は
、
鉢
の
中
の
残
屑
を
取
り
除
い
て
き
れ
に
い
に
し
、
鉢
器
を
洗
う
な
ど
に
用
い
る
。『
中
村
』

p.1111

）
を
帕
（
＝
ふ
く
さ
。『
大
漢
和
』
巻
四･p.419

）
の
上
に
在お

い
て
、
鉢は

つ

拭し
き

（
＝
鉢
を
拭
く
布
巾
。『
中
村
』p.1111

）
を
以
て
之

れ
を
覆
う
。
鉢
盂
を
複つ

つ

み
訖
わ
っ
て
、
下あ

堂ど
う

（
＝
食
事
が
終
わ
っ
て
僧
堂
よ
り
退
出
す
る
こ
と
。『
禅
学
』p.7

）
の
槌
を
聞
い
て
、
食

訖
の
偈
を
念
じ
よ
〈
飯
食
訖
已
色
力
充
…
〉（
棄
鉢
水
真
言
曰
、
唵
摩
休
羅
細
莎
訶
。
頭
鉢
以
下
、
以
両
手
大
指
拼
安
鉢
內
。
仰
左
手
把

鉢
取
安
帕
複
中
心
。
覆
右
手
把
近
身
単
縁
蓋
鉢
盂
上
、
両
手
畳
単
安
鉢
口
。
次
以
向
身
帕
角
覆
鉢
上
、
又
以
垂
牀
縁
帕
角
向
身
覆
之
、
然
後
畳

浄
巾
、
兼
匙
筯
袋
鉢
刷
在
帕
上
、
以
鉢
拭
覆
之
。
複
鉢
盂
訖
、
聞
下
堂
槌
、
念
食
訖
偈
〈
飯
食
訖
已
色
力
充
…
〉）」（X63-526a

）
と
あ
り
、

ま
た
、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･
臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
に
は
、「
次
に
洗
鉢
の
湯
を
進
む
れ
ば
〈
或
い
は
刷
を
応
器

に
入
れ
て
刷
を
以
て
匙
を
洗
う
こ
と
は
非
な
り
。『
日
用
執
範
』
に
云
く
、『
頭
鉢
の
内
に
匙
筯
并
び
に
鐼
子
（
＝
応
量
器
の
中

に
あ
る
小
中
大
の
三
つ
の
器
を
総
称
し
た
も
の
。『
小
叢
林
略
清
規
』p.100

註
記
）
を
洗
う
こ
と
を
得
ざ
れ
』
と
〔『
勅
修
百
丈
清
規
』

巻
六
「
日
用
軌
範
」（T48-1145b

）〕〉、
応
器
に
之
れ
を
承う

く
る
こ
と
飯
の
法
の
如
く
し
、
復
た
匙
を
以
て
揩

こ
す
り

洗洗
い

し
、
湯
と
匙
と

与と
も

に
大
鐼
に
移
し
て
応
器
を
拭
う
〈
二
手
半
〉。
器
内･
器
底
拭ぬ

ぐ

う
こ
と
遍
く
し
て
、
拭
巾
（
＝
鉢
巾
。
鉢
を
拭
う
布
巾
。『
小
叢

林
略
清
規
』p.100

註
記
）
を
器
内
に
入
れ
て
楪て

つ
（
＝
鉢
楪
。
展
鉢
の
時
、
応
量
器
を
置
く
台
皿
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
応
量
器
に
は
糸
底

が
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
支
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
小
さ
い
小
皿
。
鐼
子
の
中
の
第
四
鐼
が
こ
れ
に
当
て
ら
れ
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』p.101

註
記
）
の
上
に
安お

く
。
次
に
刷
を
大
鐼
に
入
れ
、
匙
を
以
て
刷
を
揩こ

す

り
、
復
た
刷
を
も
っ
て
匙
を
揩
り
、
先
ず
匙
を
拭
い
、
袋

に
収
め
、
次
に
刷
を
も
っ
て
筯
を
揩こ

す

り
、
拭
い
収
む
。
次
に
左
手
に
大
鐼
を
擎さ

さ

げ
て
、
右
手
に
て
中
鐼
を
大
鐼
の
位
に
移
定
し
、
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大
鐼
の
湯
を
刷
と
与と

も

に
〈
右
手
に
刷
を
取
る
〉、
中
鐼
に
移
し
、
大
鐼
を
中
鐼
の
内
に
側そ

ば
たて

入
れ
、
輪め

ぐ

ら
し
洗
い
〈
内
よ
り
外

に
転ま

わ

す
〉、
刷
を
以
て
内
外
を
揩
り
羹
滓
を
去と

り
、
乃
ち
滴し

ず
くを

尽
く
し
て
拭
い
、
復
た
拭
巾
を
入
れ
て
、
両
手
の
大
指
を
以
て

迸ほ
う

定じ
よ
う（

＝
指
の
腹
に
力
を
為
し
て
、
直
下
に
累
ね
入
る
。『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
五
三
）
し
て
応
器
の
内
に
安お

く
。
次
に
中
鐼
を

擎
げ
て
小
鐼
を
中
鐼
の
位
に
移
し
、
中
鐼
を
洗
う
こ
と
前
の
如
し
。
中
鐼
を
応
器
の
内
に
安
く
こ
と
前
の
如
し
。
次
に
刷
を
拭

い
、
袋
に
収
め
、
袋
を
以
て
暫
く
案

は
ん
だ
いの

右
の
単
外
（
＝
鉢
単
の
外
。『
小
叢
林
略
清
規
』p.105

註
記
）
に
安お

き
、
次
に
右
手
に
小
鐼

を
取
り
、
左
手
に
て
擎
げ
、
或
し
単
（
＝
鉢
単
）
沾ぬ

れ

れ
ば
、
則
ち
右
手
に
て
浄
巾
（
＝
蓋
膝
巾･

膝
巾
と
も
。
行
鉢
の
時
、
膝
に
か

け
て
粥
や
汁
で
袈
裟
を
汚
さ
な
い
た
め
に
用
い
る
布
。『
小
叢
林
略
清
規
』p.100

註
記
）
を
以
て
圧お

さ
え
拭
い
、
却
っ
て
単
（
＝
鉢
単
）

の
分
折
す
る
処
の
右
角
を
取
っ
て
之
れ
を
摺た

た

み
、
小
鐼
を
其
の
上
に
安
く
。
折
水
桶
来
た
れ
ば
、
小
鐼
の
湯
を
翻
し
〈
或
し
猶

お
飯
屑
有
ら
ば
、
則
ち
水
を
折す

て
余
濁
を
飲
め
〉、
拭ぬ

ぐ

っ
て
応
器
の
内
に
安お

き
、
次
に
拭
巾
を
摺た

た

ん
で
小
な
ら
し
め
、
暫
く
案

は
ん
だ
い

右
の
匙
袋
の
上
に
安
き
、
次
に
単
（
＝
鉢
単
）
を
応
器
の
上
に
安
き
、
之
れ
を
正
中
に
移
し
、
先
ず
身
に
向
か
う
袱
角
（
＝
袱つ

つ
みの

角
）
を
覆
い
、
次
に
外
に
向
か
う
袱
角
（
＝
袱つ

つ
みの

角
）
を
覆
う
。
次
に
浄
巾
、
次
に
匙
筯
袋
、
次
に
拭
巾
〈
案

は
ん
だ
い右

に
匙
袋
は
拭

巾
と
共
に
取
っ
て
浄
巾
の
上
に
安
き
、
拭
巾
を
展ひ

ろ

げ
て
匙
袋
を
蓋お

お

う
〉、
累か

さ

ね
了
っ
て
袱つ

つ
みを

結
び
〈
両
の
袱
角
並
に
右
に
向
か

う
〉、
合
掌
し
て
〈
或
い
は
鉢
を
頂
く
は
非
な
り
〉。
食
畢
の
偈
を
想
念
す
〈
飯
食
已
訖
色
力
充
、
…
〉（
次
進
洗
鉢
湯
〈
或
入
刷

応
器
、
以
刷
洗
匙
者
非
也
。
日
用
執
範
云
、
不
得
頭
鉢
内
洗
匙
筯
并
鐼
子
〉、
応
器
承
之
如
飯
法
、
復
以
匙
揩
洗
、
湯
与
匙
移
大
鐼
而
拭
応
器

〈
二
手
半
〉。
器
内
器
底
拭
遍
、
入
拭
巾
器
内
而
安
楪
上
。
次
入
刷
大
鐼
以
匙
揩
刷
、
復
刷
揩
匙
、
先
拭
匙
収
袋
、
次
刷
揩
筯
拭
收
。
次
左
手
擎

大
鐼
、
右
手
移
定
中
鐼
於
大
鐼
位
、
大
鐼
湯
与
刷
〈
右
手
取
刷
〉、
移
中
鐼
、
側
入
大
鐼
於
中
鐼
内
、
輪
洗
〈
自
内
転
〉
以
刷
揩
内
外
去
羹
滓
、

乃
尽
滴
拭
、
復
入
拭
巾
而
以
両
手
大
指
迸
定
安
応
器
内
。
次
擎
中
鐼
移
小
鐼
於
中
鐼
位
、
洗
中
鐼
如
前
。
安
中
鐼
応
器
内
如
前
。
次
拭
刷
、
収

袋
、
以
袋
暫
安
案
右
単
外
、
次
右
手
取
小
鐼
、
左
手
擎
、
或
単
沾
則
右
手
以
浄
巾
圧
拭
、
却
取
単
分
折
処
右
角
摺
之
、
安
小
鐼
其
上
。
折
水
桶
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来
、
翻
小
鐼
湯
〈
或
猶
有
飯
屑
則
折
水
飲
余
濁
〉、
拭
而
安
応
器
内
、
次
摺
拭
巾
令
小
、
暫
安
案
右
匙
袋
上
、
次
安
単
応
器
上
、
移
之
正
中
、

先
覆
向
身
袱
角
、
次
覆
向
外
袱
角
。
次
浄
巾
、
次
匙
筯
袋
、
次
拭
巾
〈
案
右
匙
袋
共
拭
巾
取
安
浄
巾
上
、
展
拭
巾
蓋
匙
袋
〉、
累
了
結
袱
〈
両

袱
角
並
向
右
〉、
合
掌
〈
或
頂
鉢
非
〉。
想
念
食
畢
偈
、〈
飯
食
已
訖
色
力
充
…
〉）」（24a

～b･T81-704b

～c

）
と
あ
る
。

　

食
畢
偈
の
「
飯
食
訖
已
色
力
充
」
は
、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
は
、「
飯
食
已
訖
色
力
充
」
に
作
る
。

　
『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
「
日
用
軌
範
」
条
に
は
「
鉢
を
収
む
る
に
は
、
両
手
の
大
指
を
以
て
、
迸
定
し
て
次
第
に
し
て
入

れ
複か

さ

ぬ
。
畢
っ
て
合
掌
し
て
食
畢
の
偈
を
想
念
し
て
云
う
、〈
飯
食
已
訖
色
力
充
…
〉（
収
鉢
以
両
手
大
指
、
迸
定
次
第
而
入
複
。

畢
合
掌
想
念
食
畢
偈
云
、〈
飯
食
已
訖
色
力
充
…
〉）」（T48-1145b

）
と
あ
る
。

︽
凡
　
例
︾

〇
本
訳
注
で
取
り
上
げ
た
飯
台
座
関
係
の
偈
文
は
、
禅
文
化
研
究
所
編
集
『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』（
禅
文
化
研
究
所･

二
〇
一
七

年
）
に
拠
っ
た
。

〇
善
通
寺
所
蔵
本
『
諸
回
向
清
規
式
』（
国
文
学
研
究
資
料
館･

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、
禅
文
化
研
究
所
訓
註･

編
集
の
江
湖

叢
書
『
小
叢
林
略
清
規
』
所
収
の
影
印
本
と
の
字
句
を
比
較
し
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

〇
『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
は
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
八
一
に
収
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
偈
文
の
冒
頭
に
該
当
す
る
頁
数

･

段
数
を
表
記
し
た
。

〇
原
文･

校
記･

書
き
下
し
文･

口
語
訳･

語
注
の
順
に
並
べ
た
。

○
原
文
は
原
則
と
し
て
、
当
用
漢
字
を
用
い
た
。

○
書
き
下
し
文
は
現
代
仮
名
遣
い
と
し
た
。

○
口
語
訳
は
、
意
味
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
原
文
に
無
い
言
葉
を
適
宜
補
っ
た
が
、
付
加
し
た
部
分
は
〔　

〕
で
括
っ
た
。
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○
経
典
名
は
、
正
式
名
称
が
長
く
な
る
場
合
は
、
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
略
称
を
用
い
た
（
例
え
ば
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
八
十
巻
は
、
八

十
巻
本
『
華
厳
経
』。『
大
般
涅
槃
経
』
三
十
六
巻
は
、
南
本
『
大
般
涅
槃
経
』
と
表
記
し
た
）。

○
引
用
書
の
表
記
の
う
ち
、『
大
日
本
続
蔵
経
』（
卍
続
経
）
は
「
Ｚ
」、『
新
版　

大
日
本
続
蔵
経
』
は
「
Ｘ
」、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
「
Ｔ
」、

『
嘉
興
大
蔵
経
』
は
「
Ｊ
」
の
略
号
を
用
い
た
。
ま
た
「
Ｚ
」「
Ｘ
」「
Ｔ
」「
Ｊ
」
の
次
の
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
通
冊
数
を
示
し
、「-

」
を
挟

ん
で
ペ
ー
ジ
の
数
字
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
数
の
次
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、「
Ｘ
」
の
場
合
「
ａ
」
は
「
上
段
」、「
ｂ
」
は
「
中

段
」、「
ｃ
」
は
「
下
段
」
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
（
例
え
ば
、「X63-97c

」
は
「『
新
版
本
続
蔵
経
』
第
六
三
冊
、
九
七
頁
、
下
段
」
を
、

「T51-65b

」
は
「『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
一
冊
、
六
五
頁
、
中
段
」
を
指
す
）。

○
語
注
で
使
用
し
た
辞
書
類
の
略
号
は
次
の
通
り
。

　
『
漢
語
』
…
…
…
『
漢
語
大
詞
典
』（
上
海
辞
書
出
版
社
）

　
『
大
漢
和
』
…
… 

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）

　
『
漢
辞
海
』
…
…
『
漢
辞
海
』
第
三
版
（
三
省
堂
）

　
『
中
日
』
…
…
… 

愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
『
中
日
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）

　
『
仏
光
』
…
…
…
『
仏
光
大
辞
典
』（
仏
光
出
版
社
）

　
『
中
村
』
…
…
… 

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
）

　
『
望
月
』
…
…
… 

望
月
信
亨
『
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）

　
『
禅
学
』
…
…
… 

駒
澤
大
学
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）

　
『
禅
語
』
…
…
… 

入
矢
義
高
監
修･

古
賀
英
彦
編
著
『
禅
語
辞
典
』（
思
文
閣
出
版
）

○
無
著
道
忠
『
禅
林
象
器
箋
』
は
、
柳
田
聖
山
「
禅
学
叢
書
」（
中
文
出
版
社
）
を
使
用
し
、「
禅
学
叢
書
本
」
と
表
記
し
た
。

〇
無
著
道
忠
『
百
丈
清
規
左
觽
』
は
、（『
電
子
達
磨
』・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
）
を
使
用
し
た
。

〇
義
堂
周
信
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
は
、
日
文
研
所
蔵
近
世
写
本
『
空
華
老
師
日
用
工
夫
略
集
』（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー･

中
世
禅
籍

テ
ク
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
使
用
し
、「
日
文
研
本
」
と
表
記
し
た
。
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〇
虎
関
師
錬
『
濟
北
集
』
は
、
正
伝
永
源
院
本
『
濟
北
集
』（『
電
子
達
磨
』・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
）
を
使
用
し
、「
正
伝
永
源
院
本
」

と
表
記
し
た
。

〇
『
無
門
関
』
は
、『
新
国
訳
大
蔵
経
』
中
国
撰
述
部 1-6

所
収
、
柳
幹
康
訳
注
『
無
門
関
』
を
使
用
し
、
柳
本
『
無
門
関
』
と
表
記
し
た
。

︽
1
︾
喫 

粥
）
1
（ 
偈（『

諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
施
粥
偈
」58a

～b･T81-684c

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
「
呪
願
」22b･T81-704a

、『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
一
巻･p.181

）

粥
（
（
（

有
十

（
（
（

利
、
饒
益
行
人
。
果
報
無
辺
、
究

（
（
（

竟
常
楽（
一
）。

（
一
）
粥
有
十
利
…
究
竟
常
楽
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
は
、「
施
粥
偈　

粥シ
ウ

有イ
ウ

十ジ

利リ　

饒ニ
ヨ
ウ益イ

行ア
ン

人ジ
ン　

果コ

報ホ
ウ

無ブ

辺ヘ
ン　

究キ
ウ

竟キ
ン

常ジ
ヤ
ウ楽ラ

」（58a

～b･T81-684c

）
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
「
喫
粥
偈
」「
喫

斎
偈
」
を
「
呪
願
」
と
し
て
を
記
載
。「
正
身
合
掌
し
て
、
呪
願
の
首は

じ
めの

二
句
を
念
ず
。
尾お

わ
りの

二
句
は
声
を
発
し
て
之
れ
を
唱
え
る
な
り

（
正
身
合
掌
、
念
呪
願
首
二
句
。
尾
二
句
発
声
唱
之
）」（22b･T81-704c

）
と
あ
る
。

＊

粥
に
十
利
有
り
、
行
人
を
饒

に
よ
う

益や
く

す
。
果
報
は
無
辺
に
し
て
、
究
竟
し
て
常
楽
な
ら
ん
。

＊
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粥
に
は
十
種
の
利り

益や
く

が
具そ

な

わ
っ
て
お
り
、
修
行
者
に
恵
み
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
果
報
に
は
限
り
が
な
く
、
常
住
不
変
の

安
楽
な
境
地
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

＊

（
1
）	
粥
＝
小
食
と
も
い
う
。
字
を
書
い
て
も
形
を
な
さ
な
い
ほ
ど
の
軟
ら
か
さ
の
も
の
を
正
規
と
し
、斎
食
以
外
に
用
い
ら
れ
る
（『
中

村
』p.184
）。
粥
に
つ
い
て
、『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
中
食
」
条
「
粥
」
条
に
、「
亦
、
不
正
食
の
摂か

わ
り
な
り
。
○
僧
祇
律
に
云
う
、

『
粥
と
は
釜
を
出
で
、
飦か

ゆ

の
字
を
成
さ
ざ
る
を
始
め
て
不
正
食
と
名
づ
く
』
と
。
○
増
輝
記
に
云
う
、『
小
食
と
は
粥
是
れ
な
り
』
と
。

五
部
の
律
文
を
読
む
に
、
粥
の
縁
起
に
三
有
り
。
初
め
は
僧
祇
律
に
云
く
、『
仏
は
舍
衛
国
に
住
し
た
ま
う
。
難な

ん

陀だ

の
母
、
釜
に
飦か

ゆ

を
作
ら
し
め
、
逼せ

ま

っ
て
上
汁
を
自み

ず
から

飲
む
に
、
身
中
の
風
除
き
、
食
の
消
す
る
を
覚
え
、
便
ち
念
を
作
す
。
闍じ

や

梨り

は
是
れ
一
食
の
人
、

応ま

当さ

に
粥
を
食
し
た
ま
う
べ
し
』
と
。
乃
ち
水
を
多
く
し
米
を
少
な
く
し
て
、
二
分
を
煎
去
し
、
然
る
後
、
胡
椒
、
蓽ひ

撥ば
つ

（
＝
薬
草

の
名
。『
大
漢
和
』
巻
九･p.864
）
を
入
れ
、
未
だ
甖か

め

に
盛
満
せ
ず
し
て
、
持
っ
て
仏
所
に
詣
り
、
白
し
て
言
く
、『
唯
だ
願
わ
く

は
世
尊
、
諸
比
丘
の
食
粥
を
す
る
を
聴ゆ

る

し
た
ま
え
』
と
。
仏
許
し
て
仍
ち
為
に
偈
を
説
き
た
ま
う
。
○
次
に
四
分
律
に
云
く
、『
仏
、

那
頻
頭
国
（
＝
未
詳
）
に
在
り
て
、
㝹
沙
（
＝「
比
丘
」
の
意
か
）
は
粥
を
施
す
に
因
り
仏
は
之
れ
を
許
し
た
ま
え
』
と
。
○
後
に

十
誦
律
に
云
く
、『
婆
羅
門
王
の
阿
耆
達
（
＝
阿
耆
達
婆
羅
門
達
）
は
、
八
般種

類

の
粥
を
施
す
。
謂
え
ら
く
、
乳･

酪
（
＝
牛･

羊･

馬
な
ど
の
乳
で
作
っ
た
飲
料
。『
漢
辞
海
』p.1450
）・
胡
麻･

豆･

摩ま

沙し
や

〔
豆ず

〕（
＝
そ
ら
豆
。『
中
村
』p.1279

）・
荏え

ご
ま（『

漢
辞

海
』p.1202

）、
蘇
（
＝
紫シ

蘇ソ

。『
漢
辞
海
』p.1239
）
な
ど
。
仏
は
之
れ
を
許
す
』
と
（
亦
不
正
食
摂
。
○
僧
祇
律
云
、
粥
出
釜
飦

不
成
字
始
名
不
正
食
○
増
輝
記
云
、
小
食
者
粥
是
。
読
五
部
律
文
、
粥
之
縁
起
有
三
。
初
僧
祇
律
云
、
仏
住
舍
衛
国
。
難
陀
母
令
作

釜
飦
、
逼
上
汁
自
飲
、
覚
身
中
風
除
食
消
、
便
作
念
。
闍
梨
是
一
食
人
、
応
当
食
粥
。
乃
取
多
水
少
米
煎
去
二
分
、
然
後
入
胡
椒
蓽

撥
、
未
盛
満
甖
、
持
詣
仏
所
白
言
、
唯
願
世
尊
聴
諸
比
丘
食
粥
。
仏
許
仍
為
説
偈
○
次
四
分
律
云
、
仏
在
那
頻
頭
国
、
因
㝹
沙
施
粥

仏
許
之
○
後
十
誦
律
云
、
婆
羅
門
王
阿
耆
達
、
施
八
般
粥
。
謂
乳
酪
胡
麻
豆
摩
沙
荏
蘇
等
。
仏
許
之
）」（T54-274a

～b

）
と
あ
る
。

		


『
釈
氏
要
覧
』
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
関
す
る
引
用
は
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
二
九
「
明
雑
誦
跋
渠
法
之
七
」
条
に
、「
粥
法
と
は
、
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仏
、
舍
衛
城
に
住
む
。
時
に
城
內
の
難な

ん

陀だ

（
＝
釈
尊
の
異
母
弟
。『
中
村
』p.1038

）
の
母
、
憂
婆
斯
荼
羅
母
は
、
半
月
中
に
三
た

び
布
薩
を
受
く
。
八
日
、
十
四
日
、
十
五
日
な
り
。
布
薩
日
は
食
を
作
り
、
先
に
比
丘
に
飯
し
て
後
に
自み

ず
から

食
す
。
明
日
に
至
り
て

復
た
布
薩
の
食
を
作
ら
ん
と
、
釜
、
飯
を
作
る
に
上
に
逼せ

ま

る
飯
汁
を
自み

ず
から

飲
み
て
、
即
ち
身
中
の
內
、
風
除
、
宿
食
、
消
え
る
を
覚

え
、
飢
え
を
覚
え
て
食
を
須も

ち

い
て
是
れ
念
を
作
す
。『
阿
闍
梨
は
是
れ
一
食
の
人
な
れ
ば
、
応ま

当さ

に
粥
を
須も

ち

う
べ
し
』
と
。
多
水
を

取
り
て
少
米
を
著も

ち

い
、
合
煎
し
て
両
分
を
去
り
、
然
る
後
に
胡
椒
、
蓽ひ

つ

茇ぱ
つ

を
內い

れ
、
粥
熟
し
已
る
に
甕
に
盛
満
し
て
、
持
し
て
祇
洹

精
舍
に
詣い

た

り
、
至
り
已
り
て
仏
足
を
稽
首
し
て
、
却し

り
ぞい

て
一
面
に
住
し
て
白
し
て
仏
に
言
う
、『
唯
、
願
わ
く
は
世
尊
、
諸
も
ろ
の

比
丘
に
粥
を
食
せ
ん
こ
と
聴
し
た
も
う
』
と
。
仏
言
う
、『
今
日
従
り
後
、
粥
を
食
す
る
こ
と
を
聴ゆ

る

す
』
と
。
其
の
日
、
檀
越
有
り

て
精
舍
中
に
僧
に
飯
ら
わ
す
。
諸
比
丘
、
心
に
疑
を
生
じ
、『
世
尊
の
制
戒
、
処
処
食
す
る
を
得
ず
。
我
等
云
何
が
作さ

浄じ
よ
うし

て
（=

法
に
か
な
っ
た
や
り
方
で
『
中
村
』p.438

）
食
す
る
を
得
る
や
』
と
。
仏
言
く
、『
若
し
粥
に
し
て
初
め
て
釜
よ
り
出
す
に
、
画
い

て
字
を
成
さ
ざ
る
は
、
是
れ
処
処
食
に
非
ら
ず
、
別
衆
食
に
非
ら
ず
、
満
足
食
に
非
ら
ず
。
若
し
粥
に
し
て
、
初
め
て
釜
よ
り
出
で
、

画
い
て
字
を
成
す
は
、
処
処
食
と
名
づ
け
、
亦
た
別
衆
食
、
満
足
食
と
名
づ
く
な
り
』
と
。
爾
の
時
、
世
尊
、
偈
を
説
い
て
呪
願
す

（
粥
法
者
、
仏
住
舍
衛
城
。
時
城
內
難
陀
母
、
憂
婆
斯
荼
羅
母
、
半
月
中
三
受
布
薩
。
八
日
、
十
四
日
、
十
五
日
。
布
薩
日
作
食
、

先
飯
比
丘
後
自
食
。
至
明
日
復
作
布
薩
食
、
作
釜
飯
逼
上
飯
汁
自
飲
、
即
覚
身
中
內
風
除
宿
食
消
、
覚
飢
須
食
作
是
念
。
阿
闍
梨
是

一
食
人
、
応
当
須
粥
。
取
多
水
著
少
米
、
合
煎
去
両
分
、
然
後
内
胡
椒
、
蓽
茇
、
粥
熟
已
盛
満
甕
、
持
詣
祇
洹
精
舍
、
至
已
稽
首
仏

足
、
却
住
一
面
白
仏
言
、
唯
願
世
尊
聴
諸
比
丘
食
粥
。
仏
言
、
従
今
日
後
聴
食
粥
。
其
日
有
檀
越
、
精
舍
中
飯
僧
。
諸
比
丘
心
生
疑
、

世
尊
制
戒
、
不
得
処
処
食
。
我
等
云
何
作
浄
得
食
。
仏
言
、
若
粥
初
出
釜
、
描
不
成
字
者
、
是
非
処
処
食
、
非
別
衆
食
、
非
満
足
食
。

若
粥
初
出
釜
、
画
成
字
者
、
名
処
処
食
、
亦
名
別
衆
食
、
満
足
食
。
爾
時
世
尊
説
偈
呪
願
）」（T22-462c

）
と
あ
る
。
不
正
食
に
つ

い
て
、『
釈
氏
要
覧
』
で
は
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
か
ら
の
引
用
で
、「
粥
と
は
釜
を
出
で
、
飦か

ゆ

の
字
を
成
さ
ざ
る
を
始
め
て
不
正
食
と

名
づ
く
（
僧
祇
律
云
、
粥
出
釜
飦
不
成
字
。
始
名
不
正
食
）」（T54-274a
）
と
あ
る
が
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
、
そ
の
ま
ま
の
文
章

は
な
く
、「
非
満
足
食
（
満
足
食
に
非
ら
ず
）」
と
あ
る
。「
飦
」
は
、
濃
い
粥
の
意
。「
饘
粥
」
は
、
か
ゆ
の
意
。
ま
た
は
濃
い
か
ゆ

と
薄
い
か
ゆ
。「
飦
」
と
「
饘
」
は
同
義
（『
漢
辞
海
』p.1583

）。
ま
た
、「
不
正
食
」
に
つ
い
て
、『
禅
林
象
器
箋
』「
粥
」
条
に
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「
忠
曰
く
、『
寄
帰
伝
、
四
分
律
等
に
依
る
に
、
五
噉
食
と
は
、
飯
、
麥
豆
飯
（
＝
麥
飯
豆
羹
飯
か
。
麦
飯
と
豆
の
あ
え
も
の
。『
大

漢
和
』
巻
一
二･p.929

）、麨し
よ
う（

＝
米
や
麦
を
炒
っ
た
後
で
、粉
に
し
や
乾
燥
食
品
。
麦
こ
が
し
。
は
っ
た
い
。『
漢
辞
海
』p.1633

）、

肉
、
餅
を
謂
う
。
此
れ
を
正
食
と
為
す
。
五
嚼
食
は
、
根
、
茎
、
葉
、
華
、
果
を
謂
う
。
此
れ
を
不
正
食
と
為
す
』
と
（
忠
曰
、
依

寄
帰
伝
、
四
分
律
等
、
五
噉
食
、
謂
飯
、
麥
豆
飯
、
麨
、
肉
、
餅
。
此
為
正
食
。
五
嚼
食
、
謂
根
、
茎
、
葉
、
華
、
果
、
此
為
不
正

食
）」（
禅
学
叢
書
本･p.661

）
と
あ
る
。

		


比
丘
の
五
種
の
食
用
と
さ
れ
る
も
の
に
、
半は

ん

者し
や

蒲ほ

膳ぜ
ん

尼に

と
、
半は

ん

者し
や

珂か

但た
ん

尼に

が
あ
る
。『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
巻
一
「
九
受
斎
軌

則
」
条
に
、「
律
に
半
者
蒲
膳
尼
、
半
者
珂
但
尼
と
云
う
こ
と
あ
り
。
蒲
膳
尼
と
は
、
含
噉
（
＝
食
べ
物
を
口
の
中
に
含
み
、「
噉た

ん

」

は
、
食
ら
わ
す
の
意
。『
新
辞
海
』p.264

）
を
以
て
義
と
為
し
、
珂
但
尼
と
は
即
ち
齧
嚼
（
＝
嚼

し
や
く

齧げ
つ

は
、
歯
で
か
む
。『
新
辞
海
』

p.281

）
に
て
名
を
受
く
。
半
者
は
五
を
謂
う
な
り
。
半
者
蒲
膳
尼
と
は
、
応
に
訳
し
て
五
噉
食
と
為
す
べ
し
。
旧
に
五
正
と
云
う

は
、
義
に
准
じ
て
翻
す
る
な
り
。
一
に
は
飯
、
二
に
は
麥
豆
飯
、
三
に
は
麨
、
四
に
は
肉
、
五
に
は
餅
な
り
。
半
者
珂
但
尼
と
は
、

応
に
五
嚼
食
と
為
す
べ
し
。
一
に
は
根
、
二
に
は
茎
、
三
に
は
葉
、
四
に
は
花
、
五
に
は
果
な
り
。
其
の
縁
無
き
者
は
、
若
し
初は

じ
めの

五
を
食
さ
ば
、
後
の
五
は
必
ず
合ま

さ

に
飡さ

ん

す
べ
か
ら
ず
（
律
云
、
半
者
蒲
膳
尼
、
半
者
珂
但
尼
。
蒲
膳
尼
以
含
噉
為
義
、
珂
但
尼
即
齧

嚼
受
名
。
半
者
謂
五
也
。
半
者
蒲
膳
尼
、
応
訳
為
五
噉
食
。
旧
云
五
正
者
、
准
義
翻
也
。
一
飯
、
二
麥
豆
飯
、
三
麨
、
四
肉
、
五
餅
。

半
者
珂
但
尼
、
応
訳
為
五
嚼
食
。
一
根
、
二
茎
、
三
葉
、
四
花
、
五
果
。
其
無
縁
者
若
食
初
五
、
後
五
必
不
合
飡
）」（T54-210b

）

と
あ
り
、
半
者
蒲
膳
尼
は
、
比
丘
の
正
食
と
さ
れ
る
も
の
で
、
五
噉
食
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
半
者
珂
但
尼
は
、
歯
で
か
ん
で
食

べ
る
べ
き
五
種
の
も
の
で
、
五
不
正
食
と
も
い
う
（『
中
村
』p.1114

）。
ま
た
、
五
噉
食
に
つ
い
て
、『
四
分
律
疏
飾
宗
義
記
』
飾

宗
義
記･

巻
五
末
「
畜
薬
戒
」
条
に
、「
五
噉
食
と
謂
う
。
旧
に
五
正
と
云
う
は
、
義
に
准
じ
て
翻
す
る
な
り
。
一
に
は
飯
、
二
に

は
麥
豆
飯
、
三
に
は
麨
、
四
に
は
肉
、
五
に
は
餅
。
第
二
に
、
半
者
珂
俱
尼
、
珂
俱
尼
即
ち
嚼
齧
に
て
名
を
受
く
。
五
嚼
食
と
謂
う

な
り
。
一
に
は
根
、
二
に
は
茎
、
三
に
は
葉
、
四
に
は
華
。
五
に
は
果
。
…
（
謂
五
噉
食
。
旧
云
五
正
、
准
義
翻
也
。
一
飯
、
二
麥

豆
飯
、
三
麨
、
四
肉
、
五
餅
。
第
二
半
者
珂
俱
尼
、
珂
俱
尼
即
嚼
齧
受
名
。
謂
五
嚼
食
也
。
一
根
、
二
茎
、
三
葉
、
四
華
、
五
果
。

…
）」（X42-152c

）
と
あ
る
。
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『
増
輝
記
』（『
四
分
律
行
事
鈔
増
輝
記
』）
は
未
見
。「
小
食
」
に
つ
い
て
、
上
述
し
た
『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
中
食
」
条
「
粥
」

に
、「『
増
輝
記
』
云
う
、『
小
食
と
は
粥
是
れ
な
り
』（
増
輝
記
云
、
小
食
者
粥
是
）」（T54-274a

）
と
あ
り
、
和
訓
は
、『
禅
林
象

器
箋
』「
粥
」
条
に
「
忠
曰
、
和
訓
古コ

豆ヅ

計ケ

」
と
あ
る
（
禅
学
叢
書
本･p.662

）。「
古
豆
計
」
は
、「
湯
漬
け
飯
」
の
意
味
で
あ
る

「
小こ

漬ず
け

」
の
こ
と
か
（『
広
辞
苑
』p.801

）。「
小
食
」
の
典
拠
に
つ
い
て
、『
野
客
叢
書
』
巻
三
〇
「
以
点
心
為
小
食
」
条
に
「
漫
録

に
謂
う
、『
世
俗
例
え
ば
、
早
晨
の
小
食
を
以
て
点
心
と
為
す
。
唐
よ
り
已
に
此
の
語
有
り
。
…
或
い
は
小
食
を
謂
う
。
亦
た
罕ま

れ

に

出
処
を
知
る
。
僕
謂
え
ら
く
、
昭
明
太
子
伝
に
見
え
た
り
。』
と
。
曰
く
、『
京
師
の
穀
貴
、
常

じ
よ
う

饌せ
ん

を
改
め
て
小
食
と
為
す
』
と
。
小

食
の
名
、
此
れ
に
本
づ
く
（
漫
録
謂
、
世
俗
例
以
早
晨
小
食
為
点
心
。
自
唐
已
有
此
語
。
…
或
謂
小
食
。
亦
罕
知
出
処
。
僕
謂
、
見

昭
明
太
子
伝
。
曰
京
師
穀
貴
、
改
常
饌
為
小
食
。
小
食
之
名
本
此
）」（『
欽
定
四
庫
全
書
』
子
部･

雑
家
類･

雑
考
之
属
）
と
あ
り
、

唐
代
か
ら
こ
の
語
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
禅
林
に
お
い
て
は
、
朝
食
の
粥
を
小
食
と
い
い
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
朝
食
の

異
称
に
な
っ
た
（『
仏
光
』p.925

）。
		



『
釈
氏
要
覧
』
の
『
四
分
律
』
に
関
す
る
引
用
は
、『
四
分
律
』
巻
一
〇
「
三
十
捨
堕
法
之
五
」
に
、「
復
た
仏
に
白
し
て
言
く
、

『
世
尊
、
阿
那
頻
頭
国
の
諸
も
ろ
の
比
丘
に
粥
を
食
す
こ
と
を
聴ゆ

る

し
た
ま
え
。
若
し
世
尊
、
当
に
比
丘
に
粥
を
食
す
る
こ
と
を
聴
し

た
ま
う
べ
く
ば
、
我
れ
当
に
尽一

形生

寿涯

供
給
す
べ
し
』
と
（
復
白
仏
言
、
世
尊
聴
阿
那
頻
頭
国
諸
比
丘
食
粥
。
若
世
尊
当
聴
比
丘
食
粥

者
、
我
当
尽
形
寿
供
給
）」（T22-629b

）
と
あ
る
。

		


『
釈
氏
要
覧
』
の
『
十
誦
律
』
に
関
す
る
引
用
は
、『
十
誦
律
』「
因
縁
品
」
巻
四
に
「
阿
耆
達
婆
羅
門
、
仏
の
為
に
八
種
の
粥
を

作
る
。
酥
粥
、
胡
麻
粥
、
油
粥
、
乳
粥
、
小
豆
粥
、
摩
沙
豆
粥
、
麻
子
粥
（
＝
麻
の
実
の
粥
の
意
か
）、
清
粥
な
り
（
阿
耆
達
婆
羅

門
、
為
仏
作
八
種
粥
。
酥
粥
、
胡
麻
粥
、
油
粥
、
乳
粥
、
小
豆
粥
、
摩
沙
豆
粥
、
麻
子
粥
、
清
粥
）」（T23-462a

）
と
あ
り
、
八

種
類
の
粥
を
述
べ
て
い
る
。『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
中
食
」
条
で
は
、「
○
後
十
誦
律
云
、
婆
羅
門
王
阿
耆
達
、
施
八
般
粥
。
謂
乳･

酪･

胡
麻･

豆･

摩
沙･

荏･

蘇
等
」
と
あ
り
、
七
種
類
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
粥
の
功
徳
利
益
に
つ
い
て
は
、『
四
分

律
』
巻
一
三
「
九
十
単
堤
法
之
三
」
に
「
粥
を
食
す
る
に
五
事
有
り
。
善
く
飢
を
除
き
、
渴
を
除
き
、
宿
食
（
＝
前
日
に
炊
い
た
飯
。

『
大
漢
和
』
巻
三･p.1041

。
こ
こ
で
は
、
食
べ
た
も
の
が
消
化
し
な
い
で
胃
に
た
ま
る
こ
と
）
を
消
し
、
大
小
便
を
調
適
し
、
風
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患
（
＝
中
風
の
病
。『
大
漢
和
』
巻
一
二
「
風
疾
」
条･p.333

。
中
風
と
は
、
脳
出
血
に
よ
る
手
足
の
麻
痺
や
言
語
障
害
な
ど
。『
漢

辞
海
』p.1569

）
を
除
く
。
粥
を
食
す
る
者
は
此
の
五
善
事
有
り
（
食
粥
有
五
事
。
善
除
飢
、
除
渴
、
消
宿
食
、
大
小
便
調
適
、
除

風
患
。
食
粥
者
有
此
五
善
事
）」（T22-655c

）
と
五
つ
の
善
事
を
挙
げ
て
い
る
。

		


さ
ら
に
、『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
巻
二
「
永
和
五
年
二
月
三
日
」
条
に
「
凡
そ
粥
に
汁
有
る
は
、
日
本
の
風
俗
な
り
。
大
国
は

但
だ
塩･

豉み
そ･

韲な
ま
す等

を
用
い
る
の
み
。
今
、
建
長
、
毎
日
の
堂
中
の
粥
菜
、
七
文
銭
を
以
て
胡
麻
塩
を
買
う
者
あ
り
（
凡
粥
有
汁
者

日
本
風
俗
也
。
大
国
但
用
塩
、
豉
韲
等
耳
。
今
建
長
毎
日
堂
中
粥
菜
、
以
七
文
銭
買
胡
麻
塩
者
）」（「
日
文
研
本
」
巻
二
）
と
あ
り
、

当
時
の
日
本
の
叢
林
の
樣
子
を
伝
え
て
い
る
。

（
2
）	

粥
有
十
利
…
究
竟
常
楽
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一･

諸
回
向
之
部
「
粥
之
呪
願
」
条
に
「
粥シ

ユ

有イ
ウ

十ジ

利リ

〈
二
句
各
お
の
一
声
、
意

中
に
踊
ず
〉、
饒ニ

ヨ
ウ益イ

行ア
ン

人ジ
ン

〈
唱
声
左
右
に
及
ぶ
〉、
果コ

報ホ
ウ

無ブ

辺ヘ
ン

〈
唱
声
向
床
に
及
す
〉、
究キ

ウ

竟キ
ン

常ジ
ヤ
ウ楽ラ

〈
唱
声
満
堂
に
満
つ
べ
し
〉（
粥
有

十
利
〈
二
句
各
一
声
、
意
中
誦
〉、
饒
益
行
人
〈
唱
声
及
左
右
〉、
果
報
無
辺
〈
唱
声
及
向
床
〉、
究
竟
常
楽
〈
唱
声
可
満
堂
〉）」

（37a･T81-636a

）
と
あ
る
。

		


『
禅
林
象
器
箋
』「
咒
願
」
条
に
「
旧
説
に
曰
く
」
と
し
て
、「
斎･

粥
の
咒
願
は
、
前
堂
、
首
座
が
之
れ
を
唱
え
る
（
斎
粥
咒
願

前
堂
首
座
唱
之
）」（
禅
学
叢
書
本･p.537
）
と
し
て
い
る
。『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
は
、「
首
座
施
食
〈
粥
に
云
く
、

『
粥
に
十
利
有
り
、
行
人
を
饒
益
す
。
果
報
天
に
生
じ
、
究
竟
常
楽
な
り
』
と
。
又
た
云
く
、『
粥
は
是
れ
大
良
薬
、
能
く
飢
渇
を
除

き
消
し
、
施
受
清
凉
を
獲
、
共
に
無
上
道
を
成
ず
』
と
〉（
首
座
施
食
〈
粥
云
、
粥
有
十
利
、
饒
益
行
人
。
果
報
生
天
、
究
竟
常
楽
。

又
云
、
粥
是
大
良
薬
、
能
除
消
飢
渇
、
施
受
獲
清
凉
、
共
成
無
上
道
〉）」（X63-525b

）
と
あ
る
。『
禅
苑
清
規
』
は
、「
果
報
無

辺
」
を
「
果
報
生
天
」
に
作
る
。

（
3
）	

十
利
饒
益
＝
粥
に
具
わ
る
十
の
利
益
。
色･

力･

寿･

楽･
辞･
清
辯
を
増
し
、
宿
食･

風
〔
＝
体
が
麻
痺
し
て
不
随
と
な
る
病

気
（『
漢
辞
海
』p.1569

）〕
を
除
き
、
飢･

渇
を
医
す
る
等
を
い
う
（『
中
村
』p.661

）。

		


例
え
ば
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
二
九
は
、「
持
戒
清
浄
は
人
の
奉
ず
る
所
な
り
。
恭
敬
し
て
時
に
随
い
粥
を
以
て
施
せ
ば
、
十
利

あ
っ
て
行
者
を
饒み

益た

す
。
色･

力･

寿･

楽･

辞
の
清
、
辯
、
宿
食
、
風
の
除
、
飢
、
渴
の
消
な
り
。
是
れ
名
づ
け
て
薬
と
為
す
と
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は
仏
の
説
く
所
な
り
。
人
天
に
生
じ
て
常
に
楽
を
受
け
ん
と
欲
せ
ば
、
応ま

当さ

に
粥
を
以
て
衆
僧
に
施
す
べ
し
（
持
戒
清
浄
人
所
奉
。

恭
敬
随
時
以
粥
施
、
十
利
饒
益
於
行
者
。
色
力
寿
楽
辞
清
辯
、
宿
食
風
除
飢
渴
消
。
是
名
為
薬
仏
所
説
。
欲
生
人
天
常
受
楽
、
応
当

以
粥
施
衆
僧
）」（T22-462c

）
と
あ
り
、
経
典
に
よ
り
内
容
が
異
な
る
。

		


さ
ら
に
、『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
粥
十
利
」
条
に
、「
一
に
色
、
二
に
力
、
三
に
寿
、
四
に
楽
、
五
に
詞
清
、
俱
舍
に
云
う
、『
詞

は
訓
釈
の
言
詞
を
謂
う
な
り
』
と
。
六
に
辨
、
俱
舍
に
云
う
、『
辯
と
は
謂
え
ら
く
展
転
し
て
言
に
滞
礙
無
き
な
り
』
と
。
七
に
宿

食
を
消
す
、
八
に
風
を
除
く
、
九
に
饑き

（
＝
飢
え
）
を
消
す
、
十
に
渴
を
消
す
〈
辨
と
は
当
に
辯
と
作
す
べ
し
〉（
一
色
、
二
力
、

三
寿
、
四
楽
。
五
詞
清
、
俱
舍
云
、
詞
謂
訓
釈
言
詞
也
。
六
辨
、
俱
舍
云
、
辯
謂
展
転
言
無
滯
礙
也
。
七
宿
食
消
、
八
風
除
、
九
消

饑
、
十
消
渇
〈
辨
当
作
辯
〉）」（T22-274c

）
と
あ
る
。『
釈
氏
要
覧
』
の
『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
』
の
引
用
は
、『
阿
毘
達
磨
俱
舍

論
』
巻
二
七
「
分
別
智
品
第
七
之
二
」
条
に
「
有
余
師
の
説
く
、『
詞
は
謂
え
ら
く
、
一
切
訓
釈
の
言
詞
な
り
。
説
い
て
変
礙
有
る

故
に
名
づ
け
て
色
等
と
為
す
と
言
う
こ
と
有
る
が
如
し
。
辯
は
謂
え
ら
く
、
展
転
し
て
言
の
滞
礙
す
る
こ
と
無
し
』（
有
余
師
説
、

詞
謂
一
切
訓
釈
言
詞
。
如
有
説
言
有
変
礙
故
名
為
色
等
。
辯
謂
展
転
言
無
滞
礙
）」（T29-142a

）
と
あ
る
。

		


ま
た
、
十
利
に
つ
い
て
、『
大
明
三
蔵
法
数
』
巻
四
三
「
粥
有
十
利
」
条
で
は
、「
色･

力･

寿･

楽･

辞･

清
辯･

宿
食･

風
除

･

飢･

渇
消
」
を
、「
一
資
色･

二
増
力･
三
益
寿･

四
安
楽･

五
辯
説･

六
除
風･

七
消
宿･

八
辞
清･

九
除
飢･

十
消
渇
」
と
し
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
一
資
色
（
＝
色
の
素
の
意
か
）、
謂
え
ら
く
身か

ら

躯だ

を
資し

益え
き

（
＝
利
益
を
だ
す
。『
新
辞
海
』p.1352

）
し
、

顏か
お

容だ
ち

は
豊ゆ

た

盛か

な
り
。
故
に
資
色
と
云
う
。
二
増
力
、
謂
え
ら
く
、
尫お

う

羸る
い

（
＝
か
よ
わ
く
て
疲
れ
る
。『
大
漢
和
』
巻
四･p.115

）
を

補ほ

益え
き

（
＝
補
い
助
け
。『
新
辞
海
』p.1276

）
し
、
気
力
を
増
長
す
。
故
に
増
力
と
云
う
。
三
益
寿
、
謂
え
ら
く
、
元
気
（
＝
人
の

精
気
や
生
命
力
の
根
源
。『
新
辞
海
』p.128

）
を
補
養
し
、
寿
算
（
＝
寿
命
。『
大
漢
和
』
巻
三･p.297

）
は
増
益
す
。
故
に
益
寿

と
云
う
。
四
安
楽
、
謂
え
ら
く
、
清
浄
（
＝
清
ら
か
）、
柔
軟
（
＝
柔
ら
か
く
し
な
や
か
。『
新
辞
海
』p.713

）
に
し
て
、
食
せ
ば

則
ち
安
楽
な
り
。
故
に
安
楽
と
云
う
。
五
辯
説
、
謂
え
ら
く
、
喉こ

う

吻ふ
ん

（
＝
喉
と
口
も
と
。『
新
辞
海
』p.269

）
を
滋う

る

潤お

し
、
論
議
は

礙さ
ま
たげ

無
し
。
故
に
辯
説
と
云
う
。
六
除
風
、
謂
え
ら
く
通
利
（
＝
事
柄
に
通
じ
て
無
礙
な
る
こ
と
。『
中
村
』p.973

）
を
調
和
し
、

風
気
は
消
除
す
。
故
に
風
除
と
云
う
。
七
消
宿
食
は
、
謂
え
ら
く
脾ひ

胃い

（
＝
脾
臓
と
胃
。『
大
漢
和
』
巻
九･p.330

）
を
温
煖
し
、
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宿
食
は
消
化
す
。
故
に
宿
食
を
消
す
と
云
う
。
八
辞
清
、
謂
え
ら
く
気
は
凝

ぎ
よ
う

滞た
い

す
る
こ
と
無
し
、
辞こ

と
ばは

清
揚
（
＝
清
ら
か
に
高
く
あ

が
る
こ
と
。『
大
漢
和
』
巻
七･p.77

）
を
辯
ず
。
故
に
辞
清
と
云
う
。
九
除
飢
、
謂
え
ら
く
口
腹
を
適み

充た

し
、
飢き

餒だ
い

（
＝
飢
え
る

こ
と
。『
大
漢
和
』
巻
一
二･p.377

）、
頓
除
す
。
故
に
除
飢
と
云
う
。
十
消
渇
、
謂
え
ら
く
喉
吻
は
霑て

ん

潤じ
ゆ
んし

、
渇
想
は
随し

た
がっ

て
（
＝

す
ぐ
に
）
消
え
、
故
に
消
渇
と
云
う
（
一
資
色
、
謂
資
益
身
躯
、
顏
容
豊
盛
。
故
云
資
色
。
二
増
力
、
謂
補
益
尫
羸
、
増
長
気
力
。

故
云
増
力
。
三
益
寿
、
謂
補
養
元
気
、
寿
算
増
益
。
故
云
益
寿
。
四
安
楽
、
謂
清
浄
柔
軟
、
食
則
安
楽
。
故
云
安
楽
。
五
辯
説
、
謂

滋
潤
喉
吻
、
論
議
無
礙
。
故
云
辯
説
。
六
除
風
、
謂
調
和
通
利
、
風
気
消
除
。
故
云
風
除
。
七
消
宿
食
、
謂
温
煖
脾
胃
、
宿
食
消
化
。

故
云
消
宿
食
。
八
辞
清
、
謂
気
無
凝
滞
、
辞
辯
清
揚
。
故
云
辞
清
。
九
除
飢
、
謂
適
充
口
腹
、
飢
餒
頓
除
。
故
云
除
飢
。
十
消
渴
、

謂
喉
吻
霑
潤
、
渇
想
随
消
、
故
云
消
渇
）」（J6-802c

）
と
あ
る
。

（
4
）	

究
竟
＝
つ
ま
る
と
こ
ろ
。「
只
竟
」「
終
竟
」
と
も
い
う
（『
禅
語
』p.96

）。「
究
竟
常
楽
」
に
つ
い
て
は
、
出
典
未
詳
（
待
考
）。

︽
2
︾
喫 

斎
）
1
（ 

偈（『
諸
回
向
清
規
式
』
第
五･

日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
「
施
斎
偈
」58b･T81-684c

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規

第
四
「
展
鉢
式
」
条
に
「
呪
願
」
と
記
載
（22b･T81-704a

）、『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
一
巻･p.181

）

三
（
（
（

徳
六
味

（
（
（

、
施
仏
及
僧
。
法

（
（
（

界
有

（
（
（

情
、
普
同
供
養

（
（
（

（
一
）。

（
一
）
三
徳
六
味
…
普
同
供
養
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
は
、「
施
斎
偈　

三
徳テ

六ル

味ミ　

施シ

仏ブ

及キ
ウ

僧ス
ン　

法ハ

界カ
イ

有イ
ウ

情ジ
ン　

普フ

同
ヅ
ン

供
キ
ユ
ン

養ヤ
ウ

」（58b･T81-684c

）
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･
臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
「
呪
願
」
と
し
て

喫
粥
偈･

喫
斎
偈
を
記
載
。「
正
身
合
掌
し
て
、
呪
願
の
首は

じ
めの

二
句
を
念
ず
。
尾お

わ
りの

二
句
は
声
を
発
し
て
之
れ
を
唱
う
（
正
身
合
掌
、
念
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呪
願
首
二
句
。
尾
二
句
発
声
唱
之
）」
と
あ
る
（22b･T81-704a

）。
ま
た
、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一･

諸
回
向
之
部
「
斎
之
呪
願
」
条

に
「
三サ

ン

徳テ

六ル

味ミ

（
同
前
）
施シ

仏フ

及キ
ウ

僧ニ

（
同
前
）
法ハ

界カ
イ

有イ
ウ

情ジ
ン

（
同
前
）
普フ

同
ヅ
ン

供
キ
ユ
ン

養ヤ
ウ

（
同
前
）」（36b-37a･T81-636a

）
と
あ
り
、「
喫
粥

偈
」
の
時
と
同
様
に
、
三
徳
六
味
〈
二
句
各
お
の
一
声
、
意
中
に
踊
ず
〉
施
仏
及
僧
〈
唱
声
左
右
に
及
す
〉
法
界
有
情
〈
唱
声
向
床
に
及

す
〉
普
同
供
養
〈
唱
声
満
堂
に
満
つ
べ
し
〉
と
し
、
さ
ら
に
、『
禅
林
象
器
箋
』「
咒
願
」
条
に
「
旧
説
に
曰
く
、『
斎
時
の
咒
願
に
云
う
、

三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
、
法
界
有
情
、
普
同
供
養
』
と
（
旧
説
曰
、
斎
時
咒
願
云
、
三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
、
法
界
有
情
、
普
同
供
養
）」

（
禅
学
叢
書
本･p.537

）
と
あ
る
。

＊

三さ
ん

徳と
く

六ろ
く

味み

、
仏
及
び
僧
に
施
す
。
法
界
の
有
情
に
普
く
同
じ
く
供
養
す
。

＊

　

三さ
ん

徳と
く

六ろ
く

味み

（
＝
三
つ
の
徳
と
六
つ
の
味
）〔
を
具
え
た
食
事
〕
を
仏
お
よ
び
僧
に
施
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
生
き
と
し
生

け
る
も
の
た
ち
に
広
く
等
し
く
供
養
し
ま
す
。

＊

（
1
）	

斎
＝
正
午
の
食
事
の
こ
と
。
朝
食
の
粥
に
対
す
る
昼
食
の
飯
（『
中
村
』p.448

）。『
禅
林
象
器
箋
』「
斎
」
条
に
、「
斎
の
字
、
和

訓
、
登
幾
。
即
ち
是
れ
時
の
字
な
り
（
斎
字
、
和
訓
登
幾
。
即
是
時
字
也
）」（
禅
学
叢
書
本･p.664

）
と
あ
る
。「
斎
」
に
つ
い
て
、

『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
三
「
持
斎
」
条
に
、「
仏
言
く
、『
日
中
は
、
三
世
の
仏
の
食
な
り
』
と
〈
毘
羅
三
昧
経
○
今
言
う
中
食
は
是
れ

な
り
〉。
時じ

食じ
き

は
若
し
午
の
時
、
日
の
影
、
一
髮
一
瞬
を
過
ぎ
れ
ば
即
ち
是
れ
非
時
な
り
〈
僧
祇
律
〉。
若
し
比
丘
、
非
時
に
食
す
は
、

波は

逸い
つ

提だ
い

（
＝
比
丘･

比
丘
尼
の
具
足
戒
を
類
別
し
た
も
の
の
一
つ
で
軽
罰
の
一
つ
。
地
獄
に
墜
ち
る
と
も
解
さ
れ
て
い
る
。『
中

村
』p.1091

）
な
り
〈
四
分
戒
本
○
十
誦
律
に
波
逸
提
、
義
翻
し
て
堕
と
為
す
。
焼
煮
地
獄
に
堕
在
す
〉。
斎
と
は
、
中
を
過
ぎ
て

食
せ
ざ
る
を
以
て
体
と
為
す
〈
毘
婆
沙
論
〉。
仏
言
く
、『
一
日
、
持
斎
に
六
十
万
歲
の
糧
有
り
。
復
た
五
福
有
り
。
少
病
に
し
て
身
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安
く
、
少
睡
、
少
婬
、
天
に
生
ず
る
こ
と
を
得
て
宿
命
を
識
る
〈
雑
譬
喻
経
〉。
斎
と
は
斎と

と
のえ

る
な
り
。
斎
は
身
口
業
な
り
。
斎
と

は
秪
だ
是
れ
中
道
な
り
。
後
に
食
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
は
、
中
道
法
界
の
外
に
更
に
別
の
法
無
き
こ
と
を
表
す
な
り
〈
請
観
音
疏
〉

（
仏
言
、
日
中
三
世
仏
食
〈
毘
羅
三
昧
経
○
今
言
中
食
是
也
〉。
時
食
若
午
時
、
日
影
過
一
髮
一
瞬
即
是
非
時
〈
僧
祇
律
〉。
若
比
丘

非
時
食
者
波
逸
提
〈
四
分
戒
本
○
十
誦
律
波
逸
提
、
義
翻
為
堕
。
堕
在
焼
煮
地
獄
〉。
斎
者
以
過
中
不
食
為
体
〈
毘
婆
沙
論
〉。
仏
言
、

一
日
持
斎
有
六
十
万
歲
糧
。
復
有
五
福
。
少
病
身
安
、
少
睡
、
少
婬
、
得
生
天
識
宿
命
〈
雑
譬
喻
経
〉。
斎
者
斎
也
。
斎
身
口
業
也
。

斎
者
秪
是
中
道
。
後
不
得
食
者
、
表
中
道
法
界
外
更
無
別
法
也
〈
請
観
音
疏
〉）」（T49-320b

）
と
あ
る
。

		


『
仏
祖
統
紀
』
の
『
毘
羅
三
昧
経
』
に
関
す
る
引
用
は
、『
毘
羅
三
昧
経
』
巻
上
に
、「
日
中
三
世
仏
食
」
と
い
う
そ
の
ま
ま
の
語

は
な
い
が
、「
唯
だ
日
中
と
朝
の
み
食
は
福
を
得
（
唯
日
中
与
朝
食
得
福
）」（
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書･

第
一
巻
『
中
国
撰
述
経

典
』
其
之
一･p.31.332
行
）
と
あ
る
。

		


『
仏
祖
統
紀
』
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
関
す
る
引
用
で
、
比
丘
が
早
朝
か
ら
正
午
ま
で
の
間
に
食
事
を
す
る
時じ

食じ
き

に
つ
い
て
、『
仏

祖
統
紀
』
収
載
の
「
時
食
若
午
時
、
日
影
過
一
髮
一
瞬
即
是
非
時
」
と
い
う
そ
の
ま
ま
の
語
は
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
見
当
た
ら
な

い
が
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
三
「
明
四
波
羅
夷
法
之
三
」
に
、「
時
に
食
す
る
を
得
て
、
非
時
に
食
す
る
を
得
ず
。
是
れ
を
時
食
と
名

づ
く
（
時
得
食
非
時
不
得
食
。
是
名
時
食
）」（T22-244c

）
と
あ
る
。
ま
た
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
一
七
「
明
単
提
九
十
二
事
法
之

六
」
条
に
、「
非
時
と
は
、
若
し
時
過
ぎ
る
こ
と
髮ほ

つ

瞬し
ゆ
ん、

若
し
く
は
草そ

う

葉よ
う

の
如
き
も
過
ぎ
る
に
、
是
れ
を
非
時
と
名
づ
く
（
非
時
者
、

若
時
過
如
髮
瞬
若
草
葉
、
過
是
名
非
時
）」（T22-360a

）
と
あ
り
、
食
事
が
少
し
で
も
正
午
を
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
非
時
食
に
な
る
。

時
食
は
、
比
丘
が
規
定
の
時
間
（
早
朝
か
ら
正
午
ま
で
）
の
う
ち
に
食
す
る
こ
と
で
あ
り
（『
中
村
』p.571

）、
非
時
食
は
、
比
丘

が
非
時
（
正
午
か
ら
翌
日
の
暁
に
至
る
ま
で
）
に
食
す
る
こ
と
を
い
う
（『
中
村
』p.1123

）。

		


波
逸
提
に
つ
い
て
、『
四
分
僧
戒
本
』
に
「
若
比
丘
非
時
食
者
波
逸
提
」（T22-1027a

）
と
同
文
が
あ
る
。『
十
誦
律
』
巻
四
五

「
尼
律
第
四
」
条
に
「
焼
煮
の
覆
障
に
し
て
、
若
し
悔
過
せ
ざ
れ
ば
、
能
く
道
を
障
礙
す
（
焼
煮
覆
障
、
若
不
悔
過
、
能
障
礙
道
）」

（T23-323a

）
と
あ
り
、
も
し
過
失
を
後
悔
し
な
い
な
ら
ば
、
修
行
の
障
害
に
な
る
も
の
と
な
る
。

		


『
仏
祖
統
紀
』
の
『
毘
婆
沙
論
』
に
関
す
る
引
用
で
、『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
巻
一
「
総
序
戒
法
異
名
等
」
条
に
、「
斎
法
は
中
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を
過
ぎ
て
食
せ
ざ
る
を
以
て
体
と
為
す
（
斎
法
以
過
中
不
食
為
体
）」（T23-508c

）
と
あ
り
、
斎
法
は
、
正
午
を
過
ぎ
て
物
を
食
べ

な
い
こ
と
を
い
う
。

		


『
仏
祖
統
紀
』
の
『
雑
譬
喻
経
』
に
関
す
る
引
用
で
、『
旧
雑
譬
喻
経
』
巻
上
に
「
師
曰
く
、『
一
日
、
持
斎
に
六
十
万
歲
の
糧
有

り
。
復
た
五
福
有
り
。
一
は
少
病
を
曰
う
、
二
は
身
の
安
穏
を
曰
う
、
三
は
少
婬
の
意
を
曰
う
、
四
は
少
睡
臥
を
曰
う
、
五
は
天
上

に
生
ず
る
を
得
る
を
曰
う
。
常
に
宿
命
を
識
る
所
行
な
り
』
と
（
師
曰
、
一
日
持
斎
有
六
十
万
歲
糧
。
復
有
五
福
。
一
曰
少
病
、
二

曰
身
安
穏
、
三
曰
少
婬
意
、
四
曰
少
睡
臥
、
五
曰
得
生
天
上
。
常
識
宿
命
所
行
也
）」（T4-513a

）
と
あ
る
。

		


『
仏
祖
統
紀
』
の
『
請
観
音
疏
』
に
関
す
る
引
用
で
、
斎
に
つ
い
て
、『
請
観
音
経
疏
闡
義
鈔
』
巻
三
は
、「
身
口
業
を
斎と

と
のえ

る
者

と
は
、〔『
礼
記
』〕
祭
統
に
云
う
、『
斎さ

い

の
言こ

と

為た

る
斎と

と
の（

＝
斉･

整
）
え
る
な
り
。
斎と

と
のわ

ざ
る
を
斎と

と
のえ

て
以
っ
て
斎と

と
のう

を
致
す
者
な
り
。

是
の
故
に
君
子
は
大
事
有
る
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
恭
敬
有
る
に
非
ら
ざ
る
や
則
ち
斎
せ
ず
。
斎
せ
ざ
れ
ば
則
ち
物
に
於
い
て
防
ぐ
無

き
な
り
。
嗜
欲
止
む
無
き
な
り
。
其
の
将
に
斎
え
ん
と
す
る
に
及
び
て
、
其
の
邪
物
を
防
ぎ
、
其
の
嗜
欲
を
訖や

め
、
耳
に
楽
を
聴
か

ず
』
と
。
…　

故
に
云
く
、『
斎
と
は
、
秖
だ
是
れ
中
道
な
り
。
後
に
食
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
は
、
即
ち
仏
制
中
、
後
に
食
す
る
こ

と
を
得
ざ
る
な
り
。
…
』
と
（
斎
身
口
業
者
、
祭
統
云
、
斎
之
為
言
斎
也
。
斎
不
斎
以
致
斎
者
也
。
是
故
君
子
非
有
大
事
也
。
非
有

恭
敬
也
則
不
斎
。
不
斎
則
於
物
無
防
也
。
嗜
欲
無
止
也
。
及
其
将
斎
也
、
防
其
邪
物
、
訖
其
嗜
欲
、
耳
不
聴
楽
。
…
故
云
斎
者
、
秖

是
中
道
。
後
不
得
食
者
者マ

マ

、
即
仏
制
中
後
不
得
食
也
。
…
）」（T39-997a

）
と
あ
り
、『
礼
記
』
祭
統
に
「
時
に
及
び
て
将
に
祭
ら

ん
と
す
れ
ば
、
君
子
乃
ち
斉
す
。
斉
の
言
為
る
斉と

と
のう

る
な
り
、
斉と

と
のわ

ざ
る
を
斉と

と
のえ

て
以
っ
て
斉と

と
のう

る
を
致
す
者
な
り
。
是
の
故
に
君

子
は
、
大
事
有
る
に
非
ず
、
恭
敬
有
る
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
斉
せ
ず
。
斉
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
物
に
於
て
防
ぐ
無
き
な
り
、
耆
欲
止
む
無

き
な
り
。
其
の
将
に
斉
せ
ん
と
す
る
に
及
び
て
や
、
其
の
邪
物
を
防
ぎ
、
其
の
耆
欲
を
訖や

め
、
耳
に
楽
を
聴
か
ず
」（
及
時
将
祭
、

君
子
乃
斉
。
斉
之
為
言
斉
也
、
斉
不
斉
以
致
斉
者
也
。
是
故
君
子
非
有
大
事
也
、
非
有
恭
敬
也
、
則
不
斉
。
不
斉
則
於
物
無
防
也
、

耆
欲
無
止
也
。
及
其
将
斉
也
、
防
其
邪
物
、
訖
其
耆
欲
、
耳
不
聴
楽
）（
新
訳
漢
文
体
系･

明
治
書
院
本
『
礼
記
』
㊥p.734

～

735

）
と
あ
る
。
斎
と
は
、
自み

ず
から

を
斉と

と
のえ

る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

		


前
述
し
た
が
、
斎
法
は
、
布
薩
の
意
味
で
あ
り
正
午
を
過
ぎ
て
食
事
を
し
な
い
き
ま
り
を
い
う
（『
仏
教
語p.449

）。『
釈
氏
要
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覧
』
巻
上
・「
斎
」
条
に
、「
起
世
因
本
経
に
云
く
、『
烏
脯
沙
陀
、
隋
に
増
長
と
言
う
。
謂
え
ら
く
、
斎
法
を
受
持
す
る
な
り
。
善

根
を
増
長
す
る
故
に
。
仏
、
教
え
た
ま
わ
く
、
中
を
過
ぐ
る
を
以
て
食
せ
ざ
る
を
斎
と
名
づ
く
』
と
（
起
世
因
本
経
云
、
烏
脯
沙
陀
、

隋
言
増
長
。
謂
受
持
斎
法
。
増
長
善
根
故
。
仏
教
以
過
中
不
食
名
斎
）」（T54-274a

）
と
あ
り
、
さ
ら
に
、『
起
世
経
』
巻
七
に

「
諸
比
丘
、
一
一
月
中
、
六
烏う

晡だ

沙さ

他た

有
る
な
り
〈
隋
に
増
長
と
言
う
。
斎
法
を
受
持
し
、
善
根
を
増
長
す
る
を
謂
う
〉（
諸
比
丘
、

一
一
月
中
、
有
六
烏
晡
沙
他
〈
隋
言
増
長
。
謂
受
持
斎
法
増
長
善
根
〉）」（T1-346c

）
と
あ
り
、
十
一
月
に
、
六
日
の
烏
晡
沙
他
つ

ま
り
、
六
斎
日
が
あ
る
と
い
う
。

		


ま
た
、『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
斎
正
時
」
条
に
、「『
毘
羅
三
昧
経
』
に
云
う
、『
仏
、
法
慧
菩
薩
の
為
に
四
の
食
時
を
説
く
。
一
は

旦
時
、
天
の
食
〔
時
〕
と
為
す
。
二
は
午
時
、
法
食
の
時
と
為
す
。
仏
は
六
趣
（
＝
六
道
。
地
獄
道･

餓
鬼
道･

畜
生
道･

阿
修
羅

道･

人
道･

天
道
）
の
因
を
断
ち
、
三
世
の
仏
に
同
ぜ
し
む
る
故
に
。
日
の
午
を
制
し
て
法
食
の
正
時
と
為
す
な
り
』
と
（
毘
羅
三

昧
経
云
、
仏
為
法
慧
菩
薩
説
四
食
時
。
一
旦
時
為
天
食
。
二
午
時
為
法
食
。
時
仏
断
六
趣
因
、
令
同
三
世
仏
故
。
制
日
午
為
法
食
正

時
也
）」（T54-274a

）
と
あ
り
、『
毘
羅
三
昧
経
』
巻
上
に
「
王
曰
く
、『
何
等
を
四
食
と
為
す
や
』
と
。
居
士
言
く
、『
朝
を
諸
天

子
の
食
と
為
す
。
日
中
を
法
食
と
為
す
。
晡ほ

時じ

（
＝
申
の
刻
。
午
後
四
時
『
大
漢
和
』
巻
五･p.883

）
を
諸
も
ろ
の
畜
生
の
食
と

為
す
。
夜
を
諸
も
ろ
の
鬼
神
の
食
と
為
す
。
唯
だ
日
中
と
朝
と
の
み
食
は
福
を
得
。
脯
（
＝
晡夕

方

）
と
夜
と
の
二
食
は
皆
な
応
に
食
す

べ
か
ら
ず
。
人
を
し
て
病
を
得
し
む
る
は
皆
な
脯
（
＝
晡
）
と
夜
の
食
に
従
る
な
り
』
と
（
王
曰
、
何
等
為
四
食
。
居
士
言
、
朝
為

諸
天
子
食
。
日
中
為
法
食
。
晡
時
為
諸
畜
生
食
。
夜
為
諸
鬼
神
食
。
唯
日
中
与
朝
食
得
福
。
脯
（
＝
晡
）
夜
二
食
皆
不
応
食
。
使
人

得
病
皆
従
脯
（
＝
晡
）
夜
食
也
）」（
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書･

第
一
巻
『
中
国
撰
述
経
典
』
其
之
一･p.31･330

～334

行
）
と

あ
り
、
夕
方
と
夜
の
食
事
を
禁
止
し
て
い
る
。

（
2
）	

三
徳
六
味
…
普
同
供
養
＝
『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
は
、「
斎
に
云
く
、『
三
徳
六
味
を
も
っ
て
、
仏
及
び
僧
に
施
す
。

法
界
の
人
天
、
普
く
同
じ
く
供
養
す
』
と
。
飯
を
鑚
じ
て
云
く
、『
施
者
受
者
、
俱
に
五
常
を
獲
、
色
力
命
安
く
、
無
礙
の
辯
を
得

ん
こ
と
を
』
と
。
已
上
、
竝み

な

、
声
を
引
い
て
高
く
唱
う
な
り
（
斎
云
、
三
徳
六
味
、
施
仏
及
僧
。
法
界
人
天
、
普
同
供
養
。
鑚
飯
云
、

施
者
受
者
、
俱
獲
五
常
、
色
力
命
安
、
得
無
礙
辯
。
已
上
、
竝
引
声
高
唱
也
）」（X63-525b

）
と
あ
る
。『
禅
苑
清
規
』
は
、「
法
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界
有
情
」
を
「
法
界
人
天
」
に
作
る
。

（
3
）	

三
徳
六
味
＝
南
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
一
「
序
品
第
一
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
諸
も
ろ
の
優
婆
塞
は
、
仏
及
び
僧
の
為
に
諸

も
ろ
の
食
具
を
辨と

と
のえ

、
種
種
備そ

足な

わ
る
。
…
其
の
食
は
甘
美
に
し
て
六
種
の
味
有
り
。
一
に
は
苦
（
＝
苦
い
）、
二
に
は
醋さ

く

（
＝
酸

味
）、
三
に
は
甘
（
＝
甘
い
）、
四
に
は
辛
（
＝
辛
い
）、
五
に
は
醎か

ん

（
＝
塩
辛
い
）、
六
に
は
淡
（
＝
塩
気
が
な
い
）
な
り
。
復
た
三

徳
有
り
。
一
に
は
軽

き
よ
う

軟な
ん

（
＝
軽
く
て
や
わ
ら
か
い
こ
と
。『
中
村
』p.484

）、
二
つ
に
は
浄

じ
よ
う

潔け
つ

（
＝
け
が
れ
が
な
い
こ
と
。『
中
村
』

p.484
）、
三
つ
に
は
如
法
（
＝
規
定
に
か
な
い
丁
寧
に
作
っ
て
あ
る
こ
と
。『
中
村
』p.484

）
な
り
（
諸
優
婆
塞
、
為
仏
及
僧
辨
諸

食
具
、
種
種
備
足
。
…
其
食
甘
美
有
六
種
味
。
一
苦
、
二
醋
、
三
甘
、
四
辛
、
五
醎
、
六
淡
。
復
有
三
徳
。
一
者
軽
軟
、
二
者
浄
潔
、

三
者
如
法
）」（T12-606a-b

）
と
あ
る
〔『
新
国
訳
大
蔵
経
』
イ
ン
ド
撰
述
部　

涅
槃
部
1
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）
Ⅰp.7

参
照
〕。

つ
ま
り
、
三
徳
は
、
一
、
軽
く
て
や
わ
ら
か
く
、
こ
っ
て
り
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
。
二
、
け
が
れ
が
な
い
こ
と
。
三
、
規
定
に
か

な
い
、
丁
寧
に
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
。
六
味
は
、
苦
味
・
酸
味
・
甘
味
・
辛
味
・
五
塩
味
・
淡
味
の
こ
と
。
ま
た
、『
増
一
阿
含

経
』
に
は
、「
世
尊
、
諸
も
ろ
の
比
丘
に
告
ぐ
、『
咒
願
に
六
徳
有
り
。
施
主
檀
越
、
三
法
を
成
就
す
。
信
根
成
就
、
戒
徳
成
就
、
聞

成
就
な
り
。
施
物
復
た
三
法
を
成
ず
。
物
色
成
就
、
味
成
就
、
香
成
就
』
と
（
世
尊
告
諸
比
丘
、
咒
願
有
六
徳
。
施
主
檀
越
、
成
就

三
法
。
信
根
成
就
、
戒
徳
成
就
、
聞
成
就
。
施
物
復
成
三
法
。
物
色
成
就
、
味
成
就
、
香
成
就
）」（T2-711c

）
と
あ
り
、
無
著
道
忠

は
、『
禅
林
象
器
箋
』「
咒
願
」
条
に
て
、「
物
色
と
味
と
香
と
は
是
れ
咒
願
の
三
法
。
亦
た
三
徳
と
称
す
べ
し
」（
忠
曰
、
物
色
、
味
、

香
、
是
咒
願
六
徳
中
三
法
。
亦
可
称
三
徳
）」（
禅
学
叢
書
本･p.537

）
と
し
、
物
色
と
味
と
香
り
が
三
徳
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
4
）	

法
界
＝
界
は
性
の
意
味
。
法
性
の
あ
ら
わ
れ
、
世
界
の
こ
と
（『
中
村
』p.1249

）。
八
十
巻
本
『
華
厳
経
』
巻
六
「
如
来
現
相
品

第
二
」
に
「
仏
身
は
法
界
に
充
満
し
て
、
普
く
一
切
の
衆
生
の
前
に
現
れ
、
縁
に
随
い
感
に
赴
い
て
周あ

ま
ねか

ら
ず
こ
と
靡な

し
、
而
も
恒

に
此
の
菩
提
の
座
に
処
す
（
仏
身
充
満
法
界
、
普
現
一
切
衆
生
前
、
随
縁
赴
感
靡
不
周
、
而
恒
処
此
菩
提
座
）」
と
あ
る
（T10-30a

）。

（
5
）	

有
情
＝
生
命
を
も
っ
て
存
在
す
る
も
の
。
生
き
も
の
。
生
あ
る
も
の
。
感
情
や
意
識
を
有
す
る
も
の
。
古
く
は
衆
生
と
漢
訳
し
、

玄
奘
以
後
の
新
訳
で
は
、
有
情
と
漢
訳
す
る
。
情
は
心
の
意
（『
中
村
』p.84
）。

（
6
）	

普
同
供
養
＝
待
考
。
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︽
3
︾
生
）
1
（ 

飯 

偈（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
生
飯
偈
」（
或
作
出
生
）56b･T81-684a

～b

、『
小
叢
林
略

清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条23a･T81-704a

、『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
一
巻･p.182

）

汝
（
（
（

等
鬼
神
衆
、
我
今
施
汝
供
。
此
食
遍
十
方
、
一
切
鬼
神
共（
一
）。

（
一
）
汝
等
鬼
神
衆
…
一
切
鬼
神
共
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
生
飯
偈
」
は
、「
生
飯
偈
〈
或
作
出
生
。

汝ジ

等テ
ン

鬼キ

神シ
ン

衆シ
ウ

、
我コ

今キ
ン

施ス

汝ジ

供キ
ウ

。
此ヌ

食ジ

遍ヘ
ン

十ジ

方ハ
ウ

、
一イ

切シ
イ

鬼キ

神ジ
ン

共キ
ウ

〉」（56b･T81-684a

～b

）
に
作
る
。
善
通
寺
本
『
諸
回
向
清
規
式
』
は
、

「
此
食
徧
十
方
」（56b

）
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
合
掌
念
生
飯
偈
、〈
汝
等
鬼
神
衆
、

我
今
施
汝
供
。
此
食
遍
十
方
、
一
切
鬼
神
共
〉」（T81-704a

）
に
作
る
。
江
湖
叢
書
本
は
、「
合
掌
念
生
飯
偈
、〈
汝ヂ

等テ
ン

鬼
神
衆
、
我コ

今

施ス

汝ヂ

供キ
ウ

。
此ス

食ジ

遍
十ジ

方
、
一イ

切シ
イ

鬼
神
共キ

ウ

〉」（23a

）
に
作
る
。

＊

汝な
ん
じ等ら

鬼き

神じ
ん

衆し
ゆ

よ
、
我
れ
今い

ま

、
汝
ら
に
供
を
施
す
。
此
の
食じ

き

は
十
方
に
遍あ

ま
ねく

、
一
切
の
鬼き

神じ
ん

、
供
に
せ
ん
。

＊

　

あ
な
た
た
ち
、
も
ろ
も
ろ
の
鬼餓

神鬼

た
ち
よ
、
私
は
今
、
あ
な
た
た
ち
に
お
供
え
を
施
そ
う
。
こ
の
食
べ
も
の
は
、
十世

界
中方

に
広

く
行
き
わ
た
り
、
全
て
の
鬼餓

神鬼

た
ち
が
〔
こ
の
食
べ
物
を
〕
共
に
〔
食
べ
る
こ
と
が
〕
で
き
ま
す
よ
う
に
。

＊

（
1
）	

生
飯
偈
＝
野
口
善
敬
編
著
『
開
甘
露
門
の
世
界
』（
禅
文
化
研
究
所･

二
〇
〇
八
年
）
の
中
で
、「
こ
の
四
句
偈
は
、
遵
式
「
施
食
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法
式
」（『
施
食
通
覧
』Z101-215c

）
に
見
え
る
。
名
称
に
つ
い
て
は
、「
出
生
念
偈
」（『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』
巻
下
・Z112-

26c

）、「
出
生
想
念
偈
」（『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
・T48-1145a

）、『
出
生
偈
』（『
禅
苑
清
規
』
巻
一
・Z111-441c

）、『
釈
氏
要

覧
』
巻
上
・T154-275a

、『
入
衆
日
用
』Z111-473a

、『
入
衆
須
知
』Z111-475c

、『
施
食
偈
』（『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
下
之

下
・Z116-486a

）
な
ど
と
呼
ば
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
資
料
は
字
句
に
異
同
は
な
い
が
、『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
は
第
三
句
が
「
七
粒
遍

十
方
」
と
な
り
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
は
、
第
四
句
が
「
一
切
鬼
神
供
」
と
な
っ
て
い
る
」（p.229

～230

）
と
し
て
い
る
。
こ
の
四

句
は
、
臨
済
宗
常
用
の
『
開
甘
露
門
』
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
中
峰
明
本
門
下
に
お
け
る
施
餓
鬼
会
、
盂
蘭
盆
会
の
法
要
次
第
で
あ

る
『
幻
住
庵
清
規
』
附
録
「
開
甘
露
門
」
に
は
、「
心
経
一
巻
を
誦
し
回
向
し
て
云
く
、『
汝
等
、
鬼
神
衆
よ
、
我
れ
今
、
汝
ら
に
供

を
施
す
。
此
の
食
は
十
方
に
遍
く
、
一
切
鬼
神
共
に
せ
ん
。
願
わ
く
は
此
の
功
徳
を
以
て
、
普
く
於
一
切
に
及
ぼ
し
、
我
等
と
衆
生

と
皆
共
に
仏
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
』
と
（
誦
心
経
一
巻
回
向
云
、
汝
等
鬼
神
衆
、
我
今
施
汝
供
。
此
食
遍
十
方
、
一
切
鬼
神
共
。
願

以
此
功
徳
、
普
及
於
一
切
、
我
等
与
衆
生
、
皆
共
成
仏
道
）」（X63-560a

）
と
あ
る
。

		


鬼
界
の
衆
生
に
飯
を
施
す
こ
と
を
生
飯
と
い
い
、
斎
時
に
生
飯
を
出
す
こ
と
を
出

し
ゆ
つ

生さ
ん

（
或
い
は
「
す
い
さ
ん
」）
と
い
う
（『
禅

学
』p.511

）。『
禅
林
象
器
箋
』「
生
飯
」
条
で
は
生
飯
を
「
サ
ン
ハ
ン
」
と
読
み
（
禅
学
叢
書
本･p.561

）、
他
に
も
、「
三
飯
」

「
散
飯
」「
三
把
」
と
も
記
し
、「
さ
ん
ば
ん
」
の
呼
称
が
あ
る
（『
中
村
』p.436

）。

		


生
飯
に
つ
い
て
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
「
日
用
軌
範
」
条
に
、「
鉢
刷
（
＝
漆
の
小
板
）
を
第
二
の
鐼ふ

ん

子す

の
縫
中
に
安
じ
て
、

半
寸
許
り
を
出
し
て
生
飯
を
盛
る
。
匙さ

じ･

筯は
し

を
以
て
生
飯
を
出
す
こ
と
得
ざ
れ
。
七
粒
を
過
ぎ
ず
。
太は

な
はだ

少
き
は
慳

む
さ
ぼ
り〔

の
〕
食
を
為

す
。
凡
そ
食
を
受
く
れ
ば
則
ち
用
い
て
生
〔
飯
〕
を
出
す
べ
し
（
鉢
刷
安
第
二
鐼
子
縫
中
、
出
半
寸
許
盛
生
飯
。
不
得
以
匙
筯
出
生

飯
。
不
過
七
粒
。
太
少
為
慳
食
。
凡
受
食
則
用
出
生
）」（T48-1145a

）
と
あ
る
。
さ
ら
に
、『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
三･

法
門
光
顕

志
第
一
六
「
出
生
飯
」
条
で
は
、
生
飯
に
は
曠
野
鬼
、
鬼
子
母
等
な
ど
へ
の
施
食
と
、
餓
鬼
へ
の
施
食
の
二
種
類
が
あ
る
と
し
て
い

る
。「
此
れ
二
縁
有
り
。
一
つ
は
涅
槃
経
、
曠
野
鬼
に
施
さ
し
む
。
毘
奈
耶
律
、
鬼
子
母
等
に
施
さ
し
む
。
…
二
つ
は
焰
口
経
、
阿

難
に
託
し
て
縁
と
為
し
、
餓
鬼
食
を
施
さ
し
む
（
此
有
二
縁
。
一
者
涅
槃
経
、
令
施
曠
野
鬼
。
毘
奈
耶
律
、
令
施
鬼
子
母
等
。
…
二

者
焰
口
経
、
託
阿
難
為
縁
令
施
餓
鬼
食
）」（T49-320b

）
と
あ
る
。
以
下
、『
大
般
涅
槃
経
』、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』、
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『
仏
説
救
拔
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
を
み
て
み
た
い
。

		


南
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
一
五
「
梵
行
品
之
二
」
条
に
、「
善
男
子
よ
、
我
が
一あ

る

時と
き

、
彼
の
壙こ

う

野や

の
聚
落
の
叢
樹
に
遊さ

ま
よい

て
、
其

の
林
下
に
在
る
が
如
し
。
一
鬼
神
有
り
、
即
ち
壙
野
と
名
づ
く
。
純も

つ
ぱら

肉
血
を
食
ら
い
、
多
く
衆
生
を
殺
す
。
復
た
其
の
聚む

ら

に
於
い

て
日
に
一
人
を
食
ら
う
。
…
爾
の
時
に
、
彼
の
鬼
は
即
ち
我
れ
に
白も

う

し
て
言
う
、『
世
尊
よ
、
我
れ
及
び
眷
属
は
唯
だ
血
肉
の
み
に

仰よ

り
て
以
て
自み

ず
から

存い
き

活な
が

え
り
。
今
戒
を
以
て
の
故
に
、
当
に
云い

何か
ん

が
活い

く
べ
き
や
』
と
。
我
れ
は
即
ち
答
え
て
言
う
、『
今
よ
り
当

に
声
聞
の
弟
子
に
勅
す
べ
し
。
仏
法
を
修
行
す
る
の
処
有あ

る
に
随
い
、
悉
く
当
に
其か

れ
を
し
て
汝
の
飲
食
を
施
さ
し
む
べ
し
』
と
。

善
男
子
よ
、
是
の
因
縁
を
以
て
、
諸
も
ろ
の
比
丘
の
為
に
是
く
の
如
き
戒
を
制
す
。『
汝
等
よ
、
今
よ
り
常
に
当
に
彼
の
壙
野
な
る

鬼
に
食
を
施
す
べ
し
。
若
し
有
る
ひ
と
が
、
住
処
に
施
す
こ
と
能
わ
ず
ん
ば
、
当
に
是
の
輩
は
我
が
弟
子
に
非
ず
と
知
る
べ
し
。
即

ち
是
れ
天
魔
の
徒
党･
眷
属
な
り
』
と
。
善
男
子
よ
、
如
来
は
衆
生
を
調
伏
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
是
く
の
如
き
種
種
の
方

便
を
示
す
の
み
。
故
に
彼
を
し
て
怖
畏
を
生
ぜ
し
む
る
に
非
ざ
る
な
り
（
善
男
子
、
如
我
一
時
、
遊
彼
壙
野
聚
落
叢
樹
、
在
其
林
下
。

有
一
鬼
神
即
名
壙
野
。
純
食
肉
血
、
多
殺
衆
生
。
復
於
其
聚
日
食
一
人
。
…
爾
時
彼
鬼
即
白
我
言
、
世
尊
、
我
及
眷
属
唯
仰
血
肉
以

自
存
活
。
今
以
戒
故
、
当
云
何
活
。
我
即
答
言
、
従
今
当
勅
声
聞
弟
子
。
随
有
修
行
仏
法
之
処
、
悉
当
令
其
施
汝
飲
食
。
善
男
子
、

以
是
因
縁
、
為
諸
比
丘
制
如
是
戒
。
汝
等
従
今
常
当
施
彼
壙
野
鬼
食
。
若
有
住
処
不
能
施
者
、
当
知
是
輩
非
我
弟
子
。
即
是
天
魔
徒

党
眷
属
。
善
男
子
、
如
来
為
欲
調
伏
衆
生
故
、
示
如
是
種
種
方
便
。
非
故
令
彼
生
怖
畏
也
）」（T12-703a

～b

）
と
あ
る
〔『
新
国

訳
大
蔵
経
』
イ
ン
ド
撰
述
部　

涅
槃
部
2
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）
Ⅱp.438

～440

参
照
〕。

		


『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
巻
三
一
に
、「
仏
言
く
、『
善
女
、
汝
、
憂
う
こ
と
須も

ち

い
ず
。
贍せ

ん

部ぶ

洲し
ゆ
う（

＝
閻
浮
提
。『
中
村
』

p.842

）
に
於
い
て
所す

べ
て
の有

、
我
が
諸
も
ろ
の
声
聞
弟
子
、
毎
に
食
次
に
於
い
て
衆し

ゆ

生じ
よ
う食じ
き（=

生
飯
。『
中
村
』p.631

）
を
出
し
、
并

び
に
行
末
に
於
い
て
、
食
一
盤
を
設
け
、
汝
の
名な

字ま
え

、
并
び
に
諸
も
ろ
の
兒こ

子ど
も

を
呼
び
て
、
皆
な
飽
食
し
て
永
く
飢
苦
無
か
ら
し

む
』
と
（
仏
言
善
女
汝
不
須
憂
。
於
贍
部
洲
所
有
、
我
諸
声
聞
弟
子
、
毎
於
食
次
出
衆
生
食
、
并
於
行
末
設
食
一
盤
、
呼
汝
名
字
并

諸
兒
子
、
皆
令
飽
食
永
無
飢
苦
）」（T24-362b

）
と
あ
る
。

		


不
空
訳
『
仏
説
救
拔
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
に
、「
仏
、
阿
難
に
告
ぐ
、『
若
し
、
族ぞ

く

姓し
よ
う子し

等
（=

良
家
の
子
。
正
し
い
信
仰
を
も
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つ
人
。
立
派
な
男
子
。
善
良
な
紳
士
。
普
通
は
、
在
家
の
男
性
に
対
し
て
用
い
る
。
善
男
子
に
同
じ
。
比
丘
の
こ
と
を
称
し
て
い
う

こ
と
も
あ
る
。『
中
村
』p.890

）、
四
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
し
已
わ
ら
ば
、
弾
指
す
る
こ
と
七
徧
し
、
食
器
を
浄
地
の
上
に

取
り
て
、
臂
を
展の

ば

し
て
之
れ
を
瀉そ

そ

げ
。
此
の
施
を
作
し
已
わ
ら
ば
、
其
の
四
方
に
於
い
て
百
千
那
由
佗
恒
河
沙
数
の
餓
鬼
有
る
も
、

前
に
各
お
の
摩
伽
陀
国
の
七
七
斛こ

く

の
食
有
ら
ん
。
此
の
食
を
受
け
已
わ
ら
ば
、
悉こ

と

皆ご
と

く
飽
満
し
、
是
の
諸
も
ろ
の
鬼
等
は
、
悉
く
鬼

身
を
捨
て
て
、
天
上
に
生
ぜ
ん
』
と
（
仏
告
阿
難
、
若
族
姓
子
等
、
称
四
如
来
名
号
加
持
已
、
弾
指
七
徧
、
取
於
食
器
於
浄
地
上
展

臂
瀉
之
。
作
此
施
已
、
於
其
四
方
、
有
百
千
那
由
佗
恒
河
沙
数
餓
鬼
、
前
各
各
有
摩
伽
陀
国
七
七
斛
食
。
受
此
食
已
、
悉
皆
飽
満
、

是
諸
鬼
等
、
悉
等
捨
鬼
身
、
生
於
天
上
）」〔『
磧
砂
蔵
』
第
三
四
冊p.514b

（
台
湾
新
文
豊
出
版
公
司
影
印
出
版
『
宋
版
磧
砂
蔵

経
』）〕
と
あ
る
（
野
口
善
敬
編
著
『
開
甘
露
門
の
世
界
』p.109

～110

参
照
）。

		


生
飯
の
起
源
な
ら
び
に
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
受
容
と
展
開
を
論
じ
た
論
文
に
、
小
川
太
龍
「
生
飯
に
つ
い
て
―
衆
生
へ
の
供

養
―
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
八
七
号･

二
〇
二
三
年
）
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、『
釈
門
正
統
』
巻
四
「
利
生
志
」
条
を
踏
ま

え
（X75

所
収
）、「
生
飯
の
典
拠
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
の
は
、『
毘
奈
耶
律
』
と
『
大
般
涅
槃
経
』
だ
が
、『
焔
口
経
』
の
記
述

も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
生
飯
の
語
義
か
ら
も
、
そ
れ
は
儀
礼
的
に
は
鬼
神
へ
の
施
食
を
前
提
と
す
る

も
の
の
、
衆
生
へ
の
供
養
と
い
う
性
質
が
根
底
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（p.104

参
照
）。

（
2
）	

汝
等
鬼
神
衆
…
一
切
鬼
神
供
＝
鬼
神
は
、
目
に
見
え
な
い
超
人
的
神
秘
力
を
有
す
る
も
の
。
人
間
よ
り
も
優
れ
た
存
在
。
神
霊
。

善
神
と
悪
心
と
が
あ
る
が
、
特
に
害
を
与
え
る
低
級
な
神
々
を
い
う
（『
中
村
』p.207

）。
ま
た
、
変
化
自
在
の
力
を
有
し
、
仏
法

･

国
土
を
守
護
し
、
ま
た
は
凶
悪
を
振
っ
て
人
畜
を
悩
ま
す
怪
物
。
前
者
に
梵
天･

帝
釈･

地
祇･

竜
王･

十
六
善
神
な
ど
の
善
鬼

神
が
あ
り
、
後
者
に
は
夜
叉･

羅
刹
等
の
悪
鬼
神
が
あ
る
。
一
般
に
は
、
乾
達
婆･

夜
叉･

阿
修
羅･

迦
楼
羅･

緊
那
羅･

摩
睺
羅

伽
の
六
部
鬼
神
を
指
す
（『
禅
学
』p.20

）。『
大
智
度
論
』
巻
第
三
二
に
、「
復
た
次
に
、
菩
薩
は
此
に
於
い
て
一
鉢
の
食
を
以
て
、

十
方
の
諸
仏
を
供
養
す
る
に
、
而
も
十
方
の
仏
前
に
飲
食
の
具
は
具
足
し
て
出
づ
。
譬
え
ば
鬼
神
は
人
の
一
口
の
食
を
得
て
、
而
も

千
万
倍
に
し
て
出
だ
す
が
如
し
（
復
次
菩
薩
於
此
以
一
鉢
食
、
供
養
十
方
諸
仏
、
而
十
方
仏
前
飲
食
之
具
具
足
而
出
。
譬
如
鬼
神
、

得
人
一
口
之
食
而
千
万
倍
出
）」（T25-300c

）
と
あ
る
。
無
著
道
忠
は
、「
此
の
文
は
或
い
は
仏
敕
の
偈
と
名
づ
く
。
蓋
し
仏
は
弟
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子
を
敕い

ま

し
め
、
曠
野
鬼
に
施
す
の
義
な
り
（
此
文
或
名
仏
敕
偈
。
蓋
仏
敕
弟
子
施
曠
野
鬼
之
義
也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六

ノ
四
二
）
と
す
る
。

		


南
山
律
宗
の
祖
師
で
あ
る
道
宣
（596

～667

）
の
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
下
・
計
請
設
則
篇
第
二
三
に
、「
二
に
衆
生

食
を
出
す
こ
と
を
明
か
さ
ば
、
或
い
は
食
前
に
在
り
て
、
等
得
を
唱
え
已
り
て
之
れ
を
出
す
。
…
（
二
明
出
衆
生
食
、
或
在
食
前
、

唱
等
得
已
出
之
。
…
）」（T40-137a

）
と
あ
る
。「
等
得
」
に
つ
い
て
は
、『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
下
・
諸
雑
要
行
篇
第

二
七
に
、「
若
し
施
与
す
る
こ
と
有
る
に
は
、
呪
願
し
て
『
等
得
』
等
を
唱
告
す
（
若
有
施
与
呪
願
唱
告
等
得
等
）」（T40-146b

）

と
あ
る
。

		


『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
・
出
生
条
（T54-275a

）
と
『
大
蔵
一
覧
』
巻
六
・
施
食
文
条
（J21-528a

）
は
、「
此
食
」
を
「
七
粒
」
に

作
る
。

︽
4
︾
五
）
1
（ 

観 

文（
一
）

（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
は
「
五
観
偈
」57a･T81-684b

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨

時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
「
次
作
五
観
想
念
云
、
…
」（22b･T81-704a

）、『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第

一
巻･p.182

～183

）

一
（
（
（

つ
に
は
功
の
多
少
を
計
り
彼
の
来
処
を
量
る（
二
）。

二
（
（
（

つ
に
は
己
が
徳
行
の
全
闕
を

（
と
）忖

っ
て
供
に
応
ず（
三
）。

三
（
（
（

つ
に
は
心
を
防
ぎ
過
貪
等
を
離
る
る
を
宗
と
す（
四
）。
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四
（
（
（

つ
に
は
正
に
良
薬
を
事
と
す
る
は
形
枯
を
療
ぜ
ん
が
為
な
り
。

五
（
（
（

つ
に
は
道
業
を
成
ぜ
ん
が
為
め
に
応
に
此
の
食
を
受
く
べ
し（
五
）。

（
一
）『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
次
作
五
観
想
念
云
、〈
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
。
二
忖
己
徳
行
全

欠
応
供
。
三
防
心
離
過
貪
等
為
宗
。
四
正
事
良
薬
為
療
形
枯
。
五
為
成
道
業
故
応
受
此
食
〉」（22b･T81-704a

）
に
作
る
。
五
観
の
想

念
（
＝
考
え
思
い
。『
大
漢
和
』
巻
四･p.1102

）
を
為
し
て
、
五
観
文
を
唱
え
る
。　
（
二
）
一
つ
に
は
功
の
多
少
を
計
り
彼
の
来
処
を

量
る
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
は
、「
一
許
功
多
少
量
彼
来
処
」
に
作
る
。　
（
三
）
二
つ
に
は
己
が
徳

行
の
全
闕
を
忖
っ
て
供
に
応
ず
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
は
、「
全
欠
」
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』

は
、「
二
つ
に
は
己
が
徳
行
の
全
か
欠
か
供
に
応
ず
る
か
と
い
う
を
忖は

か

る
」
に
作
る
。　
（
四
）
三
つ
に
は
心
を
防
ぎ
過
貪
等
を
離
る
る
を

宗
と
す
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
は
、「
三
つ
に
は
心
を
防
ぎ
過と

が

を
離
る
る
は
貪と

ん

等と
う

を
宗
と
為
す
」
と
訓
む
（p.102

）。　
（
五
）
五
つ
に
は

道
業
を
成
ぜ
ん
が
為
め
に
応
に
此
の
食
を
受
く
べ
し
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
は
、「
五
為
成
道
業
応

受
此
食
」（57a･T81-684b

）
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
は
、「
五
に
は
道
業
を
成
ぜ
ん
が
為
の
故
に
、
応
に
此
の
食
を
受
く
べ
し
」

と
訓
む
（p.102

）。

＊

　

一
つ
に
は
、〔
こ
の
食
事
が
目
の
前
に
運
ば
れ
る
ま
で
に
〕
ど
れ
ほ
ど
の
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
か
に
思
い
を
致
し
、
そ
の

来
た
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
推
し
量
り
ま
す
。

　

二
つ
に
は
、
自
分
に
徳
（
＝
品
性
）
と
行
（
＝
行
い
）
が
具
わ
っ
て
い
る
か
欠
け
て
い
る
か
を
思
案
し
て
供
養
に
応
じ
ま
す
。

　

三
つ
に
は
、〔
迷
い
の
〕
心
〔
に
よ
っ
て
生
じ
る
三
過
（
＝
貪･

瞋･
痴
）
が
起
こ
る
の
〕
を
防
ぎ
、〔
そ
の
三
つ
の
〕
過
ち

で
あ
る
貪
な
ど
〔
の
三
毒
〕
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。
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四
つ
に
は
、
ま
さ
に
〔
食
事
を
〕
良
薬
と
す
る
の
は
、
肉
体
の
飢
渇
に
よ
っ
て
生
じ
る
病や

ま
いを

癒
や
す
た
め
で
す
。

　

五
つ
に
は
、
仏
道
修
行
を
成
就
す
る
た
め
に
、
こ
の
食
事
を
い
た
だ
き
ま
す
。

＊

（
1
）	
五
観
文
＝
『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
に
「
五
観
〈「
観
」
は
去
声
。
凡
そ
粥
食
を
喫
す
る
に
は
、
先
づ
須
ら
く
想
を
端た

だ

し
、
之
れ
を
誦

し
訖
わ
っ
て
方
に
食
す
べ
し
。
蓋
し
自
ら
警い

ま
しむ

る
な
り
〉〔
五
観
〈
観
去
声
。
凡
喫
粥
食
、
先
須
端
想
、
誦
之
訖
方
食
。
蓋
自
警

也
〉〕」（T54-274c

）
と
あ
る
。

		


「
五
観
文
」
に
つ
い
て
、『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
中
之
三
に
「
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
、
二
自
忖
己
徳
行
全
欠
多
減
、
三

防
心
顕
過
不
過
三
毒
、
四
正
事
良
薬
取
濟
形
若マ

マ

〔
＝
苦
〕、
五
為
成
道
業
世
報
非
意
」（T40-84a

）
と
あ
り
、
続
け
て
、
道
宣
は
、

『
明
了
論
』
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
故
に
『
明
了
論
』
の
中
に
云
く
、『
余
の
一
切
の
文
句
、
縦
広
の
道
、
応
に
知
る

べ
し
』
と
。
解
に
云
く
、『
出
家
の
人
、
食
を
受
け
る
時
、
或
は
受
け
竟
り
て
、
先
ず
須
ら
く
食
を
観
じ
て
、
然
し
て
後
に
之
れ
を

啖く

ら
う
べ
し
』
と
（
故
明
了
論
中
云
、
余
一
切
文
句
縦
広
道
応
知
。
解
云
、
出
家
人
受
食
時
或
受
竟
、
先
須
観
食
、
然
後
啖
之
）」

（T40-84a

）
と
あ
り
、『
律
二
十
二
明
了
論
』
は
、「
余
の
一
切
の
文
句
は
、
広
道
（
＝
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
お
も
む
く
道
。『
中
村
』

p.401

）
に
従
う
、
応
に
知
る
べ
し
。
偈
に
曰
く
、『
能
く
受
の
五
種
分
を
成
就
し
』
と
。
釈
し
て
曰
く
、『
五
分
有
り
て
能
く
飲
食

を
受
摂
す
る
こ
と
を
成
就
す
。
一
、
能
受
、
二
、
能
令
受
、
三
、
物
、
四
、
処
所
、
五
、
辺
に
至
る
な
り
。
…
』
と
（
余
一
切
文
句

従
広
道
知
応
。
偈
曰
、
能
成
就
受
五
種
分
。
釈
曰
、
有
五
分
能
成
就
受
摂
飲
食
。
一
能
受
、
二
能
令
受
、
三
物
、
四
処
所
、
五
至
辺
。

…
）」（T24-669a

）
と
あ
る
。

		


ま
た
、「
五
観
文
」
に
つ
い
て
、『
釈
氏
要
覧
』「
五
観
」
条
は
、「
一
計
工
多
少
量
彼
来
処
。
…
、
二
忖
己
徳
行
全
欠
応
供
…
。
三

防
心
離
過
貪
等
為
宗
。
…
四
正
事
良
薬
為
療
形
苦
。
…
五
為
成
道
業
故
応
受
此
食
」（T54-274c

）
と
あ
り
、『
禅
苑
清
規
』
巻
一

「
赴
粥
飯
」
条
は
、「
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
、
二
忖
己
徳
行
全
欠
応
供
、
三
防
心
離
過
貪
等
為
宗
、
四
正
事
良
薬
為
療
形
枯
、
五
為

成
道
故
応
受
此
食
也
」（X63-525c

）
と
あ
る
。『
禅
苑
清
規
』
亀
鏡
文
に
、「
道
を
成
ぜ
ん
が
為
の
故
に
方
に
此
の
食
を
受
く
る
は
、
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典
座
に
報
ゆ
る
所
以
な
り
。
…
己
が
徳
行
の
全
欠
を
忖
っ
て
供
に
応
ず
る
は
、
街が

い

坊ぼ
う

化け

主し
ゆ

（
＝
山
門
の
外
に
出
て
勧
化
に
当
た
る
役

職
『
禅
学
』p.146

）
に
報
い
る
所
以
な
り
。
功
の
多
少
を
計
り
彼
の
来
処
を
量
る
は
、
園え

ん

頭じ
ゆ
う（

＝
園
主
。
叢
林
の
菜
園
の
管
理
職
。

『
禅
学
』p.111

）・
磨ま

頭じ
ゆ
う（

＝
磨
主
。
磨
院
（
米
つ
き
小
屋
）
に
あ
っ
て
精
米･

製
粉
を
管
理
す
る
役
職
。『
禅
学
』p.1173

）・
荘し

よ
う

主し
ゆ

（
＝
荘
舍
の
主
人
。
荘
園
を
管
理
す
る
役
。『
禅
学
』p.551

）
に
報
い
る
所
以
な
り
（
為
成
道
故
方
受
此
食
所
以
報
典
座
也
…
忖

己
徳
行
全
欠
応
供
所
以
報
街
坊
化
主
也
。
計
功
多
少
量
彼
来
処
所
以
報
園
頭
磨
頭
荘
主
也
）」（X63-544a

）
と
あ
り
、
僧
堂
の
役

職
に
配
し
た
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
「
日
用
軌
範
」
条
に
「
…
五
観
の
想
念
を
作
し
て
云
く
、〈
一
に
は
功

の
多
少
を
計
り
彼
の
来
処
を
量
る
。
二
つ
に
は
己
が
徳
行
の
全
欠
を
忖
っ
て
供
に
応
ず
。
三
つ
に
は
心
を
防
ぎ
過
貪
等
を
離
る
る
を

宗
と
為
す
。
四
つ
に
は
正
に
良
薬
を
事
と
す
る
は
形
枯
を
療
ぜ
ん
が
為
な
り
。
五
つ
に
は
道
業
を
成
ぜ
ん
が
為
の
故
に
応
に
此
の
食

を
受
く
べ
し
〉
と
（
…
作
五
観
想
念
云
、
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
。
二
忖
己
徳
行
全
欠
応
供
。
三
防
心
離
過
貪
等
為
宗
。
四
正
事
良

薬
為
療
形
枯
。
五
為
成
道
業
故
応
受
此
食
）」（T48-1145a

）
と
あ
る
。

		


黄こ
う

庭て
い

堅け
ん

（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）
は
、
士
大
夫
を
対
象
と
し
た
「
士
大
夫
食
時
五
観
」（『
説
郛
』
巻
九
五･

上
）
の
冒
頭
で
、

「
古
く
は
君
子
、
飲
食
の
教
え
有
り
。
郷む

ら

党ざ
と

に
在
り
て
礼
を
曲
ら
か
に
す
。
而
し
て
士
大
夫
、
尊そ

ん

俎そ

（
＝
酒
だ
る
と
肉
を
載
せ
る
台
。

『
新
辞
海
』p.410

）
に
臨
め
ば
則
ち
之
れ
を
忘
る
。
故
に
釈
氏
の
法
に
約
し
て
士
君
子
食
時
五
観
を
作
す
（
古
者
君
子
有
飲
食
之
教
。

在
郷
党
曲
礼
。
而
士
大
夫
臨
尊
俎
則
忘
之
矣
。
故
約
釈
氏
法
作
士
君
子
食
時
五
観
）」
と
し
、「
一
に
は
功
の
多
少
を
計
り
彼
の
来
処

を
量
る
。
此
の
食
は
、
墾
植
（
＝
田
畑
を
開
き
作
物
を
植
え
る
。『
漢
辞
海
』p.317

）、
收
穫
、
舂

し
よ
う

磑が
い

（
＝
「
舂
」
は
、
穀
物
な
ど

を
臼
に
入
れ
て
つ
き
、
外
皮
を
取
っ
た
り
砕
い
た
り
す
る
こ
と
。『
漢
辞
海
』p.1177

。「
磑
」
は
、
石
臼
。
臼
で
ひ
く
の
意
。『
漢

辞
海
』p.1005

。
臼
を
ひ
く
意
か
）、
淘
汰
（
＝
混
ざ
り
物
を
水
で
流
す
。『
漢
辞
海
』p.832

）、
炊
煮
し
て
乃
ち
成
ず
。
功
を
用
い

る
こ
と
甚
だ
多
し
。
何
ぞ
況
ん
や
生生

霊命

を
屠と

割か
つ

（
＝
ほ
ふ
り
さ
く
。『
大
漢
和
』
巻
四･p.162

）
し
て
己
が
滋
味
と
為
す
や
。
一
人

の
食
、
十
人
の
作
労
あ
り
。
家
、
居
す
れ
ば
則
ち
父
祖
の
心
力
を
食
す
。
営
む
所
は
、
是
れ
己
が
財
な
り
と
雖
も
亦
た
余
慶
を
承う

く
。

仕
宦
な
れ
ば
則
ち
民
の
膏
血
を
食
す
る
こ
と
大
い
に
言
う
べ
か
ら
ず
。
二
に
は
己
が
徳
行
の
全
欠
を
忖
っ
て
供
に
応
ず
。〔『
孝
経
』

開
宗
明
義
章･

第
一
（
＝
新
訳
漢
文
体
系･

明
治
書
院
本
『
孝
経
』p.83

）
の
〕
親
に
事つ

か

う
る
に
始
ま
り
、
君
に
事
う
る
に
中ち

ゆ
うし

、
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身
を
立
つ
る
に
終
わ
る
。
此
の
三
者
を
全
う
す
れ
ば
則
ち
応
に
此
の
供
を
受
く
。
欠
く
れ
ば
則
ち
当
に
愧
恥
な
り
と
知
る
べ
し
。
敢

て
味
を
尽
く
さ
ず
。
三
つ
に
は
心
を
防
ぎ
過
貪
等
を
離
る
る
を
宗
と
為
す
。
心
を
治
め
性
を
養
う
に
先
ず
三
過
を
防
ぐ
。
美
食
は
則

ち
貪
、
悪
食
は
則
ち
嗔
、
終
日
食
し
て
、
食
の
従
来
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
は
則
ち
癡
な
り
。〔『
論
語
』
学
而
第
一
（
＝
新
訳
漢
文
体

系･

明
治
書
院
本
『
論
語
』p.33

）
の
〕『
君
子
は
食
飽
く
こ
と
を
求
む
る
無
し
』
と
は
、
此
の
過
を
離
る
る
な
り
。
四
つ
に
は
正

に
良
薬
を
事
と
す
る
は
形
苦
を
療
ぜ
ん
が
為
な
り
。
五
穀
、
五
疏
、
以
っ
て
人
を
養
い
、
魚
肉
は
以
っ
て
老
を
養
う
。
形
苦
と
は
、

饑
渇
を
主
病
と
為
し
、
四
百
四
病
を
客
病
と
為
す
。
故
に
須
ら
く
、
食
は
医
薬
と
為
し
以
っ
て
日マ

マ

（
＝
自み

ず
か）

ら
扶
持
す
べ
し
。
是
れ

故
に
足
る
を
知
る
者
、
箸
を
挙
げ
る
に
常
に
服
薬
す
る
が
如
し
。
五
に
は
道
業
を
成
ぜ
ん
が
為
の
故
に
此
の
食
を
受
く
べ
し
。〔『
論

語
』
里
仁
第
四
（
＝
新
訳
漢
文
体
系･

明
治
書
院
本
『
論
語
』p.90

）
の
〕
君
子
は
終
食
の
間
も
仁
に
違た

が

う
こ
と
無
し
。
先
ず
款
状

を
結
べ
。
然
る
後
、
食
を
受
く
。〔『
詩
経
』「
魏
風
」
条
「
伐
檀
」（
＝
新
訳
漢
文
体
系･

明
治
書
院
本
『
詩
経
』p.297

）
の
〕『
彼

の
君
子
、
素
餐
せ
ず
』
は
此
の
謂
な
り
（
一
計
功
多
少
量
彼
来
処
。
此
食
墾
殖
、
收
穫
、
舂
磑
、
淘
汰
、
炊
煮
乃
成
。
用
功
甚
多
。

何
況
屠
割
生
霊
為
己
滋
味
。
一
人
之
食
十
人
作
労
。
家
居
則
食
父
祖
心
力
。
所
営
雖
是
己
財
亦
承
余
慶
。
仕
宦
則
食
民
之
膏
血
大
不

可
言
。
二
忖
己
徳
行
全
欠
応
供
。
始
于
事
親
、
中
于
事
君
、
終
于
立
身
。
全
此
三
者
則
応
受
此
供
。
欠
則
当
知
愧
恥
。
不
敢
尽
味
。

三
防
心
離
過
貪
等
為
宗
。
治
心
養
性
先
防
三
過
。
美
食
則
貪
、
悪
食
則
嗔
、
終
日
食
而
不
知
食
之
所
従
来
則
癡
。
君
子
食
無
求
飽
、

離
此
過
也
。
四
正
事
良
薬
為
療
形
苦
。
五
穀
五
疏
以
養
人
、
魚
肉
以
養
老
。
形
苦
者
饑
渇
為
主
病
、
四
百
四
病
為
客
病
。
故
須
食
為

医
薬
以
日マ

マ

（
＝
自
）
扶
持
。
是
故
知
足
者
挙
箸
常
如
服
薬
。
五
為
成
道
業
故
受
此
食
。
君
子
無
終
食
之
間
違
仁
。
先
結
款
状
。
然
後

受
食
。
彼
君
子
兮
不
素
餐
兮
此
之
謂
也
）」（『
説
郛
』
巻
九
五･

上･

『
欽
定
四
庫
全
書
』
子
部･

雑
家
類･

雑
纂
之
属
）
と
あ
る
。

『
山
谷
外
集
』
巻
九
は
、「
為
医
薬
以
日
扶
持
」
は
、「
為
医
薬
以
自
扶
持
」
に
作
る
（『
欽
定
四
庫
全
書
』
集
部･

別
集
類･

北
宋
建

隆
至
靖
康
）。「
五
観
文
」
は
、
禅
宗
に
限
ら
ず
、
広
い
分
野
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

（
2
）	

一
つ
に
は
…
彼
の
来
処
を
量
る
＝
「
功
」
と
は
、
農
業
の
仕
事
の
意
味
で
あ
る
農
功
で
あ
り
、「
工
」
に
通
じ
る
（『
漢
辞
海
』

p.181

）。『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
五
観
」
条
の
註
釈
に
よ
れ
ば
、「
智
度
論
に
云
く
、『
此
の
食
は
、
墾
植
（
＝
田
畑
を
開
き
作
物
を

植
え
る
。『
漢
辞
海
』p.317

）、
収
穫
、
舂し

よ
う磨ま

（
＝「
舂
」
は
、
穀
物
な
ど
を
臼
に
入
れ
て
つ
き
、
外
皮
を
取
っ
た
り
砕
い
た
り
す
る
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こ
と
。『
漢
辞
海
』p.1177

。「
磨
」
は
、
穀
物
を
ひ
い
て
粉
に
す
る
道
具
。
ひ
き
う
す
、
臼
。『
漢
辞
海
』p.1007

。
臼
を
ひ
く
意

か
）、
淘
汰
（
＝
混
ざ
り
物
を
水
で
流
す
。『
漢
辞
海
』p.832

）、
炊す

い

煑し
よ

（
＝
煮
炊
き
。『
大
漢
和
』
巻
七･p.381

）
し
て
成
ず
る
に

及
ぶ
。
工
を
用
い
る
こ
と
甚
だ
多
し
。
一
鉢
の
飯
も
作
夫
は
汗
を
流
す
な
り
。
食
は
少
く
と
も
汗
は
多
し
』
と
○
僧
祇
律
に
云
く
、

『
施
主
は
其
の
妻
子
の
分
を
減
じ
て
福
を
求
む
る
が
故
に
施
す
』
と
（
智
度
論
云
、
此
食
墾
植
、
収
穫
、
舂
磨
、
淘
汰
、
炊
煑
、
及

成
。
用
工
甚
多
。
一
鉢
之
飯
、
作
夫
流
汗
。
食
少
汗
多
○
僧
祇
律
云
、
施
主
減
其
妻
子
之
分
求
福
故
施
）」（T54-274c

）
と
あ
る
。

		


『
釈
氏
要
覧
』
の
『
智
度
論
』
に
関
す
る
引
用
で
、『
大
智
度
論
』
初
品
中
十
想
釈
論･

第
二
三
に
は
、「
復
た
次
に
思
惟
す
。『
此

の
食
、
墾
植
し
、
耘
除
〔
＝
铲
除
（
取
り
除
く
）。『
漢
語
』
巻
八･p.592

〕
し
、
收
穫
し
、
蹂
治
（
＝「
蹂
」
は
踏
む
の
意
。『
漢

辞
海
』p.1374
。
土
地
を
踏
み
な
お
す
の
意
か
）
し
、
舂
磨
し
、
洮と

う

汰た

（
＝「
淘
汰
」
に
同
じ
。『
大
漢
和
』
巻
六･p.1115

）
し
、

炊
煮
し
て
乃
ち
成
ず
。
功
を
用
い
る
こ
と
甚
だ
重
し
。
一
鉢
の
飯
を
計
る
に
、
作
夫
の
流
汗
、
集
合
す
。
之
れ
を
量
る
に
食
は
少
な

く
汗
は
多
し
。
此
の
食
は
之
れ
を
作
る
に
功
重
く
、
辛
苦
あ
る
こ
と
是
く
の
如
し
。
口
に
入
れ
て
之
れ
を
食
せ
ば
、
即
ち
不
浄
と
成

り
、
一
つ
も
直
き
所
無
く
、
宿

し
ゆ
く

昔せ
き

（
＝
短
い
時
間
『
漢
辞
海
』p.397

）
の
間
に
変
じ
て
屎
尿
と
為
る
。
本
と
是
れ
美
味
に
し
て
、

人
の
嗜た

し
なむ

所
な
る
も
、
変
じ
て
不
浄
と
成
れ
ば
、
悪に

く

ん
で
見
る
こ
と
を
欲
せ
ず
』（
復
次
思
惟
。
此
食
、
墾
植
、
耘
除
、
收
穫
、
蹂

治
、
舂
磨
、
洮
汰
、
炊
煮
乃
成
。
用
功
甚
重
。
計
一
鉢
之
飯
、
作
夫
流
汗
集
合
。
量
之
食
少
汗
多
。
此
食
作
之
功
重
、
辛
苦
如
是
。

入
口
食
之
即
成
不
浄
、
無
所
一
直
、
宿
昔
之
間
変
為
屎
尿
。
本
是
美
味
、
人
之
所
嗜
、
変
成
不
浄
、
悪
不
欲
見
）」（T25-231b

～

c

）
と
あ
る
。

		


『
釈
氏
要
覧
』
に
は
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
の
「
施
主
減
其
妻
子
之
分
求
福
故
施
」
と
い
う
そ
の
ま
ま
の
文
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
二
二
「
明
衆
学
法
之
余
」
条
に
「
六
群
の
比
丘
、
先
に
多
く
羹

あ
つ
も
のを

受
け
、
後
に
飯
を
受
く
。
時
に
鉢
中
よ
り
溢

出
し
て
地
に
堕
ち
れ
ば
、
檀
越
嫌
い
て
言
く
、『
我
れ
妻
子
の
分
を
奪
い
て
衆
僧
に
食
を
飯く

ら

わ
せ
、
食
を
し
て
尽
く
さ
ん
と
欲
し
て

今
、
地
に
棄
て
る
と
は
、
尊
者
知
ら
ず
や
、
此
の
一
粒
の
飯
の
中
に
は
而
も
百
功
有
あ
る
こ
と
を
』
と
（
六
群
比
丘
、
先
多
受
羹
、

後
受
飯
。
時
鉢
中
溢
出
堕
地
、
檀
越
嫌
言
、
我
奪
妻
子
分
飯
食
衆
僧
、
欲
尽
令
食
而
今
棄
地
尊
者
不
知
耶
、
此
一
粒
飯
中
而
有
百

功
）」（T22-404a

）
と
あ
る
。
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さ
ら
に
、『
新
受
戒
比
丘
六
念
五
観
法
』
は
、
道
宣
の
『
浄
心
誡
観
法
』
を
引
き
、「『
浄
心
誡
観
』
に
云
く
、『
一
鉢
の
食
を
計
る

に
は
、
一
鉢
の
汗
を
出
す
。
汗
は
皮
肉
に
在
り
て
即
ち
是
れ
其
の
血
な
り
。
一
食
の
功
力
は
、
作
者
の
一
鉢
の
血
を
出
す
。
況
ん
や

復
た
一
生
、
凡
そ
幾
ば
く
の
食
を
か
受
く
。
始
め
耕
種
よ
り
乃
至
口
に
入
る
ま
で
、
無
数
の
雑
類
の
小
虫
を
傷
殺
す
。
是
れ
仏
戒
を

以
て
日
に
一
食
を
受
け
、
性
命
を
支
持
し
一
生
を
寄
せ
過
ご
す
』
と
（
浄
心
誡
観
云
、
計
一
鉢
食
、
出
一
鉢
汗
。
汗
在
皮
肉
即
是
其

血
。
一
食
功
力
出
於
作
者
一
鉢
之
血
。
況
復
一
生
、
凡
受
幾
食
。
始
従
耕
種
乃
至
入
口
、
傷
殺
無
数
雑
類
小
虫
。
是
以
仏
戒
日
受
一

食
、
支
持
性
命
寄
過
一
生
）」（X59-602c

）
と
あ
り
、『
浄
心
誡
観
法
』
巻
上
「
誡
観
檀
越
四
事
従
苦
縁
起
出
生
法
第
十
二
」
条
に

同
文
が
あ
る
（T45-824c

～825a

）。

		


無
著
道
忠
は
、「
彼
の
来
処
」
の
「
彼
」
は
食
物
を
指
す
と
し
て
い
る
（
忠
曰
、
彼
者
指
食
物
）（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ

三
七
）。

（
3
）	

二
つ
に
は
…
供
に
応
ず
＝
「
供
に
応
ず
」
の
応お

う

供ぐ

は
、
阿
羅
漢
と
同
義
で
あ
り
、
価
値
あ
る
人
。
尊
敬
す
べ
き
人
。
世
の
供
養
・

尊
敬
を
受
け
る
に
値
す
る
。
他
人
か
ら
の
供
養
に
相
応
す
る
者
。
す
べ
て
の
け
が
れ
を
断
ち
切
っ
て
、
他
の
人
か
ら
供
養
を
受
け
る

資
格
を
も
っ
て
い
る
人
の
意
（『
中
村
』p.131

）。
無
著
道
忠
は
、「『
全
缺
応
供
』
は
、
思
う
に
、
自
分
の
徳
が
全
う
し
て
て
、
供

と
相
応
で
き
て
い
る
か
、
自
分
の
徳
が
欠
け
て
い
て
供
と
相
応
で
き
て
い
な
い
か
、
自
ら
思
案
す
る
こ
と
で
あ
る
（
忠
曰
、
全
缺
応

供
者
、
謂
己
徳
全
而
能
与
供
相
應
歟
、
己
徳
缺
而
不
能
与
供
相
応
歟
、
自
忖
量
之
也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
三
八
）
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
供
養
の
授
受
に
つ
い
て
、『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
五
観
」
条
は
、
犍
度
の
注
釈
書
で
あ
る
『
毘
尼
母
経
』
か

ら
引
用
し
、「
毘
尼
母
に
云
く
、『
若
し
坐
禅
誦
経
、
三
宝
の
事
を
営
ま
ず
し
て
、
持
戒
せ
ず
し
て
人
の
信
施
を
受
け
れ
ば
施せ

つ

所し
よ

堕だ

と

為
す
。
欠
く
れ
ば
則
ち
宜
し
か
ら
ず
。
全
う
な
れ
ば
則
ち
可
な
り
』
と
（
毘
尼
母
云
、
若
不
坐
禅
誦
経
、
営
三
宝
事
、
不
持
戒
受
人

信
施
為
施
所
隨マ

マ

〔
堕
〕。
欠
則
不
宜
。
全
則
可
）」（T54-274c
）
と
あ
り
、『
毘
尼
母
経
』
巻
二
に
、「
若
し
比
丘
、
坐
禅
せ
ず
、
誦

経
せ
ず
、
仏
法
僧
の
事
を
営
ま
ず
し
て
、
人
の
施
し
を
受
く
れ
ば
、
施せ

つ

所し
よ

堕だ

と
為
す
。
若
し
三
業
（
＝
身･

口･

意
の
は
た
ら
き
。

『
中
村
』p.462

）
有
り
て
、
施
し
を
受
く
る
は
過と

が

無
し
。
若
し
前
人
に
三
業
無
き
を
知
り
て
施
与
を
転
ず
る
者
は
、
受
施
、
能
施
二

つ
皆
な
施
所
堕
と
為
す
。
若
し
比
丘
、
檀
越
の
施
を
食
す
る
は
、
知
足
を
以
て
限
と
為
す
。
若
し
飽
き
て
強し

い
て
飲
食
す
る
者
は
施
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所
堕
と
為
す
。
若
し
比
丘
、
憍

き
よ
う

慢ま
ん

（
＝
お
ご
り
、
慢
心
、
思
い
上
が
り
。『
中
村
』p.240

）
の
意
を
作
し
て
自
ら
飲
食
す
る
者
は
施

所
堕
と
為
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
世
尊
は
長
夜
の
中
に
於
て
常
に
限
食
（=

適
切
な
食
事
）
を
讃
歎
し
、
最
後
に
乃
至
、
持
戒
に

施
す
者
は
、
能
く
施
を
受
け
、
能
く
施
を
消
す
な
り
。
仏
の
説
い
て
曰
う
が
如
し
、『
持
戒
に
施
す
者
は
果
報
益
大
に
、
破
戒
に
施

す
者
は
果
報
を
得
る
こ
と
甚
だ
少
し
』
と
。
仏
の
説
き
た
も
う
偈
の
如
し
。『
寧む

し

ろ
鉄
丸
を
呑
ん
で
死
す
と
も
、
無
戒
を
以
て
人
の

信
施
を
食
せ
ず
。
若
し
、
食
足
り
て
已
り
て
、
更
に
強
い
て
食
す
る
者
は
、
色
力
を
加
え
ず
し
て
但
だ
其
の
患
を
増
す
』
と
。
是
の

故
に
応
に
度
無
く
し
て
食
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
（
若
比
丘
、
不
坐
禅
不
誦
経
、
不
営
仏
法
僧
事
受
人
施
、
為
施
所
堕
。
若
有
三
業
、

受
施
無
過
。
若
前
人
無
三
業
知
而
転
施
与
者
、
受
施
能
施
二
皆
為
施
所
堕
。
若
比
丘
、
食
檀
越
施
、
以
知
足
為
限
。
若
飽
強
飲
食
者
、

為
施
所
堕
。
若
比
丘
作
憍
慢
意
自
飲
食
者
、
為
施
所
堕
。
何
以
故
。
世
尊
於
長
夜
中
常
讃
歎
限
食
、
最
後
乃
至
施
持
戒
者
、
能
受
施

能
消
施
也
。
如
仏
説
曰
、
施
持
戒
者
果
報
益
大
、
施
破
戒
者
得
果
報
甚
少
。
如
仏
説
偈
。
寧
吞
鉄
丸
而
死
、
不
以
無
戒
食
人
信
施
。

若
食
足
已
更
強
食
者
、
不
加
色
力
但
増
其
患
。
是
故
不
応
無
度
食
也
）」（T24-810b

）
と
あ
る
（『
新
国
訳
大
蔵
経
』
イ
ン
ド
撰
述

部　

律
部
10
『
毘
尼
母
経
』p.40
～41

参
照
）。

		


さ
ら
に
、『
毘
尼
母
経
』
第
五
に
、「
仏
、
諸
も
ろ
の
比
丘
に
告
げ
た
ま
わ
く
、『
人
の
信
施
を
食
し
て
応
に
懈
怠
す
べ
か
ら
ず
。

夜
三
時
の
中
、
二
時
は
応
に
坐
禅
、
誦
経
、
経
行
す
べ
し
。
一
時
の
中
は
以
て
自み

ず
から

消
息
せ
よ
。
是
れ
を
臥
具
（
＝
寝
具
の
こ
と
。

飲
食
、
衣
服
、
医
薬
と
合
わ
せ
て
四
供
養
と
い
う
。『
中
村
』p.161

）
と
名
づ
く
』
と
（
仏
告
諸
比
丘
、
食
人
信
施
、
不
応
懈
怠
。

夜
三
時
中
、
二
時
応
坐
禅
誦
経
経
行
。
一
時
中
以
自
消
息
。
是
名
臥
具
）」（T24-829a

）
と
あ
り
、（『
新
国
訳
大
蔵
経
』
イ
ン
ド

撰
述
部　

律
部
10
『
毘
尼
母
経
』p.123

参
照
）
ま
た
、『
毘
尼
母
経
』
巻
六
に
、「
比
丘
の
徒
衆
を
養
う
は
、
主
と
し
て
常
に
応
に

方
便
し
て
、
眷
属
に
教
授
す
べ
し
。
多
く
求
め
し
む
る
莫
か
れ
。
摂
し
て
坐
禅
、
誦
経
、
修し

ゆ

福ふ
く

（=

善
行
の
実
践
）
せ
し
む
べ
し
。

此
の
三
業
の
中
に
於
て
、
応
に
教
え
て
種
種
の
方
便
を
作
す
べ
し
。
一
に
は
多
く
求
法
を
求
む
る
こ
と
を
教
う
、
二
つ
に
は
捨
つ
る

莫
か
れ
と
教
う
、
三
つ
に
は
勤
め
て
方
便
を
作
し
て
修
習
し
学
ぶ
こ
と
を
教
う
（
比
丘
養
徒
衆
、
主
常
応
方
便
教
授
眷
属
。
莫
令
多

求
。
摂
令
坐
禅
、
誦
経
、
修
福
。
於
此
三
業
中
応
教
作
種
種
方
便
。
一
教
多
求
法
、
二
教
莫
捨
、
三
教
勤
作
方
便
而
修
習
学
）

（T24-833b

）
と
あ
る
（『
新
国
訳
大
蔵
経
』
イ
ン
ド
撰
述
部　

律
部
10
『
毘
尼
母
経
』p.143

参
照
）。
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（
4
）	

三
つ
に
は
…
離
る
る
を
宗
と
す
＝
「
等
為
宗
者
」
に
つ
い
て
、
無
著
道
忠
は
、「
貪
等
を
宗
と
為
す
は
、
塵ぼ

ん

労の
う

と
雖
ど
も
八
万
四

千
あ
る
。
し
か
も
、
貪
・
瞋
・
痴
が
本
と
為
す
。「
等
」
と
い
う
の
は
、〔
貪
意
外
に
も
〕
瞋
・
痴
を
等
し
く
取
る
こ
と
だ
。「
宗
」

は
、『
筆
削
記
』
一
巻
六
一
丈
に
云
う
、
義い

み

の
中
に
尊
く
す
べ
く
、
重
く
す
べ
く
、
崇
尚
す
べ
き
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
故
に
名
づ

け
て
宗
と
為
す
（
忠
曰
、
貪
等
為
宗
者
、
雖
塵
労
有
八
万
四
千
、
而
貪
瞋
痴
為
之
本
。
等
等
取
瞋
痴
。
宗
者
、
筆
削
記
一
巻
六
一
丈

云
、
義
中
可
尊
可
重
可
崇
尚
者
。
故
名
為
宗
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
三
九
）
と
し
て
い
る
。『
筆
削
記
』
の
引
用
に
つ
い

て
、『
起
信
論
疏
筆
削
記
』
巻
第
三
に
同
文
が
あ
る
（T44-312a

）。

		


『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
五
観
」
条
に
よ
る
と
、「
明
了
論
疏
に
云
く
、『
出
家
は
先
ず
須
ら
く
心
の
三
過
を
防
ぐ
べ
し
』
と
。
謂
え

ら
く
、
上
味
の
食
に
於
い
て
は
貪
を
起
し
、
下
味
の
食
に
は
嗔
を
起
し
、
中
味
の
食
に
は
癡
を
起
す
。
此
れ
を
以
て
慚
愧
を
知
ら
ず

し
て
、
三
悪
道
（
＝
悪
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
地
獄･

餓
鬼･

畜
生
の
三
つ
の
世
界
。『
中
村
』p.454

～455

）
に
随マ

マ

（=

堕
？
）

す
な
り
（
明
了
論
疏
云
、
出
家
先
須
防
心
三
過
。
謂
於
上
味
食
起
貪
、
下
味
食
起
嗔
、
中
味
食
起
癡
。
以
此
不
知
慚
愧
、
随マ

マ

（=

堕
？
）
三
悪
道
）」（T54-274c
）
と
あ
る
。『
明
了
論
疏
』
は
未
見
。『
明
了
論
疏
』
に
つ
い
て
元
照
（
一
〇
四
八
～
一
一
一
六
）
は
、

「
真し

ん

諦だ
い

（
四
九
九
～
五
六
九
）
は
即
ち
陳
朝
翻
経
の
三
蔵
に
し
て
、
疏
五
巻
を
出
し
て
了
論
を
解
釈
す
る
も
、
其
の
文
、
未
だ
東
南

に
流
れ
ず
（
真
諦
即
陳
朝
翻
経
三
蔵
出
、
疏
五
巻
解
釈
了
論
、
其
文
未
流
東
南
）」
と
記
し
て
い
る
（『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
巻

上
一
上･T40-176c

）。

		


『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
下
「
対
施
興
治
篇
第
二
十
」
条
収
載
の
『
明
了
論
疏
』
の
引
用
に
よ
る
と
、「
明
了
論
疏
に
云
く
、

『
律
中
に
説
く
、
出
家
の
人
、
食
を
受
く
る
に
先
ず
須
ら
く
食
後
を
観
じ
て
方は

じ

め
て
噉く

ら

う
を
得
ん
。
凡
そ
食
に
三
種
有
り
。
上
食
は

貪
を
起
こ
す
。
応
に
四
事
を
離
る
べ
し
。
一
つ
に
は
、
喜
楽
の
過
を
〔
離
る
〕、
香
味
に
貪
著
し
て
身
心
安
楽
な
れ
ば
情
を
縦

ほ
し
い
ま
まに

し

て
適

た
の
し
みを

取
る
が
故
な
り
。
二
つ
に
は
食
醉
の
過
を
離
る
。
食
し
竟
り
て
身
心
の
力
強
く
、
他
を
計
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
三
つ
に
は
、

好
顏
色
を
求
む
る
の
過
を
離
る
。
食
し
畢
り
て
光
悦
に
於
い
て
常
に
勝
れ
ん
こ
と
楽ね

が

う
。
此
の
心
を
須も

ち

い
ず
。
四
つ
に
は
、
身
を
荘

厳
せ
ん
と
求
む
る
の
過
を
離
る
。
食
は
充
満
肥
円
を
得
ん
と
楽ね

が

う
故
な
り
。
二
は
、
下
食
は
便
ち
嫌
瞋
を
生
ず
。
多
く
餓
鬼
に
堕
ち

永
く
食
に
見
え
ず
。
三
は
中
膳
、
心
眼
を
分
け
ず
多
く
癡
捨
を
起
こ
す
。
死
し
て
畜
生
中
に
堕
ち
、
諸
も
ろ
の
噉
糞
楽
糞
等
の
虫
と
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作
す
。
初
め
の
貪
は
重
き
が
故
に
並
な
地
獄
に
入
る
。
且し

ば

ら
く
略
し
て
此
く
の
如
し
。
此
の
三
毒
（
＝
善
根
を
害
す
る
三
つ
の
毒
。

三
つ
の
煩
悩
。
貪･

瞋･

痴
。『
中
村
』p.484

）
を
反
し
て
三さ

ん

善ぜ
ん

根ご
ん

（
＝
無
貪
善
根･

無
瞋
善
根･

無
痴
善
根
の
三
根
。
一
切
の
善

法
が
、
こ
の
三
つ
か
ら
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
具
体
的
に
は
、
施･

慈･

慧
と
な
っ
て
現
れ
る
。
三
毒
の
対
。『
中
村
』p.480

）
と
成

し
、
三
善
道
（
＝
三
悪
道
の
対
。
善
業
の
結
果
、
お
も
む
く
善
い
所
の
意
で
、
修
羅･

人
天･

天
の
三
趣
を
い
う
。『
中
村
』

p.480
）
を
生
ず
。
謂
え
ら
く
、
無
貪
の
故
に
諸
天
に
生
ず
。
中
、
下
の
二
つ
は
知
り
ぬ
べ
し
』
と
（
明
了
論
疏
云
、
律
中
説
、
出

家
人
、
受
食
先
須
観
食
後
方
得
噉
。
凡
食
有
三
種
。
上
食
起
貪
。
応
離
四
事
。
一
喜
楽
過
、
貪
著
香
味
身
心
安
楽
縦
情
取
適
故
。
二

離
食
醉
過
。
食
竟
身
心
力
強
、
不
計
於
他
故
。
三
離
求
好
顏
色
過
。
食
畢
楽
於
光
悦
勝
常
。
不
須
此
心
。
四
離
求
荘
厳
身
過
。
食
者

楽
得
充
満
肥
円
故
。
二
者
下
食
便
生
嫌
瞋
。
多
堕
餓
鬼
永
不
見
食
。
三
者
中
膳
、
不
分
心
眼
多
起
癡
捨
。
死
堕
畜
生
中
、
作
諸
噉
糞

楽
糞
等
虫
。
初
貪
重
故
並
入
地
獄
。
且
略
如
此
。
反
此
三
毒
成
三
善
根
生
三
善
道
。
謂
無
貪
故
生
諸
天
。
中
下
二
可
知
）」（T40-

128b

）
と
あ
り
、
道
宣
が
引
用
し
た
『
明
了
論
疏
』
に
は
、
身
・
口
・
意
の
三
業
の
三
つ
の
過あ

や
まち

に
つ
い
て
、
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）	

四
つ
に
は
…
形
枯
を
療
ぜ
ん
が
為
な
り
＝
『
入
衆
日
用
』（X63-557b

）、『
入
衆
須
知
』（X63-560a

）
は
、「
正
事
」
を
「
正

似
」
に
作
る
。
無
著
道
忠
は
、「
言い

み

は
、
食
を
喫
す
る
こ
と
、
薬
を
服
す
に
似
た
る
な
り
（
言
喫
食
似
服
薬
也
）」
と
し
て
い
る
（『
百

丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
四
〇
）。

		


『
釈
氏
要
覧
』
は
、「
四
正
事
良
薬
為
療
形
苦
」
に
作
る
。『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
五
観
」
条
に
よ
る
と
、「
形
苦
と
は
、
即
ち
飢
渴

を
主
病
と
為
し
、
四
百
四
病
病へ

い

（
＝
五
臓
に
は
そ
れ
ぞ
れ
八
一
種
の
病
気
が
あ
る
と
し
て
、
四
百
五
か
ら
死
の
一
箇
を
除
い
た
称
。

転
じ
て
、
数
多
の
病
気
の
意
。『
大
漢
和
』
巻
三･p.37
）、
客か

く

病へ
い

（
＝
旅
先
で
病
気
に
か
か
る
こ
と
。『
大
漢
和
』
巻
三･p.993

）

と
為
す
。
故
に
須
ら
く
食
を
以
て
医
療
と
為
し
、
用よ

っ
て
之
れ
を
扶
持
す
べ
し
。
粥
を
食
す
若
き
は
、
不
正
良
薬
と
云
う
べ
し
（
形

苦
者
、
即
飢
渴
為
主
病
、
四
百
四
病
為
客
病
。
故
須
以
食
為
医
療
用
扶
持
之
。
若
食
粥
可
云
不
正
良
薬
）」（T54-274c

）
と
し
、
粥

を
「
不
正
良
薬
」
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
四
分
律
鈔
簡
正
記
』
巻
一
六
に
は
、「
花
果
の
細
磨
す
る
若
き
は
、
即
ち
不
正
良
薬
と

云
う
。
粥
は
即
ち
此
れ
粥
良
薬
と
云
う
（
若
花
果
細
磨
、
即
云
不
正
良
薬
。
粥
即
云
此
粥
良
薬
）」（X43-431b

）
と
あ
り
、
花
や

果
〔
実
〕
を
細
か
に
す
り
お
ろ
し
た
も
の
は
、「
不
正
良
薬
」
だ
と
し
、
粥
は
良
薬
だ
と
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
、『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
下
二
「
対
施
興
治
篇
第
二
十
」
条
は
、「
四
に
正
し
く
良
薬
を
事
と
す
る
の
観
、
二
つ

に
分
か
つ
。〔
一
つ
に
〕
故
病
を
除
か
ん
が
為
な
り
。
飢
渇
治
さ
ざ
れ
ば
交

こ
も
ご
も道

業
を
廃
す
。
新
病
を
生
ぜ
ざ
る
に
は
、
食
飲
減
約
し

て
、
宿
食
消
滅
す
。
又
た
二
事
を
以
て
譬
と
為
す
。
初
め
は
車
に
油
膏
す
る
が
如
し
。
但
だ
転
載
す
る
を
得
ん
に
は
焉な

ん

ぞ
油
の
美
悪

を
問
わ
ん
。
二
つ
は
、
険
道
を
度
ら
ん
と
欲
す
。
子
有
り
て
既
に
死
し
、
飢
窮
ま
り
餓
急
に
し
て
、
便
ち
子
の
肉
を
食
す
に
必
ず
貪

味
無
し
（
四
正
事
良
薬
観
分
二
。
為
除
故
病
。
飢
渇
不
治
交
廃
道
業
。
不
生
新
病
、
食
飲
減
約
、
宿
食
消
滅
。
又
以
二
事
為
譬
。
初

如
油
膏
車
。
但
得
転
載
焉
問
油
之
美
悪
。
二
欲
度
険
道
。
有
子
既
死
、
飢
窮
餓
急
、
便
食
子
肉
必
無
貪
味
）」（T40-128b

～c

）
と

あ
り
、『
新
受
戒
比
丘
六
念
五
観
法
』「
四
正
事
良
薬
取
濟
形
苦
」
条
は
、「
初
如
油
膏
車
」
は
、「
初
如
油
膏
〈
去
声
呼
〉
車
」

（X59-603a

）
に
作
る
。「
四
正
事
良
薬
取
濟
形
苦
」
に
つ
い
て
は
、〔『
翻
訳
名
義
集
』
巻
七
・
斎
法
四
食
篇
第
六
十
二
条
（T54-

1173a

）、『
四
分
律
鈔
批
巻
第
十
本
』（X42-901c

）、『
新
受
戒
比
丘
六
念
五
観
法
』（X59-603a

）、『
律
宗
新
学
名
句
』
巻
中

（X59-681b

）〕
に
収
載
。　

（
6
）	

五
つ
に
は
…
応
に
此
の
食
を
受
く
べ
し
＝
『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
五
観
」
条
に
よ
る
と
、「
食
せ
ざ
れ
ば
病
を
成
す
。
道
業
何
ぞ

従
わ
ん
。
故
に
段
食
（
＝
肉
体
を
養
う
食
物
。『
中
村
』p.941

）
を
仮
り
て
身
を
資
く
る
な
り
。
古
人
云
く
、『
先
ず
款か

ん

状じ
よ
う（

＝
欵

状
。
口
供
書
。
罪
状
を
記
し
た
調
書
。『
大
漢
和
』
巻
六･p.633

）
を
結
べ
。
既
に
食
せ
ば
修
道
を
忘
る
べ
か
ら
ず
』
と
（
不
食
成

病
。
道
業
何
従
。
故
假
段
食
資
身
也
。
古
人
云
、
先
結
欵
状
。
既
食
不
可
忘
於
修
道
）」（T54-274c

）
と
あ
る
。「
古
人
云
、
…
」

に
つ
い
て
、『
論
語
』
里
仁
第
四
の
「
君
子
は
終
食
の
間
も
仁
に
違た

が

う
こ
と
無
し
（
君
子
無
終
食
之
間
違
仁
）」（
新
訳
漢
文
体
系･

明
治
書
院
本
『
論
語
』p.90

）、『
詩
経
』「
魏
風
」
条
「
伐
檀
」
の
「
彼
の
君
子
、
素
餐
せ
ず
（
彼
君
子
兮
不
素
餐
兮
）」（
新
訳
漢

文
体
系･

明
治
書
院
本
『
詩
経
』p.297

）
の
語
を
引
用
し
、『
説
郛
』
巻
九
五･

上
「
士
大
夫
食
時
五
観
」
条
に
、「
五
に
は
道
業

を
成
ぜ
ん
が
為
の
故
に
此
の
食
を
受
く
べ
し
。
君
子
は
終
食
の
間
も
仁
に
違た

が

う
こ
と
無
し
。
先
ず
款
状
を
結
べ
。
然
る
後
、
食
を
受

く
。『
彼
の
君
子
、
素
餐
せ
ず
』
は
此
の
謂
な
り
（
五
為
成
道
業
故
受
此
食
。
君
子
無
終
食
之
間
違
仁
。
先
結
款
状
。
然
後
受
食
。

彼
君
子
兮
不
素
餐
兮
此
之
謂
也
）」（『
欽
定
四
庫
全
書
」
子
部･

雑
家
類･
雑
纂
之
属
）
と
あ
る
。「
不
素
餐
兮
」
の
句
は
、『
孟

子
』
尽
心
章
句
上
に
、「
公
孫
丑
曰
く
、
詩
に
曰
う
、
素
餐
せ
ず
（
公
孫
丑
曰
、
詩
曰
、
不
素
餐
兮
）」（
新
訳
漢
文
体
系･

明
治
書
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院
本
『
孟
子
』p.469

）
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
山
谷
外
集
』
巻
九
「
士
大
夫
食
時
五
観
」
条
に
も
同
文
が
あ
る
（『
欽
定

四
庫
全
書
』
集
部･

別
集
類･

北
宋
建
隆
至
靖
康
）。
さ
ら
に
、『
遵
生
八
牋
』
巻
一
「
涪
翁
食
時
五
観
」
条
に
、「
五
に
曰
く
、
道

業
を
成
ぜ
ん
が
為
に
、
方
に
此
の
食
を
受
く
べ
し
。
君
子
は
終
食
の
間
も
仁
に
違た

が

う
こ
と
無
し
。
先
ず
款
状
を
結
べ
。
然
る
後
、
食

を
受
け
既
に
食
せ
ば
、
道
業
を
怠
る
べ
か
ら
ず
（
五
曰
為
成
道
業
方
受
此
食
。
君
子
無
終
食
之
間
違
仁
。
先
結
款
状
。
然
後
受
食
既

食
不
可
怠
於
道
業
）」（『
欽
定
四
庫
全
書
』
子
部･

雑
家
類･

雑
品
之
属
）
と
あ
る
。

		


『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
下
二
「
対
施
興
治
篇
」
条
に
、「
五
に
道
業
を
成
ぜ
ん
が
為
の
観
、
三
種
あ
り
。
一
つ
に
は
身
を

し
て
久く

住じ
ゆ
う（

＝
永
久
に
存
続
す
る
こ
と
。『
中
村
』p.259

）
せ
し
め
ん
が
為
の
故
な
り
。
欲
界
の
身
は
必
ず
摶だ

ん

食じ
き

（
＝
段
食･

揣
食
。

肉
体
を
養
う
食
物
。
生
理
的
食
物
。
分
断
し
て
接
取
す
る
意
で
、
欲
界
に
の
み
あ
り
、
香･

味･

触
の
三
つ
に
わ
た
る
物
。
い
わ
ゆ

る
食
物
の
こ
と
。
我
々
が
常
食
と
す
る
米･

麦
な
ど
の
飲
食
物
の
こ
と
。『
中
村
』p.941

）
を
仮
る
。
若
し
無
け
れ
ば
久
住
す
る
を

得
ず
。
道
縁
（
＝
因
縁
。『
漢
語
』
巻
一
〇･p.1085

）
託
す
る
が
無
き
が
故
な
り
。
二
に
は
寿
命
を
相
続
せ
ん
が
為
に
、
此
の
報
身
、

仮
命
を
仮
り
、
法
身
の
慧
命
（
＝
智
慧
を
生
命
に
喩
え
た
語
。
ま
た
、
智
慧
の
法
身
を
寿
命
に
喩
え
た
語
。『
中
村
』p.106

）
を
成

ず
る
が
故
な
り
。
三
つ
に
は
、
戒
定
慧
を
修
し
て
煩
悩
を
伏
滅
せ
ん
が
為
の
故
な
り
。『
持
世
』
に
云
く
、『
若
し
我
倒
〔（
＝
実
体

と
し
て
の
我
が
あ
る
と
思
う
妄
想
。
四
倒
の
一
つ
。『
中
村
』p.160

。
四
倒
と
は
、
四
顛
倒
に
同
じ
。
四
種
の
よ
こ
し
ま
な
見
解
。

道
理
に
背
く
四
つ
の
見
解
。
生
存
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
常･

楽･

我･

浄
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
。
常
顛
倒
（
＝
無
常
な
も
の
を

永
遠
に
み
る
こ
と
）。
楽
顛
倒
（
＝
苦
を
楽
と
み
る
こ
と
）。
我
顛
倒
（
＝
無
我
を
我
あ
り
と
み
る
こ
と
）。
浄
顛
倒
（
＝
不
浄
な
も

の
を
清
ら
か
で
あ
る
と
み
る
こ
と
。『
中
村
』p.528
）〕
を
除
か
ざ
れ
ば
、
此
れ
は
是
れ
外
道
（
＝
外
の
道
、
道
に
外
れ
て
い
る
こ

と
。『
中
村
』p.305

）
な
り
。
人
の
一
杯
の
水
を
も
受
く
る
も
聴ゆ

る

さ
ず
』
と
。『
仏
蔵
』
も
亦
た
爾
り
。
必
ず
我
倒
を
厭
わ
ば
納の

う

衣え

（
＝
衲
衣
と
も
書
く
。
ぼ
ろ
ぎ
れ
を
つ
づ
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
衣
。
衲
袈
裟
。
糞
掃
衣
に
同
じ
。『
中
村
』p.1088

）
麁そ

食し
よ
く（

＝
粗
末

な
食
事
。『
漢
辞
海
』p.1633

）
に
於
て
も
応
に
著
を
生
ず
べ
か
ら
ず
（
五
為
成
道
業
観
三
種
。
一
為
令
身
久
住
故
。
欲
界
之
身
必

仮
摶
食
。
若
無
不
得
久
住
。
道
縁
無
託
故
。
二
為
相
続
寿
命
、
仮
此
報
身
仮
命
、
成
法
身
慧
命
故
。
三
為
修
戒
定
慧
、
伏
滅
煩
悩
故
。

持
世
云
、
若
不
除
我
倒
、
此
是
外
道
。
不
聴
受
人
一
杯
之
水
。
仏
蔵
亦
爾
。
必
厭
我
倒
於
納
衣
麁
食
不
応
生
著
）」（T40-128c

）
と



臨済宗の回向文 訳注（五）

123

あ
る
。

		


『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
の
『
持
世
』
の
引
用
に
関
し
て
、『
持
世
経
』
巻
二
「
持
世
経
五
陰
品
第
二
之
二
」
条
に
、「
持
世

よ
、
我
れ
説
く
。
是
れ
五我

が
身陰

を
見
る
者
、
決
定
し
て
五
陰
を
説
く
者
、
五
陰
に
貪
著
す
る
者
、
一
杯
の
水
を
受
く
る
も
聴
さ
ず
（
持

世
我
説
。
是
見
五
陰
者
、
決
定
説
五
陰
者
、
貪
著
五
陰
者
。
不
聴
受
人
一
杯
之
水
）」（T14-651a

）
と
あ
る
。
ま
た
、『
仏
蔵
経
』

巻
下
「
仏
蔵
経
了
戒
品
第
九
」
条
に
、「
舍
利
弗
よ
、
乞
食
の
比
丘
よ
、
応
に
諸
法
の
中
、
無
所
分
別
す
る
所
無
か
る
べ
し
。
常
に

其
の
心
に
摂
し
て
、
散
乱
せ
し
め
ず
し
て
聚
落
に
入
る
。
諸
も
ろ
の
禅
定
を
以
て
自み

ず
から

荘
厳
し
、
乞
食
し
得
已
わ
っ
て
心
、
染
汚
せ

ず
。
得
る
所
の
食
を
持
っ
て
聚
落
よ
り
出
で
、
浄
水
の
辺
、
修
道
す
べ
き
処
に
在
り
て
、
食
を
一
面
に
置
き
洗
脚
し
て
坐
し
、
食
を

以
て
前
に
著つ

き
、
応
に
厭え

ん

離り

（
＝
厭い

と

い
捨
て
去
る
こ
と
。『
中
村
』p.117

）
の
想
、
不
浄
の
想
、
屎
尿
の
想
、
臭

し
ゆ
う

爛ら
ん

の
想
、
変
吐
の

想
、
塗
瘡
の
想
、
厭
悪
の
想
、
子
肉
の
想
、
臭
果
の
想
、
沈
重
の
想
を
生
ず
べ
し
。
又
た
、
身
中
に
於
い
て
は
応
に
死
想
、
青
想
、

膿
想
、
爛
壊
想
を
生
ず
べ
し
。
舍
利
弗
、
比
丘
、
応
に
是
く
の
如
き
想
を
生
ず
べ
し
。
貪
著
無
き
心
を
以
て
然
る
後
、
乃
ち
食
す
。

但
だ
身
を
支
え
飢
渇
病
を
除
く
を
以
て
、
修
道
を
得
し
む
。
応
に
是
の
念
を
作
す
べ
し
。
我
、
此
の
食
を
食
い
て
、
先
の
苦
悩
を
破

し
て
後
の
苦
を
生
ぜ
ず
。
心
、
快
楽
を
得
て
調
適
に
し
て
患
無
し
。
身
体
軽
便
に
し
て
行
歩
安
穏
な
り
。
又
た
念
ぜ
よ
、
此
の
食
を

食
べ
已
っ
て
、
我
れ
応ま

当さ

に
須し

ゆ

陀だ

洹お
ん

果か

（
＝
は
じ
め
て
聖
者
の
教
え
に
入
る
こ
と
。
声
聞
の
修
行
の
階
梯
た
る
四
果
の
中
の
初
果
を

い
う
。
永
遠
の
平
安
へ
の
流
れ
に
乗
っ
た
者
。『
中
村
』p.629

）、
斯し

陀だ

含ご
ん

果か

果か

（
＝
も
う
一
度
だ
け
生
ま
れ
か
わ
っ
て
さ
と
る
者

と
い
う
成
果
〔
に
達
し
て
い
る
こ
と
〕。
ま
た
、
そ
の
人
。『
中
村
』p.546

）、
阿あ

那な

含ご
ん

果か

（
＝
も
う
決
し
て
欲
望
の
世
界
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
こ
な
い
と
い
う
成
果
。『
中
村
』p.6

～7
）、
阿あ

羅ら

漢か
ん

果か

（
＝
阿
羅
漢
の
境
地
。
尊
敬
に
値
す
る
者
で
あ
る
こ
と
の
意
で
、

小
乗
仏
教
に
お
い
て
弟
子
達
の
到
達
す
る
最
高
の
階
位
。
三
界
の
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
尽
く
し
た
位
。『
中
村
』p.11

）、
無む

生
し
よ
う

法ほ
う

忍に
ん

（
＝
無
生
の
法
理
の
認
証
の
意
。
空
で
あ
り
、
実
相
で
あ
る
と
い
う
真
理
を
認
め
、
安
住
す
る
こ
と
。『
中
村
』p.1331

）
を
得
る
べ

し
。
舍
利
弗
、
比
丘
、
是
く
の
如
く
食
う
は
、
我
、
乞
食
を
聴ゆ

る

す
。
舍
利
弗
、
若
し
乞
食
の
比
丘
、
得
る
所
の
食
に
於
い
て
貪
味
の

心
を
生
じ
、
以
て
甘
美
と
為
し
て
、
是
の
念
を
作
す
。
我
れ
此
の
食
を
食
べ
、
当
に
好
色
、
気
力
の
充
盛
す
る
を
得
る
べ
し
。
是
の

念
を
作
さ
ず
と
も
、
我
れ
此
の
食
を
食
べ
、
勤
め
て
聖
道
を
行
ず
。
是
く
の
如
く
、
比
丘
、
我
乃
ち
一
飲
水
を
受
く
る
こ
と
聴ゆ

る

さ
ず
。



124

何
ぞ
況
ん
や
飯
食
を
や
。
舍
利
弗
、
若
し
食
中
に
於
い
て
過
悪
を
見
ず
。
道
に
出
ず
る
を
見
ず
し
て
便
ち
食
す
は
、
寧
ろ
自
ら
手
を

以
て
股
肉
を
割
き
て
噉く

ら

う
べ
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
我
、
行
者
、
得
者
に
他
の
供
養
を
受
く
る
こ
と
を
聴ゆ

る

す
。
余
人
を
聴ゆ

る

さ
ず

（
舍
利
弗
、
乞
食
比
丘
、
応
諸
法
中
無
所
分
別
。
常
摂
其
心
不
令
散
乱
而
入
聚
落
。
以
諸
禅
定
而
自
荘
厳
、
乞
食
得
已
心
不
染
汚
。

持
所
得
食
従
聚
落
出
、
在
浄
水
辺
可
修
道
処
、
置
食
一
面
洗
脚
而
坐
、
以
食
著
前
、
応
生
厭
離
想
、
不
浄
想
、
屎
尿
想
、
臭
爛
想
、

変
吐
想
、
塗
瘡
想
、
厭
悪
想
、
子
肉
想
、
臭
果
想
、
沈
重
想
。
又
於
身
中
応
生
死
想
、
青
想
、
膿
想
、
爛
壊
想
。
舍
利
弗
、
比
丘
応

生
如
是
想
。
以
無
貪
著
心
然
後
乃
食
。
但
以
支
身
除
飢
渇
病
、
令
得
修
道
。
応
作
是
念
。
我
食
此
食
、
破
先
苦
悩
不
生
後
苦
。
心
得

快
楽
調
適
無
患
。
身
体
軽
便
行
歩
安
穏
。
又
念
食
此
食
已
、
我
応
当
得
須
陀
洹
果
、
斯
陀
含
果
、
阿
那
含
果
、
阿
羅
漢
果
、
無
生
法

忍
。
舍
利
弗
、
比
丘
如
是
食
者
、
我
聴
乞
食
。
舍
利
弗
、
若
乞
食
比
丘
、
於
所
得
食
生
貪
味
心
、
以
為
甘
美
而
作
是
念
。
我
食
此
食
、

当
得
好
色
気
力
充
盛
。
不
作
是
念
、
我
食
此
食
勤
行
聖
道
。
如
是
比
丘
我
乃
不
聴
受
一
飲
水
。
何
況
飯
食
。
舍
利
弗
、
若
於
食
中
不

見
過
悪
。
不
見
出
道
而
便
食
者
、
寧
自
以
手
割
股
肉
噉
。
何
以
故
。
我
聴
行
者
得
者
受
他
供
養
。
不
聴
余
人
）」（T15-802a

～b

）

と
あ
る
。「
行
者
」「
得
者
」
に
つ
い
て
、『
禅
林
象
器
箋
』
に
「
経
に
広
く
、
行
者
、
得
者
の
相
を
説
く
。
大
意
は
、
道
を
行
ず
る

者
、
道
を
得
る
者
を
謂
う
（
経
広
説
行
者
得
者
相
。
大
意
謂
行
道
者
得
道
者
）」（
禅
学
叢
書
本･p.537

）
と
し
、
さ
ら
に
、「
忠
曰

く
、『
此
の
経
文
の
中
に
、
五
観
中
の
後
の
四
観
の
意
有
り
。
第
一
観
は
智
度
論
の
意
に
依
る
。
又
た
第
二
観
の
所い

わ

謂ゆ

る
徳
行
は
乃

ち
仏
蔵
の
得
者
行
者
な
り
。
徳
は
得
な
り
』
と
（
忠
曰
、
此
経
文
中
、
有
五
観
中
後
四
観
意
。
第
一
観
依
智
度
論
意
。
又
第
二
観
所

謂
徳
行
、
乃
仏
蔵
得
者
行
者
也
。
徳
者
得
也
）」
と
し
て
い
る
（
禅
学
叢
書
本･p.537

）。

︽
5
︾
三
）
1
（ 

匙 

偈（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
は
「
三
匙シ

」（
三
匙
或
三
口
）（57b･T81-684b

～c

）、『
小
叢

林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
に
無
し
、『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
一
巻･p.183

）
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一
（
（
（

口
為
断
一
切
悪

（
（
（

、
二
口
為
修
一
切
善

（
（
（

、
三
口
為
度
諸
衆
生
、
皆

（
（
（

共
成
仏
道（
一
）。

（
一
）
一
口
為
断
一
切
悪
…
皆
共
成
仏
道
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
は
、「
三
匙シ

〈
三
匙
或
謂
三
口
〉
一イ

ツ

口ク

為イ

断ダ
ン

一
切
悪
、
二
口ク

為
修
一
切
善
、
三
口
為
度
諸
衆
生
。
皆カ

イ

共グ

成
仏
道
」（57b･T81-684b

～c

）
に
作
る
。

＊

一い
つ

口く

に
は
一
切
の
悪
を
断
ぜ
ん
が
為た

め

に
し
、
二に

口く

に
は
一
切
の
善
を
修
せ
ん
が
為
に
し
、
三さ

ん

口く

に
は
諸
も
ろ
の
衆
生
を
度す

く

わ
ん

が
為
に
す
、
皆
な
共
に
仏
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
。

＊

　

一
口
目
に
は
一
切
の
悪
を
断
絶
す
る
た
め
に
、
二
口
目
に
は
一
切
の
善
を
修
す
る
た
め
に
、
三
口
目
に
は
諸
々
の
衆
生
を
度す

く

う
た
め
に
食
し
ま
す
、
ど
う
か
皆
な
一
緒
に
仏
道
を
成
就
で
き
ま
す
よ
う
に
。

＊

（
1
）	

三
匙
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
第
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
次
に
合
掌
し
て
両
手
に
応
器
を
取
っ
て
左
掌
に
安
き
、

右
手
に
匙
を
取
っ
て
挑に

な

い
食
う
こ
と
三
匙
〈
後
は
意
に
随
う
。
必
ず
し
も
匙
数
に
拘
わ
ら
ず
〉（
次
合
掌
両
手
取
応
器
安
左
掌
、
右

手
取
匙
挑
食
三
匙
〈
後
随
意
。
不
必
拘
匙
数
〉）」（23a･T81-704a

）
と
あ
る
。	

（
2
）	

一
口
為
断
一
切
悪
…
皆
共
成
仏
道
＝
『
新
学
菩
薩
行
要
抄
』
説
浄
法
第
三
「
正
食
偈
」
条
に
、「
為
断
一
切
悪
（
初
匙
）、
為
修
一

切
善
（
中
匙
）、
為
度
一
切
衆
（
後
匙
）、
迴
向
大
菩
提
（
余
英
茄
等
）」（T74-781a

）
と
あ
る
。『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
「
食
法
」
条

に
「
梵
摩
難
国
王
経
に
云
く
、『
夫
れ
食
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
譬
え
ば
人
身
の
病
み
て
薬
を
服
す
る
に
、
趣
い
て
其
を
し
て
愈
し
む
る

が
如
し
。
貪
著
を
得
ず
』
と
。
○
摩
徳
伽
論
に
云
く
、『
若
し
食
を
得
る
時
は
、
口
口
に
念
を
作
せ
。
凡
そ
食
は
三
匙
に
限
り
て
一

口
と
為
す
。
第
一
匙
に
、
黙
し
て
云
う
、「
願
わ
く
は
一
切
の
悪
を
断
つ
」
と
。
第
二
匙
に
云
う
、「
願
わ
く
は
一
切
の
善
を
修
せ
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ん
」
と
。
第
三
匙
に
云
う
、「
修
す
る
所
の
善
根
を
衆
生
に
廻
向
し
、
普
く
共
に
成
仏
せ
ん
」』
と
〈
論
に
準
ず
る
に
、
須
ら
く
口
口

に
念
を
作
す
べ
し
。
若
し
繁
を
省
け
ば
、
但
だ
初
口
三
匙
、
総
じ
て
念
ず
る
こ
と
亦
た
得
ん
〉（
梵
摩
難
国
王
経
云
、
夫
欲
食
、
譬

如
人
身
病
服
薬
、
趣
令
其
愈
。
不
得
貪
著
○
摩
徳
伽
論
云
、
若
得
食
時
、
口
口
作
念
。
凡
食
限
三
匙
為
一
口
。
第
一
匙
黙
云
、
願
断

一
切
悪
。
第
二
匙
云
、
願
修
一
切
善
。
第
三
匙
云
、
所
修
善
根
迴
向
衆
生
、
普
共
成
仏
〈
準
論
、
須
口
口
作
念
。
若
省
繁
、
但
初
口

三
匙
、
総
念
亦
得
〉）」（T54-274c

～275a

）
と
あ
る
。

		


『
釈
氏
要
覧
』
の
『
梵
摩
難
国
王
経
』
の
引
用
に
関
し
て
、『
仏
説
梵
摩
難
国
王
経
』
に
、「
譬
え
ば
人
の
身
体
、
瘡
及
び
病
有
る

者
は
、
薬
を
服
し
て
趣
い
て
其
れ
を
し
て
愈
し
む
る
如
し
。
貪
著
を
得
ず
。
夫
れ
施
を
欲
す
る
者
は
、
皆
な
当
に
心
を
平
ら
か
に
し

て
大
小
を
問
わ
ず
べ
し
（
譬
如
人
身
体
、
有
瘡
及
病
者
、
服
薬
趣
令
其
愈
。
不
得
貪
著
。
夫
欲
施
者
、
皆
当
平
心
不
問
大
小
）」

（T14-794b

）
と
あ
る
。『
摩
徳
伽
論
』
は
未
見
。『
薩
婆
多
部
毘
尼
摩
得
勒
伽
』
は
、『
大
正
蔵
』
第
二
三
冊 

所
収
。

		


『
禅
林
象
器
箋
』「
咒
願
」
条
、『
小
叢
林
略
清
規
詳
解
』「
三
匙
」
条
は
、『
釈
氏
要
覧
』
か
ら
の
引
用
で
、『
摩
徳
伽
論
』
の
同
文

を
引
く
（
禅
学
叢
書
本･p.538
、『
小
叢
林
略
清
規
』p.348

）。

		


『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
下
二
「
対
施
興
治
篇
二
十
」
条
に
、「
伝
に
云
く
、『
凡
そ
食
は
三
匙
を
過
ぐ
る
を
得
ざ
れ
。
一

切
の
悪
を
断
ぜ
ん
が
為
の
故
に
初
め
の
匙
を
進
め
。
一
切
の
善
を
修
せ
ん
が
為
の
故
に
中
の
匙
を
進
め
。
一
切
の
衆
生
を
度
せ
ん
が

為
の
故
に
後
の
匙
を
進
め
。
乃
至
、
仏
道
に
迴
向
し
余ほ

か

の
菜
茹
等
を
進
む
…
』
と
（
伝
云
、
凡
食
不
得
過
三
匙
。
為
断
一
切
悪
故
進

初
匙
。
為
修
一
切
善
故
進
中
匙
。
為
度
一
切
衆
生
故
進
後
匙
。
乃
至 

迴
向
仏
道
進
余
菜
茹
等
…
）」（T40-128c

）
と
あ
る
。「
伝
云
、

…
」
に
つ
い
て
、『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
巻
下
二
「
釈
対
施
篇
」
条
に
「
次
に
云
く
、『
伝
は
未
だ
何
文
か
詳
か
な
ら
ず
。
…
相

伝
と
作
し
之
れ
を
釈
す
。
三
匙
及
び
菜
は
即
ち
三
聚
（
＝
三
聚
浄
戒
）、
四
弘
（
＝
四
弘
誓
願
）
を
発
す
。
但
し
、
二
〔
匙
〕、
四

〔
匙
〕
は
、
開
合
の
異
の
み
』
と
（
次
引
伝
者
未
詳
何
文
。
…
作
相
伝
釈
之
。
三
匙
及
菜
即
発
三
聚
四
弘
。
但
二
、
四
開
合
異
耳
）」

と
あ
る
（T40-390a

）。

		


『
優
婆
塞
戒
経
』
巻
五
・
雑
品
余
条
に
、「
若
し
自
ら
衣
服
、
鉢
器
を
造
作
せ
ば
、
先
ず
仏
に
奉
上
し
、
并
に
父
母
、
師
長
、
和
上

を
し
て
先
に
一
た
び
受
用
せ
し
め
、
然
る
後
に
自
ら
服
す
。
若
し
仏
に
上

た
て
ま
つる

者
は
、
以
花
、
香
を
以
て
購あ

が
なう

。
凡
そ
食じ

き

噉だ
ん

す
る
所
は



臨済宗の回向文 訳注（五）

127

要か
な
らず

先
ず
沙
門
、
梵
志
に
施
し
、
然
る
後
に
自
ら
食
す
（
若
自
造
作
衣
服
、
鉢
器
、
先
奉
上
仏
、
并
令
父
母
、
師
長
、
和
上
、
先
一

受
用
、
然
後
自
服
。
若
上
仏
者
、
以
花
、
香
贖
。
凡
所
食
噉
、
要
先
施
於
沙
門
、
梵
志
、
然
後
自
食
）」（T24-1061a

）
と
あ
り
、

『
法
苑
珠
林
』
は
、
同
様
の
こ
と
を
「
又
優
婆
塞
戒
経
云
」
と
引
用
す
る
（T53-612b

）。
続
け
て
、『
法
苑
珠
林
』
巻
第
四
二
・
食

法
部
第
六
に
、「
正
に
食
を
下
す
時
、
復
た
須
ら
く
念
を
作
す
。
初
め
一
匙
の
飯
を
下
す
時
、
一
切
悪
を
尽
く
さ
ん
と
断
じ
願
う
べ

し
。
第
二
匙
を
下
す
時
、
一
切
の
善
を
修
め
満
た
す
こ
と
を
願
う
べ
し
。
第
三
匙
を
下
す
時
、
修
む
る
所
の
善
根
を
衆
生
に
迴
施
し

て
普
く
共
に
成
仏
せ
ん
こ
と
を
〔
願
う
べ
し
〕（
正
下
食
時
復
須
作
念
。
初
下
一
匙
飯
時
。
願
断
一
切
悪
尽
。
下
第
二
匙
時
、
願
修

一
切
善
満
。
下
第
三
匙
時
、〔
願
〕
所
修
善
根
迴
施
衆
生
普
共
成
仏
）」（T53-612b

）
と
あ
る
。

（
3
）	

悪
＝
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
一
二
「
業
蘊
第
四
中
悪
行
納
息
第
一
之
一
」
条
に
、「
問
う
、『
何
故
に
悪
行
と
名
づ
く
や
。

悪
行
に
何
の
義
有
り
や
』
と
。
答
う
、『
厭
毀
（
＝
毀き

厭え
ん･

そ
し
り
い
と
う
こ
と
。『
中
村
』p.212

）
す
べ
き
が
故
に
悪
と
名
づ
け
、

依え

処し
よ

（
＝
よ
り
ど
こ
ろ
。『
中
村
』p.100

）
に
遊
履
す
る
が
故
に
行
と
名
づ
く
。
厭
毀
す
べ
き
が
故
に
悪
と
名
づ
く
は
、
有
る
説
言

の
如
し
。
悪
妻
子･

悪
衣
食･
悪
人･

悪
処･

悪
往
来
等
』
と
。
…
復
た
説
者
有
り
、『
苦く

受じ
ゆ

（
＝
受
は
感
覚
の
意
。
肉
体
的
な
苦

痛
の
感
覚
。『
中
村
』p.266

）
の
果
を
感
ず
る
が
故
に
悪
と
名
づ
け
、
動
転
（
＝
驚
き
）
捷
利
（
＝
勝
利
）
な
る
が
故
に
行
と
名
づ

く
』
と
。
問
う
、『
諸
悪
に
沈
溺
し
て
云
何
ん
が
捷
利
な
り
や
』
と
。
答
う
、『
彼
の
悪
行
者
に
は
是
く
の
如
き
巧
便
有
り
て
、
悪
行

を
行
ず
と
雖
も
、
而
も
世
間
を
し
て
其
の
悪
を
知
ら
ざ
ら
し
む
る
が
故
に
捷
利
と
名
づ
く
』
と
。
…
復
た
説
者
有
り
、『
三
因
縁
有

る
が
故
に
悪
行
と
名
づ
く
。
謂
え
ら
く
、
悪
の
思
の
所
思
な
る
が
故
に
、
悪
の
説
の
所
説
な
る
が
故
に
、
悪
の
作
の
所
作
な
る
が
故

に
。
悪
の
思
の
所
思
と
は
、
意
悪
行
を
謂
い
、
悪
の
説
の
所
説
と
は
、
語
悪
行
謂
い
、
悪
の
作
の
所
作
と
は
身
悪
行
を
謂
う
』
と

（
問
何
故
名
悪
行
。
悪
行
有
何
義
。
答
可
厭
毀
故
名
悪
、
遊
履
依
処
故
名
行
。
可
厭
毀
故
名
悪
者
、
如
有
説
言
。
悪
妻
子
、
悪
衣
食
、

悪
人
、
悪
処
、
悪
往
来
等
。
…
復
有
説
者
、
感
苦
受
果
故
名
悪
、
動
転
捷
利
故
名
行
。
問
沈
溺
諸
悪
云
何
捷
利
。
答
彼
悪
行
者
有
如

是
巧
便
、
雖
行
悪
行
而
令
世
間
不
知
其
悪
故
名
捷
利
。
…
復
有
説
者
、
有
三
因
縁
故
名
悪
行
。
謂
悪
思
所
思
故
、
悪
説
所
説
故
、
悪

作
所
作
故
。
悪
思
所
思
、
謂
意
悪
行
、
悪
説
所
説
、
謂
語
悪
行
、
悪
作
所
作
、
謂
身
悪
行
）」（T27-579b

）
と
あ
る
。

		


ま
た
、
悪
行
に
つ
い
て
、『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
』
巻
一
六
「
分
別
業
品
第
四
之
四
」
条
に
「
此
れ
能
く
非
愛
の
果
を
感
ず
る
に
由
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る
が
故
に
、
是
れ
慧
（
＝『
倶
舍
論
』
で
は
心
所
法
の
う
ち
の
十
大
地
法
の
一
つ
。『
中
村
』p.105

）
を
聴
く
者
の
訶
厭
（
＝
叱
り
、

憎
む
）
す
る
所
な
る
が
故
に
。
此
の
行
即
ち
悪
な
り
。
故
に
悪
行
と
名
づ
く
（
由
此
能
感
非
愛
果
故
、
是
聴
慧
者
所
訶
厭
故
。
此
行

即
悪
。
故
名
悪
行
）」
と
あ
る
（T29-84b

）。

		


さ
ら
に
、『
那
先
比
丘
経
』
巻
上
に
、「
信
は
悪
を
作
せ
ば
悪
を
得
（
信
作
悪
得
悪
）」（T32-697a

）
と
あ
り
、
続
け
て 

五
悪
に

つ
い
て
、「
一
者
貪
婬
、
二
者
瞋
恚
、
三
者
睡
眠
、
四
者
戯
楽
、
五
者
所
疑
」（T32-697b

）
と
あ
る
。
貪
婬
は
「
み
だ
ら
」、
瞋
恚

は
「
怒
り
」、
睡
眠
は
「
惰
眠
」、
戯
楽
は
「
快
楽
」、
所
疑
は
、「
疑
」
と
あ
る
（『
中
村
』p.353

）。
五
悪
は
五
蓋
の
こ
と
。
心
を

覆
う
五
種
の
煩
悩
（『
中
村
』p.356

）。
ま
た
、
十
悪
は
、
殺
生･

偸
盜･

邪
婬･

綺
語
（
＝
ざ
れ
ご
と
）・
悪
口･

両
舌
（
＝
二
枚

舌
）・
貪
欲･
瞋
恚･

愚
癡
の
十
の
悪
業
を
い
う
。
こ
の
う
ち
、
は
じ
め
の
三
つ
は
身
の
悪
。
中
の
四
つ
は
、
口
の
悪
。
後
の
四
つ

は
意こ

こ
ろの

悪
。
そ
れ
で
、「
身
三
口
四
意
三
」
と
い
う
（『
中
村
』p.651

）。

（
4
）	

善
＝
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
五
一
「
結
蘊
第
二
中
不
善
納
息
第
一
之
六
」
条
に
「
問
う
、『
何
が
故
に
、
善
、
不
善
、
無

記
と
名
づ
く
や
』
と
。
答
う
、『
若
し
法
、
巧
便
の
所
持
に
し
て
、
能
く
愛
果
を
招
き
、
性
安
隠
な
る
が
故
に
善
と
名
づ
く
』
と

（
問
何
故
名
善
不
善
無
記
。
答
若
法
巧
便
所
持
、
能
招
愛
果
、
性
安
隠
故
名
善
）」（T27-263a

）
と
あ
り
、『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
』

巻
一
五
「
分
別
業
品
第
四
之
三
」
に
、「
頌
に
曰
く
、『
安
と
不
安
と
非
と
の
業
、
善
と
悪
と
無
記
と
名
づ
く
』
と
。
論
じ
て
曰
く
、

『
是
く
の
如
き
を
名
づ
け
て
善
等
の
業
の
相
と
為
す
。
謂お

も

う
に
、
安
隠
の
業
を
説
き
て
名
づ
け
て
善
と
為
す
。
能
く
可
愛
の
異
熟
と

涅
槃
と
を
得
し
、
暫
と
永
と
の
二
時
に
衆
苦
を
済す

く

う
が
故
な
り
』
と
（
頌
曰
、
安
不
安
非
業
、
名
善
悪
無
記
。
論
曰
、
如
是
名
為
善

等
業
相
。
謂
安
隠
業
説
名
為
善
。
能
得
可
愛
異
熟
涅
槃
、
暫
永
二
時
済
衆
苦
故
）」（T29-80c

）
と
あ
る
。

		


望
月
信
亨
『
仏
教
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
善
に
つ
い
て
、『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
五
一
に
、
勝
義
善
、
自
性
善
、
相
応
善
、

等
起
善
の
四
種
あ
り
、
勝
義
善
は
真
実
善
と
名
づ
く
。
勝
義
諦
文
に
於
い
て
善
と
称
せ
ら
る
れ
る
も
の
に
し
て
涅
槃
の
法
を
い
う
。

『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
巻
下
「
大
衆
受
学
品
第
七
」
に
「
第
一
義
諦
に
順
じ
て
起
る
を
善
と
名
づ
く
（
順
第
一
義
諦
起
名
善
）」

（T24-1021c

）
と
あ
る
の
は
、
こ
の
意
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
自
性
善
と
は
、
余
縁
を
藉か

ら
ず
（
＝
頼
ら
ず
）、
そ
の
体
性
自
ら

善
な
る
も
の
に
し
て
、
即
ち
慚ざ

ん

愧ぎ

（
＝
①
慚
は
、
自み

ず
から

罪
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
。
愧
は
、
他
に
教
え
て
罪
を
つ
く
ら
せ
な
い
こ
と
。
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②
慚
は
、
人
に
対
し
て
恥
じ
る
こ
と
。
愧
は
、
天
に
対
し
て
恥
じ
る
こ
と
。
③
慚
は
、
他
人
の
徳
を
敬
う
こ
と
。
愧
は
、
自み

ず
から

の
罪

に
対
す
る
恐
れ
。
④
慚
は
、
自み

ず
から

を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自み

ず
から

の
過
失
を
恥
じ
る
こ
と
。
愧
は
、
他
人
を
観
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
自み

ず
から

の
過
失
を
恥
じ
る
こ
と
（『
中
村
』p.499

）。
及
び
三さ

ん

善ぜ
ん

根ご
ん

（
＝
無
貪
善
根･

無
瞋
善
根･

無
痴
善
根
の
三
根
。
一
切

の
善
法
が
こ
の
三
つ
か
ら
生
ま
れ
、
具
体
的
に
、
施･

慈･

慧
と
な
っ
て
現
れ
る
。
三
毒
の
対
。『
中
村
』p.480

）
を
い
う
。
相
応

善
は
、
相
続
善
、
あ
る
い
は
相
雑
善
と
も
名
づ
く
。
即
ち
意
業
の
善
に
し
て
、
前
の
三
善
根
等
を
相
応
す
る
心
、
心
所
法
（
＝
心
作

用
。『
中
村
』p.766

）
を
い
う
。
等
起
善
と
は
、
又
た
発
起
善
と
名
づ
く
。
即
ち
意
業
に
よ
り
て
、
発
起
せ
ら
れ
た
る
善
に
し
て
、

身･

口
二
業
及
び
不
相
応
行
（
＝
心
法
で
も
色
法
で
も
な
い
有
為
法
の
こ
と
。『
中
村
』p.1167

。『
俱
舍
論
』
で
は
有
為
法
は
、
五

蘊
の
意
。『
中
村
』p.80

）
の
善
を
い
う
。

		


『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
三
「
本
事
分
中
三
法
品
第
一
之
三
」
に
、
自
性
善･

相
属
善･

随
逐
善･

発
起
善･

第
一
義
善･

生
得
善･

方
便
善･

現
前
供
養
善･

饒
益
善･

引
摂
善･

対
治
善･

寂
靜
善･

等
流
善
の
十
三
種
類
を
分
別
す
る
。
自
性
善
と
は
信
、

慙
及
び
愧
、
三
善
根
乃
至
、
謂
信
等
十
一
種
の
善
の
心
所
法
を
い
う
。
相
属
善
と
は
、
自
性
善
と
相
応
す
る
他
の
心
所
法
を
い
う
。

随
逐
善
と
は
善
法
の
習
気
を
い
う
。
発
起
善
と
は
所
発
の
身
語
二
業
の
善
を
い
う
。
第
一
儀
善
と
は
真
如
を
い
う
。
生
得
善
と
は
思

惟
加
行
に
よ
ら
ず
、
任
運
起
の
善
を
い
う
。
方
便
善
と
は
正
法
を
聞
き
、
如
理
作
意
し
て
生
ず
る
善
を
い
う
。
現
前
供
養
善
と
は
、

如
来
に
対
し
て
諸
々
の
供
養
業
を
興
す
こ
と
を
い
う
。
饒
益
善
と
は
四し

摂
し
よ
う

法ぼ
う

（
＝
四
摂
事
）
人
々
を
救
う
た
め
に
、
人
々
を
お
さ
め

て
守
る
四
つ
の
し
か
た
。
①
布
施
（
布
施
摂
事
）
真
理
を
教
え
た
り
（
法
施
）、
物
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
（
財
施
）。
②
愛
語
（
愛

語
摂
事
）
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
る
こ
と
。
③
利
行
（
利
行
摂
事
）
身
体
の
行
為
、
口
で
言
う
こ
と
、
意
に
思
う
こ
と
の
三
業
に
よ

る
善
行
で
人
々
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
。
④
同
事
（
同
事
摂
事
）
相
手
と
同
じ
立
場
に
身
を
置
く
こ
と
。
形
を
変
え
て
人
々
に
近
づ

き
、同
じ
仕
事
に
い
そ
し
む
こ
と
。『
中
村
』p.524

）
を
以
て
有
情
を
饒

に
よ
う

益や
く

（
＝
人
々
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
。『
中
村
』p.1068

）

す
る
こ
と
を
い
う
。
引
摂
善
は
、
施
戒
等
福
業
を
以
て
生
天
の
異
熟
を
引
摂
し
、
或
い
は
涅
槃
の
因
を
顕
得
す
る
こ
と
を
い
う
。
対

治
善
は
、
厭
壊
対
治
、
断
対
治
等
の
諸
々
の
対
治
を
い
う
。
寂
静
善
は
、
一
切
の
煩
悩
を
断
尽
す
る
涅
槃
界
を
い
う
。
等
流
善
と
は

寂
静
の
増
上
力
に
よ
り
発
起
せ
ら
れ
る
神
通
な
ど
の
功
徳
法
を
い
う
（T31-704c
～709a

収
載
）。
ま
た
、『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
一
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三
「
釈
智
差
別
勝
相
第
十
之
初
」
条
に
「
有
流
善
を
白
と
為
し
、
無
流
善
を
浄
と
為
す
（
有
流
善
為
白
、
無
流
善
為
浄
）」（T31-

253b

）
と
あ
り
、
有
流
善
を
白
法
、
無
流
善
を
浄
法
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
有
流
善
は
世
間
の
善
、
無
流
善
は
出
世
の
善
と

称
せ
ら
れ
る
。
そ
の
外
、
悪
行
を
止
息
す
る
の
を
止
善
、
勝
徳
を
行
修
す
る
こ
と
を
行
善
と
い
い
、
観
仏
な
ど
を
定
善
、
称
名
等
を

散
善
と
い
う
（『
望
月
』p.2940

～2941

参
照
）。

（
5
）	
皆
共
成
仏
道
＝
『
法
華
経
』
巻
三
「
化
城
喻
品
第
七
」
に
、「
願
以
此
功
徳
、
普
及
於
一
切
、
我
等
与
衆
生
、
皆
共
成
仏
道
」
と

あ
る
偈
の
一
部
（T9-24c

）。
偈
文
の
前
に
「
時
諸
梵
天
王
、
即
於
仏
前
、
一
心
同
声
、
以
偈
頌
曰
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
一
心
同

声
偈
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
〔
野
口
善
敬
編
著
『
開
甘
露
門
の
世
界
』（
禅
文
化
研
究
所･

二
〇
〇
八
年
・p.231

参
照
）〕。

︽
6
︾
折
）
1
（ 

水 

偈（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
折
水
偈
」57b･T81-684c

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時

清
規
巻
四
「
展
鉢
式
」
条
は
「
次
進
折
水
桶
。
或
不
可
飲
尽
則
合
掌
念
偈
、〈
我
此
洗
鉢
水
…
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
〉」

（24a･T81-704b

）、『
新
修
第
二
版 
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
一
巻･p.184

）

我
（
（
（

此
洗
鉢

（
（
（

水
、
如

（
（
（

天
甘
露
味
。
施

（
（
（

与
鬼
神
衆
、
悉
令
得
飽
満
。
唵

（
（
（

摩
休
羅
細
娑
婆
訶（
一
）。

（
一
）
我
此
洗
鉢
水
…
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
折
水
偈
」
は
、「
折
水
偈
、
我カ

此ジ

洗セ
ン

鉢ハ
ツ

水ス
イ

、
如ニ

ヨ

天テ
ン

甘カ
ン

露ロ

味ミ

、
施セ

与ヨ

鬼キ

神ジ
ン

衆シ
ウ

、
悉シ

ツ

令リ
ヤ
ウ得ト
ク泡ハ
ウ満マ
ン」（57b･T81-684c

）
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
巻
四
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「
展
鉢
式
」
条
は
、「
次
進
折
水
桶
。
或
不
可
飲
尽
則
合
掌
念
偈
、〈
我
此
洗
鉢
水
、
如
天
甘
露
味
。
施
与
鬼
神
衆
、
悉
令
得
飽
満
。
唵
摩

休
羅
細
娑
婆
訶
〉」（24a･T81-704b

）
に
作
る
。

＊

我
が
此
の
洗せ

ん

鉢ば
つ

の
水
は
、
天
の
甘
露
の
味
の
如
し
。
鬼き

神じ
ん

衆し
ゆ

に
施
与
し
て
、
悉
く
飽ぼ

う

満ま
ん

な
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
。
唵お

ん

摩ま

休く

羅ら

細さ
い

娑そ

婆わ

訶か

。

＊

　

私
の
こ
の
洗
鉢
の
水
は
、
天
の
甘
露
の
味
の
よ
う
で
す
。
一
切
の
鬼
神
に
施
し
与
え
て
、
皆
こ
と
ご
と
く
満
足
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
唵お

ん

摩ま

休く

羅ら

細さ
い

娑そ

婆わ

訶か

（
＝
大
な
る
腹
を
有
す
る
者
の
た
め
に
）。

＊

（
1
）	

折
水
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･
臨
時
清
規
巻
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
」
の
真
言
の
後
に
続
け
て
、「
遂か

く

し
て
之
れ
を
折
し
て
（
上
清
を
捨
つ
る
な
り
）、
滓に

ご
り濁

を
飲
む
。
滓
濁
を
捨
つ
れ
ば
罪
を
得
る
（
遂
折
之
〈
捨
上
清
也
〉、
飲
滓
濁
。

捨
滓
濁
得
罪
）」（24a･T81-704b

）
と
あ
る
。
折
は
、『
禅
林
象
器
箋
』「
折
水
桶
」
条
に
、「
忠
曰
く
、『
鉢
水
の
余
残
を
棄
て
る
器
。

折
水
桶
と
名
づ
く
。
蓋
し
、
半
ば
を
飲
み
半
ば
を
棄
つ
。
故
に
折
と
言
う
。
減
損
の
義
な
り
』
と
（
忠
曰
、
棄
余
水
餘
残
器
。
名
折

水
桶
。
蓋
飲
半
棄
半
。
故
言
折
。
減
損
之
義
）」（
禅
学
叢
書
本･p.821

）
と
あ
る
。
折
水
は
、
粥
飯
を
喫
し
終
わ
っ
た
後
、
鉢
盂

匙
箸
な
ど
を
洗
っ
た
水
を
捨
て
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
水
の
こ
と
（『
禅
学
』p.664

）。

（
2
）	

我
此
洗
鉢
水
…
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
＝
『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
は
、「
鉢
の
水
の
余
り
を
牀
の
下
に
瀝
ら
す
こ
と
を

得
ざ
れ
。
鉢
の
水
を
棄
つ
る
真
言
に
曰
く
、『
唵
摩
休
羅
細
莎
訶
』
と
（
鉢
水
之
餘
不
得
瀝
牀
下
。
棄
鉢
水
真
言
曰
、
唵
摩
休
羅
細

莎
訶
）」（X63-526a

）
と
あ
る
。「
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
」
は
、「
唵
摩
休
羅
細
莎
訶
」
に
作
る
。

		


『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
「
日
用
軌
範
」
条
に
、「
折
水
想
念
偈
云
、（
我
此
洗
鉢
水
、
如
天
甘
露
味
。
施
与
鬼
神
衆
、
悉
令
得
飽
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満
。
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
）
と
あ
る
（T48-1145b

）。「
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
」
は
、「
唵　

摩
休
羅
細　

娑
婆
訶
（o ṃ

 
m
ahorase svāhā

）
の
音
訳
。
食
事
、
折
水
に
誦
す
る
真
言
で
、「
大
な
る
腹
を
も
つ
者
と
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
意
味
の
祈
祷

の
言
葉
（『
中
村
』p.138

）。

		


『
入
衆
日
用
』
に
は
、「
未
だ
折
水
せ
ざ
る
に
、
先
ず
盖が

い

膝し
つ

巾き
ん

（
＝
食
事
（
展
鉢
）
の
際
に
膝
を
蓋お

お

う
布
巾
。
膝
巾
と
も
『
禅
学
』

p.139
）
を
収
む
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
膝
巾
を
以
て
汗
を
拭
う
こ
と
を
得
ざ
れ
。
余
水
を
以
て
地
上
に
瀝そ

そ

ぐ
こ
と
を
煎
ぜ
ず
。
折
水

の
偈
を
想
念
せ
よ
。『
我
が
此
の
洗
鉢
の
水
は
、
天
の
甘
露
の
味
の
如
し
。
汝
、
諸
も
ろ
の
鬼
衆
に
施
す
。
悉
く
飽
満
を
得
せ
し
め

ん
。
唵
摩
休
羅
細
娑
訶
』
と
（
未
折
水
不
得
先
收
盖
膝
巾
。
不
得
以
膝
巾
拭
汗
。
不
煎
以
余
水
瀝
地
上
。
想
念
折
水
偈
。
我
此
洗
鉢

水
、
如
天
甘
露
味
。
施
汝
諸
鬼
衆
。
悉
令
得
飽
満
。
唵
摩
休
羅
細
娑
訶
）」（X63-557b

～c

）
と
あ
り
、
南
北
朝
時
代
刊
『
五
味

禅
』
収
載
の
『
入
衆
日
用
』
は
「
不
煎
以
余
水
瀝
地
上
」
を
「
不
得
以
余
水
瀝
地
上
」（
七
Ａ
・
Ｂ
）
に
作
る
（『
電
子
達
磨
』
花
園

大
学
国
際
禅
学
研
究
所
）。『
入
衆
須
知
』
に
は
、「『
熟
水
（
＝
湯
ざ
ま
し
。『
大
漢
和
』
巻
七･p.506

）
を
以
て
洗
鉢
す
べ
か
ら
ず
。

折
水
は
余
水
を
以
て
地
に
瀝
ぐ
べ
か
ら
ず
。
未
だ
折
水
せ
ざ
る
に
蓋
膝
巾
に
収
む
べ
か
ら
ず
。
折
水
の
偈
に
云
く
、『
我
が
此
の
折

鉢
の
水
は
、
天
の
甘
露
の
味
の
如
し
。
普
く
諸
も
ろ
の
鬼
神
に
施
し
咸
な
飽
満
を
得
せ
し
め
ん
。
唵
摩
休
羅
細
娑
訶
』
と
（
不
可
以

熟
水
洗
鉢
。
折
水
不
可
以
余
水
瀝
地
。
未
折
水
不
可
收
蓋
膝
巾
。
折
水
偈
云
、
我
此
折
鉢
水
、
如
天
甘
露
味
。
普
施
諸
鬼
神
咸
令
得

飽
満
。
唵
摩
休
羅
細
娑
訶
）」（X63-560a
）
と
あ
る
。『
入
衆
日
用
』『
入
衆
須
知
』
は
、「
唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
」
は
、「
唵
摩
休

羅
細
娑
訶
」
に
作
る
。

		


『
禅
林
象
器
箋
』「
喝
食
行
者
」
条
に
、「
南
禅
規
式
云
、
…
次
折
水
〈
折
者
棄
義
〉」（
禅
学
叢
書
本･p.325

）
と
あ
る
。『
南
禅

規
式
』
は
未
見
だ
が
、
折
水
器
に
水
を
棄
て
ず
、
そ
の
水
を
飲
む
故
事
と
し
て
、
天
台
徳
韶
禅
師
の
法
嗣
で
あ
る
、
五
雲
志
逢
禅
師

の
話
が
あ
る
。『
五
燈
会
元
』
巻
一
〇
「
杭
州
五
雲
山
華
厳
院
志
逢
禅
師
」
条
に
、「
一
日
、
普
賢
殿
中
に
入
り
宴
坐
す
る
に
、
倐た

ち
まち

に
一ひ

と
りの

神
人
有
っ
て
前
に
跪き

膝し
つ

す
。
師
問
う
『
汝
は
其
れ
誰
や
』
と
。
曰
く
、『
護
戒
神
な
り
』
と
。
師
曰
く
、『
吾
れ
、
宿

し
ゅ
く

愆け
ん

の
未

だ
殄ほ

ろ

び
ざ
る
こ
と
有
る
を
患
う
。
汝
、
之
れ
を
知
る
や
』
と
。
曰
く
、『
師
、
何
の
罪
か
有
ら
ん
。
唯
一
、
小
過
な
る
の
み
』
と
。

師
曰
く
、『
何
ぞ
や
』
と
。
曰
く
、『
凡
そ
折
鉢
の
水
も
亦
た
施
主
の
物
な
り
。
師
毎つ

ね

に
傾
け
棄
つ
。
宜
し
き
所
あ
ら
ざ
る
な
り
』
と
。



臨済宗の回向文 訳注（五）

133

言
い
訖
わ
っ
て
隠
る
。
師
、
此
れ
よ
り
洗
鉢
の
水
、
尽
く
之
れ
を
飲
む
。
積
む
こ
と
久
し
く
し
て
因
っ
て
脾
の
疾
を
致
す
。
十
載
に

し
て
方
に
愈
ゆ
〈
凡
そ
飲
食
を
折
退
し
、
及
び
涕
唾
便
利
す
る
等
は
、
並
び
に
宜
し
く
指
を
鳴
ら
し
、
呪
を
黙
念
し
、
施
心
を
発
し

て
傾
け
て
之
れ
を
棄
て
よ
〉（
一
日
入
普
賢
殿
中
宴
坐
、
倐
有
一
神
人
跪
膝
於
前
。
師
問
、
汝
其
誰
乎
。
曰
、
護
戒
神
也
。
師
曰
、

吾
患
有
宿
愆
未
殄
。
汝
知
之
乎
。
曰
、
師
有
何
罪
。
唯
一
小
過
耳
。
師
曰
、
何
也
。
曰
、
凡
折
鉢
水
亦
施
主
物
。
師
每
傾
棄
。
非
所

宜
也
。
言
訖
而
隠
。
師
自
此
洗
鉢
水
尽
飲
之
。
積
久
因
致
脾
疾
。
十
載
方
愈
〈
凡
折
退
飲
食
、
及
涕
唾
便
利
等
、
並
宜
鳴
指
、
黙
念

呪
、
発
施
心
而
傾
棄
之
〉）」（X80-211b

）
と
あ
る
。

		


ま
た
、『
優
婆
塞
戒
経
』
巻
第
四
・
六
波
羅
蜜
品
第
十
八
に
、「
是
れ
国
主
な
り
と
雖
も
、
必
ず
し
も
施
す
こ
と
能
わ
ず
。
是
れ
貧

窮
な
り
と
雖
も
、
施
す
こ
と
能
わ
ざ
る
に
非
ず
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
貧
窮
の
人
も
亦
た
食
分
有
り
。
食
し
已
れ
ば
器
を
洗
い
、

滌
汁
を
棄
蕩
す
る
に
、
食
を
応
ず
べ
き
者
に
施
す
も
亦
た
福
徳
を
得
る
（
雖
是
国
主
、
不
必
能
施
。
雖
是
貧
窮
、
非
不
能
施
。
何
以

故
。
貧
窮
之
人
亦
有
食
分
。
食
已
洗
器
、
棄
蕩
滌
汁
、
施
応
食
者
亦
得
福
徳
）」（T24-1056a

）
と
あ
り
、
食
後
に
器
を
洗
い
、
そ

の
洗
っ
た
水
や
お
湯
を
必
要
と
す
る
者
に
施
す
だ
け
で
も
、
福
徳
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

（
3
）	

鉢
＝
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語Pātra
の
音
写
。
僧
尼
が
常
に
所
持
し
、
僧
団
で
私
有
物
と
認
め
ら
れ
た
食
器
の
こ
と
。
材
料･

質･

量
と
も
に
規
定
の
法
に
か
な
う
こ
と
か
ら
、
応
量
器
と
漢
訳
す
る
。
鉄
製･

陶
土
製
が
定
め
で
鉄
鉢･

瓦
鉢
と
称
し
、
木
鉢
は
外
道

の
も
の
。
石
鉢
は
仏
の
も
の
と
し
て
禁
ぜ
ら
れ
三
衣
と
同
様
、
漸
次
神
聖
化
さ
れ
た
（『
中
村
』p.1107

）。

		


『
仏
制
比
丘
六
物
図
』「
鉢
多
羅
第
四
物
」
条
に
、「
梵
に
鉢
多
羅
と
云
う
。
此
れ
応
器
と
名
づ
く
（
梵
云
鉢
多
羅
。
此
名
応
器
）」

（T45-900b

）
と
あ
り
、
例
え
ば
、『
那
先
比
丘
経
』
巻
上
に
「
那
先
は
、
師
の
為
に
応
器
を
持
ち
、
飯
具
を
取
り
に
行
く
に
至
る

（
那
先
至
為
師
持
応
器
、
行
取
飯
具
）」（T32-704c

）
と
あ
る
。

		


鉢
に
つ
い
て
、『
仏
本
行
集
経
』
巻
三
二
「
二
商
奉
食
品
下
」
条
に
、「
時
に
二
商
主
、
共
に
仏
に
白
し
て
言
く
、『
世
尊
、
願
わ

く
は
我
等
の
為
に
、
此
の
清
浄
な
る
麨
酪
蜜
の
摶だ

ん

を
受
け
た
ま
え
。
我
等
を
愍あ

わ

れ
む
が
故
に
』
と
。
…
爾
の
時
世
尊
、
內
に
智
見
を

生
じ
、
即
ち
過
去
一
切
の
諸
仏
、
多
陀
阿
伽
度
、
阿
羅
呵
、
三
藐
三
仏
陀
、
一
切
尽
く
皆
な
鉢
器
を
受
持
す
る
を
知
る
。
是
の
時
世

尊
、
復
た
是
く
の
如
く
念
ず
、『
我
れ
今
当
に
何
の
器
を
以
て
し
て
、
二
商
主
の
食
、
麨
酪
蜜
の
摶
を
受
く
べ
し
』
と
。
世
尊
受
け
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ん
と
欲
し
て
此
の
心
を
発
し
已
り
て
、
時
に
四
天
王
、
各
四
方
よ
り
、
速す

み

疾や

か
に
共
に
四
の
金
鉢
器
を
持
し
て
、
仏
所
に
往
詣
し
、

到
り
已
り
て
各
お
の
仏
足
を
頂
礼
し
、
却
い
て
一
面
に
住
し
、
而
し
て
四
天
王
、
却
き
住
立
し
已
っ
て
、
四
の
金
鉢
を
将
っ
て
世
尊

に
奉
上
し
是
く
の
如
き
言
を
作
す
。『
唯
だ
願
わ
く
は
世
尊
、
此
の
鉢
器
を
用
い
て
、
二
商
主
の
麨
酪
蜜
の
摶
を
受
け
ん
。
我
等
を

愍あ
わ

れ
む
が
故
に
。
我
等
、
長
夜
に
当
に
大
利
、
大
楽
、
大
安
を
得
る
べ
し
』
と
。
世
尊
、
受
け
ず
。
出
家
人
を
以
て
合
に
此
れ
を
畜た

く
わ

う
べ
か
ら
ず
。
彼
の
四
天
王
、
四
の
金
鉢
を
捨
て
、
四
の
銀
鉢
を
将
っ
て
世
尊
に
奉
上
し
、
是
く
の
如
き
言
を
作
す
。『
世
尊
、
此

の
器
に
於
い
て
食
を
受
く
べ
し
。
略
説
す
る
に
乃
至
、
我
れ
当
に
大
利
大
安
を
得
る
べ
き
が
為
に
』
と
。
世
尊
受
け
ず
。
是
く
の
如

く
更
に
四
の
頗
梨
鉢
を
将
っ
て
も
、
而
し
て
も
亦
た
受
け
ず
。
是
く
の
如
く
更
に
四
の
琉
璃
鉢
を
将
っ
て
も
而
し
て
亦
た
受
け
ず
。

是
く
の
如
く
更
に
四
赤
珠
の
鉢
を
将
っ
て
も
、
而
し
て
亦
た
受
け
ず
。
次
に
復
た
更
に
四
の
瑪
瑙
鉢
を
将
っ
て
も
而
し
て
亦
た
受
け

ず
。
次
に
復
た
更
に
四
の
車
溂
鉢
を
将
っ
て
世
尊
に
奉
上
す
る
も
、
如
来
亦
た
復
た
其
れ
を
受
け
る
こ
と
為
さ
ず
。
…
爾
の
時
、
四

鎮
の
四
大
天
王
、
各
お
の
皆
諸
親
眷
屬
を
将と

も
ない

圍
遶
し
、
速
か
に
自
ら
の
宮
殿
中
に
至
り
、
各
お
の
石
鉢
を
執
る
に
、
端
正
喜
ぶ
べ

し
。
其
の
色
、
紺
青
に
し
て
猶
お
雲
隊
の
如
し
。
盛
る
に
天
花
を
以
て
し
其
の
內
に
著
け
満
ち
て
、
一
切
の
香
を
将
っ
て
、
用
い
て

塗
彼
の
鉢
に
塗
り
、
復
た
一
切
諸
妙
音
声
を
持
ち
て
彼
の
鉢
を
供
養
し
、
速
か
に
仏
所
に
詣
り
、
到
り
已
り
て
共
に
四
鉢
を
将
っ
て

仏
に
奉
り
て
、
仏
に
白
し
て
言
く
、『
唯
だ
願
わ
く
は
世
尊
、
此
の
石
鉢
を
受
け
、
此
の
鉢
内
に
於
い
て
、
二
商
主
の
麨
酪
蜜
の
摶

を
受
け
ん
。
我
等
を
愍あ

わ

れ
む
が
故
に
。
各
お
の
我
等
を
し
て
長
夜
に
大
利
安
楽
を
獲
得
せ
し
め
ん
』
と
。
爾
の
時
、
世
尊
、
復
た
是

く
の
如
く
念
ず
、『
此
の
四
天
王
、
信
浄
の
心
を
以
て
、
我
に
四
鉢
を
奉
り
、
我
れ
亦
た
合
に
四
鉢
を
受
持
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
我

れ
今
、
一
人
の
辺
よ
り
受
け
れ
ば
則
ち
三
人
の
心
に
各
お
の
恨
み
有
り
。
若
し
二
人
の
辺
二
鉢
よ
り
受
け
れ
ば
、
二
人
の
心
に
恨
み
、

若
し
三
人
の
辺
、
三
鉢
よ
り
受
け
れ
ば
、
一
人
の
心
に
恨
ま
ん
。
我
れ
今
、
総
て
此
の
四
鉢
を
受
け
、
神
通
力
を
出
し
て
持
し
て
一

鉢
と
作
す
べ
し
』
と
。
…
爾
の
時
、
世
尊
、
四
鉢
を
受
け
已
り
、
是
く
の
如
く
次
第
し
て
相
重
ね
て
安
置
し
、
左
手
に
受
已
り
、
右

手
に
按
下
し
、
神
通
力
の
故
に
、
合
し
て
一
鉢
と
成
す
。
外
に
四
脣
（
＝
縁
）
有
り
（
時
二
商
主
、
共
白
仏
言
、
世
尊
願
為
我
等
、

受
此
清
浄
麨
酪
蜜
摶
。
愍
我
等
故
。
…
爾
時
世
尊
、
內
生
智
見
、
即
知
過
去
一
切
諸
仏
、
多
陀
阿
伽
度
、
阿
羅
呵
、
三
藐
三
仏
陀
、

一
切
尽
皆
受
持
鉢
器
。
是
時
世
尊
、
復
如
是
念
、
我
今
当
以
何
器
而
受
二
商
主
食
、
麨
酪
蜜
摶
。
世
尊
欲
受
、
発
此
心
已
、
時
四
天
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王
、
各
従
四
方
、
速
疾
共
持
四
金
鉢
器
、
往
詣
仏
所
、
到
已
各
各
頂
礼
仏
足
、
却
住
一
面
、
而
四
天
王
、
却
住
立
已
、
将
四
金
鉢
奉

上
世
尊
、
作
如
是
言
。
唯
願
世
尊
、
用
此
鉢
器
、
受
二
商
主
麨
酪
蜜
摶
。
愍
我
等
故
。
我
等
長
夜
当
得
大
利
大
楽
大
安
。
世
尊
不
受
。

以
出
家
人
不
合
畜
此
。
彼
四
天
王
、
捨
四
金
鉢
、
将
四
銀
鉢
奉
上
世
尊
、
作
如
是
言
。
世
尊
、
可
於
此
器
受
食
。
略
説
乃
至
、
為
我

当
得
大
利
大
安
。
世
尊
不
受
。
如
是
更
将
四
頗
梨
鉢
、
而
亦
不
受
。
如
是
更
将
四
琉
璃
鉢
、
而
亦
不
受
。
如
是
更
将
四
赤
珠
鉢
、
而

亦
不
受
。
次
復
、
更
将
四
瑪
瑙
鉢
、
而
亦
不
受
。
次
復
更
将
四
車
溂
鉢
奉
上
世
尊
、
如
来
亦
復
不
為
其
受
。
…
爾
時
、
四
鎮
四
大
天

王
、
各
各
皆
将
諸
親
眷
屬
圍
遶
、
速
至
自
宮
殿
中
、
各
執
石
鉢
、
端
正
可
喜
。
其
色
紺
青
、
猶
如
雲
隊
。
盛
以
天
花
著
満
其
內
、
将

一
切
香
用
塗
彼
鉢
、
復
持
一
切
諸
妙
音
声
供
養
彼
鉢
、
速
詣
仏
所
、
到
已
共
将
四
鉢
奉
仏
、
而
白
仏
言
、
唯
願
世
尊
、
受
此
石
鉢
、

於
此
鉢
内
、
受
二
商
主
麨
酪
蜜
摶
。
愍
我
等
故
。
各
令
我
等
長
夜
獲
得
大
利
安
楽
。
爾
時
世
尊
復
如
是
念
、
此
四
天
王
以
信
浄
心
、

奉
我
四
鉢
、
我
亦
不
合
受
持
四
鉢
。
若
我
今
於
一
人
辺
受
、
則
三
人
心
各
各
有
恨
。
若
二
人
辺
受
於
二
鉢
、
二
人
心
恨
、
若
三
人
辺

受
於
三
鉢
、
一
人
心
恨
。
我
今
可
総
受
此
四
鉢
、
出
神
通
力
持
作
一
鉢
。
…
爾
時
、
世
尊
受
四
鉢
已
、
如
是
次
第
相
重
安
置
、
左
手

受
已
、
右
手
按
下
、
神
通
力
故
、
合
成
一
鉢
。
外
有
四
脣
）」
と
あ
る
（T3-802a

）。

		


さ
ら
に
、
四
天
王
が
、
献
上
し
た
四
つ
の
鉢
を
釈
尊
が
一
つ
に
し
た
話
と
し
て
、『
雑
阿
含
経
』
巻
二
三
に
、「
此こ

処こ

に
四
天
王
、

各
お
の
一
鉢
を
持
ち
、
仏
に
奉
上
し
、
合
わ
せ
て
一
鉢
と
為
す
（
此
処
四
天
王
各
持
一
鉢
、
奉
上
於
仏
、
合
為
一
鉢
）」（T2-

167b

）
と
あ
り
、『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
三
に
、「
時
に
四
天
王
、
仏
心
を
知
り
念
ず
。
各
お
の
一
鉢
を
持
ち
、
来
た
り
て
仏
所

に
至
り
、
而
し
て
以
っ
て
奉
上
す
。
是
に
於
い
て
世
尊
、
而
し
て
自
ら
念
じ
て
言
く
、『
我
れ
今
、
若
し
一あ

る

王
、
鉢は

者ち

を
受
く
れ
ば
、

余ほ
か

の
王
、
必
ず
当
に
恨
心
を
生
ず
べ
し
。
即す

な

便わ

ち
普
く
四
王
の
鉢
を
受
け
、
累
ね
て
掌
上
に
置
く
。
按
じ
て
一
に
成
さ
し
め
、
四
際

を
現
ぜ
し
む
（
時
四
天
王
、
知
仏
心
念
。
各
持
一
鉢
、
来
至
仏
所
、
而
以
奉
上
。
於
是
世
尊
、
而
自
念
言
、
我
今
若
受
一
王
鉢
者
、

余
王
必
当
生
於
恨
心
。
即
便
普
受
四
王
之
鉢
、
累
置
掌
上
。
按
令
成
一
、
使
四
際
現
）」（T3-643b

）
と
あ
る
。

		


ま
た
、
石
の
鉢
が
四
天
王
か
ら
釈
尊
に
献
上
さ
れ
た
品
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
大
智
度
論
』
巻
二
六
に
、「
我
れ
先
に
已
に
石

鉢
の
因
縁
を
説
く
。
今
当
に
更
に
説
く
べ
し
。
仏
鉢
は
人
よ
り
受
け
ず
。
仏
、
初
め
て
道
を
得
て
、
食
時
に
器
を
須も

ち

い
ん
と
欲
し
、

四
天
王
、
仏
の
心
念
を
知
り
、
四
鉢
を
持
っ
て
仏
に
上

た
て
ま
つる

。
三
世
諸
仏
の
法
は
、
皆
な
応
に
四
天
王
あ
っ
て
鉢
を
上
る
べ
し
（
我
先
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已
説
石
鉢
因
縁
。
今
当
更
説
。
仏
鉢
不
従
人
受
。
仏
初
得
道
、
欲
食
時
須
器
、
四
天
王
知
仏
心
念
、
持
四
鉢
上
仏
。
三
世
諸
仏
法
、

皆
応
四
天
王
上
鉢
）」（T25-253a

）
と
あ
る
。

		


ま
た
、
木
鉢
に
つ
い
て
、『
濟
北
集
』
巻
九･

辨
議
書
「
木
鉢
辨
」
条
に
、「
或
る
ひ
と
問
う
、『
禅
家
、
木
鉢
を
持
つ
。
律
の
輩
、

多
く
謗そ

し

り
を
生
ず
。
如
何
』
と
。
答
え
て
曰
く
、『
禅
門
の
古
徳
、
仏
の
意
を
知
る
。
故
に
木
鉢
を
忌
ま
ざ
る
の
み
』
と
。
曰
く
、

『
仏
の
意
、
如
何
』
と
。
曰
く
、『
仏
、
木
鉢
を
制
す
（
＝
禁
じ
た
）。
三
意
有
り
。
一
つ
に
垢
、
二
つ
に
簡
、
三
つ
に
因
。
其
れ
垢

と
は
、
木
鉢
用
い
已
り
て
、
垢
穢
を
洗
濯
す
る
に
除
か
ず
。
木
の
性
尓し

か

り
な
り
。
蓋
し
印
度
の
俗
、
王
臣
、
貴
族
は
金
玉
、
宝
器
を

用
い
て
賎
庶
の
者
は
多
く
は
木
器
の
漆う

る
しせ

ざ
る
も
の
を
用
ゆ
。
沙
門
の
法
、
宝
器
を
棄
つ
。
若
し
、
漆
せ
ざ
る
木
器
を
用
え
ば
、
垢

は
除
か
ず
。
故
に
瓦
、
鉄
の
二
鉢
を
薰
じ
て
（
＝
焼
い
て
。『
大
漢
和
』
巻
九･p.966

）
用
い
る
の
み
。
瓦
、
鉄
と
雖
も
、
薰
ぜ
ざ

れ
ば
垢
有
り
。
薰
ぜ
ば
即
ち
垢
無
し
。
木
鉢
は
薰
ず
る
に
堪
え
ず
。
故
に
制
す
。
其
れ
簡
（
＝
竹
ふ
だ
。
竹
製
の
ふ
だ
。『
大
漢

和
』
巻
八･p.849

）
は
、
天
竺
の
梵
志
種
、
古
来
、
木
器
を
用
ゆ
。
如
来
後
れ
て
出
て
異
を
為
す
な
り
。
故
に
瓦
鉄
を
立
て
て
簡

を
為
す
な
り
。
其
れ
因
と
は
、
仏
、
王
舍
城
に
在
り
し
時
、
樹
提
居
士
の
客
、
海
よ
り
還
り
て
栴
檀
の
段
を
持
っ
て
之
れ
に
与
う
。

居
士
、
檀
鉢
を
作
り
、
高
杙
の
上
に
置
い
て
是
の
言
を
作
す
。『
沙
門
、
婆
羅
門
、
梯
杖
を
以も

ち

い
ず
し
て
、
能
く
得
る
者
は
取
れ
』

と
。
時
に
富
楼
那
、
迦
葉
、
尼
犍
陀
等
の
諸
も
ろ
の
外
道
は
、
頭
を
挑か

か

げ
て
皆
な
去
る
。
賓
頭
盧
尊
者
は
、
神
足
を
現
し
て
鉢
を
取

る
。
便
に
諸
も
ろ
の
比
丘
に
示
し
て
言
く
、『
汝
等
看
よ
。
是
の
鉢
愛め

ず
る
可
し
』
と
。
仏
、
種
種
を
呵
責
し
て
云
く
、『
何
ぞ
一
つ

の
木
鉢
の
故
に
、
過
人
の
法
を
現
ず
る
や
。
汝
応
に
此
の
閻
浮
提
に
住
ま
わ
ず
べ
し
』
と
。
賓
頭
盧
、
此
れ
よ
り
瞿
耶
尼
に
到
り
て
、

僧
坊
を
起
し
、
弟
子
を
畜
え
、
仏
法
を
宣
ぶ
。
…
（
或
問
、
禅
家
持
木
鉢
。
律
輩
多
生
謗
如
何
。
答
曰
、
禅
門
古
徳
知
仏
意
。
故
不

忌
木
鉢
耳
。
曰
仏
意
如
何
。
曰
仏
制
木
鉢
。
有
三
意
。
一
垢
、
二
簡
、
三
因
。
其
垢
者
木
鉢
用
已
、
洗
濯
垢
穢
不
除
。
木
之
性
尓
也
。

蓋
印
度
俗
、
王
臣
貴
族
用
金
玉
宝
器
、
賎
庶
之
者
多
用
木
器
之
不
漆
者
。
沙
門
法
、
棄
宝
器
。
若
用
不
漆
木
器
垢
不
除
。
故
薰
瓦
鉄

二
鉢
而
用
耳
。
雖
瓦
鉄
不
薰
有
垢
。
薰
即
無
垢
。
木
鉢
不
堪
薰
。
故
制
焉
。
其
簡
者
、
天
竺
梵
志
種
、
古
来
用
木
器
。
如
来
後
出
為

異
也
。
故
立
瓦
鉄
而
為
簡
也
。
其
因
者
、
仏
在
王
舍
城
時
、
樹
提
居
士
客
、
従
海
還
持
栴
檀
段
与
之
。
居
士
作
檀
鉢
、
置
高
杙
上
作

是
言
。
沙
門
、
婆
羅
門
、
不
以
梯
杖
能
得
者
取
。
時
富
楼
那
、
迦
葉
、
尼
犍
陀
等
諸
外
道
、
挑
頭
皆
去
。
賓
頭
盧
尊
者
、
現
神
足
取
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鉢
。
便
示
諸
比
丘
言
、
汝
等
看
。
是
鉢
可
愛
。
仏
種
種
呵
責
云
、
何
一
木
鉢
故
、
現
過
人
法
。
汝
不
応
此
閻
浮
提
住
。
賓
頭
盧
、
自

此
到
瞿
耶
尼
、
起
僧
坊
、
畜
弟
子
、
宣
仏
法
。
…
）」（「
正
伝
永
源
院
本
」
巻
九･5b

～6b

）
と
あ
り
、
さ
ら
に
木
鉢
に
つ
い
て
、

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
巻
一
「
応
安
元
年
閏
六
月
二
日
」
条
に
、「
前
代
の
時
、
律
家
、
吾
が
宗
を
難
じ
て
曰
く
、『
木
鉢
は
外
道

の
制
に
し
て
、
仏
制
に
非
ら
ざ
る
な
り
』
と
。
時
に
東
福
の
徒
、
無
為
和
尚
、
博
学
を
称
せ
ら
る
。
出
て
之
れ
を
駁た

だ

し
て
曰
く
、

『
大
蔵
経
を
按
ず
る
に
蘇
婆
童
子
経
と
い
う
者
有
り
。
比
丘
、
鉄
、
木
、
瓦
、
匏
の
四
鉢
を
畜た

く
わう

と
聴
く
。
今
、
極
楽
律
寺
蔵
中
に

之
れ
有
り
。
遂
に
其
の
蔵
を
撿
す
る
に
乃
ち
之
れ
を
得
た
り
。
爾し

か

し
よ
り
、
虎
関
和
尚
、
続
い
て
「
木
鉢
辨
」
を
造
り
、
そ
の
謗
、

遂
に
止
む
』
と
。
余
之
れ
を
浄
智
の
芳
庭
和
尚
よ
り
聞
き
、
之
れ
を
此
に
識
し
て
、
後
者
を
し
て
前
條
（
＝
無
為
昭
元
と
虎
関
師

錬
）
の
其
の
侮
を
外
よ
り
禦ふ

せ

ぎ
し
徹苦

因し
み

を
知
ら
し
む
る
な
り
（
前
代
時
、
律
家
、
難
吾
宗
曰
、
木
鉢
外
道
制
、
非
仏
制
也
。
時
東
福

之
徒
無
為
和
尚
、
称
博
学
。
出
而
駁
之
曰
、
按
大
蔵
経
、
有
蘇
婆
呼
童
子
経
者
。
聴
比
丘
蓄
鉄
木
瓦
匏
四
鉢
。
今
極
楽
律
寺
蔵
中
有

之
矣
。
遂
撿
其
蔵
乃
得
之
。
自
爾
虎
関
和
尚
、
続
造
木
鉢
辨
、
其
謗
遂
止
矣
。
余
聞
之
浄
智
芳
庭
和
尚
、
識
之
於
此
、
而
令
後
者
知

前
條
禦
其
侮
於
外
之
徹
困
也
）」
と
あ
る
（「
日
文
研
本
」
巻
一
）。

		


無
著
道
忠
は
、『
禅
林
象
器
箋
』「
鉢
」
条
で
、「
支
那
、
本
朝
、
俱
に
木
漆
器
を
用
ゆ
。
是
れ
方
に
土
の
風
俗
な
り
（
支
那
本
朝
、

俱
用
木
漆
器
。
是
方
土
風
俗
）」（
禅
学
叢
書
本･p.809

）
と
述
べ
て
い
る
。

（
4
）	

如
天
甘
露
味
＝
「
甘
露
味
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のam

ṛta

の
漢
訳
。
絶
妙
な
る
境
地
（『
中
村
』p.186

）。「
甘
露
」
は
、

神
々
（
諸
天
）
の
常
用
す
る
飲
料
。
こ
れ
を
飲
む
と
不
老
不
死
に
な
る
と
い
う
（『
中
村
』p.185

）。
無
著
道
忠
は
、「
人
間
の
甘
露

と
同
じ
か
ら
ず
（
与
人
間
甘
露
不
同
）」
と
し
て
い
る
（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
五
三
）。
ま
た
、「
天
甘
露
」
に
つ
い
て
、

『
大
宝
積
経
』
巻
第
一
百
二
〇
・
広
博
仙
人
会
第
四
九
条
は
、「
…
而
し
て
彼
の
池
中
に
て
、
衆
多
の
天
女
の
遊
戲
し
娛
楽
す
る
に
、

諸
も
ろ
の
宝
器
等
は
、
意
に
随
う
。
而
し
て
色
香
妙
な
る
食
を
現
じ
天
甘
露
と
名
づ
け
、
拘
摩
花
（=

拘
物
頭
華
の
こ
と
か
。
ス
イ

レ
ン
。『
仏
光
』p.3269

）
の
如
く
白
き
こ
と
珂
雪
を
逾こ

え
、
甘
香
具
足
し
て
亦
た
消
化
し
易
く
、
諸
も
ろ
の
苦
渋
、
雑
悪
等
の
味

無
し
（
…
而
彼
池
中
、
衆
多
天
女
遊
戲
娛
楽
、
諸
宝
器
等
随
意
。
而
現
色
香
妙
食
名
天
甘
露
、
如
拘
摩
花
白
逾
珂
雪
、
甘
香
具
足
亦

易
消
化
、
無
諸
苦
渋
雑
悪
等
味
）」（T11-683a

）
と
あ
る
。『
大
智
度
論
』
巻
第
五
八
・
大
智
度
論
釈
阿
難
称
誉
品
第
三
六
条
は
、



138

「
有
る
人
言
く
、『
天
の
甘
露
味
は
、
微
細
に
し
て
、
沾あ

ま

洽ね

く
能
く
孔マ

マ

（=

毛
）
孔
に
入
り
、
善
男
子
の
四
大
諸
情
は
、
柔
軟
軽
利
に

し
て
、
楽
し
ん
で
説
く
所
有
ら
し
む
』
と
（
有
人
言
、
天
甘
露
味
、
微
細
沾
洽
能
入
孔マ

マ

（=

毛
）
孔
、
使
善
男
子
四
大
諸
情
、
柔
軟

軽
利
、
楽
有
所
説
）」（T19-474b

）
と
あ
り
、
天
の
甘
露
味
は
、
毛
穴
に
入
る
ほ
ど
微
細
な
も
の
だ
と
し
て
い
る
。『
注
維
摩
詰

経
』
巻
第
七
・
仏
道
品
第
八
「
甘
露
法
之
食
」
条
に
、「
什
（=

鳩
摩
羅
什
）
曰
く
、『
諸
天
、
種
種
の
名
薬
を
以
て
海
中
に
著お

き
、

宝
山
を
以
て
之
れ
を
摩
し
て
、
甘
露
を
成
さ
し
む
。
之
れ
を
食
せ
ば
仙
を
得
。
不
死
の
薬
と
名
づ
く
。
仏
法
の
中
に
は
涅
槃
の
甘
露

を
以
て
、
生
死
を
し
て
永
断
せ
し
む
。
是
れ
真
の
不
死
の
薬
な
り
』
と
。
亦
た
云
く
、『
劫
初
の
地
味
は
甘
露
な
り
。
之
れ
を
食
せ

ば
則
ち
長
生
す
。
仏
法
の
中
に
は
則
ち
実
相
の
甘
露
、
其
の
慧
命
を
養
う
。
是
れ
真
の
甘
露
食
な
り
』
と
。
生
（=

竺
道
生
）
曰
く
、

『
天
の
食
を
甘
露
味
と
為
す
な
り
。
之
れ
を
食
せ
ば
長
寿
な
ら
ん
。
遂
に
号
し
て
不
死
の
食
と
為
す
な
り
。
泥
洹
は
是
れ
不
死
の
法

な
り
。
故
に
以
て
諭
う
』
と
（
什
曰
、
諸
天
以
種
種
名
薬
著
海
中
、
以
宝
山
摩
之
令
成
甘
露
。
食
之
得
仙
。
名
不
死
薬
。
仏
法
中
以

涅
槃
甘
露
令
生
死
永
断
。
是
真
不
死
薬
也
。
亦
云
、
劫
初
地
味
甘
露
。
食
之
則
長
生
。
仏
法
中
則
実
相
甘
露
、
養
其
慧
命
。
是
真
甘

露
食
也
。
生
曰
、
天
食
為
甘
露
味
也
。
食
之
長
寿
。
遂
号
為
不
死
食
也
。
泥
洹
是
不
死
之
法
。
故
以
諭
焉
）」（T38-395a

）
と
あ
り
、

鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
～
四
一
三
）
と
竺
道
生
（
三
五
五
～
四
三
四
）
は
、
甘
露
を
食
せ
ば
長
寿
、
不
死
の
薬
に
な
る
と
し
て
い
る
。

（
5
）	

施
与
鬼
神
衆
＝
地
獄
の
樣
子
を
、『
正
法
念
処
経
』
巻
第
十
一
・
地
獄
品
之
七
で
は
、「
五
百
世
に
於
い
て
餓
鬼
の
中
に
生
ま
れ
、

人
の
棄
て
る
所
の
器
を
蘯あ

ら

う
悪
水
を
食
う
」（
於
五
百
世
生
餓
鬼
中
、
食
人
所
棄
蘯
器
悪
水
）（T17-60c

）
と
描
写
し
て
い
る
。「
鬼

神
」
に
つ
い
て
は
、「
生
飯
偈
」
の
語
注
を
参
照
の
こ
と
。

（
6
）	

唵
摩
休
羅
細
娑
婆
訶
＝
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のo ṃ

 m
ahorase svāhā

の
音
写
。
折
水
に
誦
す
る
真
言
で
、「
大
な
る
腹
を
も

つ
者
と
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
祈
誓
の
言
葉
（『
中
村
』p.131
）。
唵
は
、o ṃ

の
音
写
。
イ
ン
ド
で
は
、
一
般
的
に
宗
教
的
な
儀

式
の
前
後
に
唱
え
る
神
聖
な
音
で
あ
っ
た
。
も
と
は
「
し
か
り
」
と
い
う
応
諾
を
示
す
敬
語
（『
中
村
』p.137

）。
摩
休
羅
細

（m
ahorase

）
は
、m

ahā +urase

で
、m

ahā

は
、「
大
き
な
」
と
い
う
形
容
詞
。urase

は
、uras

（
＝
胸･

腹
）
の
中
性･

単
数･

為
格
。「
大
い
な
る
腹
の
た
め
に
」
の
意
。
娑
婆
訶
は
、svāhā
の
音
写
。svāhā

は
、
も
と
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
祭
祀
に
お

い
て
、
神
々
に
供
物
を
捧
げ
る
時
に
唱
え
た
文
句
。
例
え
ば
、「
イ
ン
ド
ラ
神
に
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
」「
火
神
に
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
」
と
い



臨済宗の回向文 訳注（五）

139

う
よ
う
に
唱
え
た
。
そ
れ
が
大
乗
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、さ
ら
に
真
言
密
教
に
お
い
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
中

村
』p.801

）。「
大
な
る
腹
を
有
す
る
者
の
た
め
に
」
の
意
（『
小
叢
林
略
清
規
』p.104

註
記
）。

︽
7
︾
粥 
畢 
偈（『

諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
に
無
し
、『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
一
巻･p.185

）

若
（
（
（

喫
粥
已
、
当
願
衆
生
、
所
作
皆
辨
、
具
諸
仏
法（
一
）。

（
一
）『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」「
食
畢
偈
」
条
は
、「
又
曰
〈
律
家
〉、
若
飯サ

ン

食ジ
キ

已イ

訖
、
当
願
衆
生
、
所シ

ヨ

作サ

皆カ
イ

辨ベ
ン

、
具グ

諸
仏
法
」
に
作
る
（58a･T81-684c
）。

＊

若
し
粥
を
喫
し
已お

わ

れ
ば
、
当
に
願
う
べ
し
、
衆
生
、
所
作
皆
な
辨
じ
、
諸
も
ろ
の
仏
法
を
具そ

な

え
ん
こ
と
を
。

＊

　

も
し
粥
を
食
し
終
え
た
ら
〔
次
の
よ
う
に
〕
願
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
が
、
な
す
べ
き
こ
と

を
す
べ
て
弁わ

き
まえ

、
諸
々
の
仏
法
を
具そ

な

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
と
。

＊

（
1
）	

若
喫
粥
巳
…
具
諸
仏
法
＝
若
喫
粥
巳
…
具
諸
仏
法
＝
「
粥
畢
偈
」
の
そ
の
ま
ま
の
文
は
な
い
が
、
八
十
巻
本
『
華
厳
経
』
巻
一
四
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･

浄
行
品
第
十
一
に
、「
食
を
飯く

ら
い
已
り
、
当
に
願
う
べ
し
、『
衆
生
所
作
皆
な
辨
じ
、
諸
も
ろ
の
仏
法
を
具そ

な

え
ん
こ
と
を
』
と

（
飯
食
已
訖
、
当
願
衆
生
、
所
作
皆
辨
、
具
諸
仏
法
）」
と
あ
る
（T10-71c

）。「
食
訖
偈
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、『
新
学
菩
薩
行
要

抄
』
説
浄
法
第
三
「
正
食
偈
」
条
に
、「
食
訖
偈
〈
粥
の
時
は
小
食
と
云
う
〉
若
し
食
を
飯く

ら
い
已
れ
ば
、
当
に
願
う
べ
し
、『
衆
生

所
作
皆
な
辨
じ
、
諸
も
ろ
の
仏
法
を
具そ

な

え
ん
こ
と
を
』
と
（
食
訖
偈
〈
粥
時
云
小
食
〉
若
飯
食
已
、
当
願
衆
生
、
所
作
皆
辨
、
具
諸

仏
法
）」（T74-781a

）
と
あ
り
、『
増
修
教
苑
清
規
』
巻
下
「
赴
堂
」
条
に
「
鉢
を
収
む
る
に
は
、
両
手
の
大
指
を
以
て
、
迸
定
し

次
第
に
し
て
裏
に
入
る
。
畢お

わ

っ
て
、
椎つ

い

を
鳴
ら
し
、
頭

ち
よ
う

首し
ゆ

、
食じ

き

訖こ
つ

偈げ

を
挙
ぐ
、〈
小
食
已
に
訖
わ
っ
て
、
当
に
願
う
べ
し
、『
衆
生
所

作
、
皆
な
辨
じ
諸
も
ろ
の
仏
法
を
具
え
ん
こ
と
を
』
と
〉（
収
鉢
以
両
手
大
指
、
迸
定
次
第
而
入
裏
。
畢
鳴
椎
頭
首
挙
食
訖
偈
、〈
小

食
已
訖
、
当
願
衆
生
所
作
皆
辨
具
諸
仏
法
〉）」
と
あ
る
（X57-341b

）。

︽
8
︾
食 

畢 

偈（
一
）

（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
食
畢
偈
」58a･T81-684c

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時

清
規
巻
四
「
展
鉢
式
」
条25a･T81-704b

～c

、『
新
修
第
二
版 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
一
巻･p.185

）

飯
（
（
（

食
訖
已
色
力
充（
二
）、
威

（
（
（

震（
三
）十
方
三
世
雄
、
廻

（
（
（

因
転
果
不

（
（
（

在
念（
四
）、
一

（
（
（

切
衆
生
獲
神
通
。

（
一
）
飯
食
訖
已
色
力
充
…
一
切
衆
生
獲
神
通
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
食
畢
偈
」
は
、「
飯ホ

ン

食ジ
キ

訖コ
ツ

已イ

色シ
キ

力リ
キ

充ジ
ウ

。
威イ

振シ
ン

十
方
三
世
雄ユ

ウ

。
回エ

因イ
ン

転テ
ン

果ク
ワ

不フ

妄マ
ウ

念
。
一
切
衆
生
獲ク

ハ
ク神

通
」（58a･T81-684c

）
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨

時
清
規
巻
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
想
念
食
畢
偈
、『
飯
食
已
訖
色
力
充
、
威
震
十
方
三
世
雄
、
回
因
転
果
不
在
念
、
一
切
衆
生
獲
神
通
』
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（T81-704b

～c

）
に
作
る
。　
（
二
）
飯
食
訖
已
色
力
充
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中･

臨
時
清
規
巻
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
飯
食
已

訖
色
力
充
」
に
作
る
。　
（
三
）
威
震
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
食
畢
偈
」
は
、「
威
振
」
に
作
る
。　

（
四
）
在
念
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
日
用
諸
文
諸
偈
呪
之
部
」
条
「
食
畢
偈
」
は
、「
妄
念
」
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
中

･
臨
時
清
規
巻
四
「
展
鉢
式
」
条
は
、「
回
因
転
果
不
□
念
」
に
作
る
（25a

）。

＊

食じ
き

を
飯く

ら

い
訖お

已わ

っ
て
色
力 

充
つ
、
威 

十
方
三
世
に
震ふ

る

い
て
雄
な
り
、
因
を
廻め

ぐ

ら
し
果
を
転
じ
て
念
に
在あ

ら
ず
、
一
切
衆
生 

神
通
を
獲
ん
。

＊

　

食
事
を
終
え
て
色か

ら
だの

力
が
充み

た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
威
力
は
十

せ
か
い

方じ
ゆ
う〔

の
、
そ
し
て
過
去･

現
在･

未
来
と
い
う
〕
三
世
に
立

派
に
と
ど
ろ
き
ま
す
。
因
を
〔
果
に
〕
め
ぐ
ら
せ
て
〔
輪
廻
に
と
ど
ま
ら
ず
〕、
果
を
〔
因
に
〕
転
化
し
て
〔
涅
槃
に
と
ど
ま

ら
ず
〕、
念こ

こ
ろに

〔
雑
念
が
〕
起
こ
ら
ず
〔
三
昧
の
境
地
に
至
り
、
一す

べ

切て

の
衆
生
は
〔
順
逆
自
在
の
〕
神じ

ん

通ず
う

力り
き

を
得
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

＊

（
1
）	

飯
食
訖
已
色
力
充
…
一
切
衆
生
獲
神
通
＝
八
十
巻
本
『
華
厳
経
』
巻
一
四･

浄
行
品
第
十
一
に
、「
食
を
飯く

ら
い
已
り
、
当
に
願

う
べ
し
、『
衆
生
所
作
皆
な
辨
じ
、
諸
も
ろ
の
仏
法
を
具そ

な

え
ん
こ
と
を
』
と
（
飯
食
已
訖
、
当
願
衆
生
、
所
作
皆
辨
、
具
諸
仏
法
）」

（T10-71c

）
と
あ
る
。『
華
厳
経
』
は
、「
飯
食
訖
已
」
を
「
飯
食
已
訖
」
に
作
る
。

		


『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
赴
粥
飯
」
条
に
、「
鉢
盂
を
複
み
訖
わ
っ
て
、
下
堂
の
槌
を
聞
い
て
食
訖
の
偈
を
念
ぜ
よ
〈
飯
食
訖お

已わ

っ
て

色
力
充
つ
。
威
は
十
方
の
三
世
の
雄
に
震
う
。
因
を
回
し
果
を
転
じ
て
念
に
在
ら
ず
。
一
切
衆
生
神
通
を
獲
ん
〉
と
（
複
鉢
盂
訖
、
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聞
下
堂
槌
、
念
食
訖
偈
〈
飯
食
訖
已
色
力
充
。
威
震
十
方
三
世
雄
。
回
因
転
果
不
在
念
。
一
切
衆
生
獲
神
通
〉）」（X63-526a

）
と

あ
る
。『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
「
日
用
軌
範
」
条
に
、「
畢お

わ

っ
て
合
掌
し
て
食
畢
の
偈
を
想
念
し
て
云
う
、〈
飯
食
已
に
訖
わ
っ
て

色
力
充
つ
。
威
は
十
方
三
世
に
震
っ
て
雄
な
り
。
因
を
回
ら
し
果
を
転
じ
て
在
念
せ
ず
。
一
切
衆
生
、
神
通
を
獲
ん
〉
と
（
畢
合
掌

想
念
食
畢
偈
云
、〈
飯
食
已
訖
色
力
充
。
威
震
十
方
三
世
雄
。
回
因
転
果
不
在
念
。
一
切
衆
生
獲
神
通
〉）」（T48-1145b

）
と
あ
る
。

『
入
衆
日
用
』
は
、「
畢
っ
て
、
合
掌
し
て
食
畢
偈
を
想
念
せ
よ
。
云
く
、『
飯
食
訖
わ
っ
て
已
に
色
力
充
つ
、
威
は
十
方
三
世
に

震
っ
て
雄
な
り
、
因
を
迴
ら
し
果
を
転
じ
て
在
念
せ
ず
、
一
切
衆
生
神
通
を
獲
ん
』
と
（
畢
合
掌
想
念
食
畢
偈
。
云
飯
食
訖
已
色
力

充
。
威
震
十
方
三
世
雄
。
迴
因
転
果
不
在
念
。
一
切
衆
生
獲
神
通
）」（X63-557c

）
と
あ
り
、『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』
巻
下
「
二

十 

無
量
寿
禅
師
日
用
小
清
規
」
に
は
、「
畢
っ
て
合
掌
し
想
念
し
て
食
畢
偈
に
云
う
、〈
飯
食
訖
わ
っ
て
已
に
色
力
充
つ
。
威
は
十

方
三
世
に
震
っ
て
雄
な
り
。
因
を
回
ら
し
果
を
転
じ
て
在
念
せ
ず
。
一
切
衆
生
神
通
を
獲
ん
〉
と
（
畢
合
掌
想
念
食
畢
偈
云
、〈
飯

食
訖
已
色
力
充
。
威
震
十
方
三
世
雄
。
回
因
転
果
不
在
念
。
一
切
衆
生
獲
神
通
〉）」（X63-618a

）
と
あ
る
。
ま
た
、『
禅
林
備
用

清
規
』
巻
十
日
用
清
規
条
は
、「
畢
合
掌
想
念
食
畢
偈
云
」
を
、「
了
合
掌
念
食
訖
偈
云
」
に
作
る
（X63-661b

）。

		


『
摩
訶
止
観
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
一
之
五
に
、
五
百
人
の
比
丘
に
「
食
畢
偈
」
を
誦
ま
せ
た
記
述
が

あ
る
。「
又
た
神
験
記
の
如
く
、『
外
道
有
り
。
仏
経
に
人
の
信
施
を
食
し
て
説
く
を
聞
き
て
、
後
に
牛
馬
と
為
し
て
以
て
施
主
を
償

う
』
と
。
乃
ち
五
百
の
比
丘
を
請
す
。
時
に
上
座
し
之
れ
を
知
る
。
五
百
を
し
て
飯
食
訖
の
偈
を
誦
ま
し
め
て
已
っ
て
、
外
道
に

語
っ
て
言
く
、『
債
を
償
い
て
已
に
訖
わ
り
ぬ
。
牛
馬
何
れ
か
在
ら
ん
』
と
。
外
道
発
心
す
。
上
座
語
っ
て
言
く
、『
一
つ
の
法
言
を

説
く
に
能
く
須
彌
を
鎖
す
。
何
況
ん
や
一
食
を
や
。
一
言
尚
お
爾
り
。
況
ん
や
復
た
発
心
し
て
一
切
を
利
せ
ん
と
欲
す
る
や
』
と

（
又
如
神
験
記
、
有
外
道
。
聞
仏
経
説
食
人
信
施
、
後
為
牛
馬
以
償
施
主
。
乃
請
五
百
比
丘
。
於
時
上
座
知
之
。
令
五
百
誦
飯
食
訖

偈
已
、
語
外
道
言
、
償
債
已
訖
牛
馬
何
在
。
外
道
発
心
。
上
座
語
言
、
説
一
法
言
能
銷
須
彌
。
何
況
一
食
。
一
言
尚
爾
。
況
復
発
心

欲
利
一
切
）」（T46-178a

）
と
あ
る
。『
神
験
記
』
は
未
見
。

		


『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
・
施
食
五
常
報
条
に
、「
五
福
徳
経
、
仏
言
く
、『
人
、
食
を
持
っ
て
僧
に
施
せ
ば
、
五
種
の
利
有
り
。
一
に

は
色
、
二
つ
に
は
力
、
三
つ
に
は
命
、
四
つ
に
は
安
。
五
辯
（
彼
の
経
に
は
広
く
説
文
有
り
。
此
れ
五
つ
の
常
福
報
な
り
。
若
し
施
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者
、
当
来
に
報
を
得
れ
ば
、
受
者
は
現
在
の
楽
を
獲
る
）』
と
。
若
し
上
座
、
施
食
せ
ば
応
に
偈
を
誦
し
て
云
う
べ
し
、『
施
者
と
受

者
と
は
俱
に
五
常
を
獲
る
。
色
、
力
、
命
、
安
、
無
礙
辯
を
得
る
な
り
』
と
〔
五
福
徳
経
、
仏
言
人
持
食
施
僧
、
有
五
種
利
。
一
色
、

二
力
、
三
命
、
四
安
、
五
辯
（
彼
経
廣
有
説
文
。
此
五
常
福
報
。
若
施
者
得
当
来
報
、
受
者
獲
現
在
楽
）。
若
上
座
施
食
、
応
誦
偈

云
、
施
者
受
者
俱
獲
五
常
。
色
、
力
、
命
、
安
、
得
無
礙
辯
〕」（T54-274b

）
と
あ
る
。『
五
福
徳
経
』
は
未
見
。
さ
ら
に
、『
薩

婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
に
よ
る
と
、
施
食
を
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
、
五
つ
の
功
徳
が
あ
る
と
す
る
。「
施
食
者
、
得
五
功
徳
。
一
者

得
色
、
二
者
端
政
、
三
者
得
力
、
四
者
得
辯
、
五
者
得
寿
」（
巻
第
二
・
結
婬
戒
因
縁
第
一
）（T23-512c

）。

		


『
大
宝
積
経
』
巻
第
四
一
・
陀
那
波
羅
蜜
多
品
第
六
に
、「
一
に
は
菩
薩
摩
訶
薩
は
食
を
施
す
故
に
由
り
、
長
寿
、
才
辯
、
安
楽
、

妙
色
、
雄
力
、
勇
健
を
獲
得
し
て
、
具
足
せ
ざ
る
無
き
な
り
。
二
つ
に
は
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
飲
を
施
す
故
に
由
り
、
永
く
一
切
の

煩
悩
、
渴
愛
を
離
る
る
を
獲
得
し
て
具
足
せ
ざ
る
を
無
き
な
り
。
…
（
一
者
菩
薩
摩
訶
薩
、
由
施
食
故
獲
得
長
寿
、
才
辯
、
安
楽
、

妙
色
、
雄
力
、
勇
健
、
無
不
具
足
。
二
者
菩
薩
摩
訶
薩
、
由
施
飲
故
獲
得
、
永
離
一
切
煩
悩
、
渴
愛
無
不
具
足
。）」（T11-239c

）

と
あ
る
。

		


『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
に
、「
時
に
彼
の
林
外
に
、
一
牧
牛
女
人
有
り
。
難
陀
波
羅
と
名
づ
く
。
時
に
浄
居
天
、
来
下
し
て

勧
め
て
言
う
、『
太

シ
ツ
ダ
ー
ル
タ子

（
＝G

autam
a Siddhārtha

）、
今
は
林
中
に
在
り
。
汝
、
供
養
す
べ
し
』
と
。
女
人
、
聞
き
已
り
て
、
心

大
い
に
歓
喜
す
。
時
に
地
中
、
自
然
に
千せ

ん

葉よ
う

の
蓮
花
を
生
じ
、
花
上
に
乳
糜
有
り
。
女
人
此
れ
を
見
て
、
奇
特
の
心
を
生
じ
、
即
ち

乳
糜
を
取
り
、
太
子
の
所
に
至
り
て
、
頭
面
に
足
を
礼
し
て
以
っ
て
奉
上
す
。
太
子
即す

な

便わ

ち
彼
女
の
施
を
受
け
て
之
れ
を
呪
願
す
。

『
今
、
施
す
所
の
食
、
食
す
る
も
の
を
し
て
、
気
力
を
充
つ
る
を
得
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
当
に
施
家
を
し
て
膽マ

マ

（
捨
）
を
得
、
喜
を

得
、
安
楽
無
病
、
年
寿
を
終
保
し
、
智
慧
具
足
せ
し
む
べ
し
』
と
。
太
子
即
ち
復
た
是
く
の
如
く
言
を
作
す
、『
我
れ
一
切
衆
生
を

成
熟
せ
ん
が
為
の
故
に
此
の
食
を
受
く
』
と
。
呪
願
し
訖お

已わ

り
て
即
ち
受
け
て
之
れ
を
食
う
。
身
体
光
悦
し
、
気
力
充
足
し
て
、
菩

提
を
受
く
る
に
堪
え
る
な
り
（
時
彼
林
外
、
有
一
牧
牛
女
人
。
名
難
陀
波
羅
。
時
浄
居
天
、
来
下
勧
言
、
太
子
今
者
在
於
林
中
。
汝

可
供
養
。
女
人
聞
已
、
心
大
歓
喜
。
于
時
地
中
、
自
然
而
生
千
葉
蓮
花
、
花
上
有
乳
糜
。
女
人
見
此
、
生
奇
特
心
、
即
取
乳
糜
、
至

太
子
所
、
頭
面
礼
足
而
以
奉
上
。
太
子
即
便
受
彼
女
施
而
呪
願
之
。
今
所
施
食
、
欲
令
食
者
得
充
気
力
。
当
使
施
家
得
膽マ

マ

（
＝
捨
）



144

得
喜
、
安
楽
無
病
、
終
保
年
寿
、
智
慧
具
足
。
太
子
即
復
作
如
是
言
、
我
為
成
熟
一
切
衆
生
故
受
此
食
。
呪
願
訖
已
即
受
食
之
。
身

体
光
悦
、
気
力
充
足
、
堪
受
菩
提
）」（T3-639b

）
と
あ
り
、『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
二
・
純
陀
品
第
二
に
、「
爾
の
時
に
、
世
尊
・

一
切
種
智
（
＝
一
切
智
者
）、
無む

上
じ
よ
う

調じ
よ
う御ご

は
純じ

ゆ
ん陀だ

（
＝Cunda

）
に
告
げ
て
曰
く
、『
善
き
哉か

な

、
善
き
哉か

な

。
我
は
今
、
汝
の
為
に
貧

窮
を
除
断
し
、
無
上
の
法
雨
を
汝
の
身
田
に
雨ふ

ら

し
て
、
法
芽
を
生
ぜ
し
め
ん
。
汝
は
今
、
我
に
寿
命
と
色
と
力
と
安
楽
と
無
礙
辯
才

と
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
我
は
当
に
汝
に
常
の
〔
寿
〕
命
と
色
と
力
、
安
〔
楽
〕
と
無
礙
辯
を
施
す
べ
し
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。

純
陀
よ
、
施
食
に
二
の
果
報
有
り
〔
等
し
く
し
て
〕
差し

や

〔
別べ

つ

〕
無
し
。
何
等
を
か
二
と
為
す
や
。
一
に
は
受
け
已
り
て
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提
を
得う

。
二
に
は
受
け
已
り
て
涅
槃
に
入
る
。
我
は
今
、
汝
の
最
後
の
供
養
を
受
け
て
、
汝
を
し
て
檀じ

だ
ん波は

羅ら

蜜み
つ

を
具そ

足な

え
し

め
ん
』
と
（
爾
時
、
世
尊
一
切
種
智
、
無
上
調
御
告
純
陀
曰
、
善
哉
、
善
哉
。
我
今
為
汝
除
断
貧
窮
、
無
上
法
雨
雨
汝
身
田
、
令
生

法
芽
。
汝
今
於
我
欲
求
寿
命
、
色
、
力
、
安
楽
、
無
礙
辯
才
、
我
当
施
汝
常
命
、
色
、
力
、
安
、
無
礙
辯
。
何
以
故
。
純
陀
、
施
食

有
二
果
報
無
差
。
何
等
為
二
。
一
者
受
已
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
二
者
受
已
入
於
涅
槃
。
我
今
受
汝
最
後
供
養
、
令
汝
具
足
檀

波
羅
蜜
）」（T12-611b

）
と
あ
る
〔『
新
国
訳
大
蔵
経
』
イ
ン
ド
撰
述
部　

涅
槃
部
1
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）
Ⅰp.30

参
照
〕。

		


こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
無
著
道
忠
は
、「
世
尊
、
初
め
牧も

く

女に
よ

の
乳
を
受
く
。
後
に
純
陀
が
供
を
受
く
る
に
咒
願
差た

が

う
こ
と
無
し
（
世

尊
初
受
牧
女
乳
。
後
受
純
陀
供
咒
願
無
差
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
頁
数
未
記
載
）
と
述
べ
て
お
り
、
六
年
間
の
苦
行
で

疲
れ
切
っ
た
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
太
子
へ
の
牧も

く

女に
よ

の
乳
の
供
養
と
、
釈
尊
へ
の
最
後
の
布
施
者
で
あ
る
純
陀
の
供
養
を
受
け
る
咒
願
（
＝

シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
太
子
が
牧
女
に
対
し
て
、
又
は
、
釈
尊
、
一
切
智
者
、
無
上
調
御
が
純
陀
に
対
し
て
、
施
し
と
そ
の
果
報
に
つ
い
て

成
就
を
祈
る
こ
と
）
に
違
い
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
2
）	

威
震
十
方
三
世
雄
＝
「
威
」
に
つ
い
て
、『
天
目
中
峰
和
尚
広
録
』
巻
一
一
之
下
『
山
房
夜
話
』
巻
下
に
、「
威
の
天
下
に
於
け
る

に
二
有
り
。
所
謂
二
と
は
、
道
徳
の
威
有
り
、
権
勢
の
威
有
り
。
道
徳
の
威
は
天
よ
り
出
で
、
権
勢
の
威
は
人
よ
り
出
づ
。
天
よ
り

出
ず
る
者
は
其
の
心
を
服
し
、
人
よ
り
出
ず
る
者
は
其
の
形
を
服
す
る
の
み
。
然
も
其
の
心
を
服
す
る
の
威
は
、
特た

だ
に
之
れ
を
閫こ

ん

内な
い

に
威
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
し
て
、
風
を
し
て
万
里
の
外
に
行
う
も
亦
た
之
れ
に
威
あ
ら
し
め
、
又
た
止
だ
に
之
れ
を
今
日
に
威
あ

る
の
み
に
あ
ら
ず
し
て
、
将
に
声
、
百
世
の
下
に
伝
わ
る
も
亦
た
之
れ
に
威
あ
ら
し
め
ん
と
す
る
な
り
（
威
之
於
天
下
有
二
。
所
謂
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二
者
有
道
徳
之
威
、
有
権
勢
之
威
。
道
徳
之
威
出
於
天
、
権
勢
之
威
出
於
人
。
出
於
天
者
服
其
心
、
出
於
人
者
服
其
形
耳
。
然
服
其

心
之
威
、
不
特
威
之
閫
内
、
使
風
行
万
里
之
外
亦
威
之
、
又
不
止
威
之
於
今
日
、
将
声
伝
百
世
之
下
亦
威
之
矣
）」（『
五
山
版
中
国

禅
籍
叢
刊
』
第
九
巻p.274

上
段
）
と
あ
る
。「
威
」
は
儒
典
に
多
出
し
、
例
え
ば
、『
書
経
』
の
「
秦
誓
」
に
は
「
天
威
」
と
い
う

語
が
あ
る
（
新
訳
漢
文
体
系･

明
治
書
院
本
『
書
経
』「
秦
誓
上
」
条･p.451

）。
こ
こ
で
は
、
食
事
を
食
べ
終
え
、
天
か
ら
賦
与

さ
れ
た
道
徳
の
威
力
と
し
て
訳
出
し
た
。

		


「
雄
」
に
つ
い
て
、
無
著
道
忠
は
、「
雄
と
は
、
法
華
の
所
謂
、
世せ

雄お
う

、
両
足
尊
な
り
。
今
、
色
力
を
獲
得
す
。
故
に
横
に
十
方
に

於
い
て
し
、
豎
に
三
世
に
於
い
て
し
、
独
り
雄
気
を
得
る
な
り
（
雄
者
法
華
所
謂
世
雄
両
足
尊
也
。
今
獲
得
色
力
。
故
横
於
十
方
、

豎
於
三
世
、
独
得
雄
気
也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
五
五
）
と
し
て
い
る
。「
世
雄
」
は
、
仏
の
こ
と
。
世
の
雄
者
。
偉
大

な
る
勇
者
。
世
間
に
お
い
て
最
も
雄
々
し
く
、
一
切
の
煩
悩
に
う
ち
勝
っ
た
の
で
、
か
く
い
う
（『
中
村
』p.815

）。
両
足
尊
は
、

人
間
の
中
で
最
も
尊
い
人
。
仏
の
尊
称
。
両
足
と
は
、
両
足
で
歩
く
も
の
、
人
間
の
こ
と
（『
中
村
』p.1426

）。

（
3
）	

廻
因
転
果=

無
著
道
忠
は
、「
此
れ
は
是
れ
不
住
道
な
り
。
謂
え
ら
く
因
を
回め

ぐ

ら
す
と
は
、
始
覚
よ
り
次
第
に
本
覚
の
郷
に
還
る
。

生
死
に
住
せ
ざ
る
智
な
り
。
果
を
転
が
す
と
は
、
本
覚
よ
り
始
覚
の
門
に
出
る
。
涅
槃
に
住
せ
ざ
る
悲
な
り
（
此
是
不
住
道
也
。
謂

回
因
者
、
自
始
覚
次
第
還
本
覚
郷
。
不
住
生
死
智
也
。
転
果
者
、
自
本
覚
出
始
覚
門
。
不
住
涅
槃
悲
也
」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一

六
ノ
五
五
）
と
し
て
い
る
。「
不
住
」
は
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
（『
中
村
』p.1162

）。

（
4
）	

不
在
念
＝
無
著
道
忠
は
、「
念
は
、
一
念
頃
（
＝
非
常
に
短
い
時
間
）、
極
短
促
の
時
な
り
。
言意

味

は
其
の
自
在
三
昧
、
速
疾
に
し
て

一
念
頃
に
在
ら
ざ
る
な
り
（
忠
曰
念
者
、
一
念
頃
、
極
短
促
時
也
。
言
其
自
在
三
昧
、
速
疾
不
在
、
一
念
頃
也
）」（『
百
丈
清
規
左

觽
』
巻
一
六
ノ
五
六
）
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
一
念
」
に
つ
い
て
、『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
上
・
仁
王
護
国
般
若
波

羅
蜜
多
経
観
如
来
品
第
二
は
、「
一
念
中
に
九
十
剎
那
有
り
、
一
剎
那
に
九
百
の
生
滅
を
経
る
（
一
念
中
有
九
十
剎
那
、
一
剎
那
経

九
百
生
滅
）（T8-835c

）
と
あ
る
。「
念こ

こ
ろに

チ
ラ
リ
と
も
雑
念
が
起
こ
ら
な
い
」
の
意
味
。『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
下
之
上
・
折
水
偈

条
は
、「
回
因
転
果
不
妄
念
」
に
作
る
（X66-751c

）。

（
5
）	

一
切
衆
生
獲
神
通
＝
無
著
道
忠
は
、「
言意

味

は
願
い
は
、
一
切
衆
生
と
共
に
此
れ
順
逆
自
在
の
神
通
を
得
る
な
り
（
言
願
与
一
切
衆
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生
共
得
此
順
逆
自
在
神
通
也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
一
六
ノ
五
六
）
と
あ
り
、「
神
通
」
は
、
超
人
的
な
力
。
神
通
力
。
六
神
通

の
こ
と
。
六
神
通
は
、
天て

ん

眼げ
ん

通つ
う･

天て
ん

耳に

通つ
う･

他た

心し
ん

通つ
う･

宿
し
ゆ
く

往じ
ゆ
う通つ
う･

漏ろ

尽じ
ん

通ず
う･

神じ
ん

境き
よ
う通つ
う（『

中
村
』p.794

）
の
こ
と
。
天
眼
通
は
、
超

自
然
的
な
目
。
死
後
の
世
界
を
見
通
す
こ
と
。
す
な
わ
ち
天
界
と
地
獄
と
を
見
る
こ
と
（『
中
村
』p.980

）。
天
耳
通
は
、
自
在
に

一
切
の
言
語･

音
声
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
通
力
（『
中
村
』p.984

）。
他
心
通
は
、
他
人
の
心
の
あ
り
さ
ま
を
知
る
こ
と
（『
中

村
』p.896

）。
宿
往
通
は
、『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
』
で
説
か
れ
る
「
宿

し
ゆ
く

住じ
ゆ
う智ち

証し
よ
う

 

明み
よ
う」

と
同
じ
で
、
自
他
の
身
の
過
去
世
に
お
け
る
生

死
の
相
を
知
る
智
慧
（『
中
村
』p.669

）。
漏
尽
通
は
、
生
存
の
尽
き
て
な
く
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
煩
悩
の
け
が
れ
の
な

く
な
っ
た
こ
と
を
知
る
智
（『
中
村
』p.1444

）。
神
境
通
は
、
空
を
飛
行
し
、
身
を
隠
す
な
ど
の
超
人
的
な
能
力
。「
神

じ
ん

境
き
よ
う
お智ち

証し
よ
う

通つ
う

」
の
略
（『
中
村
』p.793

）。

（
松
原
信
樹
）
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臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注
（
六
）

 

―
― 

月
分
行
事･

年
分
行
事
（
上
）
の
回
向
文 

―
― 

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー 

教
学
研
究
委
員
会

︽
凡
　
例
︾

○
本
訳
注
で
取
り
あ
げ
る
偈
文
と
回
向
文
は
、
主
と
し
て
、
禅
文
化
研
究
所
編
集
『
新
修 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』（
三
巻
、
禅
文
化
研
究
所･

一

九
九
五
年
。
＊
以
下
「
新
修
」
を
省
く
）
所
掲
の
字
句
に
拠
っ
た
。
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
に
見
ら
れ
る
現
行
の
誦
み
方
に
基
づ
い
た
。

○
善
通
寺
所
蔵
本
『
諸
回
向
清
規
式
』（
国
文
学
研
究
資
料
館･

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
は
「
善
通
寺
本
」、
禅
文
化
研
究
所
訓

注･

編
集
の
江
湖
叢
書
『
小
叢
林
略
清
規
』
所
収
の
影
印
本
（
禅
文
化
研
究
所･

一
九
九
五
年
）
は
「
禅
文
化
本
」、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

は
「
大
正
本
」
と
表
記
し
て
、
そ
の
字
句
を
比
較
し
て
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

○
底
本
と
し
た
『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
は
、
回
向
文
中
に
具
体
的
な
経
典
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
校
本
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
ま
た
現
状
と
も

異
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
削
除
し
、
校
記
で
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
。

○
『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
は
、
と
も
に
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
八
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
各
偈
文･

回
向
文
の
冒

頭
に
該
当
す
る
頁
数･

段
数
を
併
せ
て
表
記
し
た
。

○
原
文･

校
記･

書
き
下
し
文･

口
語
訳･

語
注
の
順
に
並
べ
た
。
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○
原
文･

校
記･

書
き
下
し
文･

口
語
訳･

語
注
と
も
に
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

○
書
き
下
し
文
は
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

○
現
代
語
訳
は
直
訳
を
心
が
け
た
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
〔　

〕
で
適
宜
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

○
語
注
で
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
を
引
用
す
る
際
、
そ
の
出
典
表
記
に
つ
い
て
は
「
Ｔ
」、『
蔵
外
仏
教
文
献
』
は
「
Ｚ
Ｗ
」
の
略
号
を
使
用
し

た
。

○
語
注
で
使
用
し
た
辞
書
類
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
漢
語
』
…
…
…
…
…
…
『
漢
語
大
詞
典
』
全
十
二
冊
（
羅
竹
風 

主
編･

上
海
辞
書
出
版
社
）

　
『
漢
辞
海
』
…
…
…
…
…
『
漢
辞
海
』
第
四
版
（
三
省
堂
）

　
『
織
田
仏
』
…
…
…
…
… 
織
田
得
能
『
織
田
仏
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版
株
式
会
社
）

　
『
中
村
』
…
…
…
…
…
… 

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
）

　
『
禅
学
』
…
…
…
…
…
… 

駒
澤
大
学
『
新
版 

禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）

　
『
国
語
』
…
…
…
…
…
… 

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
）

　
『
百
丈
清
規
左
觽
』
…
…
『
勅
修
百
丈
清
規
左
觽
』
全
二
〇
巻
・
目
録
一
巻
（
国
際
禅
学
研
究
所
・
電
子
達
磨
）

　
『
禅
林
象
器
箋
』
…
…
…
『
禅
林
象
器
箋
』
全
二
〇
巻
・
目
録
二
巻
（
国
際
禅
学
研
究
所
・
電
子
達
磨
）

　
『
諸
回
向
清
規
式
抄
』
…
『
諸
回
向
清
規
式
抄
』（
禅
文
化
研
究
所･

二
〇
〇
四
年
）

　
『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』
…
『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』（
禅
文
化
研
究
所･

一
九
六
四
年
）

○
回
向
に
は
同
じ
用
語
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
訳
注
は
連
載
で
あ
り
、
既
出
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
に
表
記

す
る
。

　

臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注
（
一
）
葬
儀･

法
事
の
偈
文
と
回
向
文 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
訳
注
①

　

同
（
二
）
尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
上
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
訳
注
②

　

同
（
三
）
尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
下
）･

尊
宿
臨
時
行
事
の
回
向
文 

…
…
…
…
…
…
訳
注
③
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同
（
四
）
日
課
行
事
の
回
向
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
訳
注
④

○
語
注
で
取
り
あ
げ
た
訳
注
書
の
う
ち
、
岩
波
文
庫
本
を
用
い
た
場
合
は
「
岩
波
文
庫
本
」
と
表
記
し
た
。

祝 
聖 
諷 

経 

回 

向（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
月
分
行
事
」p.139

～140

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一･

諸
回
向
之
部
「
祝
聖
」T81-

628a
・「
善
通
寺
本
」
巻
一
・
四
丁
裏
～
五
丁
表
、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
第
六
回
向
文
」T81-713a

・「
禅
文
化
本
」

p.160

～161
／p.308b

、「
法
式
梵
唄
抄
」p.144

～145

）

　
　

巍
（
（
（

々
金

（
（
（

相
堂
々
覚

（
（
（

皇（
二
）、
三

（
（
（

界
独

（
（
（

尊
万

（
（
（

霊
帰

（
（
（

仰（
三
）（
四
）。

大
日
本
国
（
県
市
町
）〈
某
〉
山
〈
某
〉
寺
〈
院
〉
住

（
（
（

持
伝

（
（
（

法
沙

（
（1
（

門（
五
）（
六
）（
住
持
道

（
（1
（

号
）（
七
）。
月
旦
（
中
）
令

（
（1
（

辰（
八
）。
謹
集
合
山

清
衆
、
恭
趨
。
大

（
（1
（

仏
宝
殿
諷
誦
。
秘

（
（1
（

章
所
集
鴻

（
（1
（

因
端
為
、
祝

（
（1
（

延
。
今
上
天
皇（
九
）聖
（
（1
（

寿
万
安
。
金

（
（1
（

剛
無
量
寿
仏
、
仁
王
菩
薩
摩

訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜（
一
〇
）。

（
一
）
祝
聖
諷
経
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
祝

シ
ユ
ク

聖シ
ン

〈
朔
日
十
五
日
〉」
に
作
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅

文
化
本
）
で
は
「
祝
聖シ

ン

回
向
」、
枠
外
に
「
旦
望
結
解
冬
年
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正
本
）
で
は
「
祝

聖シ
ン

回
向
〈
旦
望
結
解
冬
年
〉」
に
作
る
。　
（
二
）
巍
々
金
相
堂
々
覚
皇
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）、
は
『
小
叢
林
略

清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
共
に
、「
巍
巍
金
相
堂
堂
覚
皇
」
に
作
る
。　
（
三
）
巍
々
金
相
堂
々
覚
皇　

三
界
独
尊
万
霊
帰
仰
＝
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『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
巍ニ

巍ニ

金キ
ン

相シ
ャ
ウ堂タ
ウ堂タ
ウ覚カ

皇ワ
ウ　

三サ
ン

界カ
イ

独ヅ

尊ス
ン

万バ
ン

霊リ
ン

〈
帰キ

・
倶
〉
仰ニ

ャ
ン」

に
作
り
、
ま
た
ル
ビ
を
振
る
。

『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
巍ニ

巍ニ

金キ
ン

相シ
ャ
ウ堂タ
ウ堂タ
ウ覚カ

皇ワ
ウ　

三゙
界カ

イ
独ツ

尊ス
ン

万バ
ン

霊リ
ン

帰キ

仰ニ
ヤ
ン」

と
振
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正
本
）
は
ほ
ぼ

同
じ
だ
が
、「
界
」
の
上
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
く
「
界カ

イ

」
と
振
る
。 　
（
四
）
三
界
独
尊
万
霊
帰
仰
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通

寺
本
・
大
正
本
）
は
こ
れ
に
続
い
て
「
歎
仏
異
偈
〈
玉ニ

ウ

毫ア
ウ

騰テ
ン

輝ヒ

、
金

キ
ン（
コ
ン
）

　

 

色
セ
イ（
シ
）

 

炳ヒ
ン

耀ヨ
ウ

、
具キ

ウ

大ダ
イ

人ニ
ン

相シ
ヤ
ウ。

号ガ
ウ

正シ
ン

遍ヘ
ン

知シ

、
瞻セ

ン 

之シ（
ス
）

 

仰ニ
ヤ
ン之シ

、
福フ

満モ
ン

沙サ

界カ
イ

〔
天
龍
如
此
。〕。」
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。　
（
五
）
大
日
本
国
（
県
市
町
）〈
某
〉
山
〈
某
〉
寺
〈
院
〉
住
持
伝
法
沙
門
＝
『
諸
回
向
清
規

式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
大
日
本
国
〈
某
州
某
群
某
山
某
寺
〉
住
持
伝
法
沙
門
」、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）

は
「
大
日
本
国
〈
某
〉
州
〈
某
〉
群
〈
某
〉
山
〈
某
〉
寺
住
持
伝
法
沙
門
」
に
作
る
。
ま
た
、「
大
日
本
国
」
に
つ
い
て
、『
諸
回
向
清
規

式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
大ダ

イ

日ジ

本ホ
ン

国ク

」、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
大゙
日ジ

本ホ
ン

国ク

」、「
大
正
本
」
は
「
大
日ジ

本ホ
ン

国ク

」
と
振
る
。　
（
六
）
住
持
伝
法
沙
門
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）、『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正
本
）
は
「
住ジ

持ジ

伝ゼ
ン

法ハ

沙サ

門モ
ン

」、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
住ジ

持ヂ

伝ゼ

法ハ

沙サ

門モ
ン

」、「
大
正
本
」
は
「
住ジ

持ヂ

伝ゼ
ン

法ハ

沙サ

門モ
ン

」
と
振
る
。　
（
七
）（
住
持

道
号
）
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）・『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
共
に
「
某
諱
」
に
作
る
。　
（
八
）

月
旦
（
中
）
令
辰
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
月ゲ

〈
旦タ

ン

・
望モ

ウ

、
結ケ

制シ
イ

・
解カ

イ

制シ
イ

、
書シ

雲イ
ン

・
改カ

イ

旦タ
ン

〉
令リ

ン

辰シ
ン

」、
ま
た

『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
月ゲ

旦タ
ン

令リ
ン

辰シ
ン

」
と
し
、
回
向
の
末
尾
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
の
後
に
「
朔
日
〈
月ゲ

旦タ
ン

〉、

十
五
日
〈
月ゲ

望モ
ウ

〉、
結
夏
〈
結ケ

制シ
イ

〉、
解
夏
〈
解カ

イ

制シ
イ

〉、
冬
至
〈
書シ

雲イ
ン

〉、
正
月
朔
日
〈
改カ

イ

旦タ
ン

〉。」
が
追
記
さ
れ
、
ル
ビ
を
振
る
。　
（
九
）

天
皇
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）・『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
全
て
「
皇
帝
」
に
作
る
。　
（
一

〇
）
謹
集
合
山
清
衆
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
謹キ

ン

集シ

合ア

山サ
ン

清シ
ン

衆シ
ウ

、
恭キ

ウ

趨ズ

。
大ダ

イ

仏ブ

宝ホ
ウ

殿デ
ン

諷フ
ン

誦ズ

。
秘ヒ

章シ
ヤ
ウ所ス

集シ

鴻ウ
ン

因イ
ン

端ト
ン

為井

、
祝シ

ウ

延エ
ン

。
今キ

ン

上ジ
ヤ
ウ皇ワ
ウ帝チ
イ聖シ
ン寿ジ
ウ万バ
ン安ア
ン。

金キ
ン

剛カ
ウ

無ブ

量
リ
ヤ
ウ

寿ジ
ユ

仏ブ

、
仁ジ

ン

王ヤ
ウ

菩ブ

薩サ

摩モ

訶コ

薩サ

、
摩モ

訶コ

般ホ

若ジ
ヤ

波ホ

羅ロ

蜜ミ

」、『
小
叢
林
略
清

規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
謹キ

ン

集シ

合ア

山サ
ン

清シ
ン

衆シ
ウ

、
恭キ

ウ

趨ズ

。
大゙
仏ブ

宝
殿
諷フ

ン

誦ズ

。
秘ヒ

章シ
ヤ
ウ所ス

集シ

鴻ウ
ン

因イ
ン

端ト
ン

為イ

、
祝シ

ウ

延エ
ン

。
今キ

ン

上゙
皇ワ

ウ

帝チ
イ

聖シ
ン

寿ジ
ウ

万バ
ン

安ア
ン

。
金キ

ン

剛カ
ウ

無ブ

量
リ
ヨ
ウ

寿ジ
ユ

仏ブ

、
仁ジ

ン

王イ
オ
ウ菩ブ

薩サ

摩モ

訶コ

薩サ

、
摩モ

訶コ

般ホ

若ジ
ヤ

波ホ

羅ロ

蜜ミ

」
と
振
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正
本
）
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
「
大
・
上
」
の
濁
点
（゙
）

の
指
示
が
な
い
。
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＊

　
　

巍ぎ

ぎ々

た
る
金こ

ん

相そ
う

、
堂ど

う

々ど
う

た
る
覚か

く

皇お
う

、
三さ

ん

界が
い

の
独ど

く

尊そ
ん

、
万ば

ん

霊れ
い

帰き

仰ぎ
ょ
うす

。

大だ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

（
県
市
町
）〈
某
〉
山さ

ん

〈
某
〉
寺じ

（
院
）
住じ

ゅ
う持じ

伝で
ん

法ぽ
う

沙し
ゃ

門も
ん

（
住
持
の
道
号
）、
月げ

旦た
ん

（
中し

ゅ
ん）

の
令れ

い

辰し
ん

に
、
謹つ

つ
しん

で
合が

っ

山さ
ん

の

清せ
い

衆し
ゅ

を
集あ

つ

め
、
恭

う
や
う
やし

く
大だ

い

仏ぶ
つ

宝ほ
う

殿で
ん

に
趨は

し

っ
て
、
秘ひ

章し
ょ
うを

諷ふ

誦じ
ゅ

す
。
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

鴻こ
う

因い
ん

は
、
端た

ん

に
為た

め

に
祝

し
ゅ
く

延え
ん

し
た
て
ま
つ
る
。
今き

ん

上じ
ょ
う天て
ん皇の
う聖せ
い寿じ
ゅ万ば
ん安な
ん。

金こ
ん

剛ご
う

無む

量
り
ょ
う

寿じ
ゅ

仏ぶ
つ

、
仁に

ん

王の
う

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。

＊

高
大
無
辺
に
し
て
金
色
に
輝
く
釈
尊
よ
、〔
威
風
堂
堂
と
し
て
〕
威
厳
に
満
ち
た
釈
尊
よ
、〔
欲
界･

色
界･

無
色
界
の
〕

三
界
に
お
い
て
た
だ
ひ
と
り
尊
い
釈
尊
よ
、
万
霊
（
＝
一
切
の
精
霊
）
が
帰
依
し
仰
ぎ
慕
い
信
じ
ま
す
。

大
日
本
国
（
県
市
町
）〈
某
〉
山
〈
某
〉
寺
（
あ
る
い
は
某
院
）
に
住
持
し
〔
仏
祖
の
〕
法
を
伝
え
る
沙そ

う
り
ょ門

（
住
持
の
道
号
）
は
、

今
月
朔
日
（
十
五
日
）
の
善
き
時
に
、
謹つ

つ
しん

で
こ
の
寺
の
す
べ
て
の
僧
侶
を
集あ

つ

め
て
、
恭
し
く
仏
殿
（
＝
本
堂
）
に
赴
き
、
秘ダ

ラ
ニ章

（
＝
「
楞
厳
呪
」
も
し
く
は
「
大
悲
呪
」）
を
読
誦
し
ま
し
た
。〔
そ
れ
に
よ
っ
て
〕
集
め
ら
れ
た
鴻
因
（
＝
大
い
な
る
功
徳
）
は
、
ひ

と
え
に
国
家
の
繁
栄
と
、
天
皇
陛
下
の
長
寿
を
祈
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
上
天
皇
（
＝
在
位
中
の
天
皇
陛
下
）
の
寿
命

が
長
く
安
泰
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。〔
天
皇
陛
下
の
長
寿
と
国
の
基
盤
が
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
祈
っ

て
〕
金
剛
無
量
寿
仏
（
＝
阿
弥
陀
仏
）
よ
、〔
恩
を
施
し
徳
を
布
し
、
統
化
自
在
な
る
〕
仁
王
菩
薩
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な

る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	

巍
々
＝
『
禅
学
』
に
よ
れ
ば
、「
巍
巍
堂
堂
。
巍
巍
は
高
く
大
き
な
か
た
ち
。
堂
堂
は
い
か
め
し
く
立
派
な
さ
ま
。
姿
か
た
ち
が

立
派
で
威
厳
に
満
ち
て
い
る
こ
と
の
形
容
」
と
あ
り
、「
巍
巍
」
と
共
に
「
堂
堂
」
も
併
せ
て
解
説
さ
れ
て
い
る
（p.195

）。
ま
た
、
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『
中
村
』
に
よ
れ
ば
、「
巍
巍
」
は
「
福
徳
の
高
い
さ
ま
。
本
来
は
、
山
の
高
い
さ
ま
を
表
す
語
。
お
ご
そ
か
。
神
々
し
い
。
気
高
い
。

高
く
す
ぐ
れ
て
い
る
。
か
が
や
か
し
い
」（p.222

）
と
あ
り
、
ま
た
「
堂
堂
」
は
「
あ
り
さ
ま
の
、
い
か
め
し
く
立
派
な
さ
ま
」

（p.1012

）
と
あ
り
、
別
々
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、『
禅
林
象
器
箋
』「
嘆
佛
」
条
に
「
忠
（
＝
無
著
道
忠
〔
一
六
五
三
～

一
七
四
五
〕）
曰
く
」
と
し
て
、「
白
仏
に
同
じ
。
或
い
は
儷れ

い

語ご

一い
ち

聯れ
ん

。
或
い
は
四
句
偈
。
仏
の
功
徳
を
嘆
ず
る
な
り
。
祝
聖
の
回
向

の
首
に
、
魏
魏
金
相
、
堂
堂
覚
皇
、
是
れ
な
り
（
白
仏
同
。
或
儷
語
一
聯
。
或
四
句
偈
。
嘆
仏
功
徳
也
。
祝
聖
回
向
首
、
魏
魏
金
相
、

堂
堂
覚
皇
、
是
也
）」（
巻
一
三
・81b

）
と
あ
り
、「
巍
巍
」
と
「
堂
堂
」
一
対
と
な
し
て
仏
の
功
徳
を
讃
嘆
す
る
語
と
し
て
い
る
。

（
2
）	

金
相
＝
『
大
漢
和
』
に
「
①
そ
の
質
を
彫
琢
し
て
美
し
く
す
る
。
②
す
ぐ
れ
た
資
質
」（
巻
一
一
・p.460

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
『
諸
回
向
清
規
式
抄
』
の
注
に
見
え
る
よ
う
に
「
仏
の
尊
称
」
の
こ
と
（p.20

）。
ま
た
、『
禅
学
』「
三
十
二
相
」
項
に
「
詳
し

く
は
三
十
二
大
人
相
。
仏
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
大
人
の
具
え
る
好
相
で
、
こ
れ
を
具
え
る
も
の
は
、
俗
に
あ
っ
て
は
転
輪
王
と
な
り
、

出
家
す
れ
ば
無
上
覚
を
開
く
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
古
来
の
伝
説
」
と
あ
り
、
こ
の
「
一
四
、
身
金
色
相
」
に
「
身
体
が
金
色
で
微
妙

な
光
が
あ
る
も
の
」
と
あ
る
（p.398

）。
ま
た
、『
中
村
』
の
「
三
十
二
相
」
項
に
は
「
三
十
二
大
人
相
と
も
い
う
。
偉
大
な
人
間

の
も
つ
三
十
二
の
瑞
相
。
偉
人
の
具
え
る
三
十
二
の
す
ぐ
れ
た
身
体
的
特
徴
。
仏
の
身
体
に
具
え
る
三
十
二
の
標
相
。
三
十
二
種
の

仏
の
好よ

き

相す
が
た。

ま
た
転
輪
王
（
神
話
的
な
す
ぐ
れ
た
君
主
）
の
身
体
に
具
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
三
十
二
の
特
徴
。
そ
の
一
つ
一

つ
に
つ
い
て
は
経
典
ご
と
に
か
な
り
の
異
説
が
あ
る
。
仏
像
を
刻
む
時
、
こ
れ
ら
の
特
徴
が
留
意
さ
れ
た
。
も
と
イ
ン
ド
で
、
転
輪

王
（
理
想
的
な
帝
王
）
に
具
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
特
相
を
、
仏
の
身
体
に
転
用
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
…
中
略
…
（
17
）
皮
膚

が
細な

め

滑ら
か

で
黄
金
の
ご
と
く
で
あ
る
。『
大
毘
婆
沙
論
』
に
説
く
身
真
金
色
相
と
皮
膚
細さ

い

滑か
ち

相
と
を
合
し
た
も
の
。
身
金
色
相
と
も
い

う
」（p.472

）
と
あ
る
。
ま
た
、「
身
真
金
色
相
」「
皮
膚
細
滑
相
」
は
『
阿あ

毘び

達だ
つ

磨ま

大だ
い

毘び

婆ば

沙し
ゃ

論ろ
ん

』
に
「
十
四
は
身
真
金
色
相
。
仏

身
真
金
色
と
謂
う
（
十
四
者
身
真
金
色
相
。
謂
仏
身
真
金
色
）」、「
十
六
は
皮
膚
細
滑
相
。
仏
皮
膚
細
滑
と
謂
い
、
塵
・
水
住
せ
ず

（
十
六
者
皮
膚
細
滑
相
。
謂
仏
皮
膚
細
滑
、
塵
水
不
住
）」（T27-888b
）
と
見
え
る
。

（
3
）	

覚
皇
＝
「
覚
王
と
も
。
覚
者
の
王
。
仏
は
自
在
を
得
、
自
覚
・
覚
地
・
覚
行
窮
満
す
る
の
で
覚
者
と
い
い
、
ま
た
、
一
国
を
統
御

す
る
国
王
が
最
上
者
で
あ
る
如
く
、
釈
尊
も
須
弥
四
洲
を
統
御
す
る
法
王
で
あ
る
、
の
意
。
仏
を
尊
崇
讃
揚
し
た
語
」（『
禅
学
』
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p.150

）。
ま
た
、『
中
村
』「
覚
王
」
項
（p.176

）
に
「
覚
皇
と
も
書
く
。
仏
の
尊
称
」
と
あ
る
。

（
4
）	

三
界
＝
「
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
こ
と
。
欲
界
と
は
、
五
官
の
欲
の
存
在
す
る
世
界
で
六
欲
天
・
人
間
・
畜
生
・
餓
鬼
・
地

獄
・
修
羅
等
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
、
布
施
・
持
戒
等
を
欲
界
の
善
と
す
る
。
色
界
と
は
、
色
界
四
禅
と
い
う
禅
定
が
行
わ
れ
る
世
界

で
、
そ
こ
に
は
物
質
的
な
も
の
（
色
）
は
あ
っ
て
も
感
官
の
欲
は
除
か
れ
、
瞋
恚
も
な
い
。
無
色
界
と
は
、
物
質
的
な
も
の
も
な
く

な
っ
て
、
純
粋
に
精
神
の
み
が
あ
っ
て
無
念
無
想
の
禅
定
と
し
て
の
四
無
色
定
が
行
わ
れ
る
世
界
」（『
禅
学
』p.388

）。
ま
た
、

「
①
仏
教
の
世
界
観
で
、
衆
生
が
往
来
し
、
止
住
す
る
三
つ
の
世
界
の
意
。
三
つ
の
迷
い
の
世
界
。
衆
生
が
生
ま
れ
て
死
に
輪
廻
す

る
領
域
と
し
て
の
三
つ
の
世
界
。
す
な
わ
ち
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
つ
。
生
き
も
の
が
住
む
世
界
全
体
の
こ
と
。
生
死
流
転

す
る
迷
い
の
世
界
を
三
段
階
に
分
け
た
も
の
。
わ
れ
わ
れ
の
生
死
流
転
す
る
世
界
は
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
か
ら
成
る
。
⑴
欲
界
は
、

最
も
下
に
あ
り
、
婬
欲
・
食
欲
の
二
つ
の
欲
を
有
す
る
生
き
も
の
の
住
む
所
で
あ
る
。
欲
の
盛
ん
な
世
界
。
こ
の
中
に
は
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
・
天
の
六
趣
（
ま
た
は
六
道
）
が
あ
り
、
欲
界
の
天
（
神
々
）
を
六
欲
天
と
い
う
。
⑵
色
界
は
、
欲
界
の
上

に
あ
り
、
婬
欲
と
食
欲
と
を
離
れ
た
生
き
も
の
の
住
む
所
で
あ
る
。
こ
こ
は
絶
妙
な
物
質
（
色
）
よ
り
成
る
の
で
色
界
と
い
う
。
欲

を
離
れ
た
清
ら
か
な
世
界
。
四
禅
天
よ
り
成
り
、
こ
れ
を
分
け
る
と
十
七
天
と
な
る
。
⑶
無
色
界
は
、
最
上
の
領
域
で
、
物
質
を
超

え
た
世
界
で
あ
る
。
精
神
の
み
が
存
在
す
る
。
高
度
の
精
神
的
な
世
界
。
物
質
を
厭
い
離
れ
て
、
四
無
色
定
を
修
め
た
者
が
生
ま
れ

る
所
で
あ
る
。
そ
こ
の
者
ど
も
は
す
ぐ
れ
た
ヨ
ー
ガ
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
天
界
に
属
す
る
が
、
こ
こ
の
最
高
処
で
あ
る
非

想
非
非
想
（
処
）
天
を
有
頂
天
と
称
す
る
。
こ
れ
ら
の
区
分
は
神
話
的
な
分
類
で
は
あ
る
が
、
も
と
も
と
人
び
と
の
禅
定
。
す
な
わ

ち
人
び
と
の
精
神
を
静
か
な
ら
し
め
る
修
養
の
発
達
の
段
階
を
表
す
。
②
三
界
に
属
す
る
も
の
。
三
界
の
う
ち
に
存
す
る
も
の
。
三

界
の
衆
生
。
三
種
の
領
域
か
ら
な
る
こ
の
世
界
。
③
迷
い
の
世
界
。
迷
い
の
境
界
。
生
死
を
重
ね
る
迷
い
の
世
界
。
こ
の
世
。
人
間

世
界
。
④
⑴
三
世
の
諸
仏
の
境
界
。
⑵
自
己
を
除
い
た
他
の
衆
生
の
境
界
。
⑶
自
己
の
一
心
で
あ
る
自
己
の
境
界
を
い
う
。
⑤
天
界

と
空
界
と
地
界
。
⑥
法
界
と
心
界
と
衆
生
界
」（『
中
村
』p.456

）
と
あ
る
。

（
5
）	

独
尊
＝
「
仏
の
こ
と
を
い
う
。
仏
は
三
界
中
に
お
い
て
、
ひ
と
り
尊
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」（『
中
村
』p.1023

）。

（
6
）	

万
霊
＝
「
一
切
の
精
霊
の
こ
と
。
諸
精
霊
」（『
禅
学
』p.1040

）。
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（
7
）	

帰
仰
＝
「
キ
ゴ
ウ
」
と
し
て
、『
国
語
』
に
よ
れ
ば
「
仏
に
帰
依
し
渇か

つ

仰ご
う

す
る
こ
と
」（
巻
四
・p.61

）
と
あ
る
。
ま
た
、『
中

村
』
に
よ
れ
ば
「
近
寄
る
べ
き
、
達
す
べ
き
、
得
ら
る
べ
き
」（p.215

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
で
解
す
る
。

（
８
）	

住
持
＝
「
①
仏
に
代
わ
っ
て
法
を
伝
え
、
仏
の
慧
命
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
。
②
一
寺
の
首
長
と
な
る
僧
。
住
持
職
、
住
職
の
こ

と
」（『
禅
学
』p.485

）。『
勅

ち
よ
く

修し
ゆ
う

 

百ひ
や
く

 

丈じ
よ
う清し
ん規ぎ

』
巻
二
「
住
持
章
第
五
」
に
「
仏
教
、
中
国
に
入
り
て
四
百
年
、
而
し
て
達
磨
に
至

る
。
又
た
、
八
伝
し
て
百
丈
に
至
り
て
、
唯
だ
道
相
を
以
て
授
受
す
。
或
い
は
岩
居
穴
処
、
或
い
は
律
寺
に
寄
す
。
未
だ
住
持
の
名

有
ら
ず
。
百
丈
、
禅
宗
の
浸
盛
ん
に
し
て
、
上
に
し
て
君
相
・
王
公
、
下
に
し
て
儒
老
・
百
氏
、
皆
な
風
に
嚮む

か

い
道
を
問
い
、
有
徒

実
に
蕃し

げ

き
を
以
て
、
其
の
位
を
崇と

う
とぶ

す
る
に
非
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
師
法
厳
な
ら
ず
。
始
め
て
其
の
師
に
奉
じ
て
住
持
と
為
す
。
而
し

て
之
れ
を
尊
ん
で
長
老
と
曰
う
。
天
竺
の
舍
利
弗
・
須
菩
提
を
称
す
る
が
如
し
。
歯
徳
倶
に
尊
き
を
以
て
な
り
（
仏
教
入
中
国
四
百

年
、
而
達
磨
至
。
又
八
伝
而
至
百
丈
、
唯
以
道
相
授
受
。
或
岩
居
穴
処
、
或
寄
律
寺
。
未
有
住
持
之
名
。
百
丈
以
禅
宗
浸
盛
、
上
而

君
相
王
公
、
下
而
儒
老
百
氏
、
皆
嚮
風
問
道
、
有
徒
実
蕃
、
非
崇
其
位
、
則
師
法
不
厳
。
始
奉
其
師
為
住
持
。
而
尊
之
曰
長
老
。
如

天
竺
之
称
舍
利
弗
須
菩
提
。
以
歯
徳
倶
尊
也
）」（T48-1119a

）、
ま
た
「
禅ぜ

ん

林り
ん

備び

用よ
う

清し
ん

規ぎ

」「
住
持
」
に
「
仏
祖
の
伝
持
、
慧
命
を

延
洪
す
。
三
界
を
軌
範
し
て
、
人
天
を
開か

い

鑿さ
く

す
。
向
上
の
事
を
明
め
、
大
法
輪
を
転
ず
。（
仏
祖
伝
持
、
延
洪
慧
命
。
軌
範
三
界
、

開
鑿
人
天
。
明
向
上
事
、
転
大
法
輪
）（X63-646a

）」
と
あ
る
。

（
９
）	

伝
法
＝
「
仏
祖
の
大
法
を
伝
授
す
る
こ
と
。
嗣
承
上
の
人
法
と
、
世
系
上
の
伽
藍
法
が
あ
る
」（『
禅
学
』p.901

）。

（
10
）	

沙
門
＝
「
梵sram

a ṇa

、
巴sam

a ṇa

、
音
訳
舎
囉
摩
拏
・
沙
門
那
・
桑
門
。
意
訳
勤
労
・
浄
志
・
勤
息
・
修
道
・
貧
道
。
剃
髪

し
て
悪
・
不
善
を
な
さ
ず
、
よ
く
身
心
を
調
御
し
て
善
を
修
し
、
涅
槃
に
至
ら
ん
と
努
め
る
も
の
。
出
家
一
般
の
総
称
」（『
禅
学
』

p.477

）。

（
11
）	

道
号
＝
「
法
諱
の
ほ
か
に
禅
僧
が
用
い
る
一
種
の
字
。
表
徳
号
。
法
諱
の
上
に
道
号
を
冠
し
て
四
字
連
称
す
る
。
唐
代
に
は
洞
山

良
价
や
臨
済
義
玄
の
よ
う
に
山
や
寺
の
名
な
ど
所
居
に
よ
る
称
呼
で
法
諱
と
連
称
し
た
が
、
宋
代
は
晦
堂
祖
心
の
よ
う
に
庵
号
や
堂

号
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
得
た
と
こ
ろ
の
道
や
徳
を
表
す
た
め
、
知
識
や
師
匠
の
よ
り
法
諱
と
の
間
に
字
義
上
の
関
連
を
も

た
せ
た
号
を
贈
ら
れ
た
り
、
自
ら
号
し
た
り
し
た
の
が
道
号
で
あ
る
。
ま
た
道
号
の
ほ
か
に
用
い
る
号
を
別
号
と
い
う
。
道
号
は
禅
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僧
の
み
で
は
な
く
、
広
く
一
般
参
禅
者
に
も
与
え
ら
れ
た
。
た
だ
、
如
浄
や
道
元
の
よ
う
に
、
道
号
の
称
を
世
俗
へ
の
迎
合
と
み
、

こ
れ
を
用
い
な
い
者
も
い
た
」（『
禅
学
』p.918

）。

（
12
）	

令
辰
＝
「
め
で
た
い
日
。
吉
日
。
吉
辰
。
佳
辰
。
佳
節
。
令
は
善
の
意
」（『
禅
学
』p.1305

）。「
令
は
善
、
辰
は
時
の
意
。
め
で

た
い
時
。
す
べ
て
物
事
を
行
な
う
の
に
よ
い
日
。
吉
辰
。
嘉
辰
。
良
辰
」（『
国
語
』
巻
一
三
・p.1051

）。

（
13
）	
大
仏
宝
殿
＝
「
本
尊
を
安
置
し
た
仏
殿
の
こ
と
。
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
の
う
ち
仏
宝
を
安
置
し
た
殿
堂
で
あ
る
か
ら
大
仏
宝
殿
と

い
う
。
七
堂
伽
藍
の
一
、
法
堂
の
前
に
あ
る
を
通
例
と
す
る
」（『
禅
学
』p.815

）。

（
14
）	

秘
章
＝
無む

著
じ
ゃ
く

道ど
う

忠ち
ゅ
うは

、『
百

ひ
ゃ
く

丈じ
ょ
う清し
ん規ぎ

左さ

觽け
い

』
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
「
陀
羅
尼
は
秘
密
の
語
。
故
に
秘
章
と
云
う
。
今
は
楞
厳
呪

を
謂
う
な
り
。（
忠
曰
、
陀
羅
尼
秘
密
語
。
故
云
秘
章
。
今
謂
楞
厳
呪
也
）」（
巻
三
・
五
四
頁a

）
と
し
、
秘
章
は
「
楞
厳
呪
」
で

あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
諸し

ょ

回え

向こ
う

清し
ん

規ぎ

式し
き

抄し
ょ
う』

の
注
に
も
「
陀
羅
尼
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、「
楞
厳
呪
」
の
こ
と
」（
禅
文

化
研
究
所
編
集
部
編･
二
〇
〇
四
年
・p.20

）
と
あ
り
、
恐
ら
く
無
著
の
説
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
幻げ

ん

住じ
ゅ
う庵あ
ん

清し
ん規ぎ

』
巻
一
に
「
但
だ
是
れ
一
年
十
二
月
、
初
一
と
十
五
に
遇
う
て
は
、
是
れ
朔
望
と
謂
う
。
須
ら
く
粥
に
就
く
前
、
大
悲
呪
を
諷そ

ら

ん
じ
て
祝
聖
す
。（
但
是
一
年
十
二
月
、
遇
初
一
十
五
、
是
謂
朔
望
。
須
就
粥
前
、
諷
大
悲
呪
祝
聖
）」（『
続
蔵
経
』
巻
一
一
一
・
九

七
三
頁
・a15-17

）
と
あ
り
、
祝
聖
に
は
「
大
悲
呪
」
を
読
誦
す
る
と
も
明
記
し
て
い
る
。

（
15
）	

鴻
因
＝
「
鴻
は
大
き
い
。
因
は
因
縁
。
大
き
く
す
ぐ
れ
た
因
縁
功
徳
」（『
禅
学
』p.304

）。

（
16
）	

祝
延
＝
『
禅
学
』（p.500

）
に
よ
れ
ば
「
国
家
の
繁
栄
を
祝
い
、
国
王
の
寿
命
の
延
長
を
祈
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
国
王
」
は
「
天
皇
陛
下
」
と
解
し
た
。

（
17
）	

聖
寿
万
安
＝
『
禅
学
』（p.645

）
に
よ
れ
ば
「
天
子
の
寿
命
が
長
く
、
安
泰
で
あ
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
天
子
」
は

「
天
皇
陛
下
」
と
解
し
た
。

（
18
）	

金
剛
無
量
寿
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
『
禅
林
象
器
箋
』「
略
三
宝
」
条
に
、
無
著
は
「
旧
説
に
曰
く
」
と
し
て
「
凡
そ
回
向
の

尾お

わ
り
に
、
必
ず
十
方
三
世
等
の
語
有
り
。
此
れ
を
略
三
宝
と
名
づ
く
。
謂
わ
く
、
十
方
三
世
一
切
諸
仏
は
是
れ
仏
宝
。
諸
尊
菩
薩

摩
訶
薩
は
是
れ
僧
宝
。
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
は
是
れ
法
宝
な
り
。
其
の
鳴
磬
法
、
十
方
に
一
下
、
諸
尊
に
一
下
、
摩
訶
般
若
に
一
下
、
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三
宝
を
分
か
つ
な
り
。
祝
聖
の
回
向
の
如
く
、
金
剛
無
量
寿
仏
は
乃
わ
ち
仏
宝
。
仁
王
菩
薩
摩
訶
薩
は
乃
わ
ち
僧
宝
。
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
は
乃
わ
ち
法
宝
な
り
。
鳴
磬
の
法
、
前
に
準
じ
て
知
る
べ
し
（
凡
回
向
之
尾
、
必
者
十
方
三
世
等
語
。
此
名
略
三
宝
。
謂
十
方

三
世
一
切
諸
仏
是
仏
宝
。
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
是
僧
宝
。
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
是
法
宝
也
。
其
鳴
磬
法
、
十
方
一
下
、
諸
尊
一
下
、
摩
訶

般
若
一
下
、
分
三
宝
也
。
如
祝
聖
回
向
、
金
剛
無
量
寿
仏
乃
仏
宝
。
仁
王
菩
薩
摩
訶
薩
乃
僧
宝
。
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
乃
法
宝
也
。
鳴

磬
法
、
準
前
可
知
）」（
巻
一
三
・84ab

）
と
し
、
多
く
の
回
向
の
終
わ
り
に
あ
る
「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
と
、
略
三
宝
の
意
か
ら
鳴
磬
の
方
法
ま
で
同
じ
も
の
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鳴
磬
の
方
法
に
つ

い
て
は
、『
法
式
梵
唄
抄
』
巻
上
「
第
三
章
回
向
」「
祝
聖
回
向
」
の
注
に
「
磬
は
四
声
と
し
、
金
剛
◎
無
量
寿
仏
仁
王
菩
薩
◎
摩
訶

薩
◎
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
◎
と
打
つ
」（p.145

）
と
も
あ
る
。
ま
た
、『
禅
林
象
器
箋
』「
金
剛
無
量
寿
仏
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、

「
祝
聖
の
回
向
の
略
三
宝
に
、
金
剛
無
量
寿
仏
有
り
。
無
量
寿
と
は
阿
彌
陀
の
翻
名
な
り
。
蓋
し
今
、
天
子
寿
考
を
祝
す
。
故
に
特

に
此
の
仏
の
名
を
挙
げ
て
、
以
て
仏
宝
に
充
つ
る
や
。
金
剛
と
は
堅
固
の
義
な
り
。
皇
基
鞏
固
を
祷
す
る
所ゆ

え

以ん

な
り
（
忠
曰
、
祝
聖

回
向
略
三
宝
、
有
金
剛
無
量
寿
仏
。
無
量
寿
者
阿
彌
陀
翻
名
。
蓋
今
祝
天
子
寿
考
。
故
特
挙
此
仏
名
、
以
充
仏
宝
焉
。
金
剛
者
堅
固

義
。
所
以
祷
皇
基
鞏
固
也
）」
と
し
、
こ
れ
に
続
け
て
、「
又
た
、『
仏ぶ

っ

説せ
つ

一い
っ

切さ
い

如に
ょ

来ら
い

金こ
ん

剛ご
う

寿じ
ゅ

命み
ょ
う陀だ

羅ら

尼に

経き
ょ
う』

有
り
て
、
不
空
訳
す
。

今
、
祝
聖
の
回
向
に
、
無
量
寿
の
上
に
金
剛
の
二
字
を
蒙こ

う

む
る
。
或
い
は
此
れ
等
の
文
に
取
る
か
（
又
、
有
仏
説
一
切
如
来
金
剛
寿

命
陀
羅
尼
経
、
不
空
訳
。
今
祝
聖
回
向
、
無
量
寿
上
蒙
金
剛
二
字
。
或
取
此
等
文
乎
）。」
と
あ
り
、「
金
剛
」
は
、
不
空
（
七
〇
五

～
七
七
四
年
・
不
空
金
剛
と
も
）
訳
の
『
仏
説
一
切
如
来
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
』
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る

（
巻
一
三
・70b

）。
更
に
「
仁
王
菩
薩
」
に
つ
い
て
、『
禅
林
象
器
箋
』「
仁
王
菩
薩
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
祝
聖
の
回
向
、

仁
王
菩
薩
摩
訶
薩
有
り
。
蓋
し
定
め
て
一
人
の
名
づ
く
る
所
有
る
に
あ
ら
ず
。
経
に
『
仁
王
護
国
般
若
』
有
り
。
今
、
略
三
宝
、
之

れ
を
取
っ
て
、
僧
宝
に
充
つ
。
又
た
祝
聖
、
竊ひ

そ

か
に
今
上
に
対
配
す
る
所
以
な
り
（
祝
聖
回
向
、
有
仁
王
菩
薩
摩
訶
薩
。
蓋
非
定
有

一
人
所
名
。
経
有
『
仁
王
護
国
般
若
』
今
略
三
宝
、
取
之
。
充
僧
宝
矣
。
又
祝
聖
。
所
以
竊
対
配
今
上
也
）」
と
あ
り
、「
仁
王
菩
薩

摩
訶
薩
」
は
特
定
の
一
人
の
名
で
は
な
く
「
略
三
宝
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
中
で
も
「
僧
法
」
に
充
て
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、「
仁
王
」
の
意
味
に
つ
い
て
更
に
続
け
て
「『
仁に

ん

王の
う

護ご

国
こ
く

般
は
ん

若
に
ゃ

経
き
ょ
う

吉き
ち

蔵ぞ
う

疏し
ょ

』
に
云
わ
く
、『
恩
を
施
し
徳
を
布
す
。
故
に
名
づ
け
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て
仁
と
為
す
。
統
化
自
在
の
故
に
名
づ
け
て
王
と
為
す
。』
と
（
仁
王
護
国
般
若
経
吉
蔵
疏
云
、
施
恩
布
徳
。
故
名
為
仁
統
化
自
在

故
名
為
王
）」
と
説
明
し
て
い
る
（
巻
一
三
・70b

～71b

）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
伊
藤
古
鑑
師
は
「
仁
王
と
は
聖
圭
自
在
の
徳
を

墨
げ
た
も
の
で
、
仁
と
は
施
恩
布
徳
の
故
に
名
づ
け
、
王
と
は
統
化
自
在
の
故
に
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
」（『
禅
学
研
究
』
第
二
二

号
・p.70

）
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
金
剛
無
量
寿
仏
」「
仁
王
菩
薩
」
は
仏
・
菩
薩
で
あ
る
も
の
の
、
天
皇
陛
下
の
長

寿
と
、
国
家
の
安
寧
を
強
く
願
う
意
を
含
め
た
語
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

修 

正 

会 

回 
向（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
行
事
」p.178

～184

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一･

諸
回
向
之
部
「
修
正
看
経
逐

日
」T81-629b

～629c
・「
善
通
寺
本
」
巻
一
・
十
丁
表
～
十
一
丁
表
、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
第
六
回
向
文
」T81-

714c

・「
禅
文
化
本
」p.170
～172

／p.312a

～b

、「
法
式
梵
唄
抄
」p.164

～166

）

　

仰
（
（
（

惟
三
宝
、
咸
賜
証
知
。　

〈
某
〉
門
〈
院
〉
伏
値
、
三

（
（
（

陽
交
泰
之
辰（
二
）。
上

（
（
（

来
現

（
（
（

前
清

（
（
（

衆
看

（
（
（

閲（
三
）、
大

（
（
（

般
若
波
羅
蜜
多
経
、
観
音
普
門
品
、
大
悲
円
満

無
礙
神
呪（
四
）、
消
災
妙
吉
祥
神
呪
、
所
鳩
善

（
（
（

利
回
向
。
真

（
（
（

如
実
際
、
常
住
三
宝
、
果

（
（1
（

海
無
量
聖

（
（1
（

賢（
五
）、
祝

（
（1
（

献
。
護
法
列

（
（1
（

位
、

諸
天
仙

（
（1
（

衆
、
守
護
伽
藍
、
合

（
（1
（

堂
真
宰（
六
）。
南

（
（1
（

方
火
徳
星
君
、
火

（
（1
（

部
聖
衆
、
般

（
（1
（

若
会
上
十

（
（1
（

六
善
神
、
今
上
天
皇（
七
）本
（
（2
（

命
元
辰
、

吉
（
（2
（

凶
星

（
（2
（

斗
、
堂
頭
和
尚
本
命
元
辰
、
大

（
（2
（

檀
那
建

（
（2
（

生
星
斗
、
現
前
一

（
（2
（

衆
、
各
々
本
命
元
辰
、
吉
凶
照

（
（2
（

臨
乾

（
（2
（

象
。
総
日
本
国
内
、
大

小
福
徳
、
一
切
神
祇
、
修

（
（2
（

造
方

（
（2
（

隅
、
禁

（
（3
（

忌
神

（
（3
（

将
、
尽
祈

（
（3
（

祷
会
上
、
無
辺
霊

（
（3
（

貺
、
伏
願
。
仏
運
延
洪
、
法

（
（3
（

輪
常
転
、
皇

（
（3
（

基
鞏

（
（3
（

固
、
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仁
（
（3
（

沢
普
霑
、
五

（
（3
（

穀
豊
登
、
万
民
和
楽
、
国
土
昇
平
、
災
難
消
除
、
專
祈（
八
）。
山

（
（3
（

門
鎮
静
、
火

（
（4
（

盗
潜
消
、
現
前
一
衆
、
修

（
（4
（

行
有

慶
、
進
道
無
魔

（
（4
（

、
般

（
（4
（

若
智
以
現
前
、
菩
提
心
而
不
退
、
四

（
（4
（

恩
総
報
、
三

（
（4
（

有
徧
資
、
法

（
（4
（

界
群

（
（4
（

生
同
円
種

（
（4
（

智（
九
）。
十

（
（4
（

方
三
世
一
切

諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜（
一
〇
）（
一
一
）。

（
一
）
修
正
会
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
修
正
看
経
逐
日
」
と
し
、
続
い
て
「
正
月
三
元
、
毎
日
用
之
」

と
付
け
加
え
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
、「
修
正
回
向
」
と
し
、「
禅
文
化
本
」
は
枠
外
、
ま
た
「
大
正
本
」
は

「
修
正
回
向
」
に
続
い
て
「
正
月
自
朔
、
到
三
日
」
と
記
す
。
ま
た
、『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
修シ

ユ

正シ
ャ
ウ看

経
逐

日
」
と
振
る
。
更
に
、『
諸
回
向
清
規
式
抄
』
は
「
修
正
会
回
向
」
と
し
て
以
下
の
四
つ
を
記
載
し
て
い
る
。
一
は
「
法
式
梵
唄
抄
」、
二

は
「
臨
済
宗
衲
覩
」、
三
は
『
諸
回
向
清
規
式
』
の
「
修
正
看
経
逐
日
」、
四
は
三
の
『
諸
回
向
清
規
式
』「
修
正
看
経
逐
日
」
に
続
い
て

記
載
さ
れ
て
い
る
「
又
曰
」
以
後
の
回
向
に
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、
四
の
回
向
に
つ
い
て
は
、
本
稿
校
注
（
一
一
）
に
記
載
し
た
。　

（
二
）
三
陽
交
泰
之
辰
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
三
陽ヤ

ウ

交カ
ウ

泰タ
イ

之シ

辰シ
ン

」、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正

本
）
は
「
三
陽ヤ

ウ

交カ
ウ

泰タ
イ

之
辰
」
と
振
る
。　
（
三
）
看
閱
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化

本
・
大
正
本
）
は
「
看カ

ン

閱エ

」
と
振
る
。　
（
四
）
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
…
消
災
妙
吉
祥
神
呪
＝
「
修
正
会
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
お

経
を
必
ず
読
誦
す
る
た
め
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。
な
お
、『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』「
江
湖
法
式
梵
唄

抄
」
も
同
じ
く
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
、
観
音
普
門
品
、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、『
諸
回

向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
大ダ

イ

般ホ

若ジ
ャ

波ホ

羅ロ

蜜ミ

多ト

経キ
ン

、
観ク

ワ
ン音イ
ン普フ

門モ
ン

品ヒ
ン

、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
消
〈
災
〉
妙
吉
祥
神
呪
」
に

作
り
ル
ビ
を
振
り
、
ま
た
『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
大゙
般ホ

若ジ
ャ

波ホ

羅ロ

蜜ミ

多ト

経キ
ン

、
観
音イ

ン

普
門
品ヒ

ン

、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
消

〈
災
〉
妙
吉
祥
神
呪
」
に
作
り
ル
ビ
を
振
り
、「
大
正
本
」
は
、「
大
」
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
い
。　
（
五
）
果
海
無
量
聖
賢
＝
『
諸

回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
、「
果
海
聖
賢
」
に
作
る
。
な
お
、
各
所
本
に

お
け
る
ル
ビ
は
校
注
（
九
）
参
照
。　
（
六
）
合
堂
真
宰
＝
こ
れ
に
続
い
て
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）、『
小
叢
林
略
清
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規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
今
年
歳
分
主
執
陰
陽
権
衡
造
化
賞
善
罰
悪
一
切
聡
明
。」
と
付
加
す
。　
（
七
）
天
皇
＝
『
諸
回
向
清

規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
、「
皇
帝
」
に
作
る
。　
（
八
）
專
祈
＝
こ
れ
に
続
い
て

『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
堂
頭
和
尚
道
体
堅
固
法
臘
弥
高
。
大
檀

那
道
業
純
真
家
門
吉
利
次
冀
。」
と
付
加
す
。　
（
九
）
所
鳩
善
利
回
向
…
法
界
群
生
同
円
種
智
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
）
で

は
「
所
鳩
善
利
回
向
、
真
如
実
際
、
常
住
三
宝
、
果
海
聖
賢
、
祝
献
。
護
法
列
位
、
諸
天
仙
衆
、
守
護
伽
藍
、
合
堂
真
宰
。
今
年
歳
分
主

執
陰
陽
権
衡
造
化
賞
善
罰
〈
悪
〉
一
切
聡
明
。
南
方
〈
火
〉
徳
星
君
、〈
火
〉
部
聖
衆
、
般
若
会
上
十
六
善
神
、
今
上
皇
帝
本
命
元
辰
、

吉
〈
凶
〉
星
斗
、
堂
頭
和
尚
本
命
元
辰
、
大
檀
那
建ケ

ン

生サ
ン

星
斗
、
現
前
一
衆
、
各
各
本
命
元
辰
、
吉
〈
凶
〉
照
臨
乾
象
。
総
日
本
国
内
、
大

小
福
徳
、
一
切
神
祇
、
修
造
方
隅
、
禁
忌
神
将
、
尽
祈
祷
会
上
、
無
辺
霊
貺
、
伏
願
。
仏ブ

運イ
ン

延エ
ン

洪ウ
ン

、
法ハ

輪
リ
ン

常
ジ
ヤ
ウ

転セ
ン

、
皇ワ

ウ

基キ

鞏ゲ
ウ

固ク

、
仁ジ

ン

沢サ

普フ

霑セ
ン

、

五ウ

穀ク

豊ブ
ン

登テ
ン

、
万ハ

ン

民ミ
ン

和ヲ

楽ラ

、
国ク

土ヅ

昇シ
ン

平ヒ
ン

、〈
災サ

イ

〉
難ナ

ン

消セ
ウ

除ヂ

、
專セ

ン

祈キ

。
堂

タ
ウ

頭
チ
ヤ
ウ

和オ

尚
シ
ヤ
ウ

道ダ
ウ

体チ
イ

堅ケ
ン

固ク

法ハ

臘ラ

弥ミ

高カ
ウ

。
大
檀
那
道ダ

ウ

業子

純
ジ
ユ
ン

真シ
ン

家キ
ヤ

門モ
ン

吉キ

利リ

、
次
冀
。

〈
某
〉
門
鎮
静
、〈
火
〉
盗
潜
消
、
現
前
一
衆
、
修
行
有
慶
、
進
道
無
魔
、
般
若
智
以
現
前
、
菩
提
心
而
不
退
、
四
恩
総
報
、
三
有
徧
資
、

法
界
群
生
同
円
種
智
」
に
作
り
ル
ビ
を
振
る
。
ま
た
「
大
正
本
」
で
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、「
災
」
に
ル
ビ
は
な
く
、「
業子

」
は

「
業ネ

」
と
振
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
、「
所ス

鳩キ
ウ

善ゼ
ン

利リ

回
向
、
真シ

ン

如ジ

実ジ

際シ
イ

、
常ジ

ヤ
ウ住ジ

三
宝
、
果コ

海カ
イ

聖シ
ン

賢ス
ン

、
祝シ

ウ

献ケ
ン

。
護ウ

法ハ

列レ

位イ

、

諸シ

天
仙
衆シ

ウ

、
守シ

ユ

護ウ

伽ギ
ヤ

藍ラ
ン

、
合ア

堂ダ
ウ

真シ
ン

宰サ
イ

。
今キ

ン

年
歳ス

イ

分ブ
ン

主シ
ユ

執シ

陰イ
ン

陽ヤ
ウ

権ケ
ン

衡ア
ン

造ザ
ウ

化ク
ワ

賞シ
ヤ
ウ善ゼ
ン罰ボ

悪ア

一イ

切シ
イ

聡ス
ン

明ミ
ン

。
南
方
〈
火コ

〉
徳テ

星シ
ン

君キ
ン

、〈
火コ

〉
部ブ

聖シ
ン

衆シ
ウ

、

般ホ

若ジ
ヤ

会ウ
イ

上゙
十ジ

六ル

善゙
神
、
今キ

ン

上゙
皇ワ

ウ

帝テ
イ

本
命ミ

ン

元
辰
、
吉キ

凶
ヒ
ヤ
ウ

星シ
ン

斗テ
ウ

、
堂゙
頭チ

ヤ
ウ和オ

尚シ
ヤ
ウ本

命ミ
ン

元
辰
、
大゙
檀゙
那ノ

建ケ
ン

生サ
ン

星シ
ン

斗テ
ウ

、
現エ

ン

前ゼ
ン

一イ

衆シ
ウ

、
各カ

各カ

本
命ミ

ン

元
辰
、

吉キ

〈
凶ヒ

ヤ
ウ〉

照セ
ウ

臨リ
ン

乾ケ
ン

象ジ
ヤ
ウ。

総ス
ン

日ジ

本
国ク

内ヌ
イ

、
大゙
小
福フ

徳テ

、
一
切
神゙
祇ニ

、
修シ

ウ

造ゾ
ウ

方
隅ニ

、
禁キ

ン

忌
神゙
将
、
尽
祈キ

祷タ
ウ

会ウ
イ

上゙
、
無ブ

辺ヘ
ン

霊リ
ン

貺ヒ
ヨ
ウ、

伏フ

願ゲ
ン

。
仏フ

運イ
ン

延エ
ン

洪ウ
ン

、
法ハ

輪リ
ン

常ジ
ヤ
ウ転セ
ン、

皇カ
ウ

基キ

鞏ギ
ヤ
ウ固ク

、
仁シ

ン

沢サ

普フ

霑セ
ン

、
五ウ

穀ク

豊ブ
ン

登テ
ン

、
万バ

ン

民ミ
ン

和ヲ

楽ラ

、
国ク

土ヅ

昇シ
ン

平ヒ
ン

、〈
災サ

イ

〉
難ナ

ン

消セ
ウ

除ジ

、
專セ

ン

祈キ

。
堂ダ

ウ

頭テ
ウ

和オ

尚
シ
ヤ
ウ

道ダ
ウ

体チ
イ

堅ケ
ン

固ク

法ハ

臘ラ

弥ミ

高カ
ウ

。
大゙
檀
那ノ

道゙
業子（

ネ
）

 

純ジ
ユ
ン真

家キ
ヤ

門
吉キ（

ネ
）利リ

、
次ス

冀キ

。〈
某
〉
門
鎮
静
、〈
火コ

〉
盗
潜セ

ン

消
、
現エ

ン

前
一イ

衆シ
ウ

、
修シ

ウ

行ア
ン

有イ
ウ

慶キ
ン

、
進
道タ

ウ

無ブ（
フ
）魔モ

、
般ホ

若ジ
ヤ

智シ

以イ

現エ
ン

前
、
菩フ

提ヂ

心
而ジ

不
退ツ

イ

、
四ス

恩イ
ン

総ス
ン

報ホ
ウ

、
三
有イ

ウ

徧ヘ
ン

資ス

、
法ハ

界カ
イ

群ギ
ン

生サ
ン

同ヅ
ン

円エ
ン

種シ
ウ

智シ

」
に
作
り
ル
ビ
を
振
る
。
な
お
、
ル
ビ
に
お
け
る
括
弧
は
『
小
叢

林
略
清
規
』「
大
正
本
」
に
依
る
。
ま
た
、「
大
正
本
」
で
は
「
大
・
上
・
善
・
檀
・
神
・
堂
・
道
」
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
い
。　

（
一
〇
）
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
云
云
〉」、

『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
十
方
〈
云
云
〉」
に
作
る
。　
（
一
一
）『
諸
回
向
清
規
式
』（「
善
通
寺
本
」
巻
一
・
十
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一
丁
裏
～
十
二
丁
表
、「
大
正
本
」・T81-629c

）
は
「
〇
又
曰
」
と
し
て
、
更
に
以
下
の
「
修
正
会
回
向
」
を
挙
げ
ル
ビ
を
振
る
。「
仰

惟
三
宝
、
咸
賜
証
知
。
上
来
現
前
一
衆
看
誦
真シ

ン

詮セ
ン

秘ヒ

呪シ
ウ

所
鳩
善
利
回
向
。
真
如
実
際
常
住
三
宝
果
海
聖
賢
祝
献
。
護
法
諸
天
三
界
万
霊
十

方
至
聖
。
今
年
歳
分
主
執
陰
陽
権
衡
造
化
賞
善
罰
悪
一
切
聡
明
。
南
方
火
徳
星
君
火
部
聖
衆
。
今
上
皇
帝
本
命
元
辰
吉
凶
星
斗
。
大
檀
那

某
当
生
本
命
元
辰
吉
凶
星
斗
。
現
前
一
衆
各
各
本
命
元
辰
吉
凶
照
臨
乾
象
。
総
日
本
国
内
大
小
福
徳
一
切
神
祇
修
造
方
隅
禁
忌
神
将
。
尽

祈
祷
会
上
無
辺
霊
貺
伏
願
。
仏
運
延
洪
法
輪
常
転
皇
基
鞏
固
仁
沢
普
霑
五
穀
豊
登
万
民
和
楽
国
土
長
保
災
難
不
興
專
祈
孚フ

祐ユ
ウ

。
大
檀
那
道

業
純
真
家
門
吉
利
次
冀
。
某
門
鎮
静
火
盜
潜
消
現
前
一
衆
修
行
有
慶
進
道
無
魔
般
若
智
以
現
前
菩
提
心
而
不
退
四
恩
総
報
三
有
徧
資
法
界

群
生
同
円
種
智
。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
諸
尊
云
云
。」。
こ
の
回
向
文
は
『
諸
回
向
清
規
式
抄
』「
修
正
会
回
向　

四
」（p.50

）
に
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。

＊

　
　

仰あ
お

ぎ
惟

お
も
ん
みれ

ば
、
三さ

ん

宝ぼ
う

、
咸

こ
と
ご
とく

証し
ょ
う知ち

を
賜た

ま
わり

た
ま
え
。

〈
某
〉
門も

ん

〈
院い

ん

〉、
伏ふ

し
て
三さ

ん

陽よ
う

交こ
う

泰た
い

の
辰し

ん

に
値お

う
。
上

じ
ょ
う

来ら
い

、
現げ

ん

前ぜ
ん

の
清せ

い

衆し
ゅ

、
大だ

い

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み

多た

経き
ょ
う、

観か
ん

音の
ん

普ふ

門も
ん

品ぼ
ん

、
大だ

い

悲ひ

円え
ん

満ま
ん

無む

礙げ

神じ
ん

呪し
ゅ

、
消

し
ょ
う

災さ
い

妙み
ょ
う

 

吉き
ち

祥じ
ょ
う神じ
ん呪し
ゅを

看か
ん

閲え
つ

す
。
鳩あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

善ぜ
ん

利り

は
、
真し

ん

如に
ょ

実じ
っ

際さ
い

、
常

じ
ょ
う

住じ
ゅ
うの

三さ
ん

宝ぽ
う

、
果か

海か
い

無む

量り
ょ
うの

聖
し
ょ
う

賢け
ん

に
回え

向こ
う

し
た
て
ま
つ
り
、
護ご

法ほ
う

の
列れ

つ

位い

、
諸し

ょ

天て
ん

の
仙せ

ん

衆し
ゅ

、
伽が

藍ら
ん

を
守し

ゅ

護ご

す
る
合ご

う

堂ど
う

の
真し

ん

宰さ
い

、
南な

ん

方ぽ
う

火か

徳と
く

星せ
い

君く
ん

、
火か

部ぶ

聖し
ょ
う衆し
ゅ、

般は
ん

若に
ゃ

会え

上じ
ょ
う

の
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

善ぜ
ん

神じ
ん

、
今き

ん

上じ
ょ
う天て
ん皇の
うの

本ほ
ん

命め
い

元げ
ん

辰し
ん

、
吉き

っ

凶き
ょ
うの

星せ
い

斗と

、
堂ど

う

頭ち
ょ
う和お

尚し
ょ
うの

本ほ
ん

命め
い

元げ
ん

辰し
ん

、
大だ

い

檀だ
ん

那な

の
建け

ん

生し
ょ
う星せ
い斗と

、
現げ

ん

前ぜ
ん

の
一い

つ

衆し
ゅ

各か
く

々か
く

の
本ほ

ん

命め
い

元げ
ん

辰し
ん

、
吉き

っ

凶き
ょ
うを

照
し
ょ
う

臨り
ん

す
る
乾け

ん

象し
ょ
う、

総そ
う

じ
て
は
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

大だ
い

小し
ょ
う福ふ
く徳と
く、

一い
っ

切さ
い

神じ
ん

祇ぎ

、
方ほ

う

隅ぐ
う

を
修

し
ゅ
う

造ぞ
う

す
る
禁き

ん

忌き

の
神し

ん

将し
ょ
う、

尽
こ
と
ご
と

く
祈き

祷と
う

会え

上じ
ょ
うの

無む

辺へ
ん

の
霊れ

い

貺き
ょ
うに

祝
し
ゅ
く

献け
ん

す
。
伏ふ

し
て
願ね

が

わ
く
ば
、
仏ぶ

つ

運う
ん

は
延え

ん

洪こ
う

し
、
法ほ

う

輪り
ん

は
常

じ
ょ
う

転て
ん

し
、
皇こ

う

基き

は
鞏き

ょ
う固こ

に
、
仁に

ん

沢た
く

普あ
ま
ね

く
霑う

る
おい

、
五ご

穀こ
く

豊ゆ
た

か
に
登み

の

り
、
万ば

ん

民み
ん

は
和わ

楽ら
く

に
、
国こ

く

土ど

は
昇

し
ょ
う

平へ
い

し
、
災さ

い

難な
ん

は
消

し
ょ
う

除じ
ょ

せ
ん
こ
と
を
。
專も

っ
ぱら

祈い
の

る
ら
く
は
、
山さ

ん

門も
ん

鎮ち
ん

静じ
ょ
う、

火か

盗と
う

潜ひ
そ

か
に
消き

え
、
現げ

ん

前ぜ
ん

の
一い

っ

衆し
ゅ

は
、
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うに

慶け
い

有あ

り
、
道み

ち

に
進す

す

む
に
魔ま

無な

く
、
般は

ん

若に
ゃ

の
智ち

は
以も

っ

て
現げ

ん

前ぜ
ん

し
、
菩ぼ

提だ
い

の
心し

ん

は
而し

か

も
退し

り
ぞか

ず
、
四し

恩お
ん

総す

べ
て
報む

く

い
、
三さ

ん

有ぬ

徧あ
ま
ねく

資た
す

け
、
法ほ

っ

界か
い

の
群ぐ

ん

生じ
ょ
うと

同お
な

じ
く
種し

ゅ

智ち

を
円ま

ど

か
に
せ
ん
こ
と
を
。
十じ

っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ
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切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

、
諸し

ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。

＊

　
　
〔
仏･

法･

僧
の
〕
三
宝
よ
、〔
ど
う
か
、
わ
た
し
た
ち
〕
み
な
に
証さ

と
り知

を
賜あ

た

え
て
頂
け
ま
す
よ
う
に
。

〈
某
〉
寺
院
に
お
い
て
〔
新
年
の
〕
三
陽
交
泰
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
目
の
前
の
清き

よ
ら
か浄

な
僧
侶
が
『
大
般
若
波
羅

蜜
多
経
』「
観
音
普
門
品
」「
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
」「
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」
を
〔
つ
ぶ
さ
に
転
読
し
〕
読
誦
し
ま
し
た
。〔
そ
れ

に
よ
っ
て
〕
集
め
ら
れ
た
功
徳
は
、
平
等
一
如
の
真
理
、
常
住
な
る
〔
仏
・
法
・
僧
の
〕
三
宝
、〔
修
行
を
終
え
た
〕
悟
り
の

境
地
に
あ
る
無
量
な
る
僧
侶
に
振
り
向
け
、
仏
法
を
護
る
神
々
、
諸
天
の
神
々
、
諸
堂
伽
藍
を
守
る
諸
天･

善
神
た
ち
、
南
方

火
星
君
、〔
南
方
火
徳
聖
君
の
眷
属
で
あ
る
〕
火
部
聖
衆
、『
大
般
若
経
』
を
転
読
す
る
法
会
に
お
け
る
十
六
善
神
、
今
上
天
皇

の
生
ま
れ
年
に
あ
た
る
主
星
、
吉
凶
の
星
々
、
堂
頭
和
尚
の
生
ま
れ
年
に
あ
た
る
主
星
、
大
檀
那
の
生
ま
れ
年
に
あ
た
る
星
々
、

目
の
前
の
〔
一
寺
院
内
〕
全
て
の
僧
そ
れ
ぞ
れ
の
生
ま
れ
年
に
あ
た
る
主
星
、
吉
凶
を
見
守
る
天
、
総
じ
て
は
日
本
国
内
の
大

小
の
福
徳
〔
の
功
徳
を
も
た
ら
す
〕
一
切
の
天
地
の
神
々
、〔
寺
院
の
東
西
南
北
〕
四
方
の
建
物
を
修
理
し
造
営
す
る
〔
日

月
・
方
位
な
ど
さ
わ
り
あ
る
も
の
と
し
て
忌
み
嫌
う
〕
禁
忌
の
〔
善
神
悪
神
〕
も
ろ
も
ろ
の
神
々
、
こ
の
祈
祷
法
要
上
に
あ
る

広
大
無
辺
な
る
神
仏
の
加
護
に
い
の
り
の
言
葉
を
捧
げ
ま
す
。
伏ふ

し
て
願ね

が

う
こ
と
に
は
、
仏
の
命
運
は
末
永
く
大
き
く
広
く

〔
栄
え
〕、
法
輪
（
＝
仏
の
教
え
）
が
常
に
転
じ
、
天
皇
が
統
治
す
る
国
家
の
基
礎
が
た
し
か
で
強
固
で
あ
り
、
思
い
や
り
の
あ

る
気
持
ち
は
全
て
に
う
る
お
い
、〔
米
・
麦
・
キ
ビ
・
ア
ワ
・
豆
の
〕
五
穀
〔
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
農
作
物
〕
は
豊
か
に

実
り
、
全
て
の
民
衆
は
和
や
か
で
楽
し
く
、
国
土
は
ま
す
ま
す
平
和
に
、
全
て
の
災
難
が
消
え
て
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。
ひ

た
す
ら
に
願
う
こ
と
は
、
山
〈
院
〉
門
内
は
平
静
に
、
放
火
す
る
者
や
も
の
を
盗
む
者
は
ひ
そ
か
に
消
え
去
り
、
目
の
前
の
全

て
の
修
行
者
は
、
修
行
に
当
た
っ
て
は
慶よ

ろ
こば

し
い
功
徳
が
有
り
、
仏
道
に
進
む
に
当
た
っ
て
は
妨
げ
と
な
る
〔
よ
う
な
悪
し
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き
〕
こ
と
が
無
く
、
般
若
の
智
慧
が
そ
れ
（
＝
修
行
）
に
よ
っ
て
目
前
に
現
れ
、
菩さ

と
り提

を
求
め
る
心
が
後
退
せ
ず
、〔
父
母
恩
・

衆
生
恩
・
国
王
恩
・
三
宝
恩
の
〕
四
恩
の
全
て
に
報
い
、〔
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
〕
三
界
の
い
の
ち
あ
る
も
の
を
す
べ
て

助
け
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
と
共
に
悟
り
の
智
慧
が
円
成
し
ま
す
よ
う
に
。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過

去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完

成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	

仰
惟
三
宝
、
咸
賜
証
知
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
1
）「
仰
惟
三
宝　

咸
賜
証
知
」
条
を
参
照
。

（
2
）	

三
陽
交
泰
＝
「
新
年
の
到
来
」
を
表
す
語
。
無
著
道
忠
『
虚き

堂ど
う

録ろ
く

犂り

耕こ
う

』
に
「
忠
曰
く
、『
十
一
月
に
一
陽
生
じ
、
十
二
月
に
二

陽
生
じ
、
正
月
に
三
陽
。
即
ち
是
れ
泰
の
卦け

の
象
☷
☰
、
乾
下
坤
上
な
り
』
と
（
忠
曰
、
十
一
月
一
陽
生
、
十
二
月
二
陽
生
、
正
月

三
陽
。
即
是
泰
卦
象
☷
☰
、
乾
下
坤
上
）」（
禅
文
化
研
究
所
「
基
本
典
籍
叢
刊
」
上
冊･74a

）
と
述
べ
、
儒
教
の
基
本
経
典
で
あ

る
『
易え

き

経き
ょ
う』

で
用
い
ら
れ
る
図
象
を
以
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
著
は
続
け
て
、「
忠
曰
く
『
周

し
ゅ
う

易え
き

』［「
伝
儀
」
五･

六
丈
］、

『
泰
の
卦
と
は
天
地
交
わ
る
は
泰
な
り
。
泰
は
通
な
り
。
卦
為
し
た
る
は
、
天
地
交
わ
り
て
二
気
通
じ
る
が
故
に
泰
と
な
す
。
正
月

の
卦
な
り
』
と
（
忠
曰
、
周
易
［「
伝
儀
」
五
・
六
丈
］、
泰
卦
象
曰
、
天
地
交
泰
。
朱
子
本
義
曰
、
泰
通
也
。
為
卦
天
地
交
而
二
気

通
、
故
為
泰
、
正
月
乃
卦
也
）」
と
述
べ
て
い
る
。「
泰
」
は
六
十
四
卦
の
第
十
一
番
目
の
卦
で
あ
り
、「
天
地
泰
」
と
も
呼
ば
れ
一

月
に
配
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
陽
交
泰
と
は
、
新
年
を
祝
賀
し
そ
の
年
の
天
下
泰
平
を
祈
る
頌し

よ
う詞し

で
も
あ
る
。

（
3
）	

上
来
＝
「
こ
れ
ま
で
云
云
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
意
」（『
禅
学
』p.590

）。

（
4
）	

現
前
＝
「
ま
の
あ
た
り
。
目
の
前
に
在
る
も
の
」（『
禅
学
』p.291
）。
ま
た
「
①
現
れ
る
こ
と
。
起
こ
る
こ
と
。
②
目
の
前
に
現

れ
て
い
る
こ
と
。
目
の
前
に
あ
る
こ
と
。
③
智
の
前
に
明
瞭
に
現
れ
る
こ
と
。
④
面
前
に
。
目
の
前
で
。
⑤
直
ち
に
。
⑥
あ
り
の
ま

ま
に
顕
現
す
る
こ
と
」（『
中
村
』p.338

）。

（
5
）	

清
衆
＝
「
修
行
僧
の
こ
と
。
清
浄
の
大
海
衆
。
ま
た
は
清
浄
衆
の
略
称
」（『
禅
学
』p.645

）。
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（
6
）	

看
閲
＝
諸
辞
書
に
見
え
な
い
。「
閲
看
」
と
し
て
「
し
ら
べ
見
る
」（『
大
漢
和
』
巻
一
一
・p.747

）
と
あ
る
。
修
正
会
で
は
、
各

回
向
本
が
「『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』「
観
音
普
門
品
」「
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
」「
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」」
を
挙
げ
て
お
り
、
中
で
も

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
全
て
読
誦
せ
ず
大
半
を
転
読
（
＝
毎
巻
の
初
・
中
・
後
の
数
行
を
読
み
、
経
巻
を
翻
転
す
る
こ
と
）
す

る
。
し
た
が
っ
て
、「
諷
経
・
看
誦
・
看
経
」
で
は
な
く
「
看
閲
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
出
来
る
。
ま
た
、『
諸
回
向
清
規
式
』

は
「
修
正
看
経
逐
日
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
看
閲
」
は
「
看
経
」
に
近
い
意
を
も
ち
つ
つ
、「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
を
転

読
す
る
た
め
「
つ
ぶ
さ
に
調
べ
見
る
」
と
い
う
意
を
含
め
て
「
看
閲
」
と
し
て
い
る
と
解
し
た
。

（
7
）	

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
＝
「
梵M

ahaprajñaparam
ita-sutra

。
六
〇
〇
巻
。
玄
奘
訳
。
唐
、
顕
慶
五
（660

）
年
正
月
一
日
か

ら
竜
朔
三
（663
）
年
十
月
二
〇
日
に
至
る
ま
で
、
四
個
年
を
費
や
し
て
、
沙
門
大
乗
光
・
大
乗
欽
・
嘉
尚
等
を
筆
受
者
と
し
て
訳

出
し
た
も
の
。
玄
奘
は
自
か
ら
将
来
し
た
三
種
の
梵
本
を
校
合
し
、
全
訳
し
た
と
さ
れ
る
。
玄
奘
は
こ
の
経
を
鎮
護
国
家
の
妙
典
、

人
天
の
大
宝
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
・
日
本
で
は
、
講
説
さ
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
鎮
護
の
妙
典
と
し
て
、
攘
災
鎮
護
の
た
め

に
受
持
頂
戴
さ
れ
、
安
置
供
養
さ
れ
、
祈
祷
用
と
し
て
転
読
尊
重
さ
れ
て
き
た
。
全
体
は
一
六
会
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

は
じ
め
の
一
〇
会
に
は
す
べ
て
異
訳
経
典
が
存
す
る
。
原
本
で
は
二
〇
万
頌
に
も
及
び
、『
般
若
心
経
』
や
『
仁
王
般
若
経
』
を
除

い
た
一
切
の
般
若
諸
経
（
例
え
ば
『
放
光
般
若
』・『
光
讃
般
若
』・『
大
品
般
若
』・『
道
行
般
若
』・『
小
品
般
若
』・『
勝
天
王
般
若
』・

『
文
殊
般
若
』・『
濡
首
般
若
』・『
金
剛
般
若
』・『
実
相
理
趣
般
若
』
等
）
を
そ
の
中
に
含
み
、
大
小
乗
諸
経
典
の
中
で
最
も
大
部
の

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
大
乗
諸
経
の
中
で
も
最
も
根
本
的
基
礎
的
な
も
の
で
、
諸
法
皆
空
等
の
仏
教
の
中
心
思
想
が
そ
の
中
に
盛
ら

れ
て
い
る
」（『
禅
学
』p.814

）。

（
８
）	

善
利
＝
「
①
す
ぐ
れ
た
恩
恵
。
②
よ
い
結
果
」（『
中
村
』p.852

）。

（
９
）	

真
如
実
際
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
5
）「
真
如
実
際
」
条
を
参
照
。

（
10
）	

果
海
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
6
）「
果
海
」
条
を
参
照
。

（
11
）	

聖
賢
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
7
）「
聖
賢
」
条
を
参
照
。

（
12
）	

祝
献
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
８
）「
祝
献
」
条
を
参
照
。



164

（
13
）	

列
位
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
９
）「
列
位
」
条
を
参
照
。

（
14
）	

仙
衆
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
10
）「
仙
衆
」
条
を
参
照
。

（
15
）	

合
堂
真
宰
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
11
）「
合
堂
真
宰
」
条
を
参
照
。

（
16
）	
南
方
火
徳
星
君
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
6
）「
南
方
火
徳
星
君
」
条
を
参
照
。

（
17
）	
火
部
聖
衆
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
7
）「
火
部
聖
衆
」
条
を
参
照
。

（
18
）	

般
若
会
＝
「
大
般
若
会
と
も
。『
大
般
若
経
』
を
転
読
す
る
法
会
」（『
禅
学
』p.1038

）。
ま
た
、「
大
般
若
転
読
」
は
「
祝
聖
国

威
宣
揚
、
ま
た
は
病
気
平
癒
・
五
穀
豊
穣
・
火
防
等
の
祈
祷
の
た
め
に
行
う
。
古
来
、
東
大
寺
・
大
安
寺
・
薬
師
寺
の
諸
寺
で
盛
ん

に
行
わ
れ
、
禅
宗
寺
院
で
も
一
月
三
朝
を
は
じ
め
と
し
て
、
毎
朝
あ
る
い
は
特
に
日
を
定
め
て
『
大
般
若
経
』
を
転
読
す
る
」（『
禅

学
』p.814

）
と
あ
る
。

（
19
）	

十
六
善
神
＝
「
般
若
の
説
法
の
会
座
、
即
ち
般
若
会
上
（
＝
『
大
般
若
経
』
を
転
読
す
る
法
会
）
で
の
十
六
善
神
。『
大
般
若

経
』
及
び
そ
の
経
を
受
持
す
る
人
を
守
護
す
る
。
禅
門
で
は
祈
願
・
祈
祷
す
る
場
合
、『
大
般
若
経
』
を
転
読
し
、
そ
の
法
会
に
釈

尊
と
十
六
善
神
の
像
を
掲
げ
て
礼
拝
す
る
。『
陀だ

羅ら

尼に

集じ
っ

経き
ょ
う』

巻
三
や
『
般は

ん

若に
ゃ

守し
ゅ

護ご

十
じ
ゅ
う

六ろ
く

善ぜ
ん

神じ
ん

王お
う

形け
い

体た
い

』
に
説
か
れ
る
が
、
古
来
、

そ
の
名
称
や
形
体
に
は
異
説
が
多
い
。
今
、
後
者
に
よ
っ
て
記
す
と
以
下
の
如
く
な
る
。
一
、
提だ

い

頭と
う

攞ら

宅た
く

善
神
（
持
国
天
、
二
臂
、

右
手
持
大
刀
・
左
手
捧
鉾
）。
二
、
毘び

盧る

勒ろ
く

叉し
や

善
神
（
増
長
天
、
二
臂
、
右
手
拔
折
囉
・
左
手
押
腰
）。
三
、
摧さ

い

伏ふ
く

毒ど
く

害が
い

善
神
（
二
臂
、

右
手
大
刀
・
左
手
向
外
当
胸
）。
四
、
増ぞ

う

益や
く

善
神
（
四
臂
、
大
刀
・
劍
輪
・
楊
枝
・
半
月
）。
五
、
勧か

ん

喜き

善
神
（
二
臂
、
右
手
持
一
股

鉤
・
左
手
押
腰
）。
六
、
除じ

ょ

一い
っ

切さ
い

障し
ょ
う難な
ん善

神
（
六
臂
、
三さ

ん

叉さ

戟げ
き

・
経
典
・
宝
塔
・
紅
蓮
華
・
宝
鉤
・
宝
螺
）。
七
、
抜ば

つ

除じ
ょ

罪ざ
い

垢く

善
神

（
二
臂
、
右
手
持
五
叉
棒
・
左
手
拳
）。
八
、
能の

う

忍に
ん

善
神
（
二
臂
、
右
手
大
刀
・
左
手
矟
）。
九
、
吠べ

室し

羅ら

摩ま

拏ぬ

善
神
（
多
聞
天
、
金

剛
棓
・
舍
利
宝
塔
）。
十
、
毘び

盧る

博は
く

叉し
や

善
神
（
広
目
天
、
二
臂
、
筆
に
て
書
写
の
態
）。
十
一
、
離り

一い
っ

切さ
い

怖ふ

畏い

善
神
（
二
臂
、
右
手
独ど

つ

鈷こ

杵し
よ

・
左
手
拳
）。
十
二
、
救き

ゅ
う護ご

一い
っ

切さ
い

善
神
（
二
臂
、
合
掌
中
に
未
敷
蓮
華
）。
十
三
、
摂せ

つ

伏ふ
く

諸し
よ

魔ま

善
神
（
二
臂
、
右
手
劍
・
左
手
垂

下
）。
十
四
、
能の

う

救く

諸し
ょ

有う

善
神
（
二
臂
、
虚
心
合
掌
し
二
頭
指
を
屈
す
）。
十
五
、
師し

子し

威い

猛も
う

善
神
（
四
臂
、
斧
・
劍
・
梵
夾
・
三
叉

戟
）。
十
六
、
勇ゆ

う

猛も
う

心し
ん

地ち

善
神
（
二
臂
、
外
縛
当
心
）。
像
は
通
例
、
忿
怒
の
相
に
画
か
れ
、
大
般
若
会
の
際
に
掲
げ
ら
れ
る
。
一
般
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に
十
六
善
神
図
像
は
中
央
に
本
尊
釈
迦
牟
尼
如
来
、
そ
の
脇
侍
に
常

じ
ょ
う

啼た
い

・
法ほ

う

湧ゆ
う

の
二
菩
薩
、
周
囲
に
十
六
善
神
を
画
図
し
、『
大
般

若
経
』
の
訳
者
玄げ

ん

奘じ
ょ
う三さ
ん蔵ぞ
うと

深じ
ん

沙じ
ゃ

大だ
い

将し
ょ
うと

を
対
向
し
て
置
く
。
ま
た
、
梵
天
・
帝
釈
天
を
加
え
て
十
八
善
神
と
も
い
う
」（『
禅
学
』

p.497

～498

）。
な
お
、『
般は

ん

若に
ゃ

守し
ゅ

護ご

十
じ
ゅ
う

六ろ
く

善ぜ
ん

神じ
ん

王お
う

形け
い

体た
い

』（T21-378a

～378c

）
に
見
え
る
各
善
神
の
当
該
箇
所
を
、
上
記
の
番
号

と
連
動
さ
せ
て
原
文
を
挙
げ
て
お
く
。「
一
、
提
頭
攞
宅
善
神　

緑
青
色
。
開
口
現
忿
怒
相
貌
。
被
甲
冑
著
赤
衣
。
右
手
持
大
刀
、

左
手
捧
鉾
。
髪
紫
色
也
。　

二
、
毘
盧
勒
叉
善
神　

赤
紫
色
。
忿
怒
相
現
閉
唇
之
形
。
右
拔
折
囉
、
左
押
腰
。
被
甲
冑
著
白
青
色
衣
。

鬢
髪
紺
色
。　

三
、
摧
伏
毒
害
善
神　

鬢
聳
立
弭
也
。
赤
肉
色
。
右
手
持
大
刀
、
左
手
向
外
当
胸
。
被
甲
冑
著
白
色
衣
服
餘
如
常
。　

四
、
増
益
善
神　

赤
肉
色
。
四
臂
容
怒
鬼
。
右
第
一
手
持
大
刀
、
第
二
手
把
剣
輪
、
左
第
一
手
持
楊
枝
、
第
二
手
捧
半
月
。
著
袈
裟

其
色
緑
色
。
裳
紅
懸
頸
瓔
珞
。　

五
、
歓
喜
善
神　

緑
色
。
頂
上
有
孔
雀
。
其
色
金
色
。
右
手
持
一
股
鉤
、
左
手
押
腰
。
被
甲
冑
著

赤
衣
。
鬢
髪
丹
色
。
面
体
忿
怒
也
。　

六
、
除
一
切
障
難
善
神　

黄
色
。
作
瞋
怒
相
。
六
臂
被
鮮
白
衣
服
。
右
手
持
三
戟
叉
、
次
手

持
経
典
、
次
手
捧
舍
利
宝
塔
、
左
手
持
紅
蓮
華
、
次
手
持
宝
鉤
、
次
手
把
宝
螺
。
戴
宝
冠
著
袈
裟
。
吹
天
衣
風
。
瓔
珞
環
釧
如
常
。　

七
、
抜
除
罪
垢
善
神　

裸
形
被
赤
緑
色
袈
裟
。
髪
毛
聳
立
。
赤
黄
色
相
也
。
右
手
持
棒
、
其
棒
有
五
叉
。
左
手
作
拳
置
頂
上
。
瞋
眼

開
口
。
利
牙
出
上
下
。
甚
怖
畏
也
。　

八
、
能
忍
善
神　

空
色
。
右
手
持
大
刀
、
左
手
持
槊
。
被
頂
巾
。
其
色
白
下
至
腂
纔
見
冑
端
。

鬢
髪
紫
也
（
已
上
右
方
立
之
）。　

九
、
吠
室
羅
摩
拏
善
神　

青
黒
色
。
現
瞋
王
相
。
作
閉
唇
相
。
右
手
持
金
剛
棓
、
左
手
捧
全
身

舍
利
宝
塔
。
被
甲
冑
著
赤
衣
。
鬢
髪
紫
色
也
。　

十
、
毘
盧
博
叉
善
神　

肉
色
。
懸
黒
糸
臂
。
以
筆
作
書
写
之
勢
。
被
甲
冑
著
緑
色

衣
服
。
鬢
髪
赤
色
。
微
笑
之
形
也
。　

十
一
、
離
一
切
怖
畏
善
神　

形
体
如
帝
釈
天
。
但
頂
上
有
髑
髏
。
髑
髏
上
有
三
股
形
。　

十

二
、
救
護
一
切
善
神　

青
白
色
。
相
貌
如
毘
沙
門
天
。
左
右
手
合
掌
、
十
指
端
有
紅
色
微
敷
蓮
華
。
衣
服
赤
黄
色
。　

十
三
、
攝
伏

諸
魔
善
神　

髪
毛
聳
立
。
黒
肉
色
。
相
貌
以
瓔
珞
為
荘
厳
。
右
手
持
剣
、
左
手
下
掌
向
外
。
衣
服
黄
色
。　

十
四
、
能
救
諸
有
善
神　

白
緑
色
顔
貌
玉
相
也
。
二
手
虚
心
合
掌
屈
二
頭
指
。
附
中
指
背
第
一
文
。
冑
上
被
白
色
袈
裟
。
裳
赤
色
也
。　

十
五
、
師
子
威
猛
善

神　

肉
色
戴
師
子
宝
冠
。
右
第
一
持
斧
、
第
二
手
持
剣
、
左
第
一
手
持
梵
夾
、
第
二
手
持
三
叉
戟
。
被
袈
裟
其
色
紺
色
也
。
著
小
服

虎
皮
。
極
悪
忿
怒
也
。　

十
六
、
勇
猛
心
地
善
神　

被
甲
冑
緑
色
。
如
能
救
諸
有
。
二
手
外
縛
当
胸
。
微
笑
之
相
也
（
已
上
左
方
立

之
）」。
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（
20
）	

本
命
元
辰
＝
「
本ほ

ん

命み
よ
うは

人
の
生
ま
れ
年
の
干
支
。
そ
の
干
支
に
当
た
る
星
を
本
命
星
と
い
う
。
元が

ん

辰し
ん

は
、
人
の
運
命
は
陰
陽
の
二

星
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
し
て
、
陽
八
陰
六
に
組
み
合
わ
せ
て
見
出
さ
れ
る
も
の
。
禅
語
で
は
、
自
己
の
本
分
に
た
と
え
て
用
い

ら
れ
る
」（『
禅
学
』p.1168

）。
ま
た
、
無
著
道
忠
『
葛か

っ

藤と
う

語ご

箋せ
ん

』
巻
八
「
本
命
元
辰
」
条
（
国
際
禅
学
研
究
所
「
電
子
達
磨
」・
四

言
目
録
・
乾
・
宗
乗
・1a

）
に
、「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
本
命
は
自お

の
れの

生
る
る
歳
な
り
。
元
辰
と
は
生
る
る
年
、
司
ど
る
所
の
星

辰
な
り
。
以
て
自
己
の
本
分
に
喩
う
な
り
（
忠
曰
、
本
命
自
生
歳
也
。
元
辰
者
生
年
、
所
司
星
辰
也
。
以
喩
自
己
本
分
矣
）」
と
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
生
ま
れ
た
年
を
司
る
主
星
」
と
解
し
た
。

（
21
）	

吉
凶
＝
「
さ
い
わ
い
と
わ
ざ
わ
い
。
禍
福
」（『
大
漢
和
』
巻
二
・p.806

）。「
①
め
で
た
い
こ
と
。
不
吉
な
こ
と
。
さ
い
わ
い
と

わ
ざ
わ
い
。
禍
福
。
②
吉
礼
と
凶
礼
。
四
季
の
ま
つ
り
と
葬
礼
。
ま
た
、
婚
礼
と
葬
礼
」（『
漢
辞
海
』p.237

）。

（
22
）	

星
斗
＝
「
ほ
し
の
こ
と
を
い
う
」（『
大
漢
和
』
巻
五
・p.803

）。「
斗
は
北
斗
星
な
ど
天
の
南
北
に
あ
る
星
座
の
名
。
ほ
し
。
星

辰
」（『
国
語
』
巻
七
・p.1232
）。

（
23
）	

大
檀
那
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
19
）「
大
檀
那
」
条
を
参
照
。

（
24
）	

建
生
星
斗
＝
「
そ
の
人
の
生
年
に
あ
た
る
星
」（『
禅
学
』p.289

）。

（
25
）	

一
衆
＝
「
一
寺
院
内
の
僧
侶
す
べ
て
の
意
」（『
禅
学
』p.44

）。

（
26
）	

照
臨
＝
「
照
ら
し
か
ん
が
み
る
」（『
禅
学
』p.902

）。

（
27
）	

乾
象
＝
「
天
。
天
象
。
天
候
」（『
大
漢
和
』
巻
一
・p.399

）。「
天
体
の
様
子
。
う
ら
な
い
と
し
て
み
る
天
の
か
た
ち
」（『
国

語
』
巻
五
・p.61

）。

（
28
）	

修
造
＝
『
国
語
』（
巻
六
・p.1388

）
に
よ
れ
ば
、「
建
物
な
ど
を
直
し
つ
く
ろ
う
こ
と
。
修
理
、
造
営
す
る
こ
と
。
修
復
」
と
あ

る
。
ま
た
、「
修
め
造
る
」（『
大
漢
和
』
巻
一
・p.807

）。「
修
造
局
」
と
し
て
「
寺
院
の
修
理
」（『
禅
学
』p.508

）
と
あ
る
。

（
29
）	

方
隅
＝
「
一
方
の
隅
。
又
、
四
方
の
隅
」（『
大
漢
和
』
巻
五
・p.659
）。「
①
一
方
の
す
み
。
片
す
み
。
一
部
分
。
一
隅
。
②
四

方
の
す
み
。
四
方
。
③
方
角
。
方
位
」（『
国
語
』
巻
一
一
・p.1386

）。

（
30
）	

禁
忌
＝
「
き
ら
っ
て
と
ど
め
る
。
或
る
物
事
を
凶
と
し
て
忌
み
嫌
う
こ
と
。
日
月
・
方
位
・
医
薬
・
食
餌
な
ど
に
就
い
て
忌
む
こ
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と
」（『
大
漢
和
』
巻
八
・p.478

）。「
①
さ
わ
り
の
あ
る
も
の
と
し
て
忌
み
は
ば
か
ら
れ
る
物
事
へ
の
接
近
・
接
触
を
禁
ず
る
こ
と
。

病
気
・
出
産
・
死
な
ど
の
状
態
に
関
す
る
も
の
、
食
べ
物
、
方
角
、
日
時
に
関
す
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
も
の
が
あ
り
、
一

般
に
、
違
反
者
は
超
自
然
的
な
制
裁
を
蒙
る
も
の
と
さ
れ
る
。
さ
わ
り
。
タ
ブ
ー
」（『
国
語
』
巻
四
・p648

～649

）。

（
31
）	
神
将
＝
「
善
神
悪
神
等
の
も
ろ
も
ろ
の
神
神
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.614

）。

（
32
）	
祈
祷
＝
「
祈
願
・
祈
保
・
祈
念
・
祈
請
な
ど
と
も
。
心
願
を
こ
め
て
神
仏
に
幸
福
を
祈
り
求
め
る
こ
と
。
祈
晴
・
祈
雨
・
祈
雪
・

遺
蝗
・
日
蝕
・
月
蝕
、
そ
の
他
、
除
災
・
病
人
の
本
復
・
誕
生
日
祈
祷
な
ど
が
あ
る
。
祈
祷
に
は
道
場
を
と
と
の
え
、
祝
香
を
三
宝

を
護
国
護
法
の
竜
天
善
神
な
ど
の
祭
神
に
供
え
、
法
語
に
除
災
増
福
の
意
を
ふ
く
め
る
。
禅
宗
で
は
祈
祷
の
と
き
堂
司
行
者
は
大
衆

に
そ
の
む
ね
を
報
じ
て
祈
祷
牌
を
掛
け
、
諷
経
し
、
あ
る
い
は
蔵
経
を
看
経
す
る
。
大
衆
は
『
大
般
若
経
』
を
転
読
し
、
祈
祷
念
誦

を
読
み
、
祈
祷
千
巻
読
経
回
向
文
を
よ
む
。
施
主
が
あ
れ
ば
祈
祷
の
終
わ
っ
た
と
き
に
、
祈
祷
札
を
授
与
す
る
慣
わ
し
に
な
っ
て
い

る
」（『
禅
学
』p.204
）。

（
33
）	

霊
貺
＝
「
神
仏
の
加
護
」（『
禅
学
』p.1302

）。

（
34
）	

法
輪
＝
「
①
輪
は
イ
ン
ド
古
代
の
武
器
。
仏
の
教
え
が
他
に
転
じ
て
伝
わ
る
の
を
輪
に
た
と
え
た
も
の
。
真
理
の
輪
。
真
実
の
教

え
。
仏
お
よ
び
仏
教
の
象
徴
。
②
智
慧
の
境
地
。
法
性
。
本
当
の
真
理
。
③
教
え
。
④
正
法
輪
身
（
三
輪
身
の
一
つ
）
の
略
」（『
中

村
』p.1239

）。

（
35
）	

皇
基
＝
「
天
皇
が
統
治
す
る
国
家
の
基
礎
。
皇
国
の
も
と
い
」（『
国
語
』
巻
五
・p.231

）。

（
36
）	

鞏
固
＝
「
た
し
か
で
か
た
い
こ
と
。
し
っ
か
り
し
て
動
か
な
い
こ
と
」（『
大
漢
和
』
巻
一
二
・p.162

）。

（
37
）	

仁
沢
＝
「
思
い
や
り
の
あ
る
気
持
ち
で
、
め
ぐ
み
こ
と
。
め
ぐ
み
の
う
る
お
い
」（『
大
漢
和
』
巻
一
・p.582

）。

（
38
）	

五
穀
＝
「
古
く
は
ゴ
ゴ
ク
と
も
。
①
米
、
麦
、
キ
ビ
、
ア
ワ
、
豆
の
五
種
類
の
穀
物
。
他
に
麻
、
麦
、
キ
ビ
、
ア
ワ
、
豆
、
ま
た
、

米
、
麻
、
麦
、
ア
ワ
、
豆
と
す
る
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。
②
穀
類
の
総
称
」（『
国
語
』
巻
五
・p.646

）。

（
39
）	

山
門
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
23
）「
山
門
」
条
を
参
照
。

（
40
）	

火
盗
＝
諸
辞
書
に
見
え
な
い
が
、「
火
付
盗
賊
」
の
略
と
解
し
た
。「
火
付
」
は
「
火
を
つ
け
る
こ
と
。
特
に
、
家
屋
に
火
を
つ
け
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る
こ
と
。
放
火
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
放
火
犯
人
」（『
国
語
』
巻
一
一
・p.326

）
と
あ
り
、
ま
た
、「
盗
賊
」
は
「
他
人
の

財
物
を
略
奪
し
た
り
破
壊
し
た
り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
者
。
ぬ
す
び
と
。
ど
ろ
ぼ
う
。
賊
」（『
国
語
』
巻
九
・p.998

）
と
あ

る
。
よ
っ
て
、「
火
盗
」
と
は
「
放
火
す
る
者
や
も
の
を
盗
む
者
」
の
総
称
と
解
し
た
。

（
41
）	
修
行
有
慶
、
進
道
無
魔
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
25
）「
修
行
有
慶
、
進
道
無
魔
」
条
を
参
照
。

（
42
）	
魔
＝
「
梵
・
巴m

ara

。
音
訳
魔
（
摩
）
羅
・
末
羅
、
略
し
て
魔
。
意
訳
殺
者
・
悪
者
・
能
奪
命
・
障
礙
・
擾
乱
。
悪
魔
と
も
。

人
の
身
心
を
乱
し
、
善
を
妨
げ
、
智
慧
の
命
を
殺
す
も
の
」（『
禅
学
』p.1170

）。

（
43
）	

般
若
智
以
現
前
、
菩
提
心
而
不
退
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
26
）「
般
若
智
以
現
前
、
菩
提
心
而
不
退
」
条
を
参
照
。

（
44
）	

四
恩
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
28
）「
四
恩
」
条
を
参
照
。

（
45
）	

三
有
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
29
）「
三
有
」
条
を
参
照
。

（
46
）	

法
界
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
30
）「
法
界
」
条
を
参
照
。

（
47
）	

群
生
＝
訳
注
④
「
本
尊
略
回
向
」
の
注
（
8
）「
群
生
」
条
を
参
照
。

（
48
）	

種
智
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
32
）「
種
智
」
条
を
参
照
。

（
49
）	

十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
3
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。

修 

正 

会 

略 

回 

向

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
行
事
」p.185

～188
。『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』「
江
湖
法
式
梵
唄

抄
」
に
無
し
。『
諸
回
向
清
規
式
抄
』「
年
中
行
事
」p.51

～52

「
修
正
会
略
回
向
」〈
臨
済
宗
衲
覩
〉
が
見
え
る
。）
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総
（
（
（

持
猶
妙
薬
、
能
療
衆
惑

（
（
（

病
。
亦
如
天
甘

（
（
（

露
、
服
者
常
安

（
（
（

楽
。

　
　
　

仰
（
（
（

惟
三
宝
、
咸
賜
證
知
。

上
来
看

（
（
（

誦
、
大

（
（
（

般
若
理
趣
分
経
、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
消
災
妙
吉
祥
神
呪（
一
）、
所
集
功
徳
回
向
。〈
本
尊
名
〉（
二
）般
（
（
（

若
会

上
諸
尊
菩
薩
、
及
十

（
（
（

六
善
神
、
一
切
護
法
諸
天
仙

（
（1
（

衆
、
日
本
国
内
大
小
神

（
（1
（

祇
、
当
山
〈
院
〉
土

（
（1
（

地
合
堂
真
宰
、
所
祈
。
今
上
天

皇
聖

（
（1
（

寿
万
安
、
十
方
檀

（
（1
（

那
福

（
（1
（

寿
増
長
、
山

（
（1
（

門
繁
栄
、
火

（
（1
（

盗
潜
消
、
海

（
（1
（

衆
安

（
（1
（

穏
、
魔

（
（2
（

事
無

（
（2
（

擾
。
十

（
（2
（

方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩

摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
。

（
一
）
大
般
若
理
趣
分
経
…
消
災
妙
吉
祥
神
呪
＝
読
誦
す
る
経
典
に
つ
い
て
、『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』『
諸
回
向
清
規
式
抄
』
は
「
大
般
若

理
趣
分
経
、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」
を
挙
げ
る
。　
（
二
）〈
本
尊
名
〉
＝
『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』『
諸
回
向
清
規
式

抄
』
は
「
本
師
釈
迦
如
来
、
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
、
大
行
普
賢
菩
薩
」
を
挙
げ
る
。

＊

　
　

総そ
う

持じ

は
猶な

お
妙

み
ょ
う

薬や
く

の
ご
と
し
、
能よ

く
衆

も
ろ
も
ろの

惑わ
く

病び
ょ
うを

療り
ょ
うず

。
亦ま

た

、
天て

ん

の
甘か

ん

露ろ

の
如ご

と

し
、
服ふ

く

す
る
者も

の

は
常つ

ね

に
安あ

ん

楽ら
く

な
り
。

　
　
　

仰あ
お

ぎ
惟

お
も
ん
みれ

ば
、
三さ

ん

宝ぼ
う

、
咸

こ
と
ご
とく

証し
ょ
う知ち

を
賜た

ま
わり

た
ま
え
。

上じ
ょ
う来ら
い、

大だ
い

般は
ん

若に
ゃ

理り

趣し
ゅ

分ぶ
ん

経き
ょ
う、

大だ
い

悲ひ

円え
ん

満ま
ん

無む

礙げ

神じ
ん

呪し
ゅ

、
消

し
ょ
う

災さ
い

妙み
ょ
う

 
吉き

ち

祥じ
ょ
う神じ
ん呪し
ゅを

看か
ん

誦じ
ゅ

す
。
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

功く

徳ど
く

は
、〈
本
尊
名
〉
般は

ん

若に
ゃ

会え

上じ
ょ
うの

諸し
ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

、
及お

よ

び
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

善ぜ
ん

神じ
ん

、
一い

っ

切さ
い

護ご

法ほ
う

の
諸し

よ

天て
ん

仙せ
ん

衆し
ゅ

、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
大だ

い

小し
ょ
う神じ
ん祇ぎ

、
当と

う

山ざ
ん

〈
院い

ん

〉
土つ

地ち

合ご
う

堂ど
う

の
真し

ん

宰さ
い

に

回え

向こ
う

し
た
て
ま
つ
る
。
祈い

の

る
所と

こ
ろは

、
今き

ん

上じ
ょ
う天て
ん皇の
う聖せ
い寿じ
ゅ万ば
ん安な
ん、

十じ
っ

方ぽ
う

檀だ
ん

那な

の
福ふ

く

寿じ
ゅ

増ぞ
う

長ち
ょ
う、

山さ
ん

門も
ん

の
繁は

ん

栄え
い

、
火か

盗と
う

潜ひ
そ

か
に
消き

え
、
海か

い

衆し
ゅ

安あ
ん

穏の
ん

、
魔ま

事じ

無む

擾じ
ょ
うな

ら
ん
こ
と
を
。
十じ

っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ

切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

、
諸し

ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。

＊



170

総
持
（
＝
「
大
般
若
理
趣
分
経
」「
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
」「
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」
な
ど
の
陀
羅
尼
）
は
〔
ち
ょ
う
ど
〕
妙
な
る
素
晴

ら
し
い
薬
の
よ
う
な
も
の
で
す
。〔
こ
れ
は
〕
も
ろ
も
ろ
の
修
行
者
の
煩
悩
の
病
を
治
し
ま
す
。
ま
た
、
天
か
ら
ふ
り
そ

そ
ぐ
甘
露
の
よ
う
で
す
。
そ
の
甘
露
を
飲
む
者
は
常
に
身
も
心
も
安
ら
か
と
な
る
の
で
す
。

　
　
　
〔
仏
・
法
・
僧
の
〕
三
宝
よ
、〔
ど
う
か
、
わ
た
し
た
ち
〕
み
な
に
証さ

と
り知

を
賜あ

た

え
て
頂
け
ま
す
よ
う
に
。

こ
れ
ま
で
「
大
般
若
理
趣
分
経
」「
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
」「
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」
を
読
誦
し
ま
し
た
。〔
そ
れ
に
よ
っ
て
〕
集

め
ら
れ
た
功
徳
は
、〈
本
尊
名
〉、『
大
般
若
経
』
を
転
読
す
る
法
会
に
参
集
し
た
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
、
お
よ
び
十
六
善

神
、
全
て
の
法
を
護
る
諸
天
の
神
々
、
日
本
国
内
、
大
小
の
天
地
間
の
神
々
、
こ
の
寺
院
の
土
地
の
護
法
神
、
伽
藍
を
守
護
す

る
護
法
の
諸
天
神
な
ど
に
回
向
し
た
て
ま
つ
り
ま
す
。
祈
る
と
こ
ろ
は
、
今
上
天
皇
の
寿
命
が
長
く
安
泰
で
あ
り
、
世
界
中
の

檀
信
徒
の
福
寿
長
久
が
ま
す
ま
す
増
長
し
、
寺
院
山
内
が
ま
す
ま
す
栄
え
、
放
火
す
る
者
や
も
の
を
盗
む
者
は
ひ
そ
か
に
消
え

去
り
、〔
山
内
の
〕
僧
侶
は
み
な
安
ら
か
に
穏
や
か
で
、
悪
し
き
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
か
き
乱
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
よ

う
に
。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去･

現
在･
未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や

修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	

総
持
＝
「
梵dhārani

。
音
訳
陀
羅
尼
。
意
訳
能
持
・
総
遮
。
善
を
持
し
て
失
わ
ず
、
悪
を
持
し
て
起
こ
ら
し
め
な
い
義
で
、

念
・
定
・
慧
を
そ
の
体
と
し
て
所
観
・
所
聞
の
法
を
散
失
さ
せ
な
い
こ
と
」（『
禅
学
』p.731

）。
ま
た
「
善
を
保
持
し
て
失
わ
な
い

よ
う
に
し
、
悪
は
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
は
た
ら
き
、
の
意
。
諸
仏
の
所
説
を
た
も
っ
て
忘
失
し
な
い
こ
と
。
法
を
た
だ
し
く
た

も
ち
、
法
を
説
き
示
し
た
こ
と
ば
を
正
し
く
記
憶
す
る
こ
と
。
聞
い
た
も
の
を
憶
持
し
て
忘
れ
な
い
智
慧
力
。
す
ぐ
れ
た
記
憶
力
」

（『
中
村
』p.877

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
単
に
「
陀
羅
尼
」
の
こ
と
。
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（
2
）	

惑
病
＝
「
惑
」
は
、「
身
心
が
迷
い
混
乱
す
る
状
態
。
ま
た
は
、
そ
の
心
作
用
。
悟
り
を
妨
げ
る
す
べ
て
の
心
作
用
の
総
称
で
、

煩
悩
と
同
義
。
す
べ
て
の
迷
い
は
貪
・
瞋
・
痴
の
三
作
用
に
根
ざ
す
と
し
て
こ
れ
を
三
惑
と
い
い
、
ま
た
修
行
階
程
の
差
に
よ
っ
て

見
惑
（
法
執
等
の
観
念
的
な
迷
い
で
、
頓
に
断
ぜ
ら
れ
る
も
の
）
と
修
惑
（
生
ま
れ
な
が
ら
に
身
体
に
具
わ
っ
て
い
る
貪
瞋
痴
な
ど

の
煩
悩
で
漸
漸
に
断
ぜ
ら
れ
る
も
の
）
と
に
分
け
る
こ
と
も
あ
る
（『
禅
学
』p.1325

）」。
ま
た
「
①
煩
悩
に
同
じ
。
け
が
れ
。
迷

い
。
迷
い
の
も
と
に
な
る
も
の
。『
倶
舎
論
』
界
品
に
「
も
ろ
も
ろ
の
惑
が
世
の
人
び
と
を
こ
の
生
死
の
大
海
に
漂
わ
せ
る
」
と
あ

る
。
教
理
的
に
限
定
さ
れ
る
場
合
は
、
十
二
因
縁
の
う
ち
の
愛
と
取
、
あ
る
い
は
愛
が
惑
で
あ
る
。
②
（
特
に
知
的
障
害
に
対
し

て
）
情
的
も
し
く
は
道
徳
的
面
で
の
障
害
。
③
（
修
行
に
よ
っ
て
）
対
治
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
す
な
わ
ち
煩
悩
を
さ
す
。
意
を
と
っ

て
「
惑
」
と
訳
し
た
。
④
欠
点
。
過
失
」（『
中
村
』p.1468

）
と
あ
り
、
煩
悩
の
意
。
し
た
が
っ
て
、「
惑
病
」
と
は
「
煩
悩
の

病
」
と
解
し
た
。

（
3
）	

甘
露
＝
「
梵am

ṛta
。
巴am

ata

。
音
訳
阿
密
理
多
。
意
訳
不
死
・
天
酒
・
仏
教
以
前
の
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
か
ら
、
諸
天
（
神
神
）

の
飲
料
と
し
て
の
ソ
ー
マ
酒
（som

a

）
を
甘
露
と
し
、
こ
れ
を
飲
め
ば
不
死
を
得
る
と
さ
れ
た
の
で
、
天
酒
と
も
い
う
。
後
に
は
、

こ
れ
を
譬
喩
化
・
精
神
化
し
て
、
不
死
涅
槃
の
理
想
境
を
い
う
よ
う
に
も
な
り
、
仏
教
で
も
主
と
し
て
涅
槃
の
こ
と
を
甘
露
と
い
っ

た
。
甘
露
の
法
門
と
は
涅
槃
へ
の
法
門
・
説
法
で
あ
り
、
こ
の
法
門
を
慈
雨
に
た
と
え
て
甘
露
の
法
雨
と
い
う
」（『
禅
学
』p.191

）。

ま
た
「
①
巴am
ata

梵am
ṛta

の
漢
訳
。
神
々
（
諸
天
）
の
常
用
と
す
る
飲
料
。
こ
れ
を
飲
む
と
不
老
不
死
に
な
る
と
い
う
。
神

薬
。
不
老
の
霊
薬
。
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
ソ
ー
マ
（
梵som

a

）
酒
の
こ
と
を
い
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
味
が
密
の
よ
う
に
甘
い
と
い
わ
れ

る
こ
と
か
ら
甘
露
と
い
い
、
陶
然
と
さ
せ
る
美
味
な
も
の
に
対
し
て
も
用
い
、
酒
の
こ
と
を
も
い
う
。
天
の
酒
。
天
か
ら
降
る
甘
い

露
と
も
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
天
上
の
不
死
の
霊
薬
。
神
々
の
飲
む
酒
。
飲
め
ば
不
死
を
得
、
光
と
な
り
、
神
と
な
る
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
観
念
は
仏
教
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
て
、
忉
利
天
の
甘
い
霊
液
と
み
な
さ
れ
た
。
苦
悩
を
い
や
し
、
長
命
な
ら
し
め
、
死

者
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
と
い
う
。
最
高
の
滋
味
に
喩
え
る
。
②
味
は
甘
く
、
飲
む
と
死
ぬ
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

仏
の
教
え
に
喩
え
る
。
③
原
語
、
梵am

ṛta

は
死
せ
ざ
る
、
の
意
で
あ
る
か
ら
不
死
・
永
遠
の
生
を
意
味
し
た
。
④
最
大
の
境
地
。

さ
と
り
。
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
同
じ
。
ま
こ
と
の
み
ち
。
⑤
渇
し
た
時
に
や
っ
と
手
に
入
っ
た
水
の
こ
と
」（『
中
村
』p.185

）。
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（
4
）	

安
楽
＝
「
身
安
ら
か
で
あ
り
心
喜
ば
し
い
こ
と
」（『
禅
学
』p.17

）。

（
5
）	

仰
惟
三
宝
、
咸
賜
証
知
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
1
）「
仰
惟
三
宝　

咸
賜
証
知
」
条
を
参
照
。

（
6
）	

看
誦
＝
諸
辞
書
に
見
え
な
い
。
し
か
し
、
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
校
注
（
二
）
に
依
れ
ば
、「
上
来
諷
誦
」
を
、『
臨
済
宗
勤
行
聖

典
』「
午
課
諷
経
」『
小
叢
林
略
清
規
』
は
「
看
誦
」
に
作
り
、「
江
湖
法
式
梵
唄
抄
」
は
「
諷
」
と
「
看
」
を
併
記
す
る
。」
と
あ
り
、

「
看
誦
」
も
「
諷
誦
」
と
同
意
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、「
諷
誦
」
は
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
12
）
を
参
照
。

（
7
）	

大
般
若
理
趣
分
経
＝
「
理
趣
」
と
し
て
、「
一
巻
。
唐
、
玄
奘
訳
。
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
五
七
八
巻
に
当
り
、「
般

若
理
趣
分
と
も
い
い
、
単
行
書
と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
仏
は
欲
界
の
頂
、
他
化
自
在
天
王
宮
中
の
大
宝
殿
裡
に
あ
っ
て
、
金
剛

手
菩
薩
・
観
自
在
菩
薩
・
虚
空
蔵
菩
薩
・
金
剛
拳
菩
薩
・
妙
吉
祥
菩
薩
・
大
空
蔵
菩
薩
・
発
心
即
転
法
輪
菩
薩
・
摧
伏
一
切
魔
苑
菩

薩
等
の
諸
菩
薩
を
中
心
に
し
て
、
八
百
万
の
菩
薩
衆
の
た
め
に
甚
深
微
妙
般
若
の
理
趣
清
浄
の
法
門
を
説
い
た
と
さ
れ
る
。
大
般
若

会
に
際
し
、
導
師
は
特
に
こ
の
一
巻
を
読
誦
す
る
」（『
禅
学
』p.1265

）
と
あ
る
。

（
８
）	

般
若
会
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
注
（
18
）「
般
若
会
」
条
を
参
照
。

（
９
）	

十
六
善
神
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
注
（
19
）「
十
六
善
神
」
条
を
参
照
。

（
10
）	

仙
衆
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
10
）「
仙
衆
」
条
を
参
照
。

（
11
）	

神
祇
＝
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
12
）「
神
祇
」
条
を
参
照
。

（
12
）	

土
地
合
堂
真
宰
＝
「
真
宰
」
は
、「
真
実
主
宰
の
義
。
護
法
の
諸
天
善
神
を
い
う
」（『
禅
学
』p.611

）
と
あ
り
、「
合
堂
真
宰
」

は
「
諸
堂
伽
藍
を
守
る
諸
天
・
善
神
の
こ
と
」
と
解
す
る
。
ま
た
、「
土
地
堂
諷
経
回
向
」（（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
月
分

行
事
」p.145

～150

）
に
「
当
山
土
地
、
護
法
善
神
、
守
護
伽
藍
、
合
堂
真
宰
。（
当と

う

山ざ
ん

土つ

地ち

の
護ご

法ほ
う

の
善ぜ

ん

神じ
ん

、
伽が

藍ら
ん

を
守し

ゅ

護ご

す
る

合ご
う

堂ど
う

の
真し

ん

宰さ
い

。）」
と
あ
り
、
こ
れ
を
略
し
て
「
土
地
合
堂
真
宰
」
と
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、「
土
地
合
堂
真

宰
」
は
「
土
地
の
護
法
善
神
、
伽
藍
を
守
護
す
る
護
法
の
諸
天
善
神
」
と
解
し
た
。

（
13
）	

聖
寿
万
安
＝
本
稿
「
祝
聖
諷
経
回
向
」
の
注
（
17
）「
聖
寿
万
安
」
条
を
参
照
。

（
14
）	

檀
那
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
19
）「
大
檀
那
」
条
を
参
照
。
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（
15
）	

福
寿
＝
「
福
徳
と
寿
命
。
禅
門
で
は
現
今
、
朝
課
の
仏
殿
諷
経
な
ど
で
、
檀
信
徒
の
福
寿
長
久
な
ら
ん
こ
と
を
祈
念
す
る
」（『
禅

学
』p.1064

）。

（
16
）	

山
門
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
23
）「
山
門
」
条
を
参
照
。

（
17
）	
火
盗
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
40
）「
火
盗
」
条
を
参
照
。

（
18
）	
海
衆
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
24
）「
海
衆
」
条
を
参
照
。

（
19
）	

安
穏
＝
「
身
心
と
も
に
安
ら
か
で
穏
や
か
な
る
こ
と
」（『
禅
学
』p.16

）。

（
20
）	

魔
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
42
）「
魔
」
条
を
参
照
。

（
21
）	

無
擾
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
11
）「
無
擾
」
条
を
参
照
。

（
22
）	

十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
3
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。

修 

正 

満 

散 

会 

回 

向（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
行
事
」p.189

～197

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一･

「
諸
回
向
之
部
」T81-630a

～

630b

・「
善
通
寺
本
」
巻
一
・
十
二
丁
表
～
十
三
丁
裏
、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
第
六
回
向
文
」T81-714c

～715a

・

「
禅
文
化
本
」p.172

～174

／p.312b

～313a
、「
江
湖
法
式
梵
唄
抄
」p.167

～170

、『
諸
回
向
清
規
式
抄
』「
年
中
行

事
」p.52

～54

「
修
正
満
散
会
回
向
」
一
〈
江
湖
法
式
梵
唄
抄
〉・p.55

～56

「
修
正
満
散
会
回
向
」
二
〈
臨
済
宗
衲
覩
〉・

p56

～58

「
修
正
満
散
会
回
向
」
三
が
見
え
る
。）

　

大
日
本
国
（
県
市
町
）〈
某
〉
山
〈
某
〉
寺（
二
）住
（
（
（

持
比

（
（
（

丘（
三
）（
住
持
道

（
（
（

号
）（
四
）茲
者
伏
値
、
元

（
（
（

正
啓
祚
、
四

（
（
（

序
循
環
之
初
。
謹
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集
合

（
（
（

山
〈
院
〉
清
衆
、
自
正
月
初
一
日
、
逐

（
（
（

日
看

（
（
（

閲（
五
）。
大

（
（
（

般
若
波
羅
蜜
多
経
、
観
音
普
門
品
、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
消

災
妙
吉
祥
神
呪（
六
）。
今
当
満

（
（1
（

散
同
音
諷
誦（
七
）。〈
経
名
〉（
八
）所
集
功
徳
回
向（
九
）。〈
本
尊
名
〉（
一
〇
）、
次
伸
祝

（
（1
（

貢（
一
一
）。
大

（
（1
（

功
徳
尊
天
、
大

（
（1
（

弁
才
尊
天
、
大

（
（1
（

梵
尊
天
、
帝

（
（1
（

釈
尊
天
、
東

（
（1
（

方
持
国
天
王
、
南

（
（1
（

方
増
長
天
王
、
西

（
（1
（

方
広
目
天
王
、
北

（
（1
（

方
多
聞
天
王
、

堅
（
（2
（

牢
地
神
尊
天
、
韋

（
（2
（

駄
尊
天
、
摩

（
（2
（

利
支
尊
天
、
日

（
（2
（

月
両
宮
天
子
、
天

（
（2
（

界
列

（
（2
（

位
一
切
聖

（
（2
（

衆
。
地

（
（2
（

界
水
界
大
小
明
霊（
一
二
）（
一
三
）。
南

（
（2
（

方
火
徳
星
君
、
火

（
（2
（

部
聖
衆（
一
四
）。
今
上
天
皇
本

（
（3
（

命
元
辰（
一
五
）。
大

（
（3
（

檀
那
本
命
元
辰（
一
六
）。
現
前
一
衆
各
々
本
命
元
辰
、
吉

（
（3
（

凶
星

（
（3
（

斗（
一
七
）。（
当
山
鎮

（
（3
（

守
名
）（
一
八
）総
日
本
国
内
、
大
小
福
徳
、
一
切
神
祇
、
当
坊
此
境
旺

（
（3
（

化
霊
神
、
厨

（
（3
（

司
監
斎
使
者
、
主

（
（3
（

湯
火
神

祇
、
修

（
（3
（

造
方

（
（3
（

隅
禁

（
（4
（

忌
神

（
（4
（

将
、
尽
祈
祷
会
上
無
辺
霊

（
（4
（

貺
、
憑
茲
善

（
（4
（

利
普
用
回

（
（4
（

厳
、
専
願（
一
九
）。
仏
法
興
隆
、
信

（
（4
（

心
倍
増
、
四

（
（4
（

海
安

穏
、
五

（
（4
（

穀
豊
登
、
諸
難
不
起
、
諸
病
悉
除
、
次
祈
。
山

（
（4
（

門
鎮
静
、
火

（
（4
（

盗
潜
消
、
現
前
一
衆
、
修

（
（5
（

行
有
慶
、
進
道
無
魔

（
（5
（

、
般

（
（5
（

若
智

以
現
前
、
菩
提
心
而
不
退
、
四

（
（5
（

恩
総
報
、
三

（
（5
（

有
徧
資
、
法

（
（5
（

界
群

（
（5
（

生
同
円
種

（
（5
（

智
。
十

（
（5
（

方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩

訶
般
若
波
羅
蜜（
二
〇
）。

（
一
）
修
正
満
散
会
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
修
正
満マ

ン

散サ
ン

諷
経
」
に
作
り
ル
ビ
を
振
る
。
ま
た
『
小
叢
林

略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
修
正
満
散
回
向
」
に
作
り
、「
禅
文
化
本
」
は
枠
外
上
部
、
ま
た
「
大
正
本
」
は
「
修
正
満
散
回

向
」
に
続
い
て
「
正
月
三
日
」
に
作
る
。　
（
二
）（
県
市
町
）
…
〈
某
〉
寺
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「〈
某
州

某
山
某
寺
」、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「〈
某
〉
州
〈
某
〉
山
〈
某
〉
寺
」
に
作
る
。　
（
三
）
寺
住
持
比
丘
＝

『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
守シ

ュ

塔タ
ウ

比ビ

丘キ
ウ

」
に
作
り
ル
ビ
を
振
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は

「
寺ズ

住ジ

持ジ

比ビ

丘キ
ウ

」
と
振
る
。　
（
四
）（
住
持
道
号
）
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大

正
本
）
は
「〈
某
諱
〉」
に
作
る
。　
（
五
）
茲
者
伏
値
…
逐
日
看
閲
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
茲ズ

者シ
ヤ

伏フ

値ヂ

、
元ゲ

ン

正シ
ン

啓キ
イ

祚ソ

、
四ス

序ジ

循
ジ
ユ
ン

環バ
ン

之シ

初ス

。
謹
集
合
〈
山
・
院
〉
清
衆
、
自
於
正
月
初
一
日
、
逐
日
看
閲
」
と
作
り
ル
ビ
を
振
る
。
ま
た
、『
小
叢
林
略
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清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
茲ズ

者シ
ヤ

伏フ

値ヂ

、
元ゲ

ン

正シ
ン

啓キ
イ

祚ソ

、
四ス

序ジ

循
ジ
ユ
ン

環ワ
ン

之シ

初ス

。
謹
集
合ア

〈
山
・
院
〉
清
衆
、
自ズ

正シ
ン

月ゲ

初シ

一イ

日ジ

、
逐チ

日ジ

看カ
ン

閲エ

」
に
作
り
ル
ビ
を
振
る
。　
（
六
）
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
…
消
災
妙
吉
祥
神
呪
＝
「
修
正
会
」
で
は
こ
れ
ら
の
お
経
を
読
誦
す
る
た

め
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。
な
お
、『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
と
同
じ
く
『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』「
江
湖
法
式
梵
唄
抄
」
も

「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
、
観
音
普
門
品
、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、『
諸
回
向
清
規
式
』（
善

通
寺
本
・
大
正
本
）
は
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
、
観
音
普
門
品
、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
消
〈
災
〉
妙
吉
祥
神
呪
」
に
作
り
、『
小
叢
林

略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
大゙
般ホ

若ジ
ヤ

波ホ

羅ロ

蜜ミ

多ト

経キ
ン

、
観
音イ

ン

普
門
品ヒ

ン

、
大゙
悲
円
満モ

ン

無
礙
神
呪
、
消
〈
災
〉
妙
吉
祥
神
呪
」
と
振
り
、「
大
正

本
」
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
大
」
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
い
。　
（
七
）
今
当
満
散
同
音
諷
誦
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大

正
本
）
は
「
今キ

ン

当タ
ウ

満モ
ン

散サ
ン

同ヅ
ン

音イ
ン

諷フ
ン

誦ズ

」
と
振
る
。　
（
八
）〈
経
名
〉
＝
『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』「
江

湖
法
式
梵
唄
抄
」
は
「
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
、
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」
を
挙
げ
る
。
ま
た
、『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
は

「
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
、
消
〈
災
〉
妙
吉
祥
神
呪
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
大゙
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
、

消
〈
災
〉
妙
吉
祥
神
呪
」
と
振
り
、「
大
正
本
」
は
「
大
」
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
い
。　
（
九
）
所
集
功
徳
回
向
＝
こ
れ
に
続
い
て

『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
は
「
仏
果
菩
提
」
を
作
る
。
ま
た
『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
仏ブ

果コ

菩ブ

提ヂ

」
と
振
る
。　
（
一
〇
）〈
本
尊
名
〉
＝
『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
は
「
本
師
釈
迦
如
来
、
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
、
大
行
普
賢
菩
薩
、
般
若

会
上
諸
尊
菩
薩
、
及
十
六
善
神
」
を
挙
げ
、『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
は
「
本
師
釈
迦
如
来
、
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
、
大
行

普
賢
菩
薩
」
を
挙
げ
る
。
ま
た
、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
本
師ス

釈シ

迦キ
ヤ

如ジ

来ラ
イ

、
大゙
聖シ

ン

文ブ
ン

殊ジ

師ス

利リ

菩ブ

薩サ

、
大゙
行ア

ン

普
賢エ

ン

菩ブ

薩サ

」
と

振
り
、「
大
正
本
」
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
大
」
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
い
。　
（
一
一
）
次
伸
祝
貢
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化

本
・
大
正
本
）
は
「
次ス

伸シ
ン

祝シ
ウ

貢ク
ン

」
と
振
る
。　
（
一
二
）
大
功
徳
尊
天
…
地
界
水
界
大
小
明
霊
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は

「
大゙
功ク

ン

徳テ

尊
天
、
大゙
弁ベ

ン

才ザ
イ

尊
天
、
大゙
梵バ

ン

尊
天
、
帝チ

釈シ

尊
天
、
東ツ

ン

方゚
持ヂ

国ク

天
王ヤ

ウ

、
南ナ

ン

方゚
増ズ

ン

長゛
チ
ヤ
ウ天

王ヤ
ウ

、
西シ

イ

方
広
目モ

天
王ヤ

ウ

、
北ホ

方
多ト

聞ブ
ン

天
王ヤ

ウ

、
堅ケ

ン

牢ラ
ウ

地ヂ

神
尊
天
、
韋イ

駄ド

尊
天
、
摩モ

利リ

支シ

尊
天
、
日ジ

月ゲ

両シ
ウ

宮キ
ウ

天
子ス

、
天
界カ

イ

列レ

位イ

一イ

切シ
イ

聖シ
ン

衆シ
ウ

。
地゙
界
水ス

イ

界
大゙
小
明ミ

ン

霊リ
ン

」
と
振
り
、「
大
正
本
」
も

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
大･

地
」
の
濁
点
（゙
）、「
方
」
の
半
濁
音
（゚
）
の
指
示
が
な
い
。　
（
一
三
）
地
界
水
界
大
小
明
霊
＝
こ
れ
に
続
い

て
、『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
は
「
今
年
歳
分
主
執
陰
陽
権
衡
造
化
賞
善
罰
〈
悪
〉
一
切
聡
明
。」
が
見
え
る
。
な
お
、『
小
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叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
今ネ

ン

年
歳ス

イ

分ジ

主シ
ユ

執シ

陰イ
ン

陽ヤ
ウ

権ケ
ン

衡ア
ン

造ザ
ウ

化ク
ワ

賞シ
ヨ
ウ善ゼ
ン罰ボ

〈
悪ア

〉
一
切
聡ス

ン

明ミ
ン

。」
と
振
る
。　
（
一
四
）
南
方

火
徳
星
君
…
火
部
聖
衆
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
は
「
南
方
〈
火
〉
徳
星
君
〈
火
〉
部
聖
衆
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清

規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
南
方
〈
火コ

〉
徳テ

星シ
ン

君キ
ン

〈
火コ

〉
部ブ

聖シ
ン

衆シ
ウ

」
と
振
る
。　
（
一
五
）
今
上
天
皇
本
命
元
辰
＝
『
諸
回
向
清
規

式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
今
上
皇
帝
本
命
元
辰
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』

（
禅
文
化
本
）
は
「
今キ

ン

上゙
皇ワ

ウ

帝チ
イ

本
命ミ

ン

元
辰
」
と
振
り
、「
大
正
本
」
は
「
上
」
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
い
。　
（
一
六
）
大
檀
那
本
命
元

辰
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
大
檀
那
〈
某
支
干
〉
当
生
本
命
元

辰
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
大
檀
那
〈
某
支
干
〉
当タ

ウ

生サ
ン

本
命
元
辰
」
と
振
る
。　
（
一
七
）
現
前
一

衆
各
々
本
命
元
辰
…
吉
凶
星
斗
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
現
前

一
衆
各
各
本
命
元
辰
、
吉
〈
凶
〉
星
斗
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・
大
正
本
）
は
「
現エ

ン

前
一イ

衆シ
ウ

各カ

各カ

本
命
元
辰
、
吉キ

〈
凶ヒ

ヨ
ウ〉

星シ
ン

斗チ
ウ

」
と
振
る
。　
（
一
八
）（
当
山
鎮
守
名
）
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
・
大
正
本
）『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
・

大
正
本
）
は
「
日
本
国
伊
勢
太
神
宮
、
八
幡
大
菩
薩
、
賀
茂
下
上
大
明
神
、
松
尾
大
明
神
、
平
野
大
明
神
、 

稲
荷
大
明
神
、
春
日
大
明
神
、

日
吉
山
王
、
衹
園
牛
頭
天
王
、
北
野
天
満
大
自
在
天
神
、
御
霊
八
所
大
明
神
」
を
挙
げ
る
。
な
お
、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は

「
日ジ

本
国ク

伊イ

勢シ
イ

太ダ

神
宮キ

ウ

、
八ハ

幡バ
ン

大゙
菩ブ

薩サ

、
賀ヲ

茂モ

下ア

上゙
大゙
明ミ

ン

神゙
、
松ス

ン

尾ビ

大゙
明ミ

ン

神゙
、
平ビ

ン

野ヤ

大゙
明
神゙
、
稲タ

ウ

荷ヲ

大
明
神
、
春シ

ン

日ジ

大
明
神
、
日ジ

吉キ

山サ
ン

王ヤ
ウ

、

衹ニ

園エ
ン

牛ユ
ウ

頭テ
ウ

天
王ヤ

ウ

、
北ホ

野ヤ

天
満モ

ン

大゙
自ズ

在ザ
イ

天
神゙
、
御ニ

霊リ
ン

八ハ

所ス

大゙
明ミ

ン

神゙
」
と
振
り
、「
大
正
本
」
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
大･

上
・
神
」
の
濁
点

（゙
）
の
指
示
が
な
い
。　
（
一
九
）
総
日
本
国
内
…
専
願
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
）
は
、「
総
日
本
国
内
、
大
小
福
徳
、
一
切

神
祇
、
当タ

ウ

坊バ
ウ

此ス

境キ
ン

旺ヨ
ウ

化ク
ワ

霊リ
ン

神シ
ン

、
厨ヅ

司ス

監カ
ン  

斎
サ
イ（
シ
イ
）

 

使ス

者シ
ヤ

、
主

シ
ユ（
ス
）

 
湯タ

ウ

〈
火コ

〉
神
祇
。
修
造
方
隅
禁
忌
神
将
、
尽
祈
祷
会
上
無
辺
霊
貺
、
憑
茲
善
利

普
用
回
厳
、
専
願
。」
と
振
り
、「
大
正
本
」
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、「
斎

サ
イ（
シ
イ
）」

は
「
斎サ

イ

」、「
主

シ
ユ（
ス
）」

は
「
主シ

ユ

」
と
振
る
。
ま
た
、『
小
叢
林
略

清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
総ス

ン

日゛
シ

本
国ク

内ヌ
イ

、
大゙
小
福フ

徳テ

、
一イ

切シ
イ

神゙
祇ニ

、
当タ

ウ

坊バ
ウ

此ス

境キ
ン

旺ヨ
ウ

化ク
ワ

霊リ
ン

神゙
、
厨ツ

司ス

監カ
ン

斎シ
イ

使ス

者シ
ャ

、
主ス

湯タ
ウ

〈
火コ

〉
神
祇
。
修シ

ユ

造ザ
ウ

方
隅ニ

禁キ
ン

忌キ

神゙
将シ

ヤ
ウ、

尽
゛
シ
ン

祈キ

祷ト
ウ

会ウ
イ

上゙
無ブ

辺ヘ
ン

霊リ
ン

貺ヒ
ヨ
ウ、

憑ヒ
ン

茲ズ

善セ
ン

利リ

普フ

用イ
ウ

回ウ
イ

厳子
ン

、
専セ

ン

願ゲ
ン

。」
と
振
り
、「
大
正
本
」
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、「
大
・

神
・
上
」
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
く
、「
日゛

シ

」
は
「
日シ

」、「〈
火コ

〉」
は
「〈
火ロ

〉」、「
尽
゛

」
シ
ン

は
「
尽

゛
シ
ン

」、「
厳子

ン

」
は
「
厳ネ

ン

」
に
作
る
。　

（
二
〇
）
仏
法
興
隆
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
）
は
「
革カ

故ク

鼎チ
ン

新シ
ン

、
以イ

往ヨ
ウ

風フ

調テ
ウ

雨ウ

順ジ
ュ
ン、

国ク

泰タ
イ

民ミ
ン

安ア
ン

、
寰ワ

ン

中シ
ュ
ン無ブ
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兵ヒ
ン

革カ

之シ

憂ユ
ウ

、
天テ

ン

下ア

免メ
ン

疫イ

病ヒ
ン

之シ

厄ヤ

、
次ス

祈キ

。〈
某
〉
門
鎮
静
、
海
衆
咸
安
、
大
檀
那
家キ

ヤ

門
吉
利
、
善
根
増
長゙
、〈
災サ

イ

〉
禍ク

ワ

不フ

生サ
ン

、
三サ

ン

有イ
ウ

四ス

恩イ
ン

、

均キ
ン  

蒙
ム
ン（
モ
ウ
）

 

利リ

益イ

者シ
ャ

。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
〈
云
云
〉」
に
作
り
ル
ビ
を
振
る
。「
大
正
本
」
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
長
」

上
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
い
。 

ま
た
、『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
革カ

故ク

鼎チ

新シ
ン

、
以イ

往ヨ
ウ

風フ
ン

調テ
ウ

雨イ
ユ

順ジ
ュ
ン、

国ク

泰タ
イ

民ミ
ン

安ア
ン

、
寰ワ

ン

中シ
ュ
ン無ブ

兵ヒ
ン

革カ

之シ

憂ユ
ウ

、
天
下ア

免メ
ン

疫イ

病ビ
ン

之シ

厄ヤ

、
次ス

祈キ

。〈
某
〉
門
鎮シ

ン

静ヂ
ン

、
海カ

イ

衆シ
ュ

咸ア
ン

安ア
ン

、
大゙
檀゙
那ノ

家キ
ヤ

門
吉キ

利リ

、
善゙
根ケ

ン

増ズ
ン

長
、〈
災
〉
禍
不
生サ

ン

、
三
有イ

ウ

四ス

恩イ
ン

、

均ギ
ン

蒙ム
ン

利リ

益イ

者シ
ャ

。
十
方
〈
云
云
〉」
に
作
り
ル
ビ
を
振
る
。「
大
正
本
」
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
大
・
檀･

善
」
の
濁
点
（゙
）
の
指
示
が
な
い
。

＊

大だ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

（
県
市
町
）〈
某
〉
山さ

ん

〈
某
〉
寺じ

住じ
ゅ
う持じ

比び

丘く

（
住
持
道
号
）、
茲こ

こ

に
伏ふ

し
て
、
元が

ん

正し
ょ
う啓け
い祚そ

、
四し

序
じ
ょ

循
じ
ゅ
ん

環か
ん

の
初は

じ

め
に
値あ

う
。

謹つ
つ
しん

で
合が

っ

山さ
ん

〈
院い

ん

〉
の
清せ

い

衆し
ゅ

を
集あ

つ

め
、
正

し
ょ
う

月が
つ

初し
ょ

一い
ち

日に
ち

よ
り
逐ち

く

日に
ち

、
大だ

い

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み

多た

経き
ょ
う、

観か
ん

音の
ん

普ふ

門も
ん

品ぼ
ん

、
大だ

い

悲ひ

円え
ん

満ま
ん

無む

礙げ

神じ
ん

呪し
ゅ

、

消し
ょ
う

 

災さ
い

妙み
ょ
う

 

吉き
ち

祥じ
ょ
う神じ
ん呪し
ゅを

看か
ん

閲え
つ

し
、
今い

ま

満ま
ん

散さ
ん

に
当あ

た

っ
て
同ど

う

音お
ん

に
〈
経
名
〉
を
諷ふ

誦じ
ゅ

す
。
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

功く

徳ど
く

は
〈
本
尊
名
〉、
に
回え

向こ
う

し
た
て
ま
つ
る
。
次つ

ぎ

に
伸の

ぶ
る
は
、
大だ

い

功く

徳ど
く

尊そ
ん

天て
ん

、
大だ

い

弁べ
ん

才ざ
い

尊そ
ん

天て
ん

、
大だ

い

梵ぼ
ん

尊そ
ん

天て
ん

、
帝た

い

釈し
ゃ
く尊そ
ん天て
ん、

東と
う

方ほ
う

持じ

国こ
く

天て
ん

王の
う

、
南な

ん

方ぽ
う

増ぞ
う

長ち
ょ
う

天て
ん

王の
う

、
西さ

い

方ほ
う

広こ
う

目も
く

天て
ん

王の
う

、
北ほ

っ

方ぽ
う

多た

聞も
ん

天て
ん

王の
う

、
堅け

ん

牢ろ
う

地じ

神し
ん

尊そ
ん

天て
ん

、
韋い

駄だ

尊そ
ん

天て
ん

、
摩ま

利り

支し

尊そ
ん

天て
ん

、
日に

ち

月が
つ

両り
ょ
う宮ぐ
う天て
ん子し

、
天て

ん

界か
い

の
列れ

つ

位い

、

一い
っ

切さ
い

の
聖せ

い

衆し
ゅ

、
地ち

界か
い

水す
い

界か
い

の
大だ

い

小し
ょ
うの

明
み
ょ
う

霊れ
い

、
南な

ん

方ぽ
う

火か

徳と
く

星せ
い

君く
ん

、
火か

部ぶ

聖
し
ょ
う

衆し
ゅ

、
今き

ん

上じ
ょ
う天て
ん皇の
うの

本ほ
ん

命め
い

元げ
ん

辰し
ん

、
大だ

い

檀だ
ん

那な

の
本ほ

ん

命め
い

元げ
ん

辰し
ん

、

現げ
ん

前ぜ
ん

の
一い

つ

衆し
ゅ

各か
く

々か
く

の
本ほ

ん

命め
い

元げ
ん

辰し
ん

、
吉き

っ

凶き
ょ
うの

星せ
い

斗と

（
当
山
鎮
守
名
）、
総そ

う

じ
て
は
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

大だ
い

小し
ょ
う福ふ
く徳と
く、

一い
っ

切さ
い

神じ
ん

祇ぎ

、
当と

う

坊ぼ
う

の
此こ

の

境き
ょ
うに

旺お
う

化け

す
る
霊れ

い

神し
ん

、
厨ず

司す

の
監か

ん

斎さ
い

使し

者し
ゃ

、
湯と

う

火か

を
主つ

か
さど

る
神じ

ん

祇ぎ

、
方ほ

う

隅ぐ
う

を
修

し
ゅ
う

造ぞ
う

す
る
禁き

ん

忌き

の
神し

ん

将し
ょ
う、

尽
こ
と
ご
とく

祈き

祷と
う

会え

上じ
ょ
うの

無む

辺へ
ん

の
霊れ

い

貺き
ょ
うに

祝
し
ゅ
く

貢こ
う

す
。
茲こ

の
善ぜ

ん

利り

に
憑よ

っ
て
普あ

ま
ねく

用も
ち

い
て
回え

厳ご
ん

す
。
専も

っ
ぱら

願ね
が

わ
く
ば
、
仏ぶ

っ

法ぽ
う

は
興こ

う

隆り
ゅ
うし

、
信し

ん

心じ
ん

は
倍ば

い

増ぞ
う

し
、
四し

海か
い

は
安あ

ん

穏の
ん

に
、
五ご

穀こ
く

豊ゆ
た

か
に
登み

の

り
、
諸し

ょ

難な
ん

は
起お

こ

ら
ず
、
諸し

ょ

病び
ょ
うは

悉
こ
と
ご
とく

除の
ぞ

か
ん
こ
と
を
。
次つ

ぎ

に
祈い

の

る
ら
く
は
、
山さ

ん

門も
ん

鎮ち
ん

静じ
ょ
う、

火か

盗と
う

潜ひ
そ

か
に
消き

え
、
現げ

ん

前ぜ
ん

の
一い

っ

衆し
ゅ

は
、
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うに

慶け
い

有あ

り
、
道み

ち

に
進す

す

む
に
魔ま

無な

く
、
般は

ん

若に
ゃ

の
智ち

は
以も

っ

て
現げ

ん

前ぜ
ん

し
、
菩ぼ

提だ
い

の
心し

ん

は
而し

か

も
退し

り
ぞか

ず
、
四し

恩お
ん

総す

べ
て
報む

く

い
、
三さ

ん

有ぬ

徧あ
ま
ねく

資た
す

け
、
法ほ

っ

界か
い

の
群ぐ

ん

生じ
ょ
うと

同お
な

じ
く
種し

ゅ

智ち

を
円ま

ど

か
に
せ
ん
こ
と
を
。
十じ

っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ

切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

、
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諸し
ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。

＊

大
日
本
国
（
県
市
町
）〈
某
〉
山
〈
某
〉
寺
に
住
持
す
る
比そ

う
り
ょ丘

（
住
持
道
号
）、
こ
こ
に
元
旦
の
慶
福
を
啓
き
、
四
季
の
移
り
か
わ

り
の
初
め
〔
で
あ
る
初
春
〕
を
迎
え
ま
し
た
。
謹
ん
で
こ
の
お
寺
に
住
む
す
べ
て
の
修
行
僧
を
集
め
て
、
正
月
一
日
か
ら
毎
日

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』「
観
音
普
門
品
」「
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
」「
消
災
妙
吉
祥
神
呪
」
を
〔
つ
ぶ
さ
に
転
読
〕
読
誦
し
、
今

〔
三
日
間
に
渡
る
〕
法
会
を
満
了
す
る
に
あ
た
っ
て
、
声
を
共
に
し
て
〈
経
名
〉
を
読
誦
し
ま
し
た
。〔
そ
れ
に
よ
っ
て
〕
集
め

ら
れ
た
功
徳
は
、〈
本
尊
名
〉
に
振
り
向
け
た
て
ま
つ
り
ま
す
。
次
に
思
い
明
ら
か
に
し
ま
す
と
、
大
功
徳
尊
天
、
大
弁
才
尊

天
、
大
梵
尊
天
、
帝
釈
尊
天
、
東
方
持
国
天
王
、
南
方
増
長
天
王
、
西
方
広
目
天
王
、
北
方
多
聞
天
王
、
堅
牢
地
神
尊
天
、
韋

駄
尊
天
、
摩
利
支
尊
天
、
日に

っ

天て
ん

子し

・
月が

っ

天て
ん

子し

、
天
界
の
列
位
、
全
て
の
聖

し
ょ
う

衆し
ゅ

、
地
界
水
界
の
大
小
す
べ
て
の
精
霊
た
ち
、
南
方

火
星
君
、〔
南
方
火
徳
聖
君
の
眷
属
で
あ
る
〕
火
部
星
衆
、
今
上
天
皇
の
生
ま
れ
年
に
あ
た
る
主
星
、
大
檀
那
の
生
ま
れ
年
に

あ
た
る
主
星
、
目
の
前
の
〔
一
寺
院
内
〕
全
て
の
僧
侶
そ
れ
ぞ
れ
の
生
ま
れ
年
に
あ
た
る
主
星
、
吉
凶
の
星
、（
当
山
鎮
守
名
）、

総
じ
て
は
日
本
国
内
、
大
小
の
福
徳
の
〔
功
徳
を
も
た
ら
す
〕
一
切
の
天
地
間
の
神
々
、
こ
の
寺
院
の
こ
の
場
所
に
旺
化
す
る

神
々
、
庫
裡
に
お
祀
り
し
て
い
る
監
斎
使
者
、
湯
火
を
司
り
〔
守
護
す
る
〕
神
々
、〔
寺
院
の
東
西
南
北
〕
四
方
の
建
物
を
修

理
し
造
営
す
る
〔
日
月
・
方
位
な
ど
さ
わ
り
あ
る
も
の
と
し
て
忌
み
嫌
う
〕
禁
忌
の
〔
善
神
悪
神
〕
も
ろ
も
ろ
の
神
々
、
こ
の

祈
祷
法
要
上
に
あ
る
広
大
無
辺
な
る
神
仏
の
加
護
に
供
物
を
献
げ
て
祈
り
ま
す
。
こ
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、
広
く
回
向
し
て
厳
か

に
整
え
ま
す
。
専
ら
願
う
と
こ
ろ
は
、
仏
法
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、〔
仏
法
を
〕
信
じ
る
心
は
倍
増
し
、
世
の
中
は
安
ら

か
で
穏
や
か
に
、〔
米
・
麦
・
キ
ビ
・
ア
ワ
・
豆
の
〕
五
穀
〔
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
農
作
物
〕
は
豊
か
に
実
り
、
諸
も
ろ

の
災
難
は
起
こ
る
こ
と
が
な
く
、
諸
も
ろ
の
病
は
す
べ
て
取
り
除
か
れ
ま
す
よ
う
に
。
次
に
願
う
こ
と
は
、
山
〈
院
〉
門
内
は
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平
静
に
、
放
火
す
る
者
や
も
の
を
盗
む
者
は
ひ
そ
か
に
消
え
去
り
、
目
の
前
の
全
て
の
修
行
者
は
、
修
行
に
当
た
っ
て
は
慶よ

ろ
こば

し
い
功
徳
が
有
り
、
仏
道
に
進
む
に
当
た
っ
て
は
妨
げ
と
な
る
〔
よ
う
な
悪
し
き
〕
こ
と
が
無
く
、
般
若
の
智
慧
が
そ
れ
（
＝

修
行
）
に
よ
っ
て
目
前
に
現
れ
、
菩さ

と
り提

を
求
め
る
心
が
後
退
せ
ず
、〔
父
母
恩
・
衆
生
恩
・
国
王
恩
・
三
宝
恩
の
〕
四
恩
の
全

て
に
報
い
、〔
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
〕
三
界
の
す
べ
て
を
助
け
、
す
べ
て
の
世
界
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
と
共
に

悟
り
の
智
慧
が
円
成
し
ま
す
よ
う
に
。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去･

現
在･

未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、

諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

（
1
）	

住
持
＝
本
稿
「
祝
聖
回
向
」
注
（
８
）「
住
持
」
条
を
参
照
。

（
2
）	

比
丘
＝
「
梵Bhik ṣu
。
巴Bhikkhu

。
音
訳
芯び

つ

芻し
ゅ

（
蒭
）・
比
呼
と
も
。
意
訳
乞
士
・
除
士
・
除
饉
・
破
煩
悩
。
四
衆
（
比
丘
・

比
丘
尼
・
優
婆
夷
・
優
婆
塞
）・
七
衆
（
四
衆
と
沙
弥
・
沙
弥
尼
・
正
学
女
）
の
一
。
出
家
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
男
子
の
通
称
。

比
丘
の
具
足
戒
と
し
て
は
、
原
始
仏
教
以
来
、
大
小
乗
を
通
じ
て
二
百
五
十
戒
等
が
普
通
で
あ
る
が
、
日
本
天
台
宗
で
は
、
三
聚
・

十
重
・
四
十
八
軽
戒
等
の
大
乗
戒
（
円
頓
戒
）
を
受
け
れ
ば
比
丘
に
な
れ
る
と
し
た
。
日
本
曹
洞
宗
で
も
、
三
帰
・
三
聚
・
十
重
の

一
六
条
の
禅
戒
を
受
け
る
の
み
で
比
丘
と
な
る
と
さ
れ
た
。
日
本
臨
済
宗
も
大
体
こ
れ
に
同
じ
。
し
か
し
、
中
国
の
禅
宗
、
日
本
の

栄
西
の
立
場
、
黄
檗
宗
等
で
は
、
中
国
の
大
乗
仏
教
一
般
と
同
じ
く
、
ま
ず
小
乗
の
二
百
五
十
戒
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
丘
と

な
る
と
さ
れ
る
。
比
丘
は
言
葉
と
し
て
は
乞
士
の
意
味
で
あ
る
が
、
種
種
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
」（『
禅
学p.1042

』）。

（
3
）	

道
号
＝
本
稿
「
祝
聖
回
向
」
注
（
11
）「
道
号
」
条
を
参
照
。

（
4
）	

元
正
啓
祚
＝
「
啓
祚
は
慶
福
を
開
く
こ
と
。
元
旦
の
祝
語
を
い
う
」（『
禅
学
』p.182

）。
ま
た
、『
碧
巌
録
』
巻
五
・
第
四
四
則

「
禾
山
解
打
鼓
」
本
則
の
評
唱
に
「
僧
云
わ
く
、『
如
何
る
か
是
れ
新
年
頭
の
仏
法
』
と
。
清
云
わ
く
、『
元
正
祚

さ
い
わ
いを

啓ひ
ら

き
、
万
物
咸こ

と
ご

く
新あ

ら

た
な
り
』
と
。（
僧
云
、
如
何
是
新
年
頭
仏
法
。
清
云
、
元
正
啓
祚
万
物
咸
新
）」
と
見
え
る
（T48-181a

、「
岩
波
文
庫
本
」

中
・p.135

）。
ま
た
、
末
木
文
美
士
『
現
代
語
訳　

碧
巌
録
』（
中
・p.171
）
は
、「
元
旦
に
福
運
啓
き
、
万
物
み
な
新
な
り
」
と
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訳
す
。

（
5
）	

四
序
循
環
＝
「
四
序
」
は
「
春
夏
秋
冬
の
順
序
。
季
序
を
い
う
」（『
大
漢
和
』
巻
三
・p.25

）。
し
た
が
っ
て
「
四
序
循
環
」
と

は
、
四
季
が
ひ
と
め
ぐ
り
し
て
ま
た
春
に
も
ど
っ
て
き
た
こ
と
と
解
し
た
。

（
6
）	
合
山
〈
院
〉
清
衆
＝
「
一
寺
に
集
ま
っ
て
修
行
し
て
い
る
僧
衆
全
体
」（『
禅
学
』p.164

）。

（
7
）	
逐
日
＝
「
①
太
陽
を
お
い
か
け
る
。
②
馬
行
の
速
や
か
な
喩
。
③
毎
日
。
日
毎
に
。
日
を
逐
っ
て
」（『
大
漢
和
』
巻
十
一
・p.50

）。

こ
こ
で
は
③
の
「
毎
日
」
で
解
し
た
。

（
８
）	

看
閲
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
6
）「
看
閲
」
条
を
参
照
。

（
９
）	

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
7
）「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
条
を
参
照
。

（
10
）	

満
散
＝
「
啓
建
に
対
す
る
語
。
法
会
を
満
了
し
一
同
退
散
す
る
を
い
う
」（『
禅
学
』p.1178

）。
な
お
、「
啓
建
」
と
は
、「
法
会

を
始
め
る
意
で
、
そ
の
初
日
の
こ
と
。
法
会
を
執
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
啓
建
の
日
を
書
い
た
立
札
を
門
前
に
出

し
て
一
般
に
告
知
す
る
。
開
啓
」（『
禅
学
』p.258

）。

（
11
）	

祝
貢
＝
「
祝
は
祈
る
。
貢
は
供
物
。
供
物
を
献
げ
て
祈
る
こ
と
」（『
禅
学
』p.500

）。

（
12
）	

大
功
徳
尊
天
＝
大
功
徳
天
、
功
徳
天
と
も
。「
功
徳
天
」
は
「
吉
祥
天
。
毘
沙
門
天
の
妃
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
功
徳
を
施
す
女

神
」（『
禅
学
』p.251

）
と
あ
る
。

（
13
）	

大
弁
才
尊
天
＝
「
弁
才
天
」
は
「
梵Sarasvatī
。
音
訳
薩
囉
薩
伐
底
。
意
訳
妙
音
天
・
美
音
天
・
妙
音
楽
天
。
ま
た
大
弁
才

天
・
大
弁
功
徳
天
・
弁
天
・
弁
財
天
と
も
称
す
る
。
護
法
の
天
女
で
、
無
礙
の
弁
才
を
有
し
、
仏
法
の
弘
通
を
は
か
る
天
人
、『
金

光
明
経
』（
大
弁
才
天
品
）
で
は
、
弁
才
天
自
ら
『
金
光
明
経
』
を
受
持
す
る
も
の
を
守
護
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
も
た
ら
す
と

い
う
」
と
あ
る
（『
禅
学
』p.1114

）。

（
14
）	

大
梵
尊
天
＝
大
梵
天
・
大
梵
天
王
と
も
。「
大
梵
天
」
は
、「
梵
・
巴M

ahābrahm
a

。
音
訳
摩
訶
梵
。
色
界
十
八
天
の
一
で
初

天
禅
の
第
三
。
大
本
天
王
の
住
処
。
大
梵
天
王
は
初
天
禅
の
王
で
、
身
長
は
一
由
旬
半
、
寿
量
は
一
劫
半
と
さ
れ
る
。
娑
婆
世
界
の

主
で
あ
り
、
帝
釈
天
と
共
に
仏
法
を
讃
歎
し
、
こ
れ
を
守
護
す
る
と
さ
れ
る
。
仏
教
に
帰
依
し
て
い
る
梵
天
王
に
は
、
尸
棄
大
梵
、
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光
明
大
梵
、
智
光
大
梵
、
善
光
大
梵
、
普
音
大
梵
、
随
世
音
大
梵
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
（『
禅
学
』p.816

）。

（
15
）	

帝
釈
尊
天
＝
「
釈
提
桓
因
と
も
記
さ
れ
、
釈
迦
提
桓
因
陀
羅
の
略
で
、「
諸
天
の
主
た
る
シ
ャ
ク
ラ
の
意
」。
能
尊
天
・
天
主
帝

釈
・
天
帝
・
帝
釈
天
と
も
。
雷
の
電
光
を
神
格
化
し
た
も
の
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
、
神
神
の
中
で
も
っ
と
も
有
力
な
も
の
と
さ
れ
、

常
に
悪
神
の
阿
修
羅
と
戦
っ
て
こ
れ
を
破
る
と
さ
れ
た
が
、
仏
教
時
代
に
な
る
と
、
帝
釈
に
代
っ
て
梵
天
が
世
界
を
支
配
す
る
最
高

神
と
さ
れ
、
帝
釈
は
地
上
最
高
の
須
弥
山
に
あ
る
三
十
三
天
（
忉
利
天
）
の
最
高
宮
た
る
善
見
城
に
住
し
、
地
界
を
支
配
す
る
と
さ

れ
た
。
梵
天
と
と
も
に
仏
法
守
護
の
神
と
さ
れ
る
」（『
禅
学
』p.796

）。

（
16
）	

東
方
持
国
天
王
＝
「
梵D

h ṛtarā ṣṭra

。
巴D
hatara ṭṭha

。
音
訳
提
頭
頼
吒
。
音
訳
安
民
・
治
国
と
も
。
護
国
の
神
。
四
天
王

の
一
。
東
方
天
に
居
し
、
東
方
世
界
を
護
る
。
そ
の
神
像
は
身
は
赤
色
。
左
手
を
垂
れ
右
手
に
刀
を
持
ち
、
種
種
の
天
衣
で
そ
の
身

を
装
飾
し
、
須
弥
山
の
中
腹
第
四
層
の
東
、
黄
金
捶
に
住
し
て
国
・
人
民
を
守
り
、
ま
た
仏
法
を
護
る
と
い
わ
れ
る
」（『
禅
学
』

p.428

）。

（
17
）	

南
方
増
長
天
王
＝
「
梵Virū ḍhaka

。
巴Virūlha

。
音
訳
毘
留
勒
・
毘
留
荼
迦
・
毘
楼
勒
迦
。
四
天
王
（
四
王
天
）・
十
二
天

の
一
。
人
四
洲
の
中
、
南
方
の
閻
浮
提
を
守
護
す
る
護
法
善
神
。
須
弥
山
の
第
四
層
級
に
住
し
、
鳩
槃
荼
等
の
無
量
百
千
の
鬼
神
を

そ
の
眷
属
と
す
る
。
そ
の
像
は
甲
冑
を
着
け
、
右
に
大
刀
を
取
り
、
左
手
を
腰
に
当
て
る
」（『
禅
学
』p.743

）。

（
18
）	

西
方
広
目
天
王
＝
「
梵Virūpāk ṣa

。
巴Virūpakkha

。
音
訳
毘
留
博
叉
・
毘
流
波
叉
。
意
訳
雑
語
・
不
好
眼
・
悪
眼
・
醜
目
。

四
天
王
の
一
。
須
弥
山
中
腹
の
西
方
周
羅
善
見
城
に
住
む
竜
衆
の
王
で
、
西
大
洲
を
守
り
、
そ
の
地
の
人
人
お
よ
び
仏
教
を
守
護
す

る
神
で
、
西
方
天
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
神
は
悪
人
を
罰
し
苦
し
め
て
、
仏
心
を
起
こ
さ
せ
る
と
さ
れ
る
」（『
禅
学
』p.326

）。

（
19
）	

北
方
多
聞
天
王
＝
「
梵Vaiśrava ṇa

。
巴Vessava ṇa
。
音
訳
毘
舎
羅
婆
挐
・
吠
室
囉
末
那
・
吠
室
羅
摩
那
・
毘
舎
羅
門
。
転

じ
て
毘
（
鞞
）
沙
門
・
毘
沙
門
天
。
意
訳
多
聞
・
遍
聞
・
普
聞
・
種
種
聞
・
不
好
身
。
ま
た
別
に
、
梵
・
巴Kubera

・Kuvra

。

音
訳
倶
吠
囉
・
鳩
鞞
羅
・
拘
鞞
羅
。
こ
の
両
者
を
合
し
て
拘
毘
羅
毘
沙
門
と
も
い
う
。
四
天
王
・
十
二
天
の
一
。
須
弥
山
の
北
面
第

四
層
に
住
し
、
八
大
夜
叉
大
将
を
は
じ
め
無
量
の
夜
叉
衆
を
率
い
て
、
閻
浮
提
の
北
方
を
守
護
し
、
財
宝
富
貴
を
司
り
、
仏
法
を
守

護
す
る
か
ら
北
方
天
・
北
方
多
聞
天
王
な
ど
と
も
い
う
。
後
世
の
日
本
で
は
、
こ
の
毘
沙
門
天
は
七
福
神
の
一
と
さ
れ
て
い
る
。
普
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通
に
は
身
に
七
宝
の
甲
冑
を
つ
け
、
右
手
を
腰
に
あ
て
、
左
手
に
三
叉
戟げ

き

を
と
り
、
ま
た
は
左
手
に
宝
塔
を
捧
げ
、
右
手
に
鉾
を

持
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
四
面
十
臂
の
兜
抜
（
刀
八
）
毘
沙
門
も
あ
る
」（『
禅
学
』p.830

）。

（
20
）	

堅
牢
地
神
尊
天
＝
「
堅
牢
・
地
祇
・
堅
牢
地
大
と
も
い
う
。
大
地
の
神
を
い
う
。
地
神
。
こ
の
神
は
大
地
を
堅
固
に
た
も
つ
か
ら
、

こ
う
よ
ば
れ
る
。
ま
た
、
常
に
教
え
が
流
布
す
る
と
こ
ろ
に
お
も
む
い
て
法
座
の
下
に
あ
っ
て
敬
い
守
る
と
い
う
。
も
と
女
神
で
あ

る
が
、
密
教
で
は
男
女
の
二
神
が
あ
っ
て
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
外
金
剛
部
院
に
属
し
て
い
る
」（『
中
村
』p.326

）。

（
21
）	

韋
駄
尊
天
＝
「
梵Skanda

。
音
訳
塞
建
陀
・
私
建
陀
・
揵
陀
・
建
陀
・
素
建
・
韋
陀
。
ま
た
遠
陀
天
・
違
駄
尊
天
・
大
肩
・
偏

唇
鬼
・
陰
狂
と
も
。
古
来
仏
法
、
と
く
に
僧
・
伽
藍
お
よ
び
斎
供
（
食
物
）
の
守
護
神
と
さ
れ
、
寺
院
で
は
多
く
そ
の
神
像
を
庫
裏

や
厨
房
近
く
に
祭
っ
て
い
る
。
そ
の
像
は
、
身
体
に
は
甲
冑
を
つ
け
、
合
掌
し
て
腕
に
は
宝
剣
を
保
持
し
て
い
る
。
も
と
、
湿
縛

（Siva

）
の
子
で
あ
る
と
さ
れ
、
天
軍
の
一
将
で
あ
り
、
婆
羅
門
の
一
神
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
仏
教
の
守
護
神
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
、
南
方
増
長
天
王
の
八
将
の
一
、
四
天
王
三
十
二
将
の
首
将
で
あ
る
。
速
く
走
り
去
る
こ
と
を
「
韋
駄
天
走
り
」

と
い
う
の
は
、
こ
の
神
が
き
わ
め
て
速
く
走
っ
て
来
て
、
仏
法
を
妨
げ
る
魔
鬼
を
除
く
こ
と
か
ら
、
た
と
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」

（『
禅
学
』p.27

）。

（
22
）	

摩
利
支
尊
天
＝
「
梵M

arīci

。
意
訳
陽
炎
。
摩
利
支
天
と
も
。
常
に
そ
の
形
を
隠
し
、
障
難
を
除
き
、
利
益
を
与
え
る
天
部
、

時
に
菩
薩
と
称
す
る
。
も
と
日
光
を
神
格
化
し
た
も
の
で
、
日
天
子
に
属
す
る
。
こ
の
天
を
念
ず
れ
ば
、
他
の
怨
敵
に
害
さ
れ
ぬ
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
で
は
武
士
の
守
本
尊
と
さ
れ
た
」（『
禅
学
』p.1177

）。

（
23
）	

日
月
両
宮
天
子
＝
「
日
天
子
」「
月
天
子
」
の
意
。「
日
天
子
」
は
「
梵Sūrya

。
巴Sūriya

。
音
訳
蘇
梨
（
利
）
耶
・
蘇
哩
也
・

素
利
也
・
修
利
。
ま
た
は
梵Aditya

。
巴Adicca

。
音
訳
阿
儞
底
（
地
）
耶
（
野
）、
日
天
・
日
神
と
も
。
太
陽
を
神
格
化
し
た

も
の
で
、
仏
教
に
は
い
っ
て
日
宮
に
住
す
る
日
天
子
と
な
っ
た
。
四
天
王
に
属
す
。
純
金
の
宮
殿
に
住
み
、
身
よ
り
光
を
放
っ
て
四

天
下
を
照
ら
し
、
そ
の
寿
は
天
の
五
百
歳
と
い
う
。
宿
世
に
善
心
を
も
っ
て
沙
門
・
婆
羅
門
を
供
養
し
、
十
善
業
を
修
し
た
因
縁
で

日
宮
に
生
れ
た
と
い
う
『
長
阿
含
教
』
巻
二
二
「
世
本
縁
本
」。
ま
た
こ
の
天
子
が
で
か
け
る
時
に
は
七
宝
車
に
乗
り
、
摩
利
支
天

を
前
に
し
、
二
妃
や
七
曜
九
曜
の
星
宿
が
こ
れ
に
侍
る
と
い
う
。
宝
光
天
子
・
宝
意
天
子
と
も
い
い
、
釈
提
桓
因
（
帝
釈
天
）
の
眷
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属
と
さ
れ
、
ま
た
観
世
音
菩
薩
の
化
身
と
も
い
う
。
の
ち
、
密
教
に
は
い
っ
て
十
二
天
の
一
と
な
っ
た
。
禅
宗
の
寺
院
で
は
歳
徳
善

神
・
月
天
子
と
と
も
に
福
寿
の
神
と
し
て
祠
ら
れ
る
」（『
禅
学
』p.983

）。「
月
天
子
」
は
「
梵Candra

。
巴Canda

。
音
訳
戦

捺
羅
・
旃
陀
羅
・
戦
達
羅
。
月
天
・
名
月
天
子
・
宝
吉
祥
天
と
も
。
も
と
、
太
陰
（
月
）
を
神
格
化
し
た
も
の
で
、
蘇
摩
提
婆
・
星

宿
王
等
、
種
種
の
別
名
が
あ
る
。
仏
教
に
は
い
っ
て
、
月
宮
に
住
す
る
天
子
と
な
り
、
十
二
天
の
一
と
な
っ
た
。
身
よ
り
光
を
発
し
、

そ
の
寿
は
天
の
五
百
歳
、
月
宮
殿
に
住
し
て
受
楽
の
生
活
を
送
る
が
、
そ
れ
は
過
去
に
布
施
等
の
種
種
の
善
業
を
修
し
た
因
縁
に
よ

る
と
い
う
『
長
阿
含
経
』
巻
二
二
「
世
本
縁
本
」。
ま
た
、
釈
提
桓
因
（
帝
釈
天
）
の
眷
属
と
さ
れ
、
勢
至
菩
薩
の
変
化
身
と
も
い

わ
れ
る
。
密
教
で
は
仏
教
守
護
の
神
、
禅
宗
の
寺
院
で
は
福
寿
の
神
と
さ
れ
、
日
天
子
と
共
に
歳
徳
大
善
神
の
左
右
に
そ
の
名
号
を

記
し
、
韋
駄
天
祠
の
上
に
祀
る
」
と
あ
る
（『
禅
学
』p.166

）。

（
24
）	

天
界
＝
「
①
天
空
の
上
。
②
天
上
界
の
略
。
十
界
、
ま
た
六
道
の
一
、
欲
・
色
・
無
色
界
の
諸
天
を
い
う
」（『
禅
学
』p.893

）。

ま
た
「
天
上
界
の
略
。
天
上
（
梵deva

）
な
る
世
界
。
神
な
る
世
界
の
意
。
す
ぐ
れ
た
楽
を
受
け
る
が
、
な
お
苦
し
み
を
免
れ
な

い
生
存
の
境
地
」（『
中
村
』p.979
）。

（
25
）	

列
位
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
９
）「
列
位
」
条
を
参
照
。

（
26
）	

聖
衆
＝
「
多
く
の
聖
賢
。
衆
聖
」（『
禅
学
』p.551

）。

（
27
）	

地
界
水
界
＝
「
地
界
」
は
「
四
大
の
一
、
地
大
な
り
。
他
の
三
大
と
差
別
す
れ
ば
界
と
い
う
」（『
織
田
仏
』p.1214b

）、「
水

界
」
は
「
水
大
の
異
名
。
一
切
の
物
質
に
通
じ
て
湿
性
の
部
分
を
水
界
と
云
ふ
。
能
く
物
質
を
攝
引
す
る
用
を
具
す
」（『
織
田
仏
』

p.1006

）
と
あ
る
。
ま
た
、「
四
大
」
と
は
、「
①
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
種
の
こ
と
。
大
と
は
元
素
の
こ
と
。
一
切
の
物
質
を
構

成
す
る
四
大
元
素
。
⑴
堅
さ
を
本
質
と
し
て
保
持
す
る
作
用
を
も
つ
地
大
。
⑵
湿
性
を
お
さ
め
集
め
る
作
用
を
も
つ
水
大
。
⑶
熱
さ

を
本
質
と
し
て
成
熟
さ
せ
る
作
用
の
あ
る
火
大
。
⑷
動
物
を
成
長
さ
せ
る
作
用
の
あ
る
風
大
、
を
い
う
。
こ
れ
ら
が
集
ま
っ
て
物
質

を
生
ず
る
と
考
え
た
か
ら
、
能
造
の
色
と
い
う
。
こ
の
元
素
説
に
は
イ
ン
ド
の
他
の
思
想
体
系
に
も
類
似
の
説
が
あ
り
、
仏
教
中
で

も
異
説
が
あ
る
が
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
一
般
説
で
は
認
識
対
象
と
し
て
の
地
・
水
・
火
・
風
は
仮
の
四
大
で
あ
り
、
元
素
と
し
て

の
実
の
四
大
は
不
可
見
の
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
②
身
体
の
こ
と
。
も
と
、
身
体
は
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
元
素
か
ら
な
る
と
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考
え
ら
れ
て
い
た
」（『
中
村
』p.526

）
と
あ
る
。

（
28
）	

南
方
火
徳
星
君
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
6
）「
南
方
火
徳
星
君
」
条
を
参
照
。

（
29
）	

火
部
聖
衆
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
7
）「
火
部
聖
衆
」
条
を
参
照
。

（
30
）	
本
命
元
辰
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
20
）「
本
命
元
辰
」
条
を
参
照
。

（
31
）	
大
檀
那
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
19
）「
大
檀
那
」
条
を
参
照
。

（
32
）	

吉
凶
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
21
）「
吉
凶
」
条
を
参
照
。

（
33
）	

星
斗
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
22
）「
星
斗
」
条
を
参
照
。

（
34
）	

鎮
守
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
８
）「
鎮
守
」
条
を
参
照
。

（
35
）	

旺
化
＝
諸
辞
書
に
見
え
な
い
。「
旺
」
は
「
①
輝
き
美
し
い
。
②
さ
か
ん
。
盛
ん
な
さ
ま
。
③
ひ
が
さ
。」（『
大
漢
和
』
巻
五
・

p.752

）
と
あ
る
。

（
36
）	

厨
司
監
斎
使
者
＝
「
庫
裡
に
奉
祀
し
て
あ
る
諸
尊
の
こ
と
。
監
斎
は
庫
裡
を
守
護
す
る
意
」（『
禅
学
』p.638

）。

（
37
）	

主
湯
火
＝
「
主
湯
火
神
明
」
と
し
て
、「
湯
火
を
司
る
神
、
竈
の
守
護
神
を
い
う
」
と
あ
る
（『
禅
学
』p.513

）。
ま
た
、「
湯

火
」
は
「
熱
湯
と
烈
火
」
と
あ
る
（『
大
漢
和
』
巻
七
・p.139

）。

（
38
）	

修
造
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
28
）「
修
造
」
条
を
参
照
。

（
39
）	

方
隅
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
29
）「
方
隅
」
条
を
参
照
。

（
40
）	

禁
忌
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
30
）「
禁
忌
」
条
を
参
照
。

（
41
）	

神
将
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
31
）「
神
将
」
条
を
参
照
。

（
42
）	

霊
貺
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
33
）「
霊
貺
」
条
を
参
照
。

（
43
）	

善
利
＝
「
①
す
ぐ
れ
た
恩
恵
。
②
よ
い
結
果
」（『
中
村
』p.852
）。

（
44
）	

回
厳
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
5
）「
回
厳
」
条
を
参
照
。

（
45
）	

信
心
＝
「
①
自
己
の
心
を
信
ず
る
こ
と
。
人
そ
れ
ぞ
れ
具
え
も
っ
て
い
る
妙
心
は
、
本
来
清
浄
で
迷
悟
凡
聖
の
塵
埃
を
受
け
ず
、
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諸
仏
に
あ
る
も
増
さ
ず
、
衆
生
に
あ
る
も
減
ぜ
ず
、
修
証
功
勲
を
か
り
ず
に
、
本
来
仏
で
あ
る
こ
と
を
心
に
き
め
て
疑
わ
ぬ
こ
と
を

い
う
。
②
深
く
三
宝
を
信
じ
て
疑
わ
ぬ
心
」（『
禅
学
』p.616

）。

（
46
）	

四
海
＝
「
東
西
南
北
の
四
方
の
海
。
天
下
」（『
禅
学
』p.417

）。

（
47
）	
五
穀
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
38
）「
五
穀
」
条
を
参
照
。

（
48
）	
山
門
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
23
）「
山
門
」
条
を
参
照
。

（
49
）	

火
盗
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
40
）「
火
盗
」
条
を
参
照
。

（
50
）	

修
行
有
慶
、
進
道
無
魔
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
25
）「
修
行
有
慶
、
進
道
無
魔
」
条
を
参
照
。

（
51
）	

魔
＝
本
稿
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
42
）「
魔
」
条
を
参
照
。

（
52
）	

般
若
智
以
現
前
、
菩
提
心
而
不
退
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
26
）「
般
若
智
以
現
前
、
菩
提
心
而
不
退
」
条
を
参
照
。

（
53
）	

四
恩
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
28
）「
四
恩
」
条
を
参
照
。

（
54
）	

三
有
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
29
）「
三
有
」
条
を
参
照
。

（
55
）	

法
界
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
30
）「
法
界
」
条
を
参
照
。

（
56
）	

群
生
＝
訳
注
④
「
本
尊
略
回
向
」
の
注
（
7
）「
群
生
」
条
を
参
照
。

（
57
）	

種
智
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
32
）「
種
智
」
条
を
参
照
。

（
58
）	

十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
3
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。

（
桐
野
祥
陽
）
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『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
投
稿
論
文
募
集
に
つ
い
て

　

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
（
以
下
国
禅
研
）
で
は
、『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
へ
の
各
位
に
よ
る
投
稿
論
文
を

下
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
投
稿
規
定

一
、『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
へ
の
投
稿
は
、
国
禅
研
の
所
長
・
副
所
長
・
研
究
員
・
客
員
研
究
員
の
他
、
国
禅

研
よ
り
執
筆
依
頼
を
受
け
た
研
究
者
に
限
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
外
の
投
稿
希
望
者
に
つ
い
て
も
、
所
長
・
副
所
長
・
研

究
員
に
よ
る
推
薦
が
あ
れ
ば
投
稿
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、
論
文
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
一
月
末
日
を
締
切
日
と
す
る
。

一
、
投
稿
論
文
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
他
の
出
版
媒
体
と
の
二
重
投
稿
を
禁
止
す
る
。
ま
た
、
連
番
の
論
文
題
目
は
不

可
と
す
る
。

一
、
論
文
の
採
否
お
よ
び
掲
載
時
期
の
決
定
は
、
編
集
委
員
会
（
国
禅
研
内
）
に
お
い
て
行
う
。
そ
の
際
、
編
集
委
員
会
は
外

部
の
査
読
者
に
よ
る
意
見
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
。
た
だ
し
、
論
評
・
書
評
・
研
究
動
向
な
ど
は
原
則
と
し
て
査
読
対
象

と
し
な
い
。

一
、
論
文
言
語
は
、
日
本
語
又
は
英
語
と
す
る
。

一
、
論
文
原
稿
は
、
日
本
語
で
四
〇
〇
字
×
三
〇
―
五
〇
枚
（
注
・
図
表
等
を
含
む
）
程
度
と
す
る
。
英
文
の
場
合
に
は
、
こ
れ

に
相
当
す
る
分
量
と
す
る
。



一
、
日
本
語
の
論
文
に
は
欧
文
題
目
を
、
英
語
の
論
文
に
は
日
本
語
の
題
目
を
付
け
る
。

一
、
肖
像
権
・
著
作
権
を
有
す
る
図
版
・
写
真
の
掲
載
許
可
、
な
ら
び
に
特
別
な
図
版
等
の
制
作
費
は
、
執
筆
者
の
負
担
と
す

る
。

一
、
校
正
は
、
原
則
と
し
て
執
筆
者
が
行
う
。

一
、
採
用
論
文
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
者
と
協
議
の
う
え
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
多
少
修
正
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

一
、
掲
載
論
文
の
著
作
権
は
国
禅
研
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
、
論
文
の
無
断
掲
載
は
許
可
し
な
い
。

一
、
国
禅
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
花
園
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
電
子
書
籍
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
か
か
わ
る
「
複
製
権
」「
公

衆
送
信
権
」
の
行
使
は
、
国
禅
研
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
論
文
原
稿
の
提
出
は
、
国
禅
研
あ
て
に
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
も
し
く
は
一
太
郎
形
式
の
電
子
デ
ー
タ
を
電
子
メ
ー
ル
へ
の
添
付
で
行

う
こ
と
。

一
、
別
刷
は
、
原
則
と
し
て
作
成
し
な
い
。

一
、
論
文
原
稿
送
付
及
び
連
絡
先

　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
壺
ノ
内
町
八
―
一

　
　
　
　

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

　
　
　
　

〇
七
五
―
八
二
三
―
〇
五
八
五
（
直
通
）

　
　
　
　

E-m
ail: kokuze@

hanazono.ac.jp

附
則　

こ
の
規
定
は
、
二
〇
二
五
年
度
よ
り
施
行
す
る
。
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執
筆
者
一
覧
（
五
十
音
順
）

　

飯
島
孝
良　
　
　
　
　

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
副
所
長

　

王　
　
　
　

珂
（
定
浩
）	

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　

衣
川
賢
次　
　
　
　
　

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　

桐
野
祥
陽　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
・
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　

廣
田
宗
玄　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
室
長
・
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　

松
原
信
樹　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
・
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　

柳　
　

幹　

康　
　
　
　
　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
准
教
授
・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
副
所
長

　

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー　

教
学
研
究
委
員
会

名
前
の
後
は
4
字
ア
キ

19
号
は
5
字
ア
キ
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虚堂智愚禪師自筆寫本「虎丘十詠」研究
―附　「虎丘十詠」譯注―

王　珂（定浩）
衣 川　賢 次

MOA美術館藏虚堂智愚自筆寫本（田山方南《禪林墨蹟拾遺》圖版、1997年）

一．「虎丘十詠」の文學性

　虚堂智愚（1185～1269）が虎丘山雲巖禪寺の住持笑翁妙堪（1177～1248）
に參じて藏主を務めたのは寶慶元年（1225）虚堂四十一歲のことであり、
この時に「虎丘十詠」が書かれた。蘇州の虎丘は南宋時代には浙西路平江
府に屬し、江南の名勝として廣く知られ、多くの文人墨客がここを訪れて
詩詠を遺している。虚堂智愚「虎丘十詠」がその中でどういう特色をもっ
ているかを考えてみたい。
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　南宋時代の地志『方輿勝覽』は名勝古跡に對して書かれた詩文記序を多
く收錄しているところに特徴と價値があり、卷 2「佛寺」虎丘寺の條に引
用された唐白居易詩（「題東武丘寺六韻」）は虎丘を詠じた代表的なものとい
うことができる。

香剎看非遠，祗園入始深。
　（名刹は遠くはないと見て、寺域に深く足を踏み入れた）
龍蟠松矯矯，玉立竹森森。
　（龍が蟠るように曲がった松、高く垂直に聳える美しい竹）
怪石千僧坐，靈池一劍沉。
　（磐石の千人坐、寶劍を沈めた劍池がある）
海當亭兩面，山在寺中心。
　（花雨亭の兩面は廣い池、雲巖寺の中心は虎丘山）
酒熟憑花勸，詩成倩鳥吟。
　（地酒は花が勸めてくれるし、詩作は鳥が吟じてくれる）
寄言軒冕客，此地好抽簪。
　（心勞に疲れた官僚がたよ、この地こそ隱棲にふさわしい）
� （「題東武丘寺六韻」『白氏長慶集』卷24）

　まずこういう内容が行旅遊覽詩の常套であり、外來者の視點で風景と感
慨を詠ずるものである。虎丘の景勝から十景を選んだのは虚堂に始まるよ
うである。その第一が劍池である。清の顧湄『虎邱山志』には唐代よりの
詩詠を多く錄する中から、唐の李峴、宋の徐輔と僧愚虚堂（虚堂智愚）の
作を並べて見よう。

闔閭葬日勞人力（呉王闔閭埋葬の時は十萬の人力を費やして造成した）
贏政穿來役鬼功（秦王贏政は寶劍を得ようと鬼神を驅役した）
澄碧尚疑神物在（澄んだ碧面の下に神劍財寶が有ると思って）
等閒雷雨起潭中（潭中に雷雨を起こす無駄なことをしたものだ）
� （李峴「劍池」、『全唐詩』卷215）
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　これは秦の始皇が秦王の時、東征して虎丘に到り、闔閭の墳墓を掘って
劍を求めたがついに得られなかったという歷史故事を主題とした詠史詩で
ある。

劍去池空一水寒（劍は消え去り池は空っぽで冷たい水があるのみなのに）
遊人到此凭闌干（見物人はここへ來て欄干に凭れて眺めている）
千年來事銷磨盡（千年のあいだに傳承は擦り切れ盡くして）
只有青山好靜看（今は青山だけが依然としてあるのを靜かに見るのみ）
� （徐輔「遊劍池詩」、『呉都文粹』卷 4引『西清詩話』）

　この詩も人事と自然を對照して詠嘆するもので、三千の名劍を殉葬した
という傳承のみがのこる池を、見物人は半信半疑で欄干から眺めていると
言う。

石壁千尋勢嶮巇
　（劍池にそびえる石壁の高さは千尋、見る者を壓倒する勢いで屹立し）
下臨寒玉浸蟺輝
　（下を見ると澄んだ池の水に月の光を映している）
古今多少凭欄者
　（古今にどれほどの人が欄干に凭れて見下ろしたことだろう）
親見干將到底稀
　（しかし水底に眠る干將の寶劍をその目で見た者はなかろう）
� （虚堂智愚「虎丘十詠」之一）

　この虚堂「劍池」詠は前二詩に比べて、まず外來の見物人ではなく、虎
丘山雲巖寺で藏主を勤める内部の眼からの詩詠であることが異なっている。
外から來た見物人たちはみな劍が失われていることを詠嘆しているのに對
し、虚堂は「わたしだけは劍を見た」と暗示しているところが奇である。
虚堂にとって劍とは佛性の隱喩（唐の靈雲志勤の開悟の偈にいう「尋劍客」）
なのであって、禪僧虚堂智愚の虎丘山における禪修行と開悟の體驗をふま
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えた「劍池」詠である點が、諸詠の中で際立っている。本詠は前二句に詞
藻（文學的表現）を驅使して情景を描寫し、後二句で禪意（禪僧としての自
己表出）を寓する虚堂偈の基本的構思を示していて、「虎丘十詠」の冒頭
に配せられている。
　「虎丘十詠」の第二詠「生公臺」、第三詠「花雨亭」、第四詠「千人坐」、
第五詠「點頭石」はみな東晉の竺道生に關わる一聯の故事にちなむ遺跡を
詠じたもので、いずれも宋代禪僧らしい評價の反轉の特色を示している。
その第五詠「點頭石」を擧げよう。

大包纔剖碍人間
　（世界が天地に分かれて地上の障害物となって）
日炙風吹轉放頑
　（日に燒かれ風に吹かれてしだいに頑固者にされた）
見説聽經曾肯首
　（かつて講經を聞いて頷いたということだが）
更須來透鐵鎚關
　（もういっぺんわたしのところへ來て鐵鎚の關門をくぐらねばならぬ）
� （虚堂智愚「虎丘十詠」之五）

　前二句に岩石を諧謔的に描寫したのは、つづく第三句、第四句と對比さ
せる意圖がある。佛性を説く『泥洹經』が翻譯されて都建康に紹介された
時、竺道生は精緻な研究によって「一切衆生悉有佛性」、「一闡提成佛」の
理を闡明し、都の講壇から追放されて虎丘へ來た。のち完本『涅槃經』が
翻譯紹介されて竺道生の説の正しさが證明され、以前の『泥洹經』は不完
全なテクストであったことが解ったのである。のち「孤明先發」と評され
る竺道生の新説を聽聞する者は、當時虎丘には誰もなく、石に向って説い
たところ、石はみな點頭して認めたと言われる。これが第三句「見説聽經
曾肯首」で、これは教理を言う。第四句「更須來透鐵鎚關」が禪である。
教理というものは一種の假説に過ぎず、「一切衆生悉有佛性」、「一闡提成
佛」の理は正しさが證明された定理ではなく、むしろそのようにわが身に
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引き受け信念として、かく生きよという要請に他ならない。それを人から
聞いて點頭し安心する者を、虚堂は「もういっぺんわたしのところへ來て
鐵鎚の關門をくぐらねばならぬ」と、一見嚴しく批判したように見えるが、
これもじつは禪僧のユーモアのセンスである。清の牧雲は虚堂の「虎丘十
詠」に和偈を作って言う、

囫圇無縫白雲間（白雲たなびく虎丘山に割れ目のない石がごろり）
佛性雖靈又至頑（佛性は素晴らしいがまた頑迷でもある）
奇甚當機頭一點（奇なるかな　説法を聞いて點頭したとは）
浮生穿鑿不相關（寄るべなきこの世に穿鑿しても所詮おまえはおまえだ）
� 　（第五詠「和點頭石」）

　石に「一切衆生悉有佛性」が解るものかとからかっているのである。
　南宋初蘇州の人石湖居士范成大（1126～1193）も「虎丘六絶句」を書い
ている（點頭石、千人坐、白蓮池、劍池、致爽閣、方丈南窗、『范石湖集』卷32）。
その「點頭石」絶句は禪語を用いた宋代人らしい機知の作である。

當年揮麈講何經（むかし麈尾を揮って何のお經を講じて）
賺得堅頑側耳聽（頑固な石を騙して聞かせたのかいな？）
我自吟詩無法説（おれはただ詩を吟ずるだけでたいそうな佛法なぞ説かぬが）
石頭莫作定盤星（石ころよ秤の目盛りを見誤ってはならぬぞ）
� 　（「虎丘六絶句」之一「點頭石」、『范石湖集』卷32）

　本絶句は禪僧の偈かと思わせる諧謔味あふれる作で、末句は「誤って定
盤星を認むる莫れ」という禪語。「迂闊に騙されてはならぬ」とは上述の
意味であるが、ここに説教調はなく、宋代の居士らしいユーモアがある。
　虚堂「虎丘十詠」は十首がみな禪僧らしい偈であって、世俗詩人ふうの
詠嘆ではなく、宋詩の特徴と言われるように敍情よりも説理に眼目がある。
ただし、それは「味わい寡なし」の玄言詩なのではなく、禪僧らしい自己
表出として際立った形象を與えている。
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　第十詠「小呉軒」は十詠の掉尾を飾る小詩ながら雄篇である。雲巖寺の
東南隅にあり、巖上に建てられて、「飛架は巖外に出で、その勢い極めて
峻聳。」ここからの眺めは、「平林遠水は岡に聯なり、斷隴煙火の萬家は盡
く檻外に在り。」「好事の者は云う、呉に過

よ

ぎりて虎邱に登らざるは俗なり、
虎邱に登りて小呉軒に登らざるは亦た俗なりと」（清『虎邱山志』卷四「古
蹟」）。民國時代は「望蘇臺」と稱したが「小呉軒」の額がのこされている。
「屋を石壁の上に築き、臺に登りて一望するに、雉㙫は皆な目前に在り」
という、呉地を一望に收める絶景の建築である（民國『虎邱山小志』）。その
外貌は元の顧瑛「虎丘十詠」之二「小呉軒」に次のように詠ぜられる。

雪没羣山盡（群山は雪に没し）
天垂落日縣（天は低く垂れて落日が懸かる）
馮虚俯城郭（ここの欄干から彼方の蘇州城郭を見下ろせば）
隱見一絲煙（一すじの煙がぼんやり見え隱れする）
� （『元詩選』初集卷64）

　虚堂の第十詠「小呉軒」はこれとはまったく異なる。

結茆初不爲孤峯
　（小廬を結んだのは虎丘山に景勝を添えるためではない）
秪愛登臨眼底空
　（ここに登って天下を見下ろし眼中に空なるを感じたいからだ）
風淡雲收見天末
　（風が收まり雲が消えて天の彼方が見えた時）
始知呉在一毫中
　（呉中が一本の毛の中にあることを知った）

　「小呉軒」の名は孔子が東山に登って魯を小と見た故事（『孟子』盡心下）
に倣い名づけられたことをふまえ、「一毫中」に呉の大地があるという華
嚴の空觀の感得をもって結ぶ。
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　虚堂の「虎丘十詠」はどの一首も詞藻と禪意の融合した連作であり、虎
丘を詠じた詩群のなかで禪僧虚堂その人を髣髴させる特異な位置を占めて
いると言うことができる。

　虚堂「虎丘十詠」に關する早い時期の評價は、自筆寫本に附された十三
首の跋文に見ることができる。虚堂智愚門下の法系に聯なる人たちが自筆
寫本の卷末に附した跋文である。ここには自筆寫本そのものの流傳情況を
知ることのできる貴重な情報があるほかに、門下の禪僧が「虎丘十詠」を
どう評價していたかをも傳えている。

先師《虎丘十詠》，往年司藏日，禪悦游戲耳。
� （閑極法雲第一跋。元至元25年、1288年）
　�（先師虚堂和尚の「虎丘十詠」は雲巖寺で藏主であった時、禪修行中に、身
に染みついた詩癖が作品に結晶したものである。）

　「虎丘十詠」が單なる自然詩ではなく、禪の境地を偈に詠じたものであ
ることを明らかにしている。

　諸大老羨其句法精巧，殊不知當時曾於劍池中摝得古劍一口，膽氣不
弱，將報不平遶天下，開罵人口，爲人天師，自此而發。嗚呼覽其十詠
者，誰復思其劍耶？� （雲外雲岫第五跋。元大德 7年、1303年）
　�（老師がたは「虎丘十詠」の作のみごとさを賞讚するのであるが、じつは虚
堂禪師が池中から古劍を拾いあげて、後年大膽にも不平の意を天下に示し
て人を惡罵し、人天の師となったのは、ここに始まるのである。ああ、「十
詠」を讀む人に禪師の劍を理解できるであろうか？）

　これは第一詠「劍池」の末句「古今多少凭欄者，親見干將到底稀」（古
今にどれほどの人が欄干に凭れて見下ろしたことだろう。しかし水底に眠る干將の
寶劍をその目で見た者はなかろう）の句を、虚堂ひとりが劍池から得た古劍
を振って心中の不平を晴らしたのだと讀み取っている。
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　約翁禮藏主自呉門來遊台雁，攜徑山先師和尚處衆時《虎丘十詠》，
出以爲示。展閲未既，心折沸零。�（靈石如芝第十跋。大德 8年、1304年）
　�（約翁禮藏主が蘇州から天台へ來て、先師の雲巖寺修行中の作「虎丘十詠」
を見せられた。わたしは卷子を展げて讀み終わらぬうちに、先師の心が思
い出されて涙が溢れた。）

　これもやはり「十詠」に表われた虚堂和尚の不平の心境を思い出してい
るのである。

　笑翁和尚主虎阜，先師典竺墳，摝彼十勝爲十詠。約翁踵門，軸而示
之。然語墨倶眞。不與版行，將恐刺荊於大方之眼，以惑來者乎？
� （法塞第九跋。大德 8年、1304年）
　�（笑翁妙堪和尚が虎丘山に住持された時、先師は藏主の任にあって、虎丘山
の十景につき十詠を作られた。約翁がこれを軸裝し、わたしを訪ねて來て
見せてくれた。しからば内容も筆跡も先師の作であること間違いはない。
版木に起こして擴めることをしなかったのは、先師の舌鋒が鋭

するど

すぎて影響
を考慮したからであろうか？）

　かれらはみな虚堂智愚の弟子であり、その評價の語は「虎丘十詠」が書
かれてから八十年後のものであるが、虚堂の「虎丘十詠」詠出を諷刺の微
意をもって作られたことをはっきりと認めている。これが虚堂禪偈の特異
な文學性である。

二．「虎丘十詠」自筆寫本の流傳過程

　「虎丘十詠」自筆寫本は現在日本のMOA美術館に藏されているが、そ
こに至る數奇な流傳の過程が近年の研究によって知られるようになった。
　まず「虎丘十詠」自筆寫本卷末に附された十三首の跋文から以下の消息
がわかる。
　虚堂智愚自筆本「虎丘十詠」は虎丘山雲巖寺の經藏に納められていたの
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を、約翁禮藏主が見出し、これを表裝して軸裝卷子としたのは、「虎丘十
詠」が書かれた寶慶元年（1225年）から六十三年後の至元25年（1288）で
あった（閑極法雲第一跋）。約翁禮藏主はこの軸裝卷子を持って虚堂の弟子
たちを各地に訪ねて、跋を書くことを要請した。これが以下の跋である。

蘇州薦敬寺閑極法雲第一跋（至元25年、1288年）
江西大仰山虚谷希陵第二跋（至元28年、1291年）
竺西妙坦第三跋（元貞 2年、1296年）
蘇州虎丘山東州壽永第八跋（大德元年、1297年）
天童寺東巖淨日第四跋（大德 7年、1303年）
智門寺前住雲外雲岫第五跋（大德 7年、1303年）
法塞第九跋（大德 8年、1304年）
天台湧泉寺靈石如芝第十跋（大德 8年、1304年）
天台華頂東礀道洵第六跋（大德 9年、1305年）
靈隱寺悦堂祖誾第七跋（大德 9年、1305年）

　以上十首の跋は虚堂の弟子が「虎丘十詠」卷末に附したものであるが、
以後の三首の跋は明代に書かれ、雲巖寺約翁禮藏主の手を離れたあとの消
息を傳えている。

　虚堂老人《虎丘十詠》，乃在衆日，禪寂之暇，遺習未除，游戲翰墨，
示其流輩耳。若其佩運庵之法印，號令人天，開鑿盲聾，如際天之洪濤，
豈可窺其涯涘哉？先輩諸老皆爲之發揚矣。日東恒中立西堂受業師，法
嗣虚堂，蓋法門師孫也。購之好事者，俾書其末。因作而言曰：「此公
家舊物，攜歸本國希世之寶也。宜善加護焉。」洪武九年歲在丙辰夏六
月幾望日，徑山比丘天台仁叔拜首敬書。� （象原仁叔第十一跋）
　�（虚堂老人の「虎丘十詠」は虎丘山雲巖寺での修行中に、身に染みついた詩
癖によって作った禪偈を當時の凡庸な同僚どもに示したものである。虚堂
は運庵普巖禪師の印可を受けて法を説き、大衆を覺醒させること大海の果
てしない洪濤の如くであった。このことは偈を見た先輩老師がたが跋文に
賞讚しているとおりである。日本の恒中宗立はその授業師南浦紹明和尚が
虚堂老師の法嗣であるから、虚堂の法孫に當る。かれがある收藏家からこ
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の「虎丘十詠」を購入し、わたしに跋文を書くよう求めてきた。これは宗
門有緣の文物であるゆえ、本國へ持ち歸れば希世の寶物となるもの、大切
に保管するよう希望する。洪武九年（1376年）丙辰の歲、夏六月十四日、
徑山比丘天台仁叔拜首敬書す。）

　これによれば、もと雲巖寺經藏にあった虚堂自筆の「虎丘十詠」は流出
して、ある收藏家の所有となっていたのを、虚堂の法孫に當る日本僧恒中
宗立が購入していたことが知られる。恒中宗立と第十二跋を書いた石隱宗
璵は、伊藤幸司「日明交流と雲南―初期入明僧の雲南移送事件と流轉する
「虎丘十詠」―」（『佛教史學研究』第52卷第 2 号、2009年）によると、二人は
ともに博多妙樂寺開山月堂宗規の弟子で、洪武 4年（1371）あるいは洪武
7年（1374）の遣明船で入明し、のち明朝の對日政策の轉換があり、その
措置によって南京天界寺に收容され、さらに雲南へ移送されたという。

　虚堂禪師四代孫，日本妙樂寺僧八十七歲宗璵，得先祖遺墨年深。若
有日本僧來，附此字寄日本妙樂寺，余了心願也。宗璵石隱書。
� （石隱宗璵第十二跋）
　�（虚堂禪師四代の末孫たる日本妙樂寺僧宗璵、先祖虚堂和尚の遺墨を得て久
しい。もし日本僧がここへ來たなら、その人にこの墨蹟を託して日本の妙
樂寺へ届けてもらいたい。これがわたしの切なる願いである。石隱宗璵書
す。）

　これは書かれた地點を記さないが、次の第十三跋によって雲南であった
ことが知られる。

　拜讀虚堂老祖所作《虎丘十詠》，古今之絶唱也。大元時江南諸尊宿
輩皆羨跋于後，誠法門至寶。日東師恒中立翁、石隱璵翁二師念先祖遺
墨欲寄歸本國，傳爲盛事耳。今經八九十年，流落於滇，不果所願。大
明成化丁酉，遠孫比丘宗戒偶獲一賭，方知先輩用心如此，所以古人片
言隻字莫非金玉，未敢輕棄也。一日武定公子省齋郭君歸金臺之便順，
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攜此卷還京，待日本朝覲僧詣闕，將此卷付之，持歸本國妙樂寺，以了
先師之願。敬跋于卷末以俟。滇城五華六十七歲遠孫比丘雪谷宗戒謹識。
� （雪谷宗戒第十三跋、福岡市博物館藏）
　�（虚堂老師の作「虎丘十詠」は古今の絶唱である。元朝の時、跋を書いた江
南の諸尊宿がたがみな賞讚しているように、まことに宗門の至寶である。
日本の恒中宗立、石隱宗璵二師はこれが先祖の遺墨たることを思い、本國
へ持ち歸って大切に傳えてゆこうと考えていたが、それから八九十年たっ
た今も、墨蹟は雲南に流落して果されぬままである。明朝成化十三年（1477
年）、遠孫比丘宗戒は偶然この墨蹟を見て、先輩がたのこれに寄せる思いを
知った。ゆえに虚堂老師の片言隻句も貴重なのであって、輕々しく扱うこ
とはできぬ。ある日、武定公の御子息郭省齋どのが金臺に歸られる便に乘
じてこの墨蹟を託し、日本の使僧が朝廷に拜謁に來たらこれを本國の妙樂
寺へ持ち歸って、先師の願いを果してもらうことにしたのである。敬んで
跋を卷末に記す。滇城五華寺六十七歲遠孫比丘雪谷宗戒謹識。）

　雪谷宗戒のこの跋には、虚堂智愚自筆本「虎丘十詠」を入手した日本博
多妙樂寺僧恒中宗立、石隱宗璵が南京天界寺から雲南に移送されたあと、
二人と交友のあった雲南五華寺住持雪谷宗戒の計らいで、再び南京へもた
らし、遣明船で入明した日本人僧に託して妙樂寺へ送る期待が敍べられて
いる。恒中宗立と石隱宗璵は日本へ歸ることなく、雲南の地に沒した。そ
の後、南京から日本へ墨蹟を持ち歸ったのは、日本文明 8 年（成化13年、
1476）の遣明船で入明し、北京へ朝貢し、翌年の歸途に南京を經由して歸
國したこの一行の人であろうと、伊藤論文は推測している。
　「虎丘十詠」が博多妙樂寺へもたらされた後の消息は、野口善敬、廣田
宗玄『石城遺寶譯注』（汲古書院、2017年）の解説によって知られる。妙樂
寺から妙樂寺檀那田中紹齋、博多を領有した筑前藩主黑田長政、江戸幕府
將軍德川秀忠、姫路城主酒井忠清を經て、今は熱海MOA美術館の所藏に
歸している。十三首跋寫本は黑田長政によって分割され、現在はその一部
がMOA美術館、大和文華館、出光美術館、福岡市博物館の所藏、あるい
は個人藏となっている。
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　附　虚堂智愚「虎丘十詠」十首譯注

底本：�熱海MOA美術館藏虚堂智愚自筆寫本（軸裝、田山方南『禪林墨蹟拾
遺』圖版、1997年）

校本：�博多妙樂寺藏『石城遺寶』（元禄13年版、野口善敬、廣田宗玄譯注『石
城遺寶』汲古書院、2017年）

虎丘十詠奉呈社中龍象幸笑覽　智愚　皇恐
【訓讀】
虎
くきゅう

丘十
じゅうえい

詠　社
しゃちゅう

中の龍
りゅうぞう

象に奉
ほう

呈
てい

す　幸
ねが

わくは笑
しょうらん

覽されんことを　智
ち

愚
ぐ

　皇
こうきょう

恐
【日譯】
「虎丘十詠」を靈巖禪寺の諸和尚がたに獻じて　高覽を請う　智愚　頓首
【注釋】
○�虎丘十詠　虎丘山は蘇州城外西北にある。南宋の地志『方輿勝覽』卷 2
「平江府」「虎丘山」條に、

　在西北九里。○《越絶書》：「呉王闔閭葬虎丘山下，發五都之士十萬
人共治葬，穿土爲川，積壤爲丘。池廣六十歩，水深一丈五尺。銅棺三
重，澒池六尺。黃金珠玉爲鳬鴈，扁諸之劍、魚腸之劍在焉。葬三日，
金精上騰爲白虎，蹲踞在上。」○世説：「始皇嘗登此阜，將發塚取寶鍔，
俄有白虎，始皇抜劍刺虎，虎隱入山。因名虎丘。」
� （中國古代地理總志叢刊，中華書局，2003年）
　�（虎丘山は平江府城の北九里にある。『越絶書』に「呉王闔閭を虎丘山下に
埋葬した時（紀元前496年）、五都の卒十萬を動員して土を掘り周圍に川を
めぐらせ、土を積み上げて丘とし、池は廣さ六十歩（約八十米）、深さ一丈
五尺（約四米）。三重の銅棺の周圍には水銀の池、深さ六尺（一米餘）。黃
金珠玉の水鳥を配置し、扁諸魚腸の名劍が殉葬された。埋葬して三日、金
精が昇って白虎に化して墳墓の上に踞った。」言い傳えでは、「秦の始皇帝
が虎丘に登って寶劍を取ろうとしたところ、白虎が現われ、始皇帝が劍で
刺そうとすると逃げてしまった。ゆえに虎丘と名づけた」と。）

　また唐の『元和郡縣志』卷25「蘇州呉縣」の「虎丘山」條に、



13

　《呉越春秋》云：「闔閭葬於此。」秦皇鑿其珍異，莫知所在。孫權穿
之，亦無所得。其鑿處，今成深澗。
　�（『呉越春秋』に「呉王闔閭をここに葬った」と言う。秦始皇が珍寶を得よ
うと掘削したが行方は知られず、呉の孫權も穴を掘ったが無駄だった。そ
の穴は今は深い水溜まりになっている。）

　�という。すなわち虎丘全體が墳墓として造成され、池を掘って地下宮に
棺を安置し、寶劍財寶を副葬したのである。

　�現存する地志に唐の陸廣微『呉地記』、北宋の朱長文『呉郡圖經續記』、
南宋の范成大『呉郡志』、清の顧湄『虎邱山志』、中華民國の陸鴻賓『虎
邱山小志』等がある。

　�虚堂智愚（1185～1269）が虎丘山雲巖禪寺の住持笑翁妙堪（1177～1248）
に參じて藏主を務めたのは寶慶元年（1225）虚堂四十一歲のことである
（佐藤秀孝「虚堂智愚の參學期の動靜について」（下）『曹洞宗宗學研究所紀要』
第20號，1988年）。

　�雲巖禪寺は六朝東晉の王珣、王珉兄弟の山下の兩側の別墅であったが、
のち寄進して寺とし、會昌の廢佛で破壞された後、山上に合して一寺と
して再建され、北宋至道年間（995～997年）に重建され、雲巖禪寺と稱し、
東南の一大名刹となった（江蘇地方文獻叢書『呉地記』65頁注、江蘇古籍出
版社、1988年）。

　�「虎丘十詠」はこの時に書かれ、その直筆墨蹟が日本に現存する。十詠
は「劍池」、「生公臺」、「花雨亭」、「千人坐」、「點頭石」、「憨憨泉」、「試
劍石」、「呉王冢」、「白蓮池」、「小呉軒」の十首。虚堂以前には范成大
「虎丘六絶句」があるが、十景を詠じたのは虚堂に始まる。「虎丘十詠」
は呉地に抄本が遺されていたらしく、明の周永年『呉都法乘』卷22に六
首、清の『牧雲和尚嬾齋別集』卷 8に原詩と和詩各十首、清の顧湄『虎
邱山志』には十首を錄する。

　�『宋詩記事』卷93に虚堂の「虎丘十詠」のうち「劍池」と「小呉軒」詩
の二首を採錄している（『虎邱山志』より採錄）ところから、本詠は詩と
して鑑賞に堪える作と認められていたことが知られる。

○�皇恐　「皇」は「惶」に通ず。恐惶頓首の意。
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第一詠「劍
けん

池
ち

」
石壁千尋勢嶮巇　　石壁千尋　勢

せい

嶮
けん

巇
ぎ

たり
下臨寒玉浸蟺輝　　下に寒

かん

玉
ぎょく

を臨めば　蟺
せん

輝
き

を浸
ひた

す
古今多少凭欄者　　古今多少ぞ　欄に凭

もた

るる者
親見干將到底稀　　親しく干

かんしょう

將を見るは到底稀
まれ

なり
【日譯】
劍池にそびえる石壁　高さは千尋　見る者を壓倒する勢いで屹立し
下を見ると澄んだ池の水に月の光を映している
古今にわたってどれほどの人が欄干に凭れて見下ろしたことだろうか
しかし水底に眠る干將の寶劍をその目で見た者はなかろう
【注釋】
○�劍池　『史記』呉太伯世家に據れば、呉王闔閭が越との戰いで死亡した
のは呉王闔閭19年（紀元前369年）。虎丘山下に葬った時に地下宮を掘り、
闔閭の棺とともに「扁諸之劍、魚腸之劍」等三千を副葬して埋めた。秦
の始皇、呉王孫權が寶劍を求めて掘削したあとに水が溜まって池となり、
これを劍池という。劍池は虎丘第一の名勝である。

○�石壁千尋勢嶮巇　「劍池の奥にそそり立つ巨大な石壁があり、深い池か
ら千尋もの高さに屹立している」とはむろん詩的誇張表現。「尋」は大
人が兩手をひろげた幅をいう。「嶮巇」は巖の險峻なるさまであるが、
魏の嵆康「琴賦」に琴の材料の桐を出す山を形容して「丹崖嶮巇，青壁
萬尋」（『文選』卷18）と言い、五臣劉良注に「嶮巇は傾側の貌なり」と
あるから、高いだけではなく、大きな巖が目前に倒れ逼るように壓倒す
る感じをいう。

○�下臨寒玉浸蟺輝　「劍池を見下ろすと澄んだ水に映った月が見える。」
「寒玉」は清水の譬喩（白い玉を濯う清水）。白居易の詩「仙娥峯下の作」
に「渴望す寒玉の泉、香りは聞く紫芝の草」（『白氏長慶集』卷10）。「蟺
輝」は月光の譬喩。「蟺」は月に棲むという蝦蟇。朱淑眞「秋夜感懷」
詩に「滿院　秋思を含み、蟾輝　一方を映

てら

す」。いずれも詩語である。
○�古今多少凭欄者，親見干將到底稀　「古今多くの人がこの欄干から池を
眺めたであろうが、この眼で干將の寶劍を見た人はなかった」とは、わ
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たしだけには見えるという自負を暗示した言い方であろう。ここの劍は
靈雲志勤が桃花を見て悟った投機の偈「三十年來尋劍客，幾回落葉又抽
枝。自從一見桃花後，直至如今更不疑」（『景德傳燈錄』卷11「靈雲章」）に
言うところの佛性の譬喩である。「到底」は「畢竟」の義の口語。「稀」
は押韻のために「無」を言い換えたもの。押韻は「巇」「輝」「稀」、平
聲微韻。

第二詠「生
しょうこうだい

公臺」
鱗皴瘦石籠寒蘚　　鱗

りん

皴
しゅん

たる瘦
そう

石
せき

は寒
かんせん

蘚を籠
こ

め
千古遺蹤意轉新　　千

せん

古
こ

の遺
いしょう

蹤　意
い

　轉
うた

た新
あら

たなり
縱使天華來墮席　　縱

た

使
と

い天
てん

華
げ

來
きた

り席
せき

に墮
お

つるとも
何如緘口過殘春　　口

くち

を緘
とざ

して殘
ざん

春
しゅん

を過
す

ごすに何
い

如
か

ん
【日譯】
薄い岩は一面の縮んだ蘚苔に蔽われている
千年前の遺蹟の前に立つと當時のことが鮮やかによみがえる
かれの講經のみごとさに天から花びらが舞い降りようとも
行く春の風情を黙して惜しむのと、さてどちらがよいか
【注釋】
○�生公臺　竺

じく

道
どう

生
しょう

（？～434）がここで『涅槃經』を講じたことにちなむ遺
蹟。『方輿勝覽』卷 2「平江府」虎丘寺の條に「生公講堂」の項があり、
「生公は異僧竺道生なり。經を此

ここ

に講ずるも、人の信ずる者無し。乃ち
石を聚めて徒と爲し、與

ため

に至理を講ずるに、石皆な點頭す」という。
『高僧傳』卷 7「義解篇」に收める竺道生の傳記に次のように言う。

　又六卷《泥洹》先至京師。生剖析經理，洞入幽微，迺説：「阿闡提
人皆得成佛。」于時大本未傳，孤明先發，獨見忤衆。於是舊學以爲邪
説，譏憤滋甚。遂顯大衆擯而遣之。生於大衆中正容誓曰：「若我所説，
反於經義者，請於現身即表厲疾；若與實相不相違背者，願捨壽之時據
師子座。」言竟，拂衣而遊。初投呉之虎丘山，旬日之中，學徒數百。
……俄而投迹廬山，銷影巖岫。山中僧衆，咸共敬服。後《涅槃》大本
至于南京，果稱：「闡悉有佛性。」與前所説合若符契。生既獲斯經，尋
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即講説。
　�（六卷本の《泥

ない

洹
おん

經
ぎょう

》が先に都の建康に届いた。道生はその理論を深く研究
し、隱されたところまで究めて、「一闡提と言われる人もすべて成佛でき
る」と説いた。當時はいまだ『涅槃經』の完本が傳わっていなかったにも
かかわらず、結論まで讀み抜いたのである。これが衆論と異なっていたため、
邪説と看做されて批判が集中し、かくて公開の場で追放されることが決まっ
た。道生は皆の前で居住まいを正し、誓いを宣べた、「もしわが説が經の精
神に背いているならば、わが身に厲疾を生ぜしめよ！もし經の實相がわが
説に違背せぬならば、死ぬ時には獅子座に坐せしめよ！」言い終わるや衣
を拂って出て行った。初め呉の虎丘山に投じたところ、旬日のうちにその
講經を聽こうとする學僧が數百も集まった。……それから廬山に轉じ、山
中に入ってひとり修行した。廬山の僧衆はみなかれに尊敬をはらった。そ
の後、『涅槃經』の完本が建康に傳わり、果たして「一闡提も悉く佛性有
り」と書かれてあり、かれの説と一致していたのである。道生は完本を得て、
ただちに講義を開始した。）

○�鱗皴瘦石籠寒蘚　「竺道生が『涅槃經』を講じた有名な遺蹟だと思って
來てみたら、なんと苔蒸した薄っぺらい岩（瘦石）であった。」冒頭か
ら諧謔の意が表われている。「鱗皴」は表面が鱗狀にささくれ立った岩
面。「籠寒蘚」の「籠」は上から包むように蔽う意。

○�千古遺蹤意轉新　「ここに立つと、千年前の奇異なできごとが今なお鮮
やかに想像される。」竺道生の「孤明先發」と評されたみごとな新解釋、
都の講壇追放にも自己の信念を失わず、毅然として南下したこと、完本
『涅槃經』の到來によって、確信していた新解釋が證明されたこと等の
一聯のできごとを指す。

○�縱使天華來墮席，何如緘口過殘春　後二句は宋代の禪僧らしく、反轉さ
せた展開になっている。竺道生がみごとな新解釋を唱えたのに對し、天
が讚歎して花を雨降らせたとしても、そんな野暮なことはせず、靜かに
行く春を惜しんで過ごすのに比べるなら、さてどちらがよいだろうか？
「緘口過殘春」は晩唐の詩人杜荀鶴の七絶「聞子規」の句で、宋代の禪
僧が好んで用いた。「楚天空闊月成輪，蜀魂聲聲似告人。啼得血流無用
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處，不如緘口過殘春」。（楚地の空はひろびろとして月は圓く、ほととぎすの
鳴く聲が歸郷を促す。血を吐くまで鳴いても無駄だ、今は口を閉ざして逝く春を
惜しむことにしよう。）「何如」は二者を取り上げて優劣を問う疑問形式で、
婉曲に後者をよしとする傾きがある。この後二句は表面上では風流を
裝っているが、禪僧の思惟としての根據がある。
　示衆云：「汝等直饒學得佛法邊事，早是錯用心了也。不見古人道：
『講得天花落地，頑石點頭，尚不干自己事』？自餘是甚麼閑？擬將有
限身心，向無限中用，有甚麼交渉？如將方木逗圓孔，多少誵訛？若無
恁麼事，饒汝攢花簇錦，亦無用處。未離情識在。須向這裏及盡，方得
無過，方有出身路。若有一毫髮去不盡，即被塵累。豈況更多？差之毫
釐，過犯山嶽。不見古人道：『學處不玄，盡是流俗；閨閤中物捨不得，
倶爲滲漏』？併盡一切事，始得無過。頭頭上了，物物上通，只喚作了
事人，終不喚作尊貴。」� （『聯燈會要』卷22「洪州雲居道膺禪師章」）
　�（示衆して言った、「諸君がたとい立派に佛教學を學んだとしても、それは
すでに心得違いというものだ。古人も言っているように、『教理を講義して、
天が讚歎して花を降らせ、石が頷いたとしても、自己本分事とは何のかか
わりもない』のだ。ましてその他のことは言うまでもない。有限の身心を
無限の中にはたらかせようなど、無駄なことだ。まるで四角の木を圓い穴
に押し込むようなもので、なんと誤っていることか。そういう的外れがなく、
説法をみごとになしたとしても、己事究明の役には立たぬ。情識を離れて
いないからだ。ここで究め盡くしてこそ、過

とが

なきに到り、解脱への道が得
られるのだ。もしも毛一筋でも遺ったなら、對象に煩わされる。まして多
いならなおさらだ。毛一筋でも違うならば、過は山ほどにもなる。古人も
言うように、『超越性を缺いた學問は、すべて俗物に陷る。心に一物でも
殘ったなら、それが煩惱となる』のだ。一切の事柄において究め盡くし、
ひとつひとつの物において了達し、ひとつひとつの事において通達したと
しても、なお〈わけ知り〉となるに過ぎず、〈尊貴の人〉と呼ぶことはでき
ない。」）

　押韻は「新」眞「春」諄、平聲諄眞同用。
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第三詠「花
か

雨
う

亭
てい

」
昔人曾此譚空有　　昔

せき

人
じん

曾
かつ

て此
こ

こに空
くう

有
う

を譚
だん

じ
花雨紛紛繞座寒　　花

はな

雨
あめ

ふること紛
ふん

紛
ぷん

として座
ざ

の寒
さむ

きを繞
めぐ

る
堪笑空生無伎倆　　笑

わら

うに堪
た

えたり　空
くう

生
しょう

に伎
ぎりょう

倆無
な

し
不曾開口被人瞞　　曾

かつ

て口
くち

を開
ひら

かずして人
ひと

に瞞
まん

ぜらる
【日譯】
古人がかつてここで空と有を語って
法座のまわりに天から花びらがさかんに舞い降りた
まったく笑わせる　須菩提は才覺なしだ
何も言わないのに侮られたとは
【注釋】
○�花雨亭　虎丘十景の一。「下は千人坐を臨む」（『虎邱山志』卷 4「古蹟」）。
○�昔人曾此譚空有，花雨紛紛繞座寒　この「昔人」が誰を指すかは知られ
ないが、説法のみごとさに天が花を降らせて讚歎した傳説は各所にあり、
虎丘山にも竺道生あるいは別人のそうした傳承があったのであろう。
「空有」は須菩提の説話から言えば「空」の義のことであるから、「有」
はただ詩中で二字にするために附した修辭である（褊義複詞）。「繞座寒」
は「繞寒座」の意で、「寒」を韻字とするために倒裝した。

○�堪笑空生無伎倆，不曾開口被人瞞　「空生」は須菩提の漢譯名で、「解空
第一」と稱されたことによる命名。須菩提が巖中で宴坐していたのを、
「空」の無言説法だと天が讚歎して花を降らせたという説話を下敷きに
している。この話は宋代になって出現したもので、虚堂も雪竇重顯の擧
話を引いて批評している。
　復擧：須菩提巖中宴坐，諸天雨華讚歎。尊者云：「空中雨華讚歎，
復是何人？」云：「我是梵天。」尊者云：「汝云何讚歎？」天云：「我重
尊者善説般若波羅蜜多。」尊者云：「我於般若未曾説一字。汝云何讚
歎？」天云：「尊者無説，我乃無聞。無説無聞，是眞説般若波羅蜜
多。」又復動地雨華。
　雪竇云：「避喧求靜處，世未有其方。他在巖中宴坐，也被者一隊漢
塗糊。伊更有，者老把不住。」問云：「空中雨華讚歎，復是何人？」
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（早見敗闕了也。）「我重尊者善説般若波羅蜜多。」（惡水驀頭潑。）「我於般
若未曾説一字。」（草裏走。）「尊者無説，我乃無聞。」（識甚麼好惡！總似
者般底，何處有今日？）復召大衆，云：「雪竇幸是無事人，爾來者裏覓
箇甚麼？」以拄杖一時趁下。
　師云：「雪竇雖不善其兵機，要且暗合孫呉。今日柏巖開堂祝聖，因
甚無人雨華供養？」擊拂子，「賊不入愼家之門。」
� （『虚堂錄』卷 3「柏巖慧照禪寺語錄」景定元年［1260年］）
　�（また次の話を取り上げた。須菩提が巖中で坐禪をしていると、梵天が讚歎
して花を降らせた。須菩提、「空から讚歎の花を降らせたのは誰か？」梵天、
「我は梵天である。」須菩提、「そなたはなぜ讚歎の花を降らせたのか？」梵
天、「尊者がみごとに般若波羅蜜多を説いたのに感動したからである。」須
菩提、「わたしは般若について一字も説いたことはなかった。そなたはなぜ
讚歎するのか？」梵天、「尊者は無説、我は無聞。無説無聞こそが真に般若
波羅蜜多を説くことである。」そしてさらに大地を震動させて花を降らせた。

　�　雪竇が評した。「喧噪を避けて靜處を求めたって、世界中にみつかりはせ
ぬ。かれが巖中で坐禪をして、あの梵天どもに邪魔されたではないか。もっ
とも、その他の者でも、須菩提を捉まえられはせぬ。」僧が問うた、「空か
ら讚歎の花を降らせたのは誰かとは？」雪竇、「とっくに見破られたのだ。」
僧、「尊者がみごとに般若波羅蜜多を説いたのに感動したからであると
は？」雪竇、「泥水を頭から浴びせたのだ。」僧、「わたしは般若について一
字も説いたことはなかったとは？」雪竇、「草叢に逃げ込んで死んだのだ。」
僧、「尊者は無説，我は無聞とは？」雪竇、「良し惡しもわきまえぬ奴だ。
こんな料簡では、禪が今日のわがところまで傳わったはずはない。」そして
大衆に呼びかけた、「わたしは幸い〈無事の人〉だ。諸君はここへ來て何を
求めようというのか！」拄杖を振るって全員を追い出した。

　�　師は言った、「雪竇は臨機應變の對應が得意ではないが、兵法に暗合して
いると言ってよかろう。今日わたしは柏巖寺で開堂の祝聖を行なったが、
さて、どうして花を降らせて供養してくれる者がいないのか？」拂子で法
座を擊って、「賊は愼家の門に入らぬ。」）

　この須菩提の説話について『祖庭事苑』が考證している。
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須菩提巖中　「須菩提巖中宴坐，説法雨花。」予徧考衆經，即無此緣。
「巖中宴坐」《分別功德論》：「佛謂蓮花色比丘尼言：須菩提於巖中補衣。
最先見我。」且無宴坐之緣。「雨花」即《大般若》八十四：「須菩提謂
憍尸迦：是花非生花，亦非心樹生。」且無贊嘆之緣。「未曾説一字」即
《大般若》八十一：「善現告諸天子言：我曾於此不説一字，汝亦不聞，
當何所解？」以此考之，衆經雖共有此意而無此緣。實恐後世宗匠借爲
此説也。� （卷 1「雪竇後錄」）
　�（須菩提巖中　「須菩提巖中に宴坐し、説法して花を雨ふらす」話は、佛典
を捜してもその記述が見あたらない。「巖中宴坐」は『分別功德論』に「佛
は蓮花色比丘尼に言った、『須菩提は巖中で衣を繕っていて、まっ先にわた
しを見た。』」とあるが、宴坐していた話ではない。「花を雨ふらす」は『大
般若經』卷八四に「須菩提が憍尸迦に言った、『是の花は生ぜし花に非ず、
亦た心樹の生ずるに非ず』」とあるが、讚歎した話ではない。「未だ曾て一
字をも説かず」は『大般若經』卷八一に「善現（須菩提）は諸天子に告げ
て言う、『我は曾て此

ここ

に於いて一字をも説かず。汝も亦た聞かず。當
は

た何の
解する所ぞ？』」とあるが、ここから考えると、佛典にはその言葉は各所に
見えても話の文脈が異なり、後世の禪匠が組み合わせてこの話を創作した
というのが實情であろう。）

　無著道忠『虚堂錄犂耕』に『祖庭事苑』を引き、これに對して、「僧肇
の『涅槃無名論』に〈須菩提唱無説以顯道，釋梵絶聽而雨花〉と言うのが
その雛型で、僧肇は多くの佛典をもとに縮約してこの説を作り、禪苑の諸
師は僧肇の説を取って脚色したのである」（卷 9、380頁、禪文化研究所、
1990年）と補足している。
　雪竇重顯も虚堂智愚もともに須菩提の説話に批判的であるのは、傳統的
理解を故意に反轉させる宋代禪僧の性癖である。むろんそこには禪理があ
り、虚堂の最後の句「賊不入愼家之門」とは、わが禪は梵天のような賊が
つけ入る隙はない、「空」に執著し硬直した禪ではないと言うのである。

第四詠「千
せん

人
にん

坐
ざ

」
蒼崖嶮處坦然平　　蒼

そう

崖
がい

の嶮
けわ

しき處　坦
たん

然
ねん

として平らかなり
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萬指曾來聽此經　　萬
ばん

指
し

曾
かつ

て來
きた

り　此の經を聽く
若謂生公消息遠　　若し生

しょうこう

公の消息遠しと謂
い

わば
一聲啼鳥共誰聽　　一

いっ

聲
せい

の啼
てい

鳥
ちょう

　誰と共にか聽かん
【日譯】
青黒い崖の下は平らになっていて
かつては千人もの衆が來てこの經の講義を聽いたのだ
竺道生の話はもう遠い昔のことだったと言うなら、
今も聞こえる鳥の聲を聽きわける人は他にたれがいようか
【注釋】
○�千人坐　第二詠「生公臺」は竺道生が『涅槃經』を講じた臺、この第四
詠「千人坐」は聽衆たる學僧千人が坐して聽講したとされる場所。「千
人石」ともいい、生公臺の南側にあり、「廣さ可

ほ

ぼ數
すう

畝
ほ

」（『虎邱山小志』
千人石）というから相當な廣さの磐石である。『呉都法乘』卷 6「虎丘
泉石」の「千人坐」に、「『吳地記』に云う、虎丘の泉石、其の最勝なる
者は劍池と千人坐なりと。『續圖經』に云う、平石にして千人を容

い

る可
し。相い傳うるに、生公に因りて名を得たりと。『吳郡志』に云う、生
公の講經の處は大石盤

ばん

陀
だ

にして數畝あり。高下は刻削せるが如し。亦た
他山に無き所なりと。」

○�蒼崖嶮處坦然平，萬指曾來聽此經　この表現からすると、高い崖の下に
平らかな磐石がある。「萬指」は千人をいう。竺道生の『涅槃經』に對
する新解釋の反響の大きさを示す。

○�若謂生公消息遠，一聲啼鳥共誰聽　ここからが虚堂の感慨である。虚堂
が千人坐に到った時、鳥の鳴き聲が聞こえた。この聲に往時の竺道生の
説法がありありと聞こえる。ただし、かく聽きわける人は、わたし以外
にいない。「消息遠」は遙か昔のこと。「共誰聽」は共に聽く人は誰もい
ない。竺道生の説法「一

いっさいしゅじょうしつう

切衆生悉有佛
ぶっ

性
しょう

」と「水鳥及
お

與
よ

び諸佛の出
いだ

す所
の音聲、皆な妙法を演ず」（『觀無量壽經』）が一致することをふまえた發
想である。

　押韻は「經」、「聽」、平聲青韻。
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第五詠「點
てん

頭
とう

石
せき

」
大包纔剖碍人間　　大

たいいほうわづ

包纔かに剖
わか

れて人
じん

間
かん

を碍
さ

う
日炙風吹轉放頑　　日

ひ

炙
あぶ

り風吹きて轉
うた

た頑
がん

なら放
し

む
見説聽經曾肯首　　見

き く な

説らく經
きょう

を聽きて曾
かつ

て肯
こう

首
しゅ

せりと
更須來透鐵鎚關　　更に須

すべか

らく來
きた

りて鐵
てっ

鎚
つい

關
かん

を透
とお

るべし
【日譯】
世界が天地に分かれて地上の障害物となった
日に燒かれ風に吹かれてしだいに頑固者にされた
かつて講經を聞いてうなずいたということだが
こいつはもう一度わたしのところへ來て鐵鎚の關門をくぐらねばならぬ
【注釋】
○�點頭石　『呉都法乘』卷 6「虎丘泉石」の「點頭石」に『十道四蕃志』
を引いていう、「異僧竺道生、虎丘に講經するも、寺人の信ずる者無し。
乃ち石を聚めて徒と爲し、與

ため

に至
しい

理
り

を談ずるに、石皆な點頭す。故に然
しか

名づく。」『虎邱山小志』にいう、「點頭石は白蓮池の畔に在り。故老云
く、石尚お一二を存す。今可月亭の側に一巨石有り、覺石二字を篆刻す
と」。

○�大包纔剖碍人間，日炙風吹轉放頑　「大包纔剖」は世界が出現する開闢
の時をいう。ただし「大包」は「大包天地」という句に用いられて、道
家では道を、佛教では佛身を暗示する抽象的な語である。天地が分かれ
て出現した岩石が「碍人間」、世の邪魔者となった。「日炙風吹」は炎熱
風雨に晒されること。そうしてしだいに頑固、頑迷となったという諧謔。
「放」は使役を表わす。
○�見説聽經曾肯首，更須來透鐵鎚關　「見説」は傳聞をいう。竺道生の
『涅槃經』の講義「一

いっ

闡
せん

提
だい

も佛性を具え成佛できる」という新解釋を聞
いて點頭し首肯したこと。禪僧虚堂は言う、しかしそんなことでは駄目
だ。もう一度わたしの鐵の金鎚で鍛え直さねばならぬ。これは從來の評
價を反轉させた、いかにも宋代の禪僧らしい、石に向かって言う諧謔で
ある。

　�押韻は「頑」、「關」、平聲删韻。
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　�虚堂より一世代前の南宋蘇州の詩人范成大は地方志『呉郡志』五十卷を
編纂した人でもあるが、「虎丘六絶句」（『范石湖集』詩集卷32、中華書局、
1974年香港版）の作がある。その「點頭石」は、
當年揮麈講何經　　當年麈

しゅ

を揮
ふる

いて何經を講じて
賺得堅頑側耳聽　　賺

すか

し得たる　堅
けん

頑
がん

の耳を側
そばだ

てて聽くを
我自吟詩無法説　　我

わ

自
れ

は詩を吟じて法の説く無し
石頭莫作定盤星　　石

せき

頭
とう

よ　定
じょうばんせい

盤星を作
な

す莫れ
　�（むかし麈尾を揮って何のお經を講じて、頑固な石を騙して聞かせたのかい
な？おれはただ詩を吟ずるだけでたいそうな佛法なぞ知らぬが、石ころよ
秤の目盛りを見誤ってはならぬぞ。）

　�この絶句も禪語「誤って定盤星を認むる莫れ」を交えた宋代人らしい諧
謔を詠じている。

第六詠「憨
かん

憨
かん

泉
せん

」
憨泉一掬清無底　　憨

かん

泉
せん

一
いっ

掬
きく

す　清
きよ

きこと底
そこ

無
な

し
暗與曹源正脉通　　暗

あん

に曹
そう

源
げん

の正
せいみゃく

脉と通
つう

づ
陸羽若教知此味　　陸

りく

羽
う

若
も

教し此
こ

の味
あじ

を知
し

らば
定應天下水無功　　定

さだ

めて應
まさ

に天
てん

下
か

の水
みず

　功
こう

無
な

からん
【日譯】
憨憨泉の水を手で掬う　澄んだ泉は底が見えない
地下に曹溪の正脈と通じているのだ
陸羽がこの味を知っていたなら
かれが品評したすべての水は使い物にならなかったであろうに
【注釋】
○�憨憨泉　梁代の憨憨尊者が錫杖を立てると湧き出したという傳承の泉。
南宋范成大『呉郡志』卷29「土物」に「憨憨泉は寶華山寺の東山の半ば
に在り。極めて清冽なり。相い傳うるに、得道の僧、名は憨憨なる者、
錫を卓

た

てて出
いだ

す所と爲ると。」『虎丘山志』卷 2「泉水」に「路側に在り。
梁の時の 尊者の遺蹟なり。呂升卿の題字有り」、その注に「或いは
山に海湧泉有り、即ち憨憨泉なりと云うも、考う可き莫し。『蘇州府
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志』に恐らくは即ち虎跑泉なる者なりと云うは非なり」という。清初に
はすでに確實な由來は分からなくなっていた。憨憨尊者の事蹟は未詳。
「憨」は音火含切（談韻）、癡愚の意。「 」は音呼談切（覃韻）、赭ら顔
の意。

○�憨泉一掬清無底，暗與曹源正脉通　澄んだ泉水は底知れず、韶州（廣
東）の曹溪と地下で通じているに違いないという聯想。曹溪は唐代に六
祖慧能が住した寶林寺で、虎丘山雲巖寺の禪、すなわちわが禪は曹溪慧
能の禪の正統を繼承し、「曹溪の流れを汲んでいる」という自負である。

○�陸羽若教知此味，定應天下水無功　陸羽（字は鴻漸、？～804）は『茶經』
三卷を著わし、禪院から始まった飲茶の効用と作法を説き、關聯する事
項を十門に分かって概述した。「源」（淵源）、「具」（道具）、「造」（製法）、
「器」（用具）、「煮」（煮方）、「飲」（飲み方）、「事」（故事）、「出」（産地）、
「略」（野點て）、「圖」（圖示）であるが、水（飲茶に適した水質）について
は「山水を上、江水を次、井水を下」と言うだけで、天下各地の水につ
いて品評する餘裕はなかった。宋代になると、これを試みる者が現われ
る。本詠に「陸羽がこの憨憨泉の水を飲んでいたなら、天下の水はみな
失格だと判斷したことであろう」と言うのは宋代の視點であるが、宋代
人らしい評價の反轉を見せている。なお、『虎丘山志』卷 2「泉水」の
項に「陸羽石井」があるが、「宋紹熙三年（1192）に主僧如璧が初めて
開いた」というから、陸羽の名は假託である。「若教」二字は假定を表
わす口語。本詠の押韻は「通」「功」、東韻獨用。

第七詠「試
し

劍
けん

石
せき

」
雲骨深埋草莽中　　雲

うん

骨
こつ

深く埋
うず

む　草
そう

莽
もう

の中
うち

競傳秦王試靈鋒　　競
きそ

いて傳
つた

う　秦
しん

王
のう

靈
れい

鋒
ほう

を試
こころ

むと
舊痕尚帶春苔綠　　舊

きゅうこんな

痕尚お帶
お

びたり　春
しゅんたい

苔の綠
みどり

　
一罅能生偃草風　　一

いっ

罅
こ

能く生ず　草を偃
ふ

す風
【日譯】
草叢の中に埋もれた石は
秦の始皇が靈劍の切れ味を試したと傳わる
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古い刀痕には今も綠の苔が蒸し
罅
ひび

から風を送って草をなびかせているかのようだ
【注釋】
○�試劍石　南宋の范成大『呉郡志』卷16「虎丘」に、「又た秦王試劍石、
點頭石、憨憨泉有り、皆な山中の景なり。」として虎丘を代表する景勝
の一に擧げている。清の顧湄『虎邱山志』卷 2「泉石」に「試劍石。虎
邱道旁、中開くこと截

た

つが如き有り。上に紹聖年（1094～1098）の呂升
卿の題字有り」。

○�雲骨深埋草莽中，競傳秦王試靈鋒　試劍石の傳承に二説あり、一は秦王
（のちの秦の始皇帝）、一は呉王闔

こう

閭
りょ

である。唐の陸廣微『呉地記』「虎邱
山」に「秦の始皇東巡して虎邱に至り、呉王の寶劍を求む。其の虎　墳
に當

あた

りて踞
うずくま

る。始皇　劍を以て之れを擊つ、及ばずして、誤って石に中
あた

る。其の虎西に走ること二十五里、忽ち失う。」（江蘇地方文獻叢書、江蘇
古籍出版社、1986年）その注に「『呉郡志』に『呉地記』を引いて、是れ
秦王の試劍石なりと云い、或いは呉王と云うも、未だ孰

いづ

れが是
ぜ

なるやを
知らず。明の王寵の〈試劍石の賦の序〉に云う、『石は虎丘の道旁に在
り、呉王劍を鑄て成り、之れを試む』と。或いは云う、秦の始皇　呉の
殉劍を掘り得て之れを試すと、茲に兩つながら其の説を存す」。中華民
國14年（1925）陸鴻賓『虎邱山小志』の「試劍石」に「憨憨泉の東に、
石の中に分かるること截つが如き者有るは試劍石なり。列國の時、干

かん

將
しょうばくや

莫邪、雌雄二劍を煉成して呉王闔閭に獻
けん

與
よ

す。呉王適
たまた

ま事
いくさ

有りて、天
を仰いで暗

ひそ

かに卜し、即ち以て石に試むに、石分かれて二と爲る。」本
詠に「競い傳う」と言うのは宋代では秦王説が有力であったことをいう。
「雲骨」は岩石を言い、中國では雲は山の洞窟から出るものとされ、岩
石を「雲根」と雅稱した。

○�舊痕尚帶春苔綠，一罅能生偃草風　末句は『論語』顏淵篇「君子の德は
風にして、小人の德は草なり。草はこれに風を上

くわ

うれば必ず偃
ふ

す」によ
る。「季康子が政治のあり方を孔子に問うて曰く、如

も

し無道の惡者を殺
して、有道の善人だけの社會にすることができるでしょうか。孔子對え
て曰く、貴方が政治ということをなさるおつもりならば、人を殺す必要
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はありません。爲政者の本質を風とすれば、人民の本質は草のようなも
のです。草は風に吹かれれば、必ず靡くものです。」（宮崎市定譯『論語』、
岩波現代文庫、2000年）その説明にいう、「人民は爲政者の好惡に從うも
のであるから、［前條の］季康子が盗を欲しなければ、人民も盗をしな
くなる、という意味に取るほうがよいと思う。」「虎丘十詠」のうちで本
詠のみ禪的な自己表出がないように見えるが、劍で石を擊ち割ったとい
う殺伐とした遺跡に、虚堂が「その石の罅割れから草を靡かせる風が吹
いている」と聯想したところに、若き虚堂の「教化」ということへの思
いが込められているのかも知れない。本詠の押韻は「中」東「鋒」「風」
鍾、東鍾韻通用。なお七絶の平仄には故意に合わせていない。

第八詠「呉
ごおうちょう

王冢」
海涌通幽一徑深　　海

かい

涌
ゆう

の幽
ゆう

に通づる一
いっ

徑
けい

深し
怪松時作老龍吟　　怪

かい

松
しょう

　時に作
な

す老
ろう

龍
りゅう

の吟
ぎん

闔閭覿面無回互　　闔
こう

閭
りょ

覿
てき

面
めん

して回
え

互
ご

する無し
休向空山斷處尋　　空

くう

山
ざん

の斷
た

たるる處に向
お

いて尋ぬるを休
や

めよ
【日譯】
海涌山に暗い奥へと通づる一本の道
松の老木が時折り龍のうなり聲をあげる
呉王闔閭とはいま覿面に相い對しているのだ
空山の果てまで求め行くなど無駄なことだ
【注釋】
○�呉王冢　呉王闔閭の墓は劍池の下（地下宮）にある（『虎邱山志』卷 5「祠
墓」）。ただし虎丘山全體が呉王闔閭を葬るために人工で造成された墓地
である。その造成を傳える『呉越春秋』、『越絶書』、『史記』などの記述
は神秘的に描寫されている。五都の卒十萬を動員して虎丘を造成し、山
下に廣さ八十米、深さ三米餘の池があり、その地下に墓室が造られ、棺
は三重の銅製、周圍に水銀の池あり、金玉製の水鳥、扁諸魚腸の寶劍
三千が陪葬された。葬って三日後に金精が白虎に化して墳墓に踞ったの
で虎丘と名づけた、云々。1955年夏に劍池を浚渫し、池底の北端に墓門
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が發見された（江蘇地方文獻叢書『呉地記』「虎丘山」注）。
○�海涌通幽一徑深，怪松時作老龍吟　虎丘山の別稱を海湧山という。晉の
王珣『虎丘山記』に「虎丘山、先名海湧山。山の大勢は四面岡嶺。南は
則ち山徑にして兩面壁立して、交林は上に合し、蹊路は下に通づ」とい
う。これが「海涌通幽一徑深」である。「古木龍吟を作す」と言われる
ように、老木に風が吹いて龍の鳴き聲が聞こえる。二句は海湧山の幽邃
を詠ずる。

○�闔閭覿面無回互，休向空山斷處尋　古來多くの人が闔閭の墳墓を訪ね寶
劍、財寶を求めた。そういう者どもとは異なり、虚堂は「わたしは今闔
閭その人と覿面相い對している」と言う。「回互」は入れ替わり交替す
る意。「無回互」とはまがうことなき對面の意。「空山の斷たるる處」と
は人影の絶えた山の果て。そんなところに闔閭はいないと言うのである。
押韻は「深」「吟」「尋」侵韻。

第九詠「白
びゃくれんち

蓮池」
靈沼天成非禹鑿　　靈

れい

沼
しょう

　天
てん

成
せい

にして禹
う

の鑿
うが

つに非ず
玉花時向此中開　　玉

ぎょくか

花　時に此
こ

中
こ

に向
お

いて開
ひら

く
游人只愛池中底　　游

ゆう

人
じん

　只だ愛す池
ちちゅう

中の底
もの

不覺香風天外來　　香
こう

風
ふう

の天
てん

外
がい

より來
きた

るを覺
おぼ

えず
【日譯】
靈なる沼は天然の造作にして禹が開鑿したのではない
玉のごとき白蓮がその時ここに花開いたのだ
見物人どもは池に咲く蓮に見惚れて
この香ぐわしさが天上より匂い來るのに氣づかない
【注釋】
○�白蓮池　清の顧湄『虎邱山志』卷 2「泉石」に「白蓮池は生公講臺の下
に在り。周百三十歩（約二百米）、巉石旁出し、而して中に磯有り。相い
傳うるに、（生公）法を説きし時、池に千葉蓮花を生ずと。故に名づ
く。」中華民國の陸鴻賓『虎邱山小志』「白蓮開」の項に「生公講臺の左
に在り。生公法を説く。時嚴冬に當るに、池中忽ち白蓮花を生ず。」
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○�靈沼天成非禹鑿，玉花時向此中開　二句は白蓮池が竺道生説法の時に千
葉蓮花を生じたという傳説をいう。禹は黃河治水の功によって舜より帝
位を禪讓されたとされる傳説上の人。「此中」は近稱代詞「ここ」、「中」
は場所を表わす口語接尾辭。

○�游人只愛池中底，不覺香風天外來　この香ぐわしい匂いは極樂の池に咲
く白蓮のものだ、大勢の見物人どもは一人としてそれに氣づかぬ、とは
宋代人らしい詩的奇想。美しく咲き誇る白蓮を極樂のそれに見立てた。
「游」（水中を泳ぐ）「遊」（陸地を移動する）二字の通用は早くもここに現
われている。「底」はここでは蓮花を指す口語の代詞的用法。押韻は
「開」「來」、平聲咍韻。

第十詠「小
しょうご

呉軒
けん

」
結茆初不爲孤峯　　茆

ぼう

を結
むす

ぶは初めより孤
こ

峯
ほう

の爲
ため

ならず
秪愛登臨眼底空　　秪

た

だ愛
あい

す　登
とう

臨
りん

して眼
がん

底
てい

の空
くう

なるを
風淡雲收見天末　　風

かぜ

淡
あわ

く雲
くも

收
おさ

まりて天
てん

末
まつ

を見
み

れば
始知呉在一毫中　　始

はじ

めて知る　呉は一
いちごうちゅう

毫中に在
あ

るを
【日譯】
小廬を結んだのは虎丘山に景勝を添えるためではなく
ここに登って天下を見下ろし眼中に空なるを感じたいから
風が收まり雲が消えて天の彼方が見えた時
呉中が一本の毛の中にあることを知った
【注釋】
○�小呉軒　清の顧湄『虎邱山志』卷 4「古蹟」にいう、「小呉軒は（雲巖）
寺の東南隅に在り。飛架は巖外に出で、勢い極めて峻聳たり。平林遠水
は岡に聯なり、斷隴煙火の萬家は盡く檻外に在り。朱樂圃の文に小呉會
と稱し、張氏は天開圖畫と名づく。好事の者は『呉を過

よ

ぎりて虎邱に登
らざるは俗なり、虎邱に登りて小呉軒に登らざるも亦た俗なり』と。」
その注に「周永年云く、或いは云う、小呉軒の名づくる所以の者は、孟
子の東山に登りて魯を小とする意に取ると。」これに據ると小呉軒は雲
巖寺（虎丘寺）の東南隅にあって、巖の上に建てられ、そこから呉の城
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が遙かに見わたせ、「呉を小とする軒」の名は孔子が魯の東山に登って
魯を小とし、泰山に登って天下を小とした故事（『孟子』盡心篇下）にち
なむという。本詠は清の厲鶚『宋詩記事』卷93「釋子下」に「劍池」と
ともに錄す。

○�結茆初不爲孤峯，秪愛登臨眼底空　「結茆」の「茆」は「茅」と同音通
用し、小さな廬（小呉軒）を建てたこと。「秪」は「秖」に同じく「只」
の義。「登臨」は小呉軒に登って下界を見おろす意。「眼底空」は、眼中
に見えるものを空と觀ずること。

○�風淡雲收見天末，始知呉在一毫中　末句は八十卷『華嚴經』卷31「十廻
向品」に、「無著無縛の解脫心を以て普賢の清淨法門を成就せば、一毛
端の量處に於いて悉く盡虛空遍法界の不可說不可說なる一切國土を包容
し、皆な明らかに見せしむ」とあるのにもとづく。また『維摩經』「不
思議品」にも、菩薩が不思議解脱の狀態にある時、巨大な須彌山を一個
の芥子粒の中に入れ込んでも、芥子粒に増減なく、須彌山の姿にも變化
はない。また大量の海水を一本の毛孔の中に注ぎ込んでも魚鼈は驚かず、
海の姿にも變化はないという不思議な體驗をするという。すなわち空の
立場から見るとき、ものの存在や現象は假りの姿をとって現われている
に過ぎず、「巨細相い容

い

るるは、物に定まれる體無く、常ならざること
を明らかにす」（『注維摩經』「不思議品」羅什注）。虚堂は小呉軒の名から、
「眼底空」によって「呉は一毫中に在り」という實相を詩的に聯想した
のである。押韻は「峯」鍾「空」「中」東、平聲鍾東韻通用。

　本論文は、『第七届径山禅宗祖庭文化论坛』（2024年10月、中国杭州径山禅
寺）に揭載された論文（中國語）の原文にあたる。



虚堂智愚禪師自筆寫本「虎丘十詠」研究

30



31

『景徳伝燈録』の禅宗史観
―『祖堂集』との比較分析を通じて―

柳　幹康

は じ め に

　拙論では『祖
そ

堂
どう

集
しゅう

』と『景
けい

徳
とく

伝
でん

燈
とう

録
ろく

』の比較分析により、後の禅宗史観
に多大な影響を及ぼした後者の特徴を明らかにする。
　『祖堂集』は、いわゆる「初期禅宗史書」（柳田［1967］が扱った801年編

『宝
ほう

林
りん

伝
でん

』以前の燈史）を除くと、完全な形で現存する最古の禅宗史書であ
る。書名は祖堂（祖師堂）に列せられた禅宗祖師の伝記と言葉の集録の意
で、五代十国時代の南方福

ふっ

建
けん

（旧閩
びん

国、945年より南
なん

唐
とう

領）において禅僧静
じょう

・
筠
いん

により952年（南唐保大10）に編まれた。同書は高麗に伝わり1245年（高
宗32）に刊行されたが程なく忘れられてしまい、20世紀初頭に韓国海印寺
から版木が発見されるまでその存在は知られていなかった。そのため後代
への影響は殆ど無い（1）。
　それに対し後代の禅宗の歴史観に多大な影響を与えたのが『景徳伝燈
録』である。呉

ご

越
えつ

国（978年に宋に帰順）出身の禅僧道
どう

原
げん

が宋初の1004年（景
徳 1 ）に『仏

ぶっ

祖
そ

同
どう

参
さん

集
しゅう

』20巻を編纂・献上し、真
しん

宗
そう

（在位997–1022）の勅の
もと楊

よう

億
おく

（974–1020）ら当時一流の文官が修訂を加え、1009年（大中祥符
2 ）に名を『景徳伝燈録』に改めて完成、その 2 年後に勅許を得て大

だい

蔵
ぞう

経
きょう

（仏教の一大聖典集）に編入された。「伝燈録」とは、法の燈
とも

火
しび

を伝える
禅宗祖師の記録の意であり、皇帝の認許のもと年号「景徳」を冠して大蔵
経に収められたことは、国家により禅宗の正統性が公認されたことを意味
している（2）。その影響のもと『天

てん

聖
しょう

広
こう

燈
とう

録
ろく

』（1036年）、『建
けん

中
ちゅう

靖
せい

国
こく

続
ぞく

燈
とう

録
ろく

』（1101年）、『聯
れん

燈
とう

会
え

要
よう

』（1183年）、『嘉
か

泰
たい

普
ふ

燈
とう

録
ろく

』（1204年）が陸続と編
纂され、以上の五燈（五種の燈史）を改編して『五

ご

燈
とう

会
え

元
げん

』（1252年）が成り、
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禅宗史観が確立するにいたった。
　いずれも禅宗研究において極めて重要な書物であることから、両書を
扱った先行研究は非常に多い。卑見によればそれらは概ね 5 種―書誌研
究（3）、校訂訳注研究（4）、拈

ねん

弄
ろう

研究（5）、歴史研究（6）、思想研究（7）―に分類
できる。また『祖堂集』は後代の改変が少なく当時の口語成分が大量に保
存されていることから、語法研究（8）も数多く為されている。しかしながら
管見の限り、拙論が以下で行なうような形で両書の禅宗史観の総体を構造
的に分析したものは見当たらない。そこで拙論では、両書が描く歴史の構
造的分析と比較を通じて、後者が確立した禅宗史観の特徴を明らかにする。
　ここでいう構造的分析とは、馬場［2017］がスリランカの仏教史書研究
に導入した以下のような手法である。すなわち、史書に記録された個々の
記述の虚実を穿鑿するのではなく、編纂者の「編集作業」に注意しながら

「文献内在的に読み、その構造を明らかにする」ことで、「編纂者の視点」
を読み解く。「編集作業」とは、編集者が先行資料に「削除・付加・改
変」を加えつつ、それらを「組み合わ」せて「新しい内容を作り出す」こ
とをいう（9）。これまでの禅宗史書研究においては、編者の異なる複数の資
料を併せて分析し、当時の歴史的事実や禅宗の動向を解明しようとするも
のが主であった（10）。『祖堂集』については、その「作品世界を『祖堂集』
の記すままに読み取ってゆ」く同様の手法が小川［2011：102］によりい
ち早く導入されたが、その分析対象は「石頭は是れ真金舗、江西〔馬祖〕
は是れ雑貨鋪」という有名な句が含意する馬祖・石頭両系統の思想的相違
であって、『祖堂集』が記す歴史全体ではなかった。それに対し拙論では、

「編集作業」の分析により「文献内在的」に「作品世界」の構造を読み取
るという手法を、『祖堂集』と『景徳伝燈録』という二種の燈史にそれぞ
れ適用し、両書が描き出す「歴史」の総体を解析・比較することで、後者
の特徴を明らかにする。繰り返しになるが、拙論で分析するのはあくまで
両書がそれぞれ描き出す「歴史」であって、「史実」ではない。それが虚
構であるか否かを問う前に、両書が語る「歴史」を虚心坦懐に読み解こう
というのが、拙論のねらいである。そもそも一切の主観を排して史実を史
実のままに記した「透明な史書」など存在せず、あらゆる歴史には偏見や
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先入観がともなう。「編集作業」の解析により「編纂者の視点」を浮き彫
りにする文献内在的・構造的分析は、かかる歴史の問題を指摘した
Jonathan Walters の視点を承けつつ、馬場が新たに提示した研究手法な
のであった（馬場［2017：1– 2 ］）。
　『景徳伝燈録』独自の観点は『祖堂集』との比較から知ることができる。
両書は（a）編者の系譜、（b）時代、（c）基づく資料、（d）収録範囲の 4
点において近しい関係にある。すなわち、（a）両書の編者はともに雪

せっ

峰
ぽう

義
ぎ

存
そん

（822–908）の系譜に属し（『祖堂集』と『景徳伝燈録』の編者はそれぞれ雪
峰下の第 3 世代と第 5 世代に当たる）、（b）成書も50年程しか離れておらず、

（c）ともに『宝林伝』という先行の燈史を重要なソースとして参照しな
がら、（d）過去 7 仏から33祖を経て青

せい

原
げん

・南
なん

嶽
がく

両系に至る歴代仏祖を収
録する点で一致している（『祖堂集』は青原下 7 世・南嶽下 6 世まで、『景徳伝
燈録』は青原下11世・南嶽下 9 世まで）。また後に詳述する通り、その歴史観
も概ね一致している。このような近しい関係にある両書の異同を比較する
ことで、『景徳伝燈録』の独自性を浮き彫りにすることができるだろう。
いかなる特徴も比較を通じてでしか知り得ないことは言を俟たない。なお

『景徳伝燈録』が『祖堂集』の存在を認識していた形跡はない（椎名
［1979：68］、石井［1987：83］、衣川［2022：100］）。
　以下本論では、（ 1 ）『祖堂集』と（ 2 ）『景徳伝燈録』が描き出す禅宗
の歴史を概観したうえで、（ 3 ）両者の異同を分析する。

1．『祖堂集』の禅宗史観

　『祖堂集』の分析にあたり現行本が収める仏祖246名のうち、16名を除く
230名をその対象とする。これは以下のような編纂の経緯に由る。すなわ
ち、同書は952年の成書当初は全 1 巻であったが、その後約10年の間に10
巻に増広され、のち高麗に伝わり20巻に再編・刊行された。今日目にでき
る現行本はこの20巻本であり、それ以外の版本は全く知られていない。現
行20巻本のうち、巻17所録の海東 7 禅師（元寂道義・桐裏慧徹・実相洪直・
慧目章敬・跫山通暁・聖住無染・双峰道允）と巻20所録の五冠順之以下 9 名は
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高麗における増補と推定されている。そこで彼らを除く230名、すなわち
中国で成立した10巻本に収められていたと推定されている人々を分析の対
象とする（ただし今回除外する16名を加えても拙論の結論に変化は生じない）。
なお現行本20巻のうち、前 2 巻が最初に成立した原 1 巻本に相当すると目
され、その多くが先行する唐代の禅宗史書『宝林伝』（801年成書、10巻中 7
巻のみ現存）の節略から成る（衣川［2022：89–90, 167–168］）。
　『祖堂集』が描き出す禅宗の歴史とは、過去 7 仏と33代の祖師を主軸と
しながら、正法が代々継承され、やがて雪峰に至り隆盛を極めるというも
のである。過去 7 仏は仏教を開いた釈尊とそれ以前の 6 名の仏であり、33
代の祖師は釈尊の法を代々伝えてきた西

さい

天
てん

28祖（インドの28名の祖師）と東
とう

土
ど

6 祖（中国の 6 名の祖師）である。西天の第28祖菩
ぼ

提
だい

達
だる

磨
ま

が中国に法を伝
えて東土初祖となったため、全体で33名となる。同書が記す禅宗の流れの
概略は上の図 1 のように整理できる。なお同一世代に属する者については、
同書が立伝する順番に従い上から下へ配した。
　表に載せたのは、全体の構造を把握するうえで必要となる以下 6 種の条
件のいずれかに合致するものである。その条件とは、（ 1 ）伝

でん

法
ぽう

偈
げ

を有す

道信―弘忍―慧能―青原―石頭―天皇―龍潭―徳山―巌頭―玄泉―誨機

牛頭 神秀 羅山―龍光他2名

老安 神会 雪峰―玄沙―中塔

薬山―雲巌―洞山―雲居 鼓山

慧忠 花亭―夾山 曹山 長慶―報慈他2名

道吾―石霜 本仁 保福―招慶―静

南嶽―馬祖―百丈―潙山―仰山 青林 筠

麻谷 黄檗 径山 疏山―後疏山

大梅 西院 龍牙

南泉―趙州

偈 偈 偈

偈 偈

600～1000餘 600～1000餘 500以上

1700 800

50以上 500 1000以上

300

200 2～300 1500 5～600

1500 2～300

1000餘 1000～1600 500 500程

800～1000 100 100～1000

数百 500 500餘

31祖 32祖 33祖

過去7仏―前30祖

■

■

■

他2名

偈 偈

●

図１：『祖堂集』が示す歴史の概略
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る者、（ 2 ）伝
でん

法
ぽう

衣
え

を伝えた者、（ 3 ）那
な

連
れん

耶
や

舎
しゃ

が予言する者、（ 4 ）浄
じょう

修
しゅ

禅
ぜん

師
じ

讃
さん

に言及される者、（ 5 ）50名以上の修行僧を集めた者までの流れ、
および（ 6 ）同書が録する最後の世代（青原下 7 世、巌頭・雪峰の法孫の世
代）に至るまでの流れである。この 6 種の条件に合わない者は一部の例外
を除き省略している。一部の例外とは（ 7 ）編者の静・筠、および第三節
で後述する鼓

く

山
ざん

神
しん

晏
あん

である。
　以上 7 種の者の図中における表記は以下の通り。すなわち、（ 1 ）伝法
偈を有する者は名前の右上に⃝偈と附す。（ 2 ）伝法衣を有する者は東土 6
祖のみに限られるため、特に標識を附さない。（ 3 ）那連耶舎の予言に言
及される者はゴチックで記す。（ 4 ）浄修禅師讃に言及される者は名前を
四角で囲んでおり、実線により讃の直接の対象となる者を、破線により別
人に対する讃で言及される者を示す。（ 5 ）修行者の人数は名前の下に附
記する。（ 6 ）最後の青原下 7 世までの流れには一見して明らかなので、
特に標識を附さない。便宜上、例外的に加えた（ 7 ）編者の静・筠に至る
流れ、および鼓山については、他との違いを示すため灰色で記した。なお
図中に挙げた人物のうち、編者の静・筠のみ『祖堂集』に立伝されていな
い。図中に附した●■については後述する。
　 6 種の条件についてやや詳しく述べると以下の通りである。
　（ 1 ）伝法偈は法を伝える際に師が弟子に示した偈

うた

であり、禅宗の正系
（正統）を示すものである。現存資料を見る限り、敦煌本の『六

ろく

祖
そ

壇
だん

経
きょう

』
（第33祖、東土六祖の慧

え

能
のう

に帰せられる文献）に見える東土 6 祖の伝法偈が最
古のものであり、それが『宝林伝』において改変、かつ33代の祖師（西天
28祖と東土 6 祖）および南

なん

嶽
がく

・馬
ば

祖
そ

にまで拡張され、更に『祖堂集』に至
り過去 7 仏にまで遡及された（11）。『宝林伝』は馬祖こそが禅の正系である
と示すために「南嶽―馬祖」に至る代々の伝法偈を録したのに対し、『祖
堂集』はそれを採用する際、自派の祖に当たる「青原―石

せき

頭
とう

」の伝法偈を
新たに作ることはしなかったが、慧能が伝法偈を「毎

つねづ

ね諸の善知識に告げ
て」いたと記している（S128）。つまり『祖堂集』は『宝林伝』の伝法偈
を踏襲しながらも、南嶽だけでなく「諸の善知識」にも「毎

つねづ

ね」「告げ
て」いたと明記することで、「南嶽―馬祖」のみを正系とする『宝林伝』の
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立場には立たず、南嶽を青原ら「諸の善知識」同様、六祖の法
はっ

嗣
す

のひとり
と見ているのである（12）。
　（ 2 ）伝法衣は「法信」（伝法の信

あかし

）として東土の初祖達磨から六祖慧能
まで代々伝授された袈

け

裟
さ

である。かかる袈裟の存在は荷
か

沢
たく

神
じん

会
ね

（684–758）
が初めて言い出したものであり（胡［1930：21］）、六祖慧能以降の伝承に
ついては後に異説も出たが、『祖堂集』は『宝林伝』等を承け、伝持者の

「命」が「県糸の若
ごと

」く危険にさらされたため、慧能が伝承を止めたのだ
と記す（S119、Van Cutsem［2023a：2］）。つまり慧可から慧能までは唯一
無二の伝法衣により各代一人の正系と描かれるのに対し、慧能より下の世
代はみな伝法衣を持たぬ点で平等となっている。
　（ 3 ）那

な

連
れん

耶
や

舎
しゃ

の予言は『祖堂集』一書前半の概略を示す見取り図に相
当する。彼は仏

ぶつ

大
だい

先
せん

なる達磨の同学の兄弟弟子であり、達磨に先んじて東
土に来たり、13首の偈

うた

によりその後の禅宗の展開を言い当てたという。そ
の展開とは、西天第28祖・東土初祖の達磨が西天から東土に伝えた法が二
祖慧

え

可
か

・三祖僧
そう

璨
さん

・四祖道
どう

信
しん

・五祖弘
ぐ

忍
にん

（601–674）を経て六祖慧能に至り、
四祖道信のもとから牛

ご

頭
ず

宗
しゅう

6 代が、五祖弘忍のもとから神
じん

秀
しゅう

・老
ろう

安
あん

ら北宗
が傍出するほか、六祖慧能のもとから南嶽・荷

か

沢
たく

・慧
え

忠
ちゅう

が出て、さらに南
嶽の下から馬祖、および（慧能―青原の法を承ける）石頭が出るというもの
であり（13）、『祖堂集』の章立ても概ねそのような形に配置されている（14）。
これも『祖堂集』以前の文献、おそらくは『宝林伝』の所説を採用したも
のである（15）。
　（ 4 ）浄修禅師讃とは古人を顕彰するために浄修禅師が作った讃文であ
り、浄修禅師は『祖堂集』を編んだ静・筠の師（より厳密に言えば彼らがい
た寺の住持で、その求めに応じて序文を撰した）招

しょう

慶
けい

文
ぶん

僜
とう

（892–972）である（16）。
讃の直接の対象となっているのは33代の祖師、およびⒶ青原・Ⓑ慧忠・Ⓒ
道
どう

吾
ご

・Ⓓ徳
とく

山
さん

・Ⓔ洞
とう

山
ざん

・Ⓕ玄
げん

沙
しゃ

・Ⓖ 長
ちょう

慶
けい

・Ⓗ馬祖・Ⓘ南
なん

泉
せん

の 9 名であり、
Ⓓ徳山への讃においてその法嗣のⒿ雪峰とⓀ巌

がん

頭
とう

が、Ⓘ南泉への讃におい
てその法嗣のⓁ 趙

じょう

州
しゅう

が、それぞれ言及されている。以上45名は『祖堂
集』の編者、およびその師が重視していた人物だといえる。なお以下の状
況から彼らが青原の流れを汲む自派の顕彰に意を払っていたことが窺える。
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すなわち、Ⓐ～Ⓛの12名のうち南嶽下はⒽⒾⓁの 3 名であるのに対し、青
原下は 8 名となっている（ⒶⒸⒹⒺⒻⒼⒿⓀ）。なおⒶ青原からⒹ徳山を経
てⒿ雪峰に繋がり、その下からⒻ玄沙とⒼ長慶が出る。
　（ 5 ）便宜的に50名という基準を設け、それ以上の修行僧を集めた者の
下にその人数を記した。もちろん禅僧の価値がその下に集った修行僧の数
によって決まるわけではないが、その一方で門下の規模は禅僧の名声を示
す分かりやすい指標であり、『祖堂集』の編者にとっても関心の対象で
あった。なんとなれば雪峰の章においてその門下数を「一千餘人」と記す
一方で（S346, 358）、「天佑丙寅」（906年）より「衆、一千七百に上」った
と特記しているからである（S360）。この1700という数字は、『祖堂集』が
記すうち最大のものであり、それに潙山の1000～1600、長慶の1500、雲

うん

居
ご

の1000以上が続く（17）。当時最大の教団を築いた雪峰に対し、図 1 におい
て●を附した。
　（ 6 ）最後の青原下 7 世に収められる禅僧は巌頭・雪峰の法孫11名であ
る。図 1 では煩を避け「他 2 名」というように一部省略したが、後の図 3
で全員の名を記している。彼らを最後の世代に収める意義についても後の
第 3 節で述べる。
　このように『祖堂集』は（ 3 ）那連耶舎の予言により『祖堂集』前半の
概略―四祖道信のもとから出た牛頭宗、および五祖弘忍のもとから出た
北宗を傍系とする一方で、六祖慧能に至る東土 6 祖を正系とし、慧能のも
とから南嶽・荷沢・慧忠が、南嶽の下から馬祖、および（慧能―青原の法
嗣）石頭が出るという流れ―を示している。うち正系についてはその証
明として（ 1 ）伝法偈と（ 2 ）伝法衣の伝持を記す一方、（ 4 ）重要な禅
僧には浄修禅師讃を附す。慧能の下より数多出た禅僧のうち、（ 5 ）当時
最大の教団を築いたのが雪峰であり、その会下には1700人もの修行僧が雲
集したのであった。

2．『景徳伝燈録』の禅宗史観

　冒頭で述べた通り『景徳伝燈録』は、道原が編んだ『仏祖同参集』に対
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し楊億ら文官が修訂を加えて成ったものであり、その巻頭には楊億の序が
寄せられている。楊億ら文官が本文に加えた修訂がどの程度のものであっ
たかは不明だが、楊億が書き記した修訂の方針に鑑みて（衣川［2022：99］）、
文脈や内容を一新する大きな改変は無かったものと想像する。拙論では便
宜上、本文は基本的に道原が編んだものと見なし、楊億が記した巻頭の序
と区別する。ただし勅許を得て入蔵したのは楊億の序を冠した状態のもの
であることに鑑み、楊億の序と道原の本文を合わせた総体を『景徳伝燈
録』という一つの作品と見る。
　当初道原が収録した禅僧の数は1755名だったと伝えられるが、楊億の序
に「七仏由

よ

り以て大法眼の嗣に至るまで凡
およ

そ五十二世、一千七百一人」と
記される通り、現行本では計1701名となっている（ただし名前だけで語を留
めぬ者も多い。「五十二世」は法眼より 3 代下の世代に当たる）。同書は世に広く
伝わったため版本の種類も頗る多いが、そのなかでも原初の形を最も留め
ているのが金

きん

蔵
ぞう

本である（馮［2014：176, 276］）。以下の分析はその校訂テ
キストを用いる。
　『景徳伝燈録』が記す禅宗史は、基本的には『祖堂集』同様、過去 7 仏
と33祖を主軸としながら法が伝えられていく流れである。ただし最も繁栄
したのが雪峰の会下ではなく、法眼門下であったとする点で大きく異なっ
ている。その概略を図示すると前頁の図 2 のようになる。
　図に載せたのは、全体の構造を把握するうえで必要となる以下 5 種の条
件のいずれかに合致する者である。その条件とは、（ 1 ）伝法偈を録する
者、（ 2 ）伝法衣を有する者、（ 3 ）100名以上の修行僧を集めた者までの
流れ、（ 4 ）六祖下の大勢に関する言及のある者、（ 5 ）法眼下で特筆され
る者である。うち前 3 種は先の『祖堂集』に適用した条件 6 種のうち、那
連耶舎の予言と浄修禅師讃、および最後の青原下 7 世までの流れの 3 種を
除外したものである。除外した理由は『景徳伝燈録』において、那連耶舎
の予言は一書の見取り図的な役割を有しておらず（18）、浄修禅師讃は全く
録されておらず、第 3 節で後述する通り最後の世代の扱いが『祖堂集』と
は異なるからである。なお（ 3 ）人数について『祖堂集』では50名以上と
したが、ここでは繁を避けるため便宜的に100名以上とした。（ 4 ）（ 5 ）
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は『祖堂集』に対応する記述が無いが、『景徳伝燈録』の歴史観を知るう
えで重要なため新たに加えた。また例外として、（ 6 ）『景徳伝燈録』の編
者道原、および後述する巌頭・慧

え

球
きゅう

を便宜的に加えた。
　以上 6 種の者について図中で以下のように記している。（ 1 ）伝法偈を
有する者はその右肩に⃝偈を附す。（ 2 ）伝法衣を伝持した者については特
に標識を附さない。（ 3 ）100名以上の修行僧を集めた者についてはその下
に人数を記す。（ 4 ）六祖下の大勢について言及がある者は破線で囲み、
その内容を上に記す。（ 5 ）法眼下で特筆される三名は実線で囲み、右肩
にその身分を記す。（ 6 ）例外的に加えた道原・巌頭・慧球は灰色で記す
ことで他と区別する。うち（ 1 ）（ 2 ）については『祖堂集』と同様であ
るため省略し、（ 3 ）～（ 5 ）については以下にやや詳しく述べる。
　（ 3 ）禅僧の下に集った修行僧の数は『景徳伝燈録』の編者にとっても
重要な情報であった（19）。その記す所によれば、最も多くの人を集めたの
が行

ぎょう

言
ごん

と延
えん

寿
じゅ

（904–976）の2000人であり、彼ら二人はともに法眼の門流で
ある（行言は法嗣、延寿は法孫。ともに図 2 で●を附した）。とくに延寿につい
ては、1700人もの人々を出家させたほか、974年には「約万餘人」もの
人々に菩薩戒を授けたと記されており、その化が極めて多くの人々に及ん
だことが分かる（20）。それに次ぐのが雪峰・長慶・報

ほう

劬
ぐ

・雲
うん

居
ご

の1500人で
ある（21）。
　（ 4 ）六祖下の大勢について言及が見える者は、㊀青原・㊁天皇・㊂玄
沙・㊃法眼・㊄慧

え

明
みょう

の 5 名である。『景徳伝燈録』の記述によれば㊀青原
は、数多の修行僧が集った慧能の会下において「首に居り」、あたかも東
土初祖の達磨から「髄を得」た「二祖」のようであった（K108）。㊁天皇
は「青原―石頭」の法を承ける禅僧で、「石頭の法道」を盛んにした（K355）。
㊂玄沙は天皇の法玄孫で、「青原・石頭の濬

な が れ

流の今に迨
およ

ぶまで絶えざるに
致らし」めた（K491）。㊃法眼は玄沙の法孫で、「玄沙の正宗」を「江表に
中興」した（K689、土屋［2024：297］）。㊄慧明は法眼の法嗣で、呉越国に
おいて「盛んに玄沙宗一大師、及び地蔵・法眼の宗旨の臻

き わ み

極を談じ」、同
地にその教えを根付かせたという（K728、土屋［2024：74］）。このように

『景徳伝燈録』は青原・石頭から玄沙・地蔵（＝羅漢）・法眼を経て呉越国
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に至る法系―編者の道原が属する系譜―を六祖下の主流として描き出
しているのである。
　（ 5 ）法眼下で特筆される三名は徳韶・文

もん

遂
すい

・慧
え

炬
こ

である。法眼の伝に
は彼らを「嗣子」の筆頭に挙げ、それぞれ「呉越国師」「江南国導師」「高
麗国師」となり「王侯に礼重」されたと明記している（K690、Welter

［2006：142］）。うち文遂は、徳韶の法嗣の延寿同様2000人の修行僧を集め
た行言の教団を継承したと思しき禅僧である（22）。
　以上見て来たように『景徳伝燈録』が描き出す禅宗史とは、（ 1 ）伝法
偈と（ 2 ）伝法衣をその証拠として過去 7 仏と33代の祖師を正系として描
きだしつつ、（ 4 ）編者の道原も属する「青原―石頭―天皇―龍潭―徳山
―雪峰―玄沙―羅漢―法眼」の系譜をその後の主流とし、（ 5 ）うち法眼
の門下から呉越・江南・高麗三国の国師・導師を輩出するとともに、（ 3 ）
法嗣の行言と法孫の延寿がそれぞれ江南・呉越両国において2000人に及ぶ
当時最大の教団を築くに至るというものであった。

3．両書の比較分析

　『祖堂集』と『景徳伝燈録』を比較すると、以下の異同が知られる。

3−1．一致点
　両書が一致する点は以下の通りである。すなわち、法系の前半（過去 7
仏と33代の祖師）については正系・傍系を峻別するのに対し、後半（東土六
祖の慧能より下）では基本的にそれを行なわない。ただし慧能下において
は位次と修行者数により主流を示す。主流とされるのはいずれも、編者が
属する流れ（『祖堂集』では徳山一門、『景徳伝燈録』では徳山から雪峰・玄沙・
法眼らを経て延寿に至る系譜）である点で一致している。
　前半における正系・傍系の峻別について、『祖堂集』所録の那連耶舎の
予言では、東土の四祖道信の「下より横に一宗（＝牛頭宗）を出だす」（S91）、
五祖弘忍の下より「神秀和尚・老安（＝慧安）国師・道明和尚」等を「傍

0

出」すると記される（S148）。また弘忍の言葉として「秀（＝神秀）は門外
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に在り、能（＝慧能）は門に入るを得たり」という評価も録されている
（S811）（23）。
　一方『景徳伝燈録』では道信・弘忍のほか（K61–63）、西天第 2 祖の阿

あ

難
なん

、第24祖の師
し

子
し

、第28祖（東土初祖）の達磨、東土の二祖慧可にもそれ
ぞれ「旁

0

出」がいたと明記されている（K1, 21–22, 39–40）。
　このような峻別は後半の慧能下において基本的に為されていない。『祖
堂集』には「六祖は曹

そう

渓
けい

に住し、衣
え

鉢
はつ

は後
の

ち伝わらず。派は分かるること
三五六、各

お の お

各の真源に達す」という頌
うた

も録されており（S515）、慧能のも
とより分かれた諸派がみな等しく「真源」に達していると明言される。

『景徳伝燈録』では慧能の門下について、「各
おのお

の一方を化し」た「三十三
人」を「正嗣」とする一方で、それ以外を「旁

0

出」とする（K99）。ここで
「旁出」とされた者のみを例外とし、それ以降、正系・傍系の区別は為さ
れない。なお言うまでもないことだが、青原・南嶽の両名は慧能の「正
嗣」に入る（24）。
　ただし慧能下においても位次の区別が為される。それは禅僧の伝記の配
列に現われており、世代ごとに重要な人物から並べられている。世代ごと
の位次の区別を追っていくと、両書ともに編者が属する系譜を六祖下の主
流と見ている点では一致しているが、その主流が『祖堂集』では徳山一門、

『景徳伝燈録』では徳山から雪峰・玄沙・法眼らを経て延寿に至る流れと
する点で異なっている。
　これは両書の編者の編集作業の結果である。『祖堂集』の編者静・筠は
師の文僜を含め自分たちが徳山一門に属すると認識していたのに対し、

『景徳伝燈録』の編者の道原は師
す

兄
ひん

（同じ法系に属する兄弟子）の延寿に至
り東土における禅の隆盛が極まると見ていた。このような自己認識が数多
の先行資料に削除・付加・改変を加え組み合わせる編集作業を通じて、世
代ごとの位次の区別として表れたのである。
　双方が描きだす主流の相違について、次節で詳しく論じる。

3−2．相違点
　両書の大きな相違点として少なくとも 6 点がある。それは、（ 1 ）六祖
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下の主流をどこに見るか、（ 2 ）雪峰下における確執を録するか否か、
（ 3 ）玄沙の法嗣の筆頭を誰とするか、（ 4 ）最後の世代を収める意義、
（ 5 ）重点が一書の前半・後半のいずれにあるか、（ 6 ）仏祖・禅僧の言葉
をどう理解するか、である。以下、これらの差異について順次見ていく。

3−2−1．六祖下の主流
　前節で述べた通り、『祖堂集』は徳山一門を六祖慧能下の主流として描
き出すのに対し、『景徳伝燈録』はそれを徳山から雪峰・玄沙・法眼らを
経て延寿に至る流れと見ている。
　まず『祖堂集』が描き出す六祖から最後の世代までの流れ―慧能から
青原下 7 世に収められる禅僧全11名に至るまでの流れ―を図示すると、
上の図 3 のようになる（南嶽下は現行20巻本では青原下の 1 世代前の第 6 世、
推定される10巻本では第 5 世で終わるため、ここでは挙げていない）。
　図 3 において石頭以下、名前の上に記した数字は青原下の世代数になる

（青原下何世という表現は『景徳伝燈録』に見えるもので『祖堂集』には無いが、
比較を便ならしめるため便宜的に附した）。一代に複数名を記す場合、『祖堂
集』が伝を収める順に従い上から下へ配した。各代で位次が最も高い者

慧能―青原―石頭―天皇―龍潭―徳山―巌頭―玄泉―誨機

羅山―龍光

龍迴

清平

雪峰―玄沙―中塔

長慶―仙宗

道匡

報慈

保福―如新

文僜

山谷

33祖 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)

上以005餘0001～006

1700 800

1500 5～800

図３：『祖堂集』六祖下の位次と流れ
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（各代の最初に配される者）は実線の四角で囲み、雪峰とその下で位次が最
も高い者は破線の四角で囲んだ。巌頭が雪峰を「大悟」させたという関係
を示すため、前者から後者に伸びる矢印を記した。門下数が記される者は
名前の下にそれを附し、1000名以上の者の名をゴチックで記した。加えて、

『祖堂集』の編者の師文僜に下線を施した。
　青原下 5 – 7 世において、「巌頭―玄泉―誨機」が最高の位次を占め、彼
ら巌頭系の下位に「雪峰―玄沙―中塔」を筆頭とする雪峰系が配されてい
る。これは『祖堂集』にとって両系が互いに対立するものではなく、とも
に徳山の一門に連なるものと解されていたからであろう。このように推測
する理由は以下の 2 つである。
　第一に、巌頭（828–887）が雪峰を悟らせたという逸話が詳細に記されて
いる。雪峰は巌頭の 6 歳年上であるが、卓越した禅僧である巌頭を師兄と
慕っていた。二人が行脚していた際に大雪で鵝

が

山
ざん

院
いん

に閉じ込められ、そこ
で巌頭の言葉のもと「大悟」、「これぞ鵝山の成道だ」と喜んだのだという

（S338–339、土屋［2024：32–36］）。その後雪峰は徳山に見えて「頓に旨要を
承」け（S346、土屋［2024：28–29］）、巌頭とともに徳山の法を嗣

つ

ぐことと
なるが、その「大悟」は師兄の巌頭から得たものなのであった。雪峰自身
はもとより、このことを録した『祖堂集』の編者にとっても、巌頭は雪峰
を「大悟」させた恩人なのであった。
　第二に、『祖堂集』が最後の世代（青原下 7 世）として収める11名が、巌
頭・雪峰両系に限られていることである。11名のうち 4 名（誨機・龍光・
龍迴・清平）は巌頭の法孫、 7 名（中塔・仙宗・道匡・報慈・如新・文僜・山
谷）は雪峰の法孫であり、それ以外の者は一切見えない。これはその前の
世代まで異なる系統の多数の禅僧を録するのと対称的である（25）。つまり

『祖堂集』にとってこの11名こそが当時の禅宗を支える偉大な禅匠であり、
彼らはみな徳山一門と称すべき一つのグループに属していたのである。
　ただし徳山一門において最も重要な禅僧は、あくまで雪峰であった。こ
のように言う理由は以下の二つである。（ 1 ）先述の通り雪峰が1700人と
いう当時最大の教団を築いたことが特記されている。（ 2 ）雲居（830–
902）の言葉として「南に雪峰有り、北に趙州有り」を収めている（26）。雲
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居は洞山の法嗣のうち最高の位次を占めており、その下に1000人以上もの
修行僧が集った有力な禅僧であった。その雲居が当時の禅宗を代表する二
大巨頭として雪峰と趙州の名を挙げたのである。趙州の下に集った修行僧
は300人に過ぎなかったが、優れた力量の持ち主であり、その名声は雪峰
のもとにも届いていた。雪峰のもとに訪れた修行僧が趙州の話をとりあげ
問答したほか（S789）、雪峰に対する趙州の鋭い批判をめぐり雪峰門下で
問答もなされている（S353）。その趙州と肩を並べる禅匠として雪峰の名
を雲居が挙げたことは、雪峰とその門下にとって大いに面目を施すもので
あっただろうし、だからこそこの言葉を『祖堂集』に録したのだろう（先
の図 1 において雲居・雪峰・趙州ら三名に■を附している）。
　雪峰の法嗣において、その首位を占めるのは玄沙であるが、門下数では
長慶が最大である。雪峰（822–908）と玄沙（835–908）が同年に没した後、
雪峰の門下に集っていた修行僧の多くが長慶（854–932）のもとへ移ったの
だろう。この想像の当否に拘わらず、記された門下数を見る限りにおいて、
雪峰の示寂後にその教団を支えた中心人物は長慶なのであった。
　一方、『景徳伝燈録』において慧能以下、各代の最初に配される者とそ
の流れを記すと上の図 4 となる。各代の首位にある者を実線の四角で囲み、
それ以外の者を破線の四角で囲んだ。石頭以下の名前の上には青原下の世
代数を記した。名前の下には門下数、六祖下の大勢に関する記載などを記
し、その門下が1000人以上に達した者の名はゴチックで記した。なお『祖
堂集』の位次と流れを整理した図 3 では最後の世代に属する全員に至るま
での流れを記したのに対し、ここでは延寿までの流れだけを記したのは、
最後の世代を収める意義が両書で異なることに由る。この点については後
述する。

図４：『景徳伝燈録』六祖下の位次と流れ

慧能―堀多

青原―石頭―天皇―龍潭―徳山―巌頭―瑞巌 羅漢―法眼―徳韶―延寿

雪峰―玄沙 横龍

33祖

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10)

居首
猶二祖得髓

石頭法道
盛於此席

500～1000
玄沙正宗
中興於江表

呉越国師 2000
渡弟子1700
授菩薩戒万餘

高麗国王敘弟子之礼

1000

1500 致青原、石
頭之 流，

迨今不絶



『景徳伝燈録』の禅宗史観

46

　慧能下 1 世において第 1 位に配されるのは堀多であり、「首に居り」「猶
な

お二祖の髄を得たるがごと」きであった青原は第12位に配されている。こ
れは正法の伝統がもはやインドではなく中国にあることを誇示するために
堀多を第 1 位に拠え、次に慧能の法嗣として古くから知られる者10名を配
し（27）、そのうえで新たに知られるようになった法嗣の筆頭に青原を挙げ
るという編集作業の結果である。堀多の伝には彼が「天

イ ン ド

竺」出身の三蔵で
あり、「東に韶

しょう

陽
よう

に遊
あそ

んで六祖（＝慧能）に見
まみ

え、言下に於いて契悟」した
と記されている（K99）。法を求め天竺に渡っていた時代は終わり、今やイ
ンドの三蔵が東土に来て悟るようになったのだ。だが青原の伝に「首に居
り」と明記される通り、慧能の真髄を得た筆頭の弟子はあくまで青原なの
である。
　青原下第 5 – 6 世で巌頭系を最上位に置き、その下位に「雪峰―玄沙」
を配するのは『祖堂集』同様であるが（28）、『景徳伝燈録』は雪峰が巌頭と
ともに徳山の法を嗣いだと記すのみで（K416, 418）、巌頭のもとで雪峰が
大悟した話は録さない。また第 7 世において巌頭の系譜が断絶していない
にも拘わらず、巌頭系の横龍の上に雪峰系の羅漢を配し第 1 位とするのも

『祖堂集』と大きく異なる。ここから以下のことが分かる。すなわち、師
す

弟
てい

（同じ法系に属する弟弟子）の雪峰よりも師兄の巌頭のほうが位次が高い
こと、および「雪峰―玄沙」の師弟をセットで見ることは、『祖堂集』『景
徳伝燈録』の編者にとって疑う餘地のない自明のことなのであった。『祖
堂集』は雪峰が玄沙の「器質の粋容なるを見て、亦

ま

た多く相接」し、「陪
ますま

す仰ぎ親しく依」ったと記し（S454）、『景徳伝燈録』には雪峰と玄沙を
「本

も

と法門の昆
きょうだい

仲にして親近すること師
し て い

資の若
ごと

し」と称している（K480、
土屋［2024：83］）。ただし『景徳伝燈録』が上位を譲り敬意を示すのは「雪
峰―玄沙」と同世代の「巌頭―瑞巌」の 2 代のみで、『祖堂集』のように
巌頭・雪峰両系を等しく徳山一門と見る視点は無い。とくに第 5 世で両系
の上下関係が反転しているのは、編者道原の編集作業の結果である。
　『景徳伝燈録』が描き出す禅宗の主流は、過去 7 仏・33祖から玄沙・法
眼らを経て延寿に至る流れである。途中青原下 5 世に至り首位は巌頭に譲
り渡したが、その師弟の雪峰は1500人という当時最大の教団を築き、 2 代
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後の羅漢に至り再び首位に復し、法眼・徳韶を経て延寿に至り、そのもと
に2000人もの修行僧が雲集して当時最大規模の教団となったのである。そ
の流れは「石頭の法道」「青原・石頭の濬

な が れ

流」「玄沙の正宗」などと称され
るが、最終的には延寿に極まるものなのであった。なお先述の通り法眼の
法嗣の行言も隣国の南唐において同じく2000人規模の教団を築いたが、図
4 に示した位次から分かるとおり、『景徳伝燈録』のハイライトはあくま
で呉越国の延寿に当たっているのである。
　延寿は文字通り『景徳伝燈録』一書の掉尾を飾っている。延寿の伝は

『景徳伝燈録』の列伝部分の掉尾、すなわち禅僧の伝記を収める巻 1 –26の
最後の巻に収められているからである（巻27–30は「その他」の資料に相当す
る部分であり、禅門散聖・諸方広語・歌詩・讃頌が収められる）。なお同書には
延寿の次の世代（青原下11世）まで収録するが、その筆頭に配される子

し

蒙
む

は延寿の法嗣として名が挙げられるのみで、語は収められていない。彼を
録したのはあくまで延寿の法が次世代に継承されたことを示すためであっ
て、同書の掉尾を飾るのは子蒙ではなく延寿なのである（後の3-2-4で詳述）。
　『景徳伝燈録』が描き出す禅宗の主流とは、過去 7 仏・33祖から青原・
石頭・玄沙・法眼らを経て正法が延寿へと継承されていく流れなのであっ
た。そして延寿の伝には、彼が「宗

す

鏡
ぎょう

録
ろく

一百巻、詩偈賦詠凡
およ

そ千万言を
著し、海外に播

つた

わる。高麗国王、師の言教を覧
み

て、使を遣
つか

わして書を齎
もた

ら
し弟子の礼を叙

の

ばし」め、「彼の国の僧三十六人、親しく印記を承け、前
後本国に帰り各

おのお

の一方を化す」と記されている（K770）。国王の帰依のみ
ならず36名もの法嗣を得て、延寿の法は遠く海外まで伝わり、高麗の初祖
とも称すべき地位を得たのであった。

3−2−2．雪峰下における確執
　『景徳伝燈録』は、慧能から青原や玄沙、法眼らを経て延寿に至る系譜
を主流として描写する一方で、雪峰の餘他の法嗣との間に確執があったこ
とを記している。すなわち、「玄沙―羅漢―法眼」の法を嗣ぐ慧

え

明
みょう

は呉越
国に住し、その領内で「玄沙の正宗」が「閫

そ と

外に置」かれていたのを「整
ただ

して之を導かんと欲」していた。のちに呉越国王の銭
せん

弘
こう

俶
しゅく

（在位948–978）
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が「王府」で開いた法論に招かれ、雪峰の法嗣「翠
すい

巌
がん

令
れい

参
さん

」ら「禅匠」お
よび「城下の名公」を前に「盛んに玄沙宗一大師及

およ

び地蔵（＝羅漢）・法眼
の宗旨の臻

き わ み

極を談」じて圧倒し、「時の群
すぐれしもの

彦」はみな「弭
ひ れ ふ

伏」したのだとい
う（K727–728、土屋［2024：74］）。この話は『祖堂集』には見えない（29）。

3−2−3．玄沙下の筆頭
　玄沙の唯一の法嗣として『祖堂集』が中

ちゅう

塔
とう

慧
え

球
きゅう

（?–913）を挙げるのに
対し、『景徳伝燈録』は羅

ら

漢
かん

桂
けい

琛
ちん

（867–928）を挙げ、中塔を第 2 位に置い
ている。これは『景徳伝燈録』の編集作業の結果である。なぜなら『景徳
伝燈録』が収める中塔の伝にも彼が「玄沙室中」の「首に居」たと記され
ているからである（K584）。それにも拘らず同書が中塔の上に羅漢を配し
たのは、自派が主流であることを誇示するために他ならない。
　なお『景徳伝燈録』は中塔の伝において、玄沙とその師弟鼓

く

山
ざん

神
しん

晏
あん

（862–938）の間に意見の相違があったことを記している。すなわち、玄沙
の示寂にあたり誰が後継者に相応しいかと、閩国王の王

おう

審
しん

知
ち

（在位909–
925）が玄沙・鼓山に個別に尋ねると、それぞれ別の人物を推挙し、のち
開堂の日に国王が住持に指名したのは、鼓山ではなく玄沙が推挙した慧球
だったという（K584、土屋［2024：72–73］）。この話も『祖堂集』には見え
ない。
　また『景徳伝燈録』が羅漢を玄沙の法嗣の首位に拠えるのに対し、『祖
堂集』はその伝を録さず、名前にすら言及しない。後に『景徳伝燈録』が
記すような確執が当時既にあり、その頭目の羅漢を正規メンバーから除外
したのかもしれないし、あるいは当時全く無名で彼らの目にとまりすらし
なかったのかもしれない。

3−2−4．最後の世代を収める意義
　両書が収める最後の世代の意義も異なる。
　『祖堂集』は最後の世代（青原下 7 世）に巌頭・雪峰の法孫11名のみを収
めており、これにより徳山一門を担う当時の有力な禅匠全体を明示してい
る。これが『祖堂集』の考える主要メンバーなのであった。
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　一方、『景徳伝燈録』の最後の世代（青原下11世）には徳山に嗣法した延
寿・朋

ぼう

彦
げん

・希
き

辯
べん

ら三名の法嗣、それぞれ 2 名、 1 名、 2 名を入れるが、う
ち語を録すのは朋彦の法嗣法

ほう

斉
ざい

だけで、他 4 名は名が記されるのみである
（K760, 794–795）。有力な禅匠のリストアップとは到底言えず、むしろ掉尾
を飾る延寿の法がその次の世代にまで伝わったことを示すためのものと解
すべきである。

3−2−5．重点
　『祖堂集』『景徳伝燈録』の重点はそれぞれ、前半と後半に置かれている。
　『祖堂集』では巻 1 – 2 に過去 7 仏と33祖を収めた後、巻 3 に第31祖傍出
の牛頭宗、第32祖傍出の北宗、第33祖慧能の法嗣を載せ、巻 4 –13に青原
下 7 代の禅僧を、巻14–20に南嶽下 6 代の禅僧を録す。青原下を南嶽下の
前に配することで、過去 7 仏から33祖を経て青原下へ法が伝わり徳山一門、
なかでも雪峰の会下で禅宗が隆盛を極める一貫した流れを前半部において
描き出したのである。
　一方『景徳伝燈録』は巻 1 – 5 に過去 7 仏と33祖、およびその傍出と慧
能の法嗣を収めた後、巻 6 –13に南嶽下 9 代の禅僧を、巻14–26に青原下11
代の禅僧を配する（残りの巻27–30は先述の通りその他の資料を収める）。慧能
の法嗣を収めた巻 5 において青原がその首位にあると明言したうえで

（K108）、その門流を後半（巻14–26）に配し、かつ延寿を最後の巻26に収め
ることで、慧能から青原を経て延寿に至る禅の主流が脈々と今日まで継承
されてきた様子を描き出したのである（石井［1987：104］）。

3−2−6．言語観
　両書はともに禅僧の様々な言葉を数多収録するものの、その言語観（仏
祖・禅僧の言葉をどう見るか）が異なっている。
　『祖堂集』の言語観は鼓山の所説に現われていると考える。彼は雪峰の
後継者として閩国王に重んじられた有力な禅僧であり、雪峰の寂後、国王
が開創した寺院に住持として迎えられた。すると鼓山は居並ぶ修行僧たち
に対し、経

きょう

律
りつ

論
ろん

の三蔵からなる仏法、および禅道（禅宗）全体を視野に収
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めたうえで、それらがみな人々の機根に合わせて様々に説かれた「方
ほう

便
べん

」
であり、「処方」こそ異なれど「病」を癒

い

やす薬である点で全く同じだと
述べたのだという（S482）。『祖堂集』には「即

そく

心
しん

是
ぜ

仏
ぶつ

」（即
ほかなら

ぬ心こそ是れ仏
なり）や「非

ひ

心
しん

非
ひ

仏
ぶつ

」（心に非ず仏に非ず）など、互いに矛盾する無数の異
説が含まれているが、神晏が提示したメタ的視座に立てば、それらはみな
方便（機根に応じて説かれた仮の教え）であり、悟りへ導く点で何ら違いは
ないのであった（30）。
　一方、『景徳伝燈録』は『祖堂集』と異なる見方を示している。それは
全てを「一

いっ

音
とん

」（唯一絶対の音）と看
み

做
な

すものである。『祖堂集』には「一
音」という語が全く見えないのに対し、『景徳伝燈録』は重要な四つの箇
所に「一音」の説が見えている。
　第一が巻頭に掲げられる楊億の序であり、以下のような禅宗史観が記さ
れている―過去の燃

ねん

燈
とう

仏
ぶつ

から授記を受けた釈尊は悟りを開いた後に対
たい

機
き

説
せっ

法
ぽう

（聞き手の機根に鑑みて教えを説き示）し、入滅に及んで正
しょう

眼
げん

（真理を看
取する正しき眼）を西天初祖の迦

か

葉
しょう

に付した。後に達磨が東土に法を伝え、
五葉（五代）を経て禅宗は隆盛を迎える。すなわち、禅宗は「千燈に分か
れ」て輝きを増し、「宝所に達」して「法輪を転」じ「一音を以て開演」
する者が多く現われたのである―（K 序 1 – 2 ）。インドの大衆部や一部
の大乗経典等によれば、仏は常に「一音」のみを説くが、それを聞いた者
は各々の機根に応じて様々に理解するといい（馬場［2022：83］）、この説は
経論の訳出により中国でも広く知られていた。つまり楊億の序によれば、
釈尊の法を嗣ぐ禅僧らが仏に成り代わり東土の到る処で「一音」説法をし
ているのだ。
　第二から第四は、道原が編纂した本文部分、慧可・法眼・延寿の伝およ
び語に見える。すなわち、東土で初めて伝法の祖となった慧可は「一音も
て演

の

暢べ四衆は帰依」したといい（K53）、「玄沙の正宗」を「中興」した
法眼は「一音」を巡る長い問答において、一音を正しく受けとる―「一
切の声は是れ仏の声、一切の色は是れ仏の色」と体得する―よう求めて
いる（K861）。そして一書全体の掉尾を飾る延寿の章には、以下の問答が
収められている。
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問う、「承
う

くるに教に言有り、『一切諸仏及
およ

び仏法、皆
み

な此の経従
よ

り出
づ』と（『金剛経』：T8.749b）、如

いかなる

何か是れ此の経」と。師曰く、「長
とこしなえ

時
に転じて停まらず、義に非ず亦

ま

た声にも非ず」と。曰く、「如
い か

何にか
受持せん」と。師曰く、「若

も

し受持せんと欲せば、応
す べ か

須らく眼を用い
て聴

き

くべし」と。�（『景徳伝燈録』巻26「杭州慧日永明寺智覚禅師」：K769）

あらゆる仏と仏法の根源について尋ねられた延寿は、「永遠に転じて片時も
止まることはない、それは如何なる義

いみ

でも声でもない」と答える。それを
どう受持すべきか更に問われると、延寿は「眼で聴くがよい」と答えたと
いう。「一音」の二字こそ見えないものの、「転じて停まらず」という表現、
および如何なる「義」「声」にも限定されず、「眼を用いて聴くべし」と言
われることから、一音こそが一切の根源であると示しているのだろう（31）。
　このように『景徳伝燈録』は、禅僧が仏に替わり「一音」説法を行うと
いう新たな見方を提示したのである。そしてそれは慧能から延寿に至る主
流のみに許された特権ではなく、彼らと確執があった雪峰の餘他の法嗣に
も「一音」を認めていた。雪峰の法嗣 従

じゅう

琛
ちん

のものとして、以下のような問
答が録されている―釈尊と同じように一音説法をしてほしいと願い出た
僧に対し、従琛は良

りょう

久
きゅう

（暫しの沈黙）によって応えた。これこそ大
み

衆
な

の疑
網を瞬時に除く一音説法だと僧が称えると、従琛は「大衆を汚してはいか
ん」と返したという―（K625）。お前が理解したような「一音」は所詮
分別に過ぎず、真の「一音」ではないというのであろう。この解釈の是非
はともかく、雪峰の門下にも仏に替わり「一音」説法する者がいたと『景
徳伝燈録』は記しているのである。『景徳伝燈録』は確執のあった人々を
も排除することなく、みな「一音」のうちに取り込んだのであった（32）。
　道原が『景徳伝燈録』に記した上述の言語観―禅僧の様々な言葉を全
て「一音」と看做す理解―は、彼の師兄の延寿から承けたものと考えら
れる。延寿の著作『垂

すい

誡
かい

』には「三世の諸仏は同口に敷
の

宣べ、天下の禅宗
は一音もて演

と

暢く」とある（T48.993c）。管見の限り話し手の側に着目して、
禅僧が仏と同じく「一音」を説くと明言したのは延寿が最初である（33）。
そして延寿は前述の通り呉越国において2000人という当時最大規模の教団
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を築くとともに、『景徳伝燈録』の掉尾を飾る重要な禅僧であった。その
師弟であり、『景徳伝燈録』に「一音」の説を組み入れた道原が、延寿の
理解を知らなかったとは考えられない。
　延寿の『宗鏡録』にも同様の言語観―あらゆる教説の本質は一心の説
示にあるが、それに気づかぬ者はそれぞれの機根に応じて各様に理解する
という見方―が記されており（柳［2015：93］）、『景徳伝燈録』の掉尾を
飾る延寿伝にはその主著として『宗鏡録』の名が記されている。このこと
に鑑みれば『景徳伝燈録』は、『宗鏡録』の言語観を通して仏教の総体を
捉え、「凡

およ

そ五十二世」にも及ぶ伝燈―過去 7 仏より33祖・青原を経て
延寿の法嗣の世代（青原下11世）に至るまで、歴代の仏祖・禅僧がみな一
様に、一音により真理を示して仏心を伝え無数の衆生を教化してきた歴史
―を描き出したのだと言える。
　勅許を得て『景徳伝燈録』が大蔵経に編入されたことにより、東土に仏
が満ち「一音」説法するという同書の言語観も定着するに至った。その証
左のひとつが、『碧

へき

巌
がん

録
ろく

』の著者として知られる北宋の代表的な禅僧圜
えん

悟
ご

克
こく

勤
ごん

（1063–1135）の語録に冠された1133年（紹興 3 ）の序である。そこに
は以下の一節が見える。「仏は一音

0 0

を以て法を演
の

説ぶ、故に一切法は此の
一音
0 0

を同じくす。三世の諸仏も此の一音
0 0

、六代の祖師も此の一音
0 0

、天下の
老和尚も此の一音

0 0

なり。『吾
われ

に正法眼蔵有り、摩訶迦葉に分付す』も乃ち
此の一音

0 0

なり。『正法眼蔵、這
こ

の瞎
かつ

驢
ろ

辺
へん

に滅却す』も亦
ま

た此の一音
0 0

なり」
（T47.713b–c）。

むすび

　編者が属する法系・時代・参照資料・収録範囲の 4 点において近しい関
係にある『祖堂集』と『景徳伝燈録』を取り上げ、それぞれが描き出す歴
史を文献内在的に分析・比較した。
　両書の共通点は以下の通りである。両書ともに伝

でん

法
ぽう

偈
げ

や伝
でん

法
ぽう

衣
え

の受持、
門下数などを記すことにより、過去 7 仏から33祖（西天28祖・東土 6 祖）を
経て自派に至り禅宗が隆盛を極める流れを描き出す。第33祖（東土六祖）
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の慧
え

能
のう

（638–713）以前においては正系・傍系を峻別するのに対し、慧能以
後はそれを基本行なわないが、位次・門下数により禅宗の主流を描き出す
点でも一致している。
　ただし両書は少なくとも以下の 6 点で異なっている。
　（ 1 ）どこに禅宗の主流を見るかで異なる。『祖堂集』によれば禅宗の主
流は慧能下 5 世（青原下 4 世）の徳

とく

山
さん

宣
せん

鑑
かん

（780–865）の一門であり、うち
徳山の法嗣雪

せっ

峰
ぽう

義
ぎ

存
そん

（822–908）が閩
びん

国において国王王
おう

審
しん

知
ち

（在位909–925）
の庇護のもと当時最多の修行僧1700人を集めて隆盛を極め、その寂後は雪
峰の法嗣 長

ちょう

慶
けい

慧
え

稜
りょう

（854–932）がその教団を支えた。一方『景徳伝燈録』
が描き出す主流は雪峰から玄

げん

沙
しゃ

師
し

備
び

（835–908）・羅
ら

漢
かん

桂
けい

琛
ちん

（867–928）・法
ほう

眼
げん

文
もん

益
えき

（885–958）・天
てん

台
だい

徳
とく

韶
しょう

（891–972）を経て永
えい

明
めい

延
えん

寿
じゅ

（904–976）に至る系
譜であり、延寿は呉

ご

越
えつ

国において国王銭
せん

弘
こう

俶
しゅく

（在位948–978）の庇護のもと
門下2000人にも及ぶ一大教団を築いたのだという。
　（ 2 ）雪峰下の確執を伝えるか否かで異なる。『景徳伝灯録』の記すとこ
ろによれば、乾祐年間（948–956）に呉越国の王府で開催された法論におい
て雪峰の法玄孫慧

え

明
みょう

（生年不詳、954–959の没）は、雪峰の法嗣翠
すい

巌
がん

（生没年
不詳）らを破り、雪峰の法嗣玄沙の「正宗」を同地に根付かせた。かかる
雪峰下の確執は『祖堂集』には全く見えない。
　（ 3 ）玄沙の法嗣のうち誰を第 1 位に据えるかで異なる。『祖堂集』は玄
沙の法嗣の筆頭に中

ちゅう

塔
とう

慧
え

球
きゅう

（?–913）を挙げるのに対し、『景徳伝灯録』は
羅漢を第 1 位に据え、その下位に中塔を配する。『景徳伝灯録』の中塔の
伝に彼が「玄沙室中」の「首に居」たと記すにも拘らず、その上位に羅漢
を据えるのは、『景徳伝灯録』の主流に列なる彼を尊重した結果である。
　（ 4 ）最後の世代を収める意義が異なる。『祖堂集』は巌

がん

頭
とう

（828–887）・
雪峰の法孫11名の伝を最後の世代に収めており（青原下 7 世）、巌頭・雪峰
はともに徳山に嗣

つ

いだ師
す

兄
ひん

弟
でい

（兄弟弟子）である。このことから『祖堂集』
は、徳山一門を担う当時の有力な禅僧を具さに録したものと解せる。一方

『景徳伝灯録』の最後の世代（青原下11世）に録されるのは延寿の法嗣 2 名
と、延寿の師兄弟朋

ぼう

彦
げん

（913–961）・希
き

辯
べん

（921–997）の法嗣計 3 名のみであ
り、うち語を録するのは朋彦の法嗣 1 名のみである。それにも拘らず朋彦



『景徳伝燈録』の禅宗史観

54

の法嗣の前に延寿の法嗣 2 名の名を挙げているのは、延寿を尊重するとと
もに、その法が次世代にまで伝わったことを示そうとしてのことであろう。
　（ 5 ）重点を一書の前半・後半のいずれに置くかで異なる。『祖堂集』で
は巻 1 – 2 に過去 7 仏と33祖を、巻 3 に第33祖慧能の法嗣を載せ、その筆
頭に青

せい

原
げん

行
ぎょう

思
し

（?–741）を挙げ、南
なん

嶽
がく

懐
え

譲
じょう

（677–744）を末尾に配する。そ
のうえで青原下 7 代の禅僧を巻 4 –13に、南嶽下 6 代の禅僧を巻14–20に収
める。その重点は自ずと前半にある。一方『景徳伝燈録』は巻 1 – 5 に過
去 7 仏と33祖、および第33祖慧能の法嗣を載せ、青原こそがその首位にあ
ると明言し、南嶽の前に配する。そのうえで巻 6 –13に南嶽下 9 代の禅僧
を、巻14–26に青原下11代の禅僧に収める（巻27–30はその他の資料を収録）。
慧能門下で首位にあった青原の系譜に列なる禅僧を後半に収めることで、
その流れが脈々と当時まで継承されてきた様子を描き出したのである。
　（ 6 ）仏祖・禅僧の言葉をどのように解するかが異なる。『祖堂集』はそ
れらをみな方便（機根に応じて様々に説かれた仮の教え）と見る視点が示され
ているのに対し、『景徳伝燈録』には『祖堂集』にない「一音」の説―
かつて仏がしたように禅僧たちも「一音」（唯一絶対の音）を発し、それを
聞いた人々が機根に応じて各様に理解するという見方―が記されている。

『景徳伝燈録』が勅許のもと宋の初め1011年に大蔵経（仏教の一大聖典集）
に収められたことで、禅僧が仏と全く同じ「一音」説法を続けてきたとい
う理解も広まり、大宋国は「一音」説法を行う禅僧に満ち満ちた仏国土と
なったのであった。

＊�本研究は JSPS 科研費（JP21K00060）の助成を受けている。拙論の執筆にあ
たり馬場紀寿氏から全体、野口善敬氏から結論部分、Van Cutsem, Laurent
氏から『祖堂集』に関する部分に対し、それぞれ貴重なご助言をいただいた。
心より感謝申し上げる。

注
（ 1 ）	 衣川［2003］［2009］［2010］［2022：93］、斉藤他［2020：279］。
（ 2 ）	 柳田［1971］、馮［2014］、斉藤他［2020：279–280］。
（ 3 ）	 書誌研究のうち『祖堂集』を扱った重要なものに衣川［1998］［2003］



55

［2009］［2010］［2022］、Van Cutsem［2023c］等がある。『景徳伝燈
録』を扱った重要なものに馮［2014］がある。

（ 4 ）	 『祖堂集』の影印本に禅文化研究所［1994］が、校訂テキストに張
［2009］、孫・衣川・西口［2007］がある。『祖堂集』が一揃いの板木の
みが現存するのに対し、『景徳伝燈録』は多種の版本が現存している。
後者のテキストの変遷は甚だ複雑だが、馮［2014］によればその系統は

（ 1 ）開宝蔵―金蔵系、（ 2 ）東禅寺本系、（ 3 ）延祐本系、（ 4 ）高麗本
系の四種に大分できる。うち（ 1 ）金蔵の校訂テキストに馮［2018］が
あり、（ 2 ）東禅寺本の影印が禅文化研究所［1994］に、（ 3 ）延祐本の
影印が『玉海堂景宋叢書』16（1916）に、（ 4 ）高麗本の影印が柳田

［1976］に収録されている。訳注研究では、『祖堂集』全体の訓注に花園
大学国際禅学研究所［2003］が、部分訳に丘山・衣川・小川［2000］、
松原・衣川・小川［2000］、土屋・衣川・小川［2001］、Anderl［2004：
563–799］、禅文化研究所唐代語録研究班［2011］［2013］、Van Cutsem

［2023c：32–39, 66–71, 110–114, 279–290］等が、『景徳伝燈録』全体の
訳注に顧［2005］［2010］、Whitfield［2015a］［2015b］［2016］［2017］

［2018］［2019a］［2019b］［2020］が、部分訳に入矢監修・景徳伝燈録
研究会［1993］［1997］［2013］等がある。

（ 5 ）	 拈弄とは後代の禅僧による批評の意で、両書に収録される拈弄が、その
編者が所属する派に偏っていることが指摘されている。すなわち、『祖
堂集』所収の拈弄の殆どは雪峰門下によるものであり（横井［1953：
53］）、『景徳伝燈録』所収のものの多くは法眼門下によるものである

（石井［1987：73–74］）。土屋［2024：80］の整理による。
（ 6 ）	 『祖堂集』『景徳伝燈録』を含む各種資料を用いて当時の禅宗の変遷を詳

細に解明した最新の研究に黄［2021］がある。
（ 7 ）	 『祖堂集』『景徳伝燈録』など禅宗史書を用いて当時の思想を分析した研

究のうち、最近のまとまったものに齋藤［2020］、土屋［2024］等があ
る。前者に対し筆者は曾て書評を執筆し（拙文［2022b］）、研究手法の
問題―『景徳伝燈録』は全体を分析するのに対し、『祖堂集』はその
部分に留まること―を指摘したが（107頁）、両書の全体を比較した際
にどのような差異が見えてくるかについては筆者自身、考えがまとまら
なかった。拙論はその問題意識に基づき構想されたものである。後者は

『祖堂集』『景徳伝燈録』『宋高僧伝』など複数の文献を組み合わせて当
時の禅思想の展開を分析するものであり、拙論のアプローチ―『祖堂
集』なら『祖堂集』、『景徳伝燈録』なら『景徳伝燈録』を、それぞれ独
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立した作品と見なし、外部の資料や情報を持ち込むことなく、そこに描
かれた歴史を文献内在的に読み解こうとする方針―とは自ずと異なる。
拙論では外部の情報を遮断する必要があるため、話題として重なる部分
は多いものの、その議論を引くことは残念ながら基本的に叶わなかった。
ただし『祖堂集』『景徳伝燈録』の記述そのものに対する言及・分析に
ついては、必要に応じて参照している。

（ 8 ）	 語法研究の専著に張［2003］、林［2006］、葉［2010］、田［2012］等が
あり、うち前 3 書については衣川［2012］［2022：7, 305–327］の書評
がある。

（ 9 ）	 馬場［2008：11］［2017：2］。
（10）	 小川［2001：59, 64］はこれまでの禅宗史研究の流れを以下のように簡

潔明瞭にまとめている。「戦前の禅宗史の分野では、史料自体の真偽や
価値を吟味することなく、これこれの書物にこうあるという記述を列ね
てゆく類いの研究が、ごくふつうに行なわれていた」のに対し、「文献
批判を主軸とした実証的な禅宗史研究」が胡適により開始され、柳田聖
山を経て今日に至っている。ただし胡適が「禅宗史の伝承を虚構として
暴きたてる」「疑古」的な態度をとるのに対し、柳田は「虚構を非歴史
として斬ってすてるのではなく、逆にそのような虚構が生み出されたこ
と自体をひとつの歴史として捉え直すという観点の転換」を行ない、

「釈古」的な態度をとった。両氏の研究に比すのであれば拙論は、虚構
性を暴くのでもなければ、虚構が生み出された歴史を分析するのでもな
く、それぞれの史書が描き出す「虚構の歴史」の総体を書かれている通
りに読み取ろうとするものである。なお分析の範囲を個々の文献に区切
り、その内部で描き出される歴史全体の構造を読み解く点で、複数の文
献から都合の良い部分を取り出し、それを恣意的に組み合わせて歴史を
描き出す戦前の禅宗史研究とも異なっている。

（11）	 柳田［1967：355–360］。『宝林伝』の現存部分に南嶽・馬祖の章がない
ため両者の伝法偈を確認することはできないが、下記 3 点の状況に鑑み、
同書には既に収録されていたと推定できる。第一、『宝林伝』に続く

『祖堂集』『景徳伝燈録』が両者の伝法偈を収めている。第二、『景徳伝
燈録』は『祖堂集』を参照していないものの両書が収める南嶽・馬祖の
伝法偈が完全に一致する。第三、両書はともに『宝林伝』を参照したこ
とを明言している。なお『宝林伝』の逸文については、椎名［1980］参
照。

（12）	 Welter［2006：66, 112］は『祖堂集』が『宝林伝』から「南嶽―馬祖」
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を六祖の真の後継者とする主張に従っており、文僜が馬祖の新風の継承
者を自任していたと見るが、拙論では本文で論じる通りこの解釈を採ら
ない。Welter 説への批判については、Van Cutsem［2023b：565–569, 
575］を参照。

（13）	 横井［1954：37］、柳田［1967：357］。『祖堂集』巻 2 「第二十七祖般若
多羅」：「達摩大師同学兄名仏大先，此仏大先是仏馱跋陀羅三蔵之弟子。
仏馱跋陀羅復有弟子名那連耶舎，於南天大化，後来此土東魏高歓鄴都，
与五戒優婆塞万天懿訳出梵本尊勝経一部。……三蔵讖曰：『尊勝今蔵古

（尊勝者，妙智也。古者，可大師
0 0 0

。……）……。』三蔵讖曰：『……白宝
初平平（白宝者，玉也。玉辺作祭，璨

0

字也。三祖
0 0

名璨大師
0 0 0

）。』……又讖
曰：『……路上逢僧礼（路上者，道

0

也。礼者，信
0

也。四祖大師
0 0 0 0

名道信
0 0

），
脚下六枝分（脚下者，門下也。四祖下横出一宗。六枝者，牛頭

0 0

融禅師等
六祖
0 0

）。』……三蔵又讖曰：『三四全無我（三四者，七也。五祖
0 0

七歳遇道
信大師。無人我，出家也）。……尊号過諸量（過量者，弘

0

字也），逢嗔不
起憎（不起者，忍

0

字也）。』……三蔵又讖曰：『捧物何曾捧（捧者，恵
0

字），
言懃又不懃（懃者，能

0

也。六祖
0 0

名能
0

）。唯書四句偈（唯書四句偈者，神
0

秀
0

和尚呈四句偈，恵能和尚亦呈四句偈，故言四句偈），将対瑞田人（瑞
田人者，神秀

0 0

和尚，南陽嘉禾県瑞田人）。』……三蔵又讖曰：『心裏能蔵
事（能蔵者懐，則懐譲

0 0

也），説向漢江浜（説向者，説法也。漢江浜者，
馬大師
0 0 0

漢州人也。馬大師求仏心印，譲和尚説向道一也）。……』……三
蔵又讖曰：『艮地生玄旨（艮地者，東北也。神秀

0 0

和尚従五祖下伝一枝法
在北

0

，自為立宗旨也）……足下一有分（従秀
0

和尚足下各分宗旨，南北有
異）。』三蔵又讖：『霊集媿天恩（霊者，神

0

。集者，会
0

也。媿者，荷
0

也。
天恩者，沢

0

也。神会
0 0

大師住洛京荷沢
0 0

寺）……。』……三蔵又讖曰：『八女
出人倫（八女者，安

0

字也，出人倫者，為国師也），八箇絶婚姻（八箇者，
安
0

字。絶婚姻者，安徒難為紹継之）……』三蔵又讖曰：『走戊与朝隣
（走戊者，越字。忠国師

0 0 0

是越州人也。与朝隣者，為国師）……』三蔵又
讖曰：『説小何曾小（希

0

字是也），言流又不流（遷
0

字是也）。草若除其首
（石頭

0 0

無草）……。』爾時那連耶舎説此讖已，告万天懿云：『今此国吾滅
後二百八十年中，有大国王善敬三宝，此前諸賢悉出于世，化導群品約有
千百億，後所得法，只因一師，興大饒益，開甘露門，能為首者，当菩提
達摩焉。』」（S89–95）。下線部については後注14で言及する。

（14）	 『祖堂集』において、（A）①達磨から⑥慧能に至る 6 代の祖師は巻 2 に、
（B）④道信から傍出した牛頭宗は巻 3 の初めに、（C）⑤弘忍から傍出
した神秀・慧安ら北宗は巻 3 の中頃に、（D）⑥慧能から出た 3 名は神
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会・慧忠・南嶽の順で巻 3 の後ろに録され、（E）続く巻 4 の冒頭に石
頭が、巻14の冒頭に馬祖が配されている。うち（B）（C）、および（D）
の神会・慧忠と那連耶舎の予言との対応は見て取りやすい。（B）では
予言に見える「六枝」の語（前注13下線部）を用いて「牛頭宗」の六代
の相承を明示したうえで（S138）、「已上空宗」と結んでいる（S147）。

（C）では予言への注に見える「五祖下」の「一枝」の語（前注13下線
部）を用いて神秀・老安ら北宗のメンバーを明示したうえで（S148）、

「已上北宗」と結んでいる（S155）。（D）神会の次に慧忠を並べる配列
は、予言で示される順番の一致している。（E）石頭を馬祖の前に置く
のは予言の順と逆になっているが、これは『宝林伝』と『祖堂集』の相
異なる立場を反映しているのだろう。馬祖の正統性を示すために編まれ
た『宝林伝』では馬祖を先に挙げていたが、それを参照しながらも「青
原―石頭」の下から出た徳山一門の立場から編まれた『祖堂集』では青
原を六祖の法嗣の最初に挙げ、石頭を馬祖の前に配したのだと考える。

（15）	 那連耶舎の予言全13首のうち、その全てが『祖堂集』（952年）、『伝
でん

法
ぽう

正
しょう

宗
しゅう

記
き

』（1061年、T51.767c–768b）、『祖
そ

庭
てい

事
じ

苑
えん

』（1108年、Z113.228a– 
230a）に、三祖僧璨を予言する第 2 首を除く12首が『天聖広燈録』

（1036年、Z135.635a–636a）に、神秀を予言する第 8 首と慧安を予言す
る第11首の 2 首のみが『景徳伝燈録』（1009年、K81–82）に収められて
いる。『祖堂集』が中国で読まれた形跡はなく、北宋期に編まれた諸書
が『祖堂集』を直接参照したとは考えがたいため、『祖堂集』以前に那
連耶舎の予言13首が成立していたことはほぼ確実である。その現存部分
に見えないため確言できないが、おそらくは『祖堂集』と『景徳伝燈
録』がともに参照したと明言する『宝林伝』に収められていたのだろう。
Van Cutsem［2023b：567］。

（16）	 33代の祖師 S24–131、Ⓐ青原 S157、Ⓑ慧忠 S173、Ⓒ道吾 S266、Ⓓ徳山
S277、Ⓔ洞山 S313、Ⓕ玄沙 S459–460、Ⓖ長慶 S497、Ⓗ馬祖 S618、Ⓘ
南泉 S717–718。浄修禅師讃については衣川［2010：89］［2022：74–75］、
Van Cutsem［2021］［2023b］を、文僜の生没年については衣川［2003：
142］［2022：56］を参照。

（17）	 図 1 に記した門下の人数について、左から右、上から下へとその出典を
記すと以下の通り。（ 1 ）弘忍、「又如五祖大師下，有五百九十九人尽会
仏法，唯有盧行者一人不会仏法，他只会道」（S704）、「登時五祖下，有
七百僧」（S810）、「当時七百餘人，一斉趁盧行者」（S120）、「門人一千
餘衆」（S124）。（ 2 ）慧能、「広六百衆」（S162）、「大衆千有餘人」（S187）。
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（ 3 ）徳山、「常盈五百矣」（S274）。（ 4 ）雪峰、「聚得千七百人」（S490）、
「自天佑丙寅之間，衆上一千七百」（S360）。（ 5 ）玄沙、「匡八百衆矣」
（S455）。（ 6 ）薬山、「漸漸近有四五十人」（S224）。（ 7 ）洞山、「聚
五百衆」（S313）。（ 8 ）雲居、「不減千有餘衆」（S365）。（ 9 ）夾山、「匡
二百衆」（S330）。（10）曹山、「参徒冬夏盈于二百三百」（S379）。（11）
長慶、「衆上一千五百人」（S497）。（12）報慈、「好五六百人聚頭」（S595）。

（13）石霜、「一千五百人」（S320）。（14）本仁、「至二百三百矣」（S394）。
（15）馬祖、「大師下親承弟子惣八十八人出現于世，及隠遁者莫知其数。
……説法住世四十餘年，玄徒千有餘衆」（S617）。（16）潙山、「集徒千
衆」（S250）、「有千六百人」（S725）。（17）仰山、「五百人」（S805）。

（18）青林、「五百来人在這裏」（S397）。（19）黄檗、「八百一千人」
（S731）、「師令八百来人到洪州見州主」（S733）。（20）径山、「我一百来
少師」（S846）。（21）後疎山、「百千徒衆」（S552）。（22）大梅、「衆上
数百」（S674）。（23）西院、「僧衆果至五百」（S744）。（24）龍牙、「玄
徒五百餘人」（S403）。（25）趙州、「這裏有三百来衆」（S792）。なお参
考までに法嗣に着目し、その数の多い順に並べると以下の通り。馬祖31
名（164–190, 192–195）、雪峰21名（114–134）、洞山10名（84–93）、石
霜 9 名（101–109）、六祖 8 名（49–56）、石頭 7 名（59–65）、夾山 7 名

（94–100）、百丈 7 名（196–202）、南泉 7 名（216–222）。法嗣は便宜上、
『祖堂集』に立伝される者のみを数えた（後注19に挙げた『景徳伝燈
録』の「有録」の法嗣に相当。「無録」（言葉は収録されず名前のみが見
える者）については後注23参照）。人数の後の括弧内に記した番号は、
孫・衣川・西口［2007］の目録において当該の禅僧の上に附されている
ものである。ただし各伝に多く記されるのは会下に集った修行者の数で
あり、法嗣の数ではないことから、『祖堂集』の主な関心は前者にあっ
たと言える。この点は『景徳伝燈録』も同様である。

（18）	 『祖堂集』が達磨の章で全文をまとめて掲載するのに対し、『景徳伝燈
録』では神秀・慧安の章に該当する部分のみを収録しており（K81–82）、
一書の見取り図の役割を担っていない。

（19）	 『景徳伝燈録』には、たとえどれだけの奇瑞を示そうと「仏意」を会得
しないなら「邪説」であり「仏法」から遠いという清

せい

平
へい

令
れい

遵
じゅん

（832–
906）の言葉を収めており、その奇瑞として「頭上より水を出だし足下
より火を出だし、身を焼き臂を煉

きた

う」「法を説くこと雲の如く雨の如く、
講じ得て天華乱墜す」に加え、「聡慧多辯にして徒を聚

あつ

むること
一千二千」を挙げている（K388）。多くの修行僧を集めることが素晴ら
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しいことだと当時一般に認識されていたことが分かる。ただし当然なが
らその質も問題にされていた（後注20、（19）龍興を参照）。なお会下の
修行者数と法嗣の人数は必ずしも相関関係にはない。各巻頭の目録に示
される法嗣の数を「録」（語録）の有無で分けて「有録［無録］」のよう
に記すと、当時最大の2000人規模の教団を築いた延寿・行言の法嗣はそ
れぞれ 0 ［ 2 ］名（K760）、 1 ［ 1 ］名である（K759）。それに次ぐ
1500人の修行僧を集めた 4 名のうち、雪峰の法嗣は45［11］名（K479, 
511–512）、長慶は26［ 0 ］名（K578–579）、報劬は 0 ［ 1 ］名（K756）、
雲居は19［ 9 ］名である（K539–540）。1000人の修行僧を集めた 7 名の
うち、弘忍の法嗣は 4 ［10］傍出107名（K63, 93）、慧能は19［24］傍
出10名（K93–94）、法眼は43［20］名（K716–717, 755–756）、龍興は 0

［ 0 ］名、黄檗は 7 ［ 6 ］名（K282）、趙州は 7 ［ 7 ］名（K253–254）、
五臺は 0 ［ 0 ］名である。慧能下で法嗣の総数が計20以上となる者を多
い順に挙げると、馬祖75［63］名（K125–126, 147–148, 166–168）、法眼
43［20］名、雲門文偃51［10］名（K613–614, 641–642）、天台徳韶30

［19］名（K757–758）、潙山10［32］名（K252–253）、石霜21［20］名
（K412–413）、 百 丈13［17］ 名（K193–194）、 雲 居19［ 9 ］ 名（K539–
540）、洞山18［ 8 ］名（K444–445）、長慶26［ 0 ］名、保福19［ 6 ］名

（K612–613）、 夾 山11［11］ 名（K413–414）、 臨 済15［ 6 ］ 名（K283–
284）、石頭13［ 8 ］名（K350–351）、疎山12［ 8 ］名となり（K542）、
馬祖が計138名と突出している。これは『景徳伝燈録』の網羅性―

「録」の無い法嗣であっても、その名を具さに挙げる編纂の方針―に
由るのだろう。馬祖はいち早く世に知られるようになった禅僧であり

（王［2023：4］）、その法嗣とされる者も多く、『景徳伝燈録』が能う限
り禅僧の名を蒐集したことで、同書における馬祖の法嗣の数が最大に
なったものと推測する。ただし先述の令遵の言葉で奇瑞とされるのは、

「徒を聚
あつ

むること」であって、法嗣を量産することではない。また馬祖
の師の南嶽の位次は青原の下であり、六祖下の主流として描き出されて
いない。

（20）	 図 2 に記した門下の人数について、左から右、上から下へとその出典を
記すと以下の通り。（ 1 ）弘忍、「会下七百餘僧」（K59）。（ 2 ）慧能、

「学者不下千数」（K96）。（ 3 ）雪峰、「学者冬夏不減千五百人」（K423）。
（ 4 ）玄沙、「学徒餘八百」（K485）。（ 5 ）法眼、「先師法席五百衆」
（K743）、「海参之衆常不減千計」（K685）。（ 6 ）延寿、「衆盈二千」
（K769）、「及智覚遷住永明大道場，有徒二千」（K781）。（ 7 ）長慶、「徒
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衆一千五百」（K495）。（ 8 ）丹霞、「玄学者至盈三百」（K358）。（ 9 ）清
平、「領徒百餘」（K388）。（10）安国、「徒餘八百矣」（K513）。（11）報
劬、「僅千五百人随従入院大啓法筵。……今夏堂中千五百僧。」（K698）。

（12）願斉、「三百人同入新寺」（K776）。（13）投子、「院裏三百人」
（K391）。（14）観音、「衆常数百」（K411）。（15）保福、「学衆常不下
七百」（K520）。（16）友蟾、「衆盈五百」（K779）。（17）石霜、「盈五百
衆」（K395）。（18）大通、「度弟子四百人，尼衆百数」（K432）。（19）龍
興、「有衆千餘」（K521）。ただし集ったのはみな「三学講誦之徒」であ
り、禅僧はいなかったとマイナスの評価がされている。（20）雲居、「徒
衆常及千五百之数」（K451）。（21）龍牙、「有徒五百餘衆，法無虚席」

（K456）。（22） 華 厳、「 其 徒 果 三 百 矣 」（K459）。（23） 白 水、「 衆 盈
三百」（K464）。（24）重雲、「度弟子一千五百人」（K564）。（25）道潜、

「常五百衆」（K735）。（26）永安、「徒衆五百餘」（K571）。（27）行言、
「海会二千餘衆」（K740）。（28）馬祖、「入室弟子一百三十九人」（K129）。
（29）黄檗、「往来海衆常千餘人」（K215）。（30）羅漢、「化徒三百」
（K298）。法諱は宗徹、玄沙の法嗣の羅漢桂琛とは別人。（31）五臺、「衆
盈千数」（K84）。（32）西院（涅槃堂内の人数）、「時有五百許僧，染時
疾」（K273）。（33）南泉、「自此学徒不下数百」（K170）。（34）趙州、

「遮裏一千人」（K854）。（35）慧誠、「常聚五百餘衆」（K793）。
（21）	 図中において重雲の下に記した1500人は「度弟子」（出家させた人数）

であり、その門下に集った修行者数ではないため、ここでは挙げなかっ
た。

（22）	 『景徳伝燈録』の行言の伝には「江南国主新建報慈大道場，命師大闡宗
猷，海会二千餘衆」とあり、新たに建立された報慈大道場の最初の住持
として彼が招かれ、2000人餘の修行僧を集めたと記されている（K740）。
一方、同書の文遂の伝には、「乾徳二年国主延入居長慶，次清涼，次報
慈大道場」とある（K732）。同書に「報慈大道場」に住したと記される
のはこの二人のみであるため、行言の後に文遂が住持したことが分かる。
おそらく行言のもとで形成された大教団も文遂に継承されたことであろ
う。なお行言の伝には「別に導師の号を署す」（K740）、文遂の伝には

「雷音覚海大
0

導師と署す、礼待すること他等と異なれり」とあることか
ら（K732）、文遂は行言以上に尊重されたことが窺える。鈴木［1985：
294］。

（23）	 「傍出」と明記はされないが、『祖堂集』が立伝する傍系の者に牛頭和
尚・鶴林和尚・先径山和尚・鳥窠和尚・懶瓚和尚・老安国師・騰騰和
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尚・破竈堕和尚の 8 名がおり、名前だけ見える者に智巌・慧方・法持・
智威・恵忠（S138）、神秀和尚・道明和尚・普寂らがいる（S148）。Van 
Cutsem［2023c：130］参照。

（24）	 青原と南嶽を慧能の「正嗣」と明記した箇所は見当たらないものの、慧
能の法嗣として挙げられる法嗣33名のうち、青原と南嶽はそれぞれ第12
位・第13位に配されること、および『景徳伝燈録』の巻 6 –13と巻14–26
がそれぞれ「南嶽下」「青原下」と明記して両系の禅僧を収めているこ
とから、両者が慧能の「正嗣」と理解されていたことは確実である。

（25）	 直前の青原下 6 世に挙げられる者は徳山下以外では、「石頭―薬山―雲
巌―洞山」か「石頭―薬山―道吾―石霜」の系譜に連なる者である。前
者には雲居の法嗣 2 名、曹山の法嗣 5 名、華厳の法嗣 2 名、龍牙の法嗣
1 名、疏山の法嗣 1 名がいる。後者には九峰の法嗣 5 名、雲蓋の法嗣 1
名がいる。

（26）	 S284。なお禅宗研究においてこの語に初めて注目したのが入矢［1982：
27］であるが、それは『雲

うん

門
もん

広
こう

録
ろく

』に収められる雲門文
ぶん

偃
えん

（864–949）
の語であった。同じ言葉であっても、それが雪峰の法嗣雲門の発言とさ
れるか、それとも雪峰と同世代の有力な禅匠雲居の発言として『祖堂
集』に収められるかでは、その意味合いは大きく異なる。

（27）	 現存資料を見る限り堀多の初出は『祖堂集』であり、それ以前の古い文
献には見えない。一方、その後に続く㋐法

ほう

海
かい

、㋑志
し

誠
せい

、㋒ 暁
ぎょう

了
りょう

、㋓智
ち

隍
おう

、㋔法
ほう

達
たつ

、㋕智
ち

通
つう

、㋖志
し

徹
てつ

、㋗智
ち

常
じょう

、㋘志
し

道
どう

、㋙印
いん

宗
しゅう

のうち、㋐㋑㋔
㋕㋖㋗㋘は敦煌本『六祖壇経』が挙げる十大弟子中にその名が見え、㋓
智隍は慧能の古い伝記『曹渓大師伝』が初出であり、㋙印宗は王

おう

維
い

（701–761）が慧能の為に撰した碑銘に見える（駒沢大学禅宗史研究会
［1978：225, 222, 152］）。㋒暁了は先行する現存の文献には見えないが、
『景徳伝燈録』によれば「北宗の門人、忽

こつ

雷
らい

澄
ちょう

撰の塔碑」に「六祖の嫡
嗣」と記されていたという（K101）。

（28）	 青原下 6 世について『景徳伝燈録』は巻17に徳山の法孫（巌頭・感潭の
法嗣）、投子の法孫（感潭の法嗣）、石霜の法孫（思明・大光・九峯・涌
泉・雲蓋・谷山・中雲・棲巌の法嗣）を配し、巻18–19に雪峰の法嗣を
配し、巻20に洞山の法孫（雲居・曹山・龍牙・華厳・九峯・青林・白
馬・北院・白水・疎山・欽山の法嗣）、夾山の法孫（楽普・逍遥・盤
龍・黄山・韶山・上藍の法嗣）を配する。巌頭の法嗣の直ぐ後に雪峰の
法嗣を並べない理由は明確ではないが、あるいは雪峰の法嗣を巻18–19
にまとめるため、巻17において巌頭の法嗣を入れた後のスペースに収ま
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る感潭の法嗣および投子・石霜の法孫を配したのかもしれない。
（29）	 『景徳伝燈録』によれば法論が開かれたのは「乾祐中」（948–956）であ

り、『祖堂集』は952年に編まれた後、約10年をかけて10巻に増広された
と推定されている（衣川［2022：93］）。この推定に依れば、『祖堂集』
が法論の顛末を収録することは時間的に可能であった。土屋［2024：
79］。

（30）	 『祖堂集』によれば馬祖は「即心是仏」と「非心非仏」をともに説いて
おり（S172）、その法嗣の南泉は馬祖の「即心是仏」について方便―

「一時の間語」、「外に向かい馳
は

せ求むる病を止
と

むる」もの、「空拳・黄葉
もて啼

な

くを止
と

むるの詞
ことば

」―と明言している（S705）。「空拳」「黄葉」
はともに泣く子供をあやすのに用いるもので、中に何かが入っているか
のように見せる握りこぶし、金貨に譬えた黄色い葉である。また鼓山の
当該の話にも「啼

な

くを止
と

むるの説」という同様の語が用いられている。
したがって一切を方便とする見方は青原・南嶽両系に共有されていたこ
とになるが、それが雪峰の法嗣で有力な禅僧の鼓山により高らかに宣言
されたことで、より明確に『祖堂集』の言語観を規定する形になってい
ると考える。

（31）	 楊億の序には一連の文脈において「転
0

法輪」「以一音
0 0

而開演」とあり、
法輪を「転」ずることが「一音」であると理解できる（K 序 1 – 2 ）。法
眼の問答では、「一音」の正しい理解として古人の語「一切声是仏声，
一切色是仏色」が引かれていることから（K861）、分別に陥ることなく
一切を仏と看取することが正しい「一音」の理解であることが窺われる。
また同趣旨のテーマに不可思議な無情説法を如何に聞くかというものが
あり、それを聞いた洞山は「若将耳聴声不現，眼処聞声

0 0 0 0

方得知」と詠っ
ている（K398）。延寿の答えに「転不停」「非義亦非声」「応須用眼聴」
という同趣旨の言葉があることから、「一音」を示したものと理解でき
る。

（32）	 他派を排斥せず等しく一音に包摂する『景徳伝燈録』の姿勢は、延寿の
『宗鏡録』に通底する。『宗鏡録』は他派を排斥することなく一心（禅宗
所伝の仏心）を核として仏教全体を統合する書物であり、それゆえ後の
中国仏教の共有財産となった（柳［2022a］）。

（33）	 禅僧もまた一音説法をすると解しうる前例に宗
しゅう

密
みつ

（780–841）の以下の
ものがある。『中華伝心地禅門師資承襲図』：「然るに達磨、西より来た
り、唯

た

だ心法を伝うるのみ。……故に歴代の祖宗、唯だ此を伝うるのみ
なり。然るに若し感応、相い契

かな

わば、則ち一燈もて百千燈に伝うると雖
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も、而れども燈燈殊
こと

なること無し。若し機と教と投ぜずんば、則ち一音
0 0

もて法を演
と

説くと雖も、而れども各
お の お

各の解す所に随う。故に諸宗の異説、
過は後人に在り」（Z110.870a）。ここでの一音説法は、仏の故事として
引用したものとも、「祖宗」（祖師）の説法のあり方を示したものとも解
釈しうる。ただいずれにせよ、その重点は己が機根に応じて様々に理解
する聞き手の問題にあり、話し手に焦点を絞り「天下の禅宗は一音もて
演

と

暢く」と明示する延寿とは異なる。また『景徳伝燈録』が収める宗密
の言葉に「一音」の語が見えないことから、編者道原の念頭にあったの
が宗密ではなく延寿の「一音」説であったことはほぼ確実である。

【略号一覧】
K：『景徳伝燈録』、馮［2018］の頁数を記す。
S：『祖堂集』、孫・衣川・西口［2007］の頁数を記す。
T：『大正新脩大蔵経』、大蔵出版、1924–34年刊行、1960–79年再刊。
Z：『卍続蔵経』、新文豊出版、1976年。
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『心
しん
根
こん
決
けつ
疑
ぎしょう
章』と『宗

すぎょう
鏡録
ろく
』

柳　幹康

は じ め に

　拙論では日本初期禅宗を知るうえで極めて重要な新出資料『心根決疑
章』について、⑴その全体の概略を確認したうえで、⑵同書における『宗
鏡録』の重要性――一書全体の主張・構造を支えるのみならず、自

じ

利
り

と利
り

他
た

の架橋という独自の役割をも担っていること――を指摘する。これによ
り日本禅宗黎明期における禅僧の問題意識、およびそれに応える書物とし
て『宗鏡録』が注目されていたことが明らかになるだろう。

1．『心根決疑章』の概略

　『心根決疑章』の著者は「達
だる

磨
ましゅう

宗」二祖の仏
ぶっ

地
ち

房
ぼう

覚
かく

晏
えん

（生没年不詳）であ
り、このことは同書冒頭に「扶

ふ

桑
そう

第二相承沙門覚
かく

宴
えん

述」と明記されている
ことから確認できる。「扶桑第二相承」とは扶桑（日本）の「達磨宗」こ
と禅宗二祖の意であり、「宴」は「晏」の訛である。その末尾には1221年
12月 1 日の撰と記されており、同時代の僧侶良

りょうちゅう

忠（1199-1287）が書名を挙
げて文章を引くことから、覚晏の真撰と見て間違いない（1）。
　『心根決疑章』は日本禅宗黎明期の様子を知るうえで大変貴重な資料で
ある。覚晏の師の大

だい

日
にち

能
のう

忍
にん

（生没年不詳）は日本臨済・曹洞両宗の祖とさ
れる栄

えい

西
さい

（1141-1215）・道
どう

元
げん

（1200-1253）に先駆けて「達磨宗」こと禅宗
を日本に広めた12世紀の禅僧であり、ほどなく栄西より「妄

みだ

りに禅宗を称
する」邪教と批判されたこと（1198年『興禅護国論』）、および覚晏の門流が
後に道元の曹洞宗に吸収されたことなどから、かねてより注目を集めてい
た（2）。しかしながらその系譜が早くに絶え、当時の資料も殆ど残っていな
かったことから、その詳細は長らく不明であった。ところが2018年、舘隆
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志氏により『心根決疑章』が発見され、翌年その本文が（3）、2021-2023年
にその訳注が公刊された（4）。これは日本初期禅宗研究において、まさに劃
期的な出来事であった。
　『心根決疑章』の書名は「心根

﹅ ﹅

」に関する疑
﹅

いを決
﹅

する文章
﹅

の意で、心
根とは心の働きを生む器官・拠所である。その内容は「西

さい

竺
じく

」（インド）と
「東

とう

夏
か

」（中国）の諸教「大小顕密」（大乗・小乗・顕教・密教に分類される仏説
の全て）を視野に収めつつ、「識

しき

」「根
こん

」の諸説を①薩
さつ

婆
ば

多
た

宗、②唯
ゆい

識
しき

宗、
③楞

りょうごんえ

厳会上
じょう

の三種に分類し、その是非を論じるものとなっている。「識」
は見たり聞いたりなど認識する働き、「根」は眼や耳など感覚器官であり、
両者の理解は三種の立場により異なっている。三種の立場のうち①薩婆多
宗と②唯識宗は仏教の教理体系として広く学ばれてきた倶舎・唯識という
既存の両学に相当するが、③楞厳会上は覚晏が「扶桑第二相承」として新
たに提示した最高の教えである。識と根をめぐる三種の立場の所説は以下
のように整理できる（5）（太字部分は後述）。

識�
（認識）

根

①薩婆多宗 ②唯識宗
③楞厳会上

色根 心根（肉団心）
⑴眼識 眼根 眼根 眼根 見根

真
心
（
覚
心
）

（
空
、
世
界
に
遍
満
）

⑵耳識 耳根 耳根 耳根 聞根
⑶鼻識 鼻根 鼻根 鼻根

覚根⑷舌識 舌根 舌根 舌根
⑸身識 身根 身根 身根
⑹意識 意根 ⑺末那識

意根 知根⑺末那識 ⑻阿頼耶識
⑻阿頼耶識 ⑺末那識

　第一「薩婆多宗」は「小
しょう

乗
じょうう

有部
ぶ

」の「所立」であり、「小乗宗」「有宗」
「倶

く

舎
しゃ

」とも呼ばれる（6）。感覚器官として六根（六種の感覚器官・拠所）、す
なわち眼

げん

根・耳
に

根・鼻
び

根・舌
ぜつ

根・身
しん

根・意
い

根を立てる。うち前五種（眼耳
鼻舌身の五根）は「四

し

大
だい

」（地
ち

水
すい

火
か

風
ふう

の四元素）から成る「扶
ふ

根
こん

」とする。「扶
根」とは「清

しょう

浄
じょうこん

根」を扶
たす

けるものの意で、眼球・耳孔など身体的な器官を
指す。「清浄根」は理念的な機能そのものとしての感官であり、「清浄四
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大」から成る目に見えないものとされる（7）。第六の意識の場合は「四大
種」ではなく、「前念」（前の瞬間）に生起していた「六識」のいずれかを
後念（後の瞬間）の「意識の根」（意根）とする（8）。「六根」は「六識を増

ぞうじょう

上
出
しゅっせい

生」するものであり、「清浄根」が「照能」を発揮し「六識」が起こる。
　六識とは六根（眼根・耳根・鼻根・舌根・身根・意根）を拠所として生じる
六種の認識、すなわち眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識を指す。「眼
識」は「見」ること、「耳識」は「聞」くこと、「鼻識」は「嗅

か

」ぐこと、
「舌識」は「嘗

あじわ

」うこと、「身識」は「覚
お

触
ぼ

」えること（9）、意識は判断を下
すことである。その具体的な流れは以下の通り――まず「清浄根」が「照
能」を発揮、「色」を「照」らす。これが見たり聞いたりなどの働きであ
る。その後に心のなかで「これは青」「これは黄色」と判断する。これが
第六の意識である――（10）。有部によればひとつの瞬間に存在できるのは
一つの識のみで、二つ以上の識が同時に並存することを認めないため、こ
のような説明が為される（11）。
　第二「唯識宗」は、「法

ほっ

相
そう

」「唯
ゆい

識
しき

」とも呼ばれる（12）。この立場は八識
（眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識・末

ま

那
な

識・阿
あ

頼
ら

耶
や

識）を立て、第八の阿
頼耶識を「本

ほん

識
じき

」（根本の識）、前七識をそこから派生した「転
てん

識
じき

」（現に働
いている識）とする（13）。
　「唯識宗」の理解によれば八識の拠り所は以下の通りである。まず前五
識の拠り所は先の薩婆多宗の理解同様（14）、眼・耳・鼻・舌・身という五
根（扶根・清浄根）である。「第六意根」については理解が全く異なり、同
一刹

せつ

那
な

の第七末那識を拠り所とする（15）。末那識は我執の原因となるもの
である。第七の末那識と第八の阿頼耶識は互いに相手を拠り所とする（16）。
　識について言うと、「前五識」と第六の「意識」は「同一刹那」に働
き（17）、その次の「刹那」に「比

ひりょう

量」（推量）に随い「これは青」「これは黄
色」などと判断する（18）。同一刹那に複数の識の存在を認める点で、先の
①薩婆多宗と見解が異なる（19）。
　第三は「楞厳会上」であり（20）、これこそが真の法相・法性を明かすも
ので（21）、その内容は主に「円

えん

・楞
りょう

の二文」――『円
えん

覚
がく

経
きょう

』と『首
しゅりょう

楞厳
ごん

経
きょう

』――に基づく。『円覚経』は仏
ぶっ

陀
だ

多
た

羅
ら

が693年に、『首楞厳経』は般
は

刺
ら
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密
み

帝
てい

が705年に訳出したインド由来の経典とされるが、今日では中国撰述
と見る意見が一般的であり、ともに中国で広く読まれ、禅宗にも大きな影
響を与えた。『心根決疑章』の作者覚晏も禅宗の流れを汲む禅僧であるが、
「唯

た

だ遂
つい

に禅家をして経を解かしむるのみならば、円・楞の二文俱
とも

に幽旨
を失い、法相帯

たい

権
ごん

（法の相
すがた

に関する浅い権
かり

）の説に濫ぜん」と述べているよ
うに（22）、『円覚経』と『首楞厳経』の「幽

おくぶか

き旨」を理解しない当時の禅宗
に対して批判的な眼差しを向けていた。
　「楞厳会上」では根について、色

しき

根
こん

と心
しん

根
こん

（心臓）の二種を立てるが（23）、
いずれも最終的には世界に遍満する空・清浄なる「真

しん

心
しん

」に帰する（24）。
「真心」とは真実の心の意で、「覚

かく

心
しん

」（覚
さと

りの心）とも称される。この「真
心」に気づくことが開悟であり（25）、開悟の前後で心臓の形に変化が生じ
る――迷っていた時は閉じた蓮華状であったのが、開悟すると開いた蓮華
状になる――という（26）。
　色根は前二宗の所説に対応する次元の根である。前五識（眼識・耳識・
鼻識・舌識・身識）については前二宗と同じ理解であり（27）、眼根・耳根・
鼻根・舌根・身根の五種をそれぞれ根とする。後三識（意識・末那識・阿頼
耶識）については理解が異なり、三識をひとつにまとめたうえで、その根
を意根とする（28）。色根を構成する法

もの

は実のところ心の知の本性が映しだ
したものであるため（29）、最終的にはみな心に帰すという（30）。
　心根は前二宗では説かれぬ楞厳会上独自の所説であり、色根の深層に相
当する。「見

けん

・聞
もん

・覚
かく

・知
ち

」の四根を立て、眼識の根を見
﹅

根、耳識の根を
聞
﹅

根、鼻・舌・身の三識の根を覚
﹅

根、後三識をひとつにまとめた意識の根
を知

﹅

根とする（31）。これら「見・聞・覚・知」の四根はいずれも「心体」
のうえに立てられたものであり（32）、みな唯一の「円融清浄宝覚」（＝真心・
覚心）に帰一する（33）。かかる心根は方

ほう

寸
すん

（一寸四方）の肉
にく

団
だん

心
しん

、すなわち
体内の心臓のことで、そこに「神」が宿っている（34）。その最初は受胎し
て七日目であり、その時に「識」が心臓に宿り、死ぬ時にそこから出て行
く（35）。
　世界に遍満している真心と方寸の大きさを持つ心臓とは、虚空と器の関
係に擬えられる（36）。虚空は無限大で世界全体に遍満しているが、器の中
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だと丸や四角の形に限定されているかのように見える。それと同様、我々
の心は心臓という器に区切られているように見えるが、本来は無限大で世
界に遍満している真心（＝覚心）である。すべては悟りであって煩悩は実
在しない（37）。それは心にあらわれた幻に過ぎず、悟れば霧散してしま
う（38）。この虚空と器の譬喩は、「頻伽瓶」という器を用いた同趣旨の話が
『首楞厳経』に見え、『心根決疑章』もそれに言及している（39）。また覚晏
が「首棱厳之頻伽瓶喩」を用いていたことは、弟子の伝記にも記されてい
る（40）。
　識について言うと、楞厳会上の説は薩婆多宗に同じである。外界の色を
見てから、色境（眼根の対境）が胸中に熏習され、心臓の中で識が現われ
「青だ、黄色だ」と認識する（41）。
　覚晏の理解によれば、前二宗の誤りと、それに対する楞厳会上の正しい
説は以下の通りである。①薩婆多宗は眼根などが鏡のように外部の対象を
映しだすと誤解するが、実際のところ真心（＝覚心）と見聞覚知は、本よ
り世界に遍ねく行き渡っているものである（42）。②唯識宗は見聞覚知を心
法（八識に区切られた心）と誤認するが、実際のところそれは世界に遍満す
る全一無相の真心（＝覚心）に他ならない（43）。真心が法界に遍く行き渡っ
ていることを知らず、それを胸中に押し込めて根本の第八阿頼耶識とする
が、これは本と末を取り違えた見解に過ぎない（44）。本当の根本は個人に
限定された第八阿頼耶識ではなく、世界に遍満する覚

さと

りの心なのである。

2．『宗鏡録』の援用

　『宗鏡録』は中国の禅僧永
えい

明
めい

延
えん

寿
じゅ

（904-976）が編んだ100巻にも及ぶ浩瀚
の書であり、その内容は禅宗所伝の一

いっ

心
しん

（世界に遍満する全一無相の心）に
より仏教の思想・実践の一切を一元的に統合するものとなっている。禅宗
の勢力伸長にともない、中国のみならず朝鮮・日本の仏教にも多大な影響
を及ぼした（45）。『心根決疑章』も例外ではなく、『宗鏡録』から極めて大
きな影響を受けている。その状況を確認するため、『心根決疑章』におけ
る『宗鏡録』援用の諸例を以下に見ていく。管見の及ぶ限り『心根決疑
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章』が『宗鏡録』に言及したり、その文章を引用した例は全部で三つであ
る。
　第一に、『宗鏡録』から心に関する解釈を引用し、『心根決疑章』の主要
な主張――肉団心・八識・第八識・真心を結び付ける理解――を支える柱
としている。すなわち『心根決疑章』は『宗鏡録』より「肉団心（＝心
臓）」「八識（＝眼・耳・鼻・舌・身・意・末那・阿頼耶識）」「第八識（＝阿頼耶
識）」「真実心（＝真心）」という「四種の心」が「本

も

と同一体」であること
を示す文言を以下のように引用している（先に示した表のうち太字で表示し
た部分は、この「四種の心」に相当するものである）。

　　�又宗鏡録第四云、「古釈有四。一、紇利陀耶、此云肉団心、身中五蔵
心也。如黄庭経所明。二、縁慮心、此是八識。倶能縁慮自分境故。三、
質多耶、此云集起心。唯第八識。積集種子生起現行。四、乾栗陀耶、
此云堅実心、亦云真実心。此是真心也。然第八無別自体、但是真心。
以不覚故、与諸妄想有和合不和合義。和合義者能含染浄目為蔵識。不
和合義体常不変目為真如。故知四種心本同一体」〈已上〉。如是文証非
但一処。� （S2. 91-92）

　　�又
ま

た宗鏡録の第四に云
い

わく、「古釈に四有り。一は紇
き

利
り

陀
だ

耶
や

、此
ここ

に肉
団心と云う、身中の五蔵の心なり。黄庭経に明らむ所の如し。二は縁

えん

慮
りょ

心
しん

、此
こ

れ是
こ

れ八識なり。倶
とも

に能く自分の境を縁慮するが故なり。三
は質

しっ

多
た

耶
や

、此に集
じゅうき

起心
しん

と云う。唯
た

だ第八識のみなり。種
しゅうし

子を積集し
現
げんぎょう

行を生起す。四は乾
けん

栗
りつ

陀
だ

耶
や

、此に堅
けん

実
じつ

心と云い、亦
ま

た真実心とも云
う。此れ是れ真心なり。然るに第八に別の自体無く、但

た

だ是れ真心な
るのみ、不覚を以ての故に、諸の妄想と和合・不和合の義有り。和合
の義、能く染浄を含むを目

な

づけて蔵識と為す。不和合の義、体常に不
変なるを目づけて真如と為す。故に知る、四種の心の本と同一体なる
を」と〈已上〉（T48. 434c）。是

かく

の如き文証、但
た

だ一処なるのみに非ず。

最後に「是
かく

の如き文証、但
た

だ一処なるのみに非ず」とあるように、これは
『宗鏡録』のみに見える独自の説ではない。実際に『心根決疑章』には、
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別の文献から引かれた同様の文言も見えている。しかしながら、ここまで
明快に「肉団心（心臓）＝八識全て＝第八識（阿頼耶識）＝真実心（真心）」
という関係を示す論拠は他になく、かつこの図式が同書の主張を支える主
要な柱となっていることから、同書にとって『宗鏡録』が重要な文献で
あったことが窺える。
　第二に、『心根決疑章』にとって一書の主題である心根（心臓）について、
三宗の是非に関わる議論を『宗鏡録』から引いている。以下のようにある。

　　�然宗鏡録五十二云、「小乗云、『我宗取肉団与第六識為依。何要別執有
第七識耶？』論主〈護法〉破云、『不可説第六依於色。第六有三分別
随念・計度・自性分別故、故若許第六依色而住者、即同前五識、応無
随念・計度二種分別』」〈已上〉。私云、今文所引小乗一説、自当深理。
而護法既還違其理、難言「同前五識、無計度・随念二種分別」者、宗
鏡之中雖引其文、而不評判。遂令後学不知誰非。吾今翻破令識其非。
……� （S2. 92-94）

　　�然るに宗鏡録の五十二に云わく、「小乗云
い

わく、『我が宗、肉団を取り
第六識の与

ため

に依と為す。何ぞ別して第七識有りと執するを要すや』と。
論主〈護

ご

法
ほう

〉破して云わく、『第六の色に依ると説く可
べ

からず。第六
に三の分別、随

ずい

念
ねん

と計
け

度
たく

と自性との分別有るが故に。故に若
も

し第六の
色に依りて住すと許さば、即ち前五識に同じ。応

まさ

に随念と計度との二
種の分別無かるべし』」と〈已上〉（T48. 722c）。私に云わく、今の文
に引く所の小乗の一説、自ら深理に当たる。而るに護

ご

法
ほう

、既に還
かえ

って
其の理に違して、難じて「前の五識に同じ、計度と随念との二種の分
別無し」と言うは、宗鏡の中、其の文を引くと雖も、而れども評判せ
ず。遂に後学をして誰か非なることを知らざらしむ。吾

わ

れ今
い

ま翻
かえっ

て破
して其の非を識

し

らしめん。……

ここで『心根決疑章』は①薩婆多宗こと「小乗」のほうが「深理」に契っ
ており、②唯識宗の護法（D

ダ ル マ パ ー ラ

harmapāla、530-561）の説が「理に違」ってい
ること、および『宗鏡録』が「其の文を引く」ものの「評判」（論評）し
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ないため「後学」は両宗の是非が分からなくなってしまったことに言及し
ている。これは『宗鏡録』に対して、為すべき「評判」をしていないとい
うマイナスの評価を与えたものではあるが、その一方で『心根決疑章』が
この『宗鏡録』の議論を引き、自説の補強に用いていることも事実である。
むしろ『宗鏡録』が肉団（心臓）を第六識の拠り所とする「小乗」と、そ
れを否定する護法の是非を「評判」しなかったからこそ、覚晏は心臓を心
根とする自説の補強に『宗鏡録』の議論を利用することができたのであっ
た。この点でも『宗鏡録』は覚晏にとって、重要な文献であったといえる。
　第三に、『心根決疑章』を結ぶ最後の部分において、それまでに無かっ
た自利・利他の関係を『宗鏡録』の「意」として以下のように言及してい
る。これは一書全体の構成に鑑みて、極めて重要な言及であると考える。

　　�問、「若爾見性之人、不修衆善否？」答、「宗鏡意云、『実際理地自行
門中不受一塵、化儀門中随時順縁応作万行』云々。」書不尽意、遂閣
於筆而已。� （S3. 156）

　　�問う、「若
も

し爾
しか

らば見性の人、衆善を修せざるや否や」と。答う、「宗
鏡の意に云わく、『実際の理地には自行の門中に一塵も受けざるも、
化
け

儀
ぎ

の門中には時に随い縁に順じて応
まさ

に万行を作すべし』云々」と。
書、意を尽くさざるも、遂に筆を閣

お

く而
の

已
み

。

『心根決疑章』と『宗鏡録』の間で文章に若干の相違はあるものの、ここ
で論じられる自利・利他の関係は中国禅宗史上においても、両書において
も、ともに重要なものとなっている。
　まず文字の違いについて述べると、以下に対比する通り下線部以外は異
なっているが、その内容に大差はない。

　•『心根決疑章』：�「実際理地自行門中不受一塵、化儀門中随時順縁応作
万行」

　•『宗鏡録』巻51：�「実際理地不受一塵、仏事門中不捨一法」（T48. 720b）
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このように文字に若干の相違があるが、その内容は同じであり、自身自身
としては一塵をも受けぬ無相なる真実の境界（＝実際理地・自行門）に立脚
するが、他者に対する側面（＝化儀門・仏事門）では有相の次元において何
ひとつ捨てることなく、「時に随い縁に順じて」「万行」を実践し「衆善を
修」めると述べている。
　これは『宗鏡録』を編んだ延寿にとっても、中国禅宗史上においても、
重要な論点であった。同様の議論は延寿の別著『万

ばん

善
ぜん

同
どう

帰
き

集
しゅう

』にも見え、
そこには「自利」の点では悟れば如何なる善行も必要ないのに対し、「利
他」の点では「他人に勧」めるため如何なる「行」も「廃」することはで
きないと論じられている（46）。悟った後も善行を為すというのは、延寿が
最高の境涯とした「頓

とん

悟
ご

頓
とん

修
しゅ

」――仏である心の自覚（＝頓悟＝自利）と
仏としての実践（＝頓修＝利他）の兼備――に合致するものであり、かつ
て宗

しゅうみつ

密（780-841）が批判した馬
ば

祖
そ

（709-788）の再評価に繋がるものでも
あった（拙著［2015］第 3章）。
　悟った後も他者を救済するために善行を行い続けるというのは、『心根
決疑章』にとっても重要な関心事であったと考えられる。『心根決疑章』
が論じるのは終始「心根」――心の働きを生む器官が心臓であり、その背
景に世界に遍満する真心があること――であり、自利・利他への言及は一
書を結ぶ部分で唐突に為されるものである。それゆえに自利・利他の問題
は『心根決疑章』にとって、主題に直接かかわらないながらも、最後に言
及せざるをえなかった重要なポイントであったことが分かる。自利（＝頓
悟＝頓悟知宗）と利他（頓修＝円修辦事）の兼備は『宗鏡録』がその「意」
として示すものであり（47）、『宗鏡録』が提示したこの最高の境涯を『心根
決疑章』は見落とすことなく、自身の掉尾を飾る部分において『宗鏡録』
の「意」として記したのであった。
　『心根決疑章』全体の構造に鑑みるなら、一書における次のような議論
の展開が見えてくるだろう。すなわち、書名にも挙げた最大の論点である
心根（心の働きを生む器官）が我々の体内に例外なく具わる心臓であること
を明示しつつ、そこに宿る心が個に限定されたものではなく世界に遍満す
る無限の真心であることを明かす。そのうえで、「見性」（その本性を見た）
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者の自利・利他円満のありよう――真心に目覚めた者は「一塵」も受けぬ
空の世界に立ち返りながらも、「化儀」（衆生を教化する儀

かたち

）の面では「一
法」も捨てることなく「時に随い縁に順じ」て「衆善」「万行」を行うこ
と――を示し、それによって一書を結んでいるのである。それは「真心」
の存在に気づいたうえで「彼の迷津を愍

あわ

れんで粗
ほ

ぼ方隅を示」した『心根
決疑章』の立場を示すものであると同時に、『心根決疑章』を読んだ者に
対して同様に「真心」を看取し利他の道に進むよう求めたメッセージでも
あっただろう。最後に引かれた『宗鏡録』の「意」は『心根決疑章』に
とって、自利と利他、悟りと迷いを架橋する紐帯なのであった。
　以上の三点、とりわけ最後の例から『宗鏡録』が『心根決疑章』にとっ
て、「幽

おくぶか

き旨」たる『円覚経』『首楞厳経』に勝らずとも劣らぬほど重要な
書物であったことが分かる。
　更に言うのであれば①薩婆多宗・②唯識宗の「誤解」を示したうえで、
『円覚経』『首楞厳経』に基づく③楞厳会上において「真心」を開示する
『心根決疑章』一書の構想そのものが、『宗鏡録』より着想を得たものであ
ると考えられる。なんとなれば『宗鏡録』には、次のような一段が見える
からである。そこでは『円覚経』『首楞厳経』と禅宗初祖達磨の安心問答
――心をめぐる問答により二祖慧可を悟らせた有名な話（48）――を結び付
け、阿難に対する釈尊の指導と、慧可に対する達磨の指導を同質のものと
見ている。すなわち『宗鏡録』の理解によれば『首楞厳経』に見える釈尊
の指導は、阿難が「此の妄心に執」したのを「呵

し

斥
か

」りつけ、問答により
「推
つきつめ

て妄心を破」ることで、「一切処に遍
あま

ねき」「妙明なる真心」を悟らせ
るものであった。一方、達磨の指導は「妄心を求むるも得」られないとい
う体験を実際にさせることで、「一切処に遍ねき」「真心を知」らせ「仏と
成ら」せるものなのであった（49）。つまりともに、「妄心」の否定により
「真心」に気づかせる構造になっているのである（50）。この点に鑑みて「扶
桑」（日本）の禅宗の「第二相承」を自任する覚晏が編んだ『心根決疑章』
――『円覚経』『首楞厳経』の「幽

おくぶか

き旨」に基いて①薩婆多宗・②唯識宗
の「誤解」を破り、心根（心臓）に宿る無限の真心を明かす書――とは、
同様の構造を持つ『宗鏡録』から着想を得たものであったと見て間違いあ
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るまい。かかる着想のもと覚晏は、インドで釈尊が阿難を悟らせ、中国で
達磨が慧可を悟らせたのと同じように、日本において読者を開悟せしめん
という「扶桑第二相承」の気概をもって『心根決疑章』を編んだのだろう。

む す び

　「扶桑第二相承」こと達磨宗二祖の覚晏が編んだ『心根決疑章』は、近
年発見された新出資料であり、そこからは長らく不明であった日本禅宗黎
明期の様子を窺い知ることができる。その書名――「心根

﹅ ﹅

」に関する疑
﹅

い
を決

﹅

する文章
﹅

――からも読み取れる通り、覚晏は「心根」に対する強い関
心を示していた。この関心は恐らく「仏の心を代々伝えてきた」という禅
宗の新たな主張に触れて惹起されたものであろうし（51）、「薩婆多宗」（倶
舎）と「唯識宗」という従来の教学に説かれる心との相違をいかに理解す
べきかという問題に基づいたものでもあった。この問題に対し覚晏が得た
答えとは、「薩婆多宗」が立てる六識にせよ、「唯識宗」が立てる八識にせ
よ、最終的にはみな「心根」（＝心臓）に宿る「真心」（世界に遍満する真の
心）に帰一するというものであった。この真理を示す「楞厳会上」は
「幽
おくぶか

き旨」を明かす『首楞厳経』『円覚経』に依るものであり、この「円・
楞の二文」に匹敵するほど重要なのが『宗鏡録』である。『心根決疑章』
にとって『宗鏡録』は、その支柱となる「肉団心＝心（心臓）＝八識（阿
頼耶識）＝真実心（真心）」の関係を明示するのみならず、「円・楞の二文」
が明示しない自利・利他の関係を明らかにするとともに、一書全体の構造
――「二文」により妄心を破り「真心」を示す構造――を着想する基と
なった書物なのであった。長い時を経て再び私たちの前に現われた『心根
決疑章』からは、西天の釈尊、東土初祖の達磨に成り代わり、「真心」を
読者に示すことで自利・利他円満の道へ導かんとする「扶桑第二相承」覚
晏の壮大な気宇を読み取ることができる。

＊�本研究は JSPS 科研費（JP21K00060・23K00053）の助成を受けている。拙
論の執筆にあたっては、達磨宗について舘隆志先生（駒澤大学准教授）より、
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薩婆多・唯識両宗の所説について吉村誠先生（駒澤大学教授）と師茂樹先生
（花園大学教授）より貴重なご教示を賜った。また舘先生のお声がけにより
『心根決疑章』の読書会に参加する貴重な機会をいただき、そこで上記の三
先生に加え山口弘江先生（駒澤大学教授）からも貴重なご意見をいただいた。
そのことをここに記し、深謝の意を表する。

注
（ 1）	 舘［2023］。
（ 2）	 末木［2017a］。なお「達磨宗」は元来「（禅宗初祖の）達磨が伝えた

宗
おしえ

」の意で、「禅宗」の別称に当たり、特定の集団を示す固有名詞では
なかった。ところが能忍一派とともに布教を禁じられた栄西は「達磨
宗」と「禅宗」を区別し、能忍一派を「達磨宗」と呼んで批判するとと
もに、それとは異なる自身の正しき立場を指す語として「禅宗」を用い
た。その後13世紀末から14世紀初頭頃になると「達磨宗」の語は専ら能
忍一派を指す固有名詞として用いられるようになった（同［2022: 194-
195］）。のち大久保［1941: 81］が一般名詞の「達磨宗」と区別するた
めに能忍一派を「日本達磨宗」と「仮称」して以来、術語として定着し
今日もなお広く用いられている。拙論において「達磨宗」の語は、覚晏
の自称した禅宗の意で用いている。

（ 3）	 舘［2019］。
（ 4）	 舘・吉村・師・山口・柳［2021］［2022］［2023］。
（ 5）	『心根決疑章』の所説は基本的に『倶

く

舎
しゃ

論
ろん

』『成
じょう

唯
ゆい

識
しき

論
ろん

』等に見える説に
合致するが、一部異なるところもある。元来、識の拠り所である「所

しょ

依
え

」と識を生む力をもつ「根」とは別の概念であり、唯識の一般的な理
解によれば第七・第八の二識は互いに相手を「所依」とするのであって
「根」とはしないが、『心根決疑章』はそれを「根」とする。「然七八二
識互為其根

﹅

」（S1. 142）。覚晏が参照した長
ちょうすいし

水子璿
せん

（965-1038）の『首
楞厳義疏注経』は一般的な理解に基づき「此七八二識更互相依

﹅

」として
いる（巻 9之1：T39. 945b。覚晏による子璿の疏の引用は S3. 144参照）。
なお表の作成にあたり当初、③楞厳会上の所説を誤解しており前五識を
色根、後三識を心根に当てていたが、2024年 9 月 8 日の日本印度学仏教
学会第75回学術大会パネルＣ「新出史料の発見よりみたる達磨宗の諸
相」において吉村誠氏により現在の表の理解――八識すべてに対し色
根・心根の二層があり、色根では前六識に対しては六根を、後三識につ
いては意根にまとめ、心根においては見聞覚知の四根に配当するという
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図式――が示された。その指摘を踏まえ表と本文に修正を加えた。
（ 6）	『心根決疑章』、「薩婆多宗」（S1. 136）、「然小乗宗……小乗有部所立如

斯」（S1. 139）、「有宗」（S1. 140）、「倶舎」（S1. 144）。
（ 7）	『心根決疑章』、「眼耳鼻舌身色形異者名為扶根、扶於清浄根四大故。清

浄根者、義如珠宝光之明浄、一類清浄四大所成、非肉眼境、名清浄根
〈清浄根義、諸教皆同〉」（S1. 136）。

（ 8）	『心根決疑章』、「第六意根、非四大種、取六識之中前念六識随一、為後
意識之根」（S1. 136）。

（ 9）	『心根決疑章』、「又六識者、見為眼識、聞為耳識、嗅為鼻識、嘗為舌識、
覚触為身識」（S1. 142）。

（10）	『心根決疑章』、「見属於眼清浄四大照色之照能。既見色已、胸中謂言、
『是青』『是黄』。爾時名為眼識了別。聞覚例知。小乗有部所立如斯」（S1. 
139）。

（11）	 同書には詳論されないが、有部の理解によれば一つの瞬間に存在できる
のは一つの識のみであり、二つ以上の識の並存は認められない。前五識
のいずれかが生じる場合、それは自身に対応する根と、前の瞬間に生じ
ていた識のふたつを拠所とする。意識が生じる場合、直前の滅した識を
拠所（意根）とする（小谷［2019: 4 ］）。

（12）	『心根決疑章』、「唯識宗」（S1. 140）、「法相所立」（S1. 143）、「唯識」
（S1. 144）。

（13）	『心根決疑章』、「此教深探立第八識以為本識、七六已還名為転識」（S1. 
142）。

（14）	『心根決疑章』、「前五根中扶根・清浄色根二義全同有宗」（S1. 140）。
（15）	『心根決疑章』、「第六意根、其義永殊。謂以第七現在末那為其意識俱有

根也」（S1. 140）。
（16）	『心根決疑章』、「然七・八二識互為其根」（S1. 142）。
（17）	『心根決疑章』、「於意識中与前五識同一刹那」（S1. 142）。
（18）	『心根決疑章』、「第二刹那随於比量謂言『此青』『此黄』等時、猶為明了

意識境名似帯質也」（S1. 142）。
（19）	 小谷［2019: 4-7］。
（20）	『心根決疑章』、「楞厳会上」（S1. 144）。
（21）	『心根決疑章』、「顕於真実法相法性、永異前二」（S1. 144）、「大勘殊途、

有三宗異」（S1. 136）。
（22）	『心根決疑章』、「夫大・小・顕・密之教、西竺・東夏之説、判於識与根、

廃立不一。唯遂使禅家解経、円・楞二文俱失幽旨、濫於法相帯権之説。
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方今愍彼迷津、粗示方隅而巳」（S1. 132）。
（23）	『心根決疑章』、「楞厳根有二種、一者色根、二者心根」（S1. 144）。
（24）	『心根決疑章』、「窮立法相即是法性真心之体、遂令法相之外更覓於法

性」（S1. 144）、「見不出入、常遍法界」（S2. 85）、「故経云、『如一見根
見周法界、聴嗅嘗触覚々々知亦復如是』〈已上〉」（S2. 102）、「夫仏一字
即是惣体円融宝覚」（S2. 108）、「故経曰、『如一見根遍於法界、聴嗅嘗
触覚覚知復如是』」（S3. 161）、「見聞是常住真心」（S3. 162）。

（25）	『心根決疑章』、「能見覚心、周遍法界。其見即是妙明無上菩提」（S2. 
98）。

（26）	『心根決疑章』、「拠秘教、凡夫心如合蓮花、聖人心似開蓮花」（S2. 85）。
（27）	『心根決疑章』、「於色根中前五全同倶舎・唯識」（S1. 144）。
（28）	『心根決疑章』、「六七八識、倶以肉心為所依根」（S2. 95）、「問、『頼耶・

末那・意識何別？』答、『此亦無別。但是一識。随所縁境義立三識。
……』〈私云、三識同以肉心為根、義弥顕〉」（S3. 146）。

（29）	「知の精」が「法」を映しだし、それを「根」とする。「根の元」が清浄
根、それを扶ける「扶根」の「四塵」が「法」へと流れ出る。『心根決
疑章』、「首経四云、『知精映法、攬法成根。根元目為清浄四大。名為意
思、如幽室見。浮根〈浮根者、扶根也〉四塵、流逸奔法』〈已上〉」（S1. 
146）。

（30）	『心根決疑章』、「問、『……若以眼等識配蓮花者、眼等識為在心花所、在
眼等根耶？』答、『在心識所……』」（S2. 85）。

（31）	『心根決疑章』、「此経（『首楞厳経』）中於心法中、立根義者見聞覚〈覚
一字収嗅・嘗・触三。三是同一、合中知。故可読『於

お

保
ぼ

由
ゆ

』。触身覚
故〉知、名之為根」（S2. 99-100）。

（32）	『心根決疑章』、「心体見聞覚知立為根義」（S1. 152）。
（33）	『心根決疑章』、「故楞厳云、『見聞覚知不能分隔、成一円融清浄宝覚。心

根義略知如斯』」（S2. 108）。
（34）	『心根決疑章』、「此則鳩尾骨下、巨闕穴上、彼両際底、方寸肉団是也。

又医家等説、『五蔵之中、心蔵其色赤矣。神住其中』」（S1. 154）。
（35）	『心根決疑章』、「又羯邏藍識最初託処即名肉心。如是識於此処最初託、

還即従此処最後捨」（S2. 87）。
（36）	『心根決疑章』、「問、『今言識動、何謂心性不動耶？又言胸中、何謂遍法

界耶？』答、『但是真覚随根境時、似有前後及内外処。由器形異、空似
有方円。但除器方、不除虚空方相所在』」（S3. 145）。

（37）	『心根決疑章』、「此中根本心王、及見聞等六知之根、并余八種心王識体
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皆如湿性不壊、未堕煩悩心数故也。故此伝曰、『本無煩悩、元是菩提。』
見聞覚性遍於内外、煩悩纔現胸内一寸」（S3. 161）。

（38）	『心根決疑章』、「方今覚樹遍空、乗於凉陰煩悩小影難留其相」（S3. 161）。
（39）	『心根決疑章』、「由器形異、空似有方円。……〈頻伽瓶喩、此処応合〉」

（S3. 145）、「首経之中瓶空之喩」（S2. 89）。
（40）	『元祖孤雲徹通三大尊行状記』「永平二代懐奘和尚行状記」、「参多武峰達

磨宗覚晏上人、聞見性成仏之旨。至首棱厳之頻伽瓶喩、知無空之去来、
明無識生滅。晏即印記曰、『汝無始曠劫之無明、即解脱了也』」（『曹洞宗
全書』巻16、14頁下段。S2. 90）。

（41）	『心根決疑章』、「次明識者、此経所立識義者還同有宗所判識義。謂於見
外色已色境薫入胸中之時、於肉心内発識了知、謂『青』謂『黄』、名了
別識。」（S3. 143）。

（42）	『心根決疑章』、「然小乗倶舎一宗但執眼根如鏡、外色伝影如鏡現像、不
知見是心之体性、遍於法界、聞等亦爾」（S3. 162）。

（43）	『心根決疑章』、「若唯識一宗雖以見聞覚知名為心法、亦不知見聞是常住
真心。但知胸中肉心所住八識心随縁見聞速起速滅。故論曰、『依止根本
識。五識随縁現、或倶或不倶、如濤波依水』〈已上〉」（S3. 162-163）。

（44）	『心根決疑章』、「此宗既以周遍法界円常之見、還入胸中為第八、以本為
末、何有入期？」（S3. 165）。

（45）	 柳［2022］。
（46）	『万善同帰集』巻下：「問、『上上根人頓悟自心、還仮万行、助道熏修

不？』答、『……若約自利、則何仮万行熏修？無病不応服薬。若約利他、
亦不可廃。若不自作、争勧他人？』」（T48. 987b-c）。柳［2020］。

（47）	『宗鏡録』巻40：「略有二意、一為頓悟知宗、二為円修辦事」（T48. 
653b）。

（48）	『宗鏡録』は安心問答を取り上げるものの、その問答そのものは載せて
いない。延寿の弟弟子の道原が編んだ『景徳伝灯録』には、問答全体を
以下のように録している。「光（＝慧可）曰、『我心未寧、乞師与安。』
師（＝達磨）曰、『将心来、与汝安。』曰、『覓心了不可得。』師曰、『我
与汝安心竟。』」（巻 3「第二十八祖菩提達磨」：K33a）。この原型は最古
の禅籍『二入四行論』に見えるが、そこでは以下の通り慧可とその弟子
の問答になっている。「有人問可師……。又問、『教弟子安心。』答、『将
汝心来、与汝安。』又言、『但与弟子安心。』答、『譬如請巧人裁衣、巧人
得汝絹帛、始得下刀。本不見絹帛、寧得与汝裁割虚空？汝既不能将心与
我、我知為汝安何物心？我実不能安虚空。」（C1. 215-217）。達磨と慧可
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の間でなされたものとして安心問答を載せる古い例は以下の二つである。
『四家語録』巻 5「黄檗断際禅師宛陵録」：「問、『祖伝法付与何人？』師
（＝黄檗）云、『無法与人。』云、『云何二祖請師安心？』師云：『你若道
有、二祖即合覓得心。覓心不可得故、所以道、「与你安心竟。」若有所得、
全帰生滅。』」（CB50-51）。『祖堂集』巻 2「第二十八祖菩提達摩和尚」：
「又問、『請和尚安心。』師曰、『将心来、与汝安心。』進曰、『覓心了不可
得。』師曰、『覓得豈是汝心？与汝安心竟。』達摩語恵可曰、『為汝安心竟、
汝今見不？』恵可言下大悟。」（K72）。柳田［1967: 436］。

（49）	『宗鏡録』巻3：「故二祖求此妄心不得、初祖於是伝衣。阿難執此妄心、
如来所以呵斥。如経云、『仏告阿難、「汝今欲知奢摩他路、願出生死。今
復問汝。」即時如来挙金色臂、屈五輪指、語阿難言、「汝今見不？」阿難
言、「見。」仏言、「汝何所見？」阿難言、「我見如来挙臂屈指為光明拳、
耀我心目。」仏言、「汝将誰見？」阿難言、「我与大衆同将眼見。」仏告阿
難、「汝今答我、『如来屈指為光明拳、耀汝心目。』汝目可見、以何為心
当我拳耀？」阿難言、「如来現今徴心所在、而我以心推窮尋逐。即能推
者、我将為心。」仏言、「咄！阿難、此非汝心。」阿難矍然避座、合掌起
立白仏、「此非我心、当名何等？」仏告阿難、「此是前塵虚妄想相惑汝真
性。由汝無始至于今生認賊為子、失汝元常、故受輪転。」……』（『首楞
厳経』巻1：T19. 108c-109a）。……故円覚経云、「妄認六塵縁影為自心
性。」（T17. 913b）故知此能推之心、若無因縁、即不生起、但従縁生、
縁生之法、皆是無常、如鏡裏之形無体、而全因外境、似水中之月不実。
而虚現空輪、認此為真、愚之甚矣！所以慶喜執而無拠、七処茫然。二祖
了而不生、一言契道。則二祖求此縁慮不安之心不得、即知真心遍一切処、
悟此為宗、遂乃最初紹於祖位。阿難因如来推破妄心、乃至於五陰・六
入・十二処・十八界・七大性、一一微細窮詰、徹底唯空、皆無自性。既
非因縁自他和合而有、又非自然無因而生。悉是意言識想分別。因茲豁悟
妙明真心広大含容遍一切処、即与大衆倶達此心、同声讃仏。故経云、
『爾時阿難及諸大衆、蒙仏如来微妙開示、身心蕩然、得無罣礙。是諸大
衆各各自知心遍十方、見十方空、如観手中所持葉物。一切世間諸所有物、
皆即菩提妙明元心。心精遍円、含裏十方。……獲本妙心、常住不滅。礼
仏合掌、得未曾有、於如来前、説偈讚仏、「妙湛総持不動尊、首楞厳王
世希有。消我億劫顛倒想、不歴僧祇獲法身。』（『首楞厳経』巻3：T19. 
119b）即同初祖、直指人心、見性成仏。」（T48. 430c-431c）。

（50）	『宗鏡録』によれば「妄心」の否定により「真心」を悟れるのは、それ
まで「ある」と誤認していた「心」（＝妄心）が実在しないことに気づ
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くことで、一切皆空という本来のありように立ち返ることができるから
である。世界は本来すべて空にして一体であるのに対し、我々は身勝手
な分別により世界を切り分け、おのれの「心」というものが自分の内に
局在していると思いなしている。そのような分別に基づく思い込みが事
実に反すると気付きさえすれば、自他を隔てていた分別が打破され、世
界に遍満している「真空」「真心」そのものに成ることができるのだと
いう。『宗鏡録』巻84：「所以金剛経云、『過去心不可得、未来心不可得、
現在心不可得。』三際倶空、一心何有？以所依根本之心尚不有、能依枝
末一切万法寧是実耶？故云、『千端万累何能縛？』故知但了一念空、諸
塵自然破。所依既不有、能依何得生？如源尽流乾、根危葉謝。所以阿難
七処執而無拠、故知邪法難扶。二祖直下求而不生、可験解空方悟。祖仏
大約只指斯宗。既不得能起之心、亦不得所生之境。心不可得故、即我喪。
境不可得故、即法亡。若能人法倶空、即顕一心妙理。但以心塵相対、万
法縦横、境智一如、千差頓寂。如是方能豁悟本覚霊智真心無住無依、遍
周法界」（T48. 879a）。なお『心根決疑章』が「秘教」の説として、「凡
夫の心」が「合

と

じた蓮花」のようで、「聖人の心」が「開いた蓮花」の
ようだと述べるのは（S2. 85）、分別により世界と隔絶された状態と、
分別を打破して世界に開かれた状態という二種の心の有り様をイメージ
してのことかもしれない。

（51）	『心根決疑章』において直接言及されないものの、『宗鏡録』には禅宗初
祖の達磨の言葉として「以心伝心」、およびその教化のありようとして
「直指人心、見性成仏」「伝仏心印、言下見性、便為得道」などの句が見
える。『宗鏡録』を重視し、かつ「扶桑第二相承」を自称していた覚晏
が、仏の心を代々伝える禅宗の立場を知っていたことは間違いない。
『宗鏡録』巻1：「今依祖仏言教之中約今学人、随見心性発明之処、立心
為宗。是故西天釈迦文仏云、『仏語心為宗、無門為法門。』此土初祖達磨
大師云、『以心伝心、不立文字。』則仏仏手授、授斯旨、祖祖相伝、伝此
心。」（T48. 417b-c）。同巻14：「夫釈迦文仏開衆生心、成仏知見。達磨
初祖直指人心、見性成仏。」（同488c）。同巻19：「只如達磨禅師、伝仏
心印、言下見性、便為得道。」（同521a）。

【略号一覧】
C：�「禅の語録」シリーズ、筑摩書房、1969-1981年刊行、2016年再行。「a. b」

と表記。aは巻数、bは頁数を示す。
CB：�禅学叢書 3『四家語録・五家語録』、中文出版社、1974年。
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K：�「基本典籍叢刊」シリーズ、禅文化研究所、京都、1990-95年刊行。
S：�『心根決疑章』、舘・吉村・師・山口・柳［2021］［2022］［2023］。「a. b」

と表記。aは123の数字により訓注の上中下を示し、bは頁数を示す。
T：�『大正新脩大蔵経』大蔵出版、1924-34年刊行、1960-79年再刊。
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